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■対象製品

このマニュアルは AX7800Sおよび AX5400Sモデルを対象に記載しています。また，AX7800Sのソフトウェアおよび
AX5400Sのソフトウェア，いずれも Ver. 10.10の機能について記載しています。ソフトウェア機能は，基本ソフトウェア
OS-SWおよび各種オプションライセンスによってサポートする機能について記載します。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上，必要な手
続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標一覧

Ciscoは，米国 Cisco Systems, Inc. の米国および他の国々における登録商標です。
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NetFlowは米国およびその他の国における米国 Cisco Systems, Inc.の登録商標です。
Octpowerは，日本電気（株）の登録商標です。
Odysseyは，米国 Funk Software Inc.の米国における登録商標です。
OpenViewは，Hewlett-Packard Companyの商標です。
sFlowは，米国およびその他の国における米国 InMon Corp. の登録商標です。
Solarisは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商標です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
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そのほかの記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。

■マニュアルはよく読み，保管してください。

製品を使用する前に，安全上の説明をよく読み，十分理解してください。
このマニュアルは，いつでも参照できるよう，手近な所に保管してください。

■ご注意

このマニュアルの内容については，改良のため，予告なく変更する場合があります。

■発行

２０１１年　　２月　（第１４版）　ＡＸ－１０－０２５－Ｊ０

■著作権
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変更履歴
【【【【Ver. 10.10 Rev.1】】】】

表　変更履歴

なお，単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
【【【【Ver. 10.9対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 10.7対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

このマニュアルで使用する用語を次のとおり変更しました。
・「構成定義情報」を「コンフィグレーション」に，その他「構成定義」を含む用語を「コンフィグレーション」を含む用語に
変更。
・「系交替」を「系切替」に変更。
【【【【Ver. 10.6対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 10.5対応版】対応版】対応版】対応版】

章・節・項・タイトル 追加・変更内容

4.1　サポートトラップおよび発行契機 • PIM隣接ノードに関する記述を追加しました。

4.2　サポートトラップ -PDU内パラメータ • PIM隣接ノードに関する記述を追加しました。

4.3　サポートトラップ -PDU内パラメータ • PIM隣接ノードに関する記述を追加しました。

項目 追加・変更内容

サポートMIBトラップ • トラップ名称の先頭にモデル名を付けました。
例：axs～→ ax7800s～
　　axs～→ ax5400s～

以下は変更前の名称です。
・axsGsrpStateTransitionTrap
・axsEfmoamUdldPortInactivateTrap
・axsEfmoamLoopDetectPortInactivateTrap

項目 追加・変更内容

ax7800sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回
線 )情報 )

• 1000BASE-LHBの記述を追加しました。

ax5400sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回
線 )情報 )

• 1000BASE-LHBの記述を追加しました。

項目 追加・変更内容

ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (BCU情報 ) • ax7800sBcuIoBoardTypeの実装仕様の記述を変更しました。
• 電圧情報のオブジェクト識別子を追加しました。

ax7800sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 ) • 電圧情報のオブジェクト識別子を追加しました。



表　変更履歴

【【【【Ver. 10.4対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 10.2対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

項目 追加・変更内容

ipMrouteTable • 実装仕様に nonstop forwarding有効時の仕様を追加しました。

項目 追加・変更内容

サポートトラップおよび発行契機 • axsEfmoamUdldPortInactivateTrapを追加しました。
• axsEfmoamLoopDetectPortInactivateTrapを追加しました。

サポートトラップ -PDU内パラメータ • axsEfmoamUdldPortInactivateTrapを追加しました。
• axsEfmoamLoopDetectPortInactivateTrapを追加しました。

サポートトラップ -PDU内パラメータ • axsEfmoamUdldPortInactivateTrapを追加しました。
• axsEfmoamLoopDetectPortInactivateTrapを追加しました。

項目 追加・変更内容

MIB体系図 • ipMRouteStdMIB(83)，igmpStdMIB(85)を追加しました。

MIB一覧 • ipMRouteStdMIBグループ，igmpStdMIBグループを追加しま
した。

• axsStatsグループに axsIpStatsグループを追加しました。
• axsStaticグループに axsStaticIpv6Tableグループを追加しまし
た。

interfacesグループ (イーサネットの場合 ) • ifInOctets，ifOutOctetsのリンクアグリゲーションの記述を変
更しました。

ifMIB(イーサネットの場合 ) • ifHCInOctets，ifHCOutOctetsのリンクアグリゲーションの記
述を変更しました。

vrrpOperationsグループ • vrrpOperationsグループの実装仕様に vrrpOperationsTable，
vrrpAssociatedIpAddrTableを追加しました。

vrrpStatisticsグループ • vrrpStatisticsグループの実装仕様に vrrpRouterStatisticsTable
を追加しました。

ipMRouteStdMIBグループ (IPv4 MRoute MIB) • 本節を追加しました。

igmpStdMIBグループ (IGMP MIB) • 本節を追加しました。

pimMIBグループ (IPv4 PIM MIB) • 本節を全面的に変更しました。

axsStatsグループ (統計情報MIB) • axsIpStatsグループを追加しました。
• axsIpNullInDiscards，axsIpv6NullInDiscardsオブジェクトを
追加しました。

axsGsrpMIBグループ (GSRPグループ情報 ) • axsGsrpVlanGroupIdの実装仕様を 1～ 128に変更しました。
• axsGsrpNeighborVlanGroupIdの実装仕様を 1～ 128に変更し
ました。

axsStaticIpv6Tableグループ • スタティック経路情報のオブジェクト識別子を追加しました。

ax7800sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回
線 )情報 )

• ax7800sPhysLineConnectorTypeの実装仕様に
type10GBASE-SR，type10GBASE-ERを追加しました。

サポートトラップおよび発行契機 • サポートトラップおよび発行契機に vrrpTrapProtoError，
axsStaticIpv6GatewayStateChangeを追加しました。



【【【【Ver. 10.1対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 10.0対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 9.4対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 9.3対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

サポートトラップ -PDU内パラメータ • サポートトラップ -PDU内パラメータに vrrpTrapProtoError，
axsStaticIpv6GatewayStateChangeを追加しました。

• OSPFトラップおよび BGPトラップの OID値を変更しました。

項目 追加・変更内容

pimMIBグループ (PIM情報MIB) • 本節を追加しました。

項目 追加・変更内容

ax7800sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 ) • ax7800sNifBoardType値に以下の NIFを追加しました。
・8-port 1000BASE-X(SFP)-SHAPER
・4-port 10GBASE-R(XFP)（PSU-33内蔵）

項目 追加・変更内容

MIB体系図 • MIB体系図に axsStatic(38)，snmpV2(6)，snmpModules(3)を
追加しました。

snmpModules(SNMPv3情報MIB) • 本節を追加しました。

axsStaticグループ (スタティック経路情報MIB) • 本節を追加しました。

ax7800sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 ) • ax7800sNifBoardType値に以下の NIFを追加しました。
8-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T + 4-port 
1000BASE-X(SFP)

項目 追加・変更内容

MIB体系図 • MIB体系図に axsFlow(8)を追加しました。

axsQosグループ • axsEthShaperAgQueStatsグループの実装仕様に
axsEthShaperDefAgQueStatsTableを追加しました。

axsFlowグループ（FLOW情報MIB） • 本節を追加しました。

ax7800sPhysLineグループ (line(物理回線 )情報 ) • ax7800sPhysLineTransceiverStatusを追加しました。

ax5400sNifBoardグループ (NIF情報 ) • ax5400sNifBoardType値に以下の NIFを追加しました。
・32-port 10/100/1000BASE-T + 2-port 1000BASE-T or 
1000BASE-X

ax5400sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回
線 )情報 )

• ax5400sPhysLineTransceiverStatusを追加しました。

項目 追加・変更内容





はじめに

■対象製品およびソフトウェアバージョン
このマニュアルは AX7800Sおよび AX5400Sモデルを対象に記載しています。また，AX7800Sのソフトウェア
および AX5400Sのソフトウェア，いずれも Ver. 10.10の機能について記載しています。ソフトウェア機能は，
基本ソフトウェア OS-SWおよび各種オプションライセンスによってサポートする機能について記載します。な
お，Ver. 10.10以降のソフトウェアでは POS機能はサポート対象外です。
また，このマニュアルは前回の Ver. 10.10対応マニュアル発行以降の追加および変更を記載し，Ver. 10.10 Rev.1
としたものです。
操作を行う前にこのマニュアルをよく読み，書かれている指示や注意を十分に理解してください。また，このマ
ニュアルは必要なときにすぐ参照できるよう使いやすい場所に保管してください。
なお，このマニュアルでは特に断らないかぎり AX7800Sと AX5400Sに共通の機能について記載しますが，どち
らかの機種固有の機能については以下のマークで示します。

【【【【AX7800S】】】】：
AX7800Sについての記述です。

【【【【AX5400S】】】】：
AX5400Sについての記述です。

また，このマニュアルでは特に断らないかぎり基本ソフトウェア OS-SWの機能について記載しますが，各種オ
プションライセンスでサポートする機能については以下のマークで示します。

【【【【OP-ADV】】】】：
AX7800Sと AX5400Sのオプションライセンス OP-ADVについての記述です。

【【【【OP-BGP】】】】：
AX7800Sと AX5400Sのオプションライセンス OP-BGPについての記述です。

【【【【OP-ISIS】】】】：
AX7800Sと AX5400Sのオプションライセンス OP-ISISについての記述です。

【【【【OP-MLT】】】】：
AX7800Sと AX5400Sのオプションライセンス OP-MLTについての記述です。

【【【【OP-OSPF(AX5400S)】】】】：
AX7800Sでは基本ソフトウェアに含まれますが，AX5400Sはオプションライセンス OP-OSPFについての
記述になります。

■このマニュアルの訂正について
このマニュアルに記載の内容は，ソフトウェアと共に提供する「リリースノート」および「マニュアル訂正資料」
で訂正する場合があります。

■対象読者
AX7800Sまたは AX5400Sを利用したネットワークシステムを構築し，運用するシステム管理者の方を対象とし
ています。
また，次に示す知識を理解していることを前提としています。
• ネットワークシステム管理の基礎的な知識

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す四つの章と付録から構成されています。
I



はじめに
第 1章　サポートMIBの概要
本装置が実装するMIBの概要について説明しています。

第 2章　標準 MIB(RFC準拠および IETFドラフトMIB)
本装置が実装する標準MIBの実装仕様について説明しています。

第 3章　プライベートMIB
本装置が実装するプライベートMIBの実装仕様について説明しています。

第 4章　サポートMIBトラップ
サポートMIBのトラップについて説明しています。

付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
プライベートMIBとオブジェクト ID値の対応について説明しています。

■読書手順
このマニュアルは次の手順でお読みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルの URL
このマニュアルの内容は下記 URLに掲載しておりますので，あわせてご利用ください。
http://www.alaxala.com
II



はじめに
■マニュアルの読書手順
本装置の導入，セットアップ，日常運用までの作業フローに従って，それぞれの場合に参照するマニュアルを次
に示します。

■このマニュアルでの表記
 
ABR         Available Bit Rate
AC          Alternating Current
ACK         ACKnowledge
ADSL        Asymmetric Digital Subscriber Line
III



はじめに
ALG         Application Level Gateway
ANSI        American National Standards Institute
ARP         Address Resolution Protocol
AS          Autonomous System
ATM         Asynchronous Transfer Mode
AUX         Auxiliary
BCU         Basic management Control module
BFD         Bidirectional Forwarding Detection
BGP         Border Gateway Protocol
BGP4        Border Gateway Protocol - version 4
BGP4+       Multiprotocol Extensions for Border Gateway Protocol - version 4
bit/s       bits per second     *bpsと表記する場合もあります。
BPDU        Bridge Protocol Data Unit
BRI         Basic Rate Interface
BSU         Basic packet Switching module
BU          Basic control Unit
CBR         Constant Bit Rate
CDP         Cisco Discovery Protocol
CIDR        Classless Inter-Domain Routing
CIR         Committed Information Rate
CIST        Common and Internal Spanning Tree
CLNP        ConnectionLess Network Protocol
CLNS        ConnectionLess Network System
CONS        Connection Oriented Network System
CP          multi layer Control Processor
CRC         Cyclic Redundancy Check
CSMA/CD     Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection
CSNP        Complete Sequence Numbers PDU
CST         Common Spanning Tree
DA          Destination Address
DC          Direct Current
DCE         Data Circuit terminating Equipment
DHCP        Dynamic Host Configuration Protocol
Diff-serv   Differentiated Services
DIS         Draft International Standard/Designated Intermediate System
DLCI        Data Link Connection Identifier
DNS         Domain Name System
DR          Designated Router
DSAP        Destination Service Access Point
DSCP        Differentiated Services Code Point
DTE         Data Terminal Equipment
DVMRP       Distance Vector Multicast Routing Protocol
E-Mail      Electronic Mail
EAP         Extensible Authentication Protocol
EAPOL       EAP Over LAN
EFM         Ethernet in the First Mile
ES          End System
FCS         Frame Check Sequence
FDB         Filtering DataBase
FR          Frame Relay
FTTH        Fiber To The Home
GBIC        GigaBit Interface Converter
GFR         Guaranteed Frame Rate
GSRP        Gigabit Switch Redundancy Protocol
HDLC        High level Data Link Control
HMAC        Keyed-Hashing for Message Authentication
IANA        Internet Assigned Numbers Authority
ICMP        Internet Control Message Protocol
ICMPv6      Internet Control Message Protocol version 6
ID          Identifier
IEC         International Electrotechnical Commission
IEEE        Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc.
IETF        the Internet Engineering Task Force
IGMP        Internet Group Management Protocol
IIH         IS-IS Hello
IP          Internet Protocol
IPCP        IP Control Protocol 
IPv4        Internet Protocol version 4
IPv6        Internet Protocol version 6
IPV6CP      IP Version 6 Control Protocol 
IPX         Internetwork Packet Exchange
IS          Intermediate System
IS-IS       Information technology - Telecommunications and Information 
            exchange between systems - Intermediate system to Intermediate 
IV
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            system Intra-Domain routeing information exchange protocol for use 
            in conjunction with the Protocol for providing the 
            Connectionless-mode Network Service (ISO 8473) 
ISDN        Integrated Services Digital Network
ISO         International Organization for Standardization
ISP         Internet Service Provider
IST         Internal Spanning Tree
LAN         Local Area Network
LCP         Link Control Protocol
LED         Light Emitting Diode
LLC         Logical Link Control
LLDP        Link Layer Discovery Protocol
LLQ+3WFQ    Low Latency Queueing + 3 Weighted Fair Queueing
LSP         Label Switched Path
LSP         Link State PDU
LSR         Label Switched Router
MAC         Media Access Control
MC          Memory Card
MD5         Message Digest 5
MDI         Medium Dependent Interface
MDI-X       Medium Dependent Interface crossover
MIB         Management Information Base
MPLS        Multi-Protocol Label Switching
MRU         Maximum Receive Unit
MSTI        Multiple Spanning Tree Instance
MSTP        Multiple Spanning Tree Protocol
MTU         Maximum Transfer Unit
NAK         Not AcKnowledge  
NAS         Network Access Server
NAT         Network Address Translation
NCP         Network Control Protocol 
NDP         Neighbor Discovery Protocol
NET         Network Entity Title
NIF         Network Interface board
NLA ID      Next-Level Aggregation Identifier
NPDU        Network Protocol Data Unit
NSAP        Network Service Access Point
NSSA        Not So Stubby Area
NTP         Network Time Protocol
OADP        Octpower Auto Discovery Protocol
OAM         Operations, Administration, and Maintenance
OSI         Open Systems Interconnection
OSINLCP     OSI Network Layer Control Protocol
OSPF        Open Shortest Path First
OUI         Organizationally Unique Identifier
PAD         PADding
PAE         Port Access Entity
PC          Personal Computer
PCI         Protocol Control Information
PDU         Protocol Data Unit
PICS        Protocol Implementation Conformance Statement
PID         Protocol IDentifier
PIM         Protocol Independent Multicast
PIM-DM      Protocol Independent Multicast-Dense Mode
PIM-SM      Protocol Independent Multicast-Sparse Mode
POH         Path Over Head
POS         PPP over SONET/SDH
PPP         Point-to-Point Protocol
PPPoE       PPP over Ethernet
PRI         Primary Rate Interface
PSNP        Partial Sequence Numbers PDU
PSU         Packet Switching Module
PVC         Permanent Virtual Channel (Connection)/Permanent Virtual Circuit
QoS         Quality of Service
RA          Router Advertisement
RADIUS      Remote Authentication Dial In User Service
RDI         Remote Defect Indication
REJ         REJect 
RFC         Request For Comments
RIP         Routing Information Protocol
RIPng       Routing Information Protocol next generation
RM          Routing Manager
RMON        Remote Network Monitoring MIB
RPF         Reverse Path Forwarding
V



はじめに
RQ          ReQuest
RSTP        Rapid Spanning Tree Protocol
SA          Source Address
SDH         Synchronous Digital Hierarchy
SDU         Service Data Unit
SEL         NSAP SELector
SFD         Start Frame Delimiter
SFP         Small Form factor Pluggable
SMTP        Simple Mail Transfer Protocol
SNAP        Sub-Network Access Protocol
SNMP        Simple Network Management Protocol
SNP         Sequence Numbers PDU
SNPA        Subnetwork Point of Attachment
SOH         Section Over Head
SONET       Synchronous Optical Network
SOP         System Operational Panel
SPF         Shortest Path First
SSAP        Source Service Access Point
STP         Spanning Tree Protocol
TA          Terminal Adapter
TACACS+     Terminal Access Controller Access Control System Plus
TCP/IP      Transmission Control Protocol/Internet Protocol
TLA ID      Top-Level Aggregation Identifier
TLV         Type, Length, and Value
TOS         Type Of Service
TPID        Tag Protocol Identifier
TTL         Time To Live
UBR         Unspecified Bit Rate
UDLD        Uni-Directional Link Detection
UDP         User Datagram Protocol
UPC         Usage Parameter Control
UPC-RED     Usage Parameter Control - Random Early Detection
VBR         Variable Bit Rate
VC          Virtual Channel/Virtual Call/Virtual Circuit
VCI         Virtual Channel Identifier
VLAN        Virtual LAN
VP          Virtual Path
VPI         Virtual Path Identifier
VPN         Virtual Private Network
VRRP        Virtual Router Redundancy Protocol
WAN         Wide Area Network
WDM         Wavelength Division Multiplexing
WFQ         Weighted Fair Queueing
WRED        Weighted Random Early Detection
WS          Work Station
WWW         World-Wide Web
XFP         10 gigabit small Form factor Pluggable

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語については，常用漢字以外
を使用しています。
• 宛て（あて）
• 宛先（あてさき）
• 迂回（うかい）
• 鍵（かぎ）
• 個所（かしょ）
• 筐体（きょうたい）
• 桁（けた）
• 毎（ごと）
• 閾値（しきいち）
• 芯（しん）
• 溜まる（たまる）
• 必須（ひっす）
• 輻輳（ふくそう）
• 閉塞（へいそく）
VI



はじめに
• 漏洩（ろうえい）

■ kB(バイト )などの単位表記について
1kB(キロバイト )，1MB(メガバイト )，1GB(ギガバイト )，1TB(テラバイト )はそれぞれ 1,024バイト，
1,024２バイト，1,024３バイト，1,024４バイトです。
VII
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1　 サポート MIBの概要

1.1　MIB体系図

1.2　MIB一覧

1.3　プライベート MIB定義ファイルの入手方法

1.4　MIBの記述形式
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1.　サポート MIBの概要
1.1　MIB体系図

本装置でサポートするMIB体系図を (1/2)と (2/2)に示します。

図 1-1　MIB体系図 (1/2)
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1.　サポート MIBの概要
図 1-2　MIB体系図 (2/2)
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1.　サポート MIBの概要
1.2　MIB一覧

サポートMIBを次の表に示します。

表 1-1　MIBグループ一覧

MIBグループ 機能 サポ
ート

標準
MIB

systemグループ 装置に関する情報のMIBです。 ○

interfacesグループ インタフェースに関する情報のMIBです。 ○

atグループ ARPテーブルに関する情報のMIBです。 ○

ipグループ ip IP情報のMIBです。 ○

ipAddrTable IPアドレスに関するアドレッシングテーブ
ル情報のMIBです。

○

ipRouteTable IPルーティングテーブルに関する情報の
MIBです。

○

ipNetToMediaTable IPアドレス変換テーブルに関する情報の
MIBです。

○

ipForward IPフォワーディングテーブルに関する情報
のMIBです。

○

icmpグループ ICMP情報のMIBです。 ○

tcpグループ tcp TCP情報のMIBです。 ○

ipv6TcpConnTable IPv6に関する TCP情報のMIBです。 ○

udpグループ udp UDP情報のMIBです。 ○

ipv6UdpTable IPv6に関する UDP情報のMIBです。 ○

egpグループ EGP情報のMIBです。 ×

dot3グループ イーサネットライク回線に関する情報の
MIBです。

○

pppグループ pppLcp PPP情報のMIBです。 ○

【【【【AX7800S】】】】 pppIp LocalPPPの IPパラメータと統計に関する
MIBです。

○

SONET/SDHグルー
プ

SONET／ SDH Medium
グループ

SONET／ SDHメディア情報のMIBです。 ○

【【【【AX7800S】】】】 SONET／ SDH Sectionグ
ループ

SONET／ SDHセクション情報のMIBで
す。

○

SONET／ SDH Lineグ
ループ

SONET／ SDHライン情報のMIBです。 ○

SONET／ SDH Far End 
Lineグループ

SONET／ SDH Far Endライン情報の
MIBです。

○

SONET／ SDH Pathグ
ループ

SONET／ SDHパス情報のMIBです。 ○

SONET／ SDH Far End 
Pathグループ

SONET／ SDH Far Endパス情報のMIB
です。

○

SONET／ SDH Virtual 
Tributaryグループ

SONET／ SDH Virtual Tributary情報の
MIBです。

×
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1.　サポート MIBの概要
SONET／ SDH Far End 
VTグループ

SONET／ SDH Far End VT情報のMIB
です。

×

snmpグループ SNMP情報のMIBです。 ○

ospfグループ ospfGeneralGroup OSPF情報のMIBです。 ○

【【【【OP-OSPF(AX5400
S)】】】】

ospfAreaTable ルータが接続する各エリアに関する情報を
格納するテーブルのMIBです。

○

ospfStubAreaTable エリアボーダルータによってスタブエリア
内に広告される情報のテーブルのMIBで
す。

○

ospfLsdbTable OSPFプロセスのリンク状態データベース
(LSDB)に関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

ospfAreaRangeTable ルータが接続するエリア内に存在するアド
レスの範囲の情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

ospfHostTable ルータがホストルートとして広告するホス
トとメトリックのMIB情報です。

×

ospfIfTable ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するテーブルのMIBです。

○

ospfIfMetricTable 各インタフェースのサービスタイプメト
リック情報を格納するテーブルのMIBで
す。

○

ospfVirtIfTable ルータが接続する仮想インタフェースの情
報を格納するテーブルのMIBです。

○

ospfNbrTable 仮想ではない隣接局の情報を格納するテー
ブルのMIBです。

○

ospfVirtNbrTable 仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル
のMIBです。

○

ospfExtLsdbTable OSPF処理のリンク状態データベース
(LSDB)テーブルに関するMIBです。

○

ospfAreaAggregateTable IPアドレスと IPサブネットマスクを対と
して指定した IPアドレステーブルに関する
MIBです。

○

ospfTrap トラップに関するMIBです。 ○

bgpグループ bgp BGP情報のMIBです。 ○

【【【【OP-BGP】】】】 bgpPeerTable bgpピアテーブルに関するMIBです。 ○

bgpPathAttrTable BGP4から受信したパス情報に関するMIB
です。

○

rmonグループ Ethernet Statistics Group イーサネットインタフェースの統計情報に
関するテーブルのMIBです。

○

History Control Group イーサネットの統計情報の来歴制御テーブ
ルに関するMIBです。

○

Ethernet History Group イーサネットの統計情報の来歴テーブルに
関するMIBです。

○

Alarm Group アラームテーブルに関する情報のMIBで
す。

○

MIBグループ 機能 サポ
ート
5



1.　サポート MIBの概要
Host Group Hostグループに関する情報のMIBです。 ×

Host Top"N" HostTopNグループに関する情報のMIBで
す。

×

Matrix Matrixグループに関する情報のMIBです。 ×

Filter Filterグループに関する情報のMIBです。 ×

Packet Capture PacketCaptureグループに関する情報の
MIBです。

×

Event Group RMONエージェントによって生成されるイ
ベントのテーブルに関するMIBです。

○

dot1dBridgeグループ dot1dBaseグループ ブリッジの情報です。 ○

dot1dStpグループ スパニングツリー・プロトコルの情報です。 ○

dot1dTpグループ ブリッジのフォワーディング情報です。 ○

dot1dStaticグループ フィルタリング情報です。 ×

pBridgeMIBグループ 優先制御とマルチキャスト・フィルタリン
グの情報です。

○

qBridgeMIBグループ 仮想ブリッジ情報です。 ○

ifMIBグループ インタフェース拡張情報のMIBです。 ○

ipv6MIBグループ ipv6MIB
ipv6 generalグループ

IPv6インタフェースに関するMIBです。 ○

ipv6IfTable ネットワークレイヤインタフェース (V6)の
テーブルに関するMIBです。

○

ipv6IfStatsTable IPv6インタフェーストラフィックの統計情
報テーブルに関するMIBです。

○

ipv6AddrPrefixTable IPv6インタフェースのアドレス prefixの
テーブルに関するMIBです。

○

ipv6AddrTable インタフェースアドレステーブルに関する
MIBです。

○

ipv6RouteTable IPv6ルーティングテーブルに関するMIB
です。

○

ipv6NetToMediaTable IPv6アドレス変換テーブルに関するMIB
です。

○

ipv6IcmpMIBグループ IPv6 ICMP MIBです。 ○

vrrpMIBグループ vrrpOperationsグループ VRRPルータの構成と制御情報に関する
MIBです。

○

vrrpStatisticsグループ VRRPパケットに関する統計情報のMIBで
す。

○

vrrpNotificationsグループ VRRPルータから送出される VRRPトラッ
プに関するMIB情報です。

×

ipMRouteStdMIBグ
ループ【【【【OP-MLT】】】】

ipMRouteEnable IPマルチキャストの動作有無に関するMIB
です。

○

ipMRouteTable IPマルチキャスト経路表に関するMIBで
す。

○

ipMRouteNextHopTable 下流インタフェースごとの NextHop（次送
信先）表に関するMIBです。

○

MIBグループ 機能 サポ
ート
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1.　サポート MIBの概要
ipMRouteInterfaceTable マルチキャストインタフェース表に関する
MIBです。

○

ipMRouteBoundaryTable マルチキャスト境界表に関するMIBです。 ×

ipMRouteScopeNameTabl
e

マルチキャスト領域名表に関するMIBで
す。

×

ipMRouteEntryCount IPマルチキャスト経路表のエントリ数に関
するMIBです。

○

igmpStdMIBグルー
プ
【【【【OP-MLT】】】】

igmpInterfaceTable IGMPインタフェース表に関するMIBで
す。

○

igmpCacheTable 特定インタフェースの IGMPグループ表に
関するMIBです。

○

pimMIBグループ
【【【【OP-MLT】】】】

pimJoinPruneInterval PIM-SM Join/Pruneメッセージ送信周期に
関するMIBです。

○

pimInterfaceTable PIMインタフェース表に関するMIBです。 ○

pimNeighborTable PIM隣接ルータ表に関するMIBです。 ○

pimIpMRouteTable PIM経路表に関するMIBです。 ×

pimRPTable PIM version1用の RP情報表に関するMIB
です。

×

pimRPSetTable RP候補情報表に関するMIBです ×

pimIpMRouteNextHopTa
ble

PIM経路の NextHop（次送信先）表に関す
るMIBです。

×

pimCandidateRPTable RP候補のときに広告するグループ情報表に
関するMIBです。

×

pimComponentTable PIMドメインを特定するコンポーネント表
に関するMIBです。

×

ospfv3MIBグループ ospfv3GeneralGroup OSPFv3情報のMIBです。 ○

【【【【OP-OSPF(AX5400
S)】】】】

ospfv3AreaTable ルータが接続する各エリアに関する情報を
格納するテーブルのMIBです。

○

ospfv3AsLsdbTable OSPFv3の AS Scopeリンク状態データ
ベースに関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

ospfv3AreaLsdbTable OSPFv3の AreaScopeリンク状態データ
ベースに関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

ospfv3LinkLsdbTable OSPFv3の LinkScopeリンク状態データ
ベースに関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

ospfv3IfTable ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するテーブルに関するMIBです。

○

ospfv3VirtIfTable ルータが接続する仮想リンクのインタ
フェース情報を格納するテーブルに関する
MIBです。

○

ospfv3NbrTable 仮想ではない隣接局の情報を格納するテー
ブルに関するMIBです。

○

MIBグループ 機能 サポ
ート
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1.　サポート MIBの概要
ospfv3VirtNbrTable 仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル
のMIBです。

○

ospfv3AreaAggregateTabl
e

Prefixと Prefix lengthを対として指定した
IPv6Prefixのテーブルに関するMIBです。

○

IEEE8023-LAG-MIB
グループ

dot3adAggグループ Aggregatorに関する情報です。 ○

dot3adAggPortグループ すべての AggregationPortについての Link 
Aggregation Control情報です。

○

802.1X MIBグループ 802.1Xに関するMIBです。 ○

snmpModulesグルー
プ

snmpFrameworkMIBグ
ループ

SNMPフレームワークに関するMIBです。 ○

snmpMPDMIBグループ SNMPメッセージとディスパッチャに関す
るMIBです。

○

snmpTargetMIBグループ SNMP宛て先情報に関するMIBです。 ○

snmpNotificationMIBグ
ループ

SNMP通知情報に関するMIBです。 ○

snmpProxyMIBグループ SNMPプロキシに関するMIBです。 ×

snmpUsmMIBグループ SNMPユーザベースセキュリティモデルに
関するMIBです。

○

snmpVacmMIBグループ SNMPビューベースアクセス制御モデルに
関するMIBです。

○

snmpCommunityMIBグ
ループ

SNMPv1,v2c,v3の共存に関するMIBです。 ×

プライ
ベート
MIB

axsStatsグループ axsPhysStatsグループ
【【【【AX7800S】】】】

POS物理層およびチャネルのエラー統計情
報に関するMIBです。

○

axsSonetStatsグループ
【【【【AX7800S】】】】

SONETインタフェース統計のMIBです。 ○

axsIfStatsグループ メガ単位インタフェース統計のMIBです。 ○

axsQoSグループ QoS統計情報に関するMIBです。 ○

axsDHCPグループ DHCPサーバに関する統計情報のMIBで
す。

○

axsVlanStatsグループ VLANに関する統計情報のMIBです。 ○

axsIpStatsグループ IPに関する統計情報 ○

axsGsrpMIBグルー
プ

axsGsrpGroupTableグ
ループ

GSRPグループ情報を格納するテーブルに
関するMIBです。

○

axsGsrpVlanGroupTable
グループ

GSRP VLANグループ情報を格納するテー
ブルに関するMIBです。

○

axsGsrpNeighborGroupTa
bleグループ

対向装置の GSRPグループ情報を格納する
テーブル

○

axsGsrpNeighborVlanGro
upTableグループ

対向装置の GSRP VLANグループ情報を格
納するテーブルに関するMIBです。

○

axsFdbグループ axsFdbCounterTable FDB学習数に関する情報テーブルに関する
MIBです。

○

MIBグループ 機能 サポ
ート
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1.　サポート MIBの概要
axsVlanグループ axsVlanBridgeグループ VLANごとの Bridge-MIBに関するMIB
です。

○

axsVlanTagTranslationグ
ループ

Tag変換機能に関する情報テーブルのMIB
です。

○

axsOadpグループ axsOadpGlobalInfoグルー
プ

OADP機能の運用状態に関するMIBです。 ○

axsOadpPortInfoグループ OADPポート情報に関するMIBです。 ○

axsOadpNeighborInfoグ
ループ

OADP隣接ノードに関するMIBです。 ○

axsFlowグループ axsFlowResourcesグルー
プ

装置当たりのフローフィルタ機能 ,フロー
QoS機能 ,NetFlow統計情報機能に関する
MIBです。

○

axsFlowFilterグループ フローフィルタ検出条件 (Inbound)のテー
ブル情報に関するMIBです。

○

axsFlowFilterStatsグルー
プ

フローフィルタ検出条件 (Inbound)で指定
した動作パラメータ毎の統計情報のテーブ
ル情報に関するMIBです。

○

axsFlowQosグループ 通常フロー検出条件 (Inbound)のテーブル
情報に関するMIBです。

○

axsFlowQosStatsグルー
プ

通常フロー検出条件に一致した統計情報の
テーブル情報に関するMIBです。

○

axsOspfMIBグループ
【【【【OP-OSPF(AX5400
S)】】】】

axsOspfGeneralTable OSPF情報を格納するテーブルに関する
MIBです。

○

axsOspfDomainAreaTable ルータが接続する各エリアに関する情報を
格納するテーブルのMIBです。

○

axsOspfStubAreaTable エリアボーダルータによってスタブエリア
内に広告される情報のテーブルに関する
MIBです。

○

axsOspfLsdbTable OSPFプロセスのリンク状態データベース
(LSDB)に関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

axsOspfAreaRangeTable ルータが接続するエリア内に存在するアド
レスの範囲の情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

axsOspfIfTable ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するテーブルのMIBです。

○

axsOspfIfMetricTable 各インタフェースのサービスタイプメト
リック情報を格納するテーブルのMIBで
す。

○

axsOspfVirtIfTable ルータが接続する仮想インタフェースの情
報を格納するテーブルのMIBです。

○

axsOspfNbrTable 仮想ではない隣接局の情報を格納するテー
ブルのMIBです。

○

axsOspfVirtNbrTable 仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル
のMIBです。

○

axsOspfExtLsdbTable OSPF処理のリンク状態データベース
(LSDB)のテーブルのMIBです。

○

MIBグループ 機能 サポ
ート
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1.　サポート MIBの概要
axsOspfAreaAggregateTa
ble

IPアドレスと IPサブネットマスクを対と
して指定した IPアドレスのテーブルの
MIBです。

○

axsOspfTrap トラップに関するMIBです。 ○

axsOspfv3グループ axsOspfv3GeneralTable OSPFv3情報のMIBです。 ○

【【【【OP-OSPF(AX5400
S)】】】】

axsOspfv3AreaTable ルータが接続する各エリアに関する情報を
格納するテーブルのMIBです。

○

axsOspfv3AsLsdbTable OSPFv3の AS Scopeリンク状態データ
ベースに関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

axsOspfv3AreaLsdbTable OSPFv3の AreaScopeリンク状態データ
ベースに関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

axsOspfv3LinkLsdbTable OSPFv3の LinkScopeリンク状態データ
ベースに関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

axsOspfv3IfTable ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するリストのMIBです。

○

axsOspfv3VirtIfTable ルータが接続する仮想インタフェースの情
報を格納するテーブルのMIBです。

○

axsOspfv3NbrTable 仮想ではない隣接局の情報を格納するテー
ブルのMIBです。

○

axsOspfv3VirtNbrTable 仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル
のMIBです。

○

axsOspfv3AreaAggregate
Table

Prefixと Prefix lengthを対として指定した
IPv6 Prefixのテーブルに関するMIBです。

○

axsIsisMibグループ
【【【【OP-ISIS】】】】

axsIsisSysTableグループ IS-IS情報が含まれるMIBです。 ○

axsIsisSysLevelTableグ
ループ

IS-ISプロトコルのレベル情報が含まれる
MIBです。

○

axsIsisCircTableグループ IS-ISインタフェース情報が含まれるMIB
です。

○

axsIsisNotificationTable
グループ

IS-ISトラップ付随情報が含まれるMIBで
す。

○

axsStaticグループ axsStaticTableグループ スタティック情報を格納するテーブルに関
するMIBです。

○

axsStaticIpv6Tableグルー
プ

ipv6スタティック情報を格納するテーブル
に関するMIBです。

○

axsBootManagementグループ システム起動に関するMIBです。 ○

axsLoginグループ ログインに関するMIBです。 ○

axslldpグループ axslldpConfigurationグ
ループ

LLDPのコンフィグレーションのMIBで
す。

○

axslldpStatsグループ LLDPの統計情報のMIBです。 ○

axslldpLocalSystemData
グループ

LLDPの本装置に関する情報のMIBです。 ○

MIBグループ 機能 サポ
ート
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1.　サポート MIBの概要
(凡例 )　○：本装置でサポートしています。　×：本装置ではサポートしていません。

axslldpRemoteSystemDat
aグループ

LLDPの本装置と接続している隣接装置に
関する情報のMIBです。

○

axslldpRemoteOriginInfo
Dataグループ

LLDPの弊社独自 TLV情報のMIBです。 ○

ax7800sSwitchグループ
【【【【AX7800S】】】】

装置のモデル情報のMIBです。 ○

ax7800sDevice
【【【【AX7800S】】】】

ax7800sChassisグループ 装置の筐体情報のMIBです。 ○

ax7800sBcuBoardグルー
プ

装置の BCU情報のMIBです。 ○

ax7800sPsuBoardグルー
プ

装置の PSU情報のMIBです。 ○

ax7800sNifBoardグルー
プ

装置の NIF情報のMIBです。 ○

ax7800sPhysLineグルー
プ

装置の回線情報のMIBです。 ○

ax7800sInterfaceグループ 装置の回線 IPアドレス情報のMIBです。 ○

ax7800sManagement
MIBグループ
【【【【AX7800S】】】】

ax7800sFdbClearMIBグ
ループ

FDB情報をクリアするためのMIBです。 ○

ax5400sSwitchグループ
【【【【AX5400S】】】】

装置のモデル情報のMIBです。 ○

ax5400sDevice
【【【【AX5400S】】】】

ax5400sChassisグループ 装置の筐体情報のMIBです。 ○

ax5400sBcuBoardグルー
プ

装置の BCU情報のMIBです。 ○

ax5400sBsuBoardグルー
プ

装置の BSU情報のMIBです。 ○

ax5400sNifBoardグルー
プ

装置の NIF情報のMIBです。 ○

ax5400sPhysLineグルー
プ

装置の回線情報のMIBです。 ○

ax5400sInterfaceグループ 装置の回線 IPアドレス情報のMIBです。 ○

ax5400sManagement
MIBグループ
【【【【AX5400S】】】】

ax5400sFdbClearMIBグ
ループ

FDB情報をクリアするためのMIBです。 ○

icmpグループ (HPプライベートMIB) HP社のプライベートMIBです。 ○

sFlowグループ (InMonプライベートMIB) InMon社のプライベートMIBです。sFlow
統計に関する情報を格納するテーブルの
MIBです。

○

MIBグループ 機能 サポ
ート
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1.　サポート MIBの概要
1.3　プライベートMIB定義ファイルの入手方法

プライベートMIB定義ファイル（ASN.1）は，ソフトウェアと共に提供いたします。
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1.　サポート MIBの概要
1.4　MIBの記述形式

このマニュアルで記述しているサポートMIBの記述形式について説明します。各MIBはグループごとに
識別子および実装仕様を記述しています。

●識別子
オブジェクト識別子の公認された記述形式です。
(例 )　プライベートMIB　axsStatsグループの識別子の記述形式とオブジェクト ID値を次に示しま
す。
 
識別子　　　　　　axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1
 

プライベートMIBのオブジェクト ID値については，「付録 A　プライベートMIB名称とオブジェクト
ID値」を参照してください。

●実装仕様
各MIBの実装仕様を表で説明しています。axsStatsグループの実装仕様を例に，表の項目について説
明します。axsStatsグループの実装仕様の例を次の表に示します。

表 1-2　axsStatsグループの実装仕様

オブジェクト識別子
MIBのオブジェクト識別子の名称を示しています。

SYNTAX
プライベートMIBで使用している SYNTAXの意味を次の表に示します。なお，SYNTAXはプライ
ベートMIBの実装仕様だけで説明しています。

表 1-3　プライベート MIBで使用している SYNTAXの意味

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsIfStatsTable
{axsIfStats 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA インタフェースの拡張統計情報テーブル。 ●

2 axsIfStatsEntry
{axsIfStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA インタフェースの拡張統計情報テーブルのエン
トリ。
[index] {axsIfStatsIndex}

●

3 axsIfStatsIndex
{axsIfStatsEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 本装置のインタフェースインデックス。IfIndex
と同じ。

●

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

項番 SYNTAX SYNTAXの説明

1 Counter 0..4,294,967,295(232-1)まで増加し，また 0に戻る整数値。

2 Counter32 0..4,294,967,295(232-1)まで増加し，また 0に戻る整数値。

3 Counter64 0..18,446,744,073,709,551,615(264-1)まで増加し，また 0に戻る整数値。
SNMPv1では未サポート。

4 DisplayString 0個以上 255文字以下の文字列 (各バイトは，NVT ASCII値 )。

5 Gauge 値は増減できる，0またはそれ以上の整数 (0..4,294,967,295)。
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1.　サポート MIBの概要
アクセス
• R/O：規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Onlyであることを示します。
• R/W：規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Writeであることを示します。
• R/NW：規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Writeですが，本装置では Read_Onlyと
なっていることを示します。

• AN：規格ドキュメント上のMIBアクセスが accessible-for-notifyであることを示します。Object
の取得および設定ができませんが，トラップの variableとして読み取ることができます。

• NA：規格ドキュメント上のMIBアクセスが not-accessibleであることを示します。
• R/C：規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Createであることを示します。

6 INTEGER -2147483648..2147483647(-231..231-1)の範囲の整数情報を表す。

7 Integer32 -2147483648..2147483647(-231..231-1)の範囲の整数情報を表す。

8 OCTET STRING 0個以上の文字列 (8ビット単位 )。各バイトは，0-255。

9 IpAddress 4バイトの OCTET STRING(32ビットの IPアドレスを格納 )。

10 Ipv6Address 16バイトの OCTET STRING(128ビットの IPv6アドレスを格納 )。

11 OBJECT IDENTIFIER サブ識別子の順序固定リストを格納。

12 MacAddress IEEE802.1aで定義された正規の順序で表される 802MACアドレス。
OCTET STRINGタイプ。

13 RowStatus 概念上の行エントリの生成や削除を制御するための SYNTAXタイプ。

14 TimeStamp あるイベントからの時間を 100分の 1秒単位で計るタイムスタンプ。

15 TimeTicks 正の整数で，あるイベントからの時間を 100分の 1秒で表す。

16 BITS 名前付きビット列で対応するビットに 1を割り当て，0個以上の文字列 (8
ビット単位 )で表す。

17 NOT-ACCESSIBLE アクセス不可。

18 PortList ポートのビットマップとなっており，有効なポートに対応するビットに 1
を割り当てる。本装置では，ポートの ifindex番号に対応したビットに 1を
割り当てる。

19 VlanIndex VLANのインデックス番号 (1..4095)を表す。

20 VlanIdOrZero VLANのインデックス番号 (1..4095)または該当する VLANがないとき 0
で表す。

21 AddressFamilyNumbers IANAが割り当てたアドレス番号。

22 BridgeId スパニングツリーで使用されるブリッジ識別子。OCTET STRINGタイプ。

23 InetAddress インターネットアドレスを表す。OCTET STRINGタイプ。

24 InetAddressType インターネットアドレスのタイプを表す。

25 InterfaceIndex システムが管理している ifIndex番号。1..2147483647(231-1)の範囲の整数
値。

26 OwnerString 0以上 127文字以下の文字列。管理上割り当てられたリソースの所有者の
名前を表す。DisplayStringタイプ。

27 SnmpAdminString 管理情報を含む文字列。DisplayStringタイプ。

28 TimeFilter 正の整数で，あるイベントからの時間を 100分の 1秒で表すインデックス
番号。

29 Timeout 100分の 1秒単位の STPタイマ。

30 TruthValue 真偽値を表す。

項番 SYNTAX SYNTAXの説明
14



1.　サポート MIBの概要
• R/NC：規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Createですが，本装置では Read_Onlyと
なっていることを示します。

実装仕様
[規格 ]：規格ドキュメントの規格概要を記述しています。
[実装 ]：本装置での実装仕様を記述しています。

実装有無
• ●：本装置でサポート（応答）するMIBを示しています。ただし，アクセス欄が「NA」の場合，

MIBの応答はしません。また使用する機能によって応答するものが変わりますので注意してくださ
い。

• ▲：本装置でサポート（応答）するMIBですが，統計カウンタで本装置がカウントできないため，
固定値を応答するMIBを示しています。

• ×：本装置でサポート（応答）しないMIBを示しています。
15





2　 標準MIB(RFC準拠および IETFドラ
フト MIB)
この章では本装置で使用する標準MIBの実装仕様について説明します。

2.1　systemグループ (MIB-II)

2.2　interfacesグループ (MIB-II)

2.3　atグループ (MIB-II)

2.4　ipグループ (MIB-IIおよび IP Forward Table MIB)

2.5　icmpグループ (MIB-II)

2.6　tcpグループ (MIB-IIおよび TCP MIB for IPv6)

2.7　udpグループ (MIB-IIおよび UDP MIB for IPv6)

2.8　dot3グループ (Ethernet Like MIB)

2.9　pppグループ (PPP MIB)【AX7800S】

2.10　SONET／ SDHグループ（SONET／ SDH MIB）【AX7800S】

2.11　snmpグループ (MIB-II)

2.12　ospfグループ (OSPFv2 MIB)【OP-OSPF(AX5400S)】

2.13　bgpグループ (BGP4 MIB)【OP-BGP】

2.14　rmonグループ (Remote Network Monitoring MIB)

2.15　dot1dBridgeグループ

2.16　ifMIBグループ (Interfaces Group MIB)

2.17　ipv6MIBグループ (IPv6 MIB)

2.18　ipv6IcmpMIBグループ (ICMPv6 MIB)

2.19　vrrpMIBグループ

2.20　ipMRouteStdMIBグループ (IPv4 MRoute MIB)【OP-MLT】

2.21　igmpStdMIBグループ (IGMP MIB)【OP-MLT】
17



2.22　pimMIBグループ (IPv4 PIM MIB)【OP-MLT】

2.23　ospfv3MIBグループ (OSPFv3 MIB)【OP-OSPF(AX5400S)】

2.24　IEEE8023-LAG-MIBグループ

2.25　802.1X MIBグループ

2.26　snmpModulesグループ (SNMPv3情報MIB)
18



2.1　systemグループ (MIB-II)
2.1　systemグループ (MIB-II)

（1） 識別子
 
system OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.1

（2） 実装仕様

systemグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-1　systemグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sysDescr
{system 1}

R/O [規格 ]ハードウェア，OS，ネットワーク OSの名称またはバージョ
ン No。
[実装 ]会社名 装置型名 装置モデル ソフトウェア名称 ソフトウェア型
名 ソフトウェアバージョン ソフトウェア略称を含む文字列。
(例 )
AX7800Sの場合

"Alaxala AX7800S AX-xxxx-xx [AX78xxS-xx] Switching 
Software AX-xxxx-xx Ver. 10.6 [OS-xx]"
AX-xxxx-xx：装置型名
AX78xxS-xx：装置モデル
Switching Software：ソフトウェア名称
AX-xxxx-xx：ソフトウェア型名
Ver. 10.6：ソフトウェアバージョン
OS-xx：ソフトウェア略称

AX5400Sの場合
"Alaxala AX5400S AX-xxxx-xx [AX54xxS-xx] Switching 
Software AX-xxxx-xx Ver. 10.6 [OS-xx]"
AX-xxxx-xx：装置型名
Alaxala AX54xxS-xx：装置モデル
Switching Software：ソフトウェア名称
AX-xxxx-xx：ソフトウェア型名
Ver. 10.6：ソフトウェアバージョン
OS-xx：ソフトウェア略称

●

2 sysObjectID
{system 2}

R/O [規格 ]ネットワーク管理サブシステムのベンダの認証 ID。
[実装 ]固定値。

AX7800Sの場合
1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2

AX5400Sの場合
1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3

●

3 sysUpTime
{system 3}

R/O [規格 ]システムが起動してからの累積時間 (10ミリ秒カウンタ )。
[実装 ]運用系 BCU起動時からの累積時間。

●

4 sysContact
{system 4}

R/W [規格 ]管理ノードに関する連絡先。
[実装 ]ユーザがコンフィグレーションコマンドで設定した文字列 (60
文字以内 )。デフォルトはなし (NULL)。

●

5 sysName
{system 5}

R/W [規格 ]管理ノードの名称，管理ノードのドメイン名。
[実装 ]ユーザがコンフィグレーションコマンドで設定した文字列 (60
文字以内 )。デフォルトはなし (NULL)。

●
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2.1　systemグループ (MIB-II)
6 sysLocation
{system 6}

R/W [規格 ]管理ノードの設置場所
[実装 ]ユーザがコンフィグレーションコマンドで設定した文字列 (60
文字以内 )。デフォルトはなし (NULL)。

●

7 sysServices
{system 7}

R/O [規格 ]サービスを示す値。
[実装 ]78固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.2　interfacesグループ (MIB-II)
2.2　interfacesグループ (MIB-II)

2.2.1　interfacesグループ (イーサネットの場合 )
次に示す interfacesグループについて説明します。

• 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
• 1000BASE-X
• 10GBASE-R【【【【AX7800S】】】】
• 10GBASE-W【【【【AX7800S】】】】

（1） 識別子
 
interfaces OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.2

（2） 実装仕様

イーサネットの場合の interfacesグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-2　interfacesグループの実装仕様 (イーサネットの場合 )

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ifNumber
{interfaces 1}

R/O [規格 ]このシステムで，提供するネットワークインタフェースの数。
[実装 ]規格に同じ。インタフェースに関するコンフィグレーション
を変更すると，このオブジェクトの値も変わります。

●

2 ifTable
{interfaces 2}

NA [規格 ]インタフェースエンティティのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ifEntry
{ifTable 1}

NA [規格 ]サブネットワークレイヤに属するインタフェース情報のリス
ト。
INDEX { ifIndex }
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ifIndex
{ifEntry 1}

R/O [規格 ]このインタフェースを識別するための番号。1から ifNumber
までの連続した値。
[実装 ]規格と同じ。また，インタフェースに関するコンフィグレー
ションを変更すると，このオブジェクトの値も変わります。

●

5 ifDescr
{ifEntry 2}

R/O [規格 ]インタフェースに関する情報。
[実装 ]インタフェース種別ごとの固定文字列。なお，コンフィグ
レーションと実装が不一致の場合，または NIF close中の場合，
"Unknown"という文字列を表示します。

●

6 ifType
{ifEntry 3}

R/O [規格 ]インタフェースのタイプ。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：Ethernet-csmacd(6)。
• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：l3ipvlan(136)。
• VLANの ifIndexの場合：l2vlan(135)。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：ieee8023adLag(161)。

●
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2.2　interfacesグループ (MIB-II)
7 ifMtu
{ifEntry 4}

R/O [規格 ]このインタフェースで送受信できるデータグラムの最大サイ
ズ (オクテット )。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
ただし，IP定義を入力後は IP MTU値を表示します。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：Line情報と同じ。
• リンクアグリゲーションの ifindexの場合：Line情報と同じ。

詳細は，「解説書 Vol.1　11.5.3 MTUとフラグメント」を参照してく
ださい。

●

8 ifSpeed
{ifEntry 5}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の回線速度 (bit/s)。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：コンフィグレーションコマンド lineにサ
ブコマンド bandwidthが設定されていない場合は，当該インタ
フェースの回線速度を表示し，設定されている場合はその設定値を
表示する。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：Line情報と同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：リンクアグリゲーショ
ングループに属する回線の Line情報のうち最大速度のもの。

●

9 ifPhysAddress
{ifEntry 6}

R/O [規格 ]このインタフェースのネットワークレイヤ直下の物理アドレ
ス。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：MACアドレスをキャノニカル表現した値
を応答。ただし，NIF close中の場合は表示しません。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：00 00 00 00 00 00固定。
• VLANの ifIndexの場合：VLANに割り当てられたMACアドレス
をキャノニカル表現した値を応答。

• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：リンクアグリゲーショ
ングループのMACアドレスをキャノニカル表現した値を応答。た
だし，該当する NIFがすべて close中の場合，00 00 00 00 00 00を
応答します。

●

10 ifAdminStatus
{ifEntry 7}

R/W [規格 ]このインタフェースの望ましい状態。
    { up(1)，
      down(2)，
      testing(3) }
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：デフォルトは up(1)，コンフィグレーショ
ンで disable指定時は down(2)になります。lineのコンフィグレー
ションが設定されていない場合，およびコンフィグレーションで
PSU/BSU，NIFに disableが設定されている場合，SetRequestオ
ペレーションを用いて値を変更することはできません。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：デフォルトは up(1)，コンフィ
グレーションで Tag-VLAN連携 disable指定時は down(2)になり
ます。また，コンフィグレーションで PSU/BSU，NIF，Lineに
disableが設定されている場合，またはリンクアグリゲーションに
disableが設定されている場合，SetRequestオペレーションを用い
て値を変更することはできません。

• VLANの ifIndexの場合：デフォルトは up(1)，コンフィグレー
ションで VLAN disable指定時は down(2)になります。

• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：デフォルトは up(1)，
コンフィグレーションでリンクアグリゲーション disable指定時は
down(2)になります。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.2　interfacesグループ (MIB-II)
11 ifOperStatus
{ifEntry 8}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の状態。
    { up(1)，
      down(2)，
      testing(3) }
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの場合：規格に同じ。
• リンクアグリゲーションの場合：規格に同じ。

●

12 ifLastChange
{ifEntry 9}

R/O [規格 ]このインタフェースの ifOperStatusが最後に変化した時の
sysUpTime。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。ただし，CPダウン時は 0を
応答します。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：規格に同じ。ただし，CPダウ
ン時は 0を応答します。

• VLANの ifIndexの場合：規格に同じ。ただし，CPダウン時は 0
を応答します。

• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。ただし，
CPダウン時は 0を応答します。

●

13 ifInOctets
{ifEntry 10}

R/O [規格 ]このインタフェースで受信したオクテットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：MACヘッダの DAフィールドから FCSま
での受信オクテット数。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：MACヘッダの DA
フィールドから FCSまでの受信オクテット数。

●

14 ifInUcastPkts
{ifEntry 11}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

15 ifInNUcastPkts
{ifEntry 12}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知した非ユニキャスト・パケット (ブロー
ドキャスト，マルチキャストパケット )の数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

16 ifInDiscards
{ifEntry 13}

R/O [規格 ]パケット自身にはエラーはないが，上位プロトコルに渡すこ
とのできなかったパケットの数 (バッファなしなどで破棄された受信
パケットの数 )。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：受信 FIFO Overflowのため廃棄したイベ
ント数。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：受信 FIFO Overflowの
ため廃棄したイベント数。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.2　interfacesグループ (MIB-II)
17 ifInErrors
{ifEntry 14}

R/O [規格 ]パケット中のエラーが含まれていることによって破棄された
パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：FCSエラー，ショートパケット，最大パ
ケット長オーバー，衝突されたパケット，パケットフォーマット不
正，端数ビットなどのエラーによって破棄されたパケットの数。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：FCSエラー，ショート
パケット，最大パケット長オーバー，衝突されたパケット，パケッ
トフォーマット不正，端数ビットなどのエラーによって破棄された
パケットの数。

●

18 ifInUnknownProtos
{ifEntry 15}

R/O [規格 ]サポートされていないプロトコルのパケットを受信し，破棄
したパケットの数。
[実装 ]0固定。

●

19 ifOutOctets
{ifEntry 16}

R/O [規格 ]このインタフェースで送信したパケットのオクテットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：MACヘッダの DAフィールドから FCSま
での送信オクテットの数。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：MACヘッダの DA
フィールドから FCSまでの送信オクテット数。

●

20 ifOutUcastPkts
{ifEntry 17}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：上位レイヤが送信した正常なユニキャス
ト・パケットの数 (MAC DAの I/Gビット ='0'パケットの数 )。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：上位レイヤが送信した
正常なユニキャスト・パケット数 (MAC DAの I/Gビット ='0'パ
ケットの数 )。

●

21 ifOutNUcastPkts
{ifEntry 18}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信した非ユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：上位レイヤが送信した正常な非ユニキャス
ト・パケットの数 (MAC DAの I/Gビット ='1'パケットの数。ただ
し，MACパケットは除く。また，SMTは含む )。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：上位レイヤが送信した
正常な非ユニキャスト・パケット数 (MAC DAの I/Gビット ='1'パ
ケットの数。ただし，MACパケットは除く。また，SMTは含む )。

●

22 ifOutDiscards
{ifEntry 19}

R/O [規格 ]パケット自身にエラーはなく，送信処理で破棄されたパケッ
トの数 (送信バッファ不足など )。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：送信 FIFO Overflow(アンダーラン )のた
め廃棄したイベントの数。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：送信 FIFO Overflow(
アンダーラン )のため廃棄したイベント数。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.2　interfacesグループ (MIB-II)
2.2.2　interfacesグループ (POSの場合 )【【【【AX7800S】】】】
次に示す interfaceグループについて説明します。

• OC-48c/STM-16 POS
• OC-192c/STM-64 POS

（1） 識別子
 
interfaces OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.2

（2） 実装仕様

POSの場合の interfacesグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-3　interfacesグループの実装仕様 (POSの場合 )

23 ifOutErrors
{ifEntry 20}

R/O [規格 ]エラーが原因で送信できなかったパケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：アンダーラン，過剰衝突，過剰遅延したパ
ケットの数。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：アンダーラン，過剰衝
突，過剰遅延したパケット数。

●

24 ifOutQLen
{ifEntry 21}

R/O [規格 ]送信パケットキューのサイズ。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：リンクアグリゲーショ
ングループに属する回線の送信パケットキューサイズを合計したも
の。

●

25 ifSpecific
{ifEntry 22}

R/O [規格 ]インタフェースのメディアの特性を定義するMIBへのレファ
レンス。ifTypeに依存するMIBのオブジェクト ID。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：1.3.6.1.2.1.10.7を応答する。ただし，非
正常時は，0.0を応答する。

• Tag-VLAN連携の ifIndexの場合：0.0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0.0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：0.0固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ifNumber
{interfaces 1}

R/O [規格 ]このシステムで，提供するネットワークインタフェースの数。
[実装 ]規格に同じ。インタフェースに関するコンフィグレーション
を変更すると，このオブジェクトの値も変化します。

●

2 ifTable
{interfaces 2}

NA [規格 ]インタフェースエンティティのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ifEntry
{ifTable 1}

NA [規格 ]サブネットワークレイヤに属するインタフェース情報のリス
ト。
INDEX { ifIndex }
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 ifIndex
{ifEntry 1}

R/O [規格 ]このインタフェースを識別するための番号。1から ifNumber
までの連続した値。
[実装 ]規格と同じ。また，インタフェースに関するコンフィグレー
ションを変更すると，このオブジェクトの値も変化します。

●

5 ifDescr
{ifEntry 2}

R/O [規格 ]インタフェースに関する情報。
[実装 ]インタフェース種別ごとの固定文字列。なお，コンフィグ
レーションと実装が不一致の場合，または NIF close中の場合，
"Unknown"という文字列を表示します。

●

6 ifType
{ifEntry 3}

R/O [規格 ]インタフェースのタイプ。
[実装 ]インタフェースによる。
• PPPの場合：ppp(23)
• SONET/SDHの場合：sonet(39)

●

7 ifMtu
{ifEntry 4}

R/O [規格 ]このインタフェースで送受信できるデータグラムの最大サイ
ズ（オクテット）。
[実装 ]送信できるデータグラムの最大サイズ。ただし，
ifOperStatusが UP時以外は 0を応答します。

●

8 ifSpeed
{ifEntry 5}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の回線速度 (bit/s)。
[実装 ]コンフィグレーションコマンド lineにサブコマンド
bandwidthが設定されていない場合は，当該インタフェースの回線速
度を表示し，設定されている場合はその設定値を表示する。

●

9 ifPhysAddress
{ifEntry 6}

R/O [規格 ]ネットワークレイヤ直下のインタフェースアドレス。
[実装 ]値なし（データレングス 0）。

●

10 ifAdminStatus
{ifEntry 7}

R/W [規格 ]インタフェースの望ましいステータス。
    { up(1),
      down(2),
      testing(3) }
[実装 ]デフォルトは up(1)，コンフィグレーションで disable指定時
は down(2)になります。また，コンフィグレーションで PSU/BSU，
NIFに disableが設定されている場合，SetRequestオペレーション
を用いて値を変更することはできません。

●

11 ifOperStatus
{ifEntry 8}

R/O [規格 ]インタフェースの現在のステータス。
    { up(1),
      down(2),
      testing(3) }
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ifLastChange
{ifEntry 9}

R/O [規格 ]このインタフェースの ifOperStatusが最後に変化したときの
sysUpTime。
[実装 ]規格に同じ。ただし，CPがダウン時は，-1を応答します。

●

13 ifInOctets
{ifEntry 10}

R/O [規格 ]インタフェースで受信したオクテットの数。
[実装 ]開始フラグおよび FCSを除いた，総受信オクテット数。

●

14 ifInUcastPkts
{ifEntry 11}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]受信 PPPパケットの数。制御パケットを含む（レイヤ 2以下
の制御パケットもカウント対象とする）。

●

15 ifInNUcastPkts
{ifEntry 12}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知した非ユニキャスト・パケット（ブ
ロードキャスト，マルチキャストパケット）の数。
[実装 ]0固定（PPPパケットはすべてユニキャスト・パケットとして
扱うためカウントしない）。

▲

16 ifInDiscards
{ifEntry 13}

R/O [規格 ]パケット自身にはエラーは検出されないが，上位プロトコル
に渡すことのできなかったパケットの数（バッファなしなどで破棄さ
れた受信パケットの数）。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.2.3　interfacesグループ (トンネルインタフェースの場合 )

（1） 識別子
 
interfaces OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.2

（2） 実装仕様

トンネルインタフェースの場合の interfacesグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-4　interfacesグループの実装仕様 (トンネルインタフェースの場合 )

17 ifInErrors
{ifEntry 14}

R/O [規格 ]パケット中のエラーが含まれていることによって破棄された
パケットの数。
[実装 ]CRCエラー，アボートフレーム，ショートフレーム，ロング
フレームの回線エラーによって破棄されたパケットの数。

●

18 ifInUnknownProtos
{ifEntry 15}

R/O [規格 ]サポートされていないプロトコルのパケットを受信し，破棄
したパケットの数。
[実装 ]0固定。

▲

19 ifOutOctets
{ifEntry 16}

R/O [規格 ]インタフェースで送信したパケットのオクテット数。
[実装 ]開始フラグおよび FCSを除いた，総送信オクテット数（レイ
ヤ 2以下の制御パケットもカウント対象とする）。

●

20 ifOutUcastPkts
{ifEntry 17}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]回線側に送信要求を発行したパケットの数。制御パケットを
含む。

●

21 ifOutNUcastPkts
{ifEntry 18}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信した非ユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定（PPPパケットはすべてユニキャスト・パケットとして
扱うためカウントしない）。

▲

22 ifOutDiscards
{ifEntry 19}

R/O [規格 ]パケット自身にエラーはなく，送信処理で破棄されたパケッ
トの数（送信バッファ不足など）。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 ifOutErrors
{ifEntry 20}

R/O [規格 ]エラーのため送信できなかったパケットの数。
[実装 ]アンダーラン，アボートフレームの回線エラーによって破棄
されたパケットの数。

●

24 ifOutQLen
{ifEntry 21}

R/O [規格 ]送信パケットキューのサイズ。
[実装 ]回線への送信待ちキューに積まれているパケットの数。

●

25 ifSpecific
{ifEntry 22}

R/O [規格 ]インタフェースのメディアの特性を定義するMIBへのレファ
レンス。ifTypeに依存するMIBのオブジェクト ID。
[実装 ]{0 0}。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ifNumber
{interfaces 1}

R/O [規格 ]このシステムで，提供するネットワークインタフェースの数。
[実装 ]規格に同じ。インタフェースに関するコンフィグレーション
を変更すると，このオブジェクトの値も変わります。

●

2 ifTable
{interfaces 2}

NA [規格 ]インタフェースエンティティのテーブル。
[実装 ] 規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3 ifEntry
{ifTable 1}

NA [規格 ]サブネットワークレイヤに属するインタフェース情報のリス
ト。
INDEX { ifIndex }
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ifIndex
{ifEntry 1}

R/O [規格 ]このインタフェースを識別するための番号。1から ifNumber
までの連続した値。
[実装 ]規格と同じ。また，インタフェースに関するコンフィグレー
ションを変更すると，このオブジェクトの値も変わります。

●

5 ifDescr
{ifEntry 2}

R/O [規格 ]インタフェースに関する情報。
[実装 ]インタフェース種別ごとの固定文字列。

●

6 ifType
{ifEntry 3}

R/O [規格 ]インタフェースのタイプ。
[実装 ]規格に同じ。
トンネル：tunnel(131)

●

7 ifMtu
{ifEntry 4}

R/O [規格 ]送受信パケットの最大長。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：規格に同じ。

●

8 ifSpeed
{ifEntry 5}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の回線速度の見積もり (bit/s)。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：0固定

●

9 ifPhysAddress
{ifEntry 6}

R/O [規格 ]このインタフェースのネットワークレイヤ直下の物理アドレ
ス。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：値なし

●

10 ifAdminStatus
{ifEntry 7}

R/W [規格 ]このインタフェースの望ましい状態。
    { up(1),
      down(2),
      testing(3) }
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：デフォルトは up(1)，コンフィグレーションで disable指
定時は down(2)になります。

●

11 ifOperStatus
{ifEntry 8}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の状態。
    { up(1),
      down(2),
      testing(3) }
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：規格に同じ。

●

12 ifLastChange
{ifEntry 9}

R/O [規格 ]このインタフェースの ifOperStatusが最後に変化した時の
sysUpTime。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：規格に同じ。

●

13 ifInOctets
{ifEntry 10}

R/O [規格 ]このインタフェースで受信したオクテットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：カプセル化した IPヘッダを除く IPパケットの総受信オク
テット数。

●

14 ifInUcastPkts
{ifEntry 11}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。

●

15 ifInNUcastPkts
{ifEntry 12}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知した非ユニキャスト・パケット (ブロー
ドキャスト，マルチキャストパケット )の数。
[実装 ]0固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.2.4　interfacesグループ (その他の場合 )
ローカルループバック，RMイーサネットポート（AX5400Sではリモートマネージメントポート）の場合
の interfacesグループについて説明します。

（1） 識別子
 
interfaces OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.2

16 ifInDiscards
{ifEntry 13}

R/O [規格 ]パケット自身にはエラーはないが，上位プロトコルに渡すこ
とのできなかったパケットの数 (バッファなしなどで破棄された受信
パケットの数 )。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：破棄されたパケットの数をカウント。

●

17 ifInErrors
{ifEntry 14}

R/O [規格 ]パケット中のエラーが含まれていることによって破棄された
パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：FCSエラー，ショートパケット，最大パケット長オー
バー，衝突されたパケット，パケットフォーマット不正，端数ビット
などのエラーによって破棄されたパケットの数をカウント。

●

18 ifInUnknownProtos
{ifEntry 15}

R/O [規格 ]サポートされていないプロトコルのパケットを受信し，破棄
したパケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：破棄した，IP以外のパケットの数。

●

19 ifOutOctets
{ifEntry 16}

R/O [規格 ]このインタフェースで送信したパケットのオクテットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：カプセル化した IPヘッダを除く IPパケットの総受信オク
テット数。

●

20 ifOutUcastPkts
{ifEntry 17}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。

●

21 ifOutNUcastPkts
{ifEntry 18}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信した非ユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

●

22 ifOutDiscards
{ifEntry 19}

R/O [規格 ]パケット自身にエラーはなく，送信処理で破棄されたパケッ
トの数 (送信バッファ不足など )。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：破棄したパケットの数をカウント。

●

23 ifOutErrors
{ifEntry 20}

R/O [規格 ]エラーが原因で送信できなかったパケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：アンダーラン，バイトカウントのミスマッチ，過剰衝突，
過剰遅延，または送信タイムアウトしたパケットの数。

●

24 ifOutQLen
{ifEntry 21}

R/O [規格 ]送信パケットキューのサイズ。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：送信待ちキューに積まれているパケットの数。

●

25 ifSpecific
{ifEntry 22}

R/O [規格 ]インタフェースのメディアの特性を定義するMIBへのレファ
レンス。ifTypeに依存するMIBのオブジェクト ID。
[実装 ]インタフェースによる。
トンネル：{0.0}固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

ローカルループバック，RMイーサネットポート（AX5400Sではリモートマネージメントポート）の場合
の interfacesグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-5　interfacesグループの実装仕様 (その他の場合 )

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ifNumber
{interfaces 1}

R/O [規格 ]このシステムで，提供するネットワークインタフェースの数。
[実装 ]規格に同じ。インタフェースに関するコンフィグレーション
を変更すると，このオブジェクトの値も変わります。

●

2 ifTable
{interfaces 2}

NA [規格 ]インタフェースエンティティのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ifEntry
{ifTable 1}

NA [規格 ]サブネットワークレイヤに属すインタフェース情報のリスト。
INDEX { ifIndex }
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ifIndex
{ifEntry 1}

R/O [規格 ]このインタフェースを識別するための番号。1から ifNumber
までの連続した値。
[実装 ]規格と同じ。また，インタフェースに関するコンフィグレー
ションを変更すると，このオブジェクトの値も変わります。

●

5 ifDescr
{ifEntry 2}

R/O [規格 ]インタフェースに関する情報。
[実装 ]インタフェース種別ごとの固定文字列。

●

6 ifType
{ifEntry 3}

R/O [規格 ]インタフェースのタイプ。
[実装 ]規格に同じ。
RMイーサネット：CSMA-CD(6)
ローカルループバック： softwareLoopback(24)

●

7 ifMtu
{ifEntry 4}

R/O [規格 ]送受信パケットの最大長。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：規格に同じ。
ローカルループバック：1536固定。

●

8 ifSpeed
{ifEntry 5}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の回線速度の見積もり (bit/s)。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：規格に同じ。
ローカルループバック：0固定。

●

9 ifPhysAddress
{ifEntry 6}

R/O [規格 ]このインタフェースのネットワークレイヤ直下の物理アドレ
ス。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：MACアドレスをキャノニカルにした値
ローカルループバック：値なし。

●

10 ifAdminStatus
{ifEntry 7}

R/W [規格 ]このインタフェースの望ましい状態。
    { up(1),
      down(2),
      testing(3) }
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：デフォルトは up(1)，コンフィグレーションで
disable指定時は down(2)になります。
ローカルループバック：up(1)固定。

●

11 ifOperStatus
{ifEntry 8}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の状態。
    { up(1),
      down(2),
      testing(3) }
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：up(1), down(2)だけ。
ローカルループバック：up(1)固定。

●
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12 ifLastChange
{ifEntry 9}

R/O [規格 ]このインタフェースの ifOperStatusが最後に変化した時の
sysUpTime。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：規格に同じ。
ローカルループバック：規格に同じ。

●

13 ifInOctets
{ifEntry 10}

R/O [規格 ]このインタフェースで受信したオクテットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：MACヘッダの DAフィールドから FCSまでの総
受信オクテット数。
ローカルループバック：IPパケットの総受信オクテット数。

●

14 ifInUcastPkts
{ifEntry 11}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケッ
トの数。
ローカルループバック：IPパケットで上位プロトコルへ通知したユニ
キャスト・パケットの数。

●

15 ifInNUcastPkts
{ifEntry 12}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知した非ユニキャスト・パケット (ブロー
ドキャスト，マルチキャストパケット )の数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：上位プロトコルへ通知したブロードキャストまた
はマルチキャストパケットの数。
ローカルループバック：IPパケットで上位プロトコルへ通知したブ
ロードキャストまたはマルチキャストパケットの数。

●

16 ifInDiscards
{ifEntry 13}

R/O [規格 ]パケット自身にはエラーはないが，上位プロトコルに渡すこ
とのできなかったパケットの数 (バッファなしなどで破棄された受信
パケットの数 )。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：破棄したパケットの数をカウント。
ローカルループバック：破棄したパケットの数をカウント。

●

17 ifInErrors
{ifEntry 14}

R/O [規格 ]パケット中のエラーが含まれていることによって破棄された
パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：FCSエラー，ショートパケット，最大パケット長
オーバー，衝突されたパケット，パケットフォーマット不正，端数
ビットなどのエラーによって破棄されたパケットの数をカウント。
ローカルループバック：0固定。

●

18 ifInUnknownProtos
{ifEntry 15}

R/O [規格 ]サポートされていないプロトコルのパケットを受信し，破棄
されたパケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：破棄した，IP以外のパケットの数。
ローカルループバック：破棄した，IP以外のパケットの数。

●

19 ifOutOctets
{ifEntry 16}

R/O [規格 ]このインタフェースで送信したパケットのオクテットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：MACヘッダの DAフィールドから FCSまでの総
送信オクテット数。
ローカルループバック：IPパケットの総送信オクテット数。

●

20 ifOutUcastPkts
{ifEntry 17}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：MAC DAの I/Gビット ='0'のパケットの数。
ローカルループバック：IPパケットで上位レイヤが送信したユニキャ
スト・パケットの数。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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21 ifOutNUcastPkts
{ifEntry 18}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信した非ユニキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：MAC DAの I/Gビット ='1'のパケットの数。
ローカルループバック：IPパケットで上位レイヤが送信した非ユニ
キャスト・パケットの数。

●

22 ifOutDiscards
{ifEntry 19}

R/O [規格 ]パケット自身にエラーはなく，送信処理で破棄されたパケッ
トの数 (送信バッファ不足など )。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：破棄したパケットの数をカウント。
ローカルループバック：破棄したパケットの数をカウント。

●

23 ifOutErrors
{ifEntry 20}

R/O [規格 ]エラーが原因で送信できなかったパケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：アンダーラン，バイトカウントのミスマッチ，過
剰衝突，過剰遅延，または送信タイムアウトしたパケットの数。
ローカルループバック：0固定。

●

24 ifOutQLen
{ifEntry 21}

R/O [規格 ]送信パケットキューのサイズ。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：送信待ちキューに積まれているパケットの数。
ローカルループバック：送信待ちキューに積まれているパケットの
数。

●

25 ifSpecific
{ifEntry 22}

R/O [規格 ]インタフェースのメディアの特性を定義するMIBへのレファ
レンス。ifTypeに依存するMIBのオブジェクト ID。
[実装 ]インタフェースによる。
RMイーサネット：{0.0}固定。
ローカルループバック：{0.0}固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
32



2.3　atグループ (MIB-II)
2.3　atグループ (MIB-II)

（1） 識別子
 
at OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.3

（2） 実装仕様

atグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-6　atグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 atTable
{at 1}

NA [規格 ]アドレス変換テーブルは "フィジカル "アドレス相当値に対す
る NetworkAddressのテーブル。いくつかのインタフェースはアドレ
ス相当値を決定するために変換テーブルを使用しません。このような
タイプの場合は，アドレス変換テーブルは空であり，エントリの数は
ゼロとなります。
[実装 ]規格に同じ。ネットワークアドレスから物理アドレスへの対
応関係を示します。

●

2 atEntry
{atTable 1}

NA [規格 ]各エントリは "フィジカル "アドレス相当値に対する一つの
NetworkAddressに関係するリストです。
INDEX { atIfIndex, atNetAddress }
[実装 ]規格に同じ。

●

3 atIfIndex
{atEntry 1}

R/NW [規格 ]対応するインタフェースの ifIndexの値。
[実装 ]atPhysAddressを持つインタフェースの ifIndex 。ただし，
Read_Onlyです。

●

4 atPhysAddress
{atEntry 2}

R/O [規格 ]物理アドレス。
[実装 ]媒体に依存した ARPテーブルに依存するMACアドレス。

●

5 atNetAddress
{atEntry 3}

R/O [規格 ]媒体に依存した atPhysAddressに対応する IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.4　ipグループ (MIB-IIおよび IP Forward Table MIB)
2.4　ipグループ (MIB-IIおよび IP Forward Table MIB)

2.4.1　ip

（1） 識別子
 
ip OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.4

（2） 実装仕様

ipグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-7　ipグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipForwarding
{ip 1}

R/NW [規格 ]IP中継機能の可否 (ゲートウェイとして動作するか )。
    { gateway(1),
      host(2) }
[実装 ] gateway(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

2 ipDefaultTTL
{ip 2}

R/NW [規格 ]IPヘッダ中の TTLに設定するデフォルト値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

3 ipInReceives
{ip 3}

R/O [規格 ]すべてのインタフェースから受信した IPデータグラムの総
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipInHdrErrors
{ip 4}

R/O [規格 ]IPヘッダのエラーのために破棄された受信データグラムの数。
[実装 ]IPヘッダチェックサムエラー，バージョンエラー，TTLオー
バ・ヘッダ長異常，形式エラーなどの IPパケットをカウントします。

●

5 ipInAddrErrors
{ip 5}

R/O [規格 ]IPヘッダ中の宛先アドレスが有効ではないために破棄された
パケット数。
[実装 ]宛先アドレスのクラスが A，B，C，Dではない時カウントし
ます。

●

6 ipForwDatagrams
{ip 6}

R/O [規格 ]中継を必要だと判断したパケット数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipInUnknownProtos
{ip 7}

R/O [規格 ]受信した自分宛て IPパケットで認識できないプロトコルかサ
ポートしていないプロトコルであるため，破棄した IPデータグラム
の数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipInDiscards
{ip 8}

R/O [規格 ]エラー以外の理由で破棄された送信 IPデータグラムの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ipInDelivers
{ip 9}

R/O [規格 ]上位レイヤに通知した IPデータグラムの数。
[実装 ]自装置宛てへの受信 IPパケット数。

●

10 ipOutRequests
{ip 10}

R/O [規格 ]上位レイヤが IPパケット送信要求を行った IPデータグラム
の総数。
[実装 ]自装置から送信した IPパケット数。

●

11 ipOutDiscards
{ip 11}

R/O [規格 ]エラー以外の理由で破棄された IPデータグラムの数。
[実装 ]IPパケット送信時送信バッファ不足または輻輳制御によって
廃棄したパケット数。

●
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2.4　ipグループ (MIB-IIおよび IP Forward Table MIB)
2.4.2　ipAddrTable

（1） 識別子
 
ip OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 4}
 
ipAddrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ip 20}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.4.20

（2） 実装仕様

ipAddrTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-8　 ipAddrTableグループの実装仕様

12 ipOutNoRoutes
{ip 12}

R/O [規格 ]送信経路が指定されないために破棄した IPデータグラムの
数。
[実装 ]パケット中継時，宛先ネットワークがルーティングテーブル
にない時カウントします。

●

13 ipReasmTimeout
{ip 13}

R/O [規格 ]リアセンブリ待ちしているフラグメントパケットのホールド
最大秒数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 ipReasmReqds
{ip 14}

R/O [規格 ]リアセンブリする必要のある受信 IPデータグラムの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 ipReasmOKs
{ip 15}

R/O [規格 ]リアセンブリが成功した受信 IPデータグラムの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 ipReasmFails
{ip 16}

R/O [規格 ]リアセンブリが失敗した受信 IPデータグラムの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

17  ipFragOKs
{ip 17}

R/O [規格 ]フラグメントが成功した IPデータグラムの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 ipFragFails
{ip 18}

R/O [規格 ]フラグメントを失敗した IPデータグラムの数。
[実装 ]フラグメントする必要があるにもかかわらず，IPヘッダの
DFビットがオンであったためにフラグメントができなかった場合カ
ウントします。フラグメント用バッファ獲得失敗の場合カウントしま
す。

●

19 ipFragCreates
{ip 19}

R/O [規格 ]フラグメンテーションの結果として生成された IPデータグラ
ムのフラグメントの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipAddrTable
{ip 20}

NA [規格 ]このエンティティの IPアドレスに関連するアドレッシング情
報のテーブル (IPアドレス別のアドレス情報テーブル )。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipAddrEntry
{ipAddrTable 1}

NA [規格 ]このエンティティの IPアドレスの一つのためのアドレッシン
グ情報のリスト。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipAdEntAddr
{ipAddrEntry 1}

R/O [規格 ]IPアドレス。
[実装 ]ポートの IPアドレス。

●

4 ipAdEntIfIndex
{ipAddrEntry 2}

R/O [規格 ]このエントリが適用するインタフェースのインデックス値。
ifIndexと同じ値。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.4.3　ipRouteTable

（1） 識別子
 
ip OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 4}
 
ipRouteTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ip 21}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.4.21

（2） 実装仕様

ipRouteTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-9　 ipRouteTableグループの実装仕様

5 ipAdEntNetMask
{ipAddrEntry 3}

R/O [規格 ]このエントリの IPアドレスに関するサブネットマスク。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipAdEntBcastAddr
{ipAddrEntry 4}

R/O [規格 ]IPブロードキャスト送信時のアドレスの最下位ビットの値。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipAdEntReasmMaxSize
{ipAddrEntry 5}

R/O [規格 ]インタフェースで受信した IPフラグメント分割された入力 IP
データグラムからリアセンブルできる最大 IPパケットのサイズ。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipRouteTable
{ip 21}

NA [規格 ]このエンティティの IPルーティングテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipRouteEntry
{ipRouteTable 1}

NA [規格 ]特定のディスティネーションへの経路情報。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipRouteDest
{ipRouteEntry 1}

R/NW [規格 ]この経路のディスティネーション IPアドレス。
[実装 ]ルーティングテーブル中の宛先ネットワークアドレス。ただ
し，Read_Onlyです。

●

4 ipRouteIfIndex
{ipRouteEntry 2}

R/NW [規格 ]この経路のファーストホップの存在するインタフェースのイン
デックス値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。
ルーティングテーブル内にフォワーディングしないルートが存在しま
す。このルートの ipAdEntIfIndexは 0とします。

●

5 ipRouteMetric1
{ipRouteEntry 3}

R/NW [規格 ]この経路のプライマリ・ルーティングメトリック。
[実装 ]ルーティングテーブルのホップ数。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ipRouteMetric2
{ipRouteEntry 4}

R/NW [規格 ]この経路の代替ルーティングメトリック。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ipRouteMetric3
{ipRouteEntry 5}

R/NW [規格 ]この経路の代替ルーティングメトリック。
[実装 ]未使用のため -1固定。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ipRouteMetric4
{ipRouteEntry 6}

R/NW [規格 ]この経路の代替ルーティングメトリック。
[実装 ]未使用のため -1固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.4　ipグループ (MIB-IIおよび IP Forward Table MIB)
2.4.4　ipNetToMediaTable

（1） 識別子
 
ip OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 4}
 
ipNetToMediaTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ip 22}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.4.22

（2） 実装仕様

ipNetToMediaTableグループの実装仕様を次の表に示します。

9 ipRouteNextHop
{ipRouteEntry 7}

R/NW [規格 ]この経路のネクストホップの IPアドレス (ブロードキャスト・
メディアで接続されたルートの場合，そのインタフェース上のエー
ジェントアドレス・アドレスになる )。
[実装 ]ルーティングテーブル中のファーストホップ IPアドレス。た
だし，Read_Onlyです。装置ではルーティングテーブル内にフォワー
ディングしないルートが存在します。このルートの ipRouteNextHop
は 0.0.0.0とします。

●

10 ipRouteType
{ipRouteEntry 8}

R/O [規格 ]経路のタイプ。
    {other(1),
     invalid(2),
     direct(3),
     indirect(4)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Only。

●

11 ipRouteProto
{ipRouteEntry 9}

R/O [規格 ]経路を学習したルーティング構造。
    {other(1),
     local(2),
     netmgmt(3),
     icmp(4),
     egp(5),
     ggp(6),
     hello(7),
     rip(8),
     is-is(9),
     es-is(10),
     ciscoIgrp(11),
     bbnSpfIgp(12),
     ospf(13),
     bgp(14)}
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ipRouteAge
{ipRouteEntry 10}

R/NW [規格 ]この経路が更新されてからの経過時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

13 ipRouteMask
{ipRouteEntry 11}

R/NW [規格 ]ipRouteDestに関するサブネットマスク値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

14 ipRouteMetric5
{ipRouteEntry 12}

R/NW [規格 ]代替ルーティングメトリック。
[実装 ]-1固定。ただし，Read_Onlyです。

●

15 ipRouteInfo
{ipRouteEntry 13}

R/O [規格 ]このルートで信頼できる特定のルーティングプロトコルを定義
するMIBへのレファレンス。
[実装 ]{0.0}固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.4　ipグループ (MIB-IIおよび IP Forward Table MIB)
表 2-10　ipNetToMediaTableグループの実装仕様

2.4.5　ipForward
ipForwardグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC1354

（1） 識別子
 
ip OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 4}
 
ipForward OBJECT IDENTIFIER ::= {ip 24}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.4.24

（2） 実装仕様

ipForwardグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-11　 ipForwardグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipNetToMediaTable
{ip 22}

NA [規格 ]IPアドレスから物理アドレスへのマッピングに使用される IP
アドレス変換テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipNetToMediaEntry
{ipNetToMediaTable 1}

NA [規格 ]物理アドレスに対応した一つの IPアドレスのリスト。
INDEX {ipNetToMediaIfIndex,
       ipNetToMediaNetAddress}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipNetToMediaIfIndex
{ipNetToMediaEntry 1}

R/NW [規格 ]有効となるインタフェース ID番号。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

4 ipNetToMediaPhysAddr
ess
{ipNetToMediaEntry 2}

R/NW [規格 ]メディアに依存した物理アドレス。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

5 ipNetToMediaNetAddre
ss
{ipNetToMediaEntry 3}

R/NW [規格 ]メディアに依存した物理アドレスに対応する IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ipNetToMediaType
{ipNetToMediaEntry 4}

R/NW [規格 ]マッピングのタイプ。
    {other(1),
     invalid(2),
     dynamic(3),
     static(4)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ipRoutingDiscards
{ip 23}

R/O [規格 ]有効であっても廃棄が選択されたルーティングエントリの数。
例えばルーティングテーブルバッファ不足によって廃棄されたエント
リの数。
[実装 ]0固定。

▲

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipForwardNumber
{ipForward 1}

R/O [規格 ]フォワーディングテーブルエントリの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipForwardTable
{ipForward 2}

NA [規格 ]各経路に関する情報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.4　ipグループ (MIB-IIおよび IP Forward Table MIB)
3 ipForwardEntry
{ipForwardTable 1}

NA [規格 ]各経路の情報のリスト。
INDEX {ipForwardDest, ipForwardProto,
      ipForwardPolicy, ipForwardNextHop}
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipForwardDest
{ipForwardEntry 1}

R/O [規格 ]この経路の宛先アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipForwardMask
{ipForwardEntry 2}

R/NW [規格 ]宛先と論理積をとるためのマスク。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ipForwardPolicy
{ipForwardEntry 3}

R/O [規格 ]複数のパスルートから一つを選択する条件 (通常は TOS)。
[実装 ]固定値 0。

▲

7 ipForwardNextHop
{ipForwardEntry 4}

R/O [規格 ]ルート上の次システムのアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipForwardIfIndex
{ipForwardEntry 5}

R/NW [規格 ]この経路のネクストホップと接続されるローカルインタフェー
スの識別子。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ipForwardType
{ipForwardEntry 6}

R/NW [規格 ]経路のタイプ。
    {その他 (1),
     無効 (2),
     ローカル (3),
     リモート (4)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

10 ipForwardProto
{ipForwardEntry 7}

R/O [規格 ]この経路を学習したプロトコル。
    {other(1),
     local(2),
     netmgmt(3),
     icmp(4),
     egp(5),
     ggp(6),
     hello(7),
     rip(8),
     is-is(9),
     es-is(10),
     ciscoIgrp(11),
     bbnSpfIgp(12),
     ospf(13),
     bgp(14),
     idpr(15)}
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ipForwardAge
{ipForwardEntry 8}

R/NW [規格 ]この経路が学習，または更新されてからの経過時間。
[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ipForwardInfo
{ipForwardEntry 9}

R/NW [規格 ]経路のプロトコル別付加情報。
[実装 ]固定値 {0.0}。ただし，Read_Onlyです。

▲

13 ipForwardNextHopAS
{ipForwardEntry 10}

R/NW [規格 ]次ホップの自律システム番号。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。
なお，4バイト AS番号のMIBは未サポートのため，該当 AS番号が
4バイト AS番号の場合，23456(AS_TRANS)を設定します。

●

14 ipForwardMetric1
{ipForwardEntry 11}

R/NW [規格 ]この経路に対するメトリック。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

15 ipForwardMetric2
{ipForwardEntry 12}

R/NW [規格 ]この経路に対する代替ルートのメトリック。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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16 ipForwardMetric3
{ipForwardEntry 13}

R/NW [規格 ]この経路に対する代替ルートのメトリック。
[実装 ]固定値 (-1)。ただし，Read_Onlyです。

●

17 ipForwardMetric4
{ipForwardEntry 14}

R/NW [規格 ]この経路についての代替ルートのメトリック。
[実装 ]固定値 (-1)。ただし，Read_Onlyです。

●

18 ipForwardMetric5
{ipForwardEntry 15}

R/NW [規格 ]この経路についての代替ルートのメトリック。
[実装 ]固定値 (-1)。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.5　icmpグループ (MIB-II)

（1） 識別子
 
icmp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.5

（2） 実装仕様

icmpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-12　icmpグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 icmpInMsgs
{icmp 1}

R/O [規格 ]このエンティティが受信した ICMPメッセージ総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 icmpInErrors
{icmp 2}

R/O [規格 ]受信した ICMPメッセージエラーの数 (チェックサムエラー，
フレーム長エラーなど )。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 icmpInDestUnreachs
{icmp 3}

R/O [規格 ]受信した ICMP Destination Unreachableメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 icmpInTimeExcds
{icmp 4}

R/O [規格 ]受信した ICMP Time Exceedメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 icmpInParmProbs
{icmp 5}

R/O [規格 ]受信した ICMP Parameter Problemメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 icmpInSrcQuenchs
{icmp 6}

R/O [規格 ]受信した ICMP Source Quenchメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 icmpInRedirects
{icmp 7}

R/O [規格 ]受信した ICMP Network Redirectメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 icmpInEchos
{icmp 8}

R/O [規格 ]受信した ICMP Echo要求メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 icmpInEchoReps
{icmp 9}

R/O [規格 ]受信した ICMP Echo応答メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 icmpInTimestamps
{icmp 10}

R/O [規格 ]受信した ICMP TimeStamp要求メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 icmpInTimestampReps
{icmp 11}

R/O [規格 ]受信した ICMP TimeStamp応答メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 icmpInAddrMasks
{icmp 12}

R/O [規格 ]ICMP Address Mask要求メッセージ受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 icmpInAddrMaskReps
{icmp 13}

R/O [規格 ]ICMP Address Mask応答メッセージ受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 icmpOutMsgs
{icmp 14}

R/O [規格 ]送信を試みた ICMPメッセージの総数 (エラーの場合も含む )。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 icmpOutErrors
{icmp 15}

R/O [規格 ]エラーによって送信されなかった ICMPメッセージ数。
[実装 ]バッファなしの場合だけカウント。

●

16 icmpOutDestUnreachs
{icmp 16}

R/O [規格 ]送信した ICMP Destination Unreachableメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 icmpOutTimeExcds
{icmp 17}

R/O [規格 ]送信した ICMP Time Exceededメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

41



2.5　icmpグループ (MIB-II)
18 icmpOutParmProbs
{icmp 18}

R/O [規格 ]送信した ICMP Parameter Problemメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 icmpOutSrcQuenchs
{icmp 19}

R/O [規格 ]送信した ICMP Source Quenchメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

20 icmpOutRedirects
{icmp 20}

R/O [規格 ]送信した ICMPRedirectメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 icmpOutEchos
{icmp 21}

R/O [規格 ]送信した ICMP Echo要求メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

22 icmpOutEchoReps
{icmp 22}

R/O [規格 ]送信した ICMP Echo応答メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 icmpOutTimestamps
{icmp 23}

R/O [規格 ]送信した ICMP Timestamp要求メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

24 icmpOutTimestampRep
s
{icmp 24}

R/O [規格 ]送信した ICMP Timestamp応答メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

25 icmpOutAddrMasks
{icmp 25}

R/O [規格 ]送信した ICMP Address Mask要求メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

26 icmpOutAddrMaskReps
{icmp 26}

R/O [規格 ]送信した ICMP Address Mask応答メッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.6　tcpグループ (MIB-IIおよび TCP MIB for IPv6)
2.6　tcpグループ (MIB-IIおよび TCP MIB for IPv6)

tcpグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2452 (December 1998)

2.6.1　tcp

（1） 識別子
 
tcp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.6

（2） 実装仕様

tcpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-13　tcpグループ

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 tcpRtoAlgorithm
{tcp 1}

R/O [規格 ]再送に使用するタイムアウト時間を決定するアルゴリズム。
    {other(1),
     constant(2),
     rsre(3),
     vanj(4)}
[実装 ]vanj(4)固定。

▲

2 tcpRtoMin
{tcp 2}

R/O [規格 ]再送タイムアウトの最小値。[単位：ミリ秒 ]
[実装 ]1000固定。

▲

3 tcpRtoMax
{tcp 3}

R/O [規格 ]再送タイムアウトの最大値。[単位：ミリ秒 ]
[実装 ]64000固定。

▲

4 tcpMaxConn
{tcp 4}

R/O [規格 ]サポートできる TCPコネクションの総数。最大コネクション
数が動的である場合，-1を応答する。
[実装 ]-1固定。

▲

5 tcpActiveOpens
{tcp 5}

R/O [規格 ]TCPコネクションが CLOSE状態から SYN-SENT状態に推移
した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 tcpPassiveOpens
{tcp 6}

R/O [規格 ]TCPコネクションが LISTEN状態から SYN-RCVD状態に推移
した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 tcpAttemptFails
{tcp 7}

R/O [規格 ]TCPコネクションが SYN-SENT，SYN-RCVD状態から
CLOSE状態に推移した回数に SYN-RCVD状態から LISTEN状態に
推移した回数を加えたもの。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 tcpEstabResets
{tcp 8}

R/O [規格 ]TCPコネクションが ESTABLISHD，CLOSE-WAIT状態から
CLOSE状態に推移した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 tcpCurrEstab
{tcp 9}

R/O [規格 ]ESTABLISHD，CLOSE-WAITの状態の TCPコネクションの
総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 tcpInSegs
{tcp 10}

R/O [規格 ]エラーセグメントを含む受信セグメントの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.6.2　ipv6TcpConnTable

（1） 識別子
 
tcp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 6}
 
ipv6TcpConnTable OBJECT IDENTIFIER ::= {tcp 16}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.6.16

（2） 実装仕様

ipv6TcpConnTableグループの実装仕様を次の表に示します。

11 tcpOutSegs
{tcp 11}

R/O [規格 ]送信セグメントの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 tcpRetransSegs
{tcp 12}

R/O [規格 ]再送セグメントの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 tcpConnTable
{tcp 13}

NA [規格 ]TCPコネクション固有の情報をテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 tcpConnEntry
{tcpConnTable 1}

NA [規格 ]特定の TCPコネクションに関するエントリ情報。
INDEX {tcpConnLocalAddress,
        tcpConnLocalPort,
        tcpConnRemAddress,
        tcpConnRemPort}
[実装 ]規格に同じ。

●

15 tcpConnState
{tcpConnEntry 1}

R/NW [規格 ]TCPコネクションの状態。
    {closed(1),
     listen(2),
     synSent(3),
     synReceived(4),
     established(5),
     finWait1(6),
     finWait2(7),
     closeWait(8),
     lastAck(9),
     closing(10),
     timeWait(11),
     deleteTCB(12)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

16 tcpConnLocalAddress
{tcpConnEntry 2}

R/O [規格 ]この TCPコネクションのローカル IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 tcpConnLocalPort
{tcpConnEntry 3}

R/O [規格 ]この TCPコネクションのローカルポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 tcpConnRemAddress
{tcpConnEntry 4}

R/O [規格 ]この TCPコネクションのリモート IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 tcpConnRemPort
{tcpConnEntry 5}

R/O [規格 ]この TCPコネクションのリモートポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

20 tcpInErrs
{tcp 14}

R/O [規格 ]受信したエラーセグメントの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 tcpOutRsts
{tcp 15}

R/O [規格 ]RSTフラグを持つセグメントの送信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 2-14　 ipv6TcpConnTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6TcpConnTable
{tcp 16}

NA [規格 ]TCPコネクションテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6TcpConnEntry
{ipv6TcpConnTable 1}

NA [規格 ]テーブルのエントリ。
INDEX {ipv6TcpConnLocalAddress,
       ipv6TcpConnLocalPort,
       ipv6TcpConnRemAddress,
       ipv6TcpConnRemPort,
       ipv6TcpConnIfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6TcpConnLocalAddr
ess
{ipv6TcpConnEntry 1}

NA [規格 ]TCPコネクションのローカル IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6TcpConnLocalPort
{ipv6TcpConnEntry 2}

NA [規格 ]TCPコネクションのローカルポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6TcpConnRemAddre
ss
{ipv6TcpConnEntry 3}

NA [規格 ]TCPコネクションのリモート IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipv6TcpConnRemPort
{ipv6TcpConnEntry 4}

NA [規格 ]TCPコネクションのリモートポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipv6TcpConnIfIndex
{ipv6TcpConnEntry 5}

NA [規格 ]TCPコネクションのローカルインタフェース番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipv6TcpConnState
{ipv6TcpConnEntry 6}

R/NW [規格 ]TCPコネクションのステート。
    {closed(1),
     listen(2),
     synSent(3),
     synReceived(4),
     established(5),
     finWait1(6),
     finWait2(7),
     closeWait(8),
     lastAck(9),
     closing(10),
     timeWait(11),
     deleteTCB(12)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●
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2.7　udpグループ (MIB-IIおよび UDP MIB for IPv6)

udpグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2454 (December 1998)

2.7.1　udp

（1） 識別子
 
udp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.7

（2） 実装仕様

udpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-15　udpグループ

2.7.2　ipv6UdpTable

（1） 識別子
 
udp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 7}
 
ipv6UdpTable OBJECT IDENTIFIER ::= {udp 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.7.6

（2） 実装仕様

ipv6UdpTableグループの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 udpInDatagrams
{udp 1}

R/O [規格 ]上位レイヤに通知した UDPデータグラムの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 udpNoPorts
{udp 2}

R/O [規格 ]宛先ポートに上位アプリケーションが存在しない受信 UDP
データグラム総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 udpInErrors
{udp 3}

R/O [規格 ]udpNoPorts以外の理由でアプリケーションに通知できなかっ
た UDPデータグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 udpOutDatagrams
{udp 4}

R/O [規格 ]上位アプリケーションが送信した UDPデータグラムの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 udpTable
{udp 5}

NA [規格 ]UDPリスナーの情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 udpEntry
{udpTable 1}

NA [規格 ]特定の UDPリスナーに関するエントリ数。
INDEX {udpLocalAddress, udpLocalPort}
[実装 ]規格に同じ。

●

7 udpLocalAddress
{udpEntry 1}

R/O [規格 ]この UDPリスナーのローカル IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 udpLocalPort
{udpEntry 2}

R/O [規格 ]この UDPリスナーのローカルポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●
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表 2-16　 ipv6UdpTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6UdpTable
{udp 6}

NA [規格 ]UDPリスナーの情報を含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6UdpEntry
{ipv6UdpTable 1}

NA [規格 ]特定の UDPリスナーについての情報。
INDEX {ipv6UdpLocalAddress,
      ipv6UdpLocalPort, ipv6UdpIfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6UdpLocalAddress
{ipv6UdpEntry 1}

NA [規格 ]UDPリスナーに対するローカル IPv6アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6UdpLocalPort
{ipv6UdpEntry 2}

NA [規格 ]UDPリスナーに対するローカルポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6UdpIfIndex
{ipv6UdpEntry 3}

R/O [規格 ]UDPリスナーに対するローカルインタフェース番号。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.8　dot3グループ (Ethernet Like MIB)
2.8　dot3グループ (Ethernet Like MIB)

dot3グループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC1643

次に示す dot3グループについて説明します。

• 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
• 1000BASE-X
• 10GBASE-R【【【【AX7800S】】】】
• 10GBASE-W【【【【AX7800S】】】】

（1） 識別子
 
dot3 OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.7

（2） 実装仕様

dot3グループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-17　dot3グループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot3StatsTable
{dot3 2}

NA [規格 ]特定のシステムに接続されたイーサネットライクなインタ
フェースの統計情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 dot3StatsEntry
{dot3StatsTable 1}

NA [規格 ]イーサネットライクなメディアへの特定のインタフェースの統
計情報リスト。
INDEX {dot3StatsIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 dot3StatsIndex
{dot3StatsEntry 1}

R/O [規格 ]イーサネットライクなメディアへのインタフェースのインデッ
クス値。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 dot3StatsAlignmentErr
ors
{dot3StatsEntry 2}

R/O [規格 ]正しいフレーム長ではなく，かつ FCSチェックで検出された
受信フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 dot3StatsFCSErrors
{dot3StatsEntry 3}

R/O [規格 ]正しいフレーム長で，かつ FCSチェックで検出された受信フ
レーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 dot3StatsSingleCollisio
nFrames
{dot3StatsEntry 4}

R/O [規格 ]1回のコリジョンだけで送信が成功したフレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 dot3StatsMultipleCollis
ionFrames
{dot3StatsEntry 5}

R/O [規格 ]特定のインタフェースで 2回以上のコリジョンで送信が成功し
たフレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 dot3StatsSQETestError
s
{dot3StatsEntry 6}

R/O [規格 ]SQE TEST ERRORメッセージが発生した回数。
[実装 ]0固定。

▲

9 dot3StatsDeferredTrans
missions
{dot3StatsEntry 7}

R/O [規格 ]伝送路ビジーによって最初の送信が遅れたフレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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注　フレーム長とは，MACヘッダから FCSまでを示します。フレームフォーマットについては，「解説書 Vol.1　4.3 
MACおよび LLC副層制御」を参照してください。

10 dot3StatsLateCollisions
{dot3StatsEntry 8}

R/O [規格 ]512ビット時間経過後で，コリジョンを検出した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 dot3StatsExcessiveColli
sions
{dot3StatsEntry 9}

R/O [規格 ]過度の衝突 (16回 )による転送失敗数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 dot3StatsInternalMacT
ransmitErrors
{dot3StatsEntry 10}

R/O [規格 ]MACサブレイヤ内での送信障害によって送信が失敗した回数。
[実装 ]規格に同じ。ただし，10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
および 1000BASE-Xは 0固定。

●

13 dot3StatsCarrierSense
Errors
{dot3StatsEntry 11}

R/O [規格 ]送信時にキャリアがなかった回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 dot3StatsFrameTooLon
gs
{dot3StatsEntry 13}

R/O [規格 ]最大許容フレーム長を超えた受信フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 dot3StatsInternalMacR
eceiveErrors
{dot3StatsEntry 16}

R/O [規格 ]MACサブレイヤ内での受信エラーによって受信が失敗したフ
レーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 dot3StatsEtherChipSet
{dot3StatsEntry 17}

R/O [規格 ]インタフェースで使われているチップセットを示すオブジェク
ト識別子。
[実装 ]0.0固定

▲

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.9　pppグループ (PPP MIB)【AX7800S】
2.9　pppグループ (PPP MIB)【【【【AX7800S】】】】

本装置で実装する pppグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC1471
（The Definitions of Managed Objects for the Link Control Protocol of the Point-to-Point Protocol）

• RFC1473
（The Definitions of Managed Objects for the IP Network Control Protocol of the Point-to-Point 
Protocol）

次に示す pppグループについて説明します。

• OC-48c/STM-16 POS
• OC-192c/STM-64 POS

2.9.1　pppLcp

（1） 識別子
 
ppp OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 23}
 
pppLcp OBJECT IDENTIFIER ::= {ppp 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.23.1
 
pppLink OBJECT IDENTIFIER ::= {pppLcp 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.23.1.1

（2） 実装仕様

pppLcpの実装仕様を次の表に示します。

表 2-18　pppLcpの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pppLinkStatusTable
{pppLink 1}

NA [規格 ]PPPリンク関連のパラメータを含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 pppLinkStatusEntry
{pppLinkStatusTable 1}

NA [規格 ]特定の PPPリンクの管理情報リスト。
INDEX {ifIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 pppLinkStatusPhysicalI
ndex
{pppLinkStatusEntry 1}

R/O [規格 ]PPPが動作しているインタフェースを識別する ifindex値。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 pppLinkStatusBadAddr
esses
{pppLinkStatusEntry 2}

R/O [規格 ]不正 Aパートパケット数。
[実装 ]未実装。

×

5 pppLinkStatusBadCont
rols
{pppLinkStatusEntry 3}

R/O [規格 ]不正 Cパートパケット数。
[実装 ]未実装。

×

6 pppLinkStatusPacketTo
oLongs
{pppLinkStatusEntry 4}

R/O [規格 ]最大長オーバによって廃棄されたパケット数。
[実装 ]未実装。

×

7 pppLinkStatusBadFCSs
{pppLinkStatusEntry 5}

R/O [規格 ]不正 FCSパケット数。
[実装 ]未実装。

×
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8 pppLinkStatusLocalMR
U
{pppLinkStatusEntry 6}

R/O [規格 ]ローカルMRU長。
[実装 ]規格に同じ。ただし，リンク UP時だけ有効です。

●

9 pppLinkStatusRemote
MRU
{pppLinkStatusEntry 7}

R/O [規格 ]リモートMRU長。
[実装 ]規格に同じ。ただし，リンク UP時だけ有効です。

●

10 pppLinkStatusLocalToP
eerACCMap
{pppLinkStatusEntry 8}

R/O [規格 ]Localから Remoteへの ACCマップ。
[実装 ]未実装。

×

11 pppLinkStatusPeerToLo
calACCMap
{pppLinkStatusEntry 9}

R/O [規格 ]Remoteから Localへの ACCマップ。
[実装 ]未実装。

×

12 pppLinkStatusLocalToR
emoteProtocolCompress
ion
{pppLinkStatusEntry 
10}

R/O [規格 ]Localから Remoteへ送信時のプロトコルフィールド圧縮可否。
    { enabled(1),
      disabled(2) }
[実装 ]未実装。

×

13 pppLinkStatusRemoteT
oLocalProtocolCompress
ion
{pppLinkStatusEntry 
11}

R/O [規格 ]Remoteから Localへ送信時のプロトコルフィールド圧縮可否。
    { enabled(1),
      disabled(2) }
[実装 ]未実装。

×

14 pppLinkStatusLocalToR
emoteACCompression
{pppLinkStatusEntry 
12}

R/O [規格 ]Localから Remoteへ送信時の A/Cパート圧縮可否。
    { enabled(1),
      disabled(2) }
[実装 ]未実装。

×

15 pppLinkStatusRemoteT
oLocalACCompression
{pppLinkStatusEntry 
13}

R/O [規格 ]Remoteから Localへ送信時の A/Cパート圧縮可否。
    { enabled(1),
      disabled(2) }
[実装 ]未実装。

×

16 pppLinkStatusTransmit
FcsSize
{pppLinkStatusEntry 
14}

R/O [規格 ]送信パケットの FCS長（ビットオーダ）。
[実装 ]未実装。

×

17 pppLinkStatusReceiveF
csSize
{pppLinkStatusEntry 
15}

R/O [規格 ]受信パケットの FCS長（ビットオーダ）。
[実装 ]未実装。

×

18 pppLinkConfigTable
{pppLink 2}

NA [規格 ]PPPリンクの LCP構成パラメータを含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 pppLinkConfigEntry
{pppLinkConfigTable 1}

NA [規格 ]特定の PPPリンクの構成情報リスト。
INDEX {ifIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

20 pppLinkConfigInitialM
RU
{pppLinkConfigEntry 1}

R/NW [規格 ]Localから Remoteへの最大受信ユニット長。ここが 0ならデ
フォルトとみなされます。
[実装 ]デフォルト値であった場合でも，その値を表示する以外は規格
に同じです。ただし，Read_Onlyです。

●

21 pppLinkConfigReceiveA
CCMap
{pppLinkConfigEntry 2}

R/W [規格 ]Localが受信で使う非同期制御キャラクターマップ。受信リン
クで使う ACCマップは Localの受信 ACCマップと Remoteの送信
ACCマップの組み合わせとなります。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.9.2　pppIp

（1） 識別子
 
ppp OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 23}
 
pppIp OBJECT IDENTIFIER ::= {ppp 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.23.3

（2） 実装仕様

pppIpの実装仕様を次の表に示します。

表 2-19　pppIpの実装仕様

22 pppLinkConfigTransmit
ACCMap
{pppLinkConfigEntry 3}

R/W [規格 ]Localが送信で使う非同期制御キャラクターマップ。Localが
送信で使う ACCマップは Localの送信 ACCマップと Remoteの受信
ACCマップの組み合わせとなります。
[実装 ]未実装。

×

23 pppLinkConfigMagicNu
mber
{pppLinkConfigEntry 4}

R/W [規格 ]マジックナンバーネゴの有無。
    { false(1),
      true(2) }
[実装 ]未実装。

×

24 pppLinkConfigFcsSize
{pppLinkConfigEntry 5}

R/W [規格 ]FCSネゴのサイズ。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pppIpTable
{pppIp 1}

NA [規格 ]Local PPPの IPパラメータと統計を含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 pppIpEntry
{pppIpTable 1}

NA [規格 ]特定の PPPリンクのステータス情報リスト。
INDEX {ifIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 pppIpOperStatus
{pppIpEntry 1}

R/O [規格 ]IPネットワークプロトコルの実行状態。
    { opened(1),
      not-opened(2) }
[実装 ]規格に同じ。

●

4 pppIpLocalToRemoteCo
mpressionProtocol
{pppIpEntry 2}

R/O [規格 ]Localから Remoteへの転送実行時，IP圧縮使用の有無。
    { none(1),
      vj-tcp(2) }
[実装 ]未実装。

×

5 pppIpRemoteToLocalCo
mpressionProtocol
{pppIpEntry 3}

R/O [規格 ]Remoteから Localへの転送実行時，IP圧縮使用の有無。
    { none(1),
      vj-tcp(2) }
[実装 ]未実装。

×

6 pppIpRemoteMaxSlotId
{pppIpEntry 4}

R/O [規格 ]リンクで使用中の最大スロットパラメータ（リモート）。
VJ-TCP未使用時，0。
[実装 ]未実装。

×

7 pppIpLocalMaxSlotId
{pppIpEntry 5}

R/O [規格 ]リンクで使用中の最大スロットパラメータ（ローカル）。
VJ-TCP未使用時，0。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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8 pppIpConfigTable
{pppIp 2}

NA [規格 ]Local PPPの IPCP構成パラメータを含むテーブル。
[実装 ]未実装。

×

9 pppIpConfigEntry
{pppIpConfigTable 1}

NA [規格 ]特定の PPPリンクの IPCP情報リスト。
INDEX {ifIndex}
[実装 ]未実装。

×

10 pppIpConfigAdminStat
us
{pppIpConfigEntry 1}

R/W [規格 ]IPネットワークプロトコルの管理上の状態。
    { open(1)，
      close(2) }
[実装 ]未実装。

×

11 pppIpConfigCompressio
n
{pppIpConfigEntry 2}

R/W [規格 ]Localの IP圧縮ネゴの有無。
    { none(1),
      vj-tcp(2) }
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.10　SONET／ SDHグループ（SONET／ SDH MIB）
【【【【AX7800S】】】】

SONET／ SDHグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3592（September 2003）

次に示す SONET／ SDHグループについて説明します。

• OC-48c/STM-16 POS
• OC-192c/STM-64 POS

2.10.1　SONET／ SDH Mediumグループ

（1） 識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1
 
sonetMedium OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1.1

（2） 実装仕様

SONET／ SDH Mediumグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-20　SONET／ SDH Mediumグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetMediumTable
{sonetMedium 1}

NA [規格 ]SONET/SDHインタフェースの構成情報を扱う。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetMediumEntry
{sonetMediumTable 1}

NA [規格 ]sonetMediumTableのエントリ。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 sonetMediumType
{sonetMediumEntry 1}

R/NW [規格 ]インタフェースのタイプ。
    {sonet(1),
      sdh(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Only です。

●

4 sonetMediumTimeElaps
ed
{sonetMediumEntry 2}

R/O [規格 ]カレントの測定期間が始まってからの経過時間 [単位：秒 ]（1
～ 900）。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetMediumValidInter
vals
{sonetMediumEntry 3}

R/O [規格 ]データが収集される 15分間隔の値（0～ 96）。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetMediumLineCodin
g
{sonetMediumEntry 4}

R/NW [規格 ]Line Codingの値。
    {sonetMediumOther(1),
      sonetMediumB3ZS(2),
      sonetMediumCMI(3),
      sonetMediumNRZ(4),
      sonetMediumRZ(5)}
[実装 ]sonetMediumNRZ(4)固定。ただし，Read_Only です。

●
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2.10.2　SONET／ SDH Sectionグループ

（1） SONET／ SDH Section Current Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1
 
sonetSection OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjects 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1.2

（b）実装仕様

SONET／ SDH Section Current Tableグループの実装仕様を次の表に示します。

7 sonetMediumLineType
{sonetMediumEntry 5}

R/NW [規格 ]Lineタイプ。
    {sonetOther(1),
      sonetShortSingleMode(2),
      sonetLongSingleMode(3),
      sonetMultiMode(4),
      sonetCoax(5),
      sonetUTP(6)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Only です。
sonetShortSingleMode(2)：2km版シングルモード
sonetLongSingleMode(3) ：40km/80km版シングルモード
sonetMultiMode(4)      ：マルチモード

●

8 sonetMediumCircuitIde
ntifier
{sonetMediumEntry 6}

R/NW [規格 ]通信業者の回線識別子を含む，識別情報。主にトラブルシュー
トを容易にするための情報（0～ 255）。
[実装 ]レングス 0の値。ただし，Read_Only です。

●

9 sonetMediumInvalidInt
ervals
{sonetMediumEntry 7}

R/O [規格 ]データが収集できない 15分間隔の値（0～ 96）。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 sonetMediumLoopback
Config
{sonetMediumEntry 8}

R/NW [規格 ]loopback状態。
    {sonetNoLoop(0),
      sonetFacilityLoop(1),
      sonetTerminalLoop(2),
      sonetOtherLoop(3) }
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Only です。
sonetNoLoop(0)：
非回線テスト
sonetFacilityLoop(1)：
回線テスト (ネットワークラインループバックテスト )
sonetTerminalLoop(2)：
回線テスト (ループコネクタループバックテスト )
sonetOtherLoop(3)：
回線テスト (モジュール内部ループバックテスト）

●

11 sonetSESthresholdSet
{sonetMedium 2}

R/NW [規格 ]SESの閾値。
    {other(1),
      bellcore1991(2),
      ansi1993(3),
      itu1995(4),
      ansi1997(5)}
[実装 ]ansi1993(3)固定。ただし，Read_Only です。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 2-21　SONET／ SDH Section Current Tableグループの実装仕様

（2） SONET／ SDH Section Interval Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1
 
sonetSection OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjects 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1.2

（b）実装仕様

SONET／ SDH Section Interval Tableの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetSectionCurrentTab
le
{sonetSection 1}

NA [規格 ]SONET/SDHセクションの現在時点から 15分間のさまざまな
統計情報を含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetSectionCurrentEnt
ry
{sonetSectionCurrentTa
ble 1}

NA [規格 ]sonetSectionCurrentTableのエントリ。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 sonetSectionCurrentSta
tus
{sonetSectionCurrentEn
try 1}

R/O [規格 ]インタフェースの回線状態をビットマップ値で示します。
ビット　　　状態
　1　　sonetSectionNoDefect
　2　　sonetSectionLOS
　4　　sonetSectionLOF

[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetSectionCurrentES
s
{sonetSectionCurrentEn
try 2}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHセクションにおける ESの発生回数。1
秒間に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1カウントする。
• S-BIP8＞＝ 1
• LOF＞＝ 1
• LOS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetSectionCurrentSE
Ss
{sonetSectionCurrentEn
try 3}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHセクションにおける SESの発生回数。
1秒間に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：S-BIP8＞＝ 2392
• OC-192c/STM-64 POS：S-BIP8＞＝ 8854
• LOF＞＝ 1
• LOS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetSectionCurrentSE
FSs
{sonetSectionCurrentEn
try 4}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHセクションにおける SEFSの発生回
数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1カウントする。
• LOF＞＝ 1
• LOS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

7 sonetSectionCurrentCV
s
{sonetSectionCurrentEn
try 5}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHセクションにおける CVの発生回数。
1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1カウントする。
• S-BIP8＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Only です。

●
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表 2-22　SONET／ SDH Section Interval Tableの実装仕様

2.10.3　SONET／ SDH Lineグループ

（1） SONET／ SDH Line Current Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetSectionIntervalTab
le
{sonetSection 2}

NA [規格 ]SONET/SDHセクションの 24時間運用時で 15分間隔で蓄積
したさまざまな統計情報のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetSectionIntervalEnt
ry
{sonetSectionIntervalTa
ble 1}

NA [規格 ]sonetSectionIntervalTableのエントリ。15分間隔を最低 4個
蓄積しておく必要がある。デフォルト値は 32。
[実装 ]15分間隔を 96個蓄積する。

●

3 sonetSectionIntervalNu
mber
{sonetSectionIntervalEn
try 1}

NA [規格 ]統計設定が可能な 15分単位の間隔（1～ 96）。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetSectionIntervalES
s
{sonetSectionIntervalEn
try 2}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHセクション
における ESの発生回数。1秒間に以下の条件のどれかが満たされる
場合に 1カウントする。
• S-BIP8＞＝ 1
• LOF＞＝ 1
• LOS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetSectionIntervalSE
Ss
{sonetSectionIntervalEn
try 3}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHセクション
における SESの発生回数。1秒間に以下の条件のどれかが満たされる
場合に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：S-BIP8＞＝ 2392
• OC-192c/STM-64 POS：S-BIP8＞＝ 8854
• LOF＞ =1
• LOS＞ =1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetSectionIntervalSE
FSs
{sonetSectionIntervalEn
try 4}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHセクション
における SEFSの発生回数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に
1カウントする。
• LOF＞＝ 1
• LOS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

7 sonetSectionIntervalCV
s
{sonetSectionIntervalEn
try 5}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHセクション
における CVの発生回数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1
カウントする。
• S-BIP8＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 sonetSectionIntervalVal
idData
{sonetSectionIntervalEn
try 6}

R/O [規格 ]このエントリの有効 /無効を示す。
[実装 ]規格に同じ。

●
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sonetObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1
 
sonetLine OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjects 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1.3

（b）実装仕様

SONET／ SDH Line Current Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-23　SONET／ SDH Line Current Tableの実装仕様

（2） SONET／ SDH Line Interval Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1
 
sonetLine OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjects 3}

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetLineCurrentTable
{sonetLine 1}

NA [規格 ]SONET/SDHラインの現在時点から 15分間のさまざまな統計
情報を含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetLineCurrentEntry
{sonetLineCurrentTable 
1}

NA [規格 ]sonetLineTableのエントリ。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 sonetLineCurrentStatus
{sonetLineCurrentEntry 
1}

R/O [規格 ]インタフェースの回線状態をビットマップ値で示します。
ビット　　　状態
　1　　sonetLineNoDefect
　2　　sonetLineAIS
　4　　sonetLineRDI

[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetLineCurrentESs
{sonetLineCurrentEntry 
2}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHラインにおける ESの発生回数。1秒
間に以下の条件のどちらかが満たされる場合に 1カウントする。
• L-BIP384または 1536＞＝ 1
• L-AIS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetLineCurrentSESs
{sonetLineCurrentEntry 
3}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHラインにおける SESの発生回数。1秒
間に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：L-BIP384＞＝ 2459
• OC-192c/STM-64 POS：L-BIP1536＞＝ 9835
• L-AIS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetLineCurrentCVs
{sonetLineCurrentEntry 
4}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHラインにおける CVの発生回数。1秒
間に以下の条件が満たされる場合に 1カウントする。
• L-BIP384または 1536＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 sonetLineCurrentUASs
{sonetLineCurrentEntry 
5}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHラインにおける UASの発生回数。
SESの連続 10秒により 10カウントし，連続して 10秒ない場合はカ
ウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●
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オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1.3

（b）実装仕様

SONET／ SDH Line Interval Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-24　SONET／ SDH Line Interval Tableの実装仕様

2.10.4　SONET／ SDH Far End Lineグループ

（1） SONET／ SDH Far End Line Current Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetLineIntervalTable
{sonetLine 2}

NA [規格 ]SONET/SDHラインの 24時間運用時で 15分間隔で蓄積した
さまざまな統計情報のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetLineIntervalEntry
{sonetLineIntervalTable 
1}

NA [規格 ]sonetLineIntervalTableのエントリ。15分間隔を最低 4個蓄
積しておく必要がある。デフォルト値は 32。
[実装 ]15分間隔を 96個蓄積する。

●

3 sonetLineIntervalNumb
er
{sonetLineIntervalEntr
y 1}

NA [規格 ]統計設定が可能な 15分単位の間隔（1～ 96）。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetLineIntervalESs
{sonetLineIntervalEntr
y 2}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHラインにお
ける ESの発生回数。1秒間に以下の条件のどちらかが満たされる場
合に 1カウントする。
• L-BIP384または 1536＞＝ 1
• L-AIS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetLineIntervalSESs
{sonetLineIntervalEntr
y 3}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHラインにお
ける SESの発生回数。1秒間に以下の条件のどれかが満たされる場合
に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：L-BIP384＞＝ 2459
• OC-192c/STM-64 POS：L-BIP1536＞＝ 9835
• L-AIS＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetLineIntervalCVs
{sonetLineIntervalEntr
y 4}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHラインにお
ける CVの発生回数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1カウ
ントする。
• L-BIP384または 1536＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 sonetLineIntervalUASs
{sonetLineIntervalEntr
y 5}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHラインにお
ける UASの発生回数。SESの連続 10秒により 10カウントし，連続
して 10秒ない場合はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 sonetLineIntervalValid
Data
{sonetLineIntervalEntr
y 6}

R/O [規格 ]このエントリの有効 /無効を示す。
[実装 ]規格に同じ。

●

59



2.10　SONET／ SDHグループ（SONET／ SDH MIB）【AX7800S】
 
sonetObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1
 
sonetFarEndLine OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjects 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1.4

（b）実装仕様

SONET／ SDH Far End Line Current Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-25　SONET／ SDH Far End Line Current Tableの実装仕様

（2） SONET／ SDH Far End Line Interval Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1
 
sonetFarEndLine OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjects 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.1.4

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetFarEndLineCurre
ntTable
{sonetFarEndLine 1}

NA [規格 ]SONET/SDH　Far Endラインの現在時点から 15分間のさま
ざまな統計情報を含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetFarEndLineCurre
ntEntry
{sonetFarEndLineCurre
ntTable 1}

NA [規格 ]sonetFarEndLineTableのエントリ。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 sonetFarEndLineCurre
ntESs
{sonetFarEndLineCurre
ntEntry 1}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endラインにおける ESの発生
回数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1カウントする。
• L-REI＞＝ 1
• L-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetFarEndLineCurre
ntSESs
{sonetFarEndLineCurre
ntEntry 2}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endラインにおける SESの発生
回数。1秒間に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1カウントす
る。
• OC-48c/STM-16 POS：L-REI＞＝ 2459
• OC-192c/STM-64 POS：L-REI＞＝ 9835
• L-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetFarEndLineCurre
ntCVs
{sonetFarEndLineCurre
ntEntry 3}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endラインにおける CVの発生
回数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1カウントする。
• L-REI＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetFarEndLineCurre
ntUASs
{sonetFarEndLineCurre
ntEntry 4}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endラインにおける UASの発
生回数。SESの連続 10秒により 10カウントし，連続して 10秒ない
場合はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●
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（b）実装仕様

SONET／ SDH Far End Line Interval Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-26　SONET／ SDH Far End Line Interval Tableの実装仕様

2.10.5　SONET／ SDH Pathグループ

（1） SONET／ SDH Path Current Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetFarEndLineInterv
alTable
{sonetFarEndLineInter
valTable 1}

NA [規格 ]SONET/SDH　Far Endラインの 24時間運用時で 15分間隔で
蓄積したさまざまな統計情報のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetFarEndLineInterv
alEntry
{sonetFarEndLineInter
valTable 1}

NA [規格 ]sonetFarEndLineIntervalTableのエントリ。15分間隔を最低
4個蓄積しておく必要がある。デフォルト値は 32。
[実装 ]15分間隔を 96個蓄積する。

●

3 sonetFarEndLineInterv
alNumber
{sonetFarEndLineInter
valEntry 1}

NA [規格 ]統計設定が可能な 15分単位の間隔（1～ 96）。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetFarEndLineInterv
alES
{sonetFarEndLineInter
valEntry 2}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
ラインにおける ESの発生回数。1秒間に以下の条件が満たされる場
合に 1カウントする。
• L-REI＞＝ 1
• L-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetFarEndLineInterv
alSESs
{sonetFarEndLineInter
valEntry 3}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
ラインにおける SESの発生回数。1秒間に以下の条件のどれかが満た
される場合に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：L-REI＞＝ 2459
• OC-192c/STM-64 POS：L-REI＞＝ 9835
• L-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetFarEndLineInterv
alCVs
{sonetFarEndLineInter
valEntry 4}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
ラインにおける CVの発生回数。1秒間に以下の条件が満たされる場
合に 1カウントする。
• L-REI＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 sonetFarEndLineInterv
alUASs
{sonetFarEndLineInter
valEntry 5}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
ラインにおける UASの発生回数。SESの連続 10秒により 10カウン
トし，連続して 10秒ない場合はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 sonetFarEndLineInterv
alValidData
{sonetFarEndLineInter
valEntry 6}

R/O [規格 ]このエントリの有効 /無効を示す。
[実装 ]規格に同じ。

●
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sonetObjectsPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2
 
sonetPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsPath 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2.1

（b）実装仕様

SONET／ SDH Path Current Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-27　SONET／ SDH Path Current Tableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetPathCurrentTable
{sonetPath 1}

NA [規格 ]SONET/SDHパスの現在時点から 15分間のさまざまな統計情
報を含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetPathCurrentEntry
{sonetPathCurrentTable 
1}

NA [規格 ]sonetPathTableのエントリ。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 sonetPathCurrentWidth
{sonetPathCurrentEntr
y 1}

R/NW [規格 ]帯域の値。
    ｛sts1(1),
      sts3cSTM1(2),
      sts12cSTM4(3),
      sts24c(4),
      sts48cSTM16(5),
      sts192cSTM64(6),
      sts768cSTM256(7)｝
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

4 sonetPathCurrentStatu
s
{sonetPathCurrentEntr
y 2}

R/O [規格 ]インタフェースの回線状態をビットマップ値で示します。
ビット　　　状態
　1　　sonetPathNoDefect
　2　　sonetPathSTSLOP
　4　　sonetPathSTSAIS
　8　　sonetPathSTSRDI
 16　　sonetPathUnequipped
 32　　sonetPathSignalLabelMismatch

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetPathCurrentESs
{sonetPathCurrentEntr
y 3}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHパスにおける ESの発生回数。1秒間
に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1カウントする。
• P-BIP8＞＝ 1
• P-AIS＞＝ 1
• P-LOP＞＝ 1
• RDI P-AIS＞＝ 1
• RDI P-UNEQ＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetPathCurrentSESs
{sonetPathCurrentEntr
y 4}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHパスにおける SESの発生回数。1秒間
に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：P-BIP8＞＝ 2400
• OC-192c/STM-64 POS：P-BIP8＞＝ 2400
• P-AIS＞＝ 1
• P-LOP＞＝ 1
• RDI P-AIS＞＝ 1
• RDI P-UNEQ＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●
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（2） SONET／ SDH Path Interval Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjectsPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2
 
sonetPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsPath 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2.1

（b）実装仕様

SONET／ SDH Path Interval Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-28　SONET／ SDH Path Interval Tableの実装仕様

7 sonetPathCurrentCVs
{sonetPathCurrentEntr
y 5}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHパスにおける CVの発生回数。1秒間
に以下の条件が満たされる場合に 1カウントする。
• P-BIP8＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 sonetPathCurrentUASs
{sonetPathCurrentEntr
y 6}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDHパスにおける UASの発生回数。SES
の連続 10秒により 10カウントし，連続して 10秒ない場合はカウン
トしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetPathIntervalTable
{sonetPath 2}

NA [規格 ]SONET/SDHパスの 24時間運用時で 15分間隔で蓄積したさ
まざまな統計情報のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetPathIntervalEntry
{sonetPathIntervalTable 
1}

NA [規格 ]sonetPathIntervalTableのエントリ。15分間隔を最低 4個蓄
積しておく必要がある。デフォルト値は 32。
[実装 ]15分間隔を 96個蓄積する。

●

3 sonetPathIntervalNumb
er
{sonetPathIntervalEntr
y 1}

NA [規格 ]統計設定が可能な 15分単位の間隔（1～ 96）。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetPathIntervalESs
{sonetPathIntervalEntr
y 2}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHパスにおけ
る ESの発生回数。1秒間に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1
カウントする。
• P-BIP8＞＝ 1
• P-AIS＞＝ 1
• P-LOP＞＝ 1
• RDI P-AIS＞＝ 1
• RDI P-UNEQ＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.10.6　SONET／ SDH Far End Pathグループ

（1） SONET／ SDH Far End Path Current Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjectsPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2
 
sonetFarEndPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsPath 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2.2

（b）実装仕様

SONET／ SDH Far End Path Current Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-29　SONET／ SDH Far End Path Current Tableの実装仕様

5 sonetPathIntervalSESs
{sonetPathIntervalEntr
y 3}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHパスにおけ
る SESの発生回数。1秒間に以下の条件のどれかが満たされる場合に
1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：P-BIP8＞＝ 2400
• OC-192c/STM-64 POS：P-BIP8＞＝ 2400
• P-AIS＞＝ 1
• P-LOP＞＝ 1
• RDI P-AIS＞＝ 1
• RDI P-UNEQ＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetPathIntervalCVs
{sonetPathIntervalEntr
y 4}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHパスにおけ
る CVの発生回数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1カウン
トする。
• P-BIP8＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 sonetPathIntervalUASs
{sonetPathIntervalEntr
y 5}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDHパスにおけ
る UASの発生回数。SESの連続 10秒により 10カウントし，連続し
て 10秒ない場合はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 sonetPathIntervalValid
Data
{sonetPathIntervalEntr
y 6}

R/O [規格 ]このエントリの有効 /無効を示す。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetFarEndPathCurre
ntTable
{sonetFarEndPath 1}

NA [規格 ]SONET/SDH　Far Endパスの現在時点から 15分間のさまざ
まな統計情報を含むテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetFarEndPathCurre
ntEntry
{sonetFarEndPathCurre
ntTable 1}

NA [規格 ]sonetFarEndPathTableのエントリ。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） SONET／ SDH Far End Path Interval Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjectsPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2
 
sonetFarEndPath OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsPath 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.2.2

（b）実装仕様

SONET／ SDH Far End Path Interval Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-30　SONET／ SDH Far End Path Interval Tableの実装仕様

3 sonetFarEndPathCurre
ntESs
{sonetFarEndPathCurre
ntEntry 1}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endパスにおける ESの発生回
数。1秒間に以下の条件のどちらかが満たされる場合に 1カウントす
る。
• P-REI＞＝ 1
• P-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

4 sonetFarEndPathCurre
ntSESs
{sonetFarEndPathCurre
ntEntry 2}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endパスにおける SESの発生回
数。1秒間に以下の条件のどれかが満たされる場合に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS：P-REI＞＝ 2400
• OC-192c/STM-64 POS：P-REI＞＝ 2400
• P-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetFarEndPathCurre
ntCVs
{sonetFarEndPathCurre
ntEntry 3}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endパスにおける CVの発生回
数。1秒間に以下の条件が満たされる場合に 1カウントする。
• P-REI＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetFarEndPathCurre
ntUASs
{sonetFarEndPathCurre
ntEntry 4}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far Endパスにおける UASの発生
回数。SESの連続 10秒により 10カウントし，連続して 10秒ない場
合はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetFarEndPathInterv
alTable
{sonetFarEndPath 2}

NA [規格 ]SONET/SDH　Far Endパスの 24時間運用時で 15分間隔で蓄
積したさまざまな統計情報のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 sonetFarEndPathInterv
alEntry
{sonetFarEndPathInter
valTable 1}

NA [規格 ]sonetFarEndPathIntervalTableのエントリ。15分間隔を最低
4個蓄積しておく必要がある。デフォルト値は 32。
[実装 ]15分間隔を 96個蓄積する。

●

3 sonetFarEndPathInterv
alNumber
{sonetFarEndPathInter
valEntry 1}

NA [規格 ]統計設定が可能な 15分単位の間隔（1～ 96）。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.10.7　SONET／ SDH Virtual Tributaryグループ

（1） SONET／ SDH VT Current Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjectsVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3
 
sonetVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsVT 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3.1

（b）実装仕様

SONET／ SDH VT Current Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-31　SONET／ SDH VT Current Tableの実装仕様

4 sonetFarEndPathInterv
alESs
{sonetFarEndPathInter
valEntry 2}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
パスにおける ESの発生回数。1秒間に以下の条件のどちらかが満た
される場合に 1カウントする。
• P-REI＞＝ 1
• P-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

5 sonetFarEndPathInterv
alSESs
{sonetFarEndPathInter
valEntry 3}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
パスにおける SESの発生回数。1秒間に以下の条件のどれかが満たさ
れる場合に 1カウントする。
• OC-48c/STM-16 POS:P-REI＞＝ 2400
• OC-192c/STM-64 POS:P-REI＞＝ 2400
• P-RDI＞＝ 1

[実装 ]規格に同じ。

●

6 sonetFarEndPathInterv
alCVs
{sonetFarEndPathInter
valEntry 4}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
パスにおける CVの発生回数。1秒間に以下の条件が満たされる場合
に 1カウントする。
• P-REI＞＝ 1

ただし，SES発生中はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 sonetFarEndPathInterv
alUASs
{sonetFarEndPathInter
valEntry 5}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
パスにおける UASの発生回数。SESの連続 10秒により 10カウント
し，連続して 10秒ない場合はカウントしない。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 sonetFarEndPathInterv
alValidData
{sonetFarEndPathInter
valEntry 6}

R/O [規格 ]このエントリの有効 /無効を示す。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetVTCurrentTable
{sonetVT 1}

NA [規格 ]SONET/SDH　VTの現在時点から 15分間のさまざまな統計情
報を含むテーブル。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） SONET／ SDH VT Interval Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjectsVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3
 
sonetVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsVT 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3.1

（b）実装仕様

SONET／ SDH VT Interval Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-32　SONET／ SDH VT Interval Tableの実装仕様

2 sonetVTCurrentEntry
{sonetVTCurrentTable 
1}

NA [規格 ]sonetVTTableのエントリ。
[実装 ]未実装。

×

3 sonetVTCurrentWidth
{sonetVTCurrentEntry 
1}

R/NW [規格 ]帯域の値。
    {vtWidth15VC11(1),
      vtWidth2VC12(2),
      vtWidth3(3),
      vtWidth6VC2(4),
      vtWidth6c(5)}
[実装 ]未実装。

×

4 sonetVTCurrentStatus
{sonetVTCurrentEntry 
2}

R/O [規格 ]インタフェースの回線状態をビットマップ値で示します。
ビット 　　状態
　1　　sonetVTNoDefect
　2　　sonetVTLOP
　4　　sonetVTPathAIS
　8　　sonetVTPathRDI
 16　　sonetVTPathRFI
 32　　sonetVTUnequipped
 64　　sonetVTSignalLabelMismatch

[実装 ]未実装。

×

5 sonetVTCurrentES
{sonetVTCurrentEntry 
3}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　VTにおける ESの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

6 sonetVTCurrentSESs
{sonetVTCurrentEntry 
4}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　VTにおける SESの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

7 sonetVTCurrentCVs
{sonetVTCurrentEntry 
5}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　VTにおける CVの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

8 sonetVTCurrentUASs
{sonetVTCurrentEntry 
6}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　VTにおける UASの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetVTIntervalTable
{sonetVT 2}

NA [規格 ]SONET/SDH　VTの 24時間運用時で 15分間隔で蓄積したさ
まざまな統計情報のテーブル。15分間隔を最低 4個蓄積しておく必要
がある。デフォルト値は 32。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.10.8　SONET／ SDH Far End VTグループ

（1） SONET／ SDH Far End VT Current Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjectsVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3
 
sonetFarEndVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsVT 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3.2

（b）実装仕様

SONET／ SDH Far End VT Current Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-33　SONET／ SDH Far End VT Current Tableの実装仕様

2 sonetVTIntervalEntry
{sonetVTIntervalTable 
1}

NA [規格 ]sonetVTIntervalTableのエントリ。
[実装 ]未実装。

×

3 sonetVTIntervalNumbe
r
{sonetVTIntervalEntry 
1}

NA [規格 ]統計設定が可能な 15分単位の間隔（1～ 96）。
[実装 ]未実装。

×

4 sonetVTIntervalESs
{sonetVTIntervalEntry 
2}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　VTにお
ける ESの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

5 sonetVTIntervalSESs
{sonetVTIntervalEntry 
3}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　VTにお
ける SESの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

6 sonetVTIntervalCVs
{sonetVTIntervalEntry 
4}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　VTにお
ける CVの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

7 sonetVTIntervalUASs
{sonetVTIntervalEntry 
5}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　VTにお
ける UASの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

8 sonetVTIntervalValidD
ata
{sonetVTIntervalEntry 
6}

R/O [規格 ]このエントリの有効 /無効を示す。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetFarEndVTCurrent
Table
{sonetFarEndVT 1}

NA [規格 ]SONET/SDH　Far End　VTの現在時点から 15分間のさまざ
まな統計情報を含むテーブル。
[実装 ]未実装。

×

2 sonetFarEndVTCurrent
Entry
{sonetFarEndVTCurren
tTable 1}

NA [規格 ]sonetFarEndVTCurrentTableのエントリ。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） SONET／ SDH Far End VT Interval Table

（a）識別子
 
sonetMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {transmission 39}
 
sonetObjectsVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetMIB 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3
 
sonetFarEndVT OBJECT IDENTIFIER ::= {sonetObjectsVT 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.10.39.3.2

（b）実装仕様

SONET／ SDH Far End VT Interval Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-34　SONET／ SDH Far End VT Interval Tableの実装仕様

3 sonetFarEndVTCurrent
ESs
{sonetFarEndVTCurren
tEntry 1}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far End　VTにおける ESの発生回
数。
[実装 ]未実装。

×

4 sonetFarEndVTCurrent
SESs
{sonetFarEndVTCurren
tEntry 2}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far End　VTにおける SESの発生
回数。
[実装 ]未実装。

×

5 sonetFarEndVTCurrent
CVs
{sonetFarEndVTCurren
tEntry 3}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far End　VTにおける CVの発生回
数。
[実装 ]未実装。

×

6 sonetFarEndVTCurrent
UASs
{sonetFarEndVTCurren
tEntry 4}

R/O [規格 ]15分間の SONET/SDH　Far End　VTにおける UASの発生
回数。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sonetFarEndVTInterval
Table
{sonetFarEndVT 2}

NA [規格 ]SONET/SDH　Far End　VTの 24時間運用時で 15分間隔で
蓄積したさまざまな統計情報のテーブル。15分間隔を最低 4個蓄積し
ておく必要がある。デフォルト値は 32。
[実装 ]未実装。

×

2 sonetFarEndVTInterval
Entry
{sonetFarEndVTInterva
lTable 1}

NA [規格 ]sonetFarEndVTIntervalTableのエントリ。
[実装 ]未実装。

×

3 sonetFarEndVTInterval
Number
{sonetFarEndVTInterva
lEntry 1}

NA [規格 ]統計設定が可能な 15分単位の間隔（1～ 96）。
[実装 ]未実装。

×

4 sonetFarEndVTInterval
ESs
{sonetFarEndVTInterva
lEntry 2}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
　VTにおける ESの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

5 sonetFarEndVTInterval
SESs
{sonetFarEndVTInterva
lEntry 3}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
　VTにおける SESの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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6 sonetFarEndVTInterval
CVs
{sonetFarEndVTInterva
lEntry 4}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
　VTにおける CVの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

7 sonetFarEndVTInterval
UASs
{sonetFarEndVTInterva
lEntry 5}

R/O [規格 ]過去の 24時間で蓄積した 15分間の SONET/SDH　Far End
　VTにおける UASの発生回数。
[実装 ]未実装。

×

8 sonetFarEndVTInterval
ValidData
{sonetFarEndVTInterva
lEntry 6}

R/O [規格 ]このエントリの有効 /無効を示す。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.11　snmpグループ (MIB-II)

（1） 識別子
 
snmp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.11

（2） 実装仕様

snmpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-35　snmpグループ

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 snmpInPkts
{snmp 1}

R/O [規格 ]SNMP受信メッセージの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 snmpOutPkts
{snmp 2}

R/O [規格 ]SNMP送信メッセージの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 snmpInBadVersions
{snmp 3}

R/O [規格 ]未サポートバージョン受信メッセージの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 snmpInBadCommunity
Names
{snmp 4}

R/O [規格 ]未使用コミュニティの SNMP受信メッセージの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 snmpInBadCommunity
Uses
{snmp 5}

R/O [規格 ]そのコミュニティでは許されていないオペレーションを示す受
信メッセージの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 snmpInASNParseErrs
{snmp 6}

R/O [規格 ]ASN.1エラーの受信メッセージの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 snmpInBadTypes
{snmp 7}

R/O [規格 ]受信した未知の PDUタイプの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 snmpInTooBigs
{snmp 8}

R/O [規格 ]エラーステータスが tooBigの受信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 snmpInNoSuchNames
{snmp 9}

R/O [規格 ]エラーステータスが noSuchNameの受信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 snmpInBadValues
{snmp 10}

R/O [規格 ]エラーステータスが badValueの受信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 snmpInReadOnlys
{snmp 11}

R/O [規格 ]エラーステータスが readOnlyの受信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 snmpInGenErrs
{snmp 12}

R/O [規格 ]エラーステータスが genErrの受信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 snmpInTotalReqVars
{snmp 13}

R/O [規格 ]MIBの収集が成功したMIBオブジェクトの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 snmpInTotalSetVars
{snmp 14}

R/O [規格 ]MIBの設定が成功したMIBオブジェクトの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 snmpInGetRequests
{snmp 15}

R/O [規格 ]受信した GetRequestPDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 snmpInGetNexts
{snmp 16}

R/O [規格 ]受信した GetNextRequestPDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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17 snmpInSetRequests
{snmp 17}

R/O [規格 ]受信した SetRequestPDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 snmpInGetResponses
{snmp 18}

R/O [規格 ]受信した GetResponsePDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 snmpInTraps
{snmp 19}

R/O [規格 ]受信したトラップ PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

20 snmpOutTooBigs
{snmp 20}

R/O [規格 ]エラーステータスが tooBigの送信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 snmpOutNoSuchNames
{snmp 21}

R/O [規格 ]エラーステータスが noSuchNameの送信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

22 snmpOutBadValues
{snmp 22}

R/O [規格 ]エラーステータスが badValueの送信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 snmpOutReadOnlys
{snmp 23}

R/O [規格 ]エラーステータスが readOnlyの送信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

24 snmpOutGenErrs
{snmp 24}

R/O [規格 ]エラーステータスが genErrの送信 PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

25 snmpOutGetRequests
{snmp 25}

R/O [規格 ]送信した GetRequestPDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

26 snmpOutGetNexts
{snmp 26}

R/O [規格 ]送信した GetNextRequestPDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

27 snmpOutSetRequests
{snmp 27}

R/O [規格 ]送信した SetRequestPDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

28 snmpOutGetResponses
{snmp 28}

R/O [規格 ]送信した GetResponsePDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

29 snmpOutTraps
{snmp 29}

R/O [規格 ]送信したトラップ PDUの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

30 snmpEnableAuthenTra
ps
{snmp 30}

R/NW [規格 ]authentication-failure Trapを発行できるかどうかを示す。
    {enable(1),
     disable(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.12　ospfグループ (OSPFv2 MIB)
【【【【OP-OSPF(AX5400S)】】】】

ospfグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC1850

2.12.1　ospfGeneralGroup

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfGeneralGroup OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.1

（2） 実装仕様

ospfGeneralGroupグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-36　ospfGeneralGroupグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfRouterId
{ospfGeneralGroup 1}

R/NW [規格 ]自律システム内のルータ識別子。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

2 ospfAdminStat
{ospfGeneralGroup 2}

R/NW [規格 ]ルータの OSPF管理状態。
    {enabled(1),
     disabled(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

3 ospfVersionNumber
{ospfGeneralGroup 3}

R/O [規格 ]OSPFプロトコルのバージョン番号。
[実装 ]規格に同じ (version2固定 )。

●

4 ospfAreaBdrRtrStatus
{ospfGeneralGroup 4}

R/O [規格 ]そのルータがエリアボーダルータかどうかを示します。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfASBdrRtrStatus
{ospfGeneralGroup 5}

R/NW [規格 ]そのルータが ASバウンダリルータかどうかを示します。
    { true(1),
      false(2) }
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ospfExternLsaCount
{ospfGeneralGroup 6}

R/O [規格 ]リンク状態データベース (LSDB)中の外部リンク状態広告
(LSA)の数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfExternLsaCksumSu
m
{ospfGeneralGroup 7}

R/O [規格 ]LSDB中の外部 LSAの LSチェックサムの合計。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfTOSSupport
{ospfGeneralGroup 8}

R/NW [規格 ]そのルータが TOSベースルーティングをサポートするかどう
かのフラグ。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]false(2)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ospfOriginateNewLsas
{ospfGeneralGroup 9}

R/O [規格 ]生成された新しい LSAの数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.12.2　ospfAreaTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfAreaTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.2

（2） 実装仕様

ospfAreaTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-37　ospfAreaTableグループの実装仕様

10 ospfRxNewLsas
{ospfGeneralGroup 10}

R/O [規格 ]新しい情報を持った LSAを受信した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ospfExtLsdbLimit
{ospfGeneralGroup 11}

R/NW [規格 ]LSDB内に格納できる AS外部 LSAの最大エントリ数。-1の
場合，制限なし。
[実装 ]-1固定。ただし，Read_Onlyです。

●

12 ospfMulticastExtension
s
{ospfGeneralGroup 12}

R/NW [規格 ]マルチキャスト拡張版 OSPFのマルチキャストフォワーディ
ングアルゴリズムをビットマップ値で示します。0は，マルチキャス
トフォワーディング非サポート。
[実装 ]マルチキャストフォワーディング非サポート (0)固定。ただ
し，Read_Onlyです。

●

13 ospfExitOverflowInterv
al
{ospfGeneralGroup 13}

R/O [規格 ]エントリがオーバーフローステータスになるまでの時間。[単
位：秒 ]
[実装 ]未実装。

×

14 ospfDemandExtensions
{ospfGeneralGroup 14}

R/O [規格 ]このルータでの Demandルーティングのサポート。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfAreaTable
{ospf 2}

NA [規格 ]ルータが接続する各エリアに関する情報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfAreaEntry
{ospfAreaTable 1}

NA [規格 ]各エリアの情報リスト。
INDEX {ospfAreaId}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfAreaId
{ospfAreaEntry 1}

R/O [規格 ]エリアを識別する番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfAuthType
{ospfAreaEntry 2}

R/NW [規格 ]そのエリアで採用する認証のタイプ。
    {なし (0)，
     シンプルパスワード (1)，
     md5(2) }
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

5 ospfImportAsExtern
{ospfAreaEntry 3}

R/NW [規格 ]そのルータが AS外部リンク状態広告 (LSA)の取り込みを行う
かどうかのフラグ。
    {importExternal (1),
     importNoExternal (2),
     importNssa (3)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.12.3　ospfStubAreaTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfStubAreaTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.3

（2） 実装仕様

ospfStubAreaTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-38　 ospfStubAreaTableグループの実装仕様

6 ospfSpfRuns
{ospfAreaEntry 4}

R/O [規格 ]このエリアのリンク状態データベース (LSDB)を使用してエリ
ア内ルートが計算された回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfAreaBdrRtrCount
{ospfAreaEntry 5}

R/O [規格 ]このエリア内で到達できるエリアボーダルータの合計数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfAsBdrRtrCount
{ospfAreaEntry 6}

R/O [規格 ]このエリア内で到達できる ASバウンダリルータの合計数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfAreaLsaCount
{ospfAreaEntry 7}

R/O [規格 ]AS外部 LSAを除く，このエリアの LSDB中の LSAの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfAreaLsaCksumSum
{ospfAreaEntry 8}

R/O [規格 ]このエリアの LSDBに含まれる LSAの LSチェックサムの合
計。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ospfAreaSummary
{ospfAreaEntry 9}

R/NW [規格 ]エリアへのサマリー LSAのインポート制御に関する変数値。
    {noAreaSummary(1),
     sendAreaSummary(2)}
[実装 ]sendAreaSummary(2)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

12 ospfAreaStatus
{ospfAreaEntry 10}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfStubAreaTable
{ospf 3}

NA [規格 ]エリアボーダルータによってスタブエリア内に広告される情報
のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfStubAreaEntry
{ospfStubAreaTable 1}

NA [規格 ]各スタブエリアの情報リスト。
INDEX {ospfStubAreaId,ospfStubTOS}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfStubAreaId
{ospfStubAreaEntry 1}

R/O [規格 ]スタブエリアの ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfStubTOS
{ospfStubAreaEntry 2}

R/O [規格 ]そのスタブエリアでのサービスのタイプ。
[実装 ]規格に同じ (ただし，0固定 )。

●

5 ospfStubMetric
{ospfStubAreaEntry 3}

R/NW [規格 ]そのスタブエリアでのサービスタイプに対応したメトリック。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ospfStubStatus
{ospfStubAreaEntry 4}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.12.4　ospfLsdbTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.4

（2） 実装仕様

ospfLsdbTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-39　 ospfLsdbTableグループの実装仕様

7 ospfStubMetricType
{ospfStubAreaEntry 5}

R/NW [規格 ]デフォルトルートとして広告したメトリックのタイプを示しま
す。
    {ospfMetric(1),
     comparableCost(2),
     nonComparable(3)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfLsdbTable
{ospf 4}

NA [規格 ]OSPFプロセスのリンク状態データベース (LSDB)に関する情
報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfLsdbEntry
{ospfLsdbTable 1}

NA [規格 ]リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX {ospfLsdbAreaId, ospfLsdbType,
       ospfLsdbLsid, ospfLsdbRouterId }
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfLsdbAreaId
{ospfLsdbEntry 1}

R/O [規格 ]この LSAの受信元エリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfLsdbType
{ospfLsdbEntry 2}

R/O [規格 ]LSAのタイプ。
    {ルータ (1),
     ネットワーク (2),
     サマリー (3),
     ASサマリー (4),
     AS外部リンク (5),
     マルチキャスト (6),
     nssa外部リンク (7)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfLsdbLsid
{ospfLsdbEntry 3}

R/O [規格 ]個々のルーティングドメインを識別する ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfLsdbRouterId
{ospfLsdbEntry 4}

R/O [規格 ]LSAを生成したルータの ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfLsdbSequence
{ospfLsdbEntry 5}

R/O [規格 ]LSAのシーケンス番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfLsdbAge
{ospfLsdbEntry 6}

R/O [規格 ]この LSAが生成されてからの経過時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfLsdbChecksum
{ospfLsdbEntry 7}

R/O [規格 ]この LSAのチェックサム。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.12.5　ospfAreaRangeTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfAreaRangeTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.5

（2） 実装仕様

ospfAreaRangeTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-40　 ospfAreaRangeTableグループの実装仕様

2.12.6　ospfHostTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfHostTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.6

（2） 実装仕様

ospfHostTableグループの実装仕様を次の表に示します。

10 ospfLsdbAdvertisement
{ospfLsdbEntry 8}

R/O [規格 ]ヘッダを含む LSAの全体。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfAreaRangeTable
{ospf 5}

NA [規格 ]ルータが接続するエリア内に存在するアドレスの範囲の情報を
格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfAreaRangeEntry
{ospfAreaRangeTable 1}

NA [規格 ]ルータが接続するエリア内に存在するアドレスの範囲の情報を
格納するリスト。
INDEX {ospfAreaRangeAreaId,
       ospfAreaRangeNet}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfAreaRangeAreaId
{ospfAreaRangeEntry 1}

R/O [規格 ]属するエリアの ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfAreaRangeNet
{ospfAreaRangeEntry 2}

R/O [規格 ]この範囲内のネット /サブネットの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfAreaRangeMask
{ospfAreaRangeEntry 3}

R/NW [規格 ]ospfAreaRangeNetにかけるサブネットマスク。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ospfAreaRangeStatus
{ospfAreaRangeEntry 4}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ospfAreaRangeEffect
{ospfAreaRangeEntry 5}

R/NW [規格 ]広告するエリアの範囲を示します。
    {エリア外に広告されるサブネット (1)
     エリア外に広告しないサブネット (2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 2-41　 ospfHostTableグループの実装仕様

2.12.7　ospfIfTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfIfTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.7

（2） 実装仕様

ospfIfTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-42　 ospfIfTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfHostTable
{ospf 6}

NA [規格 ]ルータがホストルートとして広告するホストとメトリックの
テーブル。
[実装 ]未実装。

×

2 ospfHostEntry
{ospfHostTable 1}

NA [規格 ]ルータがホストルートとして広告するホストとメトリックの情
報リスト。
INDEX {ospfHostIpAddress, ospfHostTOS}
[実装 ]未実装。

×

3 ospfHostIpAddress
{ospfHostEntry 1}

R/O [規格 ]そのホストの IPアドレス。
[実装 ]未実装。

×

4 ospfHostTOS
{ospfHostEntry 2}

R/O [規格 ]このルートのサービスのタイプ。
[実装 ]未実装。

×

5 ospfHostMetric
{ospfHostEntry 3}

R/NW [規格 ]サービスタイプに対応したメトリック。
[実装 ]未実装。

×

6 ospfHostStatus
{ospfHostEntry 4}

R/NW [規格 ]エントリのステータスを示します。
[実装 ]未実装。

×

7 ospfHostAreaID
{ospfHostEntry 5}

R/O [規格 ]属しているホストのエリア。デフォルトは，OSPFインタ
フェースを含むエリアか，0.0.0.0。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfIfTable
{ospf 7}

NA [規格 ]ルータが接続する各インタフェースの情報を格納するテーブ
ル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfIfEntry
{ospfIfTable 1}

NA [規格 ]ルータが接続する各インタフェースの情報を格納するリスト。
INDEX {ospfIfIpAddress, ospfAddressLessIf}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfIfIpAddress
{ospfIfEntry 1}

R/O [規格 ]この OSPFインタフェースの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfAddressLessIf
{ospfIfEntry 2}

R/O [規格 ]このインタフェースがアドレスレスインタフェースであるとき
に有効な，インタフェースの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfIfAreaId
{ospfIfEntry 3}

R/NW [規格 ]このインタフェースが接続しているエリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●
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6 ospfIfType
{ospfIfEntry 4}

R/NW [規格 ]インタフェースタイプ。
    {ブロードキャスト (1),
     ノンブロードキャスト (2),
     Point-Point(3),
     Point-Multipoint(5)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ospfIfAdminStat
{ospfIfEntry 5}

R/NW [規格 ]インタフェースの管理状態。
    {enabled(1),
     disabled(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfIfRtrPriority
{ospfIfEntry 6}

R/NW [規格 ]このインタフェースのプライオリティ。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ospfIfTransitDelay
{ospfIfEntry 7}

R/NW [規格 ]このインタフェース上でリンク状態更新パケットを送信するの
に必要とされる時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

10 ospfIfRetransInterval
{ospfIfEntry 8}

R/NW [規格 ]リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

11 ospfIfHelloInterval
{ospfIfEntry 9}

R/NW [規格 ]Helloパケットの送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

12 ospfIfRtrDeadInterval
{ospfIfEntry 10}

R/NW [規格 ]Helloパケットの最大許容受信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

13 ospfIfPollInterval
{ospfIfEntry 11}

R/NW [規格 ]非ブロードキャスト多重アクセスネットワーク上の，不活動隣
接局への Helloパケット送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

14 ospfIfState
{ospfIfEntry 12}

R/O [規格 ]インタフェースの状態。
    {down(1),
     loopback(2),
     waiting(3),
     PtoP(4),
     DR(5),
     BDR(6),
     other(7)}
[実装 ]規格に同じ。

●

15 ospfIfDesignatedRouter
{ospfIfEntry 13}

R/O [規格 ]ディジグネーテッドルータの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 ospfIfBackupDesignated
Router
{ospfIfEntry 14}

R/O [規格 ]バックアップディジグネーテッドルータの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 ospfIfEvents
{ospfIfEntry 15}

R/O [規格 ]このインタフェースで状態が変化したか，エラーが発生した回
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 ospfIfAuthKey
{ospfIfEntry 16}

R/NW [規格 ]このインタフェースでの認証キー。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

19 ospfIfStatus
{ospfIfEntry 17}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

20 ospfIfMulticastForwardi
ng
{ospfIfEntry 18}

R/NW [規格 ]このインタフェースでマルチキャストする方法。
    {blocked(1),
     multicast(2),
     unicast(3) }
[実装 ]blocked(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.12.8　ospfIfMetricTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfIfMetricTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 8}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.8

（2） 実装仕様

ospfIfMetricTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-43　 ospfIfMetricTableグループの実装仕様

2.12.9　ospfVirtIfTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}

21 ospfIfDemand
{ospfIfEntry 19}

R/O [規格 ]このインタフェースで Demand OSPF手順を行うかどうかを
示します。
[実装 ]未実装。

×

22 ospfIfAuthType
{ospfIfEntry 20}

R/O [規格 ]インタフェースの認証方式を示します。
    {なし (0),
     シンプルパスワード (1),
     MD5(2),
     IANAが規定したもの (3～ 255)}
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfIfMetricTable
{ospf 8}

NA [規格 ]各インタフェースのサービスタイプメトリック情報を格納する
テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfIfMetricEntry
{ospfIfMetricTable 1}

NA [規格 ]各インタフェースのサービスタイプメトリックの情報リスト。
INDEX {ospfIfMetricIpAddress,
        ospfIfMetricAddressLessIf,
        ospfIfMetricTOS}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfIfMetricIpAddress
{ospfIfMetricEntry 1}

R/O [規格 ]この OSPFインタフェースの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfIfMetricAddressLes
sIf
{ospfIfMetricEntry 2}

R/O [規格 ]このインタフェースがアドレスレスインタフェースであるとき
に有効なインタフェースの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfIfMetricTOS
{ospfIfMetricEntry 3}

R/O [規格 ]このインタフェースのサービスのタイプ。
[実装 ]0固定。

●

6 ospfIfMetricValue
{ospfIfMetricEntry 4}

R/NW [規格 ]このインタフェースのこのサービスタイプのメトリック。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ospfIfMetricStatus
{ospfIfMetricEntry 5}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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ospfVirtIfTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 9}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.9

（2） 実装仕様

ospfVirtIfTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-44　 ospfVirtIfTableグループの実装仕様

2.12.10　ospfNbrTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfVirtIfTable
{ospf 9}

NA [規格 ]ルータが接続する仮想インタフェースの情報を格納するテーブ
ル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfVirtIfEntry
{ospfVirtIfTable 1}

NA [規格 ]各仮想インタフェースの情報リスト。
INDEX {ospfVirtIfAreaId,
        ospfVirtIfNeighbor}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfVirtIfAreaId
{ospfVirtIfEntry 1}

R/O [規格 ]その仮想リンクが通過するエリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfVirtIfNeighbor
{ospfVirtIfEntry 2}

R/O [規格 ]仮想の隣接ルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfVirtIfTransitDelay
{ospfVirtIfEntry 3}

R/NW [規格 ]このインタフェース上でリンク状態更新パケットを送信するの
に必要とされる時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ospfVirtIfRetransInterv
al
{ospfVirtIfEntry 4}

R/NW [規格 ]リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ospfVirtIfHelloInterval
{ospfVirtIfEntry 5}

R/NW [規格 ]Helloパケットの送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfVirtIfRtrDeadInter
val
{ospfVirtIfEntry 6}

R/NW [規格 ]Helloパケットの最大許容受信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ospfVirtIfState
{ospfVirtIfEntry 7}

R/O [規格 ]インタフェースの状態。
    {down(1),
     PtoP(4)}
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfVirtIfEvents
{ospfVirtIfEntry 8}

R/O [規格 ]このインタフェースで状態が変化したか，エラーが発生した回
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ospfVirtIfAuthKey
{ospfVirtIfEntry 9}

R/NW [規格 ]このインタフェースでの認証キー。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

12 ospfVirtIfStatus
{ospfVirtIfEntry 10}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

13 ospfVirtIfAuthType
{ospfVirtIfEntry 11}

R/W [規格 ]バーチャルインタフェースの認証方式を示します。
[実装 ]未実装。

×
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ospfNbrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 10}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.10

（2） 実装仕様

ospfNbrTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-45　ospfNbrTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfNbrTable
{ospf 10}

NA [規格 ]仮想ではない隣接局の情報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfNbrEntry
{ospfNbrTable 1}

NA [規格 ]各隣接局の情報リスト。
INDEX {ospfNbrIpAddr,
        ospfNbrAddressLessIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfNbrIpAddr
{ospfNbrEntry 1}

R/O [規格 ]隣接ルータの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfNbrAddressLessInd
ex
{ospfNbrEntry 2}

R/O [規格 ]隣接ルータのインタフェースがアドレスインタフェースである
ときに有効な，インタフェースの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfNbrRtrId
{ospfNbrEntry 3}

R/O [規格 ]隣接ルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfNbrOptions
{ospfNbrEntry 4}

R/O [規格 ]隣接ルータのオプション実行能力。
 Bit 0,サービスタイプベースルーティング
 Bit 1,外部エリアの処理
 Bit 2,IPマルチキャストルーティング
 Bit 3,NSSAと関係したエリア
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfNbrPriority
{ospfNbrEntry 5}

R/NW [規格 ]隣接ルータのプライオリティ。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfNbrState
{ospfNbrEntry 6}

R/O [規格 ]この隣接ルータとの関係を表す状態。
    {down(1),
     attempt(2),
     init(3),
     twoWay(4),
     exchangeStart(5),
     exchange(6),
     loading(7),
     full(8)}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfNbrEvents
{ospfNbrEntry 7}

R/O [規格 ]隣接ルータとの関係で，状態が変化したか，エラーが発生した
回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfNbrLsRetransQLen
{ospfNbrEntry 8}

R/O [規格 ]再送キューの現在の長さ。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ospfNbmaNbrStatus
{ospfNbrEntry 9}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ospfIfTypeが nbma時だけアクセスできます。
ただし，Read_Onlyです。

●

12 ospfNbmaNbrPermanen
ce
{ospfNbrEntry 10}

R/NW [規格 ]隣接ルータとルーティングする方法。
    {dynamic(1)
     permanent(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●
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2.12.11　ospfVirtNbrTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfVirtNbrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.11

（2） 実装仕様

ospfVirtNbrTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-46　ospfVirtNbrTableグループの実装仕様

13 ospfNbrHelloSuppresse
d
{ospfNbrEntry 11}

R/O [規格 ]Helloが隣接に抑止されているかを示します。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfVirtNbrTable
{ospf 11}

NA [規格 ]仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfVirtNbrEntry
{ospfVirtNbrTable 1}

NA [規格 ]各仮想隣接ルータの情報リスト。
INDEX { ospfVirtNbrArea, ospfVirtNbrRtrId }
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfVirtNbrArea
{ospfVirtNbrEntry 1}

R/O [規格 ]通過するエリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfVirtNbrRtrId
{ospfVirtNbrEntry 2}

R/O [規格 ]仮想隣接ルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfVirtNbrIpAddr
{ospfVirtNbrEntry 3}

R/O [規格 ]仮想隣接ルータの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfVirtNbrOptions
{ospfVirtNbrEntry 4}

R/O [規格 ]仮想隣接ルータのオプション実行能力。
 Bit 1,サービスタイプベースルーティング
 Bit 2,IPマルチキャストルーティング
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfVirtNbrState
{ospfVirtNbrEntry 5}

R/O [規格 ]この仮想隣接ルータとの関係を表す状態。
    {down(1),
     attempt(2),
     init(3),
     twoWay(4),
     exchangeStart(5),
     exchange(6),
     loading(7),
     full(8)}
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfVirtNbrEvents
{ospfVirtNbrEntry 6}

R/O [規格 ]この仮想リンクの状態が変化したか，エラーが発生した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfVirtNbrLsRetransQ
Len
{ospfVirtNbrEntry 7}

R/O [規格 ]再送キューの現在の長さ。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.12.12　ospfExtLsdbTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfExtLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 12}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.12

（2） 実装仕様

ospfExtLsdbTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-47　 ospfExtLsdbTableグループの実装仕様

2.12.13　ospfAreaAggregateTable

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}

10 ospfVirtNbrHelloSuppr
essed
{ospfVirtNbrEntry 8}

R/O [規格 ]Helloが隣接に抑止されているかを示します。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfExtLsdbTable
{ospf 12}

NA [規格 ]OSPF処理のリンク状態データベース (LSDB)のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfExtLsdbEntry
{ospfExtLsdbTable 1}

NA [規格 ]リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX {ospfExtLsdbType,
       ospfExtLsdbLsid,
       ospfExtLsdbRouterId}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfExtLsdbType
{ospfExtLsdbEntry 1}

R/O [規格 ]LSAのタイプ。
    {asExternalLink(5)}
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfExtLsdbLsid
{ospfExtLsdbEntry 2}

R/O [規格 ]リンクステータス ID。リンクステータス IDはルータ IDまた
は IPアドレスのどちらかを含むフィールドです。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfExtLsdbRouterId
{ospfExtLsdbEntry 3}

R/O [規格 ]自律システム内の生成元ルータを一意に識別するための 32
ビット番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfExtLsdbSequence
{ospfExtLsdbEntry 4}

R/O [規格 ]LSAのシーケンス番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfExtLsdbAge
{ospfExtLsdbEntry 5}

R/O [規格 ]LSAが生成されてからの経過時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfExtLsdbChecksum
{ospfExtLsdbEntry 6}

R/O [規格 ]Ageフィールドを含めない，広告内容のチェックサム。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfExtLsdbAdvertisem
ent
{ospfExtLsdbEntry 7}

R/O [規格 ]ヘッダを含む完全な全体 LSA。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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ospfAreaAggregateTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 14}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.14

（2） 実装仕様

ospfAreaAggregateTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-48　 ospfAreaAggregateTableグループの実装仕様

2.12.14　ospfTrap

（1） 識別子
 
ospf OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 14}
 
ospfTrap OBJECT IDENTIFIER ::= {ospf 16}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.16
 
ospfTrapControl OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfTrap 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.14.16.1

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfAreaAggregateTabl
e
{ospf 14}

NA [規格 ]IPアドレスと IPサブネットマスクを対として指定した IPアド
レスのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfAreaAggregateEntr
y
{ospfAreaAggregateTabl
e 1}

NA [規格 ]IPアドレスと IPサブネットマスクを対として指定した IPアド
レスのリスト。
INDEX {ospfAreaAggregateAreaID,
       ospfAreaAggregateLsdbType,
       ospfAreaAggregateNet,
       ospfAreaAggregateMask}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfAreaAggregateArea
ID
{ospfAreaAggregateEnt
ry 1}

R/O [規格 ]アドレス集約したエリア。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfAreaAggregateLsdb
Type
{ospfAreaAggregateEnt
ry 2}

R/O [規格 ]アドレス集約のタイプ。このエントリは，このアドレス集約に
適用されるリンク状態データベース (LSDB)のタイプを示します。
    {summaryLink(3),
     nssaExternalLink(7)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfAreaAggregateNet
{ospfAreaAggregateEnt
ry 3}

R/O [規格 ]ネットワークまたはサブネットの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfAreaAggregateMas
k
{ospfAreaAggregateEnt
ry 4}

R/O [規格 ]ネットワークまたはサブネットに関係するサブネットマスク。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfAreaAggregateStat
us
{ospfAreaAggregateEnt
ry 5}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfAreaAggregateEffec
t
{ospfAreaAggregateEnt
ry 6}

R/NW [規格 ]範囲に包括されるサブネットが集約アドレスを広告する契機と
なるか，エリア外に広告されないサブネットとなるかを示します。
    {advertiseMatching(1),
     doNotAdvertiseMatching(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●
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（2） 実装仕様

ospfTrapグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-49　ospfTrapグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfTrapControl
{ospfTrap 1}

NA [規格 ]トラップに関する取得情報。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfSetTrap
{ospfTrapControl 1}

R/NW [規格 ]トラップ可能なイベントを示すビットマップ。各ビットが
ospfTrapsのオブジェクトを示す。
21ビット（0x00000002）：ospfVirtIfStateChange
～ 216ビット（0x00010000）：ospfIfStateChange
[実装 ]規格に同じ。ただし，0x100fe固定で，Read_Onlyです。

●

3 ospfConfigErrorType
{ospfTrapControl 2}

R/O [規格 ]最後に発生したトラップのエラーイベント。
       badVersion (1),
       areaMismatch (2),
       unknownNbmaNbr (3),
       unknownVirtualNbr (4),
       authTypeMismatch (5),
       authFailure (6),
       netMaskMismatch (7),
       helloIntervalMismatch (8),
       deadIntervalMismatch (9),
       optionMismatch (10)
[実装 ]トラップの発行に関わらず最後に発生したエラーイベント。た
だし，エラーイベントが発生していない場合は 0です。

●

4 ospfPacketType
{ospfTrapControl 3}

R/O [規格 ]最後のトラップで使用された，エラーパケット種別
       hello (1)
       dbDescript (2)
       lsReq (3)
       lsUpdate (4)
       lsAck (5)
[実装 ]トラップの発行に関わらず最後のエラーパケット種別。ただ
し，エラーイベントが発生していない場合は 0です。

●

5 ospfPacketSrc
{ospfTrapControl 4}

R/O [規格 ]最後のトラップで使用された，エラーパケットの送信元アドレ
ス
[実装 ]トラップの発行に関わらず，最後のエラーパケットの送信元ア
ドレス。ただし，エラーイベントが発生していない場合は 0.0.0.0で
す。

●

6 ospfTraps
{ospfTrap 2}

NA [規格 ]トラップ広告。
[実装 ]規格に同じ。

●

86



2.13　bgpグループ (BGP4 MIB)【OP-BGP】
2.13　bgpグループ (BGP4 MIB)【【【【OP-BGP】】】】

bgpグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC1657

2.13.1　bgp

（1） 識別子
 
bgp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 15}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.15

（2） 実装仕様

bgpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-50　 bgpグループの実装仕様

2.13.2　bgpPeerTable

（1） 識別子
 
bgp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 15}
 
bgpPeerTable OBJECT IDENTIFIER ::= {bgp 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.15.3

（2） 実装仕様

bgpPeerTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-51　 bgpPeerTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 bgpVersion
{bgp 1}

R/O [規格 ]サポートしているバージョンをビットマップ形式で表現しま
す。オクテット内の最上位ビットをビット 0として，サポートする
バージョン番号 -1のビットをセットします。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 bgpLocalAs
{bgp 2}

R/O [規格 ]ローカルの自律システム番号。
[実装 ]規格に同じ。
なお，4バイト AS番号のMIBは未サポートのため，該当 AS番号が
4バイト AS番号の場合，23456(AS_TRANS)を設定します。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 bgpPeerTable
{bgp 3}

NA [規格 ]bgpピアテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 bgpPeerEntry
{bgpPeerTable 1}

NA [規格 ]bgpピアのコネクションに関する情報のテーブル。
INDEX { bgpPeerRemoteAddr }
[実装 ]規格に同じ。

●

3 bgpPeerIdentifier
{bgpPeerEntry 1}

R/O [規格 ]このエントリの bgpピアの BGP識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●
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4 bgpPeerState
{bgpPeerEntry 2}

R/O [規格 ]BGPピアとのコネクションの状態。
    {idle(1),
     connect(2),
     active(3),
     opensent(4),
     openconfirm(5),
     established(6)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 bgpPeerAdminStatus
{bgpPeerEntry 3}

R/NW [規格 ]BGPピアのコネクションの望まれる状態。BGPstartイベント
の生成によって startへ，BGPstopイベントの生成によって stopへ移
行します。
    {stop(1),
     start(2)}
[実装 ]start(2)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

6 bgpPeerNegotiatedVersi
on
{bgpPeerEntry 4}

R/O [規格 ]ピア間でネゴシエートした BGPのバージョン。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 bgpPeerLocalAddr
{bgpPeerEntry 5}

R/O [規格 ]このエントリの BGPコネクションのローカル IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 bgpPeerLocalPort
{bgpPeerEntry 6}

R/O [規格 ]ピア間での TCPコネクションのローカルポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 bgpPeerRemoteAddr
{bgpPeerEntry 7}

R/O [規格 ]このエントリの BGPコネクションのリモートの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 bgpPeerRemotePort
{bgpPeerEntry 8}

R/O [規格 ]ピア間での TCPコネクションのリモートのポート番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 bgpPeerRemoteAs
{bgpPeerEntry 9}

R/O [規格 ]リモートの自律システム番号。
[実装 ]規格に同じ。
なお，4バイト AS番号のMIBは未サポートのため，該当 AS番号が
4バイト AS番号の場合，23456(AS_TRANS)を設定します。

●

12 bgpPeerInUpdates
{bgpPeerEntry 10}

R/O [規格 ]このコネクションで受信した BGP UPDATEメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 bgpPeerOutUpdates 
{bgpPeerEntry 11}

R/O [規格 ]このコネクションで送信した BGP UPDATEメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 bgpPeerInTotalMessage
s
{bgpPeerEntry 12}

R/O [規格 ]このコネクションでリモートピアから受信したメッセージの
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 bgpPeerOutTotalMessag
es
{bgpPeerEntry 13}

R/O [規格 ]このコネクションでリモートピアへ送信したメッセージの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 bgpPeerLastError
{bgpPeerEntry 14}

R/O [規格 ]このコネクション上のピアによって理解された最後のエラー
コードとサブコード。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 bgpPeerFsmEstablished
Transitions
{bgpPeerEntry 15}

R/O [規格 ]FSMが Established状態になった回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 bgpPeerFsmEstablished
Time
{bgpPeerEntry 16}

R/O [規格 ]Established状態になってから，または最後に Established状
態であってからの時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

19 bgpPeerConnectRetryIn
terval
{bgpPeerEntry 17}

R/NW [規格 ]ConnectRetryタイマ値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.13.3　bgp4PathAttrTable

（1） 識別子
 
bgp OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 15}
 
bgp4PathAttrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {bgp 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.15.6

（2） 実装仕様

bgp4PathAttrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-52　 bgp4PathAttrTableの実装仕様

20 bgpPeerHoldTime
{bgpPeerEntry 18}

R/O [規格 ]ピアと確立された HOLDタイマ値。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 bgpPeerKeepAlive
{bgpPeerEntry 19}

R/O [規格 ]ピアと確立された KeepAliveタイマ値。
[実装 ]規格に同じ。

●

22 bgpPeerHoldTimeConfig
ured
{bgpPeerEntry 20}

R/NW [規格 ]この BGPスピーカのこのピアに対して構成設定された Hold
タイマ値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

23 bgpPeerKeepAliveConfi
gured
{bgpPeerEntry 21}

R/NW [規格 ]この BGPスピーカのこのピアに対し構成設定された
keepAliveタイマ値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

24 bgpPeerMinASOriginati
onInterval
{bgpPeerEntry 22}

R/NW [規格 ]MinASOriginationIntervalタイマ値。
[実装 ]UPDATEメッセージの広告間隔。[単位：秒 ]
Externalピアだけアクセス可。ただし，Read_Onlyです。

●

25 bgpPeerMinRouteAdver
tisementInterval
{bgpPeerEntry 23}

R/NW [規格 ]MinRouteAdvertisementIntervalタイマ値。
[実装 ]UPDATEメッセージの広告間隔。[単位：秒 ]
Internalピアだけアクセスできます。ただし，Read_Onlyです。

●

26 bgpPeerInUpdateElapse
dTime
{bgpPeerEntry 24}

R/O [規格 ]最後の updateメッセージを受信してからの経過時間。
[実装 ]規格に同じ。

●

27 bgpIdentifier
{bgp 4}

R/O [規格 ]ローカルシステムの BGP識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 bgp4PathAttrTable
{bgp 6}

NA [規格 ]全 BGP4から受信した宛先ネットワークまでのパス情報の
テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 bgp4PathAttrEntry
{bgp4PathAttrTable 1}

NA [規格 ]宛先ネットワークまでのパス情報のリスト。
INDEX {bgp4PathAttrIpAddrPrefix,
        bgp4PathAttrIpAddrPrefixLen,
        bpg4PathAttrPeer}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 bgp4PathAttrPeer
{bgp4PathAttrEntry 1}

R/O [規格 ]パス情報が学習されたピアの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 bgp4PathAttrIpAddrPre
fixLen
{bgp4PathAttrEntry 2}

R/O [規格 ]Network Layer Reachability Information fieldの IPアドレス
のビット長。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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5 bgp4PathAttrIpAddrPre
fix
{bgp4PathAttrEntry 3}

R/O [規格 ]Network Layer Reachability Information fieldの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 bgp4PathAttrOrigin
{bgp4PathAttrEntry 4}

R/O [規格 ]パス情報の生成元。
    {igp(1),
     egp(2),
     incomplete(3)}
[実装 ]規格に同じ。

●

7 bgp4PathAttrASPathSe
gment
{bgp4PathAttrEntry 5}

R/O [規格 ]ASパスセグメントの列。
[実装 ]規格に同じ。
なお，4バイト AS番号のMIBは未サポートのため，該当 AS番号が
4バイト AS番号の場合，23456(AS_TRANS)を設定します。

●

8 bgp4PathAttrNextHop
{bgp4PathAttrEntry 6}

R/O [規格 ]ルート上の次ボーダルータのアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 bgp4PathAttrMultiExit
Disc
{bgp4PathAttrEntry 7}

R/O [規格 ]Multi Exit属性。-1はこの属性がないことを意味します。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 bgp4PathAttrLocalPref
{bgp4PathAttrEntry 8}

R/O [規格 ]生成元 BGP4スピーカの優先度。-1はこの属性がないことを
意味します。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 bgp4PathAttrAtomicAg
gregate
{bgp4PathAttrEntry 9}

R/O [規格 ]AtomicAggregate属性。
    {lessSpecificRrouteNotSelected(1),
     lessSpecificRouteSelected(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

12 bgp4PathAttrAggregato
rAS
{bgp4PathAttrEntry 10}

R/O [規格 ]経路集約した最後の BGP4スピーカの AS番号。
[実装 ]規格に同じ。
なお，4バイト AS番号のMIBは未サポートのため，該当 AS番号が
4バイト AS番号の場合，23456(AS_TRANS)を設定します。

●

13 bgp4PathAttrAggregato
rAddr
{bgp4PathAttrEntry 11}

R/O [規格 ]経路集約した最後の BGP4スピーカの IPアドレス。0.0.0.0は
この属性がないことを意味します。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 bgp4PathAttrCalcLocal
Pref
{bgp4PathAttrEntry 12}

R/O [規格 ]広告された経路に対し受信 BGP4スピーカによって計算され
た優先度。-1はこの属性がないことを意味します。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 bgp4PathAttrBest
{bgp4PathAttrEntry 13}

R/O [規格 ]この経路が BGP4のベストルートとして選択されたかどうか
を示します。
    {false(1),
     true(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

16 bgp4PathAttrUnknown
{bgp4PathAttrEntry 14}

R/O [規格 ]この BGP4スピーカが理解できない一つまたはそれ以上のパ
ス属性。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.14　rmonグループ (Remote Network Monitoring MIB)

rmonグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC1757

2.14.1　Ethernet Statisticsグループ
次に示す Ethernet Statisticsグループについて説明します。

• 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
• 1000BASE-X
• 10GBASE-R【【【【AX7800S】】】】
• 10GBASE-W【【【【AX7800S】】】】

（1） 識別子
 
rmon OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 16}
 
statistics OBJECT IDENTIFIER ::= {rmon 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.1
 
etherStatsTable OBJECT IDENTIFIER ::= {statistics 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.1.1

（2） 実装仕様

Ethernet Statisticsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-53　 Ethernet Statisticsグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 etherStatsTable
{statistics 1}

NA [規格 ]イーサネットインタフェースの統計情報に関するテーブルを示
します。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 etherStatsEntry
{etherStatsTable 1}

NA [規格 ]特定イーサネットインタフェースの統計情報を記憶するエント
リを示します。
INDEX {etherStatsIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 etherStatsIndex
{etherStatsEntry 1}

R/O [規格 ]特定の etherStatsエントリを示す Index値。値の範囲は 1～
65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 etherStatsDataSource
{etherStatsEntry 2}

R/NW [規格 ]この情報のインタフェースのオブジェクト IDを示します。こ
のオブジェクト・インスタンスはMIB-IIの interfacesグループの
ifIndex。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

5 etherStatsDropEvents
{etherStatsEntry 3}

R/O [規格 ]リソース不足によって，パケットを取りこぼすというイベント
が発生した回数。実際の取りこぼし数を示すのでなく，取りこぼしを
検出した回数です。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 etherStatsOctets
{etherStatsEntry 4}

R/O [規格 ]badパケットを含むネットワークで受信したオクテット（バイ
ト）数。
[実装 ]badパケットを含むネットワークで送受信したオクテット（バ
イト）数。

●
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7 etherStatsPkts
{etherStatsEntry 5}

R/O [規格 ]badパケット，broadcastパケット，muliticastパケットを含
む総パケットの受信数。
[実装 ]badパケット，broadcastパケット，muliticastパケットを含
む総パケットの送受信数。

●

8 etherStatsBroadcastPkt
s
{etherStatsEntry 6}

R/O [規格 ]badパケット，muliticastパケットは含まない broadcastパ
ケットの受信数。
[実装 ]badパケット，muliticastパケットは含まない broadcastパ
ケットの送受信数。

●

9 etherStatsMulticastPkt
s
{etherStatsEntry 7}

R/O [規格 ]badパケット，broadcastパケットは含まないmuliticastパ
ケットの受信数。
[実装 ]badパケット，broadcastパケットは含まないmuliticastパ
ケットの送受信数。

●

10 etherStatsCRCAlignErr
ors
{etherStatsEntry 8}

R/O [規格 ]FCSエラーパケット受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 etherStatsUndersizePkt
s
{etherStatsEntry 9}

R/O [規格 ]ショートサイズパケット（データ長 64オクテット未満）受信
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 etherStatsOversizePkts
{etherStatsEntry 10}

R/O [規格 ]オーバサイズパケット（データ長 1518オクテットを超えた）
受信数。
[実装 ]オーバサイズパケット（最大データ長を超えた）受信数。

●

13 etherStatsFragments
{etherStatsEntry 11}

R/O [規格 ]ショートサイズパケット（データ長 64オクテット未満）受信
数で FCSエラー，Alignmentエラーのもの。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 etherStatsJabbers
{etherStatsEntry 12}

R/O [規格 ]オーバサイズパケット（データ長 1518オクテットを超えた）
受信で FCSエラー，Alignmentエラーのもの。
[実装 ]オーバサイズパケット（最大データ長を超えた）受信で FCS
エラー，Alignmentエラーのもの。

●

15 etherStatsCollisions
{etherStatsEntry 13}

R/O [規格 ]コリジョン数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 etherStatsPkts64Octets
{etherStatsEntry 14}

R/O [規格 ]データ長 64オクテットのパケット受信数。
[実装 ]データ長 64オクテットのパケット送受信数。

●

17 etherStatsPkts65to127
Octets
{etherStatsEntry 15}

R/O [規格 ]データ長 65～ 127オクテットのパケット受信数。
[実装 ]データ長 65～ 127オクテットのパケット送受信数。

●

18 etherStatsPkts128to255
Octets
{etherStatsEntry 16}

R/O [規格 ]データ長 128～ 255オクテットのパケット受信数。
[実装 ]データ長 128～ 255オクテットのパケット送受信数。

●

19 etherStatsPkts256to511
Octets
{etherStatsEntry 17}

R/O [規格 ]データ長 256～ 511オクテットのパケット受信数。
[実装 ]データ長 256～ 511オクテットのパケット送受信数。

●

20 etherStatsPkts512to102
3Octets
{etherStatsEntry 18}

R/O [規格 ]データ長 512～ 1023オクテットのパケット受信数。
[実装 ]データ長 512～ 1023オクテットのパケット送受信数。

●

21 etherStatsPkts1024to15
18Octets
{etherStatsEntry 19}

R/O [規格 ]データ長 1024～ 1518オクテットのパケット受信数。
[実装 ]データ長 1024～ 1518オクテットのパケット送受信数。

●

22 etherStatsOwner
{etherStatsEntry 20}

R/NW [規格 ]エントリを構成する実態およびリソースを割り当てたオー
ナー。
[実装 ]'system'と文字列を応答します。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注　データ長とは，MACヘッダから FCSまでを示します。フレームフォーマットについては，「解説書 Vol.1　4.3 
MACおよび LLC副層制御」を参照してください。

2.14.2　History Controlグループ
次に示す History Controlグループについて説明します。

• 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
• 1000BASE-X
• 10GBASE-R【【【【AX7800S】】】】
• 10GBASE-W【【【【AX7800S】】】】

（1） 識別子
 
rmon OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 16}
 
history OBJECT IDENTIFIER ::= {rmon 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.2
 
historyControlTable OBJECT IDENTIFIER ::= {history 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.2.1

（2） 実装仕様

History Controlグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-54　 History Control グループの実装仕様

23 etherStatsStatus
{etherStatsEntry 21}

R/NW [規格 ]エントリの状態を示す。
    {valid(1),
     createRequest(2),
     underCreation(3),
     invalid(4)}
[実装 ]valid(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 historyControlTable
{history 1}

NA [規格 ]イーサネットの統計情報の来歴制御テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 historyControlEntry
{historyControlTable 1}

NA [規格 ]イーサネットの統計情報の来歴制御テーブルのリスト。
INDEX {historyControlIndex}
[実装 ]規格に同じ。ただし，最大 32エントリまで。

●

3 historyControlIndex
{historyControlEntry 1}

R/O [規格 ]特定の historyControlエントリを示す Index値。値の範囲は
1～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 historyControlDataSour
ce
{historyControlEntry 2}
※ 1

R/W [規格 ]この情報のインタフェースのオブジェクト IDを示します。こ
のオブジェクト・インスタンスはMIB-IIの interfacesグループの
ifIndex。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 historyControlBucketsR
equested
{historyControlEntry 3}
※ 1

R/W [規格 ]etherHistoryTableに記憶するデータ数の要求数（デフォルト
値 50）。値の範囲は 1～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※ 1　コンフィグレーションコマンドでも定義できます。「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.2　
history-control（RMONイーサネットヒストリグループの制御情報の設定）」を参照してください。
注※ 2　コンフィグレーションコマンドで設定したヒストリグループを，SNMPマネージャから Setで無効にし，再び
有効にする場合は，コンフィグレーションコマンドで設定した history設定を削除してから再設定してください。

2.14.3　Ethernet Historyグループ
次に示す Ethernet Historyグループについて説明します。

• 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
• 1000BASE-X
• 10GBASE-R【【【【AX7800S】】】】
• 10GBASE-W【【【【AX7800S】】】】

（1） 識別子
 
rmon OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 16}
 
history OBJECT IDENTIFIER ::= {rmon 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.2
 
etherHistoryTable OBJECT IDENTIFIER ::= {history 2}

6 historyControlBucketsG
ranted
{historyControlEntry 4}

R/O [規格 ]etherHistoryTableに記憶するデータの認可数。値の範囲は 1
～ 65535。
[実装 ]historyControlBucketsRequestedと同じ値。ただし，
historyControlBucketsRequestedが 50以上なら 50固定となります。

●

7 historyControlInterval
{historyControlEntry 5}
※ 1

R/W [規格 ]etherHistoryTableに記憶するデータのサンプリング間隔。[単
位：秒 ]
値の範囲は，1～ 3600(デフォルト値 1800)。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 historyControlOwner
{historyControlEntry 6}
※ 1

R/W [規格 ]エントリを構成する実態およびリソースを割り当てるオー
ナー。
[実装 ]24文字以内の文字列を読み書きできます。

●

9 historyControlStatus
{historyControlEntry 7}

R/W [規格 ]エントリの状態を示します。
    {valid(1),
     createRequest(2),
     underCreation(3),
     invalid(4)}
[実装 ]このエントリに追加するときは，まず，createRequest(2)を
Setします。エントリ内のMIBに Setを行い，最後に valid(1)を Set
します。
削除するときは invalid(4)を Setします。createRequest(2)を Setし
たあとで Getすると underCreation(3)を応答し，valid(1)を Setした
あとで Getすると valid(1)を応答します。
すでにエントリがある場合は，いったん invalid(4)を Setしてエント
リを削除してから追加してください。※ 2

• valid(1)：historyControlDataSourceで取得できる interfaceの統計
情報が取得でき，historyControlIntervalの間にサンプリングでき
ます。

• invalid(4)：該当 interfaceのコンフィグレーションの IP情報がな
かったり，該当 NIFが close状態であるときなど，interfaceの統計
情報が取得できません。また，historyIntervalの間にサンプリング
できません。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
94



2.14　rmonグループ (Remote Network Monitoring MIB)
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.2.2

（2） 実装仕様

Ethernet Historyグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-55　 Ethernet Historyグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 etherHistoryTable
{history 2}

NA [規格 ]イーサネットの統計情報の来歴テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 etherHistoryEntry
{etherHistoryTable 1}

NA [規格 ]イーサネットの統計情報の来歴テーブルのリスト。
INDEX {etherHistoryIndex,
        etherHistorySampleIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 etherHistoryIndex
{etherHistoryEntry 1}

R/O [規格 ]historyControlIndexのインデックス値と同じ値。値の範囲は
1～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 etherHistorySampleInd
ex
{etherHistoryEntry 2}

R/O [規格 ]同じ etherHistoryIndexの値の中でユニークな値で 1から順次
値を設定します。値の範囲は 1～ 2147483647。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 etherHistoryIntervalSta
rt
{etherHistoryEntry 3}

R/O [規格 ]統計情報の取得開始時間。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

6 etherHistoryDropEvent
s
{etherHistoryEntry 4}

R/O [規格 ]サンプリング時にパケットの取りこぼしを検出した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 etherHistoryOctets
{etherHistoryEntry 5}

R/O [規格 ]特定時間内での受信したオクテット（バイト）数。bad 
packetsを含みます。
[実装 ]特定時間内での送受信したオクテット（バイト）数。

●

8 etherHistoryPkts
{etherHistoryEntry 6}

R/O [規格 ]特定時間内での総パケット受信。bad packets，broadcast 
packets，multicast packetsを含みます。
[実装 ]特定時間内での総パケット送受信。

●

9 etherHistoryBroadcastP
kts
{etherHistoryEntry 7}

R/O [規格 ]特定時間内での broadcastパケットの受信数。bad，
muliticastパケットは含まない。
[実装 ]特定時間内での broadcastパケットの送受信数。

●

10 etherHistoryMulticastP
kts
{etherHistoryEntry 8}

R/O [規格 ]特定時間内でのmulticastパケットの受信数。bad，broadcast
パケットは含まない。
[実装 ]特定時間内でのmulticastパケットの送受信数。

●

11 etherHistoryCRCAlignE
rrors
{etherHistoryEntry 9}

R/O [規格 ]特定時間内での FCSエラーパケット受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 etherHistoryUndersizeP
kts
{etherHistoryEntry 10}

R/O [規格 ]特定時間内でのショートサイズパケット（データ長 64オク
テット未満）受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 etherHistoryOversizePk
ts
{etherHistoryEntry 11}

R/O [規格 ]特定時間内でのオーバサイズパケット（データ長 1518オク
テットを超えた）受信数。
[実装 ]特定時間内でのオーバサイズパケット（最大データ長を超え
た）受信数。

●

14 etherHistoryFragments
{etherHistoryEntry 12}

R/O [規格 ]特定時間内でのショートサイズパケット（データ長 64オク
テット未満）受信数で FCSエラー，Alignmentエラーのもの。
[実装 ]規格に同じ。

●
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注 1　コンフィグレーションコマンドでも定義できます。「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.2　
history-control（RMONイーサネットヒストリグループの制御情報の設定）」を参照してください。
注 2　データ長とは，MACヘッダから FCSまでを示します。フレームフォーマットについては，「解説書 Vol.1　4.3 
MACおよび LLC副層制御」を参照してください。

2.14.4　Alarmグループ

（1） 識別子
 
rmon OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 16}
 
alarm OBJECT IDENTIFIER ::= {rmon 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.3
 
alarmTable OBJECT IDENTIFIER ::= {alarm 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.3.1

（2） 実装仕様

Alarmグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-56　 Alarmグループの実装仕様

15 etherHistoryJabbers
{etherHistoryEntry 13}

R/O [規格 ]特定時間内でのオーバサイズパケット（データ長 1518オク
テットを超えた）受信で FCSエラー，Alignmentエラーのもの。
[実装 ]特定時間内でのオーバサイズパケット（最大データ長を超え
た）受信で FCSエラー，Alignmentエラーのもの。

●

16 etherHistoryCollisions
{etherHistoryEntry 14}

R/O [規格 ]特定時間内でのコリジョン数。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 etherHistoryUtilization
{etherHistoryEntry 15}

R/O [規格 ]物理レイヤの利用率の見積り。値の範囲は，0～ 10000。
[実装 ]利用率を示します。
半二重回線の場合の利用率は，{パケット数× (9.6+6.4)+(オクテット
数× 0.8)}÷ {時間間隔×回線速度 }× 1000で計算します。
全二重回線の場合の利用率は，{パケット数× (9.6+6.4)+(オクテット
数× 0.8)}÷ {{時間間隔×回線速度｝× 2}× 1000で計算します。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 alarmTable
{alarm 1}

NA [規格 ]アラームテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 alarmEntry
{alarmTable 1}

NA [規格 ]アラームテーブルのリスト。
INDEX { alarmIndex }
[実装 ]規格に同じ。ただし，最大 128エントリまで。

●

3 alarmIndex
{alarmEntry 1}

R/O [規格 ]alarmTable中の行エントリを一意に識別する識別子。値の範
囲は 1～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 alarmInterval
{alarmEntry 2}※ 1

R/W [規格 ]閾値と比較する間隔。[単位：秒 ]
設定できる範囲は 1～ (232-1)
[実装 ]規格に同じ。

●

5 alarmVariable
{alarmEntry 3}※ 1

R/W [規格 ]サンプリングするMIBのオブジェクト識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※ 1　コンフィグレーションコマンドでも定義できます。「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.2　
alarm（RMONアラームグループの制御情報の設定）」を参照してください。
注※ 2　コンフィグレーションコマンドで設定したアラームグループを，SNMPマネージャから Setで無効にし，再び
有効にする場合は，コンフィグレーションコマンドで設定した alarm設定を削除してから再設定してください。

2.14.5　Eventグループ

（1） 識別子
 
rmon OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 16}
 
event OBJECT IDENTIFIER ::= {rmon 9}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.9
 

6 alarmSampleType
{alarmEntry 4}※ 1

R/W [規格 ]値を閾値と比較する方法を指定します。
    {absoluteValue(1),
     deltaValue(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

7 alarmValue
{alarmEntry 5}

R/O [規格 ]前回のサンプリング時の統計値。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 alarmStartupAlarm
{alarmEntry 6}※ 1

R/W [規格 ]最初にアラームを生成するタイミング。
    {risingAlarm(1),
     fallingAlarm(2),
     rising Or fallingAlarm(3)}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 alarmRisingThreshold
{alarmEntry 7}※ 1

R/W [規格 ]サンプリングした統計に対する上方閾値。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 alarmFallingThreshold
{alarmEntry 8}※ 1

R/W [規格 ]サンプリングした統計に対する下方閾値。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 alarmRisingEventIndex
{alarmEntry 9}※ 1

R/W [規格 ]上方閾値を超えた場合に使用するイベントグループのインデッ
クス番号。設定できる範囲は 0～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 alarmFallingEventInde
x
{alarmEntry 10}※ 1

R/W [規格 ]下方閾値を超えた場合に使用するイベントグループのインデッ
クス番号。設定できる範囲は 0～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 alarmOwner
{alarmEntry 11}※ 1

R/W [規格 ]エントリを構成する実態およびリソースを割り当てたオー
ナー。
[実装 ]24文字以内の文字列を読み書きできます。

●

14 alarmStatus
{alarmEntry 12}

R/W [規格 ]エントリの状態を示します。
[実装 ]このエントリに追加するときは，まず，createRequest(2)を
Setします。エントリ内のMIBに Setを行い，最後に valid(1)を Set
します。
削除するときは invalid(4)を Setします。createRequest(2)を Setし
たあとで Getすると underCreation(3)を応答し，valid(1)を Setした
あとで Getすると valid(1)を応答します。
すでにエントリがある場合は，いったん invalid(4)を Setしてエント
リを削除してから追加してください。※ 2

• valid(1)：alarmVariableに設定されたオブジェクトの情報を
alarmIntervalの間にサンプリングできます。

• invalid(4)：alarmVariableに設定されたオブジェクトが存在しませ
ん。または，alarmIntervalの間にサンプリングできませんでした。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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eventTable OBJECT IDENTIFIER ::= {event 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.16.9.1

（2） 実装仕様

Eventグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-57　 Eventグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 eventTable
{event 1}

NA [規格 ]RMONエージェントによって生成されるイベントのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 eventEntry
{eventTable 1}

NA [規格 ]RMONエージェントによって生成されるイベントのリスト。
INDEX {eventIndex}
[実装 ]規格に同じ。ただし，最大 16エントリまで。

●

3 eventIndex
{eventEntry 1}

R/O [規格 ]eventEntryリストのインデックス値。これは，logEntryリス
トの logEventIndexと同等の値です。設定できる範囲は 1～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 eventDescription
{eventEntry 2}※ 1

R/W [規格 ]このリストの説明。最大 127文字の文字列。
[実装 ]79文字以内の文字列。

●

5 eventType
{eventEntry 3}※ 1

R/W [規格 ]イベント通知方法を示します。
    {none(1),
     log(2),
     snmp-trap(3),
     log-and-trap(4)}
[実装 ]規格に同じ。

●

6 eventCommunity
{eventEntry 4}※ 1

R/W [規格 ]eventTypeに Trapを指定したときに発行される Trapのコミュ
ニティ名。最大 127文字の文字列。
[実装 ]60文字以内の文字列。

●

7 eventLastTimeSent
{eventEntry 5}

R/O [規格 ]イベントが最後に生成されたときの sysUpTime値。[単位：1/
100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

8 eventOwner
{eventEntry 6}※ 1

R/W [規格 ]このエンティティを構成する実態およびリソースを割り当てる
オーナー。最大 127文字。
[実装 ]24文字以内の文字列を読み書きできます。

●

9 eventStatus
{eventEntry 7}

R/W [規格 ]このエントリの状態を示します。
    {valid(1),
     createRequest(2),
     underCreation(3),
     invalid(4)}
[実装 ]このエントリに追加するときは，まず，createRequest(2)を
Setします。エントリ内のMIBに Setを行い，最後に valid(1)を Set
します。
削除するときは invalid(4)を Setします。createRequest(2)を Setし
たあとで Getすると underCreation(3)を応答し，valid(1)を Setした
あとで Getすると valid(1)を応答します。
すでにエントリがある場合は，いったん invalid(4)を Setしてエント
リを削除してから追加してください。※ 2

●

10 logTable
{event 2}

NA [規格 ]logされたイベントのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 logEntry
{logTable 1}

NA [規格 ]logされたイベントのリスト。
INDEX { logEventIndex, logIndex }
[実装 ]規格に同じ。ただし，最大 128エントリまで。

●
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注※ 1　コンフィグレーションコマンドでも定義できます。「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.2　event
（RMONイベントグループの制御情報の設定）」を参照してください。
注※ 2　コンフィグレーションコマンドで設定したイベントグループを，SNMPマネージャから Setで無効にし，再び
有効にする場合は，コンフィグレーションコマンドで設定した event設定を削除してから再設定してください。

12 logEventIndex
{logEntry 1}

R/O [規格 ]このログを生成することになったイベントを示すインデック
ス。この値は，eventIndexと同じ値を持つイベントを示します。値の
範囲は 1～ 65535。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 logIndex
{logEntry 2}

R/O [規格 ]同じイベントに対するログのインデックス。値の範囲は 1～
2147483647。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 logTime
{logEntry 3}

R/O [規格 ]このログリストが生成されたときの sysUpTime値。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 logDescription
{logEntry 4}

R/O [規格 ]このログリストの基になったイベントに関するコメント。最大
255文字の文字列。
[実装 ]最大 72文字の文字列で応答。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.15　dot1dBridgeグループ

dot1dBridgeグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC1493.txt
• RFC1525.txt
• RFC2674)

2.15.1　dot1dBaseグループ

（1） 識別子
 
dot1dBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 17}
 
dot1dBase OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1dBridge 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.17.1

（2） 実装仕様

dot1dBaseグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-58　dot1dBaseグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot1dBaseBridgeAddres
s
{dot1dBase 1}

R/O [規格 ]ブリッジのMACアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 dot1dBaseNumPorts
{dot1dBase 2}

R/O [規格 ]ブリッジのポート数。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 dot1dBaseType
{dot1dBase 3}

R/O [規格 ]ブリッジが実行できるブリッジングのタイプ。
{unknown(1)，
 transparent-only(2)，
 sourceroute-only(3)，
 rt(4)}
[実装 ]transparent-only(2)固定。

●

4 dot1dBasePortTable
{dot1dBase 4}

NA [規格 ]ブリッジの各ポート情報のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 dot1dBasePortEntry
{dot1dBasePortTable 1}

NA [規格 ]ブリッジの各ポート情報のリスト。
[index] {dot1dBasePort}
[実装 ]規格に同じ。

●

6 dot1dBasePort
{dot1dBasePortEntry 1}

R/O [規格 ]ポートのポート番号 (1～ 65535)。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 dot1dBasePortIfIndex
{dot1dBasePortEntry 2}

R/O [規格 ]このポートに対応するインタフェースがMIB-IIに定義された
オブジェクトのインスタンスの値。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 dot1dBasePortCircuit
{dot1dBasePortEntry 3}

R/O [規格 ]dot1dBasePortIfIndexで設定された同一のインスタンスの値を
持つポートの識別子。
[実装 ]{0.0}固定。

●

9 dot1dBasePortDelayExc
eededDiscards
{dot1dBasePortEntry 4}

R/O [規格 ]通過遅延による廃棄フレームの総数。
[実装 ]0固定。

●
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2.15.2　dot1dStpグループ

（1） 識別子
 
dot1dBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 17}
 
dot1dStp OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1dBridge 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.17.2

（2） 実装仕様

dot1dStpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-59　dot1dStpグループの実装仕様

10 dot1dBasePortMtuExce
ededDiscards
{dot1dBasePortEntry 5}

R/O [規格 ]データオーバーフローによる廃棄フレームの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot1dStpProtocolSpecifi
cation
{dot1dStp 1}

R/O [規格 ]ブリッジが実行しているスパニング・ツリーのバージョン。
    {unknown(1)，
     decLb100(2)，
     ieee8021d(3)}
[実装 ]3固定。

●

2 dot1dStpPriority
{dot1dStp 2}

R/NW [規格 ]ブリッジプライオリティの値 (0～ 65535)。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 dot1dStpTimeSinceTopo
logyChange
{dot1dStp 3}

R/O [規格 ]トポロジ変化が起きてからの経過時間。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

4 dot1dStpTopChanges
{dot1dStp 4}

R/O [規格 ]トポロジ変化回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 dot1dStpDesignatedRoo
t
{dot1dStp 5}

R/O [規格 ]ブリッジで保持しているルートブリッジ識別子の値。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 dot1dStpRootCost
{dot1dStp 6}

R/O [規格 ]ブリッジで保持しているルートパスコストの値。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 dot1dStpRootPort
{dot1dStp 7}

R/O [規格 ]ブリッジで保持しているルートポートの値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，ルートポートが存在しない場合は 0を表
示。

●

8 dot1dStpMaxAge
{dot1dStp 8}

R/O [規格 ]ブリッジで保持している最大年齢時間。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

9 dot1dStpHelloTime
{dot1dStp 9}

R/O [規格 ]ブリッジで保持している Hello時間。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

10 dot1dStpHoldTime
{dot1dStp 10}

R/O [規格 ]ブリッジで保持している Hold時間。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

11 dot1dStpForwardDelay
{dot1dStp 11}

R/O [規格 ]ブリッジで保持している転送遅延時間。[単位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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12 dot1dStpBridgeMaxAge
{dot1dStp 12}

R/NW [規格 ]ブリッジに設定されている最大年齢時間 (600～ 4000)。[単
位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

13 dot1dStpBridgeHelloTi
me
{dot1dStp 13}

R/NW [規格 ]ブリッジに設定されている Hello時間 (100～ 1000)。[単位：
1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

14 dot1dStpBridgeForward
Delay
{dot1dStp 14}

R/NW [規格 ]ブリッジに設定されている転送遅延時間 (400～ 3000)。[単
位：1/100秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

15 dot1dStpPortTable
{dot1dStp 15}

NA [規格 ]スパニング・ツリー・プロトコルのためのポート情報のテーブ
ル。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 dot1dStpPortEntry
{dot1dStpPortTable 1}

NA [規格 ]スパニング・ツリー・プロトコル状態に関するポートごとの情
報のリスト。
[index] { ifindex }
[実装 ]規格に同じ。

●

17 dot1dStpPort
{dot1dStpPortEntry 1}

R/O [規格 ]スパニング・ツリー対象ポートのポート番号 (1～ 65535)。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 dot1dStpPortPriority
{dot1dStpPortEntry 2}

R/NW [規格 ]ポート優先度 (0～ 255)。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 dot1dStpPortState
{dot1dStpPortEntry 3}

R/O [規格 ]ポートの現在の状態。
    {disabled(1)，
     blocking(2)，
     listening(3)，
     learning(4)，
     forwarding(5)，
     broken(6)}
[実装 ]規格に同じ。

●

20 dot1dStpPortEnable
{dot1dStpPortEntry 4}

R/NW [規格 ]ポートの有効 /無効な状態。
    { enabled(1)，
     disabled(2) }
[実装 ]規格に同じ。

●

21 dot1dStpPortPathCost
{dot1dStpPortEntry 5}

R/NW [規格 ]ポートのパスコスト値 (1～ 65535)。
[実装 ]0～ 200000000。ポートのリンクがダウンしている場合は 0を
表示。

●

22 dot1dStpPortDesignate
dRoot
{dot1dStpPortEntry 6}

R/O [規格 ]構成 BPDUの中のルートブリッジ識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 dot1dStpPortDesignate
dCost
{dot1dStpPortEntry 7}

R/O [規格 ]指定ポートのパスコスト値。
[実装 ]規格に同じ。

●

24 dot1dStpPortDesignate
dBridge
{dot1dStpPortEntry 8}

R/O [規格 ]指定ブリッジのブリッジ識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

25 dot1dStpPortDesignate
dPort
{dot1dStpPortEntry 9}

R/O [規格 ]指定ブリッジのポート識別子。
(SIZE (2))
[実装 ]規格に同じ。

●

26 dot1dStpPortForwardTr
ansitions
{dot1dStpPortEntry 10}

R/O [規格 ]ポートが学習状態から転送状態に遷移した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.15.3　dot1dTpグループ

（1） 識別子
 
dot1dBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 17}
 
dot1dTp OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1dBridge 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.17.4

（2） 実装仕様

dot1dTpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-60　dot1dTpグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot1dTpLearnedEntryD
iscards
{dot1dTp 1}

R/O [規格 ]フォワーディングデータベースに保存する領域がないために廃
棄されたフォワーディング情報の数。
[実装 ]0固定。

●

2 dot1dTpAgingTime
{dot1dTp 2}

R/NW [規格 ]ダイナミックに学習したフォワーディング情報をエージング・
アウトさせるためのタイムアウト期間 (10～ 1000000)。[単位：秒 ]。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 dot1dTpFdbTable
{dot1dTp 3}

NA [規格 ]フィルタリング情報を持つユニキャスト・エントリの情報テー
ブル。
[実装 ]未実装。

×

4 dot1dTpFdbEntry
{dot1dTpFdbTable 1}

NA [規格 ]フィルタリング情報を持つユニキャストMACアドレス情報。
[index] {dot1dTpFdbAddress}
[実装 ]未実装。

×

5 dot1dTpFdbAddress
{dot1dTpFdbEntry 1}

R/O [規格 ]フィルタリング情報を持つユニキャストMACアドレス。
[実装 ]未実装。

×

6 dot1dTpFdbPort
{dot1dTpFdbEntry 2}

R/O [規格 ]dot1dTpFdbAddressの対応するインスタンス値と同じ送信元
アドレス値を持つフレームを送信したポートのポート番号。
[実装 ]未実装。

×

7 dot1dTpFdbStatus
{dot1dTpFdbEntry 3}

R/O [規格 ]フィルタリングデータベースの状態。
    {other(1)，
     invalid(2)，
     learned(3)，
     self(4)，
     mgmt(5) }
[実装 ]未実装。

×

8 dot1dTpPortTable
{dot1dTp 4}

NA [規格 ]全ポートの情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 dot1dTpPortEntry
{dot1dTpPortTable 1}

NA [規格 ]各ポートの情報リスト。
[index] {dot1dTpPort}
[実装 ]規格に同じ。

●

10 dot1dTpPort
{dot1dTpPortEntry 1}

R/O [規格 ]このエントリが含む管理情報がどのポートに対するかを示す
ポート番号 (1～ 65535)。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 dot1dTpPortMaxInfo
{dot1dTpPortEntry 2}

R/O [規格 ]このポートの送受信情報フィールドの最大サイズ。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 dot1dTpPortInFrames
{dot1dTpPortEntry 3}

R/O [規格 ]このポートの受信フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.15.4　pBridgeMIBグループ

（1） 識別子
 
dot1dBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 17}
 
pBridgeMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1dBridge 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.17.6
 
pBridgeMIBObjects  OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeMIB 1}
dot1dExtBase       OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeMIBObjects 1}
dot1dPriority      OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeMIBObjects 2}
dot1dGarp          OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeMIBObjects 3}
dot1dGmrp          OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeMIBObjects 4}

13 dot1dTpPortOutFrames
{dot1dTpPortEntry 4}

R/O [規格 ]このポートの送信フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 dot1dTpPortInDiscards
{dot1dTpPortEntry 5}

R/O [規格 ]有効な受信フレームの廃棄数。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 dot1dTpHCPortTable
{dot1dTp 5}

NA [規格 ]高収容能力ポートの情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 dot1dTpHCPortEntry
{dot1dTpHCPortTable 
1}

NA [規格 ]高収容能力ポートの情報リスト。
[index] {dot1dTpPort}
[実装 ]規格に同じ。

●

17 dot1dTpHCPortInFram
es
{dot1dTpHCPortEntry 
1}

R/O [規格 ]高収容能力ポートの受信フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 dot1dTpHCPortOutFra
mes
{dot1dTpHCPortEntry 
2}

R/O [規格 ]高収容能力ポートの送信フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 dot1dTpHCPortInDisca
rds
{dot1dTpHCPortEntry 
3}

R/O [規格 ]高収容能力ポートで受信され廃棄されたフレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

20 dot1dTpPortOverflowTa
ble
{dot1dTp 6}

NA [規格 ]高収容能力ポートのオーバーフロー情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 dot1dTpPortOverflowE
ntry
{dot1dTpPortOverflowT
able 1}

NA [規格 ]高収容能力ポートのオーバーフロー情報リスト。
[index] {dot1dTpPort}
[実装 ]規格に同じ。

●

22 dot1dTpPortInOverflow
Frames
{dot1dTpPortOverflowE
ntry 1}

R/O [規格 ] dot1dTpPortInFramesのカウンタがオーバーフローした回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 dot1dTpPortOutOverflo
wFrames
{dot1dTpPortOverflowE
ntry 2}

R/O [規格 ]dot1dTpPortOutFramesのカウンタがオーバーフローした回
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

24 dot1dTpPortInOverflow
Discards
{dot1dTpPortOverflowE
ntry 3}

R/O [規格 ]dot1dTpPortInDiscardsのカウンタがオーバーフローした回
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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pBridgeConformance OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeMIB 2}
pBridgeGroups      OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeConformance 1}
pBridgeCompliances OBJECT IDENTIFIER ::= {pBridgeConformance 2}

（2） 実装仕様

pBridgeMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-61　pBridgeMIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot1dDeviceCapabilities
{dot1dExtBase 1}

R/O [規格 ]装置が実装する IEEE 802.1Dと 802.1Qのオプション。
    {dot1dExtendedFilteringServices(0)，
     dot1dTrafficClasses(1)，
     dot1qStaticEntryIndividualPort(2)，
     dot1qIVLCapable(3)，
     dot1qSVLCapable(4)，
     dot1qHybridCapable(5)，
     dot1qConfigurablePvidTagging(6)，
     dot1dLocalVlanCapable(7)}
[実装 ]{dot1dTrafficClasses(1)，dot1qIVLCapable(3)，
dot1qConfigurablePvidTagging(6)}
マネージャによって文字として表示されます。

●

2 dot1dTrafficClassesEna
bled
{dot1dExtBase 2}

R/NW [規格 ]ブリッジのトラフィッククラスサポート状態。
    {true(1)，
     false(2)}
[実装 ]true(1)

●

3 dot1dGmrpStatus
{dot1dExtBase 3}

R/NW [規格 ]GMRPの状態。
    {enabled(1)，disabled(2)}
[実装 ]disabled(2)

●

4 dot1dPortCapabilitiesT
able
{dot1dExtBase 4}

NA [規格 ]ポートの能力情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 dot1dPortCapabilitiesE
ntry
{dot1dPortCapabilitiesT
able 1}

NA [規格 ]ポートの能力情報リスト。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 dot1dPortCapabilities
{dot1dPortCapabilitiesE
ntry 1}

R/O [規格 ]ポートの IEEE 802.1Dと 802.1Qの状態。
    {dot1qDot1qTagging(0)，
    dot1qConfigurableAcceptableFrameTypes(1)，
     dot1qIngressFiltering(2)}
[実装 ]dot1qIngressFiltering(2)
マネージャによって文字として表示されます。

●

7 dot1dPortPriorityTable
{dot1dPriority 1}

NA [規格 ]ポートの優先度情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 dot1dPortPriorityEntry
{dot1dPortPriorityTable 
1}

NA [規格 ]ポートの優先度情報リスト。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 dot1dPortDefaultUserP
riority
{dot1dPortPriorityEntry 
1}

R/NW [規格 ]ポートのデフォルトイングレスユーザ優先度 (0～ 7)。
[実装 ] 0

●

10 dot1dPortNumTrafficCl
asses
{dot1dPortPriorityEntry 
2}

R/NW [規格 ]ポートのイングレストラフィッククラス番号 (1～ 8)。
[実装 ] 1

●
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2.15.5　qBridgeMIBグループ

（1） 識別子
 
dot1dBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 17}
 
qBridgeMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1dBridge 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.17.7
 
qBridgeMIBObjects  OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeMIB 1}
dot1qBase          OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeMIBObjects 1}
dot1qTp            OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeMIBObjects 2}
dot1qStatic        OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeMIBObjects 3}
dot1qVlan          OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeMIBObjects 4}
qBridgeConformance OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeMIB 2}
qBridgeGroups      OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeConformance 1}
qBridgeCompliances OBJECT IDENTIFIER ::= {qBridgeConformance 2}
dot1dPortPair      OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1dBridge 10}

（2） 実装仕様

qBridgeMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-62　qBridgeMIBグループの実装仕様

11 dot1dTrafficClassTable
{dot1dPriority 3}

NA [規格 ]トラフィッククラスの情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 dot1dTrafficClassEntry
{dot1dTrafficClassTable 
1}

NA [規格 ]トラフィッククラスの情報リスト。
[index] {dot1dBasePort，
       dot1dTrafficClassPriority}
[実装 ]規格に同じ。

●

13 dot1dTrafficClassPriorit
y
{dot1dTrafficClassEntry 
1}

NA [規格 ]トラフィッククラスの優先度 (0～ 7)。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 dot1dTrafficClass
{dot1dTrafficClassEntry 
2}

R/NW [規格 ]トラフィッククラス (0～ 7)。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot1qVlanVersionNumb
er
{dot1qBase 1}

R/O [規格 ]IEEE 802.1Qのバージョン番号。
{version1(1)}
[実装 ]1

●

2 dot1qMaxVlanId
{dot1qBase 2}

R/O [規格 ]IEEE 802.1Q VLAN IDの最大数。
[実装 ]4095

●

3 dot1qMaxSupportedVla
ns
{dot1qBase 3}

R/O [規格 ]IEEE 802.1Q VLANの最大数。
[実装 ]4095

●

4 dot1qNumVlans
{dot1qBase 4}

R/O [規格 ]IEEE 802.1Q VLANの現在数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 dot1qGvrpStatus
{dot1qBase 5}

R/NW [規格 ]GVRPの管理状態。
[実装 ]disabled(2)

●

6 dot1qFdbTable
{dot1qTp 1}

NA [規格 ]フィルタリングデータベースのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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7 dot1qFdbEntry
{dot1qFdbTable 1}

NA [規格 ]フィルタリングデータベースのリスト。
[index] {dot1qFdbId }
[実装 ]規格に同じ。

●

8 dot1qFdbId
{dot1qFdbEntry 1}

NA [規格 ]フィルタリングデータベースの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 dot1qFdbDynamicCoun
t
{dot1qFdbEntry 2}

R/O [規格 ]フィルタリングデータベースにある動的エントリ数。
[実装 ]0固定。

●

10 dot1qTpFdbTable
{dot1qTp 2}

NA [規格 ]トランスペアレントなフィルタリングデータベースの情報テー
ブル。
[実装 ]未実装。

×

11 dot1qTpFdbEntry
{dot1qTpFdbTable 1}

NA [規格 ]トランスペアレントなフィルタリングデータベースの情報リス
ト。
[index] {dot1qFdbId，
       dot1qTpFdbAddress }
[実装 ]未実装。

×

12 dot1qTpFdbAddress
{dot1qTpFdbEntry 1}

NA [規格 ]トランスペアレントなフィルタリングデータベースにあるユニ
キャストMACアドレス。
[実装 ]未実装。

×

13 dot1qTpFdbPort
{dot1qTpFdbEntry 2}

R/O [規格 ]トランスペアレントなフィルタリングデータベースにあるポー
ト番号 (0～ 65535)。
[実装 ]未実装。

×

14 dot1qTpFdbStatus
{dot1qTpFdbEntry 3}

R/O [規格 ]FDBの状態。
    {other(1)，
     invalid(2)，
     learned(3)，
     self(4)，
     mgmt(5)}
[実装 ]未実装。

×

15 dot1qTpGroupTable
{dot1qTp 3}

NA [規格 ]トランスペアレントなグループの情報テーブル。
[実装 ]未実装。

×

16 dot1qTpGroupEntry
{dot1qTpGroupTable 1}

NA [規格 ]トランスペアレントなグループの情報リスト。
[index] {dot1qVlanIndex，
       dot1qTpGroupAddress}
[実装 ]未実装。

×

17 dot1qTpGroupAddress
{dot1qTpGroupEntry 1}

NA [規格 ]トランスペアレントなグループにある宛先MACアドレス。
[実装 ]未実装。

×

18 dot1qTpGroupEgressPo
rts
{dot1qTpGroupEntry 2}

R/O [規格 ]トランスペアレントなグループにあるイングレスポートの全
セット。
[実装 ]未実装。

×

19 dot1qTpGroupLearnt
{dot1qTpGroupEntry 3}

R/O [規格 ]トランスペアレントなグループにある学習されたポートのサブ
セット。
[実装 ]未実装。

×

20 dot1qForwardAllTable
{dot1qTp 4}

NA [規格 ]すべてのマルチキャストを転送する VLANのフォワーディン
グ情報テーブル。
[実装 ]未実装。

×

21 dot1qForwardAllEntry
{dot1qForwardAllTable 
1}

NA [規格 ]すべてのマルチキャストを転送する VLANのフォワーディン
グ情報リスト。
[index] {dot1qVlanIndex}
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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22 dot1qForwardAllPorts
{dot1qForwardAllEntry 
1}

R/O [規格 ]すべてのマルチキャストグループアドレスを転送する VLAN
のポートの全セット。
[実装 ]未実装。

×

23 dot1qForwardAllStatic
Ports
{dot1qForwardAllEntry 
2}

R/NW [規格 ]すべてのマルチキャストグループアドレスを転送する VLAN
の静的なポートのセット。
[実装 ]未実装。

×

24 dot1qForwardAllForbid
denPorts
{dot1qForwardAllEntry 
3}

R/NW [規格 ]すべてのマルチキャストグループアドレスを転送しない VLAN
のポートのセット。
[実装 ]未実装。

×

25 dot1qForwardUnregiste
redTable
{dot1qTp 5}

NA [規格 ]未登録なマルチキャストグループアドレスを転送する VLAN
のフォワーディング情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

26 dot1qForwardUnregiste
redEntry
{dot1qForwardUnregist
eredTable 1}

NA [規格 ]未登録なマルチキャストグループアドレスを転送する VLAN
のフォワーディング情報リスト。
[index] {dot1qVlanIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

27 dot1qForwardUnregiste
redPorts
{dot1qForwardUnregist
eredEntry 1}

R/O [規格 ]未登録のマルチキャストグループアドレスを転送する VLAN
のポートの全セット。
[実装 ]規格に同じ。

●

28 dot1qForwardUnregiste
redStaticPorts
{dot1qForwardUnregist
eredEntry 2}

R/NW [規格 ]未登録のマルチキャストグループアドレスを転送する VLAN
の静的なポートのセット。
[実装 ]規格に同じ。

●

29 dot1qForwardUnregiste
redForbiddenPorts
{dot1qForwardUnregist
eredEntry 3}

R/NW [規格 ]未登録のマルチキャストグループを転送しない VLANの静的
なポートのセット。
[実装 ]規格に同じ。

●

30 dot1qStaticUnicastTabl
e
{dot1qStatic 1}

NA [規格 ]静的なユニキャストMACアドレスのフィルタリング情報テー
ブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

31 dot1qStaticUnicastEntr
y
{dot1qStaticUnicastTabl
e 1}

NA [規格 ]静的なユニキャストMACアドレスのフィルタリング情報リス
ト。
[index] {dot1qFdbId，
       dot1qStaticUnicastAddress，
       dot1qStaticUnicastReceivePort}
実装 ]規格に同じ。

●

32 dot1qStaticUnicastAddr
ess
{dot1qStaticUnicastEnt
ry 1}

NA [規格 ]静的なユニキャストアドレスの宛先MACアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

33 dot1qStaticUnicastRece
ivePort
{dot1qStaticUnicastEnt
ry 2}

NA [規格 ]静的なユニキャストアドレスを受信するポート番号 (0～
65535)。
[実装 ]0

●

34 dot1qStaticUnicastAllo
wedToGoTo
{dot1qStaticUnicastEnt
ry 3}

R/NW [規格 ]静的なユニキャストアドレスをフラッドするポートのセット。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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35 dot1qStaticUnicastStat
us
{dot1qStaticUnicastEnt
ry 4}

R/NW [規格 ]静的なユニキャストアドレスのエントリ状態。
    {other(1)，
     invalid(2)，
     permanent(3)，
     deleteOnReset(4)，
     deleteOnTimeout(5)}
[実装 ] permanent(3)固定。

●

36 dot1qStaticMulticastTa
ble
{dot1qStatic 2}

NA [規格 ]静的なマルチキャストとブロードキャストのMACアドレスを
転送する VLANのフィルタリング情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

37 dot1qStaticMulticastEn
try
{dot1qStaticMulticastTa
ble 1}

NA [規格 ]静的なマルチキャストとブロードキャストのMACアドレスを
転送する VLANのフィルタリング情報リスト。
[index] {dot1qVlanIndex，
       dot1qStaticMulticastAddress，
        dot1qStaticMulticastReceivePort}
[実装 ]規格に同じ。

●

38 dot1qStaticMulticastAd
dress
{dot1qStaticMulticastE
ntry 1}

NA [規格 ]静的なマルチキャストまたはブロードキャストの宛先MACア
ドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

39 dot1qStaticMulticastRe
ceivePort
{dot1qStaticMulticastE
ntry 2}

NA [規格 ]静的なマルチキャストまたはブロードキャストのMACアドレ
スを受信するポート番号。(0～ 65535)
[実装 ]規格に同じ。

●

40 dot1qStaticMulticastSt
aticEgressPorts
{dot1qStaticMulticastE
ntry 3}

R/NW [規格 ]静的なマルチキャストまたはブロードキャストのMACアドレ
スを転送するポートのセット。
[実装 ]未実装。

×

41 dot1qStaticMulticastFo
rbiddenEgressPorts
{dot1qStaticMulticastE
ntry 4}

R/NW [規格 ]静的なマルチキャストまたはブロードキャストのMACアドレ
スを転送しないポートのセット。
[実装 ]未実装。

×

42 dot1qStaticMulticastSt
atus
{dot1qStaticMulticastE
ntry 5}

R/NW [規格 ]静的なマルチキャストまたはブロードキャストのエントリ状
態。
    {other(1)，
     invalid(2)，
     permanent(3)，
     deleteOnReset(4)，
     deleteOnTimeout(5)}
[実装 ]未実装。

×

43 dot1qVlanNumDeletes
{dot1qVlan 1}

R/O [規格 ]VLANエントリの削除回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

44 dot1qVlanCurrentTable
{dot1qVlan 2}

NA [規格 ]VLANの現在の構成情報テーブル。
[実装 ]未実装。

×

45 dot1qVlanCurrentEntry
{dot1qVlanCurrentTabl
e 1}

NA [規格 ]VLANの現在の構成情報リスト。
[index] {dot1qVlanTimeMark，
       dot1qVlanIndex}
[実装 ]未実装。

×

46 dot1qVlanTimeMark
{dot1qVlanCurrentEntr
y 1}

NA [規格 ]エントリのタイムフィルタ。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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47 dot1qVlanIndex
{dot1qVlanCurrentEntr
y 2}

NA [規格 ]VLAN ID。
[実装 ]未実装。

×

48 dot1qVlanFdbId
{dot1qVlanCurrentEntr
y 3}

R/O [規格 ]VLANが使用するフィルタリングデータベース ID。
[実装 ]未実装。

×

49 dot1qVlanCurrentEgres
sPorts
{dot1qVlanCurrentEntr
y 4}

R/O [規格 ]タグ付またはタグなしフレームのトラフィックを送信する
VLANのポートのセット。
[実装 ]未実装。

×

50 dot1qVlanCurrentUnta
ggedPorts
{dot1qVlanCurrentEntr
y 5}

R/O [規格 ]タグなしフレームのトラフィックを送信する VLANのポート
のセット。
[実装 ]未実装。

×

51 dot1qVlanStatus
{dot1qVlanCurrentEntr
y 6}

R/O [規格 ]VLAN状態。
    {other(1)，
     permanent(2)，
     dynamicGvrp(3)}
[実装 ]未実装。

×

52 dot1qVlanCreationTime
{dot1qVlanCurrentEntr
y 7}

R/O [規格 ]VLAN作成時の sysUpTime値。
[実装 ]未実装。

×

53 dot1qVlanStaticTable
{dot1qVlan 3}

NA [規格 ]VLANの静的構成情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

54 dot1qVlanStaticEntry
{dot1qVlanStaticTable 
1}

NA [規格 ]VLANの静的構成情報リスト。
[index] {dot1qVlanIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

55 dot1qVlanStaticName
{dot1qVlanStaticEntry 
1}

R/NW [規格 ]VLANの静的な識別名。
[実装 ]規格に同じ。

●

56 dot1qVlanStaticEgress
Ports
{dot1qVlanStaticEntry 
2}

R/NW [規格 ]VLANの静的なエグレスリストにあるポートのセット。
[実装 ]規格に同じ。

●

57 dot1qVlanForbiddenEgr
essPorts
{dot1qVlanStaticEntry 
3}

R/NW [規格 ]VLANのエグレスリストに入ることを禁止されているポートの
セット。
[実装 ]規格に同じ。

●

58 dot1qVlanStaticUntagg
edPorts
{dot1qVlanStaticEntry 
4}

R/NW [規格 ]VLANのエグレスパケットを送信するタグなしポートのセッ
ト。
[実装 ]規格に同じ。

●

59 dot1qVlanStaticRowSta
tus
{dot1qVlanStaticEntry 
5}

R/NW [規格 ]エントリの状態。
[実装 ]規格に同じ。

●

60 dot1qNextFreeLocalVla
nIndex
{dot1qVlan 4}

R/O [規格 ]次に利用できる VLANインデックス (0または 4096～
2147483647)。
[実装 ]0または 4096

●

61 dot1qPortVlanTable
{dot1qVlan 5}

NA [規格 ]ポートの VLAN構成情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

62 dot1qPortVlanEntry
{dot1qPortVlanTable 1}

NA [規格 ]ポートの VLAN構成情報リスト。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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63 dot1qPvid
{dot1qPortVlanEntry 1}

R/NW [規格 ]タグなしフレームまたは優先度タグフレームに割り付ける
PVID VLAN ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

64 dot1qPortAcceptableFra
meTypes
{dot1qPortVlanEntry 2}

R/NW [規格 ]ポートの受信できるフレームタイプを決定します。
    {admitAll(1)，
    admitOnlyVlanTagged(2)}
[実装 ]admitAll(1)

●

65 dot1qPortIngressFilteri
ng
{dot1qPortVlanEntry 3}

R/NW [規格 ]ポートに進入するフレームをフィルタリングします。
[実装 ]規格に同じ。

●

66 Dot1qPortGvrpStatus
{dot1qPortVlanEntry 4}

R/NW [規格 ]ポートの GVRP状態。
[実装 ] disabled(2)

●

67 Dot1qPortGvrpFailedR
egistrations
{dot1qPortVlanEntry 5}

R/O [規格 ]ポートの GVRP失敗登録総数。
[実装 ]未実装。

×

68 dot1qPortGvrpLastPdu
Origin
{dot1qPortVlanEntry 6}

R/O [規格 ]ポートで受信した最後の GVRPのソースMACアドレス。
[実装 ]未実装。

×

69 dot1qPortVlanStatistics
Table
{dot1qVlan 6}

NA [規格 ]ポートの VLAN統計情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

70 dot1qPortVlanStatistics
Entry
{dot1qPortVlanStatistic
sTable 1}

NA [規格 ]ポートの VLAN統計情報リスト。
[index]
{dot1dBasePort，
 dot1qVlanIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

71 dot1qTpVlanPortInFra
mes
{dot1qPortVlanStatistic
sEntry 1}

R/O [規格 ]VLANのポートで受信した有効フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。ただし，AX5400Sは 0固定。

●

72 dot1qTpVlanPortOutFr
ames
{dot1qPortVlanStatistic
sEntry 2}

R/O [規格 ]VLANのポートで送信した有効フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。ただし，AX5400Sは 0固定。

●

73 dot1qTpVlanPortInDisc
ards
{dot1qPortVlanStatistic
sEntry 3}

R/O [規格 ]VLANのポートで受信され廃棄された有効フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。ただし，AX5400Sは 0固定。

●

74 dot1qTpVlanPortInOve
rflowFrames
{dot1qPortVlanStatistic
sEntry 4}

R/O [規格 ]dot1qTpVlanPortInFramesカウンタのオーバーフロー回数。
[実装 ]規格に同じ。ただし，AX5400Sは 0固定。

●

75 dot1qTpVlanPortOutOv
erflowFrames
{dot1qPortVlanStatistic
sEntry 5}

R/O [規格 ]dot1qTpVlanPortOutFramesカウンタのオーバーフロー回数。
[実装 ]規格に同じ。ただし，AX5400Sは 0固定。

●

76 dot1qTpVlanPortInOve
rflowDiscards
{dot1qPortVlanStatistic
sEntry 6}

R/O [規格 ]dot1qTpVlanPortInDiscardsカウンタのオーバーフロー回数。
[実装 ]規格に同じ。ただし，AX5400Sは 0固定。

●

77 dot1qPortVlanHCStatis
ticsTable
{dot1qVlan 7}

NA [規格 ]ポートの VLAN高キャパシティ統計情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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78 dot1qPortVlanHCStatis
ticsEntry
{dot1qPortVlanHCStati
sticsTable 1}

NA [規格 ]ポートの VLAN高キャパシティ統計情報リスト。
[index] {dot1dBasePort，
       dot1qVlanIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

79 dot1qTpVlanPortHCIn
Frames
{dot1qPortVlanHCStati
sticsEntry 1}

R/O [規格 ]VLANのポートで受信した有効フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

80 dot1qTpVlanPortHCOu
tFrames
{dot1qPortVlanHCStati
sticsEntry 2}

R/O [規格 ]VLANのポートで送信した有効フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

81 dot1qTpVlanPortHCIn
Discards
{dot1qPortVlanHCStati
sticsEntry 3}

R/O [規格 ]VLANのポートで受信され廃棄された有効フレーム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

82 dot1qLearningConstrai
ntsTable
{dot1qVlan 8}

NA [規格 ]学習制約テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

83 dot1qLearningConstrai
ntsEntry
{dot1qLearningConstrai
ntsTable 1}

NA [規格 ]学習制約リスト。
[index] {dot1qConstraintVlan，
       dot1qConstraintSet}
[実装 ]規格に同じ。

●

84 dot1qConstraintVlan
{dot1qLearningConstrai
ntsEntry 1}

NA [規格 ]エントリによって制約される VLAN。
[実装 ]規格に同じ。

●

85 dot1qConstraintSet
{dot1qLearningConstrai
ntsEntry 2}

NA [規格 ]制約セット識別子 (0～ 65535)。
[実装 ]規格に同じ。

●

86 dot1qConstraintType
{dot1qLearningConstrai
ntsEntry 3}

R/NW [規格 ]制約タイプ。
    {independent(1)，
     shared(2)}
[実装 ]independent(1)固定。

●

87 dot1qConstraintStatus
{dot1qLearningConstrai
ntsEntry 4}

R/NW [規格 ]制約状態。
[実装 ]規格に同じ。

●

88 dot1qConstraintSetDef
ault
{dot1qVlan 9}

R/NW [規格 ]制約セットのデフォルト値 (0～ 65535)。
[実装 ]0

●

89 dot1qConstraintTypeDe
fault
{dot1qVlan 10}

R/NW [規格 ]制約セットのタイプ。
    {independent(1)，
     shared(2)}
[実装 ]independent(1)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.16　ifMIBグループ (Interfaces Group MIB)

ifMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2233(November 1997)

2.16.1　ifMIB(イーサネットの場合 )
次に示す ifMIBグループについて説明します。

• 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
• 1000BASE-X
• 10GBASE-R【【【【AX7800S】】】】
• 10GBASE-W【【【【AX7800S】】】】

（1） 識別子
 
ifMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 31}
 
ifMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ifMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.31.1

（2） 実装仕様

イーサネットの場合の ifMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-63　ifMIBグループの実装仕様 (イーサネットの場合 )

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ifXTable
{ifMIBObjects 1}

NA [規格 ]インタフェースエンティティの追加オブジェクトのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ifXEntry
{ifXTable 1}

NA [規格 ]インタフェース情報の追加リスト。
AUGMENTS {ifEntry}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ifName
{ifXEntry 1}

R/O [規格 ]インタフェースの名称。
[実装 ]コンフィグレーションで設定されたインタフェース名称。

●

4 ifInMulticastPkts
{ifXEntry 2}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したマルチキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

5 ifInBroadcastPkts
{ifXEntry 3}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したブロードキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

6 ifOutMulticastPkts
{ifXEntry 4}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したマルチキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●
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7 ifOutBroadcastPkts
{ifXEntry 5}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したブロードキャスト・パケットの数。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

8 ifHCInOctets
{ifXEntry 6}

R/O [規格 ]このインタフェースで受信したオクテットの数。ifInOctetsの
64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：MACヘッダの DAフィールドから FCSま
での総受信オクテット数。

• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：MACヘッダの DA
フィールドから FCSまでの受信オクテット数。

●

9 ifHCInUcastPkts
{ifXEntry 7}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。
ifInUcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

10 ifHCInMulticastPkts
{ifXEntry 8}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したマルチキャスト・パケットの数。
ifInMulticastPktsの 64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

11 ifHCInBroadcastPkts
{ifXEntry 9}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したブロードキャスト・パケットの数。
ifInBroadcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

12 ifHCOutOctets
{ifXEntry 10}

R/O [規格 ]このインタフェースで送信したオクテットの数。ifOutOctets
の 64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：MACヘッダの DAフィールドから FCSま
での総送信オクテット数。

• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：MACヘッダの DA
フィールドから FCSまでの送信オクテット数。

●

13 ifHCOutUcastPkts
{ifXEntry 11}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。
ifOutUcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

14 ifHCOutMulticastPkts
{ifXEntry 12}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したマルチキャスト・パケットの数。
ifOutMulticastPktsの 64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.16.2　ifMIB(POSの場合 )【【【【AX7800S】】】】
OC-48c/STM-16 POS，OC-192c/STM-64 POSの場合について説明します。

（1） 識別子
 

15 ifHCOutBroadcastPkts
{ifXEntry 13}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したブロードキャスト・パケットの数。
ifOutBroadcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

16 ifLinkUpDownTrapEna
ble
{ifXEntry 14}

R/O [規格 ]このインタフェースが，LinkUp/LinkDownによってトラップ
を通知するかを示す。
    {enable(1)，
     disable(2)}
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：規格に同じ。
• VLANの ifIndexの場合：規格に同じ。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：規格に同じ。

●

17 ifHighSpeed
{ifXEntry 15}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の回線速度 (Mbit/s)。Mbit/s未満は
四捨五入。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：コンフィグレーションコマンド lineにサブ
コマンド bandwidthが設定されていない場合は，当該インタフェー
スの回線速度を表示し，設定されている場合はその設定値を表示す
る。

• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：リンクアグリゲーショ
ングループに属する回線の Line情報のうち最大速度のもの。

●

18 ifPromiscuousMode
{ifXEntry 16}

R/O [規格 ]受信モードを示す。
    {true(1)，
     false(2)}
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：ブルータ設定時は true(1)，ブルータ設定以
外なら false(2)。

• VLANの ifIndexの場合：false(2)。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：false(2)。

●

19 ifConnectorPresent
{ifXEntry 17}

R/O [規格 ]物理回線との接続状態。
    {true(1)，
     false(2)}
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：true(1)。
• VLANの ifIndexの場合：false(2)。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：false(2)。

●

20 ifAlias
{ifXEntry 18}

R/O [規格 ]ネットワークマネージャによって定義される Alias名。
[実装 ]コンフィグレーションで各インタフェースに設定されている補
足説明。

●

21 ifCounterDiscontinuity
Time
{ifXEntry 19}

R/O [規格 ]カウンタ情報が非連続な状態になった時の sysUpTime。
[実装 ]インタフェースによる。
• Lineの ifIndexの場合：0固定。
• VLANの ifIndexの場合：0固定。
• リンクアグリゲーションの ifIndexの場合：0固定。

▲

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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ifMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 31}
 
ifMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ifMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.31.1

（2） 実装仕様

POSの場合の ifMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-64　ifMIBグループの実装仕様 (POSの場合 )

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ifXTable
{ifMIBObjects 1}

NA [規格 ]インタフェースエンティティの追加オブジェクトのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ifXEntry
{ifXTable 1}

NA [規格 ]インタフェース情報の追加リスト。
    AUGMENTS { ifEntry }
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ifName
{ifXEntry 1}

R/O [規格 ]インタフェースの名称。
[実装 ]コンフィグレーションで設定されたインタフェース名称。

●

4 ifInMulticastPkts
{ifXEntry 2}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したマルチキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

▲

5 ifInBroadcastPkts
{ifXEntry 3}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したブロードキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

▲

6 ifOutMulticastPkts
{ifXEntry 4}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したマルチキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

▲

7 ifOutBroadcastPkts
{ifXEntry 5}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したブロードキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

▲

8 ifHCInOctets
{ifXEntry 6}

R/O [規格 ]このインタフェースで受信したオクテットの数。ifInOctetsの
64ビット版。
[実装 ]開始フラグおよび FCSを除いた，総受信オクテット数。制御
パケット含む（レイヤ 2以下の制御パケットもカウント対象とする）。

●

9 ifHCInUcastPkts
{ifXEntry 7}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。
ifInUcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]受信 PPPパケットの数。制御パケット含む。

●

10 ifHCInMulticastPkts
{ifXEntry 8}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したマルチキャスト・パケットの数。
ifInMulticastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

▲

11 ifHCInBroadcastPkts
{ifXEntry 9}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したブロードキャスト・パケットの数。
ifInBroadcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

▲

12 ifHCOutOctets
{ifXEntry 10}

R/O [規格 ]このインタフェースで送信したオクテットの数。ifOutOctets
の 64ビット版。
[実装 ]開始フラグおよび FCSを除いた，総送信オクテット数（レイ
ヤ 2以下の制御パケットもカウント対象とする）。

●

13 ifHCOutUcastPkts
{ifXEntry 11}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。
ifOutUcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]回線側に送信要求を発行したパケットの数。制御パケットを含
む。

●

14 ifHCOutMulticastPkts
{ifXEntry 12}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したマルチキャスト・パケットの数。
ifOutMulticastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

▲
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2.16.3　ifMIB(トンネルの場合 )

（1） 識別子
 
ifMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 31}
 
ifMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ifMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.31.1

（2） 実装仕様

トンネルの場合の ifMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-65　ifMIBグループの実装仕様 (トンネルの場合 )

15 ifHCOutBroadcastPkts
{ifXEntry 13}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したブロードキャスト・パケットの数。
ifOutBroadcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

▲

16 ifLinkUpDownTrapEna
ble
{ifXEntry 14}

R/NW [規格 ]このインタフェースが，LinkUp/LinkDownによってトラップ
を通知するかを示す。
    { enable(1),
      disable(2) }
[実装 ]規格に同じ。

●

17 ifHighSpeed
{ifXEntry 15}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の回線速度（Mbit/s）。Mbit/s未満
は四捨五入。
[実装 ]コンフィグレーションコマンド lineにサブコマンド
bandwidthが設定されていない場合は，当該インタフェースの回線速
度を表示し，設定されている場合はその設定値を表示する。

●

18 ifPromiscuousMode
{ifXEntry 16}

R/NW [規格 ]受信モードを示す。
    { true(1),
      false(2) }
[実装 ] false(2)固定。

●

19 ifConnectorPresent
{ifXEntry 17}

R/O [規格 ]物理回線との接続状態。
    { true(1),
      false(2) }
[実装 ]規格に同じ。

●

20 ifAlias
{ifXEntry 18}

R/NW [規格 ]ネットワークマネージャによって定義される Alias名。
[実装 ]コンフィグレーションで各インタフェースに設定されている補
足説明。

●

21 ifCounterDiscontinuity
Time
{ifXEntry 19}

R/O [規格 ]カウンタ情報が非連続の状態になった時の sysUpTime。
[実装 ]0固定。

▲

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ifXTable
{ifMIBObjects 1}

NA [規格 ]インタフェースエンティティの追加オブジェクトのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ifXEntry
{ifXTable 1}

NA [規格 ]インタフェース情報の追加リスト。
AUGMENTS {ifEntry}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ifName
{ifXEntry 1}

R/O [規格 ]インタフェースの名称。
[実装 ]コンフィグレーションで設定されたインタフェース名称。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 ifInMulticastPkts
{ifXEntry 2}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したマルチキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

●

5 ifInBroadcastPkts
{ifXEntry 3}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したブロードキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

●

6 ifOutMulticastPkts
{ifXEntry 4}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したマルチキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

●

7 ifOutBroadcastPkts
{ifXEntry 5}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したブロードキャスト・パケットの数。
[実装 ]0固定。

●

8 ifHCInOctets
{ifXEntry 6}

R/O [規格 ]このインタフェースで受信したオクテットの数。ifInOctetsの
64ビット版。
[実装 ]カプセル化した IPヘッダを除く IPパケットの総受信オクテッ
ト数。

●

9 ifHCInUcastPkts
{ifXEntry 7}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。
ifInUcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]上位プロトコルへ通知したユニキャスト・パケットの数。

●

10 ifHCInMulticastPkts
{ifXEntry 8}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したマルチキャスト・パケットの数。
ifInMulticastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

●

11 ifHCInBroadcastPkts
{ifXEntry 9}

R/O [規格 ]上位プロトコルへ通知したブロードキャスト・パケットの数。
ifInBroadcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

●

12 ifHCOutOctets
{ifXEntry 10}

R/O [規格 ]このインタフェースで送信したオクテットの数。ifOutOctets
の 64ビット版。
[実装 ]カプセル化した IPヘッダを除く IPパケットの総送信オクテッ
ト数。

●

13 ifHCOutUcastPkts
{ifXEntry 11}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。
ifOutUcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]上位レイヤが送信したユニキャスト・パケットの数。

●

14 ifHCOutMulticastPkts
{ifXEntry 12}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したマルチキャスト・パケットの数。
ifOutMulticastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

●

15 ifHCOutBroadcastPkts
{ifXEntry 13}

R/O [規格 ]上位レイヤが送信したブロードキャスト・パケットの数。
ifOutBroadcastPktsの 64ビット版。
[実装 ]0固定。

●

16 ifLinkUpDownTrapEna
ble
{ifXEntry 14}

R/NW [規格 ]このインタフェースが，LinkUp/LinkDownによってトラップ
を通知するかを示す。
    {enable(1),
     disable(2)}
[実装 ]disable(2)固定。

●

17 ifHighSpeed
{ifXEntry 15}

R/O [規格 ]このインタフェースの現在の回線速度 (Mbit/s)。Mbit/s未満は
四捨五入。
[実装 ] 0固定。

●

18 ifPromiscuousMode
{ifXEntry 16}

R/NW [規格 ]受信モードを示す。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]false(2)固定。

●

19 ifConnectorPresent
{ifXEntry 17}

R/O [規格 ]物理回線との接続状態。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]false(2)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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20 ifAlias
{ifXEntry 18}

R/NW [規格 ]ネットワークマネージャによって定義される Alias名。
[実装 ]コンフィグレーションで各インタフェースに設定されている補
足説明。

●

21 ifCounterDiscontinuity
Time
{ifXEntry 19}

R/O [規格 ]カウンタ情報が非連続の状態になったときの sysUpTime。
[実装 ]0固定。

▲

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.17　ipv6MIBグループ (IPv6 MIB)

ipv6MIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2465 (December 1998)

2.17.1　ipv6MIB

（1） 識別子
 
ipv6MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 55}
 
ipv6MIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1
 
ipv6Forwarding OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1.1

（2） 実装仕様

ipv6MIBの実装仕様を次の表に示します。

表 2-66　 ipv6MIBの実装仕様

2.17.2　ipv6IfTable

（1） 識別子
 
ipv6MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 55}
 
ipv6MIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1
 
ipv6IfTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIBObjects 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1.5

（2） 実装仕様

ipv6IfTableの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6Forwarding
{ipv6MIBObjects 1}

R/NW [規格 ]IPv6中継機能の可否。
    {forwarding(1), notForwarding(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

2 ipv6DefaultHopLimit
{ipv6MIBObjects 2}

R/NW [規格 ]IPv6ヘッダ中の Hop Limitフィールドに設定される default
値。
DEFVAL {64}
[実装 ]固定値：64。ただし，Read_Onlyです。

●

3 ipv6Interfaces
{ipv6MIBObjects 3}

R/O [規格 ]IPv6インタフェースの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6IfTableLastChange
{ipv6MIBObjects 4}

R/O [規格 ]ipv6IfTableが最後に更新された sysUpTimeの値。
[実装 ]規格に同じ。

●
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表 2-67　 ipv6IfTableの実装仕様

2.17.3　ipv6IfStatsTable

（1） 識別子
 
ipv6MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 55}
 
ipv6MIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1
 
ipv6IfStatsTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIBObjects 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1.6

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6IfTable
{ipv6MIBObjects 5}

NA [規格 ]ネットワークレイヤインタフェース (V6)の Table。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6IfEntry
{ipv6IfTable 1}

NA [規格 ]ネットワークレイヤインタフェース (V6)の Entry。
INDEX {ipv6IfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6IfIndex
{ipv6IfEntry 1}

NA [規格 ]IPv6インタフェースのインデックス番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6IfDescr
{ipv6IfEntry 2}

R/NW [規格 ]IPv6インタフェースの情報 (文字 )。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

5 ipv6IfLowerLayer
{ipv6IfEntry 3}

R/O [規格 ]ネットワークインタフェースレイヤの直下のレイヤを示す
ObjectID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipv6IfEffectiveMtu
{ipv6IfEntry 4}

R/O [規格 ]該当インタフェースで送受信できるMTU長 (octet長 )。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipv6IfReasmMaxSize
{ipv6IfEntry 5}

R/O [規格 ]該当インタフェースで受信したデータグラムをリアセンブルで
きる最大 IPv6データグラム長。
[実装 ]65535固定。

●

8 ipv6IfIdentifier
{ipv6IfEntry 6}

R/NW [規格 ]該当インタフェースのアドレストークン。該当インタフェース
の UPによって取得できます。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ipv6IfIdentifierLength
{ipv6IfEntry 7}

R/NW [規格 ]該当インタフェースのアドレストークンのビット長。
[実装 ]64固定。ただし，Read_Onlyです。

●

10 ipv6IfPhysicalAddress
{ipv6IfEntry 8}

R/O [規格 ]該当インタフェースの物理アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ipv6IfAdminStatus
{ipv6IfEntry 9}

R/NW [規格 ]該当インタフェースの運用状態。
    { up(1),
      down(2) }
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

12 ipv6IfOperStatus
{ipv6IfEntry 10}

R/O [規格 ]該当インタフェースの動作状態。
    {up(1),
     down(2),
     noIfIdentifier(3),
     unknown(4),
     notPresent(5)}
[実装 ]up(1),down(2),testing(3)を応答。

●

13 ipv6IfLastChange
{ipv6IfEntry 11}

R/O [規格 ]該当インタフェースの動作状態が最後に変化したときの
sysUpTimeの値。
[実装 ]規格に同じ。

●
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（2） 実装仕様

ipv6IfStatsTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-68　 ipv6IfStatsTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6IfStatsTable
{ipv6MIBObjects 6}

NA [規格 ]IPv6インタフェーストラフィックの統計情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6IfStatsEntry
{ipv6IfStatsTable 1}

NA [規格 ]IPv6インタフェーストラフィックの統計情報エントリ。
INDEX {ipv6IfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6IfStatsInReceives
{ipv6IfStatsEntry 1}

R/O [規格 ]受信したデータグラムの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6IfStatsInHdrErrors
{ipv6IfStatsEntry 2}

R/O [規格 ]V6ヘッダのエラーによって廃棄された受信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6IfStatsInTooBigErr
ors
{ipv6IfStatsEntry 3}

R/O [規格 ]MTU長オーバのため中継できなかった受信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipv6IfStatsInNoRoutes
{ipv6IfStatsEntry 4}

R/O [規格 ]該当ルートなしのため廃棄された受信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipv6IfStatsInAddrError
s
{ipv6IfStatsEntry 5}

R/O [規格 ]V6アドレスが有効ではないため廃棄された受信データグラム
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipv6IfStatsInUnknown
Protos
{ipv6IfStatsEntry 6}

R/O [規格 ]未サポートプロトコルのため廃棄された受信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ipv6IfStatsInTruncated
Pkts
{ipv6IfStatsEntry 7}

R/O [規格 ]不完全なデータのため廃棄された受信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ipv6IfStatsInDiscards
{ipv6IfStatsEntry 8}

R/O [規格 ]データ自身には問題がないが廃棄 (リソース不足など )された
受信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ipv6IfStatsInDelivers
{ipv6IfStatsEntry 9}

R/O [規格 ]IPV6上位レイヤに通知したデータグラム数 (ICMP含む )。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ipv6IfStatsOutForwDat
agrams
{ipv6IfStatsEntry 10}

R/O [規格 ]中継されて送信したデータグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 ipv6IfStatsOutRequests
{ipv6IfStatsEntry 11}

R/O [規格 ]自 V6プロトコルから送信しようとしたデータグラム数 (ICMP
含む )。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 ipv6IfStatsOutDiscards
{ipv6IfStatsEntry 12}

R/O [規格 ]データ自身には問題がないが廃棄 (リソース不足など )された
送信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 ipv6IfStatsOutFragOKs
{ipv6IfStatsEntry 13}

R/O [規格 ]出力インタフェースでフラグメント 1に成功したデータグラム
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 ipv6IfStatsOutFragFail
s
{ipv6IfStatsEntry 14}

R/O [規格 ]フラグメントに失敗した送信データグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.17.4　ipv6AddrPrefixTable

（1） 識別子
 
ipv6MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 55}
 
ipv6MIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1
 
ipv6AddrPrefixTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIBObjects 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1.7

（2） 実装仕様

ipv6AddrPrefixTableの実装仕様を次の表に示します。

なお，本MIBで扱うプレフィックス情報は，RA（ルータ広告）で配布するプレフィックス情報が対象と
なります。

表 2-69　 ipv6AddrPrefixTableの実装仕様

17 ipv6IfStatsOutFragCre
ates
{ipv6IfStatsEntry 15}

R/O [規格 ]フラグメントした結果生成された送信データグラムフラグメン
ト数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 ipv6IfStatsReasmReqds
{ipv6IfStatsEntry 16}

R/O [規格 ]そのインタフェースでリアセンブルを必要としたデータグラム
フラグメント数。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 ipv6IfStatsReasmOKs
{ipv6IfStatsEntry 17}

R/O [規格 ]リアセンブルに成功したデータグラム数。
[実装 ]規格に同じ。

●

20 ipv6IfStatsReasmFails
{ipv6IfStatsEntry 18}

R/O [規格 ]リアセンブルに失敗した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 ipv6IfStatsInMcastPkts
{ipv6IfStatsEntry 19}

R/O [規格 ]受信したマルチキャストパケット数。
[実装 ]規格に同じ。

●

22 ipv6IfStatsOutMcastPk
ts
{ipv6IfStatsEntry 20}

R/O [規格 ]送信したマルチキャストパケット数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6AddrPrefixTable
{ipv6MIBObjects 7}

NA [規格 ]IPv6インタフェースのアドレス prefixのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6AddrPrefixEntry
{ipv6AddrPrefixTable 1}

NA [規格 ]アドレス prefixのエントリ。
INDEX {ipv6IfIndex,
       ipv6AddrPrefix,
       ipv6AddrPrefixLength}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6AddrPrefix
{ipv6AddrPrefixEntry 1}

NA [規格 ]このインタフェースの prefix。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6AddrPrefixLength
{ipv6AddrPrefixEntry 2}

NA [規格 ]prefixの長さ。[単位：ビット ]
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6AddrPrefixOnLink
Flag
{ipv6AddrPrefixEntry 3}

R/O [規格 ]オンリンクフラグ。
    {true(1), false(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
123



2.17　ipv6MIBグループ (IPv6 MIB)
2.17.5　ipv6AddrTable

（1） 識別子
 
ipv6MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 55}
 
ipv6MIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1
 
ipv6AddrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIBObjects 8}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1.8

（2） 実装仕様

ipv6AddrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-70　 ipv6AddrTableの実装仕様

6 ipv6AddrPrefixAutono
mousFlag
{ipv6AddrPrefixEntry 4}

R/O [規格 ]自律設定有効フラグ。
    {true(1), false(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipv6AddrPrefixAdvPref
erredLifetime
{ipv6AddrPrefixEntry 5}

R/O [規格 ]推奨有効期間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipv6AddrPrefixAdvVali
dLifetime
{ipv6AddrPrefixEntry 6}

R/O [規格 ]最終有効期間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6AddrTable
{ipv6MIBObjects 8}

NA [規格 ]インタフェースアドレステーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6AddrEntry
{ipv6AddrTable 1}

NA [規格 ]インタフェースアドレスエントリ。
INDEX {ipv6IfIndex,
       ipv6AddrAddress}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6AddrAddress
{ipv6AddrEntry 1}

NA [規格 ]IPv6アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6AddrPfxLength
{ipv6AddrEntry 2}

R/O [規格 ]prefixレングス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6AddrType
{ipv6AddrEntry 3}

R/O [規格 ]アドレスタイプ。
    {stateless(1),
     stateful(2),
     unknown(3)}
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipv6AddrAnycastFlag
{ipv6AddrEntry 4}

R/O [規格 ]Anycastアドレスかどうかのフラグ。
    {true(1), false(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.17.6　ipv6RouteTable

（1） 識別子
 
ipv6MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 55}
 
ipv6MIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1
 
ipv6RouteTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIBObjects 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1.11

（2） 実装仕様

ipv6RouteTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-71　 ipv6RouteTableの実装仕様

7 ipv6AddrStatus
{ipv6AddrEntry 5}

R/O [規格 ]アドレスステータス。
    {preferred(1),
     deprecated(2),
     invalid(3),
     inaccessible(4),
     unknown(5)}
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipv6RouteNumber
{ipv6MIBObjects 9}

R/O [規格 ]有効な V6ルーティングエントリの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ipv6DiscardedRoutes
{ipv6MIBObjects 10}

R/O [規格 ]有効であっても廃棄された V6ルーティングエントリの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6RouteTable
{ipv6MIBObjects 11}

NA [規格 ]IPv6ルーティングテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6RouteEntry
{ipv6RouteTable 1}

NA [規格 ]IPv6ルーティングエントリ。
    {ipv6RouteDest,
     ipv6RoutePfxLength,
     ipv6RouteIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6RouteDest
{ipv6RouteEntry 1}

NA [規格 ]V6Destアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6RoutePfxLength
{ipv6RouteEntry 2}

NA [規格 ]prefixレングス (ビット長 )。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6RouteIndex
{ipv6RouteEntry 3}

NA [規格 ]ルートのインデックス。
[実装 ]1固定。

●

6 ipv6RouteIfIndex
{ipv6RouteEntry 4}

R/O [規格 ]IPv6インタフェースインデックス。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipv6RouteNextHop
{ipv6RouteEntry 5}

R/O [規格 ]ネクストホップ。ネクストホップがない場合 "::0"。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.17.7　ipv6NetToMediaTable

（1） 識別子
 
ipv6MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 55}
 
ipv6MIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1
 
ipv6NetToMediaTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6MIBObjects 12}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.55.1.12

（2） 実装仕様

ipv6NetToMediaTableの実装仕様を次の表に示します。

8 ipv6RouteType
{ipv6RouteEntry 6}

R/O [規格 ]ルートのタイプ。
    {other(1),
     discard(2),
     local(3),
     remote(4)}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ipv6RouteProtocol
{ipv6RouteEntry 7}

R/O [規格 ]このルートを学習したルーティングメカニズム。
    {other(1),
     local(2),
     netmgmt(3),
     ndisc(4),
     rip(5),
     ospf(6),
     bgp(7),
     idrp(8),
     igrp(9)}
[実装 ]
• 次に示す以外のすべての経路：other(1)
• ダイレクト経路：local(2)
• スタティック経路：netmgmt(3)
• RIPng経路：rip(5)
• OSPFv3経路：ospf(6)
• BGP4+経路：bgp(7)

●

10 ipv6RoutePolicy
{ipv6RouteEntry 8}

R/O [規格 ]ルートポリシー。
[実装 ]0固定。

▲

11 ipv6RouteAge
{ipv6RouteEntry 9}

R/O [規格 ]最後に updateしてからの経過時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ipv6RouteNextHopRDI
{ipv6RouteEntry 10}

R/O [規格 ]ネクストホップの RDI。
[実装 ]0固定。

▲

13 ipv6RouteMetric
{ipv6RouteEntry 11}

R/O [規格 ]ルーティングメトリック。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 ipv6RouteWeight
{ipv6RouteEntry 12}

R/O [規格 ]ルートの優先度 (低い値が優先度が高い )。
[実装 ]0固定。

▲

15 ipv6RouteInfo
{ipv6RouteEntry 13}

R/O [規格 ]このルートを学習したルーティングプロトコルMIBへのリ
ファレンス。
[実装 ]{0.0}固定。

●

16 ipv6RouteValid
{ipv6RouteEntry 14}

R/NW [規格 ]有効かどうかのフラグ。
DEFVAL {true}
[実装 ]true固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 2-72　 ipv6NetToMediaTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6NetToMediaTable
{ipv6MIBObjects 12}

NA [規格 ]IPv6アドレス変換テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6NetToMediaEntry
{ipv6NetToMediaTable 
1}

NA [規格 ]フィジカルアドレスに対応した一つの IPv6アドレスを含むエ
ントリ。
INDEX {ipv6IfIndex, ipv6NetToMediaNetAddress}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6NetToMediaNetAdd
ress
{ipv6NetToMediaEntry 
1}

NA [規格 ]メディアに依存した物理アドレスに対応する IPv6アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6NetToMediaPhysAd
dress
{ipv6NetToMediaEntry 
2}

R/O [規格 ]メディアに依存した物理アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6NetToMediaType
{ipv6NetToMediaEntry 
3}

R/O [規格 ]マッピングのタイプ。
    {other(1),
     dynamic(2),
     static(3),
     local(4)}
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipv6IfNetToMediaState
{ipv6NetToMediaEntry 
4}

R/O [規格 ]NDPテーブルの各エントリの到達可能性状態。
    {reachable(1),
     stale(2),
     delay(3),
     probe(4),
     invalid(5),
     unknown(6)}
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipv6IfNetToMediaLast
Updated
{ipv6NetToMediaEntry 
5}

R/O [規格 ]NDPテーブルの各エントリが最後に更新された時の
sysUpTime。
[実装 ]0固定。

●

8 ipv6NetToMediaValid
{ipv6NetToMediaEntry 
6}

R/NW [規格 ]エントリが有効かどうかを示すフラグ。
DEFVAL {true}
[実装 ]true固定。ただし，Read_Onlyです。

●

127



2.18　ipv6IcmpMIBグループ (ICMPv6 MIB)
2.18　ipv6IcmpMIBグループ (ICMPv6 MIB)

ipv6IcmpMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2466 (December 1998)

（1） 識別子
 
ipv6IcmpMIB MODULE-IDENTITY ::= {mib-2 56}
 
ipv6IcmpMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipv6IcmpMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.56.1

（2） 実装仕様

ipv6IcmpMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-73　 ipv6IcmpMIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipv6IfIcmpTable
{ipv6IcmpMIBObjects 1}

NA [規格 ]IPv6 ICMP統計情報。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipv6IfIcmpEntry
{ipv6IfIcmpTable 1}

NA [規格 ]ICMPv6統計情報エントリ。
INDEX {ipv6IfEntry}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipv6IfIcmpInMsgs
{ipv6IfIcmpEntry 1}

R/O [規格 ]このインタフェースで受信した ICMPメッセージの総数 (エ
ラーを含む )。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipv6IfIcmpInErrors
{ipv6IfIcmpEntry 2}

R/O [規格 ]受信した ICMPメッセージでエラーを検出したメッセージの
総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipv6IfIcmpInDestUnrea
chs
{ipv6IfIcmpEntry 3}

R/O [規格 ]DestUnreachsの受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipv6IfIcmpInAdminPro
hibs
{ipv6IfIcmpEntry 4}

R/O [規格 ]DestUnreachs内の AdminProhibitメッセージを受信した総
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipv6IfIcmpInTimeExcds
{ipv6IfIcmpEntry 5}

R/O [規格 ]TimeExceed受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipv6IfIcmpInParmProbl
ems
{ipv6IfIcmpEntry 6}

R/O [規格 ]ParmProblem受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ipv6IfIcmpInPktTooBigs
{ipv6IfIcmpEntry 7}

R/O [規格 ]PktTooBig受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ipv6IfIcmpInEchos
{ipv6IfIcmpEntry 8}

R/O [規格 ]Echo受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ipv6IfIcmpInEchoReplie
s
{ipv6IfIcmpEntry 9}

R/O [規格 ]EchoReply受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ipv6IfIcmpInRouterSoli
cits
{ipv6IfIcmpEntry 10}

R/O [規格 ]RouterSolicit受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

128



2.18　ipv6IcmpMIBグループ (ICMPv6 MIB)
13 ipv6IfIcmpInRouterAdv
ertisements
{ipv6IfIcmpEntry 11}

R/O [規格 ]RouterAdvertisement受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 ipv6IfIcmpInNeighborS
olicits
{ipv6IfIcmpEntry 12}

R/O [規格 ]NeighborSolicit受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 ipv6IfIcmpInNeighborA
dvertisements
{ipv6IfIcmpEntry 13}

R/O [規格 ]Neighbor Advertisement受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 ipv6IfIcmpInRedirects
{ipv6IfIcmpEntry 14}

R/O [規格 ]Redirect受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 ipv6IfIcmpInGroupMem
bQueries
{ipv6IfIcmpEntry 15}

R/O [規格 ]GroupMemberQuery受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 ipv6IfIcmpInGroupMem
bResponses
{ipv6IfIcmpEntry 16}

R/O [規格 ]GroupMemberResponse受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 ipv6IfIcmpInGroupMem
bReductions
{ipv6IfIcmpEntry 17}

R/O [規格 ]GroupMemberReduction受信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

20 ipv6IfIcmpOutMsgs
{ipv6IfIcmpEntry 18}

R/O [規格 ]このインタフェースで送信した ICMPメッセージの総数 (エ
ラーを含む )。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 ipv6IfIcmpOutErrors
{ipv6IfIcmpEntry 19}

R/O [規格 ]送信した ICMPメッセージでエラーを検出したメッセージの
総数。
[実装 ]規格に同じ。さらにMTU長が 1280以下のインタフェースで，
IPv4 over IPv6トンネルを設定した場合，エラーとなったパケット数。

●

22 ipv6IfIcmpOutDestUnre
achs
{ipv6IfIcmpEntry 20}

R/O [規格 ]DestUnreachsの送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 ipv6IfIcmpOutAdminPr
ohibs
{ipv6IfIcmpEntry 21}

R/O [規格 ]DestUnreachs内の AdminProhibitメッセージを送信した総
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

24 ipv6IfIcmpOutTimeExc
ds
{ipv6IfIcmpEntry 22}

R/O [規格 ]TimeExceed送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

25 ipv6IfIcmpOutParmPro
blems
{ipv6IfIcmpEntry 23}

R/O [規格 ]ParmProblem送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

26 ipv6IfIcmpOutPktTooBi
gs
{ipv6IfIcmpEntry 24}

R/O [規格 ]PktTooBig送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

27 ipv6IfIcmpOutEchos
{ipv6IfIcmpEntry 25}

R/O [規格 ]Echo送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

28 ipv6IfIcmpOutEchoRepl
ies
{ipv6IfIcmpEntry 26}

R/O [規格 ]EchoReply送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

29 ipv6IfIcmpOutRouterSo
licits
{ipv6IfIcmpEntry 27}

R/O [規格 ]RouterSolicit送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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30 ipv6IfIcmpOutRouterAd
vertisements
{ipv6IfIcmpEntry 28}

R/O [規格 ]RouterAdvertisement送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

31 ipv6IfIcmpOutNeighbor
Solicits
{ipv6IfIcmpEntry 29}

R/O [規格 ]NeighborSolicit送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

32 ipv6IfIcmpOutNeighbor
Advertisements
{ipv6IfIcmpEntry 30}

R/O [規格 ]Neighbor Advertisement送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

33 ipv6IfIcmpOutRedirects
{ipv6IfIcmpEntry 31}

R/O [規格 ]Redirect送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

34 ipv6IfIcmpOutGroupMe
mbQueries
{ipv6IfIcmpEntry 32}

R/O [規格 ]GroupMemberQuery送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

35 ipv6IfIcmpOutGroupMe
mbResponses
{ipv6IfIcmpEntry 33}

R/O [規格 ]GroupMemberResponse送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

36 ipv6IfIcmpOutGroupMe
mbReductions
{ipv6IfIcmpEntry 34}

R/O [規格 ]GroupMemberReduction送信メッセージ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.19　vrrpMIBグループ

vrrpMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2787(March 2000)
• draft-ietf-vrrp-unified-mib-04.txt(September 2006)

2.19.1　vrrpOperationsグループ

（1） 識別子
 
vrrpMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 68}
 
vrrpOperations OBJECT IDENTIFIER ::= {vrrpMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.68.1

（2） 実装仕様

vrrpOperationsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-74　 vrrpOperationsグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 vrrpNodeVersion
{vrrpOperations 1}

R/O [規格 ]本装置でサポートしている VRRPのバージョン。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 vrrpNotificationCntl
{vrrpOperations 2}

R/NW [規格 ]vrrp用 SNMP拡張 trapの発行有無。
    {enabled(1),
     disabled(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

3 vrrpOperTable
{vrrpOperations 3}

NA [規格 ]VRRPルータのための，オペレーションテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 vrrpOperEntry
{vrrpOperTable 1}

NA [規格 ]vrrpOperテーブルのエントリ。
INDEX {ifIndex,
        vrrpOperVrId}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 vrrpOperVrId
{vrrpOperEntry 1}

NA [規格 ]仮想ルータの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 vrrpOperVirtualMacAd
dr
{vrrpOperEntry 2}

R/O [規格 ]仮想ルータの仮想MACアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 vrrpOperState
{vrrpOperEntry 3}

R/O [規格 ]現在の VRRP動作状態。
    {initialize(1),
     backup(2),
     master(3)}
[実装 ]規格に同じ。

●

8 vrrpOperAdminState
{vrrpOperEntry 4}

R/NW [規格 ]VRRP機能の enable/disable状態。
    {up(1),
     down(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

9 vrrpOperPriority
{vrrpOperEntry 5}

R/NW [規格 ]仮想ルータの優先度。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

10 vrrpOperIpAddrCount
{vrrpOperEntry 6}

R/O [規格 ]仮想ルータの IPアドレス数。
[実装 ]1固定。

●
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11 vrrpOperMasterIpAddr
{vrrpOperEntry 7}

R/O [規格 ]Masterルータの実 IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 vrrpOperPrimaryIpAdd
r
{vrrpOperEntry 8}

R/NW [規格 ]仮想ルータが使用する実 IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

13 vrrpOperAuthType
{vrrpOperEntry 9}

R/NW [規格 ]仮想ルータ間で交換される vrrpプロトコルの認証タイプ。
  { noAuthentication(1),
         -- VRRP protocol exchanges are not
         -- authenticated.
    simpleTextPassword(2),
         -- Exchanges are authenticated by a
         -- clear text password.
    ipAuthenticationHeader(3)
         -- Exchanges are authenticated using
         -- the IP authentication header.}
[実装 ]認証なし，またはテキストだけ。ただし，Read_Onlyです。

●

14 vrrpOperAuthKey
{vrrpOperEntry 10}

R/NW [規格 ]vrrpOperAuthTypeの値によって設定される認証用のキー。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

15 vrrpOperAdvertisement
Interval
{vrrpOperEntry 11}

R/NW [規格 ]VRRPパケットの送出間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

16 vrrpOperPreemptMode
{vrrpOperEntry 12}

R/NW [規格 ]優先度の高い仮想ルータが，優先度の低い仮想ルータの代行を
行うかの制御をします。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

17 vrrpOperVirtualRouter
UpTime
{vrrpOperEntry 13}

R/O [規格 ]仮想ルータの動作開始時間。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 vrrpOperProtocol
{vrrpOperEntry 14}

R/NW [規格 ]仮想ルータの動作プロトコル。
    {ip(1),
     bridge(2),
     decnet(3),
     other(4)}
[実装 ]ip(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

19 vrrpOperRowStatus
{vrrpOperEntry 15}

R/NW [規格 ]vrrpOperTableのアクセス状態。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

20 vrrpAssoIpAddrTable
{vrrpOperations 4}

NA [規格 ]仮想ルータの IPアドレスのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 vrrpAssoIpAddrEntry
{vrrpAssoIpAddrTable 
1}

NA [規格 ]vrrpAssoIpAddrテーブルのエントリ。
INDEX {ifIndex, vrrpOperVrId, vrrpAssoIpAddr}
[実装 ]規格に同じ。

●

22 vrrpAssoIpAddr
{vrrpAssoIpAddrEntry 
1}

NA [規格 ]仮想ルータの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 vrrpAssoIpAddrRowSta
tus
{vrrpAssoIpAddrEntry 
2}

R/NW [規格 ]vrrpAssoIpAddrTableのアクセス状態。
    {active(1),
     createAndGo(4)}
[実装 ]active(1)に固定。ただし，Read_Onlyです。

●

24 vrrpTrapPacketSrc
{vrrpOperations 5}

AN [規格 ]IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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25 vrrpTrapAuthErrorType
{vrrpOperations 6}

AN [規格 ]認証タイプの不一致要因。
    {invalidAuthType(1),
     authTypeMismatch(2),
     authFailure(3)}
[実装 ]規格に同じ。

●

26 vrrpOperationsTable
{vrrpOperations 7}

NA [規格 ]VRRPルータのためのオペレーションテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

27 vrrpOperationsEntry
{vrrpOperationsTable 1}

NA [規格 ]vrrpOperationsテーブルのエントリ。
INDEX {vrrpOperationInetAddrType,
        vrrpOperationsVrId,
        ifIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

28 vrrpOperationsInetAdd
rType
{vrrpOperationsEntry 1}

NA [規格 ]現在のタイプ。
    {ipv4(1),
     ipv6(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

29 vrrpOperationsVrId
{vrrpOperationsEntry 2}

NA [規格 ]仮想ルータの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

30 vrrpOperationsVirtual
MacAddr
{vrrpOperationsEntry 3}

R/O [規格 ]仮想ルータの仮想MACアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

31 vrrpOperationsState
{vrrpOperationsEntry 4}

R/O [規格 ]現在の VRRP動作状態。
    {initialize(1),
     backup(2),
     master(3)}
[実装 ]規格に同じ。

●

32 vrrpOperationsPriority
{vrrpOperationsEntry 5}

R/NW [規格 ]仮想ルータの優先度。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

33 vrrpOperationsVersion
{vrrpOperationsEntry 6}

R/NW [規格 ]実行している VRRPのバージョン。
    {vrrpv2 (1),
     vrrpv3 (2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

34 vrrpOperationsAddrCou
nt
{vrrpOperationsEntry 7}

R/O [規格 ]仮想ルータの IPアドレス数。
[実装 ]1固定。

●

35 vrrpOperationsMasterI
pAddr
{vrrpOperationsEntry 9}

R/O [規格 ]Masterルータの実 IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

36 vrrpOperationsPrimary
IpAddr
{vrrpOperationsEntry 
10}

R/NW [規格 ]仮想ルータが使用する実 IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

37 vrrpOperationsAdvInter
val
{vrrpOperationsEntry 
11}

R/NW [規格 ]VRRPパケットの送出間隔。［単位：1/100秒］
1～ 4096
[実装 ]100～ 25,500。ただし，Read_Onlyです。

●

38 vrrpOperationsPreempt
Mode
{vrrpOperationsEntry 
12}

R/NW [規格 ]優先度の高い仮想ルータが，優先度の低い仮想ルータの代行を
行うかの制御をする。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.19.2　vrrpStatisticsグループ

（1） 識別子
 
vrrpMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 68}
 
vrrpStatistics OBJECT IDENTIFIER ::= {vrrpMIB 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.68.2

39 vrrpOperationsAcceptM
ode
{vrrpOperationsEntry 
13}

R/NW [規格 ]アドレスオーナーではない場合でも仮想 IP宛のパケットを受
信するかの制御をする。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

40 vrrpOperationsUpTime
{vrrpOperationsEntry 
14}

R/O [規格 ]仮想ルータの動作開始時間。
[実装 ]規格に同じ。

●

41 vrrpOperationsRowStat
us
{vrrpOperationsEntry 
15}

R/NW [規格 ]vrrpOperTableのアクセス状態。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

42 vrrpAssociatedIpAddrT
able
{vrrpOperations 8}

NA [規格 ]仮想ルータの IPアドレスのテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

43 vrrpAssociatedIpAddrE
ntry
{vrrpAssociatedIpAddrT
able 1}

NA [規格 ]vrrpAssoIpAddrテーブルのエントリ。
INDEX {vrrpAssociatedInetAddrType,
        vrrpOperationsVrId,
        ifIndex,
        vrrpAssociatedIpAddr}
[実装 ]規格に同じ。

●

44 vrrpAssociatedInetAddr
Type
{vrrpAssociatedIpAddrE
ntry 2}

NA [規格 ]vrrpAssociatedIpAddrのアドレスタイプ。
    {ipv4(1),
     ipv6(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

45 vrrpAssociatedIpAddr
{vrrpAssociatedIpAddrE
ntry 3}

NA [規格 ]仮想ルータの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

46 vrrpAssociatedIpAddrR
owStatus
{vrrpAssociatedIpAddrE
ntry 4}

R/NW [規格 ]vrrpAssoIpAddrTableのアクセス状態。
    {active(1),
     createAndGo(4),
     createAndWait(5)}
[実装 ]active(1)に固定。ただし，Read_Onlyです。

●

47 vrrpTrapNewMasterRe
ason
{vrrpOperations 9}

AN [規格 ]マスタに遷移した契機。
    {priority(0),
     preempted(1),
     masterNoResponse(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

48 vrrpTrapProtoErrReaso
n
{vrrpOperations 10}

AN [規格 ]ADVERTISEMENTパケットを破棄した理由。
    {hopLimitError(0),
     versionError(1),
     checksumError(2),
     vridError(3)}
[実装 ]vridError(3)は非対応です。vridError(3)で
ADVERTISEMENTパケットを破棄した場合，vrrpTrapProtoError
は発生しません。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

vrrpStatisticsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-75　 vrrpStatisticsグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 vrrpRouterChecksumEr
rors
{vrrpStatistics 1}

R/O [規格 ]チェックサム不正 VRRPパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 vrrpRouterVersionError
s
{vrrpStatistics 2}

R/O [規格 ]バージョン不正 VRRPパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 vrrpRouterVrIdErrors
{vrrpStatistics 3}

R/O [規格 ]仮想ルータの VRID不正 VRRPパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 vrrpRouterStatsTable
{vrrpStatistics 4}

NA [規格 ]仮想ルータの統計情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 vrrpRouterStatsEntry
{vrrpRouterStatsTable 
1}

NA [規格 ]vrrpRouterStatsテーブルのエントリ。
INDEX {ifIndex,
        vrrpOperVrId}
[実装 ]規格に同じ。

●

6 vrrpStatsBecomeMaster
{vrrpRouterStatsEntry 
1}

R/O [規格 ]Masterへ遷移した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 vrrpStatsAdvertiseRcvd
{vrrpRouterStatsEntry 
2}

R/O [規格 ]VRRP ADVERTISEMENTパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 vrrpStatsAdvertiseInter
valErrors
{vrrpRouterStatsEntry 
3}

R/O [規格 ]ADVERTISEMENTインターバル不正で受信した，VRRP 
ADVERTISEMENTパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 vrrpStatsAuthFailures
{vrrpRouterStatsEntry 
4}

R/O [規格 ]VRRP認証エラーパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 vrrpStatsIpTtlErrors
{vrrpRouterStatsEntry 
5}

R/O [規格 ]VRRP不正 TTLパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 vrrpStatsPriorityZeroP
ktsRcvd
{vrrpRouterStatsEntry 
6}

R/O [規格 ]優先度 0である VRRPパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 vrrpStatsPriorityZeroP
ktsSent
{vrrpRouterStatsEntry 
7}

R/O [規格 ]優先度 0の VRRPパケットの総送信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 vrrpStatsInvalidTypePk
tsRcvd
{vrrpRouterStatsEntry 
8}

R/O [規格 ]Typeフィールド不正 VRRPパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 vrrpStatsAddressListEr
rors
{vrrpRouterStatsEntry 
9}

R/O [規格 ]仮想ルータの IPアドレス不正パケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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15 vrrpStatsInvalidAuthTy
pe
{vrrpRouterStatsEntry 
10}

R/O [規格 ]認証タイプ不正パケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 vrrpStatsAuthTypeMis
match
{vrrpRouterStatsEntry 
11}

R/O [規格 ]認証タイプ不正パケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 vrrpStatsPacketLength
Errors
{vrrpRouterStatsEntry 
12}

R/O [規格 ]length値不正パケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

18 vrrpRouterStatisticsTab
le
{vrrpStatistics 5}

NA [規格 ]仮想ルータの統計情報テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

19 vrrpRouterStatisticsEnt
ry
{vrrpRouterStatisticsTa
ble 1}

NA [規格 ]vrrpRouterStatisticsテーブルのエントリ。
INDEX {vrrpOperationsIpVersion,
        vrrpOperationsVrId,
        ifIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

20 vrrpStatisticsBecomeM
aster
{vrrpRouterStatisticsEn
try 1}

R/O [規格 ]Masterへ遷移した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

21 vrrpStatisticsAdvertise
Rcvd
{vrrpRouterStatisticsEn
try 2}

R/O [規格 ]VRRP ADVERTISEMENTパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

22 vrrpStatisticsAdvInterv
alErrors
{vrrpRouterStatisticsEn
try 3}

R/O [規格 ]ADVERTISEMENTインターバル不正で受信した，VRRP 
ADVERTISEMENTパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 vrrpStatisticsIpTtlError
s
{vrrpRouterStatisticsEn
try 4}

R/O [規格 ]VRRP不正 TTLパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

24 vrrpStatisticsPriZeroPk
tsRcvd
{vrrpRouterStatisticsEn
try 5}

R/O [規格 ]優先度 0である VRRPパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

25 vrrpStatisticsPriZeroPk
tsSent
{vrrpRouterStaitsticsEn
try 6}

R/O [規格 ]優先度 0の VRRPパケットの総送信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

26 vrrpStatisticsInvldType
PktsRcvd
{vrrpRouterStatisticsEn
try 7}

R/O [規格 ]Typeフィールド不正 VRRPパケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

27 vrrpStatisticsAddressLi
stErrors
{vrrpRouterStatisticsEn
try 8}

R/O [規格 ]仮想ルータの IPアドレス不正パケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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28 vrrpStatisticsPacketLen
gthErrors
{vrrpRouterStatisticsEn
try 11}

R/O [規格 ]length値不正パケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

29 vrrpStatisticsDiscontin
uityTime
{vrrpRouterStatisticsEn
try 12}

R/O [規格 ]最新の動作開始時間。
[実装 ]規格に同じ。

●

30 vrrpStatisticsRefreshRa
te
{vrrpRouterStatisticsEn
try 13}

R/O [規格 ]最小のポーリング間隔。
[実装 ]規格に同じ。

●

31 vrrpStatisticsInvalidAu
thType
{vrrpRouterStatisticsEn
try 14}

R/O [規格 ]パケット認証タイプ不正パケットの総受信数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.20　ipMRouteStdMIBグループ (IPv4 MRoute MIB)
【【【【OP-MLT】】】】

ipMRouteStdMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2932（October 2000）

注意事項
本MIBはマルチキャスト経路制御プロトコルとして PIM-SMを使用している場合だけ有効です。

2.20.1　ipMRouteEnable

（1） 識別子
 
ipMRouteStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 83}
 
ipMRouteMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteStdMIB 1}
 
ipMRoute OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1
 
ipMRouteEnable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRoute 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1.1
 

（2） 実装仕様

ipMRouteEnableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-76　 ipMRouteEnableの実装仕様

2.20.2　ipMRouteTable

（1） 識別子
 
ipMRouteStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 83}
 
ipMRouteMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteStdMIB 1}
 
ipMRoute OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1
 
ipMRouteTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRoute 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1.2
 

（2） 実装仕様

ipMRouteTableの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipMRouteEnable
{ipMRoute 1}

R/NW [規格 ]IPマルチキャストの動作有無。
    {enabled(1),
     disabled(2)}
[実装 ]PIM-SM動作時は enabled(1)。IPマルチキャスト未動作時お
よび PIM-DM，DVMRP動作時は disabled(2)。

●
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表 2-77　 ipMRouteTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipMRouteTable
{ipMRoute 2}

NA [規格 ]IPマルチキャスト経路表。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipMRouteEntry
{ipMRouteTable 1}

NA [規格 ]IPマルチキャスト経路表エントリ。
INDEX {ipMRouteGroup,
        ipMRouteSource,
        ipMRouteSourceMask}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipMRouteGroup
{ipMRouteEntry 1}

NA [規格 ]経路情報のグループアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipMRouteSource
{ipMRouteEntry 2}

NA [規格 ]経路情報の送信元アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipMRouteSourceMask
{ipMRouteEntry 3}

NA [規格 ]経路情報の送信元アドレスのネットワークマスク。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipMRouteUpstreamNei
ghbor
{ipMRouteEntry 4}

R/O [規格 ]上流隣接ルータのアドレス。上流隣接ルータ不明の場合は，
0.0.0.0。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipMRouteInIfIndex
{ipMRouteEntry 5}

R/O [規格 ]上流インタフェースの ifIndex値。複数上流インタフェース可
能な場合は，0。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipMRouteUpTime
{ipMRouteEntry 6}

R/O [規格 ]経路情報を学習してからの経過時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ipMRouteExpiryTime
{ipMRouteEntry 7}

R/O [規格 ]経路情報の生存残時間。生存時間タイマが動作していない場合
は，0。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ipMRoutePkts
{ipMRouteEntry 8}

R/O [規格 ]経路情報に一致するパケットを受信した数。
[実装 ]規格に同じ。系切替時は 0に初期化します。
nonstop-forwardingが有効な場合に系切替したときは，マルチキャス
ト中継エントリの再学習が終了してからの該当受信パケット数になり
ます (マルチキャスト中継エントリの再学習終了までは 0)。
【【【【AX7800S】】】】

●

11 ipMRouteDifferentInIfP
ackets
{ipMRouteEntry 9}

R/O [規格 ]経路情報に一致するパケットで上流インタフェース以外から受
信し廃棄した数。
[実装 ]規格に同じ。系切替時は 0に初期化します。
nonstop-forwardingが有効な場合に系切替したときは，マルチキャス
ト中継エントリの再学習が終了してからの該当廃棄パケット数になり
ます (マルチキャスト中継エントリの再学習終了までは 0)。
【【【【AX7800S】】】】
また，ソフトウェアによる中継処理時は加算しません。

●

12 ipMRouteOctets
{ipMRouteEntry 10}

R/O [規格 ]経路情報に一致するパケットの転送オクテット数。
[実装 ]規格に同じ。系切替時は 0に初期化します。
nonstop-forwardingが有効な場合に系切替したときは，マルチキャス
ト中継エントリの再学習が終了してからの該当パケットの転送オク
テット数になります (マルチキャスト中継エントリの再学習終了まで
は 0)。【【【【AX7800S】】】】
また，ソフトウェアによる中継処理時は加算しません。

●

13 ipMRouteProtocol
{ipMRouteEntry 11}

R/O [規格 ]経路情報を学習したマルチキャスト経路制御プロトコル。
[実装 ]規格に同じ。
    {other(1),
     pimSparseMode(8),
     igmpOnly(10)}

●
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2.20.3　ipMRouteNextHopTable

（1） 識別子
 
ipMRouteStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 83}
 
ipMRouteMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteStdMIB 1}
 
ipMRoute OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1
 
ipMRouteNextHopTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRoute 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1.3
 

（2） 実装仕様

ipMRouteNextHopTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-78　 ipMRouteNextHopTableの実装仕様

14 ipMRouteRtProto
{ipMRouteEntry 12}

R/O [規格 ]上流隣接ルータ探索で使用した経路を学習した経路制御プロト
コル。
[実装 ]未実装。

×

15 ipMRouteRtAddress
{ipMRouteEntry 13}

R/O [規格 ]上流隣接ルータ探索で使用した経路のアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 ipMRouteRtMask
{ipMRouteEntry 14}

R/O [規格 ]上流インタフェース探索で使用した経路のネットワークマス
ク。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 ipMRouteRtType
{ipMRouteEntry 15}

R/O [規格 ]経路決定で使用した RIB(経路情報 )の種類。
    {unicast(1),
     multicast(2)}
[実装 ]unicast(1)固定。

●

18 ipMRouteHCOctets
{ipMRouteEntry 16}

R/O [規格 ]経路情報に一致するパケットの転送オクテット数。
ipMRouteOctetsの 64ビット版。
[実装 ]規格に同じ。系切替時は 0に初期化します。
nonstop-forwardingが有効な場合に系切替したときは，マルチキャス
ト中継エントリの再学習が終了してからの該当パケットの転送オク
テット数になります (マルチキャスト中継エントリの再学習終了まで
は 0)。【【【【AX7800S】】】】
また，ソフトウェアによる中継処理時は加算しません。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipMRouteNextHopTable
{ipMRoute 3}

NA [規格 ]下流インタフェースごとの NextHop（次送信先）表。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipMRouteNextHopEntr
y
{ipMRouteNextHopTabl
e 1}

NA [規格 ]NextHop表エントリ。
INDEX {ipMRouteNextHopGroup,
        ipMRouteNextHopSource,
        ipMRouteNextHopSourceMask,
        ipMRouteNextHopIfIndex,
        ipMRouteNextHopAddress}
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.20.4　ipMRouteInterfaceTable

（1） 識別子
 
ipMRouteStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 83}
 
ipMRouteMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteStdMIB 1}
 
ipMRoute OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteMIBObjects 1}

3 ipMRouteNextHopGrou
p
{ipMRouteNextHopEntr
y 1}

NA [規格 ]NextHop情報のグループアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipMRouteNextHopSourc
e
{ipMRouteNextHopEntr
y 2}

NA [規格 ]NextHop情報の送信元アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ipMRouteNextHopSourc
eMask
{ipMRouteNextHopEntr
y 3}

NA [規格 ]NextHop情報の送信元アドレスのネットワークマスク。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ipMRouteNextHopIfInd
ex
{ipMRouteNextHopEntr
y 4}

NA [規格 ]NextHop情報の下流インタフェース。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ipMRouteNextHopAddr
ess
{ipMRouteNextHopEntr
y 5}

NA [規格 ]NextHop情報の NextHopアドレス。通常は
ipMRouteNextHopGroupに等しいが，NBMA（Non-Broadcast 
Multiple Access）は単一下流インタフェースで複数アドレスを有する
こともある。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipMRouteNextHopState
{ipMRouteNextHopEntr
y 6}

R/O [規格 ]NextHop表エントリの使用有無。
    {pruned(1),
     forwarding(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ipMRouteNextHopUpTi
me
{ipMRouteNextHopEntr
y 7}

R/O [規格 ]NextHop情報を学習してからの経過時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ipMRouteNextHopExpir
yTime
{ipMRouteNextHopEntr
y 8}

R/O [規格 ]NextHop情報の生存残時間，または prunedの残時間。生存残
時間タイマが動作していない場合は，0。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ipMRouteNextHopClose
stMemberHops
{ipMRouteNextHopEntr
y 9}

R/O [規格 ]NextHopまでの最小ホップ数。この値より小さい TTLのマル
チキャストデータは転送しない。
[実装 ]1固定。

●

12 ipMRouteNextHopProto
col
{ipMRouteNextHopEntr
y 10}

R/O [規格 ]NextHopの学習に使用した経路制御プロトコル。
[実装 ]規格に同じ。
    {other(1),
     pimSparseMode(8),
     igmpOnly(10)}

●

13 ipMRouteNextHopPkts
{ipMRouteNextHopEntr
y 11}

R/O [規格 ]NextHopに転送したパケット数。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
141



2.20　ipMRouteStdMIBグループ (IPv4 MRoute MIB)【OP-MLT】
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1
 
ipMRouteInterfaceTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRoute 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1.4
 

（2） 実装仕様

ipMRouteInterfaceTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-79　 ipMRouteInterfaceTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipMRouteInterfaceTable
{ipMRoute 4}

NA [規格 ]マルチキャストインタフェース表。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ipMRouteInterfaceEntr
y
{ipMRouteInterfaceTabl
e 1}

NA [規格 ]マルチキャストインタフェース表エントリ。
INDEX {ipMRouteInterfaceIfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ipMRouteInterfaceIfInd
ex
{ipMRouteInterfaceEntr
y 1} 

NA [規格 ]インタフェースの ifIndex値。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ipMRouteInterfaceTtl
{ipMRouteInterfaceEntr
y 2}

R/NW [規格 ]インタフェースの TTLの閾値。この値より小さい TTLのマル
チキャストデータは転送しない。すべて転送する場合は，0。
[実装 ]0固定。

●

5 ipMRouteInterfaceProto
col
{ipMRouteInterfaceEntr
y 3}

R/O [規格 ]インタフェースで動作している経路制御プロトコル。
[実装 ]規格に同じ。
    {other(1),
     pimSparseMode(8),
     igmpOnly(10)}

●

6 ipMRouteInterfaceRate
Limit
{ipMRouteInterfaceEntr
y 4}

R/NW [規格 ]インタフェースのマルチキャストデータの転送量制限。制限な
しの場合は，0。[単位：kbit/s]
DEFVAL {0}
[実装 ]0固定。

●

7 ipMRouteInterfaceInMc
astOctets
{ipMRouteInterfaceEntr
y 5}

R/O [規格 ]インタフェースで受信したマルチキャストパケットのオクテッ
ト数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ipMRouteInterfaceOut
McastOctets
{ipMRouteInterfaceEntr
y 6}

R/O [規格 ]インタフェースで送信したマルチキャストパケットのオクテッ
ト数。
[実装 ]規格に同じ。本装置が送信するマルチキャストパケットおよび
ソフトウェアによる中継処理時は加算しません。

●

9 ipMRouteInterfaceHCIn
McastOctets
{ipMRouteInterfaceEntr
y 7}

R/O [規格 ]インタフェースで受信したマルチキャストパケットのオクテッ
ト数。
ipMRouteInterfaceInMcastOctetsの 64ビット版。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ipMRouteInterfaceHCO
utMcastOctets
{ipMRouteInterfaceEntr
y 8}

R/O [規格 ]インタフェースで送信したマルチキャストパケットのオクテッ
ト数。
ipMRouteInterfaceOutMcastOctetsの 64ビット版。
[実装 ]規格に同じ。本装置が送信するマルチキャストパケットおよび
ソフトウェアによる中継処理時は加算しません。

●
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2.20.5　ipMRouteBoundaryTable

（1） 識別子
 
ipMRouteStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 83}
 
ipMRouteMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteStdMIB 1}
 
ipMRoute OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1
 
ipMRouteBoundaryTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRoute 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1.5
 

（2） 実装仕様

ipMRouteBoundaryTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-80　 ipMRouteBoundaryTableの実装仕様

2.20.6　ipMRouteScopeNameTable

（1） 識別子
 
ipMRouteStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 83}
 
ipMRouteMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteStdMIB 1}
 
ipMRoute OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1
 
ipMRouteScopeNameTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRoute 6}

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipMRouteBoundaryTabl
e
{ipMRoute 5}

NA [規格 ]マルチキャスト境界表。
[実装 ]未実装。

×

2 ipMRouteBoundaryEntr
y
{ipMRouteBoundaryTab
le 1}

NA [規格 ]マルチキャスト境界表エントリ。
INDEX {ipMRouteBoundaryIfIndex,
        ipMRouteBoundaryAddress,
        ipMRouteBoundaryAddressMask}
[実装 ]未実装。

×

3 ipMRouteBoundaryIfIn
dex
{ipMRouteBoundaryEnt
ry 1}

NA [規格 ]マルチキャスト境界が適用されるインタフェースの ifIndex
値。
[実装 ]未実装。

×

4 ipMRouteBoundaryAdd
ress
{ipMRouteBoundaryEnt
ry 2}

NA [規格 ]マルチキャスト境界のグループアドレス。
[実装 ]未実装。

×

5 ipMRouteBoundaryAdd
ressMask
{ipMRouteBoundaryEnt
ry 3}

NA [規格 ]マルチキャスト境界のグループアドレスのネットワークマス
ク。
[実装 ]未実装。

×

6 ipMRouteBoundaryStat
us
{ipMRouteBoundaryEnt
ry 4}

R/C [規格 ]RowStatus。
[実装 ]未実装。

×
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オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1.6
 

（2） 実装仕様

ipMRouteScopeNameTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-81　 ipMRouteScopeNameTableの実装仕様

2.20.7　ipMRouteEntryCount

（1） 識別子
 
ipMRouteStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 83}
 
ipMRouteMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteStdMIB 1}
 
ipMRoute OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRouteMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1
 
ipMRouteEntryCount OBJECT IDENTIFIER ::= {ipMRoute 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.83.1.1.7
 

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipMRouteScopeNameTa
ble
{ipMRoute 6}

NA [規格 ]マルチキャスト領域名表。
[実装 ]未実装。

×

2 ipMRouteScopeNameEn
try
{ipMRouteScopeNameT
able 1}

NA [規格 ]マルチキャスト領域名表エントリ。
INDEX {ipMRouteScopeNameAddress,
        ipMRouteScopeNameAddressMask,
        IMPLIED ipMRouteScopeNameLanguage}
[実装 ]未実装。

×

3 ipMRouteScopeNameAd
dress
{ipMRouteScopeNameE
ntry 1}

NA [規格 ]マルチキャスト領域のグループアドレス。
[実装 ]未実装。

×

4 ipMRouteScopeNameAd
dressMask
{ipMRouteScopeNameE
ntry 2}

NA [規格 ]マルチキャスト領域のグループアドレスのネットワークマス
ク。
[実装 ]未実装。

×

5 ipMRouteScopeNameLa
nguage
{ipMRouteScopeNameE
ntry 3}

NA [規格 ]領域名の RFC1766形式の言語情報。
[実装 ]未実装。

×

6 ipMRouteScopeNameSt
ring
{ipMRouteScopeNameE
ntry 4}

R/C [規格 ]マルチキャスト領域の名前。
[実装 ]未実装。

×

7 ipMRouteScopeNameDe
fault
{ipMRouteScopeNameE
ntry 5}

R/C [規格 ]真の場合には，指定言語での名前利用不可の場合に次言語によ
る名前を使用する。
[実装 ]未実装。

×

8 ipMRouteScopeNameSt
atus
{ipMRouteScopeNameE
ntry 6}

R/C [規格 ]RowStatus。
[実装 ]未実装。

×
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（2） 実装仕様

ipMRouteEntryCountの実装仕様を次の表に示します。

表 2-82　 ipMRouteEntryCountの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ipMRouteEntryCount
{ipMRoute 7}

R/O [規格 ]IPマルチキャスト経路表のエントリ数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.21　igmpStdMIBグループ (IGMP MIB)【【【【OP-MLT】】】】

igmpStdMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2933（October 2000）

注意事項
本MIBはマルチキャスト経路制御プロトコルとして PIM-SMを使用している場合だけ有効です。

2.21.1　igmpInterfaceTable

（1） 識別子
 
igmpStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 85}
 
igmpMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {igmpStdMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.85.1
 
igmpInterfaceTable OBJECT IDENTIFIER ::= {igmpMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.85.1.1
 

（2） 実装仕様

igmpInterfaceTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-83　 igmpInterfaceTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 igmpInterfaceTable
{igmpMIBObjects 1}

NA [規格 ]IGMPインタフェース表。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 igmpInterfaceEntry
{igmpInterfaceTable 1}

NA [規格 ]IGMPインタフェース表エントリ。
INDEX {igmpInterfaceIfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 igmpInterfaceIfIndex
{igmpInterfaceEntry 1}

NA [規格 ]IGMPインタフェースの ifIndex値。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 igmpInterfaceQueryInte
rval
{igmpInterfaceEntry 2}

R/NW [規格 ]IGMPインタフェースの Query送信周期。[単位：1秒 ]
DEFVAL {125}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 igmpInterfaceStatus
{igmpInterfaceEntry 3}

R/NW [規格 ]RowStatus（IGMPの有効化 /無効化）。
[実装 ]active(1)固定。

●

6 igmpInterfaceVersion
{igmpInterfaceEntry 4}

R/NW [規格 ]IGMPインタフェースの動作バージョン。
DEFVAL {2}
[実装 ]規格に同じ。

●

7 igmpInterfaceQuerier
{igmpInterfaceEntry 5}

R/O [規格 ]IGMPインタフェースの Querierの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 igmpInterfaceQueryMa
xResponseTime
{igmpInterfaceEntry 6}

R/NW [規格 ]IGMPインタフェースの Max Response Time値。[単位：100
ミリ秒 ]
DEFVAL {100}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 igmpInterfaceQuerierU
pTime
{igmpInterfaceEntry 7}

R/O [規格 ]IGMPインタフェースの Querierを学習してからの経過時間。
[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.21.2　igmpCacheTable

（1） 識別子
 
igmpStdMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {mib-2 85}
 
igmpMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {igmpStdMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.85.1
 
igmpCacheTable OBJECT IDENTIFIER ::= {igmpMIBObjects 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.2.1.85.1.2
 

（2） 実装仕様

igmpCacheTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-84　 igmpCacheTableの実装仕様

10 igmpInterfaceQuerierE
xpiryTime
{igmpInterfaceEntry 8}

R/O [規格 ]IGMPインタフェースの Querierの生存残時間。自装置が
Querierの場合は，0。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

11 igmpInterfaceVersion1Q
uerierTimer
{igmpInterfaceEntry 9}

R/O [規格 ]ホストの IGMPv1互換モードの残時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]未実装。

×

12 igmpInterfaceWrongVer
sionQueries
{igmpInterfaceEntry 10}

R/O [規格 ]IGMPインタフェースのバージョンと不一致な Queryを受信し
た回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 igmpInterfaceJoins
{igmpInterfaceEntry 11}

R/O [規格 ]IGMPインタフェースでグループに加入した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 igmpInterfaceProxyIfIn
dex
{igmpInterfaceEntry 12}

R/NW [規格 ]IGMP Proxyインタフェースの ifIndex値。Proxy動作をしな
い場合は，0。
DEFVAL {0}
[実装 ]0固定。

●

15 igmpInterfaceGroups
{igmpInterfaceEntry 13}

R/O [規格 ]IGMPインタフェースの加入グループ数。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 igmpInterfaceRobustnes
s
{igmpInterfaceEntry 14}

R/NW [規格 ]IGMPインタフェースの Robustness Variable値。
DEFVAL {2}
[実装 ]規格に同じ。

●

17 igmpInterfaceLastMem
bQueryIntvl
{igmpInterfaceEntry 15}

R/NW [規格 ]IGMPインタフェースの Last Member Query Interval値。[単
位：100ミリ秒 ]
DEFVAL {10}
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 igmpCacheTable
{igmpMIBObjects 2}

NA [規格 ]特定インタフェースの IGMPグループ表。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 igmpCacheEntry
{igmpCacheTable 1}

NA [規格 ]IGMPグループ表エントリ。
INDEX {igmpCacheAddress,
        igmpCacheIfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3 igmpCacheAddress
{igmpCacheEntry 1}

NA [規格 ]IGMPグループ情報のグループアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 igmpCacheIfIndex
{igmpCacheEntry 2}

NA [規格 ]IGMPグループ情報の ifIndex値。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 igmpCacheSelf
{igmpCacheEntry 3}

R/NW [規格 ]自装置がグループの一員であるか。
DEFVAL {true(1)}
[実装 ]false(2)固定。

●

6 igmpCacheLastReporter
{igmpCacheEntry 4}

R/O [規格 ]最後に受け取った Reportの送信元 IPアドレス。未受信の場
合は，"0.0.0.0"。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 igmpCacheUpTime
{igmpCacheEntry 5}

R/O [規格 ]IGMPグループ情報が生成されてからの経過時間。[単位：10
ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

8 igmpCacheExpiryTime
{igmpCacheEntry 6}

R/O [規格 ]IGMPグループ情報の生存残時間。静的グループ参加の場合は
0。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

9 igmpCacheStatus
{igmpCacheEntry 7}

R/NW [規格 ]RowStatus。
[実装 ]active(1)固定。

●

10 igmpCacheVersion1Hos
tTimer
{igmpCacheEntry 8}

R/O [規格 ]ルータの IGMPv1互換モードの残時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.22　pimMIBグループ (IPv4 PIM MIB)【【【【OP-MLT】】】】

pimMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC2934 (October 2000)

注意事項
本MIBはマルチキャスト経路制御プロトコルとして PIM-SMを使用している場合だけ有効です。

2.22.1　pimJoinPruneInterval

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimJoinPruneInterval OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.1
 

（2） 実装仕様

pimJoinPruneIntervalの実装仕様を次の表に示します。

表 2-85　pimJoinPruneIntervalの実装仕様

2.22.2　pimInterfaceTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimInterfaceTable OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.2
 

（2） 実装仕様

pimInterfaceTableの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimJoinPruneInterval
{pim 1}

R/NW [規格 ] PIM-SM Join/Pruneメッセージ送信周期のデフォルト値。[単
位：秒 ]
[実装 ] 60固定。

●
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表 2-86　pimInterfaceTableの実装仕様

2.22.3　pimNeighborTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimNeighborTable OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.3
 

（2） 実装仕様

pimNeighborTableの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimInterfaceTable
{pim 2}

NA [規格 ]PIMインタフェース表。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 pimInterfaceEntry
{pimInterfaceTable 1}

NA [規格 ]PIMインタフェース表のエントリ。
INDEX {pimInterfaceIfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 pimInterfaceIfIndex
{pimInterfaceEntry 1}

NA [規格 ]PIMインタフェースの ifIndex値。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 pimInterfaceAddress
{pimInterfaceEntry 2}

R/O [規格 ]PIMインタフェースの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 pimInterfaceNetMask
{pimInterfaceEntry 3}

R/O [規格 ]PIMインタフェースの IPアドレスのネットワークマスク。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 pimInterfaceMode
{pimInterfaceEntry 4}

R/NW [規格 ]PIMインタフェースのモード。
    {dense(1),
     sparse(2),
     sparseDense(3)}
DEFVAL {dense}
[実装 ]sparse(2)固定。

●

7 pimInterfaceDR
{pimInterfaceEntry 5}

R/O [規格 ]PIMインタフェースの Designated Routerアドレス。ポイント
-ポイント接続のインタフェースの場合は "0.0.0.0"を返す。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 pimInterfaceHelloInterv
al
{pimInterfaceEntry 6}

R/NW [規格 ]PIMインタフェースの Helloメッセージの送信周期。[単位：1
秒 ]
DEFVAL {30}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 pimInterfaceStatus
{pimInterfaceEntry 7}

R/NW [規格 ]RowStatus。
[実装 ]active(1)固定。

●

10 pimInterfaceJoinPruneI
nterval
{pimInterfaceEntry 8}

R/NW [規格 ]PIMインタフェースの Join/Pruneメッセージの送信周期。[
単位：1秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

11 pimInterfaceCBSRPrefe
rence
{pimInterfaceEntry 9}

R/NW [規格 ]BSR候補としてのこのインタフェースのプリファレンス値。
BSR候補でない場合は -1。
DEFVAL {0}
[実装 ]-1固定。

●
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表 2-87　pimNeighborTableの実装仕様

2.22.4　pimIpMRouteTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimIpMRouteTable OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.4
 

（2） 実装仕様

pimIpMRouteTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-88　pimIpMRouteTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimNeighborTable
{pim 3}

NA [規格 ]PIM隣接ルータ表。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 pimNeighborEntry
{pimNeighborTable 1}

NA [規格 ]PIM隣接ルータ表エントリ。
INDEX {pimNeighborAddress}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 pimNeighborAddress
{pimNeighborEntry 1}

NA [規格 ]PIM隣接ルータの IPアドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 pimNeighborIfIndex
{pimNeighborEntry 2}

R/O [規格 ]PIM隣接ルータに至るインタフェースの ifIndex値。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 pimNeighborUpTime
{pimNeighborEntry 3}

R/O [規格 ]PIM隣接ルータを学習してからの経過時間。[単位：10ミリ秒
]
[実装 ]規格に同じ。

●

6 pimNeighborExpiryTim
e
{pimNeighborEntry 4}

R/O [規格 ]PIM隣接ルータの生存残時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

7 pimNeighborMode
{pimNeighborEntry 5}

R/O [規格 ]PIM隣接ルータの PIMモード。
    {dense(1),
     sparse(2)}
[実装 ]sparse(2)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimIpMRouteTable
{pim 4}

NA [規格 ]PIM経路表。
[実装 ]未実装。

×

2 pimIpMRouteEntry
{pimIpMRouteTable 1}

NA [規格 ]PIM経路表エントリ
INDEX {ipMRouteGroup,
        ipMRouteSource,
        ipMRouteSourceMask}
[実装 ]未実装。

×
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2.22.5　pimRPTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimRPTable    OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.5
 

（2） 実装仕様

pimRPTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-89　pimRPTableの実装仕様

3 pimIpMRouteUpstream
AssertTimer
{pimIpMRouteEntry 1}

R/O [規格 ]上流に対する Assertタイマの残時間。Assertタイマ未動作の
場合は，0。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]未実装。

×

4 pimIpMRouteAssertMet
ric
{pimIpMRouteEntry 2}

R/O [規格 ]上流からの Assert winnerのメトリック値。Assert状態でな
い場合は，0。
[実装 ]未実装。

×

5 pimIpMRouteAssertMet
ricPref
{pimIpMRouteEntry 3}

R/O [規格 ]上流からの Assert winnerのプリファレンス値。Assert状態
でない場合は，0。
[実装 ]未実装。

×

6 pimIpMRouteAssertRP
TBit
{pimIpMRouteEntry 4}

R/O [規格 ]上流からの Assert winnerの RPTビットの値。Assert状態で
ない場合は false(2)。
[実装 ]未実装。

×

7 pimIpMRouteFlags
{pimIpMRouteEntry 5}

R/O [規格 ]RPTと SPTビットの値。
    {rpt(0),
     spt(1)}
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimRPTable
{pim 5}

NA [規格 ]PIM version1用の RP情報表。
[実装 ]未実装。

×

2 pimRPEntry
{pimRPTable 1}

NA [規格 ]RP情報表エントリ。
INDEX {pimRPGroupAddress,
        pimRPAddress}
[実装 ]未実装。

×

3 pimRPGroupAddress
{pimRPEntry 1}

NA [規格 ]RPが対象とするグループアドレス。
[実装 ]未実装。

×

4 pimRPAddress
{pimRPEntry 2}

NA [規格 ]RPの IPアドレス。
[実装 ]未実装。

×

5 pimRPState
{pimRPEntry 3}

R/O [規格 ]RPの状態。
    {up(1),
     down(2)}
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.22.6　pimRPSetTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimRPSetTable  OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.6
 

（2） 実装仕様

pimRPSetTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-90　pimRPSetTableの実装仕様

6 pimRPStateTimer
{pimRPEntry 4}

R/O [規格 ]RP状態の変更までの残時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]未実装。

×

7 pimRPLastChange
{pimRPEntry 5}

R/O [規格 ]RP状態の最終更新からの経過時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]未実装。

×

8 pimRPRowStatus
{pimRPEntry 6}

R/C [規格 ]RowStatus。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimRPSetTable
{pim 6}

NA [規格 ]RP候補情報表。BSRの場合は
PIM-Candidate-Advertisementメッセージからの情報，BSR以外の
場合は RP-setメッセージからの情報を出力する。
[実装 ]未実装。

×

2 pimRPSetEntry
{pimRPSetTable 1}

NA [規格 ]RP候補情報表エントリ。
INDEX {pimRPSetComponent,
        pimRPSetGroupAddress,
        pimRPSetGroupMask,
        pimRPSetAddress}
[実装 ]未実装。

×

3 pimRPSetGroupAddress
{pimRPSetEntry 1}

NA [規格 ]RP候補が対象とするグループアドレス。
[実装 ]未実装。

×

4 pimRPSetGroupMask
{pimRPSetEntry 2}

NA [規格 ]RP候補が対象とするグループアドレスのネットワークマスク。
[実装 ]未実装。

×

5 pimRPSetAddress
{pimRPSetEntry 3}

NA [規格 ]RP候補の IPアドレス。
[実装 ]未実装。

×

6 pimRPSetHoldTime
{pimRPSetEntry 4}

R/O [規格 ]RP候補を学習してからの経過時間。BSR以外の場合は，0。[
単位：1秒 ]
[実装 ]未実装。

×

7 pimRPSetExpiryTime
{pimRPSetEntry 5}

R/O [規格 ]RP候補の生存残時間。BSR以外の場合は，0。[単位：10ミ
リ秒 ]
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.22.7　pimIpMRouteNextHopTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimIpMRouteNextHopTable  OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.7
 

（2） 実装仕様

pimIpMRouteNextHopTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-91　pimIpMRouteNextHopTableの実装仕様

2.22.8　pimCandidateRPTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimCandidateRPTable OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.11
 

8 pimRPSetComponent
{pimRPSetEntry 6}

NA [規格 ]コンポーネントを一意に識別する番号。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimIpMRouteNextHopT
able
{pim 7}

NA [規格 ]PIM経路の NextHop（次送信先）表
[実装 ]未実装。

×

2 pimIpMRouteNextHopE
ntry
{pimIpMRouteNextHop
Table 1}

NA [規格 ]PIM経路の NextHop表エントリ。
INDEX {ipMRouteNextHopGroup,
        ipMRouteNextHopSource,
        ipMRouteNextHopSourceMask,
        ipMRouteNextHopIfIndex,
        ipMRouteNextHopAddress}
[実装 ]未実装。

×

3 pimIpMRouteNextHopP
runeReason
{pimIpMRouteNextHop
Entry 2}

R/O [規格 ]下流インタフェースが pruneになった理由を表す。
    {other(1),
     prune(2),
     assert(3)}
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

pimCandidateRPTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-92　pimCandidateRPTableの実装仕様

2.22.9　pimComponentTable

（1） 識別子
 
pimMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 61}
 
pimMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIB 1}
 
pim OBJECT IDENTIFIER ::= {pimMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1
 
pimComponentTable  OBJECT IDENTIFIER ::= {pim 12}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.61.1.1.12
 

（2） 実装仕様

pimComponentTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-93　pimComponentTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimCandidateRPTable
{pim 11}

NA [規格 ]RP候補のときに広告するグループ情報表。
[実装 ]未実装。

×

2 pimCandidateRPEntry
{pimCandidateRPTable 
1}

NA [規格 ]広告するグループ情報表エントリ。
INDEX {pimCandidateRPGroupAddress,
        pimCandidateRPGroupMask}
[実装 ]未実装。

×

3 pimCandidateRPGroup
Address
{pimCandidateRPEntry 
1}

NA [規格 ]広告するグループアドレス。
[実装 ]未実装。

×

4 pimCandidateRPGroup
Mask
{pimCandidateRPEntry 
2}

NA [規格 ]広告するグループアドレスのネットワークマスク。
[実装 ]未実装。

×

5 pimCandidateRPAddres
s
{pimCandidateRPEntry 
3}

R/C [規格 ]広告する RPの IPアドレス。
[実装 ]未実装。

×

6 pimCandidateRPRowSt
atus
{pimCandidateRPEntry 
4}

R/C [規格 ]RowStatus。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 pimComponentTable
{pim 12}

NA [規格 ]PIMドメインを特定するコンポーネント表。
[実装 ]未実装。

×
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2 pimComponentEntry
{pimComponentTable 1}

NA [規格 ]コンポーネント表エントリ。
INDEX {pimComponentIndex}
[実装 ]未実装。

×

3 pimComponentIndex
{pimComponentEntry 1}

NA [規格 ]コンポーネントを一意に識別する番号。PIMドメインが単独
の場合は，1。
[実装 ]未実装。

×

4 pimComponentBSRAdd
ress
{pimComponentEntry 2}

R/O [規格 ]BSRの IPアドレス。
[実装 ]未実装。

×

5 pimComponentBSRExpi
ryTime
{pimComponentEntry 3}

R/O [規格 ]BSRの生存残時間。[単位：10ミリ秒 ]
[実装 ]未実装。

×

6 pimComponentCRPHol
dTime
{pimComponentEntry 4}

R/C [規格 ]コンポーネントを学習してからの経過時間。自装置が RP候補
でない場合は，0。[単位：1秒 ]
DEFVAL {0}
[実装 ]未実装。

×

7 pimComponentStatus
{pimComponentEntry 5}

R/C [規格 ]RowStatus。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.23　ospfv3MIBグループ (OSPFv3 MIB)
【【【【OP-OSPF(AX5400S)】】】】

ospfv3MIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• draft-ietf-ospf-ospfv3-mib-03.txt (November 2000))

2.23.1　ospfv3GeneralGroup

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3GeneralGroup OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.1

（2） 実装仕様

ospfv3GeneralGroupの実装仕様を次の表に示します。

表 2-94　 ospfv3GeneralGroupの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3RouterId
{ospfv3GeneralGroup 1}

R/NW [規格 ]自律システム内のルータ識別子。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

2 ospfv3AdminStat
{ospfv3GeneralGroup 2}

R/NW [規格 ]ルータの OSPFv3管理状態。
    {enabled(1),
     disabled(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

3 ospfv3VersionNumber
{ospfv3GeneralGroup 3}

R/O [規格 ]OSPFv3プロトコルのバージョン番号。
[実装 ]規格に同じ (version3固定 )。

●

4 ospfv3AreaBdrRtrStatu
s
{ospfv3GeneralGroup 4}

R/O [規格 ]そのルータがエリアボーダルータかどうかを示します。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3ASBdrRtrStatus
{ospfv3GeneralGroup 5}

R/NW [規格 ]そのルータが ASバウンダリルータかどうかを示します。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ospfv3AsScopeLsaCount
{ospfv3GeneralGroup 6}

R/O [規格 ]リンク状態データベース (LSDB)中の外部リンク状態広告
(LSA)の数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfv3AsScopeLsaCksu
mSum
{ospfv3GeneralGroup 7}

R/O [規格 ]LSDB中の AsScopeLSAの LSチェックサムの合計。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfv3OriginateNewLsa
s
{ospfv3GeneralGroup 8}

R/O [規格 ]生成された新しい LSAの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfv3RxNewLsas
{ospfv3GeneralGroup 9}

R/O [規格 ]新しい情報を持った LSAを受信した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●
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注※　拡張機能未サポートのため，未実装です。

2.23.2　ospfv3AreaTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3AreaTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.2

（2） 実装仕様

ospfv3AreaTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-95　 ospfv3AreaTableの実装仕様

10 ospfv3ExtAreaLsdbLimi
t
{ospfv3GeneralGroup 
10}

R/NW [規格 ]LSDB内に格納できる AS外部 LSAの最大エントリ数。-1の
場合，制限なし。
[実装 ]-1固定。ただし，Read_Onlyです。

●

11 ospfv3MulticastExtensi
ons
{ospfv3GeneralGroup 
11}

R/NW [規格 ]マルチキャスト拡張版 OSPFv3のマルチキャストフォワー
ディングアルゴリズムをビットマップ値で示す。0は，マルチキャス
トフォワーディング非サポート。
[実装 ]マルチキャストフォワーディング非サポート (0)固定。ただ
し，Read_Onlyです。

●

12 ospfv3ExitOverflowInte
rval
{ospfv3GeneralGroup 
12}

R/NW [規格 ]ルータがオーバフローステータスになるまでの時間。[単位：
秒 ]
[実装 ]未実装。※

×

13 ospfv3DemandExtensio
ns
{ospfv3GeneralGroup 
13}

R/NW [規格 ]このルータでの Demandルーティングのサポート。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ]false(2)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

14 ospfv3TrafficEngineerin
gSupport
{ospfv3GeneralGroup 
14}

R/NW [規格 ]このルータでのトラフィックエンジニアリング拡張のサポー
ト。
    {true(1),
     false(2)}
[実装 ] false(2)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3AreaTable
{ospfv3 2}

NA [規格 ]ルータが接続する各エリアに関する情報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfv3AreaEntry
{ospfv3AreaTable 1}

NA [規格 ]各エリアの情報リスト。
INDEX {ospfv3AreaId}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3AreaId
{ospfv3AreaEntry 1}

R/O [規格 ]エリアを識別する番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※　NSSA未サポートのため，未実装です。

2.23.3　ospfv3AsLsdbTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3AsLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.3

4 ospfv3ImportAsExtern
{ospfv3AreaEntry 2}

R/NW [規格 ]そのルータが AS外部リンク状態広告 (LSA)の取り込みを行う
かどうかのフラグ。
    {importExternal (1),
     importNoExternal (2),
     importNssa (3)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

5 ospfv3SpfRuns
{ospfv3AreaEntry 3}

R/O [規格 ]このエリアのリンク状態データベース (LSDB)を使用してエリ
ア内ルートが計算された回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfv3AreaBdrRtrCount
{ospfv3AreaEntry 4}

R/O [規格 ]このエリア内で到達できるエリアボーダルータの合計数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfv3AsBdrRtrCount
{ospfv3AreaEntry 5}

R/O [規格 ]このエリア内で到達できる ASバウンダリルータの合計数。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfv3AreaScopeLsaCo
unt
{ospfv3AreaEntry 6}

R/O [規格 ]このエリアの LSDB中の AreaScope LSAの数。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfv3AreaScopeLsaCks
umSum
{ospfv3AreaEntry 7}

R/O [規格 ]このエリアの LSDB中の AreaScopeLSAの LSチェックサム
の合計。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfv3AreaSummary
{ospfv3AreaEntry 8}

R/NW [規格 ]エリアへのサマリー LSAのインポート制御に関する変数値。
    {noAreaSummary(1),
     sendAreaSummary(2)}
[実装 ]sendAreaSummary(2)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

11 ospfv3AreaStatus
{ospfv3AreaEntry 9}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

12 ospfv3StubMetric
{ospfv3AreaEntry 10}

R/NW [規格 ]Stubまたは NSSAエリアに広告するデフォルトルートメト
リック値。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

13 ospfv3AreaNssaTransla
torRole
{ospfv3AreaEntry 11}

R/NW [規格 ]NSSAボーダルータの NSSAトランスレータとしての役割。
[実装 ]未実装。※

×

14 ospfv3AreaNssaTransla
torState
{ospfv3AreaEntry 12}

R/O [規格 ]NSSAトランスレータの状態。
[実装 ]未実装。※

×

15 ospfv3AreaNssaTransla
torStabilityInterval
{ospfv3AreaEntry 13}

R/NW [規格 ]NSSAトランスレータの Stability Interval。
[実装 ]未実装。※

×

16 ospfv3AreaNssaTransla
torEvents
{ospfv3AreaEntry 14}

R/O [規格 ]NSSAトランスレータのイベント数。
[実装 ]未実装。※

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

ospfv3AsLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-96　 ospfv3AsLsdbTableの実装仕様

2.23.4　ospfv3AreaLsdbTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3AreaLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.4

（2） 実装仕様

ospfv3AreaLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-97　 ospfv3AreaLsdbTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3AsLsdbTable
{ospfv3 3}

NA [規格 ]OSPFv3の AS Scopeリンク状態データベースに関する情報を
格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfv3AsLsdbEntry
{ospfv3AsLsdbTable 1}

NA [規格 ]リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX 
{ospfv3AsLsdbType,ospfv3AsLsdbRouterId,ospfv3AsLsdbLsid}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3AsLsdbType
{ospfv3AsLsdbEntry 1}

R/O [規格 ]LSAのタイプ。
    {asExternal(0x4005)}
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfv3AsLsdbRouterId
{ospfv3AsLsdbEntry 2}

R/O [規格 ]LSAを生成したルータの ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3AsLsdbLsid
{ospfv3AsLsdbEntry 3}

R/O [規格 ]個々の LSAを識別する ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfv3AsLsdbSequence
{ospfv3AsLsdbEntry 4}

R/O [規格 ]LSAのシーケンス番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfv3AsLsdbAge
{ospfv3AsLsdbEntry 5}

R/O [規格 ]この LSAが生成されてからの経過時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfv3AsLsdbChecksum
{ospfv3AsLsdbEntry 6}

R/O [規格 ]この LSAのチェックサム。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfv3AsLsdbAdvertise
ment
{ospfv3AsLsdbEntry 7}

R/O [規格 ]ヘッダを含む LSAの全体。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3AreaLsdbTable
{ospfv3 4}

NA [規格 ]OSPFv3の AreaScopeリンク状態データベースに関する情報
を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.23.5　ospfv3LinkLsdbTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3LinkLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.5

（2） 実装仕様

ospfv3LinkLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

2 ospfv3AreaLsdbEntry
{ospfv3AreaLsdbTable 
1}

NA [規格 ]リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX {ospfv3AreaLsdbAreaId,
       ospfv3AreaLsdbType,
       ospfv3AreaLsdbRouterId,
       ospfv3AreaLsdbLsid}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3AreaLsdbAreaId
{ospfv3AreaLsdbEntry 
1}

R/O [規格 ]この LSAの受信元エリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfv3AreaLsdbType
{ospfv3AreaLsdbEntry 
2}

R/O [規格 ]LSAのタイプ。
    {ルータ (8193=0x2001),
     ネットワーク (8194=0x2002),
     interAreaPrefix(8195=0x2003),
     interAreaRouter(8196=0x2004),
     マルチキャスト (8198=0x2006),
     nssa外部リンク (8199=0x2007),
     intraAreaPrefix(8201=0x2009)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3AreaLsdbRouterI
d
{ospfv3AreaLsdbEntry 
3}

R/O [規格 ]LSAを生成したルータの ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfv3AreaLsdbLsid
{ospfv3AreaLsdbEntry 
4}

R/O [規格 ]個々の LSAを識別する ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfv3AreaLsdbSequenc
e
{ospfv3AreaLsdbEntry 
5}

R/O [規格 ]LSAのシーケンス番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfv3AreaLsdbAge
{ospfv3AreaLsdbEntry 
6}

R/O [規格 ]この LSAが生成されてからの経過時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfv3AreaLsdbChecks
um
{ospfv3AreaLsdbEntry 
7}

R/O [規格 ]この LSAのチェックサム。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfv3AreaLsdbAdverti
sement
{ospfv3AreaLsdbEntry 
8}

R/O [規格 ]ヘッダを含む LSAの全体。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 2-98　 ospfv3LinkLsdbTableの実装仕様

2.23.6　ospfv3IfTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3IfTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.7

（2） 実装仕様

ospfv3IfTableの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3LinkLsdbTable
{ospfv3 5}

NA [規格 ]OSPFv3の LinkScopeリンク状態データベースに関する情報を
格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfv3LinkLsdbEntry
{ospfv3LinkLsdbTable 
1}

NA [規格 ]リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX {ospfv3LinkLsdbIfIndex,
       ospfv3LinkLsdbType,
       ospfv3LinkLsdbRouterId,
       ospfv3LinkLsdbLsid}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3LinkLsdbIfIndex
{ospfv3LinkLsdbEntry 
1}

R/O [規格 ]LSAを受信したリンクの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfv3LinkLsdbType
{ospfv3LinkLsdbEntry 
2}

R/O [規格 ]LSAのタイプ。
    {Link(0x0008)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3LinkLsdbRouterI
d
{ospfv3LinkLsdbEntry 
3}

R/O [規格 ]LSAを生成したルータの ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfv3LinkLsdbLsid
{ospfv3LinkLsdbEntry 
4}

R/O [規格 ]個々の LSAを識別する ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfv3LinkLsdbSequenc
e
{ospfv3LinkLsdbEntry 
5}

R/O [規格 ]LSAのシーケンス番号。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfv3LinkLsdbAge
{ospfv3LinkLsdbEntry 
6}

R/O [規格 ]この LSAが生成されてからの経過時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfv3LinkLsdbChecks
um
{ospfv3LinkLsdbEntry 
7}

R/O [規格 ]この LSAのチェックサム。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfv3LinkLsdbAdverti
sement
{ospfv3LinkLsdbEntry 
8}

R/O [規格 ]ヘッダを含む LSAの全体。
[実装 ]規格に同じ。

●
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表 2-99　 ospfv3IfTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3IfTable
{ospfv3 7}

NA [規格 ]ルータが接続する各インタフェースの情報を格納するテーブ
ル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfv3IfEntry
{ospfv3IfTable 1}

NA [規格 ]ルータが接続する各インタフェースの情報を格納するリスト。
INDEX {ospfv3IfIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3IfIndex
{ospfv3IfEntry 1}

R/O [規格 ]この OSPFv3インタフェースのインタフェース Index。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfv3IfAreaId
{ospfv3IfEntry 2}

R/NW [規格 ]このインタフェースが接続しているエリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

5 ospfv3IfType
{ospfv3IfEntry 3}

R/NW [規格 ]インタフェースタイプ。
    {ブロードキャスト (1),
     ノンブロードキャスト (2),
     Point-Point(3),
     Point-Multipoint(5)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ospfv3IfAdminStat
{ospfv3IfEntry 4}

R/NW [規格 ]インタフェースの管理状態。
    {enabled(1),
      disabled(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ospfv3IfRtrPriority
{ospfv3IfEntry 5}

R/NW [規格 ]このインタフェースのプライオリティ。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfv3IfTransitDelay
{ospfv3IfEntry 6}

R/NW [規格 ]このインタフェース上でリンク状態更新パケットを送信するの
に必要とされる時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ospfv3IfRetransInterval
{ospfv3IfEntry 7}

R/NW [規格 ]リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

10 ospfv3IfHelloInterval
{ospfv3IfEntry 8}

R/NW [規格 ]Helloパケットの送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

11 ospfv3IfRtrDeadInterva
l
{ospfv3IfEntry 9}

R/NW [規格 ]Helloパケットの最大許容受信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

12 ospfv3IfPollInterval
{ospfv3IfEntry 10}

R/NW [規格 ]非ブロードキャスト多重アクセスネットワーク上の，不活動隣
接局への Helloパケット送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

13 ospfv3IfState
{ospfv3IfEntry 11}

R/O [規格 ]インタフェースの状態。
    {down(1),
     loopback(2),
     waiting(3),
     PtoP(4),
     DR(5),
     BDR(6),
     other(7)}
[実装 ]規格に同じ。

●

14 ospfv3IfDesignatedRout
er
{ospfv3IfEntry 12}

R/O [規格 ]ディジグネーテッドルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

15 ospfv3IfBackupDesigna
tedRouter
{ospfv3IfEntry 14}

R/O [規格 ]バックアップディジグネーテッドルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●
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2.23.7　ospfv3VirtIfTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3VirtIfTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 8}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.8

（2） 実装仕様

ospfv3VirtIfTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-100　 ospfv3VirtIfTableの実装仕様

16 ospfv3IfEvents
{ospfv3IfEntry 15}

R/O [規格 ]このインタフェースで状態が変わったか，エラーが発生した回
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

17 ospfv3IfStatus
{ospfv3IfEntry 17}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

18 ospfv3IfMulticastForwa
rding
{ospfv3IfEntry 18}

R/NW [規格 ]このインタフェースでマルチキャストする方法。
    {blocked(1),
     multicast(2),
     unicast(3)}
[実装 ]blocked(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

19 ospfv3IfDemand
{ospfv3IfEntry 19}

R/NW [規格 ]このインタフェースで Demand OSPFv3手順を行うかどうか
を示します。
    {true(1),
      false(2)}
[実装 ]false(2)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

20 ospfv3IfMetricValue
{ospfv3IfEntry 20}

R/NW [規格 ]このインタフェースのメトリック。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

21 ospfv3IfLinkScopeLsaC
ount
{ospfv3IfEntry 21}

R/O [規格 ]リンク状態データベース (LSDB)中の LinkScopeリンク状態広
告 (LSA)の数。
[実装 ]規格に同じ。

●

22 ospfv3IfLinkLsaCksum
Sum
{ospfv3IfEntry 22}

R/O [規格 ]LSDB中の LinkScope LSAの LSチェックサムの合計。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 ospfv3IfInstId
{ospfv3IfEntry 23}

R/NW [規格 ]この OSPFv3インタフェースの InstanceID。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3VirtIfTable
{ospfv3 8}

NA [規格 ]ルータが接続する仮想リンクのインタフェース情報を格納する
テーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfv3VirtIfEntry
{ospfv3VirtIfTable 1}

NA [規格 ]各仮想リンクのインタフェース情報リスト。
INDEX {ospfv3VirtIfAreaId,
       ospfv3VirtIfNeighbor}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3VirtIfAreaId
{ospfv3VirtIfEntry 1}

R/O [規格 ]その仮想リンクが通過するエリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.23.8　ospfv3NbrTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}
 
ospfv3NbrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 9}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.9

（2） 実装仕様

ospfv3NbrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-101　 ospfv3NbrTableの実装仕様

4 ospfv3VirtIfNeighbor
{ospfv3VirtIfEntry 2}

R/O [規格 ]仮想の隣接ルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3VirtIfIndex
{ospfv3VirtIfEntry 3}

R/NW [規格 ]このインタフェースのインタフェース Index。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

6 ospfv3VirtIfTransitDela
y
{ospfv3VirtIfEntry 4}

R/NW [規格 ]このインタフェース上でリンク状態更新パケットを送信するの
に必要とされる時間。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ospfv3VirtIfRetransInte
rval
{ospfv3VirtIfEntry 5}

R/NW [規格 ]リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfv3VirtIfHelloInterv
al
{ospfv3VirtIfEntry 6}

R/NW [規格 ]Helloパケットの送信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ospfv3VirtIfRtrDeadInt
erval
{ospfv3VirtIfEntry 7}

R/NW [規格 ]Helloパケットの最大許容受信間隔。[単位：秒 ]
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

10 ospfv3VirtIfState
{ospfv3VirtIfEntry 8}

R/O [規格 ]インタフェースの状態。
    {down(1),
     PtoP(4)}
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ospfv3VirtIfEvents
{ospfv3VirtIfEntry 9}

R/O [規格 ]このインタフェースで状態が変わったか，エラーが発生した回
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ospfv3VirtIfStatus
{ospfv3VirtIfEntry 10}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

13 ospfv3VirtIfLinkScopeL
saCount
{ospfv3VirtIfEntry 11}

R/O [規格 ]リンク状態データベース (LSDB)中の LinkScopeリンク状態
広告 (LSA)の数。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 ospfv3VirtIfLinkLsaCks
umSum
{ospfv3VirtIfEntry 12}

R/O [規格 ]LSDB中の LinkScope LSAの LSチェックサムの合計。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3NbrTable
{ospfv3 9}

NA [規格 ]仮想ではない隣接局の情報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※　NBMA未サポートのため，未実装です。

2.23.9　ospfv3VirtNbrTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}

2 ospfv3NbrEntry
{ospfv3NbrTable 1}

NA [規格 ]各隣接局の情報リスト。
INDEX {ospfv3NbrIfIndex,
        ospfv3NbrIpv6Addr}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3NbrIfIndex
{ospfv3NbrEntry 1}

R/O [規格 ]隣接ルータが接続しているリンクの Local LinkID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfv3NbrIpv6Addr
{ospfv3NbrEntry 2}

R/O [規格 ]隣接ルータの IPv6アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3NbrRtrId
{ospfv3NbrEntry 3}

R/O [規格 ]隣接ルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfv3NbrOptions
{ospfv3NbrEntry 4}

R/O [規格 ]隣接ルータのオプションフィールド。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfv3NbrPriority
{ospfv3NbrEntry 5}

R/NW [規格 ]隣接ルータのプライオリティ。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfv3NbrState
{ospfv3NbrEntry 6}

R/O [規格 ]この隣接ルータとの関係を表す状態。
    {down(1),
     attempt(2),
     init(3),
     twoWay(4),
     exchangeStart(5),
     exchange(6),
     loading(7),
     full(8)}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfv3NbrEvents
{ospfv3NbrEntry 7}

R/O [規格 ]隣接ルータとの関係で，状態が変わったか，エラーが発生した
回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfv3NbrLsRetransQL
en
{ospfv3NbrEntry 8}

R/O [規格 ]再送キューの現在の長さ。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ospfv3NbmaNbrStatus
{ospfv3NbrEntry 9}

R/NW [規格 ]このエントリの有効 /無効を示します。
[実装 ]未実装。※

×

12 ospfv3NbmaNbrPerman
ence
{ospfv3NbrEntry 10}

R/O [規格 ]隣接ルータを認識した方法。
    {dynamic(1)
     permanent(2)}
[実装 ]未実装。※

×

13 ospfv3NbrHelloSuppres
sed
{ospfv3NbrEntry 11}

R/O [規格 ]Helloが隣接に抑止されているかを示します。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 ospfv3NbrIfId
{ospfv3NbrEntry 12}

R/O [規格 ]隣接がこのリンクに Helloパケットで広告している Interface 
ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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ospfv3VirtNbrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 10}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.10

（2） 実装仕様

ospfv3VirtNbrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-102　 ospfv3VirtNbrTableの実装仕様

2.23.10　ospfv3AreaAggregateTable

（1） 識別子
 
ospfv3MIB OBJECT IDENTIFIER ::= {experimental 102}
ospfv3    OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3MIB 1}

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3VirtNbrTable
{ospfv3 10}

NA [規格 ]仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfv3VirtNbrEntry
{ospfv3VirtNbrTable 1}

NA [規格 ]各仮想隣接ルータの情報リスト。
INDEX {ospfv3VirtNbrArea, ospfv3VirtNbrRtrId}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3VirtNbrArea
{ospfv3VirtNbrEntry 1}

R/O [規格 ]通過するエリアのエリア ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfv3VirtNbrRtrId
{ospfv3VirtNbrEntry 2}

R/O [規格 ]仮想隣接ルータのルータ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3VirtNbrIfIndex
{ospfv3VirtNbrEntry 3}

R/O [規格 ]隣接ルータが接続しているリンクの Local LinkID。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfv3VirtNbrIpv6Addr
{ospfv3VirtNbrEntry 4}

R/O [規格 ]仮想隣接ルータの IPv6アドレス。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 ospfv3VirtNbrOptions
{ospfv3VirtNbrEntry 5}

R/O [規格 ]仮想隣接ルータのオプションフィールド。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 ospfv3VirtNbrState
{ospfv3VirtNbrEntry 6}

R/O [規格 ]この仮想隣接ルータとの関係を表す状態。
    {down(1),
     attempt(2),
     init(3),
     twoWay(4),
     exchangeStart(5),
     exchange(6),
     loading(7),
     full(8)}
[実装 ]規格に同じ。

●

9 ospfv3VirtNbrEvents
{ospfv3VirtNbrEntry 7}

R/O [規格 ]この仮想リンクの状態が変わったか，エラーが発生した回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

10 ospfv3VirtNbrLsRetran
sQLen
{ospfv3VirtNbrEntry 8}

R/O [規格 ]再送キューの現在の長さ。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 ospfv3VirtNbrHelloSup
pressed
{ospfv3VirtNbrEntry 9}

R/O [規格 ]Helloが隣接に抑止されているかを示します。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 ospfv3VirtNbrIfId
{ospfv3VirtNbrEntry 10}

R/O [規格 ]隣接がこのリンクに Helloパケットで広告している
InterfaceID。
[実装 ]規格に同じ。

●
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ospfv3AreaAggregateTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ospfv3 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.3.102.1.11

（2） 実装仕様

ospfv3AreaAggregateTableの実装仕様を次の表に示します。

表 2-103　 ospfv3AreaAggregateTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ospfv3AreaAggregateTa
ble
{ospfv3 11}

NA [規格 ]Prefixと Prefix lengthを対として指定した IPv6 Prefixのテー
ブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 ospfv3AreaAggregateEn
try
{ospfv3AreaAggregateT
able 1}

NA [規格 ]Prefixと Prefix lengthを対として指定した IPv6 Prefixのリス
ト。
INDEX {ospfv3AreaAggregateAreaID,
       ospfv3AreaAggregateAreaLsdbType,
       ospfv3AreaAggregateIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 ospfv3AreaAggregateAr
eaID
{ospfv3AreaAggregateE
ntry 1}

R/O [規格 ]アドレス集約したエリア。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 ospfv3AreaAggregateAr
eaLsdbType
{ospfv3AreaAggregateE
ntry 2}

R/O [規格 ]アドレス集約のタイプ。このエントリは，このアドレス集約に
適用されるリンク状態データベース (LSDB)のタイプを示します。
    {interAreaPrefixLsa(0x2003),
     nssaExternalLsa(0x2007)}
[実装 ]規格に同じ。

●

5 ospfv3AreaAggregateIn
dex
{ospfv3AreaAggregateE
ntry 3}

R/O [規格 ]アグリゲートテーブルの識別子。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 ospfv3AreaAggregatePr
efix
{ospfv3AreaAggregateE
ntry 4}

R/NW [規格 ]IPv6 Prefix。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

7 ospfv3AreaAggregatePr
efixLen
{ospfv3AreaAggregateE
ntry 5}

R/NW [規格 ]IPv6 Prefix長。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 ospfv3AreaAggregateSt
atus
{ospfv3AreaAggregateE
ntry 6}

R/NW [規格 ]このエントリのステータスを示します。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

9 ospfv3AreaAggregateEff
ect
{ospfv3AreaAggregateE
ntry 7}

R/NW [規格 ]範囲に包括されるサブネットが集約アドレスを広告する契機と
なるか，エリア外に広告されないサブネットとなるかを示します。
    {advertiseMatching(1),
     doNotAdvertiseMatching(2)}
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

168



2.24　IEEE8023-LAG-MIBグループ
2.24　IEEE8023-LAG-MIBグループ

IEEE8023-LAG-MIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• IEEE8023-LAG-MIB.txt

2.24.1　dot3adAggグループ

（1） 識別子
 
member-body   OBJECT IDENTIFIER ::= {iso 2}
us            OBJECT IDENTIFIER ::= {member-body 840}
ieee802dot3   OBJECT IDENTIFIER ::= {us 10006}
snmpmibs      OBJECT IDENTIFIER ::= {ieee802dot3 300}
lagMIB        OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpmibs 43}
lagMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {lagMIB 1}
 
dot3adAgg OBJECT IDENTIFIER ::= {lagMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.2.840.10006.300.43.1.1

（2） 実装仕様

dot3adAggグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-104　dot3adAggグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot3adAggTable
{dot3adAgg 1}

NA [規格 ]このシステムで Aggregatorに関するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 dot3adAggEntry
{dot3adAggTable 1}

NA [規格 ]Aggregatorパラメータのリスト。
INDEX {ifIndex}
[実装 ]規格に同じ。

●

3 dot3adAggIndex
{dot3adAggEntry 1}

NA [規格 ]このインタフェースを識別するための番号。
[実装 ]規格と同じ。

●

4 dot3adAggMACAddress
{dot3adAggEntry 2}

R/O [規格 ]Aggregatorに割り当てられたMACアドレス。
[実装 ]規格と同じ。

●

5 dot3adAggActorSystem
Priority
{dot3adAggEntry 3}

R/NW [規格 ]Actorのシステム IDに関連したプライオリティ値。
[実装 ]規格と同じ。

●

6 dot3adAggActorSystem
ID
{dot3adAggEntry 4}

R/NW [規格 ]システムに対してユニークな識別子。
[実装 ]規格と同じ。

●

7 dot3adAggAggregateOr
Individual
{dot3adAggEntry 5}

R/O [規格 ]Aggregatorが Link Aggregationを行っているか，個々のリン
クとして取り扱っているかを示す。
[実装 ]規格と同じ。

●

8 dot3adAggActorAdmin
Key
{dot3adAggEntry 6}

R/O [規格 ]Aggregatorに対する現在の管理上の Keyの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

9 dot3adAggActorOperKe
y
{dot3adAggEntry 7}

R/O [規格 ]Aggregatorに対する現在の操作上の Keyの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

10 dot3adAggPartnerSyste
mID
{dot3adAggEntry 8}

R/O [規格 ] Aggregatorの現在のプロトコルパートナーに対するユニーク
な識別子であり，MACアドレス。
[実装 ]規格と同じ。

●
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2.24.2　dot3adAggPortグループ

（1） 識別子
 
member-body   OBJECT IDENTIFIER ::= {iso 2}
us            OBJECT IDENTIFIER ::= {member-body 840}
ieee802dot3   OBJECT IDENTIFIER ::= {us 10006}
snmpmibs      OBJECT IDENTIFIER ::= {ieee802dot3 300}
lagMIB        OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpmibs 43}
lagMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {lagMIB 1}
 
dot3adAggPort OBJECT IDENTIFIER ::= {lagMIBObjects 2}
オブジェクトID値　1.2.840.10006.300.43.1.2

（2） 実装仕様

dot3adAggPortグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-105　dot3adAggPortグループの実装仕様

11 dot3adAggPartnerSyste
mPriority
{dot3adAggEntry 9}

R/O [規格 ]パートナーのシステム IDに関連したプライオリティ値が示さ
れます。
[実装 ]規格と同じ。

●

12 dot3adAggPartnerOper
Key
{dot3adAggEntry 10}

R/O [規格 ]Aggregatorの現在のプロトコルパートナーに対する操作上の
キーの値です。
[実装 ]規格と同じ。

●

13 dot3adAggCollectorMax
Delay
{dot3adAggEntry 11}

R/NW [規格 ]FrameCollectorによって，受信されたフレームが
AggregatorParserからMACClientに届けられるか，フレームが破棄
されるまでの最大遅延時間。[単位：10マイクロ秒 ]
[実装 ]規格と同じ。

●

14 dot3adAggPortListTabl
e
{dot3adAgg 2}

NA [規格 ]Aggregatorに接続されている AggregationPortのリスト。
[実装 ]規格と同じ。

●

15 dot3adAggPortListEntr
y
{dot3adAggPortListTabl
e 1}

NA [規格 ]Aggregatorに関連したポートのリスト。
[実装 ]規格と同じ。

●

16 dot3adAggPortListPorts
{dot3adAggPortListEnt
ry 1}

R/O [規格 ]Aggregatorに関連したポートの全集合である。
[実装 ]規格と同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot3adAggPortTable
{dot3adAggPort 1}

NA [規格 ]すべての AggregationPortについての Link Aggregation 
Control設定情報。
[実装 ]規格に同じ

●

2 dot3adAggPortEntry
{dot3adAggPortTable 1}

NA [規格 ]各 AggregationPortに対する Link Aggregation Control設定
パラメータのリスト。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 dot3adAggPortIndex
{dot3adAggPortEntry 1}

NA [規格 ]このインタフェースを識別するための番号。
[実装 ]規格と同じ。

●

4 dot3adAggPortActorSys
temPriority
{dot3adAggPortEntry 2}

R/NW [規格 ]Actorのシステム IDに関連したプライオリティ値。
[実装 ]規格と同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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5 dot3adAggPortActorSys
temID
{dot3adAggPortEntry 3}

R/O [規格 ]AggregationPortを持つシステムに対するシステム IDの値を
決めるMACアドレス。
[実装 ]規格と同じ。

●

6 dot3adAggPortActorAd
minKey
{dot3adAggPortEntry 4}

R/NW [規格 ]AggregationPortに対する管理上のキー。
[実装 ]規格と同じ。

●

7 dot3adAggPortActorOp
erKey
{dot3adAggPortEntry 5}

R/O [規格 ]AggregationPortに対する操作上のキーの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

8 dot3adAggPortPartner
AdminSystemPriority
{dot3adAggPortEntry 6}

R/NW [規格 ]Partnerのシステム IDに関連した管理上のプライオリティの
値。
[実装 ]規格と同じ。

●

9 dot3adAggPortPartner
OperSystemPriority
{dot3adAggPortEntry 7}

R/O [規格 ]Partnerのシステム IDに関連した操作上のプライオリティの
値。
[実装 ]規格と同じ。

●

10 dot3adAggPortPartner
AdminSystemID
{dot3adAggPortEntry 8}

R/NW [規格 ]AggregationPortのプロトコルパートナーのシステム IDの管
理上の値。
[実装 ]00 00 00 00 00 00固定。

●

11 dot3adAggPortPartner
OperSystemID
{dot3adAggPortEntry 9}

R/O [規格 ]プロトコルパートナーに対する管理上のキーの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

12 dot3adAggPortPartner
AdminKey
{dot3adAggPortEntry 
10}

R/NW [規格 ]Aggregatorの現在のプロトコルパートナーに対する管理上の
キーの値である。
[実装 ]0固定。

●

13 dot3adAggPortPartner
OperKey
{dot3adAggPortEntry 
11}

R/O [規格 ]プロトコルパートナーに対する操作上のキーの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

14 dot3adAggPortSelected
AggID
{dot3adAggPortEntry 
12}

R/O [規格 ]AggregationPortの Aggregatorの識別子の値。
[実装 ]規格と同じ。

●

15 dot3adAggPortAttached
AggID
{dot3adAggPortEntry 
13}

R/O [規格 ]AggregationPortが現在取り付けられている Aggregatorの識
別子の値。
[実装 ]規格と同じ。

●

16 dot3adAggPortActorPor
t
{dot3adAggPortEntry 
14}

R/O [規格 ]AggregationPortに割り当てられたポート番号。
[実装 ]規格と同じ。

●

17 dot3adAggPortActorPor
tPriority
{dot3adAggPortEntry 
15}

R/NW [規格 ]AggregationPortに割り当てられたプライオリティの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

18 dot3adAggPortPartner
AdminPort
{dot3adAggPortEntry 
16}

R/NW [規格 ]AggregationPortが現在取り付けられている Aggregatorの識
別子の値。
[実装 ]0固定。

●

19 dot3adAggPortPartner
OperPort
{dot3adAggPortEntry 
17}

R/O [規格 ]AggregationPortのプロトコルパートナーによって
AggregationPortに割り当てられた操作上のポート番号。
[実装 ]規格と同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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20 dot3adAggPortPartner
AdminPortPriority
{dot3adAggPortEntry 
18}

R/NW [規格 ]プロトコルパートナーに対する管理上のポートプライオリティ
の値。
[実装 ]0固定。

●

21 dot3adAggPortPartner
OperPortPriority
{dot3adAggPortEntry 
19}

R/O [規格 ]パートナーによって AggregationPortに割り当てられたプライ
オリティの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

22 dot3adAggPortActorAd
minState
{dot3adAggPortEntry 
20}

R/NW [規格 ]Actorによって LACPDUsで送信された管理上の Actor_State
の値。
[実装 ]規格と同じ。マネージャによって文字として表示されます。

●

23 dot3adAggPortActorOp
erState
{dot3adAggPortEntry 
21}

R/O [規格 ]Actorによって LACPDUsで送信された操作上の Actor_State
の値。
[実装 ]規格と同じ。マネージャによって文字として表示されます。

●

24 dot3adAggPortPartner
AdminState
{dot3adAggPortEntry 
22}

R/NW [規格 ]プロトコルパートナーに対する管理上の Actor_Stateの値。
[実装 ](01000100)2固定。マネージャによって文字として表示されま
す。

●

25 dot3adAggPortPartner
OperState
{dot3adAggPortEntry 
23}

R/O [規格 ]プロトコルパートナーによって最も最近 LACPDUで送信され
た Actor_Stateの値。
[実装 ]規格と同じ。マネージャによって文字として表示されます。

●

26 dot3adAggPortAggregat
eOrIndividual
{dot3adAggPortEntry 
24}

R/O [規格 ]AggregationPortが Aggregate可能であるか，個々のリンクと
してしか操作できないかを示します。
[実装 ]規格と同じ。

●

27 dot3adAggPortStatsTab
le
{dot3adAggPort 2}

NA [規格 ]すべてのポートに関する Link Aggregationの情報を持つテー
ブル。
[実装 ]規格と同じ。

●

28 dot3adAggPortStatsEnt
ry
{dot3adAggPortStatsTa
ble 1}

NA [規格 ]各ポートに対する Link Aggregation制御プロトコルの統計
データのリスト。
[実装 ]規格と同じ。

●

29 dot3adAggPortStatsLA
CPDUsRx
{dot3adAggPortStatsEn
try 1}

R/O [規格 ]AggregationPort上で受信された正当な LACPDUsの数。
[実装 ]規格と同じ。

●

30 dot3adAggPortStatsMa
rkerPDUsRx
{dot3adAggPortStatsEn
try 2}

R/O [規格 ]AggregationPort上で受信された正当なMarkerPDUsの数。
[実装 ]規格と同じ。

●

31 dot3adAggPortStatsMa
rkerResponsePDUsRx
{dot3adAggPortStatsEn
try 3}

R/O [規格 ]AggregationPort上で受信された正当な
MarkerResponsePDUsの数。
[実装 ]規格と同じ。

●

32 dot3adAggPortStatsUn
knownRx
{dot3adAggPortStatsEn
try 4}

R/O [規格 ]Slow Protocolsのイーサネットタイプの値 (88-09)で運ばれた
が，未知の PDUが含まれているフレームか，または，Slow Protocols
の group MAC Address(01-80-C2-00-00-02)宛てだが，Slow Protocols
のイーサネットタイプで運ばれていないフレームのどちらかを受信し
たフレーム数。
[実装 ]規格と同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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33 dot3adAggPortStatsIlle
galRx
{dot3adAggPortStatsEn
try 5}

R/O [規格 ]Slow Protocolsのイーサネットタイプの値 (88-09)で運ばれた
が，不当な形式の PDUを含んでいるか，または，違法な Protocol 
Subtypeの値を含んだフレームの受信フレーム数。
[実装 ]規格と同じ。

●

34 dot3adAggPortStatsLA
CPDUsTx
{dot3adAggPortStatsEn
try 6}

R/O [規格 ]AggregationPort上で送信された LACPDUsの数。
[実装 ]規格と同じ。

●

35 dot3adAggPortStatsMa
rkerPDUsTx
{dot3adAggPortStatsEn
try 7}

R/O [規格 ]AggregationPort上で送信されたMarkerPDUsの数。
[実装 ]0固定。

●

36 dot3adAggPortStatsMa
rkerResponsePDUsTx
{dot3adAggPortStatsEn
try 8}

R/O [規格 ]AggregationPort上で送信されたMarkerResponsePDUsの数。
[実装 ]規格と同じ。

●

37 dot3adAggPortDebugTa
ble
{dot3adAggPort 3}

NA [規格 ]すべてのポートに関するリンクアグリゲーションのデバッグ情
報を含んだテーブル。
[実装 ]規格と同じ。

●

38 dot3adAggPortDebugE
ntry
{dot3adAggPortDebugT
able 1}

NA [規格 ]ポートに対するデバッグパラメータのリスト。
[実装 ]規格と同じ。

●

39 dot3adAggPortDebugRx
State
{dot3adAggPortDebugE
ntry 1}

R/O [規格 ]AggregationPortに対する Receiveステートマシンの状態。
 {currentRx(1)，
  expired(2)，
  defaulted(3)，
  initialize(4)，
  lacpDisabled(5)，
  portDisabled(6)}
[実装 ]規格と同じ。

●

40 dot3adAggPortDebugLa
stRxTime
{dot3adAggPortDebugE
ntry 2}

R/O [規格 ]最後に AggregationPortが LACPDSUを受信したときの
aTimeSinceSystemResetの値。
[実装 ]規格と同じ。

●

41 dot3adAggPortDebugM
uxState
{dot3adAggPortDebugE
ntry 3}

R/O [規格 ]AggregationPortに対するMuxステートマシンの状態。
{detached(1)，
 waiting(2)，
 attached(3)，
 collecting(4)，
 distributing(5)，
 collectingDistributing(6)}
[実装 ]規格と同じ。

●

42 dot3adAggPortDebugM
uxReason
{dot3adAggPortDebugE
ntry 4}

R/O [規格 ]最も最近Muxステートマシンの状態が変更された理由。
[実装 ]規格と同じ。

●

43 dot3adAggPortDebugAc
torChurnState
{dot3adAggPortDebugE
ntry 5}

R/O [規格 ]AggregationPortに対する ActorChurnDetectionステートマシ
ンの状態。
[実装 ]規格と同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.24.3　dot3adTablesLastChangedグループ

（1） 識別子
 
member-body   OBJECT IDENTIFIER ::= {iso 2}
us            OBJECT IDENTIFIER ::= {member-body 840}
ieee802dot3   OBJECT IDENTIFIER ::= {us 10006}
snmpmibs      OBJECT IDENTIFIER ::= {ieee802dot3 300}
lagMIB        OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpmibs 43}
lagMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {lagMIB 1}
 
dot3adTablesLastChanged OBJECT IDENTIFIER ::= {lagMIBObjects 3}
オブジェクトID値　1.2.840.10006.300.43.1.3

（2） 実装仕様

dot3adTablesLastChangedグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-106　dot3adTablesLastChangedグループの実装仕様

44 dot3adAggPortDebugPa
rtnerChurnState
{dot3adAggPortDebugE
ntry 6}

R/O [規格 ]AggregationPortに対する PartnerChurnDetectionステートマ
シンの状態。
[実装 ]規格と同じ。

●

45 dot3adAggPortDebugAc
torChurnCount
{dot3adAggPortDebugE
ntry 7}

R/O [規格 ]ActorChurnステートマシンが ACTOR_CHURNの状態になっ
た回数。
[実装 ]規格と同じ。

●

46 dot3adAggPortDebugPa
rtnerChurnCount
{dot3adAggPortDebugE
ntry 8}

R/O [規格 ]PartnerChurnステートマシンが PARTNER_CHURN状態に
なった回数。
[実装 ]規格と同じ。

●

47 dot3adAggPortDebugAc
torSyncTransitionCount
{dot3adAggPortDebugE
ntry 9}

R/O [規格 ]ActorのMux状態マシンが IN_SYNC状態になった回数。
[実装 ]規格と同じ。

●

48 dot3adAggPortDebugPa
rtnerSyncTransitionCou
nt
{dot3adAggPortDebugE
ntry 10}

R/O [規格 ]PartnerのMuxステートマシンが IN_SYNC状態になった回
数。
[実装 ]規格と同じ。

●

49 dot3adAggPortDebugAc
torChangeCount
{dot3adAggPortDebugE
ntry 11}

R/O [規格 ]AggregationPortに対する Actorの LAG IDの認識が変更され
た回数。
[実装 ]規格と同じ。

●

50 dot3adAggPortDebugPa
rtnerChangeCount
{dot3adAggPortDebugE
ntry 12}

R/O [規格 ]AggregationPortに対する Partnerの LAG IDの認識が変更さ
れた回数。
[実装 ]規格と同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot3adTablesLastChang
ed
{ lagMIBObjects 3 }

R/O [規格 ]dot3adAggTable，dot3adAggPortListTable，または
dot3adAggPortTableに変化が起きた最近の時間。
[実装 ]規格と同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.25　802.1X MIBグループ

（1） 識別子
 
std             OBJECT IDENTIFIER ::= {iso 0}
iso8802         OBJECT IDENTIFIER ::= {std 8802}
ieee802dot1     OBJECT IDENTIFIER ::= {iso8802 1}
ieee802dot1mibs OBJECT IDENTIFIER ::= {ieee802dot1 1}
ieee8021paeMIB  OBJECT IDENTIFIER ::= {ieee802dot1mibs 1}
paeMIBObjects   OBJECT IDENTIFIER ::= {ieee8021paeMIB 1}
 
dot1xPaeSystem OBJECT IDENTIFIER ::= {paeMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.0.8802.1.1.1.1.1
 
dot1xPaeAuthenticator OBJECT IDENTIFIER ::= {paeMIBObjects 2}
オブジェクトID値　1.0.8802.1.1.1.1.2
 
dot1xPaeSupplicant OBJECT IDENTIFIER ::= {paeMIBObjects 3}
オブジェクトID値　1.0.8802.1.1.1.1.3
 
dot1xPaeConformance OBJECT IDENTIFIER ::= {ieee8021paeMIB 2}
dot1xPaeGroups      OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1xPaeConformance 1}
オブジェクトID値　1.0.8802.1.1.1.2.1
 
dot1xPaeCompliances OBJECT IDENTIFIER ::= {dot1xPaeConformance 2}
オブジェクトID値　1.0.8802.1.1.1.2.2
 

（2） 実装仕様

802.1X MIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-107　802.1X MIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 dot1xPaeSystemAuthCo
ntrol
{dot1xPaeSystem 1}

R/NW [規格 ]装置全体における PAE(Port Access Entity)の管理上の enable/
disabled状態。
INTEGER {enabled(1),disabled(2)}
[実装 ]規格と同様。

●

2 dot1xPaePortTable
{dot1xPaeSystem 2}

NA [規格 ]各 PAEポートに対するシステムレベルの情報のテーブル。
[実装 ]規格と同様。

●

3 dot1xPaePortEntry
{dot1xPaePortTable 1}

NA [規格 ]ポートごとの情報のリスト。
INDEX {dot1xPaePortNumber}
[実装 ]規格と同様。

●

4 dot1xPaePortNumber
{dot1xPaePortEntry 1}

NA [規格 ] PAEポート番号。テーブルを識別するインデックスとして使用
される。
[実装 ]規格と同様。
以下に示すインタフェースに付加された ifIndex。
• Ethernet物理ポート
• VLANグループ
• リンクアグリゲーショングループ

●

5 dot1xPaePortProtocolVe
rsion
{dot1xPaePortEntry 2}

R/O [規格 ]プロトコルバージョン。
[実装 ]0x01固定。

●

6 dot1xPaePortCapabiliti
es
{dot1xPaePortEntry 3}

R/O [規格 ]ポートがサポートしている PAE機能。
BITS{dot1xPaePortAuthCapable(0),
     dot1xPaePortSuppCapable(1)}
[実装 ]dot1xPaePortAuthCapable(0)固定。

●
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7 dot1xPaePortInitialize
{dot1xPaePortEntry 4}

R/NW [規格 ]ポートに対する初期化制御。この属性が "TRUE"になるとポー
トが初期化され，初期化が完了すると属性は "FALSE"に戻る。
[実装 ]規格と同様。

●

8 dot1xPaePortReauthent
icate
{dot1xPaePortEntry 5}

R/NW [規格 ]ポートに対する再認証制御。この属性を "TRUE"にするとポー
トに対する Authenticator PAEステートマシンが Supplicantを再認
証する。この属性を "FALSE"にすると何の効果もない。この属性は読
み込まれる時にいつでも "FALSE"に戻る。
[実装 ]規格と同様。

●

9 dot1xAuthConfigTable
{dot1xPaeAuthenticator 
1}

NA [規格 ]各ポートの Authenticator PAEに対する構成オブジェクトテー
ブル。アクセスを認証される可能性のある各ポートのリストはこの
テーブル内に存在する。
[実装 ]規格と同様。

●

10 dot1xAuthConfigEntry
{dot1xAuthConfigTable 
1}

NA [規格 ] Authenticator PAEに対する構成情報のリスト。
INDEX {dot1xPaePortNumber}
[実装 ]規格と同様。

●

11 dot1xAuthPaeState
{dot1xAuthConfigEntry 
1}

R/O [規格 ] Authenticator PAEステートマシンの現在値。
 {initialize(1),
  disconnected(2),
  connecting(3),
  authenticating(4),
  authenticated(5),
  aborting(6),
  held(7),
  forceAuth(8),
  forceUnauth(9)}
[実装 ]規格と同様。

●

12 dot1xAuthBackendAuth
State
{dot1xAuthConfigEntry 
2}

R/O [規格 ]バックエンド認証ステートマシンの現在値。
 {request(1),
  response(2),
  success(3),
  fail(4),
  timeout(5),
  idle(6),
  initialize(7)}
[実装 ]規格と同様。

●

13 dot1xAuthAdminContro
lledDirections
{dot1xAuthConfigEntry 
3}

R/NW [規格 ]ポートに対する管理上制御された方向パラメータの現在値。
[実装 ]both(0)固定。

●

14 dot1xAuthOperControll
edDirections
{dot1xAuthConfigEntry 
4}

R/O [規格 ]ポートに対する操作上制御された方向パラメータの現在値。
[実装 ]both(0)固定。

●

15 dot1xAuthAuthControll
edPortStatus
{dot1xAuthConfigEntry 
5}

R/O [規格 ]ポートに対する制御ポートの状態パラメータの現在値。
[実装 ]規格と同様。

●

16 dot1xAuthAuthControll
edPortControl
{dot1xAuthConfigEntry 
6}

R/NW [規格 ]ポートに対する制御ポートの制御パラメータの現在値。
[実装 ]規格と同様。

●

17 dot1xAuthQuietPeriod
{dot1xAuthConfigEntry 
7}

R/NW [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが用いる現在の定数値
quietPeriodの値（秒単位）。
DEFVAL{60}
[実装 ]規格と同様。(0..65535)

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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18 dot1xAuthTxPeriod
{dot1xAuthConfigEntry 
8}

R/NW [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが用いる現在の定数値
txPeriodの値（秒単位）。
DEFVAL{30}
[実装 ]規格と同様。(1..65535)

●

19 dot1xAuthSuppTimeout
{dot1xAuthConfigEntry 
9}

R/NW [規格 ]バックエンド Authenticationステートマシンが用いる現在の
定数値 suppTimeoutの値（秒単位）。
DEFVAL{30}
[実装 ]規格と同様。(1..65535)

●

20 dot1xAuthServerTimeo
ut
{dot1xAuthConfigEntry 
10}

R/NW [規格 ]バックエンド Authenticationステートマシンが用いる現在の
定数値 serverTimeoutの値（秒単位）。
DEFVAL{30}
[実装 ]規格と同様。

●

21 dot1xAuthMaxReq
{dot1xAuthConfigEntry 
11}

R/NW [規格 ]バックエンド Authenticationステートマシンが用いる現在の
定数値 maxReqの値。
DEFVAL{2}
[実装 ]規格と同様。(1..10)

●

22 dot1xAuthReAuthPerio
d
{dot1xAuthConfigEntry 
12}

R/NW [規格 ]再認証タイマーステートマシンが用いる現在の定数値
reAuthperiodの値（秒単位）。
DEFVAL{3600}
[実装 ] (0または 1..65535)
デフォルト：(3600)
(0)の場合
本装置から自立的に再認証の EAPOL-Request/Identityを送出しない。

●

23 dot1xAuthReAuthEnabl
ed
{dot1xAuthConfigEntry 
13}

R/NW [規格 ]再認証タイマーステートマシンが使用する enable/disable制
御。
DEFVAL{false(2)}
[実装 ]規格と同様。

●

24 dot1xAuthKeyTxEnable
d
{dot1xAuthConfigEntry 
14}

R/NW [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが用いる定数値
keyTransmissionEnabledの現在値。
[実装 ]false(2)固定。

●

25 dot1xAuthStatsTable
{dot1xPaeAuthenticator 
2}

NA [規格 ]各ポートに関連付けられた Authenticator PAEの統計データオ
ブジェクトテーブル。アクセスを認証される可能性のある各ポートの
リストはこのテーブル内に存在する。
[実装 ]規格と同様。

●

26 dot1xAuthStatsEntry
{dot1xAuthStatsTable 
1}

NA [規格 ]Authenticator PAEに対する統計情報。
INDEX {dot1xPaePortNumber}
[実装 ]規格と同様。

●

27 dot1xAuthEapolFrames
Rx
{dot1xAuthStatsEntry 
1}

R/O [規格 ]Authenticatorが受信したすべての有効なタイプの EAPOLフ
レーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

28 dot1xAuthEapolFrames
Tx
{dot1xAuthStatsEntry 
2}

R/O [規格 ]Authenticatorが送信したすべてのタイプの EAPOLフレーム
数。
[実装 ]規格と同様。

●

29 dot1xAuthEapolStartFr
amesRx
{dot1xAuthStatsEntry 
3}

R/O [規格 ]Authenticatorが受信した EAPOL Startフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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30 dot1xAuthEapolLogoffF
ramesRx
{dot1xAuthStatsEntry 
4}

R/O [規格 ]Authenticatorが受信した EAPOL Logoffフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

31 dot1xAuthEapolRespId
FramesRx
{dot1xAuthStatsEntry 
5}

R/O [規格 ]Authenticatorが受信した EAP Response/Identityフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

32 dot1xAuthEapolRespFr
amesRx
{dot1xAuthStatsEntry 
6}

R/O [規格 ]Authenticatorが受信した EAP Response/Identityフレーム以
外の有効な EAP Responseフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

33 dot1xAuthEapolReqIdF
ramesTx
{dot1xAuthStatsEntry 
7}

R/O [規格 ]Authenticatorが送信した EAP Request/Identityフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

34 dot1xAuthEapolReqFra
mesTx
{dot1xAuthStatsEntry 
8}

R/O [規格 ]Authenticatorが送信した EAP Request/Identityフレーム以外
の EAP Requestフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

35 dot1xAuthInvalidEapol
FramesRx
{dot1xAuthStatsEntry 
9}

R/O [規格 ]Authenticatorが受信した EAPOLフレームの中でフレームタ
イプが承認されなかったフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

36 dot1xAuthEapLengthEr
rorFramesRx
{dot1xAuthStatsEntry 
10}

R/O [規格 ]Authenticatorが受信した EAPOLフレームの中で Packet 
Body Lengthが無効なフレーム数。
[実装 ]規格と同様。

●

37 dot1xAuthLastEapolFr
ameVersion
{dot1xAuthStatsEntry 
11}

R/O [規格 ]Authenticatorが最も最近受信した EAPOLフレームのプロト
コルバージョン番号。
[実装 ]規格と同様。

●

38 dot1xAuthLastEapolFr
ameSource
{dot1xAuthStatsEntry 
12}

R/O [規格 ]Authenticatorが最も最近受信した EAPOLフレームの送信元
MACAddress。
[実装 ]規格と同様。

●

39 dot1xAuthDiagTable
{dot1xPaeAuthenticator 
3}

NA [規格 ]各ポートの Authenticator PAEに対する診断オブジェクトテー
ブル。アクセスを認証される可能性のある各ポートのリストはこの
テーブル内に存在する。
[実装 ]規格と同様。

●

40 dot1xAuthDiagEntry
{dot1xAuthDiagTable 1}

NA [規格 ]Authenticator PAEに対する診断情報のリスト。
INDEX {dot1xPaePortNumber}
[実装 ]規格と同様。

●

41 dot1xAuthEntersConne
cting
{dot1xAuthDiagEntry 1}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが他の状態から
CONNECTING状態に移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

42 dot1xAuthEapLogoffsW
hileConnecting
{dot1xAuthDiagEntry 2}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが CONNECTINGの時，
EAPOL Logoffメッセージを受信した結果，DISCONNECTEDに移行
した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

43 dot1xAuthEntersAuthe
nticating
{dot1xAuthDiagEntry 3}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが CONNECTINGの時，
EAP Response/Identityメッセージを Supplicantから受信した結果，
AUTHENTICATINGに移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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44 dot1xAuthAuthSuccess
WhileAuthenticating
{dot1xAuthDiagEntry 4}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATINGの
時，バックエンド認証ステートマシンが Supplicantの認証成功を示し
た結果（authSuccess = TRUE），AUTHENTICATEDに移行した回
数。
[実装 ]規格と同様。

●

45 dot1xAuthAuthTimeout
sWhileAuthenticating
{dot1xAuthDiagEntry 5}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATINGの
時，バックエンド認証ステートマシンが認証タイムアウトを示した結
果（authTimeout = TRUE），ABORTINGに移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

46 dot1xAuthAuthFailWhi
leAuthenticating
{dot1xAuthDiagEntry 6}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATINGの
時，バックエンド認証ステートマシンが認証失敗を示した結果
（authFail = TRUE），HELDに移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

47 dot1xAuthAuthReauths
WhileAuthenticating
{dot1xAuthDiagEntry 7}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATINGの
時，再認証要求の結果（reAuthenticate = TRUE），ABORTINGに移
行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

48 dot1xAuthAuthEapStar
tsWhileAuthenticating
{dot1xAuthDiagEntry 8}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATINGの
時，EAPOL Startメッセージを Supplicantから受信した結果，
ABORTINGに移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

49 dot1xAuthAuthEapLog
offWhileAuthenticating
{dot1xAuthDiagEntry 9}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATINGの
時，EAPOL Logoffメッセージを Supplicantから受信した結果，
ABORTINGに移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

50 dot1xAuthAuthReauths
WhileAuthenticated
{dot1xAuthDiagEntry 
10}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATEDの
時，再認証要求の結果（reAuthenticate = TRUE），CONNECTING
に移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

51 dot1xAuthAuthEapStar
tsWhileAuthenticated
{dot1xAuthDiagEntry 
11}

R/O [規格 ] Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATEDの
時，Supplicantから受信した EAPOL Startメッセージの結果，
CONNECTINGに移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

52 dot1xAuthAuthEapLog
offWhileAuthenticated
{dot1xAuthDiagEntry 
12}

R/O [規格 ]Authenticator PAEステートマシンが AUTHENTICATEDの
時，Supplicantから受信した EAPOL Logoffメッセージの結果，
DISCONNECTEDに移行した回数。
[実装 ]規格と同様。

●

53 dot1xAuthBackendResp
onses
{dot1xAuthDiagEntry 
13}

R/O [規格 ]バックエンド認証ステートマシンが最初の Access Requestパ
ケットを認証サーバに送信した回数（すなわち，RESPONSE状態で
sendRespToServerを実行する）。
[実装 ]規格と同様。

●

54 dot1xAuthBackendAcce
ssChallenges
{dot1xAuthDiagEntry 
14}

R/O [規格 ]バックエンド認証ステートマシンが認証サーバから最初の
Access Challengeパケットを受信した回数（すなわち，aReqは
"TRUE"となり，RESPONSE状態を終了する原因となる）。
[実装 ]規格と同様。

●

55 dot1xAuthBackendOthe
rRequestsToSupplicant
{dot1xAuthDiagEntry 
15}

R/O [規格 ]バックエンド認証ステートマシンが Supplicantに EAP 
Request（Identity, Notification, Failureまたは Successメッセージ以
外）を送信した回数（すなわち，REQUEST状態で txReqを実行す
る）。このことは Authenticatorが EAP methodを選択することを示
唆している。
[実装 ]規格と同様。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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56 dot1xAuthBackendNon
NakResponsesFromSup
plicant
{dot1xAuthDiagEntry 
16}

R/O [規格 ]バックエンド認証ステートマシンが Supplicantから最初の
EAP Requestに対する応答や，EAP NAK以外の何らかの応答を受け
取った回数（すなわち rxRespは "TRUE"となり，バックエンド認証
ステートマシンが REQUESTから RESPONSEに移行する。応答は
EAP NAKではない）。このことは Supplicantが Authenticatorの選
んだ EAP methodに応答することができることを示唆している。
[実装 ]規格と同様。

●

57 dot1xAuthBackendAuth
Successes
{dot1xAuthDiagEntry 
17}

R/O [規格 ]バックエンド認証ステートマシンが認証サーバから EAP 
Successメッセージを受信した回数（すなわち，aSuccessが "TRUE"
となり，バックエンド認証ステートマシンが RESPONSEから
SUCCESSに移行する）。このことは Supplicantが認証サーバに認証
されたことを示唆する。
[実装 ]規格と同様。

●

58 dot1xAuthBackendAuth
Fails
{dot1xAuthDiagEntry 
18}

R/O [規格 ]バックエンド認証ステートマシンが認証サーバから EAP 
Failureメッセージを受信した回数（すなわち，aFailは "TRUE"とな
り，バックエンド認証ステートマシンが RESPONSEから FAILに移
行する）。このことは Supplicantが認証サーバに認証されなかったこ
とを示唆する。
[実装 ]規格と同様。

●

59 dot1xAuthSessionStats
Table
{dot1xPaeAuthenticator 
4}

NA [規格 ]各ポートの Authenticator PAEに対するセッション統計データ
オブジェクトテーブル。アクセスを認証される可能性のある各ポート
のリストはこのテーブル内に存在する。
[実装 ]規格と同様。

●

60 dot1xAuthSessionStats
Entry
{dot1xAuthSessionStats
Table 1}

NA [規格 ]Authenticator PAEに対するセッション統計情報のリスト。現
在継続中の各セッションで集計した値，または現在アクティブでない
各ポートでの最後の有効なセッションに対する最終的な値を見ること
ができる。
INDEX {dot1xPaePortNumber}
[実装 ]規格と同様。

●

61 dot1xAuthSessionOctet
sRx
{dot1xAuthSessionStats
Entry 1}

R/O [規格 ]セッション中にポート上で受信したユーザデータフレームのオ
クテット数。
[実装 ]0固定。

●

62 dot1xAuthSessionOctet
sTx
{dot1xAuthSessionStats
Entry 2}

R/O [規格 ]セッション中にポート上で送信したユーザデータフレームのオ
クテット数。
[実装 ]0固定。

●

63 dot1xAuthSessionFram
esRx
{dot1xAuthSessionStats
Entry 3}

R/O [規格 ]セッション中にポート上で受信したユーザデータフレーム数。
[実装 ]0固定。

●

64 dot1xAuthSessionFram
esTx
{dot1xAuthSessionStats
Entry 4}

R/O [規格 ]セッション中にポート上で送信したユーザデータフレーム数。
[実装 ]0固定。

●

65 dot1xAuthSessionId
{dot1xAuthSessionStats
Entry 5}

R/O [規格 ]セッションに対するユニークな識別子。3文字以上の表示可能
な ASCII文字列の形式。
[実装 ]規格と同様。

●

66 dot1xAuthSessionAuthe
nticMethod
{dot1xAuthSessionStats
Entry 6}

R/O [規格 ]セッションを確立するのに用いられる認証方式。
INTEGER {remoteAuthServer(1),
         localAuthServer(2)}
[実装 ]規格と同様。remoteAuthServer(1)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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67 dot1xAuthSessionTime
{dot1xAuthSessionStats
Entry 7}

R/O [規格 ]セッションの持続期間（秒単位）。
[実装 ]規格と同様。

●

68 dot1xAuthSessionTermi
nateCause
{dot1xAuthSessionStats
Entry 8}

R/O [規格 ]セッション終了の理由。
 {supplicantLogoff(1),
  portFailure(2),
  supplicantRestart(3),
  reauthFailed(4),
  authControlForceUnauth(5),
  portReInit(6),
  portAdminDisabled(7),
  notTerminatedYet(999)}
[実装 ]規格と同様。

●

69 dot1xAuthSessionUser
Name
{dot1xAuthSessionStats
Entry 9}

R/O [規格 ]Supplicant PAEを識別するユーザ名。
[実装 ]未実装。

●

70 dot1xSuppConfigTable
{dot1xPaeSupplicant 1}

NA [規格 ]各ポートの Supplicant PAEに対する構成オブジェクトテーブ
ル。リモートシステムよりアクセスした場合，認証される可能性のあ
る各ポートのリストはこのテーブル内に存在する。
[実装 ]未実装。

×

71 dot1xSuppConfigEntry
{dot1xSuppConfigTable 
1}

NA [規格 ]Supplicant PAEに対する構成情報のリスト。
INDEX {dot1xPaePortNumber}
[実装 ]未実装。

×

72 dot1xSuppPaeState
{dot1xSuppConfigEntry 
1}

R/O [規格 ]Supplicant PAEステートマシンの現在の状態。
 {disconnected(1),
  logoff(2),
  connecting(3),
  authenticating(4),
  authenticated(5),
  acquired(6),
  held(7)}
[実装 ]未実装。

×

73 dot1xSuppHeldPeriod
{dot1xSuppConfigEntry 
2}

R/W [規格 ]Supplicant PAEステートマシンが用いている現在の定数値
heldPeriodの値（秒単位）。
DEFVAL{60}
[実装 ]未実装。

×

74 dot1xSuppAuthPeriod
{dot1xSuppConfigEntry 
3}

R/W [規格 ]Supplicant PAEステートマシンが用いている現在の定数値
authPeriodの値（秒単位）。
DEFVAL{30}
[実装 ]未実装。

×

75 dot1xSuppStartPeriod
{dot1xSuppConfigEntry 
4}

R/W [規格 ]Supplicant PAEステートマシンが用いている現在の定数値
startPeriodの値（秒単位）。
DEFVAL{30}
[実装 ]未実装。

×

76 dot1xSuppMaxStart
{dot1xSuppConfigEntry 
5}

R/W [規格 ]Supplicant PAEステートマシンが用いている現在の定数値
maxStartの値。
DEFVAL{3}
[実装 ]未実装。

×

77 dot1xSuppStatsTable
{dot1xPaeSupplicant 2}

NA [規格 ]各ポートの Supplicant PAEに対する統計オブジェクトテーブ
ル。リモートシステムよりアクセスした場合，認証される可能性のあ
る各ポートのリストはこのテーブル内に存在する。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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78 dot1xSuppStatsEntry
{dot1xSuppStatsTable 
1}

NA [規格 ]Supplicant PAEに対する統計情報のリスト。
INDEX {dot1xPaePortNumber}
[実装 ]未実装。

×

79 dot1xSuppEapolFrames
Rx
{dot1xSuppStatsEntry 
1}

R/O [規格 ]Supplicantが受信したすべてのタイプの EAPOLフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

80 dot1xSuppEapolFrames
Tx
{dot1xSuppStatsEntry 
2}

R/O [規格 ]Supplicantが送信したすべてのタイプの EAPOLフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

81 dot1xSuppEapolStartFr
amesTx
{dot1xSuppStatsEntry 
3}

R/O [規格 ]Supplicantが送信した EAPOL Startフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

82 dot1xSuppEapolLogoffF
ramesTx
{dot1xSuppStatsEntry 
4}

R/O [規格 ]Supplicantが送信した EAPOL Logoffフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

83 dot1xSuppEapolRespId
FramesTx
{dot1xSuppStatsEntry 
5}

R/O [規格 ]Supplicantが送信した EAP Response/Identityフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

84 dot1xSuppEapolRespFr
amesTx
{dot1xSuppStatsEntry 
6}

R/O [規格 ]Supplicantが送信した有効な EAP Responseフレーム数
（Response/Identityフレーム以外）。
[実装 ]未実装。

×

85 dot1xSuppEapolReqIdF
ramesRx
{dot1xSuppStatsEntry 
7}

R/O [規格 ]Supplicantが受信した EAP Request/Identityフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

86 dot1xSuppEapolReqFra
mesRx
{dot1xSuppStatsEntry 
8}

R/O [規格 ]Supplicantが受信した EAP Requestフレーム数 (Request/
Identityフレーム以外）。
[実装 ]未実装。

×

87 dot1xSuppInvalidEapol
FramesRx
{dot1xSuppStatsEntry 
9}

R/O [規格 ]Supplicantが受信した EAPOLフレーム内でフレームタイプが
認識されなかったフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

88 dot1xSuppEapLengthE
rrorFramesRx
{dot1xSuppStatsEntry 
10}

R/O [規格 ]Supplicantが受信した EAPOLフレーム内で Packet Body 
Lengthが無効なフレーム数。
[実装 ]未実装。

×

89 dot1xSuppLastEapolFr
ameVersion
{dot1xSuppStatsEntry 
11}

R/O [規格 ]Supplicantが最も最近受信した EAPOLフレームのプロトコル
バージョン番号。
[実装 ]未実装。

×

90 dot1xSuppLastEapolFr
ameSource
{dot1xSuppStatsEntry 
12}

R/O [規格 ]Supplicantが最も最近受信した EAPOLフレームの送信元
MACアドレス。
[実装 ]未実装。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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2.26　snmpModulesグループ (SNMPv3情報 MIB)

2.26.1　snmpFrameworkMIBグループ (SNMP-FRAMEWORK-MIB)
snmpFrameworkMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3411 (December 2002)

（1） 識別子
 
snmpFrameworkMIB           MODULE-IDENTITY   ::= {snmpModules 10}
snmpFrameworkMIBObjects    OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpFrameworkMIB 2}
 
snmpEngine                 OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpFrameworkMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.10.2.1
 

（2） 実装仕様

snmpFrameworkMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-108　snmpFrameworkMIBグループの実装仕様

2.26.2　snmpMPDMIBグループ (SNMP-MPD-MIB)
snmpMPDMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3412 (December 2002)

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 snmpEngineID
{snmpEngine 1}

R/O [規格 ]SNMPエンジン管理のための ID。
オール 0，オール 0xff，空 (0バイト長 )はありえない。
[実装 ]コンフィグレーションコマンドで設定，もしくはエージェント
の自動生成。
• コンフィグレーションコマンド設定時

1～ 4オクテット：企業コードと 0x80000000とのビット OR
5オクテット：4固定
6～ 32オクテット：コンフィグレーションコマンドで設定した文字
列 (27文字以内 )

• エージェント自動生成時
1～ 4オクテット：企業コードと 0x80000000とのビット OR
5オクテット：128固定
6～ 9オクテット：乱数
10～ 13オクテット：現在時刻

●

2 snmpEngineBoots
{snmpEngine 2}

R/O [規格 ]snmpEngineIDが最後に設定されてからの (再 )初期化回数。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 snmpEngineTime
{snmpEngine 3}

R/O [規格 ]snmpEngineBootsがインクリメントされてからの経過時間
（秒）。MAX値を超えたら 0にリセットされ，snmpEngineBootsがイ
ンクリメントされます。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 snmpEngineMaxMessag
eSize
{snmpEngine 4}

R/O [規格 ]snmpエンジンが送受信できるMAXメッセージサイズ。
[実装 ]2048固定。

●
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（1） 識別子
 
snmpMPDMIB             MODULE-IDENTITY   ::= {snmpModules 11}
snmpMPDMIBObjects      OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpMPDMIB 2}
 
snmpMPDStats           OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpMPDMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.11.2.1
 

（2） 実装仕様

snmpMPDMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-109　snmpMPDMIBグループの実装仕様

2.26.3　snmpTargetMIBグループ (SNMP-TARGET-MIB)
snmpTargetMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3413 (December 2002)

（1） 識別子
 
snmpTargetMIB 　　　　　MODULE-IDENTITY   ::= {snmpModules 12}
 
snmpTargetObjects       OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpTargetMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.12.1
 

（2） 実装仕様

snmpTargetMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-110　snmpTargetMIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 snmpUnknownSecurity
Models
{snmpMPDStats 1}

R/O [規格 ]サポート外 securityModelのため破棄された受信パケットの総
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 snmpInvalidMsgs
{snmpMPDStats 2}

R/O [規格 ]メッセージ不正のため破棄された受信パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 snmpUnknownPDUHan
dlers
{snmpMPDStats 3}

R/O [規格 ]アプリケーションで処理できない PDUを含んでいたため破棄
された受信パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 snmpTargetSpinLock
{snmpTargetObjects 1}

R/W [規格 ]複数のマネージャから SNMP-TARGET-MIBモジュールの
テーブルエントリが変更要求を受けた場合のロック操作に使用されま
す。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 snmpTargetAddrTable
{snmpTargetObjects 2}

NA [規格 ]SNMPメッセージ生成時に使われる伝送アドレステーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 snmpTargetAddrEntry
{snmpTargetAddrTable 
1}

NA [規格 ]SNMPメッセージ生成時に使われる伝送アドレスエントリ。
INDEX { IMPLIED snmpTargetAddrName }
[実装 ]規格に同じ。

●
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4 snmpTargetAddrName
{snmpTargetAddrEntry 
1}

NA [規格 ]snmpTargetAddEntryの名前。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
targetパラメータの <Target Name>に対応します。

●

5 snmpTargetAddrTDoma
in
{snmpTargetAddrEntry 
2}

R/C [規格 ]snmpTargetAddrTAddressオブジェクトのアドレスの伝送タ
イプ。
[実装 ]snmpUDPDomain,transportDomainUdpIpv6だけ設定可能。
コンフィグレーションコマンド snmp-notifyの targetパラメータの
{<IPv4 Address>|<IPv6 Address>}の選択に対応します。

●

6 snmpTargetAddrTAddre
ss
{snmpTargetAddrEntry 
3}

R/C [規格 ]伝送アドレス。本アドレスのフォーマットは，
snmpTargetAddrTDomainで示されます。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
targetパラメータの <IPv4 Address>または <IPv6 Address>に対応
します。

●

7 snmpTargetAddrTimeo
ut
{snmpTargetAddrEntry 
4}

R/NW [規格 ]本エントリで定義される伝送アドレスと通信したときのタイム
アウト値 (10ミリ秒 )。デフォルト値 =1500。
[実装 ]0固定。ただし，Read_Onlyです。

●

8 snmpTargetAddrRetryC
ount
{snmpTargetAddrEntry 
5}

R/NW [規格 ]送信メッセージのレスポンスが届かなかったときのデフォルト
のリトライ回数。デフォルト値 =3。
[実装 ]0固定。ただし，Read_Onlyです。

●

9 snmpTargetAddrTagLis
t
{snmpTargetAddrEntry 
6}

R/NW [規格 ]snmpNotifyTagのリスト。デフォルト値 =""
[実装 ]"TRAP"固定。ただし，Read_Onlyです。

●

10 snmpTargetAddrParam
s
{snmpTargetAddrEntry 
7}

R/C [規格 ]snmpTargetParamsTableのエントリ。
[実装 ]規格に同じ。ただし，本エントリの
snmpTargetAddrRowStatusが active(1)の場合，変更前の本エント
リに対応するコンフィグレーションコマンド snmp-notifyの targetパ
ラメータは削除され，変更後の本エントリに対応するコンフィグレー
ションコマンド snmp-notifyの targetパラメータが追加されます。

●

11 snmpTargetAddrStorag
eType
{snmpTargetAddrEntry 
8}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。デフォルト =nonVolatile。
[実装 ]コンフィグレーションに保存されている場合は
nonVolatile(3)，コンフィグレーションに保存されてない場合は
Volatile(2)。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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12 snmpTargetAddrRowSt
atus
{snmpTargetAddrEntry 
9}

R/C [規格 ]本エントリの状態。新たにエントリを追加した場合，
snmpTargetAddrTDomain, snmpTargetAddrTAddress, 
snmpTargetAddrParamsが設定されるまで notReady(3)が設定され
ます。本オブジェクトが active(1)の場合，
snmpTargetAddrTDomain, snmpTargetAddrTAddressを変更しては
ならない。
[実装 ]規格に同じ。ただし，本オブジェクトが active(1)の場合，本
エントリは対応するコンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
targetパラメータに保存されます。また，本オブジェクトが active(1)
以外に設定された場合，本エントリに対応するコンフィグレーション
コマンド snmp-notifyの targetパラメータが削除されます。本テーブ
ルで設定可能な最大エントリ数は 50エントリです。また，コンフィ
グレーションコマンド snmp-notifyで targetパラメータが追加された
際に 50エントリを超える場合，snmpTargetAddrRowStatusが
notReady(3)または notInService(2)のエントリのうち，辞書順で先頭
のインデックスを持つエントリが削除されます。本エントリをコン
フィグレーションコマンド snmp-notifyの targetパラメータに保存す
る際，以下のチェックを行います。チェック条件を満たさない場合は
エラーとなります。
• snmpTargetAddrTDomainが snmpUDPDomainもしくは

transportDomainUdpIpv6であること。
• snmpTargetAddrTDomainが snmpUDPDomainの場合

snmpTargetAddrTAddressが 6バイトであること。
snmpTargetAddrTAddressのポート番号部 (5オクテット目，6オ
クテット目 )が 162であること。

• snmpTargetAddrTDomainが transportDomainUdpIpv6の場合
snmpTargetAddrTAddressが 18バイトであること。
snmpTargetAddrTAddressの IPアドレス部 (1～ 16オクテット目
)がグローバル IPv6アドレスであること。
snmpTargetAddrTAddressのポート番号部 (17オクテット目，18
オクテット目 )が 162であること。

●

13 snmpTargetParamsTabl
e
{snmpTargetObjects 3}

NA [規格 ]SNMPメッセージ作成時に使われる SNMP対象の情報テーブ
ル。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 snmpTargetParamsEntr
y
{snmpTargetParamsTab
le 1}

NA [規格 ]SNMPメッセージ作成時に使われる SNMP対象の情報エント
リ。
INDEX { IMPLIED snmpTargetParamsName }
[実装 ]規格に同じ。

●

15 snmpTargetParamsNa
me
{snmpTargetParamsEnt
ry 1}

NA [規格 ]snmpTargetParamsEntryの名前。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
<Notify Name>に対応します。

●

16 snmpTargetParamsMP
Model
{snmpTargetParamsEnt
ry 2}

R/NW [規格 ]SNMPメッセージを生成するときに用いるメッセージ処理モデ
ル。
0～ 255は IANAで管理されます。
  0：SNMPv1
  1：SNMPv2c
  2：SNMPv2u,SNMPv2*
  3：SNMPv3
256以上は企業独自。
[実装 ]SNMPv3(3)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注 1　
R/NWは，規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Write，Read_Createですが本装置では Read_Onlyと
なっていることを示します。規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_CreateのMIBは RowStatusを使用し

17 snmpTargetParamsSecu
rityModel
{snmpTargetParamsEnt
ry 3}

R/NW [規格 ] SNMPメッセージを生成するときのセキュリティモデル。
1～ 255は IANAで管理されます。
  0：特定のモデルなし
  1：SNMPv1
  2：SNMPv2c
  3：User-Based Security Model(USM)
256以上は企業独自。
[実装 ]USM(3)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

18 snmpTargetParamsSecu
rityName
{snmpTargetParamsEnt
ry 4}

R/C [規格 ]SNMPメッセージが生成されるときに用いられた手法を示す
securityName。
[実装 ]1～ 32文字の文字列。コンフィグレーションコマンド
snmp-notifyの userパラメータの <User Name>に対応します。

●

19 snmpTargetParamsSecu
rityLevel
{snmpTargetParamsEnt
ry 5}

R/C [規格 ]SNMPメッセージ生成時のセキュリティレベル。
{ noAuthNoPriv(1) -- 認証無，プライバシー無 ,
  authNoPriv(2)   -- 認証有，プライバシー無 ,
  authPriv(3)     -- 認証有，プライバシー有 }
[実装 ] 規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
userパラメータの {noauth|auth|priv}の選択に対応します。

●

20 snmpTargetParamsStor
ageType
{snmpTargetParamsEnt
ry 6}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。
[実装 ]コンフィグレーションに保存されている場合は
nonVolatile(3)，コンフィグレーションに保存されてない場合は
Volatile(2)。ただし，Read_Onlyです。

●

21 snmpTargetParamsRow
Status
{snmpTargetParamsEnt
ry 7}

R/C [規格 ]本エントリの状態。
新たにエントリを追加した場合

snmpTargetParamsMPModel, 
snmpTargetParamsSecurityModel, 
snmpTargetParamsSecurityName, 
snmpTargetParamsSecurityLevelが設定されるまで
notReady(3)が設定されます。

本オブジェクトが active(1)の場合
snmpTargetParamsMPModel, 
snmpTargetParamsSecurityModel, 
snmpTargetParamsSecurityName, 
snmpTargetParamsSecurityLevelを変更してはならない。

[実装 ]規格に同じ。ただし，本オブジェクトが active(1)の場合，本
エントリは対応するコンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
userパラメータに保存されます。また，本オブジェクトが active(1)
以外に設定された場合，本エントリに対応するコンフィグレーション
コマンド snmp-notifyの userパラメータが削除されます。本テーブル
で設定可能な最大エントリ数は 50エントリです。また，コンフィグ
レーションコマンド snmp-notifyで userパラメータが追加された際に
50エントリを超える場合，snmpTargetAddrRowStatusが
notReady(3)または notInService(2)のエントリのうち，辞書順で先頭
のインデックスを持つエントリが削除されます。

●

22 snmpUnavailableConte
xts
{snmpTargetObjects 4}

R/O [規格 ]メッセージ中のコンテキストが利用不可のため破棄された受信
パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 snmpUnknownContexts
{snmpTargetObjects 5}

R/O [規格 ]メッセージ中のコンテキストが理解不可のため破棄された受信
パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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てエントリの追加は行えますが，エントリ追加後に Read_Onlyとなります。

注 2　
R/Cは，規格ドキュメント上のMIB アクセスが Read_Createであることを示します。

2.26.4　snmpNotificationMIBグループ (SNMP-NOTIFICATION-MIB)
snmpNotificationMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3413 (December 2002)

（1） 識別子
 
snmpNotificationMIB     MODULE-IDENTITY　 ::= {snmpModules 13}
 
snmpNotifyObjects       OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpNotificationMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.13.1
 

（2） 実装仕様

snmpNotificationMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-111　snmpNotificationMIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 snmpNotifyTable
{snmpNotifyObjects 1}

NA [規格 ]Notificationを受信する管理対象および，選択された管理対象
に対して送られる Notificationの型を特定するテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 snmpNotifyEntry
{snmpNotifyTable 1}

NA [規格 ]Notificationを受信する管理対象群および，選択された管理対
象に対して送られる Notificationの型を特定するエントリ。
INDEX { IMPLIED snmpNotifyName }
[実装 ]規格に同じ。

●

3 snmpNotifyName
{snmpNotifyEntry 1}

NA [規格 ]snmpNotifyEntryの名前。
[実装 ]"TRAP"固定。

●

4 snmpNotifyTag
{snmpNotifyEntry 2}

R/NW [規格 ]snmpTargetAddrTableのエントリを特定するためのタグ値。
デフォルト値 =""
[実装 ]"TRAP"固定。ただし，Read_Onlyです。

●

5 snmpNotifyType
{snmpNotifyEntry 3}

R/NW [規格 ]Notificationの型。デフォルト値 =trap(1)。
{ trap(1),
  inform(2) }
[実装 ]trap(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

6 snmpNotifyStorageType
{snmpNotifyEntry 4}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。デフォルト値 =nonVolatile。
[実装 ]readOnly(5)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

7 snmpNotifyRowStatus
{snmpNotifyEntry 5}

R/NW [規格 ]本エントリの状態。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●※

8 snmpNotifyFilterProfile
Table
{snmpNotifyObjects 2}

NA [規格 ]Notificationフィルタ定義を特定の対象パラメータに結びつけ
るテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 snmpNotifyFilterProfile
Entry
{snmpNotifyFilterProfil
eTable 1}

NA [規格 ]Notificationを生成するときに使用するフィルタ定義エントリ。
INDEX { IMPLIED snmpTargetParamsName }
[実装 ]規格に同じ。

●
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10 snmpNotifyFilterProfile
Name
{snmpNotifyFilterProfil
eEntry 1}

R/C [規格 ]フィルタ定義の名前。snmpTargetParamsTableと関連付けら
れます。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
notify-filterパラメータの <Filter Name>に対応します。

●

11 snmpNotifyFilterProfile
StorageType
{snmpNotifyFilterProfil
eEntry 2}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。デフォルト値 =nonVolatile。
[実装 ]コンフィグレーションに保存されている場合は
nonVolatile(3)，コンフィグレーションに保存されてない場合は
Volatile(2)。ただし，Read_Onlyです。

●

12 snmpNotifyFilterProfile
RowStatus
{snmpNotifyFilterProfil
eEntry 3}

R/C [規格 ]本エントリの状態。新たにエントリを追加した場合，
snmpNotifyFilterProfileNameが設定されるまで notReady(3)が設定
されます。
[実装 ]規格に同じ。ただし，本オブジェクトが active(1)の場合，本
エントリは対応するコンフィグレーションコマンド snmp-notifyの
notify-filterパラメータに保存されます。また，本オブジェクトが
active(1)以外に設定された場合，本エントリに対応するコンフィグ
レーションコマンド snmp-notifyの notify-filterパラメータが削除さ
れます。本テーブルで設定可能な最大エントリ数は 50エントリです。
また，コンフィグレーションコマンド snmp-notifyで notify-filterパ
ラメータが追加された際に 50エントリを超える場合，
snmpNotifyFilterProfileRowStatusが notReady(3)または
notInService(2)のエントリのうち，辞書順で先頭のインデックスを持
つエントリが削除されます。

●

13 snmpNotifyFilterTable
{snmpNotifyObjects 3}

NA [規格 ] 管理対象が Notificationを受信するか決めるために使用する
フィルター定義のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 snmpNotifyFilterEntry
{snmpNotifyFilterTable 
1}

NA [規格 ]管理対象が Notificationを受信するか決めるために使用する
フィルター定義のエントリ。
INDEX { snmpNotifyFilterProfileName,
        IMPLIED snmpNotifyFilterSubtree }
[実装 ]規格に同じ。

●

15 snmpNotifyFilterSubtre
e
{snmpNotifyFilterEntry 
1}

NA [規格 ]snmpNotifyFilterMaskの対応するインスタンスに組み合わさ
れるとき，フィルター定義に含む，もしくは除外するサブツリーファ
ミリを定義するMIBサブツリー。
[実装 ]規格に同じ。

●

16 snmpNotifyFilterMask
{snmpNotifyFilterEntry 
2}

R/C [規格 ]snmpNotifyFilterSubtreeの対応するインスタンスに組み合わ
される，フィルター定義に含む，もしくは除外するサブツリーファミ
リを定義するビットマスク。
'1'：正確に合致する。
'0'：ワイルドキャラ。
もし，このオブジェクトの長さが 0であれば，この拡張規則は，すべ
て 1でパディングになり，フィルターサブツリーファミリは
snmpNotifyFilterSubtreeの対応インスタンスによりユニークに特定
されるサブツリーになります。デフォルト値 =''H。
[実装 ]規格に同じ。snmpNotifyFilterRowStatusが active(1)の場合
に 32ビットに満たないと '1'で 32ビットに拡張されます。また，デ
フォルトはすべて '1'として扱われます。コンフィグレーションコマン
ド snmp-notify-filterのmaskパラメータの <Mask>に対応します。

●

17 snmpNotifyFilterType
{snmpNotifyFilterEntry 
3}

R/C [規格 ]このオブジェクトは本エントリで定義されるフィルターサブツ
リーファミリがフィルタに含まれる，もしくは除外されるか示します。
デフォルト値 =included。
{ included(1) 
 excluded(2) }
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド
snmp-notify-filterの {include | exclude}の選択に対応します。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注 1　
R/NWは，規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Write，Read_Createですが本装置では Read_Onlyと
なっていることを示します。規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_CreateのMIBは RowStatusを使用し
てエントリの追加は行えますが，エントリ追加後に Read_Onlyとなります。

注 2　
R/Cは，規格ドキュメント上のMIB アクセスが Read_Createであることを示します。

注※
SYNTAXが RowStatusのためエントリの追加 /削除は行えません。

2.26.5　snmpProxyMIBグループ (SNMP-PROXY-MIB)
snmpProxyMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3413 (December 2002)

（1） 識別子
 
snmpProxyMIB            MODULE-IDENTITY　 ::= {snmpModules 14}
 
snmpProxyObjects        OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpProxyMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.14.1
 

（2） 実装仕様

snmpProxyMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-112　snmpProxyMIBグループの実装仕様

18 snmpNotifyFilterStorag
eType
{snmpNotifyFilterEntry 
4}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。デフォルト =nonVolatile。
[実装 ]コンフィグレーションに保存されている場合は
nonVolatile(3)，コンフィグレーションに保存されてない場合は
Volatile(2)。ただし，Read_Onlyです。

●

19 snmpNotifyFilterRowSt
atus
{snmpNotifyFilterEntry 
5}

R/C [規格 ]本エントリの状態。
[実装 ]規格に同じ。本オブジェクトが active(1)の場合，本エントリ
はコンフィグレーションコマンド snmp-notify-filterに保存されます。
また，本オブジェクトが active(1)以外に設定された場合，本エントリ
はコンフィグレーションコマンド snmp-notify-filterから削除されま
す。本テーブルで設定可能な最大エントリ数は 500エントリ，同一の
snmpNotifyFilterProfileNameを持つエントリの最大エントリ数は 30
エントリです。また，コンフィグレーションコマンド
snmp-notify-filterが追加された際にこの最大エントリ数を超える場
合，snmpNotifyFilterRowStatusが notReady(3)または
notInService(2)のエントリのうち，辞書順で先頭のインデックスを持
つエントリが削除されます。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 snmpProxyTable
{snmpProxyObjects 2}

NA [規格 ]プロキシ・フォワーダアプリケーションが使う変換パラメータ
のテーブル。
[実装 ]未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注　
R/Cは，規格ドキュメント上のMIB アクセスが Read_Createであることを示します。

2.26.6　snmpUsmMIBグループ (SNMP-USER-BASED-SM-MIB)
snmpUsmMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3414 (December 2002)

（1） 識別子
 
snmpUsmMIB        MODULE-IDENTITY　 ::= {snmpModules 15}
usmMIBObjects　   OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpUsmMIB 1}
 
usmStats          OBJECT IDENTIFIER ::= {usmMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.15.1.1
 
usmUser           OBJECT IDENTIFIER ::= {usmMIBObjects 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.15.1.2
 

2 snmpProxyEntry
{snmpProxyTable 1}

NA [規格 ]プロキシ・フォワーダアプリケーションが使う変換パラメータ
のエントリ。
INDEX { IMPLIED snmpProxyName }
[実装 ]未サポート。

×

3 snmpProxyName
{snmpProxyEntry 1}

NA [規格 ]snmpProxyEntryの名前 (1～ 32文字 )。
[実装 ]未サポート。

×

4 snmpProxyType
{snmpProxyEntry 2}

R/C [規格 ]本エントリで定義される変換パラメータでフォワードされる
メッセージの型。
{ read(1)  ,
  write(2),
  trap(3),
  inform(4) }
[実装 ]未サポート。

×

5 snmpProxyContextEngi
neID
{snmpProxyEntry 3}

R/C [規格 ]本エントリで定義される変換パラメータでフォワードされる
メッセージに含まれる contextEngineID。
[実装 ]未サポート。

×

6 snmpProxyContextNam
e
{snmpProxyEntry 4}

R/C [規格 ]本エントリで定義される変換パラメータでフォワードされる
メッセージに含まれる contextName。
[実装 ]未サポート。

×

7 snmpProxyTargetPara
msIn
{snmpProxyEntry 5}

R/C [規格 ]snmpTargetParamsTableのエントリを特定する。
[実装 ]未サポート。

×

8 snmpProxySingleTarget
Out
{snmpProxyEntry 6}

R/C [規格 ]snmpTargetAddrTableで定義される管理対象を特定します。
[実装 ]未サポート。

×

9 snmpProxyMultipleTarg
etOut
{snmpProxyEntry 7}

R/C [規格 ]snmpTargetAddrTableで定義される管理対象を特定します。
[実装 ]未サポート。

×

10 snmpProxyStorageType
{snmpProxyEntry 8}

R/C [規格 ]本エントリの保存形式。
[実装 ]未サポート。

×

11 snmpProxyRowStatus
{snmpProxyEntry 9}

R/C [規格 ]本エントリの状態。
[実装 ]未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

snmpUsmMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-113　snmpUsmMIBの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 usmStatsUnsupportedS
ecLevels
{usmStats 1}

R/O [規格 ]セキュリティレベル不正のため破棄された受信パケットの総
数。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 usmStatsNotInTimeWin
dows
{usmStats 2}

R/O [規格 ]WindowTimeが範囲外のため破棄された受信パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

3 usmStatsUnknownUser
Names
{usmStats 3}

R/O [規格 ]ユーザ不正のため破棄された受信パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

4 usmStatsUnknownEngi
neIDs
{usmStats 4}

R/O [規格 ]認識外の snmpEngineIDを参照しているため廃棄された受信
パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 usmStatsWrongDigests
{usmStats 5}

R/O [規格 ]期待されるダイジェスト値を含んでいないため廃棄された受信
パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

6 usmStatsDecryptionErr
ors
{usmStats 6}

R/O [規格 ]復号できなかったため廃棄された受信パケットの総数。
[実装 ]規格に同じ。

●

7 usmUserSpinLock
{usmUser 1}

R/NW [規格 ]usmUserTableの秘密を変更する場合のロック操作に使用され
ます。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

8 usmUserTable
{usmUser 2}

NA [規格 ]SNMPエンジンの LCD(Local Configuration Datastore)に構
成されるユーザテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

9 usmUserEntry
{usmUserTable 1}

NA [規格 ]SNMPエンジンの LCD(Local Configuration Datastore)に構
成されるユーザテーブルのエントリ。
INDEX { usmUserEngineID, usmUserName }
[実装 ]規格に同じ。

●

10 usmUserEngineID
{usmUserEntry 1}

NA [規格 ]SNMPエンジンの管理のための ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

11 usmUserName
{usmUserEntry 2}

NA [規格 ]ユーザを示す判読可能な名前。これは USMが依存するセキュ
リティ ID。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 usmUserSecurityName
{usmUserEntry 3}

R/O [規格 ]セキュリティモデルに依存しない形式のユーザを示す判読可能
な名前。usmUserNameと同じ値。
[実装 ]規格に同じ。

●

13 usmUserCloneFrom
{usmUserEntry 4}

R/NW [規格 ]新しいエントリを追加する際に複製元となる別のエントリへの
ポインタ。このオブジェクトが読まれる場合，0.0の OIDが返されま
す。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

14 usmUserAuthProtocol
{usmUserEntry 5}

R/NW [規格 ]usmUserEngineIDによって示される SNMPエンジンの認証
プロトコル。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●
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注　
R/NWは，規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Write，Read_Createですが本装置では Read_Onlyと
なっていることを示します。規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_CreateのMIBは RowStatusを使用し
てエントリの追加は行えますが，エントリ追加後に Read_Onlyとなります。

注※
SYNTAXが RowStatusのためエントリの追加 /削除は行えません。

2.26.7　snmpVacmMIBグループ (SNMP-VIEW-BASED-ACM-MIB)
snmpVacmMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3415 (December 2002)

（1） 識別子
 
snmpVacmMIB         MODULE-IDENTITY　 ::= {snmpModules 16}
 
vacmMIBObjects      OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpVacmMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.16.1
 

15 usmUserAuthKeyChan
ge
{usmUserEntry 6}

R/NW [規格 ]usmUserEngineIDによって示される snmpエンジンの認証
キーを生成するオブジェクト。要求元の usmUserNameが本エントリ
の usmUserNameと異なる場合に設定されます。このオブジェクトが
読まれる場合，長さ 0の文字列が返されます。デフォルト値 =''H。
[実装 ]""固定。ただし，Read_Onlyです。

●

16 usmUserOwnAuthKeyC
hange
{usmUserEntry 7}

R/NW [規格 ]usmUserEngineIDによって示される snmpエンジンの認証
キーを生成するオブジェクト。要求元の usmUserNameが本エントリ
の usmUserNameと等しい場合に設定されます。このオブジェクトが
読まれる場合，長さ 0の文字列が返されます。デフォルト値 =''H。
[実装 ]""固定。ただし，Read_Onlyです。

●

17 usmUserPrivProtocol
{usmUserEntry 8}

R/NW [規格 ] usmUserEngineIDによって示される SNMPエンジンのプラ
イバシープロトコルが使用。デフォルト値 =usmNoPrivProtocol。
[実装 ]規格に同じ。ただし，Read_Onlyです。

●

18 usmUserPrivKeyChang
e
{usmUserEntry 9}

R/NW [規格 ]usmUserEngineIDによって示される暗号キーを生成するオブ
ジェクト。要求元の usmUserNameが本エントリの usmUserName
と異なる場合に設定されます。このオブジェクトが読まれる場合，長
さ 0の文字列が返されます。デフォルト値 =''H。
[実装 ]""固定。ただし，Read_Onlyです。

●

19 usmUserOwnPrivKeyC
hange
{usmUserEntry 10}

R/NW [規格 ]usmUserEngineIDによって示される暗号キーを生成するオブ
ジェクト。要求元の usmUserNameが本エントリの usmUserName
と等しい場合に設定されます。このオブジェクトが読まれる場合，長
さ 0の文字列が返されます。デフォルト値 =''H。
[実装 ]""固定。ただし，Read_Onlyです。

●

20 usmUserPublic
{usmUserEntry 11}

R/NW [規格 ]ユーザの認証キー，暗号キーを変更する処理で生成される値。
後でキーの変更が有効であったか判定するために利用できます。デ
フォルト値 =''H。
[実装 ]""固定。ただし，Read_Onlyです。

●

21 usmUserStorageType
{usmUserEntry 12}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。
[実装 ]readOnly(5)固定。ただし，Read_Onlyです。

●

22 usmUserStatus
{usmUserEntry 13}

R/NW [規格 ]本エントリの状態。
[実装 ]active(1)固定。ただし，Read_Onlyです。

●※

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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vacmMIBViews        OBJECT IDENTIFIER ::= {vacmMIBObjects 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.16.1.5
 

（2） 実装仕様

snmpVacmMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-114　snmpVacmMIBの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 vacmContextTable
{vacmMIBObjects 1}

NA [規格 ]ローカルに利用可能なコンテキストテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

2 vacmContextEntry
{vacmContextTable 1}

NA [規格 ]ローカルに利用可能なコンテキストテーブルのエントリ。
INDEX { vacmContextName }
[実装 ]規格に同じ。

●

3 vacmContextName
{vacmContextEntry 1}

R/O [規格 ]特定の SNMPエンティティの特定のコンテキストを示す読解
可能な名前。空の contextName は，デフォルトコンテキストを示し
ます。
[実装 ]デフォルトコンテキスト固定。

●

4 vacmSecurityToGroupT
able
{vacmMIBObjects 2}

NA [規格 ]操作者グループへのアクセス・コントロールポリシーを定義す
るために使われるテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

5 vacmSecurityToGroupE
ntry
{vacmSecurityToGroupT
able 1}

NA [規格 ]操作者グループへのアクセス・コントロールポリシーを定義す
るために使われるエントリ。securityModel と securityName をペア
にした groupNameを示します。
INDEX { vacmSecurityModel, vacmSecurityName }
[実装 ]規格に同じ。

●

6 vacmSecurityModel
{vacmSecurityToGroupE
ntry 1}

NA [規格 ]本エントリで参照される vacmSecurityNameのセキュリティ
モデル。0は指定不可。
1～ 255は IANAで管理されます。
  0：特定のモデルなし
  1：SNMPv1
  2：SNMPv2c
  3：User-Based Security Model(USM)
256以上は企業独自。
[実装 ]USM(3)固定。

●

7 vacmSecurityName
{vacmSecurityToGroupE
ntry 2}

NA [規格 ]securityName主に，セキュリティモデルから独立した形式で
の表示，本エントリから groupNameへマップされます。
[実装 ]規格に同じ。

●

8 vacmGroupName
{vacmSecurityToGroupE
ntry 3}

R/C [規格 ]本エントリが所属するグループ名。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-groupの
<Group Name>に対応します。

●

9 vacmSecurityToGroupSt
orageType
{vacmSecurityToGroupE
ntry 4}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。デフォルト値 =nonVolatile。
[実装 ]コンフィグレーションに保存されている場合は
nonVolatile(3)，コンフィグレーションに保存されてない場合は
Volatile(2)。ただし，Read_Onlyです。

●
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10 vacmSecurityToGroupSt
atus
{vacmSecurityToGroupE
ntry 5}

R/C [規格 ]本エントリの状態。新たにエントリを追加した場合，
vacmGroupNameが設定されるまで notReady(3)が設定されます。
[実装 ]規格に同じ。ただし，本オブジェクトが active(1)の場合，本
エントリは対応するコンフィグレーションコマンド snmp-groupの
userパラメータに保存されます。また，本オブジェクトが active(1)
以外に設定された場合，本エントリに対応するコンフィグレーション
コマンド snmp-groupの userパラメータが削除されます。本テーブル
で設定可能な最大エントリ数は 50エントリ，同一の
vacmGroupNameを持つエントリの最大エントリ数は 10エントリで
す。また，コンフィグレーションコマンド snmp-groupで userパラ
メータが追加された際にこの最大エントリ数を超える場合，
vacmSecurityToGroupStatusが notReady(3)または notInService(2)
のエントリのうち，辞書順で先頭のインデックスを持つエントリが削
除されます。

●

11 vacmAccessTable
{vacmMIBObjects 4}

NA [規格 ]グループのアクセス権のテーブル。
[実装 ]規格に同じ。

●

12 vacmAccessEntry
{vacmAccessTable 1}

NA [規格 ]グループのアクセス権のエントリ。
INDEX { vacmGroupName,
        vacmAccessContextPrefix,
        vacmAccessSecurityModel,
        vacmAccessSecurityLevel }
[実装 ]規格に同じ。

●

13 vacmAccessContextPref
ix
{vacmAccessEntry 1}

NA [規格 ]本エントリでアクセス権を取得するために比較する値。
[実装 ]規格に同じ。

●

14 vacmAccessSecurityMo
del
{vacmAccessEntry 2}

NA [規格 ]本エントリのアクセス権を取得するために必要な
securityModel。
1～ 255は IANAで管理されます。
  0：特定のモデルなし
  1：SNMPv1
  2：SNMPv2c
  3：User-Based Security Model(USM)
256以上は企業独自。
[実装 ]USM(3)固定。

●

15 vacmAccessSecurityLev
el
{vacmAccessEntry 3}

NA [規格 ]本エントリのアクセス権を取得するために必要なセキュリティ
レベル。
{ noAuthNoPriv(1) -- 認証無，プライバシー無 ,
  authNoPriv(2)   -- 認証有，プライバシー無 ,
  authPriv(3)     -- 認証有，プライバシー有 }
[実装 ]規格に同じ。

●

16 vacmAccessContextMat
ch
{vacmAccessEntry 4}

R/C [規格 ]exact(1)：contextName が vacmAccessContextPrefixに正確に
マッチするすべての行エントリが選択されます。
prefix(2)：contextNameの先頭文字が vacmAccessContextPrefixに
正確にマッチするすべての行エントリが選択されます。
デフォルト値 =exact。
{ exact(1),
  prefix(2) }
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-groupの
accessパラメータの {exact | prefix}の選択に対応します。

●

17 vacmAccessReadViewN
ame
{vacmAccessEntry 5}

R/C [規格 ]本エントリが読み込みアクセスを認証するMIBビューの
vacmViewTreeFamilyViewName。デフォルト値 =''H。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-groupの
accessパラメータの readパラメータの <View Name>に対応します。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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18 vacmAccessWriteViewN
ame
{vacmAccessEntry 6}

R/C [規格 ]本エントリが書き込みアクセスを認証するMIBビューの
vacmViewTreeFamilyViewName。デフォルト値 =''H。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-groupの
accessパラメータの writeパラメータの <View Name>に対応します。

●

19 vacmAccessNotifyView
Name
{vacmAccessEntry 7}

R/C [規格 ]本エントリが notificationsアクセスを認証するMIBビューの
vacmViewTreeFamilyViewName。デフォルト値 =''H。
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-groupの
accessパラメータの notifyパラメータの <View Name>に対応しま
す。

●

20 vacmAccessStorageType
{vacmAccessEntry 8}

R/NW [規格 ]本エントリの保存形式。デフォルト値 =nonVolatile。
[実装 ]コンフィグレーションに保存されている場合は
nonVolatile(3)，コンフィグレーションに保存されてない場合は
Volatile(2)。ただし，Read_Onlyです。

●

21 vacmAccessStatus
{vacmAccessEntry 9}

R/C [規格 ]本エントリの状態。
[実装 ]規格に同じ。ただし，本オブジェクトが active(1)の場合，本
エントリは対応するコンフィグレーションコマンド snmp-groupの
accessパラメータに保存されます。また，本オブジェクトが active(1)
以外に設定された場合，本エントリに対応するコンフィグレーション
コマンド snmp-groupの accessパラメータが削除されます。本テーブ
ルで設定可能な最大エントリ数は 50エントリ，同一の
vacmGroupNameを持つエントリの最大エントリ数は 10エントリで
す。また，コンフィグレーションコマンド snmp-groupで accessパラ
メータが追加された際にこの最大エントリ数を超える場合，
vacmAccessStatusが notReady(3)または notInService(2)のエントリ
のうち，辞書順で先頭のインデックスを持つエントリが削除されます。

●

22 vacmViewSpinLock
{vacmMIBViews 1}

R/W [規格 ]ビュー作成もしくは変更の SET操作を行うため，共同する
SNMPコマンドジェネレータアプリケーションに協調を許すための勧
告ロック。
これは，勧告ロックであるので，使用は強制でない。
[実装 ]規格に同じ。

●

23 vacmViewTreeFamilyTa
ble
{vacmMIBViews 2}

NA [規格 ]MIBビューのサブツリーファミリの情報のローカル保存テーブ
ル。すべてのビューサブツリーは，包含も除外も，このテーブルで定
義されます。
[実装 ]規格に同じ。

●

24 vacmViewTreeFamilyE
ntry
{vacmViewTreeFamilyT
able 1}

NA [規格 ]MIBビューのサブツリーファミリの情報のローカル保存エント
リ。
INDEX { vacmViewTreeFamilyViewName,
        vacmViewTreeFamilySubtree }
[実装 ]規格に同じ。

●

25 vacmViewTreeFamilyVi
ewName
{vacmViewTreeFamilyE
ntry 1}

NA [規格 ]人間に判読可能なビューサブツリーファミリの名前。
[実装 ]規格に同じ。

●

26 vacmViewTreeFamilySu
btree
{vacmViewTreeFamilyE
ntry 2}

NA [規格 ]ビューサブツリーファミリを定義するMIBサブツリー。
[実装 ]規格に同じ。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注 1　
R/NWは，規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Write，Read_Createですが本装置では Read_Onlyと
なっていることを示します。規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_CreateのMIBは RowStatusを使用し
てエントリの追加は行えますが，エントリ追加後に Read_Onlyとなります。

注 2　
R/Cは，規格ドキュメント上のMIB アクセスが Read_Createであることを示します。

2.26.8　snmpCommunityMIBグループ (SNMP-COMMUNITY-MIB)
snmpCommunityMIBグループの関連ドキュメントを次に示します。

• RFC3584 (August 2003)

（1） 識別子
 
snmpCommunityMIB            MODULE-IDENTITY   ::= {snmpModules 18}
 
snmpCommunityMIBObjects     OBJECT IDENTIFIER ::= {snmpCommunityMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.6.3.18.1
 

27 vacmViewTreeFamilyM
ask
{vacmViewTreeFamilyE
ntry 3}

R/C [規格 ]vacmViewTreeFamilySubtreeのマスク値。
'1'：正確な一致が発生しなければならない。
'0'：'wild card'を示す。
このオブジェクトの長さが 0の場合，すべて '1'のマスクが使用されま
す。
[実装 ]規格に同じ。ただし，最大 32ビットで，
vacmViewTreeFamilyStatusが active(1)の場合に 32ビットに満たな
いと '1'で 32ビットに拡張されます。また，デフォルトはすべて '1'と
して扱われます。コンフィグレーションコマンド snmp-viewのmask
パラメータの <Mask>に対応します。

●

28 vacmViewTreeFamilyTy
pe
{vacmViewTreeFamilyE
ntry 4}

R/C [規格 ]MIBビューの包含 /除外を示します。デフォルト値 =included。
{ included(1),
  excluded(2) }
[実装 ]規格に同じ。コンフィグレーションコマンド snmp-viewの
{include | exclude}の選択に対応します。

●

29 vacmViewTreeFamilySt
orageType
{vacmViewTreeFamilyE
ntry 5}

R/NW [規格 ]このエントリの保存形式。デフォルト値 =nonVolatile。
[実装 ]コンフィグレーションに保存されている場合は
nonVolatile(3)，コンフィグレーションに保存されてない場合は
Volatile(2)。ただし，Read_Onlyです。

●

30 vacmViewTreeFamilySt
atus
{vacmViewTreeFamilyE
ntry 6}

R/C [規格 ]本エントリの状態。
[実装 ]規格に同じ。本オブジェクトが active(1)の場合，本エントリ
はコンフィグレーションコマンド snmp-viewに保存されます。また，
本オブジェクトが active(1)以外に設定された場合，本エントリはコン
フィグレーションコマンド snmp-viewから削除されます。本テーブル
で設定可能な最大エントリ数は 500エントリ，同一の
vacmViewTreeFamilyViewNameを持つエントリの最大エントリ数は
30エントリです。また，コンフィグレーションコマンド snmp-view
で <SubTree>が追加された際にこの最大エントリ数を超える場合，
vacmViewTreeFamilyStatusが notReady(3)または notInService(2)
のエントリのうち，辞書順で先頭のインデックスを持つエントリが削
除されます。

●

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

snmpCommunityMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 2-115　snmpCommunityMIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 snmpCommunityTable
{snmpCommunityMIBO
bjects 1}

NA [規格 ]SNMPエンジンの LCDに構成されるコミュニティストリング
のテーブル。
[実装 ]未サポート。

×

2 snmpCommunityEntry
{snmpCommunityTable 
1}

NA [規格 ]SNMPエンジンの LCDに構成されるコミュニティストリング
のエントリ。
INDEX { IMPLIED snmpCommunityIndex }
[実装 ]未サポート。

×

3 snmpCommunityIndex
{snmpCommunityEntry 
1}

NA [規格 ]本エントリのインデックス (0～ 32文字 )。
[実装 ]未サポート。

×

4 snmpCommunityName
{snmpCommunityEntry 
2}

R/C [規格 ]本エントリのコミュニティ名。このオブジェクトはサイズ制限
がない。
[実装 ]未サポート。

×

5 snmpCommunitySecurit
yName
{snmpCommunityEntry 
3}

R/C [規格 ]セキュリティモデルに独立したフォーマットの
snmpCommunityName に対応するストリング (0～ 32文字 )。
[実装 ]未サポート。

×

6 snmpCommunityContex
tEngineID
{snmpCommunityEntry 
4}

R/C [規格 ]snmpCommunityNameの対応するインスタンスで示される，
管理情報のコンテキストのありかを示す contextEngineID。
[実装 ]未サポート。

×

7 snmpCommunityContex
tName
{snmpCommunityEntry 
5}

R/C [規格 ]snmpCommunityNameの対応するインスタンスで示される管
理情報のコンテキスト (0～ 32文字 )。
[実装 ]未サポート。

×

8 snmpCommunityTransp
ortTag
{snmpCommunityEntry 
6}

R/C [規格 ]トランスポートエンドポイントのセットを特定するためのタグ
値。
[実装 ]未サポート。

×

9 snmpCommunityStorag
eType
{snmpCommunityEntry 
7}

R/C [規格 ]本エントリの保存形式。
[実装 ]未サポート。

×

10 snmpCommunityStatus
{snmpCommunityEntry 
8}

R/C [規格 ]本エントリの状態。
[実装 ]未サポート。

×

11 snmpTargetAddrExtTab
le
{snmpCommunityMIBO
bjects 2}

NA [規格 ]snmpTargetAddrTableに結びついたマスクとmms値のテーブ
ル。
[実装 ]未サポート。

×

12 snmpTargetAddrExtEnt
ry
{snmpTargetAddrExtTa
ble 1}

NA [規格 ]snmpTargetAddrTableに結びついたマスクとmms値のエント
リ。
AUGMENTS {snmpTargetAddrEntry }
[実装 ]未サポート。

×
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注　
R/Cは，規格ドキュメント上のMIBアクセスが Read_Createであることを示します。

13 snmpTargetAddrTMask
{snmpTargetAddrExtEn
try 1}

R/C [規格 ]snmpTargetAddrTableのエントリと結びついたマスク値 (0～
255文字 )。
'1'のビットは，snmpTargetAddrTAddress のビットに合致するトラ
ンスポートアドレスのビットを示します。
'0'のビットは，snmpTargetAddrTAddress のビットに合致しない伝
送アドレスのビットを示します。
[実装 ]未サポート。

×

14 snmpTargetAddrMMS
{snmpTargetAddrExtEn
try 2}

R/C [規格 ]snmpTargetAddrTableのエントリと結びついた最大メッセー
ジ・サイズ値。値の範囲は 0もしくは 484～ 2147483647
[実装 ]未サポート。

×

15 snmpTrapAddress
{snmpCommunityMIBO
bjects 3}

AN [規格 ]SNMPv1以外の SNMPバージョンを使用した Proxy 
Forwarding Applicationsによって転送されるトラップ PDUの
agent-addrフィールドの値。
[実装 ]未サポート。

×

16 snmpTrapCommunity
{snmpCommunityMIBO
bjects 4}

AN [規格 ]SNMPv1以外の SNMPバージョンを使用した Proxy 
Forwarding Applicationsによって転送される，トラップ PDUを含ん
だ SNMPv1メッセージのコミュニティ・ストリング・フィールドの
値。
[実装 ]未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3　 プライベート MIB
この章では本装置で使用するプライベートMIBの実装仕様について説明し
ます。

3.1　axsStatsグループ (統計情報 MIB)

3.2　axsGsrpMIBグループ (GSRPグループ情報 )

3.3　axsFdbグループ (Fdbグループ MIB)

3.4　axsVlanグループ (VLAN情報MIB)

3.5　axsOadpグループ（OADP情報 MIB）

3.6　axsFlowグループ（FLOW情報 MIB）

3.7　axsOspfMIBグループ (マルチバックボーン OSPF情報 MIB)【OP-OSPF(AX5400S)】

3.8　axsOspfv3MIBグループ (マルチバックボーン OSPFv3情報 MIB)
【OP-OSPF(AX5400S)】

3.9　axsIsisMIBグループ (IS-IS情報 MIB)【OP-ISIS】

3.10　axsStaticグループ (スタティック経路情報MIB)

3.11　axsBootManagementグループ (システム起動情報 MIB)

3.12　axsLoginグループ (ログイン情報 MIB)

3.13　axslldpグループ (LLDP情報MIB)

3.14　ax7800sSwitchグループ (装置のモデル情報 MIB)【AX7800S】

3.15　ax7800sDeviceグループ (装置の筐体情報 MIB)【AX7800S】

3.16　ax7800sManagementMIBグループ (装置の状態／情報の変更を行う )【AX7800S】

3.17　ax5400sSwitchグループ（装置のモデル情報MIB）【AX5400S】

3.18　ax5400sDeviceグループ（装置の筐体情報 MIB）【AX5400S】

3.19　ax5400sManagementMIBグループ (装置の状態／情報の変更を行う )【AX5400S】

3.20　icmpグループ (HPプライベート MIB)
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3.21　sFlowグループ (InMonプライベートMIB)
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3.1　axsStatsグループ (統計情報 MIB)
3.1　axsStatsグループ (統計情報MIB)

3.1.1　axsPhysStatsグループ【【【【AX7800S】】】】
次に示す axsPhysStatsグループについて説明します。

• OC-48c/STM-16 POS
• OC-192c/STM-64 POS

（1） 識別子
 
axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}
 
axsPhysStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStats 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1

（2） 実装仕様

axsPhysStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-1　axsPhysStatsグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsPhysStatsTable
{axsPhysStats 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理層およびチャネルの統計情報テーブル。 ●

2 axsPhysStatsEntry
{axsPhysStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理層およびチャネルの統計情報エントリ
情報。
[index] {axsPhysStatsIfIndex }

●

3 axsPhysStatsIfIndex
{axsPhysStatsEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA POSの物理層およびチャネル層の IfIndex
値。

●

4 axsPhysStatsIfDescr
{axsPhysStatsEntry 2}

DisplayStri
ng

R/O このインタフェースの説明。
interfaceグループの ifDescrと同じ文字列。

●

5 axsPhysStatsIfType
{axsPhysStatsEntry 3}

INTEGER R/O ハードウェアのタイプを示す。
other(1)
OC-48c/STM-16 POS(103)
OC-192c/STM-64 POS(104)

●

6 axsPhysStatsInFCSs
{axsPhysStatsEntry 4}

Counter R/O FCSエラーフレームの受信数。 ●

7 axsPhysStatsInAborts
{axsPhysStatsEntry 5}

Counter R/O アボートフレームの受信数。 ●

8 axsPhysStatsOverrun
{axsPhysStatsEntry 6}

Counter R/O 受信時にオーバーランが発生した回数。
0固定。

▲

9 axsPhysStatsUnderrun
{axsPhysStatsEntry 7}

Counter R/O 送信時にアンダーランが発生した回数。 ●

10 axsPhysStatsInOddbits
{axsPhysStatsEntry 8}

Counter R/O 端数ビット受信数。
0固定。

▲

11 axsPhysStatsInShortfrms
{axsPhysStatsEntry 9}

Counter R/O ショートフレーム受信数。 ●

12 axsPhysStatsSendTimeout
{axsPhysStatsEntry 10}

Counter R/O 送信完了タイムアウト回数。
0固定。

▲

13 axsPhysStatsOutAborts
{axsPhysStatsEntry 11}

Counter R/O アボートフレームの送信数。 ●
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3.1.2　axsSonetStatsグループ【【【【AX7800S】】】】
次に示す axsSonetStatsグループについて説明します。

• OC-48c/STM-16 POS
• OC-192c/STM-64 POS

（1） 識別子
 
axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}
 
axsSonetStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStats 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3

（2） 実装仕様

axsSonetStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-2　axsSonetStatsグループの実装仕様

14 axsPhysStatsInLongfrms
{axsPhysStatsEntry 12}

Counter R/O ロングフレーム受信数。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsSonetSectionStatsTable
{axsSonetStats 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETインタフェースセクション統計情
報テーブル。

●

2 axsSonetSectionStatsEntry
{axsSonetSectionStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETインタフェースセクション統計情
報エントリ情報。
[index] {axsSonetSectionStatsIfIndex}

●

3 axsSonetSectionStatsIfIndex
{axsSonetSectionStatsEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETを使用するインタフェースの
IfIndex値。

●

4 axsSonetSectionStatsLOS
{axsSonetSectionStatsEntry 2}

Counter R/O LOS（Loss Of Signal）受信信号の回数。 ●

5 axsSonetSectionStatsLOF
{axsSonetSectionStatsEntry 3}

Counter R/O LOF（Loss Of Frame）フレームの消失 
OOF状態が 3ミリ秒継続した回数。

●

6 axsSonetSectionStatsOOF
{axsSonetSectionStatsEntry 4}

Counter R/O OOF（Out Of Frame）フレーム同期外れの
回数。

●

7 axsSonetSectionStatsBIP8
{axsSonetSectionStatsEntry 5}

Counter R/O S-BIP8（Section-Bit Interleaved Parity 8）
BIP8演算エラー発生回数。

●

8 axsSonetSectionStatsB2EBER
{axsSonetSectionStatsEntry 6}

Counter R/O B2 EBER（Excessive Bit Error Ratio）発
生回数。

●

9 axsSonetSectionStatsB2SD
{axsSonetSectionStatsEntry 7}

Counter R/O B2 SD（Signal Degrade）発生回数。 ●

10 axsSonetLineStatsTable
{axsSonetStats 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETインタフェースライン統計情報
テーブル。

●

11 axsSonetLineStatsEntry
{axsSonetLineStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETインタフェースライン統計情報エ
ントリ情報。
[index] {axsSonetLineStatsIfIndex}

●

12 axsSonetLineStatsIfIndex
{axsSonetLineStatsEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETを使用するインタフェースの
IfIndex値。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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13 axsSonetLineStatsAIS
{axsSonetLineStatsEntry 2}

Counter R/O L-AIS（Line-Alarm Indication Signal）送
信元装置で L-AIS発生中となった回数。

●

14 axsSonetLineStatsRDI
{axsSonetLineStatsEntry 3}

Counter R/O L-RDI（Line-Remote Defect Indication）
送信先装置が LOS，LOF，
L-AIS検出中となった回数。

●

15 axsSonetLineStatsBIP24
{axsSonetLineStatsEntry 4}

Counter R/O L-BIP24（Line-Bit Interleaved Parity 24）
BIP24演算エラー発生回数。
0固定。

▲

16 axsSonetLineStatsFEBE
{axsSonetLineStatsEntry 5}

Counter R/O L-FEBE（Line-Far End Block Error）送信
先装置が L-BIP24 の検出回数。
0固定。

▲

17 axsSonetLineStatsBIP384
{axsSonetLineStatsEntry 6}

Counter R/O L-BIP384（Line-Bit Interleaved Parity 
384）BIP384演算エラー発生回数。
OC-48c/STM-16 POSの場合。

●

18 axsSonetLineStatsBIP1536
{axsSonetLineStatsEntry 7}

Counter R/O L-BIP1536（Line-Bit Interleaved Parity 
1536）BIP1536演算エラー発生回数。
OC-192c/STM-64 POSの場合。

●

19 axsSonetLineStatsREI
{axsSonetLineStatsEntry 8}

Counter R/O L-REI（Line-Remote Error Indication）送
信先装置が L-BIP384または L-BIP1536の
検出回数。

●

20 axsSonetPathStatsTable
{axsSonetStats 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETインタフェースパス統計情報テー
ブル。

●

21 axsSonetPathStatsEntry
{axsSonetPathStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETインタフェースパス統計情報エン
トリ情報。
[index] {axsSonetPathStatsIfIndex}

●

22 axsSonetPathStatsIfIndex
{axsSonetPathStatsEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SONETを使用するインタフェースの
IfIndex値。

●

23 axsSonetPathStatsLOP
{axsSonetPathStatsEntry 2}

Counter R/O P-LOP（Path-Loss Of Pointer）ポインタ異
常。OOF検出中は強制的に LOP状態と
なった回数。

●

24 axsSonetPathStatsAIS
{axsSonetPathStatsEntry 3}

Counter R/O P-AIS（Path-Alarm Indication Signal）送
信元装置で P-AIS発生中となった回数。

●

25 axsSonetPathStatsRDI
{axsSonetPathStatsEntry 4}

Counter R/O P-RDI（Path-Remote Defect Indication）
送信先装置が LOS，LOF，P-AIS検出中と
なった回数。

●

26 axsSonetPathStatsBIP8
{axsSonetPathStatsEntry 5}

Counter R/O P-BIP8（Path-Bit Interleaved Parity 8）
BIP8演算エラー回数。

●

27 axsSonetPathStatsFEBE
{axsSonetPathStatsEntry 6}

Counter R/O P-FEBE（Path-Far End Block Error） 送信
先が P-BIP8エラーを検出した回数。
0固定。

▲

28 axsSonetPathStatsREI
{axsSonetPathStatsEntry 7}

Counter R/O P-REI（Path-Remote Error Indication）送
信先が P-BIP8エラーを検出した回数。

●

29 axsSonetRDIPathStatsAISLOP
{axsSonetPathStatsEntry 8}

Counter R/O RDI P-AIS/P-LOP（Remote Defect 
Indication Path-Alarm Indication Signal/
Path-Loss Of Pointer）送信元装置で RDI 
P-AIS/P-LOP発生中となった回数。

●

30 axsSonetRDIPathStatsUNEQ
{axsSonetPathStatsEntry 9}

Counter R/O RDI P-UNEQ（Remote Defect Indication 
Path-UNEQuipment）送信元装置で RDI 
P-UNEQ発生中となった回数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.1.3　axsIfStatsグループ

（1） 識別子
 
axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}
 
axsIfStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStats 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4

（2） 実装仕様

axsIfStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-3　axsIfStatsグループの実装仕様

31 axsSonetRDIPathStatsPLM
{axsSonetPathStatsEntry 10}

Counter R/O RDI P-PLM（Remote Defect Indication 
Path-Payload Label Mismatch）送信元装
置で RDI P-PLM発生中となった回数。

●

32 axsSonetPathStatsUNEQ
{axsSonetPathStatsEntry 11}

Counter R/O P-UNEQ（Path-UNEQuipment）送信元装
置で P-UNEQ発生中となった回数。

●

33 axsSonetPathStatsPLM
{axsSonetPathStatsEntry 12}

Counter R/O P-PLM（Path-Payload Label Mismatch）
送信元装置で P-PLM発生中となった回数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsIfStatsTable
{axsIfStats 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA インタフェースの拡張統計情報テーブル。 ●

2 axsIfStatsEntry
{axsIfStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA インタフェースの拡張統計情報テーブルの
エントリ。
[index] {axsIfStatsIndex}

●

3 axsIfStatsIndex
{axsIfStatsEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 本装置のインタフェースインデックス。
ifIndexと同じ。

●

4 axsIfStatsName
{axsIfStatsEntry 2}

DisplayStrin
g

R/O インタフェースの名称。
ifDescrと同じ。

●

5 axsIfStatsInMegaOctets
{axsIfStatsEntry 3}

Counter R/O 受信した総オクテット数（単位：メガ）。メ
ガ未満は切り捨て。

●

6 axsIfStatsInUcastMegaPkts
{axsIfStatsEntry 4}

Counter R/O 受信したユニキャストパケット数（単位：
メガ）。メガ未満は切り捨て。

●

7 axsIfStatsInMulticastMegaPkts
{axsIfStatsEntry 5}

Counter R/O 受信したマルチキャストパケット数（単
位：メガ）。メガ未満は切り捨て。

●※

8 axsIfStatsInBroadcastMegaPkt
s
{axsIfStatsEntry 6}

Counter R/O 受信したブロードキャストパケット数（単
位：メガ）。メガ未満は切り捨て。

●※

9 axsIfStatsOutMegaOctets
{axsIfStatsEntry 7}

Counter R/O 送信した総オクテット数（単位：メガ）。メ
ガ未満は切り捨て。

●

10 axsIfStatsOutUcastMegaPkts
{axsIfStatsEntry 8}

Counter R/O ユニキャスト送信したパケット数。（単位：
メガ）。メガ未満は切り捨て。

●

11 axsIfStatsOutMulticastMegaPk
ts
{axsIfStatsEntry 9}

Counter R/O マルチキャスト送信したパケット数（単
位：メガ）。メガ未満は切り捨て。

●※

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※　POSの場合，0固定になります。

3.1.4　axsQoSグループ

（1） 識別子
 
axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}
 
axsQoS OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStats 6}
 
axsEtherTxQoS OBJECT IDENTIFIER ::= {axsQoS 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1
 
axsEthShaper OBJECT IDENTIFIER ::= {axsQoS 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4
 
axsEthShaperAgQue OBJECT IDENTIFIER ::= {axsQoS 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5

（2） 実装仕様

axsEtherTxQoSグループの実装仕様を「表 3-4　axsEtherTxQoSグループの実装仕様 (イーサネット
ワークインタフェースの QoS統計情報 )」，axsEthShaperStatsグループの実装仕様を「表 3-5　
axsEthShaperStatsグループの実装仕様 (Shaper統計情報 )」，axsEthShaperAgQueStatsグループの実
装仕様を「表 3-6　axsEthShaperAgQueStatsグループの実装仕様 (Shaper統計情報 )」に示します。

表 3-4　axsEtherTxQoSグループの実装仕様 (イーサネットワークインタフェースの QoS統計情報 )

12 axsIfStatsOutBroadcastMegaPk
ts
{axsIfStatsEntry 10}

Counter R/O ブロードキャスト送信したパケット数（単
位：メガ）。メガ未満は切り捨て。

●※

13 axsIfStatsHighSpeed
{axsIfStatsEntry 11}

Counter R/O 回線スピード（単位：Mbit/s）。Mbit/s未満
は切り捨て。コンフィグレーションコマン
ド lineにサブコマンド bandwidthが設定
されていない場合は当該インタフェースの
回線速度を表示し，設定されている場合は
その設定値を表示する。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsEtherTxQoSStatsTable
{axsEtherTxQoS 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA QoS統計情報のテーブル情報。 ●

2 axsEtherTxQoSStatsEntry
{axsEtherTxQoSStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA イーサネットワークインタフェースごとの
QoS統計情報に関するエントリ。
[index] {axsEtherTxQoSStatsIndex}

●

3 axsEtherTxQoSStatsIndex
{axsEtherTxQoSStatsEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (イーサネットワークの ifIndex
値 )を示します。
1～ ifNumberまでの値。

●

4 axsEtherTxQoSStatsMaxQnum
{axsEtherTxQoSStatsEntry 2}

INTEGER R/O 該当インタフェースのキュー数の最大値を
示します。

●

5 axsEtherTxQoSStatsLimitQlen
{axsEtherTxQoSStatsEntry 3}

INTEGER R/O 該当インタフェースの出力優先度キュー長
の限界値を示します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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6 axsEtherTxQoSStatsTotalOutF
rames
{axsEtherTxQoSStatsEntry 4}

Counter R/O 該当インタフェースの総送信フレーム数を
示します。

●

7 axsEtherTxQoSStatsTotalOutB
ytesHigh
{axsEtherTxQoSStatsEntry 5}

Counter R/O 該当インタフェースの総送信バイト数 (上
位 4バイト )を示します。

●

8 axsEtherTxQoSStatsTotalOutB
ytesLow
{axsEtherTxQoSStatsEntry 6}

Counter R/O 該当インタフェースの総送信バイト数 (下
位 4バイト )を示します。

●

9 axsEtherTxQoSStatsTotalDisca
rdFrames
{axsEtherTxQoSStatsEntry 7}

Counter R/O 該当インタフェースの総廃棄フレーム数を
示します。

●

10 axsEtherTxQoSStatsQueueTabl
e
{axsEtherTxQoS 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 該当インタフェースの出力優先度キューご
との QoS統計情報のテーブル情報。

●

11 axsEtherTxQoSStatsQueueEntr
y
{axsEtherTxQoSStatsQueueTab
le 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 該当インタフェースの出力優先度キューご
との QoS統計情報に関するエントリ。
[index]
{axsEtherTxQoSStatsQueueIndex,
axsEtherTxQoSStatsQueueQueIndex}

●

12 axsEtherTxQoSStatsQueueInde
x
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (イーサネットワークの ifIndex
値 )を示します。
1～ ifNumberまでの値。

●

13 axsEtherTxQoSStatsQueueQue
Index
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値を示します。
1～ axsEtherTxQoSStatsMaxQnumまで
の値。

●

14 axsEtherTxQoSStatsQueueQle
n
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 3}

INTEGER R/O 情報採取時の出力優先度キュー長を示しま
す。

●

15 axsEtherTxQoSStatsQueueMax
Qlen
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 4}

INTEGER R/O この統計情報を消去または初期化してから
の該当インタフェースの最大の出力優先度
キュー長を示します。

●

16 axsEtherTxQoSStatsQueueDisc
ardFramesClass1
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 5}

Counter64 R/O 該当出力優先度キューの廃棄クラス 1での
廃棄フレーム数を示します。

●

17 axsEtherTxQoSStatsQueueDisc
ardFramesClass2
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 6}

Counter64 R/O 該当出力優先度キューの廃棄クラス 2での
廃棄フレーム数を示します。

●

18 axsEtherTxQoSStatsQueueDisc
ardFramesClass3
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 7}

Counter64 R/O 該当出力優先度キューの廃棄クラス 3での
廃棄フレーム数を示します。

●

19 axsEtherTxQoSStatsQueueDisc
ardFramesClass4
{axsEtherTxQoSStatsQueueEnt
ry 8}

Counter64 R/O 該当出力優先度キューの廃棄クラス 4での
廃棄フレーム数を示します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 3-5　axsEthShaperStatsグループの実装仕様 (Shaper統計情報 )

注※　clear shaperコマンドを実行した場合，0クリアします。

表 3-6　axsEthShaperAgQueStatsグループの実装仕様 (Shaper統計情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実 装 仕 様 実装
有無

1 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmTable
{axsEthShaper 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Ether Shaper LINEごとのシェーピング対
象外フレーム Shaper統計情報のテーブル
情報。

●

2 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmEntry
{axsEthShaperStatsFlowOther
FrmTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Ether Shaper LINEごとのシェーピング対
象外フレーム Shaper統計情報に関するエ
ントリ。
[index]
{axsEthShaperStatsFlowOtherFrmNifInd
ex,
 
axsEthShaperStatsFlowOtherFrmLineIn
dex}

●

3 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmNifIndex
{axsEthShaperStatsFlowOther
FrmEntry 1}

INTEGER NA 該当 NIF搭載スロットの位置情報を示しま
す。
1～ ax7800sNifBoardNumberまでの値。

●

4 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmLineIndex
{axsEthShaperStatsFlowOther
FrmEntry 2}

INTEGER NA 該当物理回線番号の情報を示します。
1～ ax7800sNifPhysLineNumberまでの
値。

●

5 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmOutFrames
{axsEthShaperStatsFlowOther
FrmEntry 3}

Counter64 R/O 該当 LINEのシェーピング対象外フレーム
総送信フレーム数を示します。※

●

6 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmOutBytes
{axsEthShaperStatsFlowOther
FrmEntry 4}

Counter64 R/O 該当 LINEのシェーピング対象外フレーム
総送信バイト数を示します。※

●

7 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmDiscardFrames
{axsEthShaperStatsFlowOther
FrmEntry 5}

Counter64 R/O 該当 LINEのシェーピング対象外フレーム
総廃棄フレーム数を示します。※

●

8 axsEthShaperStatsFlowOtherF
rmDiscardBytes
{axsEthShaperStatsFlowOther
FrmEntry 6}

Counter64 R/O 該当 LINEのシェーピング対象外フレーム
総廃棄バイト数を示します。※

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsEthShaperAgQueStatsTable
{axsEthShaperAgQue 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Shaper統計情報（Ether Shaper 
Aggregated Queue）のテーブル情報。

●

2 axsEthShaperAgQueStatsEntry
{axsEthShaperAgQueStatsTabl
e 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Ether Shaperアグリゲートキューごとの
Shaper統計情報に関するエントリ。
[index]
{axsEthShaperAgQueStatsNifIndex,
 axsEthShaperAgQueStatsLineIndex,
 axsEthShaperAgQueStatsAgNumber}

●
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3 axsEthShaperAgQueStatsNifIn
dex
{axsEthShaperAgQueStatsEntr
y 1}

INTEGER NA 当該 NIF搭載スロットの位置情報を示しま
す。
1～ ax7800sNifBoardNumberまでの値。

●

4 axsEthShaperAgQueStatsLineI
ndex
{axsEthShaperAgQueStatsEntr
y 2}

INTEGER NA 当該物理回線番号の情報を示します。
1～ ax7800sNifPhysLineNumberまでの
値。

●

5 axsEthShaperAgQueStatsAgNu
mber
{axsEthShaperAgQueStatsEntr
y 3}

INTEGER NA アグリゲートキュー番号　1～ 1023 ●

6 axsEthShaperAgQueStatsTotal
OutFrames
{axsEthShaperAgQueStatsEntr
y 4}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの総送信フレーム
数を示します。※

●

7 axsEthShaperAgQueStatsTotal
OutBytes
{axsEthShaperAgQueStatsEntr
y 5}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの総送信バイト数
を示します。※

●

8 axsEthShaperAgQueStatsTotal
DiscardFrames
{axsEthShaperAgQueStatsEntr
y 6}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの総廃棄フレーム
数を示します。※

●

9 axsEthShaperAgQueStatsTotal
DiscardBytes
{axsEthShaperAgQueStatsEntr
y 7}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの総廃棄バイト数
を示します。※

●

10 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eTable
{axsEthShaperAgQue 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 当該アグリゲートキューの出力優先度
キューごとの Shaper統計情報のテーブル
情報。

●

11 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eEntry
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 当該アグリゲートキューの出力優先度
キューごとの Shaper統計情報に関するエ
ントリ。
[index]
{axsEthShaperAgQueStatsQueueNifIndex
,
 
axsEthShaperAgQueStatsQueueLineInde
x,
 
axsEthShaperAgQueStatsQueueAgNumb
er,
 
axsEthShaperAgQueStatsQueueQueInde
x }

●

12 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eNifIndex
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 1}

INTEGER NA 当該 NIF搭載スロットの位置情報を示しま
す。
1～ ax7800sNifBoardNumberまでの値。

●

13 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eLineIndex
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 2}

INTEGER NA 当該物理回線番号の情報を示します。
1～ ax7800sNifPhysLineNumberまでの
値。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
210



3.1　axsStatsグループ (統計情報 MIB)
14 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eAgNumber
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 3}

INTEGER NA アグリゲートキュー番号　1～ 1023 ●

15 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eQueIndex
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 4}

INTEGER NA 本テーブルのエントリを識別するインデッ
クス値を示します。
1～ 4までの値。

●

16 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eOutFrames
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 5}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの出力優先度
キューの送信フレーム数を示します。※

●

17 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eOutBytes
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 6}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの出力優先度
キューの送信バイト数を示します。※

●

18 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eDiscardFrames
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 7}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの出力優先度
キューの廃棄フレーム数を示します。※

●

19 axsEthShaperAgQueStatsQueu
eDiscardBytes
{axsEthShaperAgQueStatsQue
ueEntry 8}

Counter64 R/O 当該アグリゲートキューの出力優先度
キューの廃棄バイト数を示します。※

●

20 axsEthShaperDefAgQueStatsTa
ble
{axsEthShaperAgQue 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Shaper統計情報（Ether Shaper デフォル
トの Aggregated Queue）のテーブル情報。

●

21 axsEthShaperDefAgQueStatsE
ntry
{axsEthShaperDefAgQueStatsT
able 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Ether Shaperデフォルトのアグリゲート
キューの Shaper統計情報に関するエント
リ。
[index] 
{axsEthShaperDefAgQueStatsNifIndex, 
 axsEthShaperDefAgQueStatsLineIndex}

●

22 axsEthShaperDefAgQueStatsNi
fIndex
{axsEthShaperDefAgQueStatsE
ntry 1}

INTEGER NA 当該 NIF搭載スロットの位置情報を示しま
す。
1～ ax7800sNifBoardNumberまでの値

●

23 axsEthShaperDefAgQueStatsLi
neIndex
{axsEthShaperDefAgQueStatsE
ntry 2}

INTEGER NA 当該物理回線番号の情報を示します。
1～ ax7800sNifPhysLineNumberまでの
値

●

24 axsEthShaperDefAgQueStatsTo
talOutFrames
{axsEthShaperDefAgQueStatsE
ntry 3}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの総送信
フレーム数を示します。※

●

25 axsEthShaperDefAgQueStatsTo
talOutBytes
{axsEthShaperDefAgQueStatsE
ntry 4}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの総送信
バイト数を示します。※

●

26 axsEthShaperDefAgQueStatsTo
talDiscardFrames
{axsEthShaperDefAgQueStatsE
ntry 5}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの総廃棄
フレーム数を示します。※

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※　clear shaperコマンドを実行した場合，0クリアします。

3.1.5　axsDHCPグループ

（1） 識別子
 
axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}

27 axsEthShaperDefAgQueStatsTo
talDiscardBytes
{axsEthShaperDefAgQueStatsE
ntry 6}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの総廃棄
バイト数を示します。※

●

28 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueTable
{axsEthShaperAgQue 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA デフォルトのアグリゲートキューの出力優
先度キュー毎の Shaper統計情報のテーブ
ル情報。

●

29 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA デフォルトのアグリゲートキューの出力優
先度キュー毎の Shaper統計情報に関する
エントリ。
[index] 
{axsEthShaperDefAgQueStatsQueueNifIn
dex,
 
axsEthShaperDefAgQueStatsQueueLineI
ndex,
 
axsEthShaperDefAgQueStatsQueueQueI
ndex}

●

30 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueNifIndex
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry 1}

INTEGER NA 当該 NIF搭載スロットの位置情報を示しま
す。
1～ ax7800sNifBoardNumberまでの値

●

31 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueLineIndex
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry 2}

INTEGER NA 当該物理回線番号の情報を示します。
1～ ax7800sNifPhysLineNumberまでの
値

●

32 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueQueIndex
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry 3}

INTEGER NA 本テーブルのエントリを識別するインデッ
クス値を示します。
1～ 4までの値。

●

33 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueOutFrames
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry 4}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの出力優
先度キューの送信フレーム数を示します。
※

●

34 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueOutBytes
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry 5}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの出力優
先度キューの送信バイト数を示します。※

●

35 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueDiscardFrames
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry 6}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの出力優
先度キューの廃棄フレーム数を示します。
※

●

36 axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueDiscardBytes
{axsEthShaperDefAgQueStatsQ
ueueEntry 7}

Counter64 R/O デフォルトのアグリゲートキューの出力優
先度キューの廃棄バイト数を示します。※

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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axsDHCP OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStats 10}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.10

（2） 実装仕様

axsDHCPグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-7　axsDHCPグループの実装仕様

3.1.6　axsVlanStatsグループ

（1） 識別子
 
axsMib OBJECT IDENTIFIER ::= {axsEx 1}
 
axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}
 
axsVlanStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStats 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11

（2） 実装仕様

axsVlanStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-8　axsVlanStats グループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsDHCP
{axsStats 10}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA DHCPサーバに関する統計情報。 ●

2 axsDHCPAddrValue
{axsDHCP 1}

INTEGER R/O 割当て可能な IPアドレス数。 ●

3 axsDHCPFreeAddrValue
{axsDHCP 2}

INTEGER R/O 未割当て IPアドレス数。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVlanStatsTable
{axsVlanStats 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANに関する統計情報テーブル。 ●

2 axsVlanStatsEntry
{axsVlanStatsTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANに関する統計情報テーブルのエント
リ。
[index]
{axsVlanStatsVlanIndex,
 axsVlanStatsPortIndex}

●

3 axsVlanStatsVlanIndex
{axsVlanStatsEntry 1}

VlanIndex NA VLAN ID ●

4 axsVlanStatsPortIndex
{axsVlanStatsEntry 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ポートのポート番号 (1～ 65535)。 ●

5 axsVlanStatsInOctets
{axsVlanStatsEntry 3}

Counter64 R/O VLANに所属するインタフェースの受信オ
クテット数（FCSを除く）。
ただし，AX5400S（BSU-C1，BSU-S1）
は 0固定。

●

6 axsVlanStatsInFrames
{axsVlanStatsEntry 4}

Counter64 R/O VLANに所属するインタフェースの受信フ
レーム数。
ただし，AX5400S（BSU-C1，BSU-S1）
は 0固定。

●
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3.1.7　axsIpStatsグループ

（1） 識別子
 
axsStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 1}
 
axsIpStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStats 12}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.12

（2） 実装仕様

axsIpStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-9　axsIpStatsグループの実装仕様

7 axsVlanStatsInDiscards
{axsVlanStatsEntry 5}

Counter64 R/O VLANに所属するインタフェースで受信さ
れ廃棄されたフレーム数。
ただし，AX5400S（BSU-C1，BSU-S1）
は 0固定。

●

8 axsVlanStatsOutOctets
{axsVlanStatsEntry 6}

Counter64 R/O VLANに所属するインタフェースの送信オ
クテット数（FCSを除く）。
ただし，AX5400S（BSU-C1，BSU-S1）
は 0固定。

●

9 axsVlanStatsOutFrames
{axsVlanStatsEntry 7}

Counter64 R/O VLANに所属するインタフェースの送信フ
レーム数。
ただし，AX5400S（BSU-C1，BSU-S1）
は 0固定。

●

10 axsVlanStatsOutDiscards
{axsVlanStatsEntry 8}

Counter64 R/O VLANに所属するインタフェースで送信さ
れずに廃棄されたフレーム数。
ただし，AX5400S（BSU-C1，BSU-S1）
は 0固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsIpStats
{axsStats 12}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IPに関する統計情報。 ●

2 axsIpNullInDiscards
{axsIpStats 1}

Counter64 R/O NULLインタフェースによって廃棄された
IPv4パケット数。

●

3 axsIpv6NullInDiscards
{axsIpStats 2}

Counter64 R/O NULLインタフェースによって廃棄された
IPv6パケット数。

●

4 axsIpPimRegisterDiscards
{axsIpStats 3}【【【【OP-MLT】】】】

Counter64 R/O PIMのレジスタチェックサムエラーによっ
て廃棄された IPv4パケット数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.2　axsGsrpMIBグループ (GSRPグループ情報 )

3.2.1　axsGsrpGroupTableグループ

（1） 識別子
 
axsGsrp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 4}
 
axsGsrpGroupTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsGsrp 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1

（2） 実装仕様

axsGsrpGroupTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-10　axsGsrpGroupTableグループの実装仕様

3.2.2　axsGsrpVlanGroupTableグループ

（1） 識別子
 
axsGsrp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 4}
 
axsGsrpVlanGroupTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsGsrp 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2

（2） 実装仕様

axsGsrpVlanGroupTableグループの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsGsrpGroupTable
{axsGsrp 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA GSRPグループ情報を格納するテーブル。 ●

2 axsGsrpGroupEntry
{axsGsrpGroupTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA GSRPグループ情報のリスト。
INDEX {axsGsrpGroupId}

●

3 axsGsrpGroupId
{axsGsrpGroupEntry 1}

INTEGER NA GSRPグループ識別子。 ●

4 axsGsrpGroupRowStatus
{axsGsrpGroupEntry 2}

RowStatus R/O このエントリの有効 /無効状態を示します。
Valid(1)固定。

●

5 axsGsrpMacAddress
{axsGsrpGroupEntry 3}

MacAddress R/O 本装置のMACアドレス。 ●

6 axsGsrpAdvertiseHoldTime
{axsGsrpGroupEntry 4}

INTEGER R/O Advertiseフレームの保持時間。
[単位：ミリ秒 ]

●

7 axsGsrpAdvertiseInterval
{axsGsrpGroupEntry 5}

INTEGER R/O Advertiseフレームの送信間隔。
[単位：ミリ秒 ]

●

8 axsGsrpSelectionPattern
{axsGsrpGroupEntry 6}

INTEGER R/O マスタ /バックアップ選択パターン。
• Ports-Priority-MAC(1)
• Priority-Ports-MAC(2)

●

9 axsGsrpLayer3Redundancy
{axsGsrpGroupEntry 7}

INTEGER R/O レイヤ 3冗長切替の状態。
• Off(1)
• On(2)

●
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表 3-11　axsGsrpVlanGroupTableグループの実装仕様

3.2.3　axsGsrpNeighborGroupTableグループ

（1） 識別子
 
axsGsrp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 4}
 
axsGsrpNeighborGroupTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsGsrp 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3

（2） 実装仕様

axsGsrpNeighborGroupTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-12　axsGsrpNeighborGroupTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsGsrpVlanGroupTable
{axsGsrp 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA GSRP VLANグループ情報を格納するテー
ブル。

●

2 axsGsrpVlanGroupEntry
{axsGsrpVlanGroupTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA GSRP VLANグループ情報のリスト。
INDEX
{axsGsrpGroupId ,
 axsGsrpVlanGroupId}

●

3 axsGsrpVlanGroupId
{axsGsrpVlanGroupEntry 1}

INTEGER NA GSRP VLANグループ番号 (1～ 128)。 ●

4 axsGsrpVlanGroupRowStatus
{axsGsrpVlanGroupEntry 2}

RowStatus R/O このエントリの有効 /無効状態を示します。
Valid(1)固定

●

5 axsGsrpState
{axsGsrpVlanGroupEntry 3}

INTEGER R/O GSRPグループの状態。
• BackUp(1)
• BackUp(Waiting)(2)
• Master(3)
• BackUp(No Neighbor)(4)
• BackUp(Lock)(5)

●

6 axsGsrpPriority
{axsGsrpVlanGroupEntry 4}

INTEGER R/O 構成された優先度。 ●

7 axsGsrpActivePorts
{axsGsrpVlanGroupEntry 5}

INTEGER R/O アクティブポートの数。 ●

8 axsGsrpTransitionToMasterCou
nts
{axsGsrpVlanGroupEntry 6}

INTEGER R/O バックアップ状態からマスタ状態に移行し
た回数。

●

9 axsGsrpTransitionFromMaster
Counts
{axsGsrpVlanGroupEntry 7}

INTEGER R/O マスタ状態からバックアップ状態に移行し
た回数。

●

10 axsGsrpLastTransitionTime
{axsGsrpVlanGroupEntry 8}

TimeStamp R/O マスタ状態からバックアップ状態，または
バックアップ状態からマスタ状態に遷移し
た最終時刻。

●

11 axsGsrpVirtualMacAddress
{axsGsrpVlanGroupEntry 9}

MacAddress R/O GSRP VLANグループの仮想MACアドレ
ス。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsGsrpNeighborGroupTable
{axsGsrp 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 対向装置の GSRPグループ情報を格納する
テーブル。

●
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3.2.4　axsGsrpNeighborVlanGroupTableグループ

（1） 識別子
 
axsGsrp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 4}
 
axsGsrpNeighborVlanGroupTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsGsrp 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.4

（2） 実装仕様

axsGsrpNeighborVlanGroupTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-13　axsGsrpNeighborVlanGroupTableグループの実装仕様

2 axsGsrpNeighborGroupEntry
{axsGsrpNeighborGroupTable 
1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 対向装置の GSRPグループ情報のリスト。
INDEX
{axsGsrpNeighborGroupId,
 axsGsrpNeighborMacAddress}

●

3 axsGsrpNeighborGroupId
{axsGsrpNeighborGroupEntry 
1}

INTEGER NA 対向装置の GSRPグループ識別子。 ●

4 axsGsrpNeighborMacAddress
{axsGsrpNeighborGroupEntry 
2}

MacAddress NA 対向装置のMACアドレス。 ●

5 axsGsrpNeighborAdvertiseHold
Time
{axsGsrpNeighborGroupEntry 
3}

INTEGER R/O 対向装置の Advertiseフレームの保持時間。
[単位：ミリ秒 ]

●

6 axsGsrpNeighborAdvertiseInter
val
{axsGsrpNeighborGroupEntry 
4}

INTEGER R/O 対向装置の Advertiseフレームの送信間隔。
[単位：ミリ秒 ]

●

7 axsGsrpNeighborSelectionPatte
rn
{axsGsrpNeighborGroupEntry 
5}

INTEGER R/O 対向装置のマスター /バックアップ選択パ
ターン。
• Port-Priority-MAC(1)
• Priority-Port-MAC(2)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsGsrpNeighborVlanGroupTab
le
{axsGsrp 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 対向装置の GSRP VLANグループ情報を格
納するテーブル。

●

2 axsGsrpNeighborVlanGroupEnt
ry
{axsGsrpNeighborGroupTable 
1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 対向装置の GSRP VLANグループ情報のリ
スト。
INDEX
{axsGsrpNeighborGroupId,
 axsGsrpNeighborVlanGroupId,
 axsGsrpNeighborMacAddress}

●

3 axsGsrpNeighborVlanGroupId
{axsGsrpNeighborVlanGroupEn
try 1}

INTEGER NA 対向装置の GSRP VLANグループ番号 (1
～ 128)。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 axsGsrpNeighborState
{axsGsrpNeighborVlanGroupEn
try 2}

INTEGER R/O 対向装置の GSRPグループの状態を示しま
す。
• BackUp(1)
• BackUp(Waiting)(2)
• Master(3)
• BackUp(No Neighbor)(4)
• BackUp(Lock)(5)

●

5 axsGsrpNeighborPriority
{axsGsrpNeighborVlanGroupEn
try 3}

INTEGER R/O 対向装置の構成された優先度。 ●

6 axsGsrpNeighborActivePorts
{axsGsrpNeighborVlanGroupEn
try 4}

INTEGER R/O 対向装置のアクティブポートの数。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.3　axsFdbグループ (Fdbグループ MIB)

（1） 識別子
 
axsMib OBJECT IDENTIFIER ::= {axsEx 1}
 
axsFdb OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5

（2） 実装仕様

axsFdbグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-14　axsFdbグループの実装仕様

注※　axsFdbCounterTypeが Unlimited(0)の場合は 0固定になります。

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsFdbCounterTable
{axsFdb 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA FDB学習数に関する情報テーブル。 ●

2 axsFdbCounterEntry
{axsFdbCounterTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA FDB学習数に関する情報テーブルのエント
リ。
[index]
{axsFdbCounterNifIndex,
 axsFdbCounterLineIndex}

●

3 axsFdbCounterNifIndex
{axsFdbCounterEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA NIF搭載スロットの位置情報を示します。
AX7800Sの場合

1～ ax7800sNifBoardNumberまでの
値 (NIF搭載スロット番号 +1の値 )。

AX5400Sの場合
1～ ax5400sNifBoardNumberまでの
値 (NIF搭載スロット番号 +1の値 )。

●

4 axsFdbCounterLineIndex
{axsFdbCounterEntry 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA LINE搭載スロットの位置情報を示します。
AX7800Sの場合

1～ ax7800sNifLineNumberまでの値
(Line番号 +1の値 )。

AX5400Sの場合
1～ ax5400sNifLineNumberまでの値
(Line番号 +1の値 )。

●

5 axsFdbCounterCounts
{axsFdbCounterEntry 3}

Counter32 R/O このポートで学習している FDBエントリ
数。

●

6 axsFdbCounterType
{axsFdbCounterEntry 4}

INTEGER R/O 学習制限の設定有無，および設定時に最大
FDB数を超えた場合の未学習フレームの挙
動。
Unlimited (0)
Limited and Forward (1)
Limited and Discard (2)

●

7 axsFdbCounterLimits
{axsFdbCounterEntry 5}

Counter32 R/O このポートで学習可能な最大 FDBエント
リ数。※

0 : 学習禁止
1～ 100,000 : コンフィグレーションコマン
ド fdbの limit-learningサブコマンドで設
定した数

●
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3.4　axsVlanグループ (VLAN情報MIB)

本グループで使用するポート番号は，物理ポート，およびリンクアグリゲーショングループのすべてを一
意に識別するための番号とし，それぞれ次の形式で求めたものです。

• 物理ポートのポート番号
物理ポートは一意に識別されます。
　ポート番号＝ NIF番号× 48 +Line番号 +1

• リンクアグリゲーショングループのポート番号
リンクアグリゲーショングループのポート番号は，次に示すとおりリンクアグリゲーショングループ
IDから算出して求めます。
　ポート番号 =769（固定値）+リンクアグリゲーショングループ ID

注意事項
axsVBTpFdbTableグループ，axsVBStaticTableグループのMIBは GetNextRequestによるMIB
取得に対応していません。GetRequestによるMIB取得には対応していますが，指定する OIDは
Indexに該当する値を含める必要があります。
例：VLAN ID=2 MACアドレス =00:12:E2:13:00:00の axsVBTpFdbStatusを取得する場合の OID
OID =      axsVBTpFdbStatus.              (VLAN ID).(10進MACアドレス)
    = 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.2.1.4.    2.      0.18.226.19.0.0

3.4.1　axsVlanBridgeグループ（dot1dBase情報）

（1） axsVBBaseTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeBase OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1

（b）実装仕様

axsVBBaseTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-15　axsVBBaseTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBBaseTable
{axsVlanBridgeBase 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dBase情報テーブル。 ●

2 axsVBBaseEntry
{axsVBBaseTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA axsVBBaseTableの各 VLAN IDの情報エ
ントリ。
[index]{axsVBBaseIndex}

●

3 axsVBBaseIndex
{axsVBBaseEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBBaseBridgeAddress
{axsVBBaseEntry 2}

MacAddress R/O VLANのMACアドレス。
VLANごとのMAC機能使用時：VLANご
とのMACアドレス
未使用時：装置MACアドレス

●
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（2） axsVBBasePortTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeBase OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 1}

5 axsVBBaseNumPorts
{axsVBBaseEntry 3}

INTEGER R/O VLANに設定されているポート数。
同一のリンクアグリゲーショングループに
複数のポートが属している場合，これらを
まとめて一つのポートとカウントする。

●

6 axsVBBaseType
{axsVBBaseEntry 4}

INTEGER R/O VLANが実行することができるブリッジン
グのタイプ。
• unknown(1)
• transparent-only(2)
• sourceroute-only(3)
• srt(4)

本装置では transparent-only(2)固定を返
す。

●

7 axsVBBaseVlanIfIndex
{axsVBBaseEntry 5}

INTEGER R/O VLANのインタフェースの ifIndexの値。 ●

8 axsVBBaseVlanType
{axsVBBaseEntry 6}

INTEGER R/O VLANのタイプ
• port-based(1)
• mac-based(2)【【【【AX7800S】】】】
• protocol-based(3)

●

9 axsVBBaseVlanID
{axsVBBaseEntry 7}

VlanIdOrZer
o

R/O VLANに対応する VLAN-Tagの VIDの値。 ●

10 axsVBBaseAssociatedPrimaryV
lan
{axsVBBaseEntry 8}

VlanIdOrZer
o

R/O プライベート VLAN機能を使用し，かつ，
この VLANが Secondary VLANとして設
定されている場合に，この VLANに対応し
ている Primary VLANの VLAN IDを返
す。
この VLANがプライベート VLAN機能を
使用していない，または Secondary VLAN
ではない，もしくは対応する Primary 
VLANが設定されていない時は 0を返す。

●

11 axsVBBaseIfStatus
{axsVBBaseEntry 9}

INTEGER R/O VLANの上位プロトコルに対するインタ
フェース状態。
• Up(1)
• Down(2)

●

12 axsVBBaseLastChange
{axsVBBaseEntry 10}

TimeTicks R/O VLANのトポロジが変更したときの
sysUpTime値。

●

13 axsVBBasePrivateVlanType
{axsVBBaseEntry 11}

INTEGER R/O VLANのプライベート VLANタイプ。プラ
イベート VLAN機能を使用していない場合
は normal(1)を返す。
• normal(1)
• primary(2)
• isolated(3)
• community(4)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1

（b）実装仕様

axsVBBasePortTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-16　axsVBBasePortTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBBasePortTable
{axsVlanBridgeBase 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dBasePortTable情報
テーブル。

●

2 axsVBBasePortEntry 
{axsVBBasePortTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA axsVBBasePortTableの構成エントリ
[Index]
{axsVBBasePortIndex,
 axsVBBasePort}

●

3 axsVBBasePortIndex
{axsVBBasePortEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBBasePort
{axsVBBasePortEntry 2}

INTEGER R/O VLANに設定されているポートのポート番
号 (1～ 65535)。
本ポート番号は物理ポートとリンクアグリ
ゲーションを対象とする。

●

5 axsVBBasePortIfIndex
{axsVBBasePortEntry 3}

INTEGER R/O VLANに設定されているポートに対応する
ifIndex値。

●

6 axsVBBasePortCircuit
{axsVBBasePortEntry 4}

OBJECT 
IDENTIFIE
R

R/O VLANに設定されている異なるポートに対
して，axsVBBasePortIfIndexが同じ値と
なる場合にポートを識別する識別子。
本装置では固定値 (00)を返す。

●

7 axsVBBasePortDelayExceeded
Discards
{axsVBBasePortEntry 5}

Counter R/O VLANに設定されているポートで発生した
通過遅延による廃棄フレームの総数。
本装置では固定値 (0)を返す。

●

8 axsVBBasePortMtuExceededDi
scards
{axsVBBasePortEntry 6}

Counter R/O VLANに設定されているポートで発生した
データオーバーフローによる破棄フレーム
の総数。
本装置では固定値 (0)を返す。

●

9 axsVBBasePortState
{axsVBBasePortEntry 7}

INTEGER R/O VLANに設定されているポートの STPポー
ト状態。
• disabled(1)
• blocking(2)
• listening(3)
• learning(4)
• forwarding(5)
• broken(6)
• fix-forwarding(7)

本装置は disabled(1)，blocking(2)，
listening(3)，learning(4)，forwarding(5)，
fix-forwarding(7)のどれかを返す。

●

10 axsVBBasePortTaggedState
{axsVBBasePortEntry 8}

INTEGER R/O VLANに設定されているポートの
VLAN-Tag設定の状態
• 設定なし (1)
• 設定あり (2)

●

11 axsVBBasePortTranslatedTagI
D
{axsVBBasePortEntry 9}

VlanIdOrZer
o

R/O Tag変換機能が設定されている時このポー
トに設定されている VLANの Translated 
ID(2～ 4095)
Tag変換機能の設定がされていない場合に
(0)を返す。

●
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（3） axsVBStpTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeStp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2

（b）実装仕様

axsVBStpTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-17　axsVBStpTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBStpTable
{axsVlanBridgeStp 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dStpTable情報テーブ
ル。
本テーブルは PVST+の VLANごとのスパ
ニング・ツリー情報を対象とする。

●

2 axsVBStpEntry
{axsVBStpTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA axsVBStpTableの構成エントリ。
[Index]｛axsVBStpIndex}

●

3 axsVBStpIndex
{axsVBStpEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBStpProtocolSpecification
{axsVBStpEntry 2}

INTEGER R/O VLANごとのスパニング・ツリーのプロト
コル種別。
• unknown(1)
• decLb100(2)
• ieee8021d(3)
• ieee8021w(4)

本装置は ieee8021d(3)または ieee8021w(4)
を返す。

●

5 axsVBStpPriority
{axsVBStpEntry 3}

INTEGER R/O VLANごとのスパニング・ツリーのプライ
オリティの値 (0～ 65535)。

●

6 axsVBStpTimeSinceTopologyCh
ange
{axsVBStpEntry 4}

TimeTicks R/O VLANごとのスパニング・ツリーのトポロ
ジ変化が起きてからの経過時間。
[単位：1/100秒 ]

●

7 axsVBStpTopChanges
{axsVBStpEntry 5}

Counter R/O VLANごとのスパニング・ツリーのトポロ
ジ変化回数。

●

8 axsVBStpDesignatedRoot
{axsVBStpEntry 6}

BridgeId R/O VLANごとのスパニング・ツリーのルート
ブリッジ識別子。

●

9 axsVBStpRootCost
{axsVBStpEntry 7}

INTEGER R/O VLANごとのスパニング・ツリーの持つ
ルートパスコスト値。

●

10 axsVBStpRootPort
{axsVBStpEntry 8}

INTEGER R/O VLANごとのスパニング・ツリーの持つ
ルートポート値。

●

11 axsVBStpMaxAge
{axsVBStpEntry 9}

Timeout R/O VLANごとのスパニング・ツリーの持つ最
大エージング時間。
[単位：1/100秒 ]

●

12 axsVBStpHelloTime
{axsVBStpEntry 10}

Timeout R/O VLANごとのスパニング・ツリーの持つ
Hello時間。
[単位：1/100秒 ]

●
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（4） axsVBStpPortTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeStp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2

（b）実装仕様

axsVBStpPortTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-18　axsVBStpPortTableグループの実装仕様

13 axsVBStpHoldTime
{axsVBStpEntry 11}

INTEGER R/O VLANごとのスパニング・ツリーの持つ
Hold時間。
[単位：1/100秒 ]

●

14 axsVBStpForwardDelay
{axsVBStpEntry 12}

Timeout R/O VLANごとのスパニング・ツリーの持つ転
送遅延時間。
[単位：1/100秒 ]

●

15 axsVBStpBridgeMaxAge
{axsVBStpEntry 13}

Timeout R/O VLANごとのスパニング・ツリーがルート
ブリッジとして動作する場合に使用する最
大エージング時間 (600～ 4000)。
[単位：1/100秒 ]

●

16 axsVBStpBridgeHelloTime
{axsVBStpEntry 14}

Timeout R/O VLANごとのスパニング・ツリーがルート
ブリッジとして動作する場合に使用する
Hello時間 (100～ 1000) 。
[単位：1/100秒 ]

●

17 axsVBStpBridgeForwardDelay
{axsVBStpEntry 15}

Timeout R/O VLANごとのスパニング・ツリーがルート
ブリッジとして動作する場合に使用する転
送遅延時間 (400～ 3000)。
[単位：1/100秒 ]

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBStpPortTable
{axsVlanBridgeStp 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dStpPortTable情報テー
ブル。
本テーブルは PVST+の VLANごとのスパ
ニング・ツリーポート情報を対象とする。

●

2 axsVBStpPortEntry
{axsVBStpPortTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA axsVBStpPortTableの構成エントリ。
[Index]
{axsVBStpPortIndex,
 axsVBStpPort}

●

3 axsVBStpPortIndex
{axsVBStpPortEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBStpPort
{axsVBStpPortEntry 2}

INTEGER R/O この構成エントリに対応するポート番号 (1
～ 65535)。
本ポート番号は物理ポートとリンクアグリ
ゲーションを対象とする。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（5） axsVBTpTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeTp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4

（b）実装仕様

axsVBTpTableグループの実装仕様を次の表に示します。

5 axsVBStpPortPriority
{axsVBStpPortEntry 3}

INTEGER R/O このポートの VLANごとの優先度 (0～
255)。

●

6 axsVBStpPortState
{axsVBStpPortEntry 4}

INTEGER R/O このポートの VLANごとの現在の状態。
• disabled(1)
• blocking(2)
• listening(3)
• learning(4)
• forwarding(5)
• broken(6)

本装置では disabled(1)，blocking(2)，
listening(3)，learning(4)，forwarding(5)
のどれかを返す。

●

7 axsVBStpPortEnable
{axsVBStpPortEntry 5}

INTEGER R/O このポートで VLANごとのスパニング・ツ
リーが有効であるかを示す。
• enabled(1)
• disabled(2)

●

8 axsVBStpPortPathCost
{axsVBStpPortEntry 6}

INTEGER R/O このポートの VLANごとのパスコスト値 (1
～ 200000000)。

●

9 axsVBStpPortDesignatedRoot
{axsVBStpPortEntry 7}

BridgeId R/O このポートが受信した指定ブリッジからの
BPDUに格納された VLANごとのルート
ブリッジ識別子の値。

●

10 axsVBStpPortDesignatedCost
{axsVBStpPortEntry 8}

INTEGER R/O このポートに接続されている指定ポートの
VLANごとのパスコスト値。

●

11 axsVBStpPortDesignatedBridge
{axsVBStpPortEntry 9}

BridgeId R/O このポートが指定ブリッジとみなしている
VLANごとのブリッジのブリッジ識別子。

●

12 axsVBStpPortDesignatedPort
{axsVBStpPortEntry 10 }

OCTET 
STRING
(SIZE(2))

R/O このポートに接続されている VLANごとの
指定ブリッジのポート識別子。

●

13 axsVBStpPortForwardTransitio
ns
{axsVBStpPortEntry 11}

Counter R/O このポートがラーニング状態からフォワー
ディング状態に遷移した VLANごとの回
数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 3-19　axsVBTpTableグループの実装仕様

（6） axsVBTpFdbTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeTp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4

（b）実装仕様

axsVBTpFdbTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-20　axsVBTpFdbTableグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBTpTable
{axsVlanBridgeTp 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dTp情報テーブル。 ●

2 axsVBTpEntry
{axsVBTpTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA axsVBTpTableの構成エントリ。
[Index]{axsVBTpIndex}

●

3 axsVBTpIndex
{axsVBTpEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBTpLearnedEntryDiscards
{axsVBTpEntry 2}

Counter R/O フィルタリングデータベースに空き領域が
ないために，破棄されたエントリの数。
本装置では固定値 (0)を返す。

●

5 axsVBTpAgingTime
{axsVBTpEntry 3}

INTEGER R/O ダイナミックに学習したフィルタリング
データベースのエントリをエージング・ア
ウトさせるためのタイムアウト期間。
• エージングモードの場合：(10～ 

1000000)
• エージングモードでない場合：(0)

[単位：秒 ]

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBTpFdbTable
{axsVlanBridgeTp 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dTpFdbTable情報テー
ブル。本テーブルでは，GetNextRequest
については応答せず，次のMIBオブジェク
トを応答する。

●

2 axsVBTpFdbEntry
{axsVBTpFdbTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA axsVBTpFdbTableの構成エントリ。
[Index]
{axsVBTpFdbIndex,
 axsVBTpFdbAddress}

●

3 axsVBTpFdbIndex
{axsVBTpEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBTpFdbAddress
{axsVBTpEntry 2}

MacAddress R/O フィルタリングデータベースエントリのユ
ニキャストMACアドレス。

●
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（7） axsVBTpPortTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeTp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4

（b）実装仕様

axsVBTpPortTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-21　axsVBTpPortTableグループの実装仕様

5 axsVBTpFdbPort
{axsVBTpEntry 3}

INTEGER R/O axsVBTpFdbAddressの示すMACアドレ
スをソースアドレスとして持つフレームを
受信したポート番号。0の場合，ポート番
号を学習していないことを示す。

●

6 axsVBTpFdbStatus
{axsVBTpEntry 4}

INTEGER R/O フィルタリングデータベースの状態。
• other(1)
• invalid(2)
• learned(3)
• self(4)
• mgmt(5)

ダイナミックエントリは learned(3)を返
す。
スタティックエントリは mgmt(5)を返す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBTpPortTable
{axsVlanBridgeTp 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dTpPortTable情報テー
ブル。

●

2 axsVBTpPortEntry
{axsVBTpPortTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各ポートの axsVBTpPortTable情報エント
リ。
[Index]
{axsVBTpPortIndex,
 axsVBTpPort}

●

3 axsVBTpPortIndex
{axsVBTpPortEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBTpPort
{axsVBTpPortEntry 2}

INTEGER R/O このエントリが含む管理情報がどのポート
に対応するかを示すポート番号 (1～
65535)。
本ポート番号は物理ポートとリンクアグリ
ゲーションを対象とする。

●

5 axsVBTpPortMaxInfo
{axsVBTpPortEntry 3}

INTEGER R/O このポートの VLANごとの最大 INFO
フィールドサイズ (MACヘッダおよび FCS
を含まない )。

●

6 axsVBTpPortInFrames
{axsVBTpPortEntry 4}

Counter R/O このポートの VLANごとの受信フレーム
数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（8） axsVBStaticTableグループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1
 
axsVlanBridgeStatic OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanBridge 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5

（b）実装仕様

axsVBStaticTableグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-22　axsVBStaticTableグループの実装仕様

7 axsVBTpPortOutFrames
{axsVBTpPortEntry 5}

Counter R/O このポートの VLANごとの送信フレーム
数。

●

8 axsVBTpPortInDiscards
{axsVBTpPortEntry 6}

Counter R/O このポートの VLANごとの受信フレーム破
棄数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVBStaticTable
{axsVlanBridgeStatic 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA VLANごとの dot1dStaticTable情報テーブ
ル。
本テーブルでは GetNextRequestについて
は応答せず，次のMIBオブジェクトを応答
する。

●

2 axsVBStaticEntry
{axsVBStaticTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA axsVBStaticTableの構成エントリ。
[Index]
{axsVBStaticIndex,
 axsVBStaticAddress }

●

3 axsVBStaticIndex
{axsVBStaticEntry 1}

VlanIndex R/O VLAN ID ●

4 axsVBStaticAddress
{axsVBStaticEntry 2}

MacAddress R/O ユニキャスト，グループ，ブロードキャス
トのどれかのMACアドレス。

●

5 axsVBStaticReceivePort
{axsVBStaticEntry 3}

INTEGER R/O このエントリを適用する受信ポート番号。
全ての受信ポートを対象とするときは 0。
本装置では固定値 (0)を返す。

●

6 axsVBStaticAllowedToGoTo
{axsVBStaticEntry 4}

OCTET 
STRING

R/O 本エントリの持つMACアドレスを宛先と
するフレームを転送する時の転送先ポート
を示すポートのビットマップ。

●

7 axsVBStaticStatus 
{axsVBStaticEntry 5}

INTEGER R/O このエントリの状態を示す。
other(1)
invalid(2)
permanent(3)
deleteOnReset(4)
deleteOnTimeout(5)
本装置では，スタティックエントリを
permanent(3)，IGMP/MLD snoopingエン
トリを deleteOnReset(4)として返す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（9） axsVlanBridge（その他）グループ

（a）識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanBridge OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1

（b）実装仕様

axsVlanBridge（その他）グループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-23　axsVlanBridge（その他）グループの実装仕様

3.4.2　axsVlanTagTranslationグループ（Tag変換情報 MIB）

（1） 識別子
 
axsVlan OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6
 
axsVlanTagTranslation OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlan 10}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10
 
axsVlanTagTranslationTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsVlanTagTranslation 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10.1

（2） 実装仕様

axsVlanTagTranslationの実装仕様を次の表に示します。

表 3-24　axsVlanTagTranslationグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVlanBridgeMaxVlans
{axsVlanBridge 101}

VlanIndex R/O 本装置の VLAN IDの最大値。
本装置では固定値 (4095)を返す。

●

2 axsVlanBridgeMaxSpans
{axsVlanBridge 102}

VlanIndex R/O 本装置でスパニング・ツリーの動作する
VLANの VLAN IDの最大値。
本装置では固定値 (4095)を返す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsVlanTagTranslationTable
{axsVlanTagTranslation 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Tag変換機能に関する情報テーブル。 ●

2 axsVlanTagTranslationEntry
{axsVlanTagTranslationTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Tag変換機能に関する情報テーブルのエン
トリ。
[index]
{axsVlanTagTranslationVlanId,
 axsVlanTagTranslationTranslatedId}

●

3 axsVlanTagTranslationVlanId
{axsVlanTagTranslationEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Tag変換機能を設定している VLAN ID (2
－ 4095)。

●

4 axsVlanTagTranslationTranslat
edId
{axsVlanTagTranslationEntry 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Tag変換機能で設定しているTranslated ID 
(2－ 4095)。

●
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5 axsVlanTagTranslationPorts
{axsVlanTagTranslationEntry 3}

PortList R/O Tag変換機能にて，同一の VLANで同一の
Translated IDを設定しているポートリス
ト。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.5　axsOadpグループ（OADP情報MIB）

3.5.1　axsOadpGlobalInfoグループ

（1） 識別子
 
axsOadp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7
 
axsOadpMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOadp 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1
 
axsOadpGlobalInfo OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOadpMIBObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1

（2） 実装仕様

axsOadpGlobalInfoグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-25　axsOadpGlobalInfoグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOadpGlobalActive
{axsOadpGlobalInfo 1}

TruthValue R/O OADP機能の運用状態。oadpコンフィグ
レーションの enableまたは disableで設
定した状態。
{enable(1),
 disable(2)}

●

2 axsOadpGlobalCdpActive
{axsOadpGlobalInfo 2}

TruthValue R/O CDP受信機能の運用状態。
oadpコンフィグレーションの cdp-listener
を設定したかどうかの状態。
{cdp-listener(1),
 cdp-listenerを設定していない (2)}

●

3 axsOadpGlobalMessageInterval
{axsOadpGlobalInfo 3}

INTEGER
(5..254)

R/O OADPフレーム送信間隔。oadpコンフィ
グレーションの interval-timeで設定した
値。
[単位：秒 ]

●

4 axsOadpGlobalHoldTime
{axsOadpGlobalInfo 4}

INTEGER
(10..255)

R/O 本装置が送信した OADPフレームに関し
て，隣接装置が保持する時間。oadpコン
フィグレーションの hold-timeで設定した
値。
[単位：秒 ]

●

5 axsOadpGlobalCacheLastChang
e
{axsOadpGlobalInfo 5}

TimeTicks R/O axsOadpNeighborTable情報が更新された
ときの sysUpTimeの値。

●

6 axsOadpGlobalName
{axsOadpGlobalInfo 6}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..255
))

R/O 本装置の装置識別子。 ●

7 axsOadpGlobalNameType
{axsOadpGlobalInfo 7}

INTEGER R/O axsOadpGlobalNameの種類。
• other (1)
• sysName (2)
• serialNumber (3)
• MACaddress (4)

●
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3.5.2　axsOadpPortInfoグループ

（1） 識別子
 
axsOadp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7
 
axsOadpMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOadp 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1
 
axsOadpPortInfo OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOadpMIBObjects 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.2

（2） 実装仕様

axsOadpPortInfoグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-26　axsOadpPortInfoグループの実装仕様

3.5.3　axsOadpNeighborInfoグループ

（1） 識別子
 
axsOadp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7
 
axsOadpMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOadp 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1
 
axsOadpNeighborInfo OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOadpMIBObjects 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3

（2） 実装仕様

axsOadpNeighborInfoグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-27　axsOadpNeighborInfoグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOadpPortConfigTable
{axsOadpPortInfo 1}

SEQUENC
E OF 
OadpPortCo
nfigEntry

NA OADPポート情報に関するテーブル。 ●

2 axsOadpPortConfigEntry
{axsOadpPortConfigTable 1}

OadpPortCo
nfigEntry

NA OADPポート情報に関するエントリ
（ポートごと）。
INDEX{axsOadpPortConfigIfIndex}

●

3 axsOadpPortConfigIfIndex
{axsOadpPortConfigEntry 1}

InterfaceInd
ex

R/O ポート識別インデックス。ifIndexと同じ。
ifIndexが付与されている物理ポート，LA
ポートが対象。

●

4 axsOadpPortConfigActive
{axsOadpPortConfigEntry 2}

TruthValue R/O 当該ポートに関する運用状態。
{enable(1),
 disable(2)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOadpNeighborTable
{axsOadpNeighborInfo 1}

SEQUENC
E OF 
OadpNeighb
orEntry

NA OADP隣接ノードに関するテーブル。 ●
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2 axsOadpNeighborEntry
{axsOadpNeighborTable 1}

OadpNeighb
orEntry

NA OADP隣接ノードに関するエントリ（隣
接情報毎）。
INDEX
{axsOadpIfIndex, 
 axsOadpTagID,
 axsOadpNeighborIndex,
 axsOadpNeighborTagID}

●

3 axsOadpIfIndex
{axsOadpNeighborEntry 1}

InterfaceInd
ex

R/O 受信インタフェースの ifIndex。 ●

4 axsOadpTagID
{axsOadpNeighborEntry 2}

INTEGER
(0..4095)

R/O MACフレームに付加されていた
IEEE802.1Qのタグ ID(VID)。

●

5 axsOadpNeighborIndex
{axsOadpNeighborEntry 3}

INTEGER R/O 隣接ノードを一意に識別する番号 (1～
231-1)。

●

6 axsOadpNeighborTagID
{axsOadpNeighborEntry 4}

INTEGER
(0..4095)

R/O 隣接ノードから送信された OADP PDU内
の TagID TLVに設定された値。CDPの場
合は常に 0。

●

7 axsOadpNeighborVendorType
{axsOadpNeighborEntry 5}

INTEGER R/O 隣接ノードを発見するために使ったプロト
コルタイプ。
• other(1)
• OADP(2)
• CDP(3)

●

8 axsOadpNeighborSNMPAgentAd
dressType
{axsOadpNeighborEntry 6}

INTEGER R/O SNMPで情報を取得するためのエージェ
ントアドレスの種類。
• ipv4(1)
• ipv6(20)
• other-notSupported(65535)

●

9 axsOadpNeighborSNMPAgentAd
dress
{axsOadpNeighborEntry 7}

DisplayStri
ng

R/O SNMPで情報を取得するためのエージェ
ントアドレスを DisplayString化した情
報。アドレス情報がない場合
(axsOadpNeighborSNMPAgentAddressT
ypeが other-notSupported)は NULL文
字。

●

10 axsOadpNeighborDescr
{axsOadpNeighborEntry 8}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..255
))

R/O 隣接ノードの sysDescr相当の文字列。 ●

11 axsOadpNeighborDeviceID
{axsOadpNeighborEntry 9}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..255
))

R/O 隣接ノードの装置識別子。OADPでは
axsOadpGlobalNameで定義される文字列
が格納される。

●

12 axsOadpNeighborSlotPort
{axsOadpNeighborEntry 10}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..255
))

R/O 隣接ノードの送信インタフェースを一意に
識別する文字列。(NIF番号 /Line番号 )

●

13 axsOadpNeighborIfIndex
{axsOadpNeighborEntry 11}

InterfaceInd
ex

R/O 隣接ノードの送信インタフェースの
ifIndex。CDPの場合は常に 0。

●

14 axsOadpNeighborIfSpeed
{axsOadpNeighborEntry 12}

Gauge R/O 隣接ノードの送信インタフェースの
ifSpeed。CDPの場合は常に 0

●

15 axsOadpNeighborDeviceType
{axsOadpNeighborEntry 13}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..255
))

R/O 隣接ノードの装置名称。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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16 axsOadpNeighborService
{axsOadpNeighborEntry 14}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..4))

R/O 隣接ノードが提供できる機能 (論理和の値
)。
• Router (0x01)
• Transparent Bridge (0x02)
• Source-route Bridge (0x04)
• Switch (0x08)
• Host (0x10)
• IGMP reportを forwardしない (0x20)
• Repeater (0x40)

●

17 axsOadpNeighborVTPMgmtDom
ain
{axsOadpNeighborEntry 15}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..32)
)

R/O 隣接ノードの送信インタフェースに関連す
る VTP Management Domain。

●

18 axsOadpNeighborNativeVLAN
{axsOadpNeighborEntry 16}

INTEGER
(0..4095)

R/O 隣接ノードの送信インタフェースに関連す
る Native VLAN番号。

●

19 axsOadpNeighborDuplex
{axsOadpNeighborEntry 17}

INTEGER R/O 隣接ノードの送信インタフェースの
Duplex情報。
• unknown (1)
• HALF (2)
• FULL (3)

●

20 axsOadpNeighborApplianceID
{axsOadpNeighborEntry 18}

Gauge
(0..255)

R/O 隣接ノードの Appliance ID。 ●

21 axsOadpNeighborVlanID
{axsOadpNeighborEntry 19}

Gauge
(0..4095)

R/O 隣接ノードの VoIP用の VLAN ID。 ●

22 axsOadpNeighborPowerConsum
ption
{axsOadpNeighborEntry 20}

Gauge R/O 隣接ノードの VoIP消費電力。
[単位：ミリワット ]

●

23 axsOadpNeighborMTU
{axsOadpNeighborEntry 21}

Gauge R/O 隣接ノードの送信インタフェースのMTU。 ●

24 axsOadpNeighborSysName
{axsOadpNeighborEntry 22}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..255
))

R/O 隣接ノードの sysName。 ●

25 axsOadpNeighborSysObjectID
{axsOadpNeighborEntry 23}

OBJECT 
IDENTIFIE
R

R/O 隣接ノードの sysObjectID。 ●

26 axsOadpNeighborSecondary
SNMPAgentAddressType
{axsOadpNeighborEntry 24}

INTEGER R/O SNMPで情報を取得するためのエージェ
ントセカンダリアドレスの種類。
• ipv4(1)
• ipv6(20)
• other-notSupported(65535)

●

27 axsOadpNeighborSecondary
SNMPAgentAddress
{axsOadpNeighborEntry 25}

DisplayStri
ng

R/O SNMPで情報を取得するためのエージェ
ントセカンダリアドレスを DisplayString
化した情報。アドレス情報がない場合
(axsOadpNeighborSecondarySNMPAgent
AddressTypeが other-notSupported)は
NULL文字。

●

28 axsOadpNeighborPhysLocation
{axsOadpNeighborEntry 26}

DisplayStri
ng
(SIZE(0..255
))

R/O 隣接ノードの sysLocation。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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29 axsOadpNeighborCacheLastCha
nge
{axsOadpNeighborEntry 27}

TimeTicks R/O 隣接ノードに関する
axsOadpNeighborEntryが更新されたと
きの sysUpTime。

●

30 axsOadpNeighborIfHighSpeed
{axsOadpNeighborEntry 28}

Gauge R/O 隣接ノードの送信インタフェースの
ifHighSpeed。CDPの場合は常に 0

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.6　axsFlowグループ（FLOW情報MIB）

3.6.1　axsFlowResourcesグループ

（1） 識別子
 
axsFlow  OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 8}
 
axsFlowResources      OBJECT IDENTIFIER ::= {axsFlow 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2

（2） 実装仕様

axsFlowResourcesグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-28　axsFlowResourcesグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsFlowResourcesSystemUsed
{axsFlowResources 1}

INTEGER R/O 装置当たりのフローフィルタ機能 ,
フロー QoS機能 ,NetFlow統計情
報機能に利用しているエントリ数
(0..100,000)

●

2 axsFlowResourcesSystemFree
{axsFlowResources 2}

INTEGER R/O 装置当たりのフローフィルタ機能 ,
フロー QoS機能 ,NetFlow統計情
報機能に利用可能な空きエントリ数
(0..100,000)

●

3 axsFlowResourcesSystemMax
{axsFlowResources 3}

INTEGER R/O 装置当たりのフローフィルタ機能 ,
フロー QoS機能 ,NetFlow統計情
報機能に利用可能な最大エントリ数
(0..100,000)

●

4 axsFlowResourcesSystemNetflowU
sed
{axsFlowResources 4}

INTEGER R/O 装置当たりの NetFlow統計情報機
能に利用しているエントリ数
(0..100,000)

●

5 axsFlowResourcesSystemPolicyUse
d
{axsFlowResources 5}

INTEGER R/O 装置当たりのポリシールーティング
機能に利用しているエントリ数
(0..1,000)

●

6 axsFlowResourcesSystemPolicyMa
x
{axsFlowResources 6}

INTEGER R/O 装置当たりのポリシールーティング
機能に利用可能な最大エントリ数
(1,000)固定

●

7 axsFlowResourcesTable
{axsFlowResources 7}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesEntry

NA FlowResourcesのテーブル情報 ●

8 axsFlowResourcesEntry
{axsFlowResourcesTable 1}

axsFlowResour
cesEntry

NA FlowResourcesに関するエントリ
[index]{axsFlowResourcesIndex}

●
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9 axsFlowResourcesIndex
{axsFlowResourcesEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
PSU，BSU搭載スロットの位置情
報を示します。
AX7800Sの場合

1～
ax7800sPsuBoardNumberま
での値。
(PSU搭載スロット番号 +1の
値 )

AX5400Sの場合
1～
ax5400sBsuBoardNumberま
での値。
(BSU搭載スロット番号 +1の
値 )

1固定

●

10 axsFlowResourcesFilterUsed
{axsFlowResourcesEntry 2}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりのフローフィル
タ機能に利用しているエントリ数
(0..16,000)

●

11 axsFlowResourcesFilterFree
{axsFlowResourcesEntry 3}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりのフローフィル
タ機能に利用可能な空きエントリ数
(0..16,000)

●

12 axsFlowResourcesQosUsed
{axsFlowResourcesEntry 4}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりのフロー QoS機
能に利用しているエントリ数
(0..16,000)

●

13 axsFlowResourcesNetflowUsed
{axsFlowResourcesEntry 5}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりの NetFlow統計
情報機能に利用しているエントリ数
(0..16,000)

●

14 axsFlowResourcesQosFree
{axsFlowResourcesEntry 6}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりのフロー QoS機
能 ,NetFlow統計情報機能に利用可
能な空きエントリ数
(0..16,000)

●

15 axsFlowResourcesUpcUsed
{axsFlowResourcesEntry 7}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりの帯域制御機能
(UPC)に利用しているエントリ数
(0..4,000)

●

16 axsFlowResourcesUpcFree
{axsFlowResourcesEntry 8}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりの帯域制御機能
(UPC)に利用可能な空きエントリ
数
(0..4,000)

●

17 axsFlowResourcesPolicyUsed
{axsFlowResourcesEntry 9}

INTEGER R/O PSU，BSU当たりのポリシールー
ティング機能に利用しているエント
リ数
(0..1000)

●

18 axsFlowResourcesFilterInterfaceIn
Table
{axsFlowResources 8}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesFilterInterfa
ceInEntry

NA インタフェースまたは物理ポート当
たりのフローフィルタ機能の
Resourcesテーブル情報 (Inbound)

●

19 axsFlowResourcesFilterInterfaceIn
Entry
{axsFlowResourcesFilterInterfaceIn
Table 1}

axsFlowResour
cesFilterInterfa
ceInEntry

NA FlowResourcesInterfaceに関する
エントリ
[index]
{axsFlowResourcesInterfaceInifIn
dex,  
axsFlowResourcesInterfaceInifInd
exType}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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20 axsFlowResourcesFilterInterfaceIni
fIndex
{axsFlowResourcesFilterInterfaceIn
Entry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

21 axsFlowResourcesFilterInterfaceIni
fIndexType
{axsFlowResourcesFilterInterfaceIn
Entry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

22 axsFlowResourcesFilterInterfaceIn
Used
{axsFlowResourcesFilterInterfaceIn
Entry 3}

INTEGER R/O インタフェース当たりのフローフィ
ルタ機能に利用しているエントリ
数。

●

23 axsFlowResourcesFilterInterfaceOu
tTable
{axsFlowResources 9}

INTEGER NA インタフェースまたは物理ポート当
たりのフローフィルタ機能の
Resourcesテーブル情報
(Outbound)

●

24 axsFlowResourcesFilterInterfaceOu
tEntry
{axsFlowResourcesFilterInterfaceO
utTable 1}

INTEGER NA FlowResourcesFilterInterfaceに関
するエントリ
[index]
{axsFlowResourcesFilterInterface
OutifIndex, 
axsFlowResourcesFilterInterfaceO
utifIndexType}

●

25 axsFlowResourcesFilterInterfaceOu
tifIndex
{axsFlowResourcesFilterInterfaceO
utEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

26 axsFlowResourcesFilterInterfaceOu
tifIndexType
{axsFlowResourcesFilterInterfaceO
utEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

27 axsFlowResourcesFilterInterfaceOu
tUsed
{axsFlowResourcesFilterInterfaceO
utEntry 3}

INTEGER R/O インタフェースまたは物理ポート当
たりのフローフィルタ機能に利用し
ているエントリ数。

●

28 axsFlowResourcesQosInterfaceInTa
ble
{axsFlowResources 10}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesQosInterfac
eInEntry

NA インタフェースまたは物理ポート当
たりのフロー QoS機能の
Resourcesテーブル情報
(Inbound)

●

29 axsFlowResourcesQosInterfaceInE
ntry
{axsFlowResourcesQosInterfaceInT
able 1}

axsFlowResour
cesQosInterfac
eInEntry

NA FlowResourcesQosInterfaceに関す
るエントリ
[index]
{axsFlowResourcesQosInterfaceIni
fIndex, 
axsFlowResourcesQosInterfaceInif
IndexType}

●

30 axsFlowResourcesQosInterfaceInifI
ndex
{axsFlowResourcesQosInterfaceInE
ntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

31 axsFlowResourcesQosInterfaceInifI
ndexType
{axsFlowResourcesQosInterfaceInE
ntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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32 axsFlowResourcesQosInterfaceInU
sed
{axsFlowResourcesQosInterfaceInE
ntry 3}

INTEGER R/O インタフェースまたは物理ポート当
たりのフロー QoS機能に利用して
いるエントリ数。

●

33 axsFlowResourcesQosInterfaceOut
Table
{axsFlowResources 11}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesQosInterfac
eOutEntry

NA インタフェースまたは物理ポート当
たりのフロー QoS機能の
Resourcesテーブル情報
(Outbound)

●

34 axsFlowResourcesQosInterfaceOut
Entry
{axsFlowResourcesQosInterfaceOut
Table 1}

axsFlowResour
cesQosInterfac
eOutEntry

NA FlowResourcesQosInterfaceに関す
るエントリ
[index]
{axsFlowResourcesQosInterfaceOu
tifIndex, 
axsFlowResourcesQosInterfaceOu
tifIndexType}

●

35 axsFlowResourcesQosInterfaceOuti
fIndex
{axsFlowResourcesQosInterfaceOut
Entry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

36 axsFlowResourcesQosInterfaceOuti
fIndexType
{axsFlowResourcesQosInterfaceOut
Entry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

37 axsFlowResourcesQosInterfaceOut
Used
{axsFlowResourcesQosInterfaceOut
Entry 3}

INTEGER R/O インタフェースまたは物理ポート当
たりのフロー QoS機能に利用して
いるエントリ数。

●

38 axsFlowResourcesFilterListInTable
{axsFlowResources 12}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesFilterListIn
Entry

NA リスト当たりのフローフィルタ機能
の Resourcesテーブル情報
(Inbound)

●

39 axsFlowResourcesFilterListInEntry
{axsFlowResourcesFilterListInTabl
e 1}

axsFlowResour
cesFilterListIn
Entry

NA FlowResourcesFilterListに関する
エントリ
[index]
{axsFlowResourcesFilterListInifIn
dex, 
axsFlowResourcesFilterListInifIn
dexType, 
axsFlowResourcesFilterListInNu
mber}

●

40 axsFlowResourcesFilterListInifInd
ex
{axsFlowResourcesFilterListInEntr
y 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

41 axsFlowResourcesFilterListInifInd
exType
{axsFlowResourcesFilterListInEntr
y 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

42 axsFlowResourcesFilterListInNum
ber
{axsFlowResourcesFilterListInEntr
y 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (リスト番号 )を示
します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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43 axsFlowResourcesFilterListInUsed
{axsFlowResourcesFilterListInEntr
y 4}

INTEGER R/O リスト当たりのフローフィルタ機能
に利用しているエントリ数。

●

44 axsFlowResourcesFilterListOutTab
le
{axsFlowResources 13}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesFilterListOu
tEntry

NA リスト当たりのフローフィルタ機能
の Resourcesテーブル情報
(Outbound)

●

45 axsFlowResourcesFilterListOutEnt
ry
{axsFlowResourcesFilterListOutTa
ble 1}

axsFlowResour
cesFilterListOu
tEntry

NA FlowResourcesFilterListに関する
エントリ
[index]
{axsFlowResourcesFilterListOutifI
ndex, 
axsFlowResourcesFilterListOutifI
ndexType, 
axsFlowResourcesFilterListOutN
umber}

●

46 axsFlowResourcesFilterListOutifIn
dex
{axsFlowResourcesFilterListOutEn
try 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

47 axsFlowResourcesFilterListOutifIn
dexType
{axsFlowResourcesFilterListOutEn
try 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

48 axsFlowResourcesFilterListOutNu
mber
{axsFlowResourcesFilterListOutEn
try 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (リスト番号 )を示
します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000

●

49 axsFlowResourcesFilterListOutUse
d
{axsFlowResourcesFilterListOutEn
try 4}

INTEGER R/O リスト当たりのフローフィルタ機能
に利用しているエントリ数。

●

50 axsFlowResourcesQosListInTable
{axsFlowResources 14}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesQosListInE
ntry

NA リスト当たりのフロー QoS機能の
Resourcesテーブル情報 (Inbound)

●

51 axsFlowResourcesQosListInEntry
{axsFlowResourcesQosListInTable 
1}

axsFlowResour
cesQosListInE
ntry

NA FlowResourcesQosListに関するエ
ントリ
[index]
{axsFlowResourcesQosListInifInd
ex, 
axsFlowResourcesQosListInifInde
xType, 
axsFlowResourcesQosListInNumb
er}

●

52 axsFlowResourcesQosListInifIndex
{axsFlowResourcesQosListInEntry 
1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

53 axsFlowResourcesQosListInifIndex
Type
{axsFlowResourcesQosListInEntry 
2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.6.2　axsFlowFilterグループ

（1） 識別子
 
axsFlow  OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 8}
 
axsFlowFilter  OBJECT IDENTIFIER ::= {axsFlow 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3

（2） 実装仕様

axsFlowFilterグループの実装仕様を次の表に示します。

54 axsFlowResourcesQosListInNumbe
r
{axsFlowResourcesQosListInEntry 
3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (リスト番号 )を示
します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000

●

55 axsFlowResourcesQosListInUsed
{axsFlowResourcesQosListInEntry 
4}

INTEGER R/O リスト当たりのフロー QoS機能に
利用しているエントリ数。

●

56 axsFlowResourcesQosListOutTable
{axsFlowResources 15}

SEQUENCE 
OF 
axsFlowResour
cesQosListOut
Entry

NA リスト当たりのフロー QoS機能の
Resourcesテーブル情報
(Outbound)

●

57 axsFlowResourcesQosListOutEntry
{axsFlowResourcesQosListOutTabl
e 1}

axsFlowResour
cesQosListOut
Entry

NA FlowResourcesQosListに関するエ
ントリ
[index]
{axsFlowResourcesQosListOutifIn
dex, 
axsFlowResourcesQosListOutifInd
exType, 
axsFlowResourcesQosListOutNu
mber}

●

58 axsFlowResourcesQosListOutifInde
x
{axsFlowResourcesQosListOutEntr
y 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (ifIndexと同じ )を
示します。

●

59 axsFlowResourcesQosListOutifInde
xType
{axsFlowResourcesQosListOutEntr
y 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示しま
す。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

60 axsFlowResourcesQosListOutNum
ber
{axsFlowResourcesQosListOutEntr
y 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別する
インデックス値 (リスト番号 )を示
します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000

●

61 axsFlowResourcesQosListOutUsed
{axsFlowResourcesQosListOutEntr
y 4}

INTEGER R/O リスト当たりのフロー QoS機能に
利用しているエントリ数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 3-29　axsFlowFilterグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsFlowFilterInTable
{axsFlowFilter 1}

SEQUENCE OF 
axsFlowFilterInE
ntry

NA フローフィルタ検出条件 (Inbound)のテー
ブル情報

●

2 axsFlowFilterInEntry
{axsFlowFilterInTable 1}

axsFlowFilterInE
ntry

NA フローフィルタ検出条件に関するエントリ
[index]
{axsFlowFilterInifIndex, 
axsFlowFilterInifIndexType, 
axsFlowFilterInListNumber}

●

3 axsFlowFilterInifIndex
{axsFlowFilterInEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

4 axsFlowFilterInifIndexType
{axsFlowFilterInEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

5 axsFlowFilterInListNumber
{axsFlowFilterInEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

6 axsFlowFilterInSrcMacOp
{axsFlowFilterInEntry 4}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元MACアドレス
の指定方法を示します。
{指定なし (-1), MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3)}

●

7 axsFlowFilterInSrcMac
{axsFlowFilterInEntry 5}

MacAddress R/O 検出条件に指定した送信元MACアドレス
を示します。
axsFlowFilterInSrcMacOp=(1)または (2)
の場合に有効。

●

8 axsFlowFilterInSrcMacMask
{axsFlowFilterInEntry 6}

MacAddress R/O 検出条件に指定した送信元MACのマスク
示します。
axsFlowFilterInSrcMacOp=(2)の場合に
有効。

●

9 axsFlowFilterInDestMacOp
{axsFlowFilterInEntry 7}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先 MACアドレスの
指定方法を示します。
{指定なし (-1),
MACアドレスだけを指定 (1),
マスクビットを併用して MACアドレスを
指定 (2),すべてのMACアドレスを指定
(any)(3),ブロードキャストアドレス
(broadcast)(4),マルチキャストアドレス
(multicast)(5),LLDPプロトコルパケット
のMACアドレス (lldp)(7),OADPプロト
コルパケットのMACアドレス
(oadp)(8),CDPプロトコルパケットの
MACアドレス (cdp)(9),BPDU(PVST+)プ
ロトコルパケットのMACアドレス
(pvst+)(10)}

●

10 axsFlowFilterInDestMac
{axsFlowFilterInEntry 8}

MacAddress R/O 検出条件に指定した宛先 MACアドレスを
示します。
axsFlowFilterInDestMacOp=(1),(2),(4),(5)
の場合に有効。

●
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11 axsFlowFilterInDestMacMask
{axsFlowFilterInEntry 9}

MacAddress R/O 検出条件に指定した宛先MACのマスクを
示します。
axsFlowFilterInDestMacOp=(2),(4)(マス
クビット併用時 ),(5)の場合に有効。

●

12 axsFlowFilterInEthernetType
{axsFlowFilterInEntry 10}

OCTET STRING
(SIZE(2))

R/O 検出条件に指定したイーサネット V2およ
び IEEE802.3 SNAP/RFC1042形式のイー
サネットタイプまたはプロトコル種別を示
します。
{指定なし (0x0000),プロトコル種別
GSRP(gsrp)(0x0001),イーサネットタイプ
(0x0600..0xffff)}

●

13 axsFlowFilterInUserPriority
{axsFlowFilterInEntry 11}

INTEGER R/O 検出条件に指定した Tag-VLAN内のユー
ザ優先度を示します。(0..7)
(指定なし (-1))

●

14 axsFlowFilterInLowerVlanList
{axsFlowFilterInEntry 12}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 検出条件に指定した VLAN IDをビット
マップで表現したもの (先頭のビット (0バ
イト目の 27ビット )は untagged 定義の有
無を示し ,以下 VLAN 1～ 2047の有効／
無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

15 axsFlowFilterInHigherVlanLis
t
{axsFlowFilterInEntry 13}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 検出条件に指定した VLAN IDをビット
マップで表現したもの (先頭のビット (0バ
イト目の 27ビット )から順に VLAN2048
～ 4095の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

16 axsFlowFilterInProtocolNumb
er
{axsFlowFilterInEntry 14}

INTEGER R/O 検出条件に指定した上位プロトコル番号を
示します。(0..255)
(指定なし (-1),すべてのプロトコルを対象
とする場合 (256))

●

17 axsFlowFilterInIpAddrType
{axsFlowFilterInEntry 15}

InetAddressType R/O 表示する IPアドレスタイプを示します。
{ipv4(1),ipv6(2)}
当該 Tableの InetAddress全てに共通とし
,IPアドレスを検出条件に指定しない場合
でも ,リスト番号によって示すタイプが異
なります。

●

18 axsFlowFilterInSrcIpOp
{axsFlowFilterInEntry 16}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元 IPアドレスの
指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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19 axsFlowFilterInSrcIp
{axsFlowFilterInEntry 17}

InetAddress R/O 検出条件に指定した送信元 IPアドレスを
示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterInSrcIpOp=(1),(2),(3)また
は (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範囲
指定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

20 axsFlowFilterInSrcIpLength
{axsFlowFilterInEntry 18}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元 IPアドレスの
サブネットマスク長 (ipv4)またはプレ
フィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowFilterInSrcIpOp=(2),(6)の場合に
有効で ,(2),(6)以外の場合 '0'を示します。

●

21 axsFlowFilterInSrcIpRange
{axsFlowFilterInEntry 19}

InetAddress R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の送
信元 IPアドレスを示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterInSrcIpOp=(3)の場合に有
効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

22 axsFlowFilterInDestIpOp
{axsFlowFilterInEntry 20}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先 IPアドレスの指
定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

23 axsFlowFilterInDestIp
{axsFlowFilterInEntry 21}

InetAddress R/O 検出条件に指定した宛先 IPアドレスを示
します。(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterInDestIpOp=(1),(2),(3)また
は (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範囲
指定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

24 axsFlowFilterInDestIpLength
{axsFlowFilterInEntry 22}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先 IPアドレスのサ
ブネットマスク長 (ipv4)またはプレフィッ
クス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowFilterInDestIpOp=(2),(6)の場合
に有効で , (2),(6)以外は '0'を示します。

●

25 axsFlowFilterInDestIpRange
{axsFlowFilterInEntry 23}

InetAddress R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の宛
先 IPアドレスを示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterInDestIpOp=(3)の場合に有
効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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26 axsFlowFilterInDscp
{axsFlowFilterInEntry 24}

INTEGER R/O 検出条件に指定した DSCP値を示します。
(0..63) (指定なし (-1))

●

27 axsFlowFilterInPrecedence
{axsFlowFilterInEntry 25}

INTEGER R/O 検出条件に指定した precedence値を示し
ます。(0..7) (指定なし (-1))

●

28 axsFlowFilterInUpperLength
{axsFlowFilterInEntry 26}

INTEGER R/O 検出条件に指定した IPユーザデータ長の
上限値を示します。(0..65535) (指定なし
(-1))

●

29 axsFlowFilterInLowerLength
{axsFlowFilterInEntry 27}

INTEGER R/O 検出条件に指定した IPユーザデータ長の
下限値を示します。(0..65535) (指定なし
(-1))

●

30 axsFlowFilterInFragments
{axsFlowFilterInEntry 28}

INTEGER R/O 2番目以降のフラグメントパケットを検出
条件に入れるかどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

31 axsFlowFilterInSrcPortOp
{axsFlowFilterInEntry 29}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元ポート番号の指
定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

32 axsFlowFilterInSrcPort
{axsFlowFilterInEntry 30}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元ポート番号を示
します。(0..65535)
axsFlowFilterInSrcPortOp=(1)または (2)
の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (始
点 )の送信元ポート番号を示し ,(-1)の場合
'0'を示します。

●

33 axsFlowFilterInSrcPortRange
{axsFlowFilterInEntry 31}

INTEGER R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の送
信元ポート番号を示します。(0..65535)
axsFlowFilterInSrcPortOp=(2)の場合に
有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

34 axsFlowFilterInDestPortOp
{axsFlowFilterInEntry 32}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先ポート番号の指定
方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

35 axsFlowFilterInDestPort
{axsFlowFilterInEntry 33}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先ポート番号を示し
ます。(0..65535)
axsFlowFilterInDestPortOp=(1)または
(2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (
始点 )の宛先ポート番号を示し ,(-1)の場合
'0'を示します。

●

36 axsFlowFilterInDestPortRang
e
{axsFlowFilterInEntry 34}

INTEGER R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の宛
先ポート番号を示します。(0..65535)
axsFlowFilterInDestPortOp=(2)の場合に
有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

37 axsFlowFilterInAckFlag
{axsFlowFilterInEntry 35}

INTEGER R/O 検出条件に指定した TCP片方向通信許可
(ACKフラグが 1)を検出条件に入れるかど
うかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

38 axsFlowFilterInSynFlag
{axsFlowFilterInEntry 36}

INTEGER R/O バーチャルサーキット確立許可（SYNフ
ラグが 1）を検出条件に入れるかどうかを
示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

39 axsFlowFilterInIcmpType
{axsFlowFilterInEntry 37}

INTEGER R/O 検出条件に指定した ICMPまたは
ICMPv6タイプを示します。(0..255)
(指定なし (-1))

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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40 axsFlowFilterInIcmpCode
{axsFlowFilterInEntry 38}

INTEGER R/O 検出条件に指定した ICMPまたは
ICMPv6コードを示します。(0..255)
(指定なし (-1))

●

41 axsFlowFilterInIgmpType
{axsFlowFilterInEntry 39}

INTEGER R/O 検出条件に指定した IGMPタイプを示し
ます。(0..255)
(指定なし (-1))

●

42 axsFlowFilterOutTable
{axsFlowFilter 2}

SEQUENCE OF 
axsFlowFilterOut
Entry

NA フローフィルタ検出条件 (Outbound)の
テーブル情報

●

43 axsFlowFilterOutEntry
{axsFlowFilterOutTable 1}

axsFlowFilterOut
Entry

NA フローフィルタ検出条件に関するエントリ
[index]
{axsFlowFilterOutifIndex, 
axsFlowFilterOutifIndexType, 
axsFlowFilterOutListNumber}

●

44 axsFlowFilterOutifIndex
{axsFlowFilterOutEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

45 axsFlowFilterOutifIndexType
{axsFlowFilterOutEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

46 axsFlowFilterOutListNumber
{axsFlowFilterOutEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

47 axsFlowFilterOutSrcMacOp
{axsFlowFilterOutEntry 4}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元MACアドレス
の指定方法を示します。
{指定なし (-1), MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3)}

●

48 axsFlowFilterOutSrcMac
{axsFlowFilterOutEntry 5}

MacAddress R/O 検出条件に指定した送信元MACアドレス
を示します。
axsFlowFilterOutSrcMacOp=(1)または
(2)の場合に有効。

●

49 axsFlowFilterOutSrcMacMask
{axsFlowFilterOutEntry 6}

MacAddress R/O 検出条件に指定した送信元MACのマスク
示します。
axsFlowFilterOutSrcMacOp=(2)の場合に
有効。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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50 axsFlowFilterOutDestMacOp
{axsFlowFilterOutEntry 7}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先MACアドレスの
指定方法を示します。
{指定なし (-1),MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3),ブロードキャストアドレス
(broadcast)(4),マルチキャストアドレス
(multicast)(5)},MAC未学習のユニキャス
トアドレス (unicast_flood)(6),LLDPプロ
トコルパケットのMACアドレス
(lldp)(7),OADPプロトコルパケットの
MACアドレス (oadp)(8),CDPプロトコル
パケットのMACアドレス
(cdp)(9),BPDU(PVST+)プロトコルパケッ
トのMACアドレス (pvst+)(10)}

●

51 axsFlowFilterOutDestMac
{axsFlowFilterOutEntry 8}

MacAddress R/O 検出条件に指定した宛先MACアドレスを
示します。
axsFlowFilterOutDestMacOp=(1),(2),(4),(
5)の場合に有効。

●

52 axsFlowFilterOutDestMacMas
k
{axsFlowFilterOutEntry 9}

MacAddress R/O 検出条件に指定した宛先MACのマスクを
示します。
axsFlowFilterOutDestMacOp=(2),(4)(マ
スクビット併用時 ),(5)の場合に有効。

●

53 axsFlowFilterOutEthernetTyp
e
{axsFlowFilterOutEntry 10}

OCTET STRING
(SIZE(2))

R/O 検出条件に指定したイーサネット V2およ
び IEEE802.3 SNAP/RFC1042形式のイー
サネットタイプまたはプロトコル種別を示
します。
{指定なし (0x0000),プロトコル種別
GSRP(gsrp)(0x0001),イーサネットタイプ
(0x0600..0xffff)}

●

54 axsFlowFilterOutUserPriority
{axsFlowFilterOutEntry 11}

INTEGER R/O 検出条件に指定した Tag-VLAN内のユー
ザ優先度を示します。(0..7)
(指定なし (-1))

●

55 axsFlowFilterOutLowerVlanLi
st
{axsFlowFilterOutEntry 12}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 検出条件に指定した VLAN IDをビット
マップで表現したもの (先頭のビット (0バ
イト目の 27ビット )は untagged 定義の有
無を示し ,以下 VLAN 1～ 2047の有効／
無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

56 axsFlowFilterOutHigherVlanL
ist
{axsFlowFilterOutEntry 13}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 検出条件に指定した VLAN IDをビット
マップで表現したもの (先頭のビット (0バ
イト目の 27ビット )から順に VLAN2048
～ 4095の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

57 axsFlowFilterOutProtocolNum
ber
{axsFlowFilterOutEntry 14}

INTEGER R/O 検出条件に指定した上位プロトコル番号を
示します。(0..255)
(指定なし (-1),すべてのプロトコルを対象
とする場合 (256))

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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58 axsFlowFilterOutIpAddrType
{axsFlowFilterOutEntry 15}

InetAddressType R/O 表示する IPアドレスタイプを示します。
{ipv4(1),ipv6(2)}
当該 Tableの InetAddress全てに共通とし
,IPアドレスを検出条件に指定しない場合
でも ,リスト番号によって示すタイプが異
なります。

●

59 axsFlowFilterOutSrcIpOp
{axsFlowFilterOutEntry 16}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元 IPアドレスの
指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

60 axsFlowFilterOutSrcIp
{axsFlowFilterOutEntry 17}

InetAddress R/O 検出条件に指定した送信元 IPアドレスを
示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterOutSrcIpOp=(1),(2),(3)また
は (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範囲
指定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

61 axsFlowFilterOutSrcIpLength
{axsFlowFilterOutEntry 18}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元 IPアドレスの
サブネットマスク長 (ipv4)またはプレ
フィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowFilterOutSrcIpOp=(2),(6)の場合
に有効で , (2),(6)以外の場合 '0'を示しま
す。

●

62 axsFlowFilterOutSrcIpRange
{axsFlowFilterOutEntry 19}

InetAddress R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の送
信元 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterOutSrcIpOp=(3)の場合に有
効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

63 axsFlowFilterOutDestIpOp
{axsFlowFilterOutEntry 20}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先 IPアドレスの指
定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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64 axsFlowFilterOutDestIp
{axsFlowFilterOutEntry 21}

InetAddress R/O 検出条件に指定した宛先 IPアドレスを示
します。(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterOutDestIpOp=(1),(2),(3)ま
たは (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範
囲指定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

65 axsFlowFilterOutDestIpLengt
h
{axsFlowFilterOutEntry 22}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先 IPアドレスのサ
ブネットマスク長 (ipv4)またはプレフィッ
クス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowFilterOutDestIpOp=(2),(6)の場合
に有効で , (2),(6)以外は '0'を示します。

●

66 axsFlowFilterOutDestIpRange
{axsFlowFilterOutEntry 23}

InetAddress R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の宛
先 IPアドレスを示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowFilterOutDestIpOp=(3)の場合に
有効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

67 axsFlowFilterOutDscp
{axsFlowFilterOutEntry 24}

INTEGER R/O 検出条件に指定した DSCP値を示します。
(0..63) (指定なし (-1))

●

68 axsFlowFilterOutPrecedence
{axsFlowFilterOutEntry 25}

INTEGER R/O 検出条件に指定した precedence値を示し
ます。
(0..7) (指定なし (-1))

●

69 axsFlowFilterOutUpperLength
{axsFlowFilterOutEntry 26}

INTEGER R/O 検出条件に指定した IPユーザデータ長の
上限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

70 axsFlowFilterOutLowerLength
{axsFlowFilterOutEntry 27}

INTEGER R/O 検出条件に指定した IPユーザデータ長の
下限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

71 axsFlowFilterOutFragments
{axsFlowFilterOutEntry 28}

INTEGER R/O 2番目以降のフラグメントパケットを検出
条件に入れるかどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

72 axsFlowFilterOutSrcPortOp
{axsFlowFilterOutEntry 29}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元ポート番号の指
定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

73 axsFlowFilterOutSrcPort
{axsFlowFilterOutEntry 30}

INTEGER R/O 検出条件に指定した送信元ポート番号を示
します。(0..65535)
axsFlowFilterOutSrcPortOp=(1)または
(2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (
始点 )の送信元ポート番号を示し ,(-1)の場
合 '0'を示します。

●

74 axsFlowFilterOutSrcPortRang
e
{axsFlowFilterOutEntry 31}

INTEGER R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の送
信元ポート番号を示します。(0..65535)
axsFlowFilterOutSrcPortOp=(2)の場合に
有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

75 axsFlowFilterOutDestPortOp
{axsFlowFilterOutEntry 32}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先ポート番号の指定
方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●
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番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
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76 axsFlowFilterOutDestPort
{axsFlowFilterOutEntry 33}

INTEGER R/O 検出条件に指定した宛先ポート番号を示し
ます。(0..65535)
axsFlowFilterOutDestPortOp=(1)または
(2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (
始点 )の宛先ポート番号を示し ,(-1)の場合
'0'を示します。

●

77 axsFlowFilterOutDestPortRan
ge
{axsFlowFilterOutEntry 34}

INTEGER R/O 検出条件に指定した範囲指定 (終端 )の宛
先ポート番号を示します。(0..65535)
axsFlowFilterOutDestPortOp=(2)の場合
に有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

78 axsFlowFilterOutAckFlag
{axsFlowFilterOutEntry 35}

INTEGER R/O 検出条件に指定した TCP片方向通信許可
(ACKフラグが 1)を検出条件に入れるかど
うかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

79 axsFlowFilterOutSynFlag
{axsFlowFilterOutEntry 36}

INTEGER R/O バーチャルサーキット確立許可（SYNフ
ラグが 1）を検出条件に入れるかどうかを
示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

80 axsFlowFilterOutIcmpType
{axsFlowFilterOutEntry 37}

INTEGER R/O 検出条件に指定した ICMPまたは
ICMPv6タイプを示します。
(0..255) (指定なし (-1))

●

81 axsFlowFilterOutIcmpCode
{axsFlowFilterOutEntry 38}

INTEGER R/O 検出条件に指定した ICMPまたは
ICMPv6コードを示します。
(0..255) (指定なし (-1))

●

82 axsFlowFilterOutIgmpType
{axsFlowFilterOutEntry 39}

INTEGER R/O 検出条件に指定した IGMPタイプを示し
ます。
(0..255) (指定なし (-1))

●

83 axsFlowFilterInActTable
{axsFlowFilter 3}

SEQUENCE OF 
axsFlowFilterInAc
tEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Inbound)に指定
した動作パラメータのテーブル情報

●

84 axsFlowFilterInActEntry
{axsFlowFilterInActTable 1}

axsFlowFilterInAc
tEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Inbound)に指定
した動作パラメータに関するエントリ
[index]
{axsFlowFilterInActifIndex, 
axsFlowFilterInActifIndexType, 
axsFlowFilterInActListNumber}

●

85 axsFlowFilterInActifIndex
{axsFlowFilterInActEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

86 axsFlowFilterInActifIndexTyp
e
{axsFlowFilterInActEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

87 axsFlowFilterInActListNumbe
r
{axsFlowFilterInActEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

88 axsFlowFilterInActInfo
{axsFlowFilterInActEntry 4}

INTEGER R/O 検出条件に指定した動作パラメータの情報
を示します。
{Drop(1),Forward(2),Policy(3),Policy_Gro
up(4)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.6.3　axsFlowFilterStatsグループ

（1） 識別子
 
axsFlow  OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 8}
 
axsFlowFilterStats  OBJECT IDENTIFIER ::= {axsFlow 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4

（2） 実装仕様

axsFlowFilterStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-30　axsFlowFilterStatsグループの実装仕様

89 axsFlowFilterOutActTable
{axsFlowFilter 4}

SEQUENCE OF 
axsFlowFilterOut
ActEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Outbound)に指
定した動作パラメータのテーブル情報

●

90 axsFlowFilterOutActEntry
{axsFlowFilterOutActTable 1}

axsFlowFilterOut
ActEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Outbound)に指
定した動作パラメータに関するエントリ
[index]
{axsFlowFilterOutActifIndex, 
axsFlowFilterOutActifIndexType, 
axsFlowFilterOutActListNumber}

●

91 axsFlowFilterOutActifIndex
{axsFlowFilterOutActEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

92 axsFlowFilterOutActifIndexTy
pe
{axsFlowFilterOutActEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

93 axsFlowFilterOutActListNum
ber
{axsFlowFilterOutActEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

94 axsFlowFilterOutActInfo
{axsFlowFilterOutActEntry 4}

INTEGER R/O 検出条件に指定した動作パラメータの情報
を示します。
{Drop(1),Forward(2)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsFlowFilterStatsInTable
{axsFlowFilterStats 1}

SEQUENCE OF 
axsFlowFilterStat
sInEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Inbound)で指
定した動作パラメータ毎の統計情報の
テーブル情報

●

2 axsFlowFilterStatsInEntry
{axsFlowFilterStatsInTable 1}

axsFlowFilterStat
sInEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Inbound)で指
定した動作パラメータ毎の統計情報に関
するエントリ
[index]
{axsFlowFilterStatsInifIndex, 
axsFlowFilterStatsInifIndexType, 
axsFlowFilterStatsInListNumber}

●

3 axsFlowFilterStatsInifIndex
{axsFlowFilterStatsInEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 axsFlowFilterStatsInifIndexT
ype
{axsFlowFilterStatsInEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

5 axsFlowFilterStatsInListNum
ber
{axsFlowFilterStatsInEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

6 axsFlowFilterStatsInDropPac
kets
{axsFlowFilterStatsInEntry 4}

Counter64 R/O 検出条件に一致し廃棄したパケット数 (
廃棄パケット数 )を示します。
(リストに指定した動作パラメータが
Drop(axsFlowFilterInActInfo(1))または
検出条件に IPv6 DHCPサーバ機能にて
クライアントに配布したプレフィックス
(axsFlowFilterInSrcIpOp(7)または
axsFlowFilterInDestIpOp(7))を指定し
た場合に有効で無効時は (0)を示します )

●※

7 axsFlowFilterStatsInForward
Packets
{axsFlowFilterStatsInEntry 5}

Counter64 R/O 検出条件に一致し中継したパケット数 (
中継パケット数 )を示します。
(リストに指定した動作パラメータが
Forward(axsFlowFilterInActInfo(2))の
場合に有効で無効時は (0)を示します )

●※

8 axsFlowFilterStatsInPolicyRo
utedPackets
{axsFlowFilterStatsInEntry 6}

Counter64 R/O 検出条件に一致しポリシーされたパケッ
ト数 (中継パケット数 )を示します。
(リストに指定した動作パラメータが
policy(axsFlowFilterInActInfo(3))また
は
policy_group(axsFlowFilterInActInfo(4)
)の場合に有効で無効時は (0)を示します
)

●※

9 axsFlowFilterStatsOutTable
{axsFlowFilterStats 2}

SEQUENCE OF 
axsFlowFilterStat
sOutEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Outbound)で
指定した動作パラメータ毎の統計情報の
テーブル情報

●

10 axsFlowFilterStatsOutEntry
{axsFlowFilterStatsOutTable 
1}

axsFlowFilterStat
sOutEntry

NA フローフィルタ検出条件 (Outbound)で
指定した動作パラメータ毎の統計情報に
関するエントリ
[index]
{axsFlowFilterStatsOutifIndex, 
axsFlowFilterStatsOutifIndexType, 
axsFlowFilterStatsOutListNumber}

●

11 axsFlowFilterStatsOutifIndex
{axsFlowFilterStatsOutEntry 
1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

12 axsFlowFilterStatsOutifIndex
Type
{axsFlowFilterStatsOutEntry 
2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※
MIBで指定したインタフェースのパケット数取得と当該指定インタフェースが属する PSU
【【【【AX7800S】】】】または BSU【【【【AX5400S】】】】に対する以下のコンフィグレーションや運用コマンドの操作を
同時に行なった場合，オブジェクトの値が「0」を示す場合があります。
1. コンフィグレーションフローフィルタ情報の追加・削除・変更
2. コンフィグレーションフロー QoS情報の追加・削除・変更
3. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フローQoS情報を収容する <VLAN Name>が属する

VLANに，新たに PSUをまたがるように tagged-port,untagged-portを追加した場合，または
PSUをまたがらなくなるように tagged-port,untagged-portを削除した場合【【【【AX7800S】】】】

4. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報を収容する <LA Name>が属する
LAに，新たに PSUをまたがるように aggregated-portを追加した場合，または PSUをまたがら
なくなるように aggregated-portを削除した場合【【【【AX7800S】】】】

5. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <Line Name>の -r指定に
よる削除

6. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <Tag-VLAN Name>の -r
指定による削除

7. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <VLAN Name>の -r指定
による削除

8. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <LA Name>の -r指定によ
る削除

9. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する IPアドレス情報の -r指定
による削除

10.free psuコマンドを実行して PSUを運用状態にする。【【【【AX7800S】】】】
11. free bsuコマンドを実行して BSUを運用状態にする。【【【【AX5400S】】】】

13 axsFlowFilterStatsOutListNu
mber
{axsFlowFilterStatsOutEntry 
3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

14 axsFlowFilterStatsOutDropPa
ckets
{axsFlowFilterStatsOutEntry 
4}

Counter64 R/O 検出条件に一致し廃棄したパケット数 (
廃棄パケット数 )を示します。
(リストに指定した動作パラメータが
Drop(axsFlowFilterOutActInfo(1))また
は検出条件に IPv6 DHCPサーバ機能に
てクライアントに配布したプレフィック
ス (axsFlowFilterOutSrcIpOp(7)または
axsFlowFilterOutDestIpOp(7))を指定
した場合に有効で無効時は (0)を示しま
す )

●※

15 axsFlowFilterStatsOutForwar
dPackets
{axsFlowFilterStatsOutEntry 
5}

Counter64 R/O 検出条件に一致し中継したパケット数 (
中継パケット数 )を示します。
(リストに指定した動作パラメータが
Forward(axsFlowFilterOutActInfo(2))
の場合に有効で無効時は (0)を示します )

●※

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.6.4　axsFlowQosグループ

（1） 識別子
 
axsFlow  OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 8}
 
axsFlowQos          OBJECT IDENTIFIER ::= {axsFlow 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5

（2） 実装仕様

axsFlowQosグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-31　axsFlowQosグループの実装仕様

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsFlowQosInTable
{axsFlowQos 1}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosInEntr
y

NA 通常フロー検出条件 (Inbound)のテーブル
情報

●

2 axsFlowQosInEntry
{axsFlowQosInTable 1}

axsFlowQosInEntr
y

NA 通常フロー検出条件 (Inbound)に関するエ
ントリ
[index]
{axsFlowQosInifIndex, 
axsFlowQosInifIndexType, 
axsFlowQosInListNumber}

●

3 axsFlowQosInifIndex
{axsFlowQosInEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndex と同じ )を示します。

●

4 axsFlowQosInifIndexType
{axsFlowQosInEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

5 axsFlowQosInListNumber
{axsFlowQosInEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

6 axsFlowQosInSrcMacOp
{axsFlowQosInEntry 4}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1), MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3)}

●

7 axsFlowQosInSrcMac
{axsFlowQosInEntry 5}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスを示します。
axsFlowQosInSrcMacOp=(1)または (2)の
場合に有効。

●

8 axsFlowQosInSrcMacMask
{axsFlowQosInEntry 6}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元
MACのマスク示します。
axsFlowQosInSrcMacOp=(2)の場合に有
効。

●
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9 axsFlowQosInDestMacOp
{axsFlowQosInEntry 7}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1),MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3),ブロードキャストアドレス
(broadcast)(4),マルチキャストアドレス
(multicast)(5),LLDPプロトコルパケット
のMACアドレス (lldp)(7),OADPプロト
コルパケットのMACアドレス
(oadp)(8),CDPプロトコルパケットの
MACアドレス (cdp)(9),BPDU(PVST+)プ
ロトコルパケットのMACアドレス
(pvst+)(10)}

●

10 axsFlowQosInDestMac
{axsFlowQosInEntry 8}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスを示します。
axsFlowQosInDestMacOp=(1),(2),(4),(5)
の場合に有効。

●

11 axsFlowQosInDestMacMask
{axsFlowQosInEntry 9}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先MAC
のマスクを示します。
axsFlowQosInDestMacOp=(2),(4)(マスク
ビット併用時 ),(5)の場合に有効。

●

12 axsFlowQosInEthernetType
{axsFlowQosInEntry 10}

OCTET STRING
(SIZE(2))

R/O 通常フロー検出条件に指定したイーサネッ
ト V2および IEEE802.3 SNAP/RFC1042
形式のイーサネットタイプまたはプロトコ
ル種別を示します。
{指定なし (0x0000),プロトコル種別
GSRP(gsrp)(0x0001),イーサネットタイプ
(0x0600..0xffff)}

●

13 axsFlowQosInUserPriority
{axsFlowQosInEntry 11}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した Tag-VLAN
内のユーザ優先度を示します。
(0..7)
(指定なし (-1))

●

14 axsFlowQosInLowerVlanList
{axsFlowQosInEntry 12}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 通常フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )は
untagged 定義の有無を示し ,以下 VLAN 1
～ 2047の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

15 axsFlowQosInHigherVlanLis
t
{axsFlowQosInEntry 13}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 通常フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )から順に
VLAN2048～ 4095の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

16 axsFlowQosInProtocolNumbe
r
{axsFlowQosInEntry 14}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した上位プロト
コル番号を示します。
(0..255)(指定なし (-1),すべてのプロトコ
ルを対象とする場合 (256))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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17 axsFlowQosInIpAddrType
{axsFlowQosInEntry 15}

InetAddressType R/O 表示する IPアドレスタイプを示します。
{ipv4(1),ipv6(2)}
当該 Tableの InetAddress全てに共通とし
,IPアドレスを検出条件に指定しない場合
でも ,リスト番号によって示すタイプが異
なります。

●

18 axsFlowQosInSrcIpOp
{axsFlowQosInEntry 16}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

19 axsFlowQosInSrcIp
{axsFlowQosInEntry 17}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスを示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInSrcIpOp=(1),(2),(3)または
(5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範囲指
定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

20 axsFlowQosInSrcIpLength
{axsFlowQosInEntry 18}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスのサブネットマスク長 (ipv4)また
はプレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosInSrcIpOp=(2),(6)の場合に有
効で , (2),(6)以外の場合 '0'を示します。

●

21 axsFlowQosInSrcIpRange
{axsFlowQosInEntry 19}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInSrcIpOp=(3)の場合に有効
で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

22 axsFlowQosInDestIpOp
{axsFlowQosInEntry 20}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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23 axsFlowQosInDestIp
{axsFlowQosInEntry 21}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInDestIpOp=(1),(2),(3)または
(5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範囲指
定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

24 axsFlowQosInDestIpLength
{axsFlowQosInEntry 22}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスのサブネットマスク長 (ipv4)または
プレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosInDestIpOp=(2),(6)の場合に
有効で , (2),(6)の以外は '0'を示します。

●

25 axsFlowQosInDestIpRange
{axsFlowQosInEntry 23}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInDestIpOp=(3)の場合に有効
で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

26 axsFlowQosInDscp
{axsFlowQosInEntry 24}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した DSCP値
を示します。
(0..63) (指定なし (-1))

●

27 axsFlowQosInPrecedence
{axsFlowQosInEntry 25}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した
precedence値を示します。
(0..7) (指定なし (-1))

●

28 axsFlowQosInUpperLength
{axsFlowQosInEntry 26}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の上限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

29 axsFlowQosInLowerLength
{axsFlowQosInEntry 27}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の下限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

30 axsFlowQosInFragments
{axsFlowQosInEntry 28}

INTEGER R/O 2番目以降のフラグメントパケットを通常
フロー検出条件に入れるかどうかを示しま
す。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

31 axsFlowQosInSrcPortOp
{axsFlowQosInEntry 29}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

32 axsFlowQosInSrcPort
{axsFlowQosInEntry 30}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosInSrcPortOp=(1)または (2)の
場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (始点
)の送信元ポート番号を示し ,(-1)の場合 '0'
を示します。

●

33 axsFlowQosInSrcPortRange
{axsFlowQosInEntry 31}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosInSrcPortOp=(2)の場合に有
効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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34 axsFlowQosInDestPortOp
{axsFlowQosInEntry 32}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

35 axsFlowQosInDestPort
{axsFlowQosInEntry 33}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosInDestPortOp=(1)または (2)
の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (始
点 )の宛先ポート番号を示し ,(-1)の場合
'0'を示します。

●

36 axsFlowQosInDestPortRange
{axsFlowQosInEntry 34}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosInDestPortOp=(2)の場合に有
効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

37 axsFlowQosInAckFlag
{axsFlowQosInEntry 35}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した TCP片方
向通信許可 (ACKフラグが 1)を検出条件
に入れるかどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

38 axsFlowQosInSynFlag
{axsFlowQosInEntry 36}

INTEGER R/O バーチャルサーキット確立許可（SYNフ
ラグが 1）を通常フロー検出条件に入れる
かどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

39 axsFlowQosInIcmpType
{axsFlowQosInEntry 37}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6タイプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

40 axsFlowQosInIcmpCode
{axsFlowQosInEntry 38}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6コードを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

41 axsFlowQosInIgmpType
{axsFlowQosInEntry 39}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した IGMPタ
イプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))
IPv4だけ

●

42 axsFlowQosInPremTable
{axsFlowQos 2}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosInPre
mEntry

NA 重要フロー検出条件 (Inbound)のテーブル
情報
(重要フロー検出条件が未設定の場合，
テーブル情報を表示しません )

●

43 axsFlowQosInPremEntry
{axsFlowQosInPremTable 1}

axsFlowQosInPre
mEntry

NA 重要フロー検出条件 (Inbound)に関するエ
ントリ
[index]
{axsFlowQosInPremifIndex, 
axsFlowQosInPremifIndexType, 
axsFlowQosInPremListNumber}

●

44 axsFlowQosInPremifIndex
{axsFlowQosInPremEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndex と同じ )を示します。

●

45 axsFlowQosInPremifIndexTy
pe
{axsFlowQosInPremEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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46 axsFlowQosInPremListNumb
er
{axsFlowQosInPremEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

47 axsFlowQosInPremSrcMacO
p
{axsFlowQosInPremEntry 4}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1), MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3)}

●

48 axsFlowQosInPremSrcMac
{axsFlowQosInPremEntry 5}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスを示します。
axsFlowQosInPremSrcMacOp=(1)または
(2)の場合に有効。

●

49 axsFlowQosInPremSrcMacM
ask
{axsFlowQosInPremEntry 6}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元
MACのマスク示します。
axsFlowQosInPremSrcMacOp=(2)の場合
に有効。

●

50 axsFlowQosInPremDestMac
Op
{axsFlowQosInPremEntry 7}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1),MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3),ブロードキャストアドレス
(broadcast)(4),マルチキャストアドレス
(multicast)(5),LLDPプロトコルパケット
のMACアドレス (lldp)(7),OADPプロト
コルパケットのMACアドレス
(oadp)(8),CDPプロトコルパケットの
MACアドレス (cdp)(9),BPDU(PVST+)プ
ロトコルパケットのMACアドレス
(pvst+)(10)}

●

51 axsFlowQosInPremDestMac
{axsFlowQosInPremEntry 8}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスを示します。
axsFlowQosInPremDestMacOp=(1),(2),(4
),(5)の場合に有効。

●

52 axsFlowQosInPremDestMac
Mask
{axsFlowQosInPremEntry 9}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先MAC
のマスクを示します。
axsFlowQosInPremDestMacOp=(2),(4)(
マスクビット併用時 ),(5)の場合に有効。

●

53 axsFlowQosInPremEthernet
Type
{axsFlowQosInPremEntry 10}

OCTET STRING
(SIZE(2))

R/O 重要フロー検出条件に指定したイーサネッ
ト V2および IEEE802.3 SNAP/RFC1042
形式のイーサネットタイプまたはプロトコ
ル種別を示します。
{指定なし (0x0000),プロトコル種別
GSRP(gsrp)(0x0001),イーサネットタイプ
(0x0600..0xffff)}

●

54 axsFlowQosInPremUserPrior
ity
{axsFlowQosInPremEntry 11}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した Tag-VLAN
内のユーザ優先度を示します。
(0..7)
(指定なし (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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55 axsFlowQosInPremLowerVla
nList
{axsFlowQosInPremEntry 12}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 重要フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )は
untagged 定義の有無を示し ,以下 VLAN 1
～ 2047の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

常に (0)

●

56 axsFlowQosInPremHigherVl
anList
{axsFlowQosInPremEntry 13}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 重要フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )から順に
VLAN2048～ 4095の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

常に (0)

●

57 axsFlowQosInPremProtocolN
umber
{axsFlowQosInPremEntry 14}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した上位プロト
コル番号を示します。(0..255)
(指定なし (-1),すべてのプロトコルを対象
とする場合 (256))

●

58 axsFlowQosInPremIpAddrTy
pe
{axsFlowQosInPremEntry 15}

InetAddressType R/O 表示する IPアドレスタイプを示します。
{ipv4(1),ipv6(2)}
当該 Tableの InetAddress全てに共通とし
,IPアドレスを検出条件に指定しない場合
でも ,リスト番号によって示すタイプが異
なります。

●

59 axsFlowQosInPremSrcIpOp
{axsFlowQosInPremEntry 16}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6)}

●

60 axsFlowQosInPremSrcIp
{axsFlowQosInPremEntry 17}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスを示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInPremSrcIpOp=(1),(2),(3)ま
たは (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範
囲指定 (始点 )の送信元 IPアドレスを示し
,(-1),(4)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6は
'00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00'を示します。

●

61 axsFlowQosInPremSrcIpLen
gth
{axsFlowQosInPremEntry 18}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスのサブネットマスク長 (ipv4)また
はプレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosInPremSrcIpOp=(2),(6)の場
合に有効で , (2),(6)以外は '0'を示します。

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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62 axsFlowQosInPremSrcIpRan
ge
{axsFlowQosInPremEntry 19}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInPremSrcIpOp=(3)の場合に
有効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

63 axsFlowQosInPremDestIpOp
{axsFlowQosInPremEntry 20}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6)}

●

64 axsFlowQosInPremDestIp
{axsFlowQosInPremEntry 21}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスを示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInPremDestIpOp=(1),(2),(3)
または (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は
範囲指定 (始点 )の送信元 IPアドレスを示
し ,(-1),(4)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

65 axsFlowQosInPremDestIpLe
ngth
{axsFlowQosInPremEntry 22}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスのサブネットマスク長 (ipv4)または
プレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosInPremDestIpOp=(2),(6)の場
合に有効で ,(2),(6)以外は '0'を示します。

●

66 axsFlowQosInPremDestIpRa
nge
{axsFlowQosInPremEntry 23}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosInPremDestIpOp=(3)の場合
に有効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

67 axsFlowQosInPremDscp
{axsFlowQosInPremEntry 24}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した DSCP値
を示します。
(0..63) (指定なし (-1))

●

68 axsFlowQosInPremPrecedenc
e
{axsFlowQosInPremEntry 25}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した
precedence値を示します。
(0..7) (指定なし (-1))

●

69 axsFlowQosInPremUpperLen
gth
{axsFlowQosInPremEntry 26}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の上限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

70 axsFlowQosInPremLowerLen
gth
{axsFlowQosInPremEntry 27}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の下限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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71 axsFlowQosInPremFragment
s
{axsFlowQosInPremEntry 28}

INTEGER R/O 2番目以降のフラグメントパケットを重要
フロー検出条件に入れるかどうかを示しま
す。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

72 axsFlowQosInPremSrcPortO
p
{axsFlowQosInPremEntry 29}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

73 axsFlowQosInPremSrcPort
{axsFlowQosInPremEntry 30}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号を示します。(0..65535)
axsFlowQosInPremSrcPortOp=(1)または
(2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (
始点 )の送信元ポート番号を示し ,(-1)の場
合 '0'を示します。

●

74 axsFlowQosInPremSrcPortR
ange
{axsFlowQosInPremEntry 31}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosInPremSrcPortOp=(2)の場合
に有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

75 axsFlowQosInPremDestPort
Op
{axsFlowQosInPremEntry 32}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

76 axsFlowQosInPremDestPort
{axsFlowQosInPremEntry 33}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosInPremDestPortOp=(1)また
は (2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指
定 (始点 )の宛先ポート番号を示し ,(-1)の
場合 '0'を示します。

●

77 axsFlowQosInPremDestPort
Range
{axsFlowQosInPremEntry 34}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosInPremDestPortOp=(2)の場
合に有効で ,(2)以外は場合 '0'を示します。

●

78 axsFlowQosInPremAckFlag
{axsFlowQosInPremEntry 35}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した TCP片方
向通信許可 (ACKフラグが 1)を検出条件
に入れるかどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

79 axsFlowQosInPremSynFlag
{axsFlowQosInPremEntry 36}

INTEGER R/O バーチャルサーキット確立許可（SYNフ
ラグが 1）を重要フロー検出条件に入れる
かどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

80 axsFlowQosInPremIcmpType
{axsFlowQosInPremEntry 37}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6タイプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

81 axsFlowQosInPremIcmpCode
{axsFlowQosInPremEntry 38}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6コードを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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82 axsFlowQosInPremIgmpType
{axsFlowQosInPremEntry 39}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した IGMPタ
イプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))
IPv4だけ

●

83 axsFlowQosOutTable
{axsFlowQos 3}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosOutEn
try

NA 通常フロー検出条件 (Outbound)のテーブ
ル情報

●

84 axsFlowQosOutEntry
{axsFlowQosOutTable 1}

axsFlowQosOutEn
try

NA 通常フロー検出条件 (Outbound)に関する
エントリ
[index]
{axsFlowQosOutifIndex, 
axsFlowQosOutifIndexType, 
axsFlowQosOutListNumber}

●

85 axsFlowQosOutifIndex
{axsFlowQosOutEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndex と同じ )を示します。

●

86 axsFlowQosOutifIndexType
{axsFlowQosOutEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

87 axsFlowQosOutListNumber
{axsFlowQosOutEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

88 axsFlowQosOutSrcMacOp
{axsFlowQosOutEntry 4}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1), MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3)}

●

89 axsFlowQosOutSrcMac
{axsFlowQosOutEntry 5}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスを示します。
axsFlowQosOutSrcMacOp=(1)または (2)
の場合に有効。

●

90 axsFlowQosOutSrcMacMask
{axsFlowQosOutEntry 6}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元
MACのマスク示します。
axsFlowQosOutSrcMacOp=(2)の場合に有
効。

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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91 axsFlowQosOutDestMacOp
{axsFlowQosOutEntry 7}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1),MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3),ブロードキャストアドレス
(broadcast)(4),マルチキャストアドレス
(multicast)(5)},MAC未学習のユニキャス
トアドレス (unicast_flood)(6),LLDPプロ
トコルパケットのMACアドレス
(lldp)(7),OADPプロトコルパケットの
MACアドレス (oadp)(8),CDPプロトコル
パケットのMACアドレス
(cdp)(9),BPDU(PVST+)プロトコルパケッ
トのMACアドレス (pvst+)(10)}

●

92 axsFlowQosOutDestMac
{axsFlowQosOutEntry 8}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスを示します。
axsFlowQosOutDestMacOp=(1),(2),(4),(5)
の場合に有効。

●

93 axsFlowQosOutDestMacMas
k
{axsFlowQosOutEntry 9}

MacAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先MAC
のマスクを示します。
axsFlowQosOutDestMacOp=(2),(4)(マス
クビット併用時 ),(5)の場合に有効。

●

94 axsFlowQosOutEthernetType
{axsFlowQosOutEntry 10}

OCTET STRING
(SIZE(2))

R/O 通常フロー検出条件に指定したイーサネッ
ト V2および IEEE802.3 SNAP/RFC1042
形式のイーサネットタイプまたはプロトコ
ル種別を示します。
{指定なし (0x0000),プロトコル種別
GSRP(gsrp)(0x0001),イーサネットタイプ
(0x0600..0xffff)}

●

95 axsFlowQosOutUserPriority
{axsFlowQosOutEntry 11}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した Tag-VLAN
内のユーザ優先度を示します。
(0..7)
(指定なし (-1))

●

96 axsFlowQosOutLowerVlanLi
st
{axsFlowQosOutEntry 12}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 通常フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )は
untagged 定義の有無を示し ,以下 VLAN 1
～ 2047の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

97 axsFlowQosOutHigherVlanLi
st
{axsFlowQosOutEntry 13}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 通常フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )から順に
VLAN2048～ 4095の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

●

98 axsFlowQosOutProtocolNum
ber
{axsFlowQosOutEntry 14}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した上位プロト
コル番号を示します。
(0..255)
(指定なし (-1),すべてのプロトコルを対象
とする場合 (256))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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99 axsFlowQosOutIpAddrType
{axsFlowQosOutEntry 15}

InetAddressType R/O 表示する IPアドレスタイプを示します。
{ipv4(1),ipv6(2)}
当該 Tableの InetAddress全てに共通とし
,IPアドレスを検出条件に指定しない場合
でも ,リスト番号によって示すタイプが異
なります。

●

100 axsFlowQosOutSrcIpOp
{axsFlowQosOutEntry 16}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

101 axsFlowQosOutSrcIp
{axsFlowQosOutEntry 17}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutSrcIpOp=(1),(2),(3)または
(5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範囲指
定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

102 axsFlowQosOutSrcIpLength
{axsFlowQosOutEntry 18}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスのサブネットマスク長 (ipv4)また
はプレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosOutSrcIpOp=(2),(6)の場合に
有効で , (2),(6)以外の場合 '0'を示します。

●

103 axsFlowQosOutSrcIpRange
{axsFlowQosOutEntry 19}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutSrcIpOp=(3)の場合に有効
で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

104 axsFlowQosOutDestIpOp
{axsFlowQosOutEntry 20}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6), IPv6 
DHCPサーバ機能にてクライアントに配布
したプレフィックスを指定 (pd_prefix)(7)}

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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105 axsFlowQosOutDestIp
{axsFlowQosOutEntry 21}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutDestIpOp=(1),(2),(3)また
は (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は範囲
指定 (始点 )の送信元 IPアドレスとなり
,(-1),(4),(7)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

106 axsFlowQosOutDestIpLength
{axsFlowQosOutEntry 22}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスのサブネットマスク長 (ipv4)または
プレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosOutDestIpOp=(2),(6)の場合
に有効で , (2),(6)以外は '0'を示します。

●

107 axsFlowQosOutDestIpRange
{axsFlowQosOutEntry 23}

InetAddress R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutDestIpOp=(3)の場合に有
効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

108 axsFlowQosOutDscp
{axsFlowQosOutEntry 24}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した DSCP値
を示します。(0..63) (指定なし (-1))

●

109 axsFlowQosOutPrecedence
{axsFlowQosOutEntry 25}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した
precedence値を示します。
(0..7) 
(指定なし (-1))

●

110 axsFlowQosOutUpperLength
{axsFlowQosOutEntry 26}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の上限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

111 axsFlowQosOutLowerLength
{axsFlowQosOutEntry 27}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の下限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

112 axsFlowQosOutFragments
{axsFlowQosOutEntry 28}

INTEGER R/O 2番目以降のフラグメントパケットを通常
フロー検出条件に入れるかどうかを示しま
す。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

113 axsFlowQosOutSrcPortOp
{axsFlowQosOutEntry 29}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

114 axsFlowQosOutSrcPort
{axsFlowQosOutEntry 30}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutSrcPortOp=(1)または (2)
の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (始
点 )の送信元ポート番号を示し ,(-1)の場合
'0'を示します。

●

115 axsFlowQosOutSrcPortRange
{axsFlowQosOutEntry 31}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutSrcPortOp=(2)の場合に
有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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116 axsFlowQosOutDestPortOp
{axsFlowQosOutEntry 32}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

117 axsFlowQosOutDestPort
{axsFlowQosOutEntry 33}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutDestPortOp=(1)または
(2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指定 (
始点 )の宛先ポート番号を示し ,(-1)の場合
'0'を示します。

●

118 axsFlowQosOutDestPortRan
ge
{axsFlowQosOutEntry 34}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutDestPortOp=(2)の場合に
有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

119 axsFlowQosOutAckFlag
{axsFlowQosOutEntry 35}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した TCP片方
向通信許可 (ACKフラグが 1)を検出条件
に入れるかどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

120 axsFlowQosOutSynFlag
{axsFlowQosOutEntry 36}

INTEGER R/O バーチャルサーキット確立許可（SYNフ
ラグが 1）を通常フロー検出条件に入れる
かどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

121 axsFlowQosOutIcmpType
{axsFlowQosOutEntry 37}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6タイプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

122 axsFlowQosOutIcmpCode
{axsFlowQosOutEntry 38}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6コードを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

123 axsFlowQosOutIgmpType
{axsFlowQosOutEntry 39}

INTEGER R/O 通常フロー検出条件に指定した IGMPタ
イプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))
IPv4だけ

●

124 axsFlowQosOutPremTable
{axsFlowQos 4}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosOutPr
emEntry

NA 重要フロー検出条件 (Outbound)のテーブ
ル情報
(重要フロー検出条件が未設定の場合，
テーブル情報を表示しません )

●

125 axsFlowQosOutPremEntry
{axsFlowQosOutPremTable 1}

axsFlowQosOutPr
emEntry

NA 重要フロー検出条件 (Outbound)に関する
エントリ
[index]
{axsFlowQosOutPremifIndex, 
axsFlowQosOutPremifIndexType, 
axsFlowQosOutPremListNumber}

●

126 axsFlowQosOutPremifIndex
{axsFlowQosOutPremEntry 
1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndex と同じ )を示します。

●

127 axsFlowQosOutPremifIndexT
ype
{axsFlowQosOutPremEntry 
2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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128 axsFlowQosOutPremListNu
mber
{axsFlowQosOutPremEntry 
3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

129 axsFlowQosOutPremSrcMac
Op
{axsFlowQosOutPremEntry 
4}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1), MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3)}

●

130 axsFlowQosOutPremSrcMac
{axsFlowQosOutPremEntry 
5}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元
MACアドレスを示します。
axsFlowQosOutPremSrcMacOp=(1)また
は (2)の場合に有効。

●

131 axsFlowQosOutPremSrcMac
Mask
{axsFlowQosOutPremEntry 
6}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元
MACのマスク示します。
axsFlowQosOutPremSrcMacOp=(2)の場
合に有効。

●

132 axsFlowQosOutPremDestMa
cOp
{axsFlowQosOutPremEntry 
7}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスの指定方法を示します。
{指定なし (-1),MACアドレスだけを指定
(1),マスクビットを併用してMACアドレ
スを指定 (2),すべてのMACアドレスを指
定 (any)(3),ブロードキャストアドレス
(broadcast)(4),マルチキャストアドレス
(multicast)(5),LLDPプロトコルパケット
のMACアドレス (lldp)(7),OADPプロト
コルパケットのMACアドレス
(oadp)(8),CDPプロトコルパケットの
MACアドレス (cdp)(9),BPDU(PVST+)プ
ロトコルパケットのMACアドレス
(pvst+)(10)}

●

133 axsFlowQosOutPremDestMa
c
{axsFlowQosOutPremEntry 
8}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先MAC
アドレスを示します。
axsFlowQosOutPremDestMacOp=(1),(2),(
4),(5)の場合に有効。

●

134 axsFlowQosOutPremDestMa
cMask
{axsFlowQosOutPremEntry 
9}

MacAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先MAC
のマスクを示します。
axsFlowQosOutPremDestMacOp=(2),(4)(
マスクビット併用時 ),(5)の場合に有効。

●

135 axsFlowQosOutPremEtherne
tType
{axsFlowQosOutPremEntry 
10}

OCTET STRING
(SIZE(2))

R/O 重要フロー検出条件に指定したイーサネッ
ト V2および IEEE802.3 SNAP/RFC1042
形式のイーサネットタイプまたはプロトコ
ル種別を示します。
{指定なし (0x0000),プロトコル種別
GSRP(gsrp)(0x0001),イーサネットタイプ
(0x0600..0xffff)}

●

136 axsFlowQosOutPremUserPri
ority
{axsFlowQosOutPremEntry 
11}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した Tag-VLAN
内のユーザ優先度を示します。
(0..7)
(指定なし (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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137 axsFlowQosOutPremLowerVl
anList
{axsFlowQosOutPremEntry 
12}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 重要フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )は
untagged 定義の有無を示し ,以下 VLAN 1
～ 2047の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

常に (0)

●

138 axsFlowQosOutPremHigherV
lanList
{axsFlowQosOutPremEntry 
13}

OCTET STRING
(SIZE(256))

R/O 重要フロー検出条件に指定した VLAN ID
をビットマップで表現したもの (先頭の
ビット (0バイト目の 27ビット )から順に
VLAN2048～ 4095の有効／無効を示す )。
• bitが 0:その VLANは無効
• bitが 1:その VLANは有効

常に (0)

●

139 axsFlowQosOutPremProtocol
Number
{axsFlowQosOutPremEntry 
14}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した上位プロト
コル番号を示します。
(0..255)
(指定なし (-1),すべてのプロトコルを対象
とする場合 (256))

●

140 axsFlowQosOutPremIpAddrT
ype
{axsFlowQosOutPremEntry 
15}

InetAddressType R/O 表示する IPアドレスタイプを示します。
{ipv4(1),ipv6(2)}
当該 Tableの InetAddress全てに共通とし
,IPアドレスを検出条件に指定しない場合
でも ,リスト番号によって示すタイプが異
なります。

●

141 axsFlowQosOutPremSrcIpOp
{axsFlowQosOutPremEntry 
16}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6)}

●

142 axsFlowQosOutPremSrcIp
{axsFlowQosOutPremEntry 
17}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスを示します。(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutPremSrcIpOp=(1),(2),(3)
または (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は
範囲指定 (始点 )の送信元 IPアドレスを示
し ,(-1),(4)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

143 axsFlowQosOutPremSrcIpLe
ngth
{axsFlowQosOutPremEntry 
18}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元 IP
アドレスのサブネットマスク長 (ipv4)また
はプレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosOutPremSrcIpOp=(2),(6)の場
合に有効で , (2),(6)以外は '0'を示します。

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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144 axsFlowQosOutPremSrcIpRa
nge
{axsFlowQosOutPremEntry 
19}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutPremSrcIpOp=(3)の場合
に有効で ,(3)以外の場合 IPv4は '0.0.0.0'，
IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00'を示します。

●

145 axsFlowQosOutPremDestIpO
p
{axsFlowQosOutPremEntry 
20}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスの指定方法を示します。
{IPアドレスの指定なし (-1),IPアドレスだ
けを指定 (1), IPアドレスとサブネットマ
スク長 (ipv4)またはプレフィックス長
(ipv6)を指定 (2), 範囲指定 (3),全ての IP
アドレスを指定 (any)(4), 自 IPアドレス
(own_address)を指定 (5), 自 IPアドレス
(own_address)をサブネットマスク長また
はプレフィックス長と同時に指定 (6)}

●

146 axsFlowQosOutPremDestIp
{axsFlowQosOutPremEntry 
21}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutPremDestIpOp=(1),(2),(3)
または (5),(6)の場合に有効で ,(3)の場合は
範囲指定 (始点 )の送信元 IPアドレスを示
し ,(-1),(4)の場合 IPv4は '0.0.0.0'，IPv6
は '00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00'を示します。

●

147 axsFlowQosOutPremDestIpL
ength
{axsFlowQosOutPremEntry 
22}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先 IPア
ドレスのサブネットマスク長 (ipv4)または
プレフィックス長 (ipv6)示します。
(IPv4):(0..32)／ (IPv6):(0..128)
axsFlowQosOutPremDestIpOp=(2),(6)の
場合に有効で ,(2),(6)以外は '0'を示しま
す。

●

148 axsFlowQosOutPremDestIpR
ange
{axsFlowQosOutPremEntry 
23}

InetAddress R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先 IPアドレスを示します。
(IPv4,IPv6)
axsFlowQosOutPremDestIpOp=(3)の場
合に有効で ,(3)以外の場合 IPv4は
'0.0.0.0'，IPv6は '00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00'を示します。

●

149 axsFlowQosOutPremDscp
{axsFlowQosOutPremEntry 
24}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した DSCP値
を示します。
(0..63) (指定なし (-1))

●

150 axsFlowQosOutPremPrecede
nce
{axsFlowQosOutPremEntry 
25}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した
precedence値を示します。
(0..7) (指定なし (-1))

●

151 axsFlowQosOutPremUpperL
ength
{axsFlowQosOutPremEntry 
26}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の上限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

152 axsFlowQosOutPremLowerL
ength
{axsFlowQosOutPremEntry 
27}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した IPユーザ
データ長の下限値を示します。
(0..65535) (指定なし (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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153 axsFlowQosOutPremFragme
nts
{axsFlowQosOutPremEntry 
28}

INTEGER R/O 2番目以降のフラグメントパケットを重要
フロー検出条件に入れるかどうかを示しま
す。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

154 axsFlowQosOutPremSrcPort
Op
{axsFlowQosOutPremEntry 
29}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

155 axsFlowQosOutPremSrcPort
{axsFlowQosOutPremEntry 
30}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した送信元ポー
ト番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutPremSrcPortOp=(1)また
は (2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲指
定 (始点 )の送信元ポート番号を示し ,(-1)
の場合 '0'を示します。

●

156 axsFlowQosOutPremSrcPort
Range
{axsFlowQosOutPremEntry 
31}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の送信元ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutPremSrcPortOp=(2)の場
合に有効で ,(2)以外は '0'を示します。

●

157 axsFlowQosOutPremDestPor
tOp
{axsFlowQosOutPremEntry 
32}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号の指定方法を示します。
{指定なし (-1),単一指定 (1),範囲指定 (2)}

●

158 axsFlowQosOutPremDestPor
t
{axsFlowQosOutPremEntry 
33}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した宛先ポート
番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutPremDestPortOp=(1)ま
たは (2)の場合に有効で ,(2)の場合は範囲
指定 (始点 )の宛先ポート番号を示し ,(-1)
の場合 '0'を示します。

●

159 axsFlowQosOutPremDestPor
tRange
{axsFlowQosOutPremEntry 
34}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した範囲指定 (
終端 )の宛先ポート番号を示します。
(0..65535)
axsFlowQosOutPremDestPortOp=(2)の
場合に有効で ,(2)以外の場合 '0'を示しま
す。

●

160 axsFlowQosOutPremAckFlag
{axsFlowQosOutPremEntry 
35}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した TCP片方
向通信許可 (ACKフラグが 1)を検出条件
に入れるかどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

161 axsFlowQosOutPremSynFlag
{axsFlowQosOutPremEntry 
36}

INTEGER R/O バーチャルサーキット確立許可（SYNフ
ラグが 1）を重要フロー検出条件に入れる
かどうかを示します。
{入れない (-1),入れる (1)}

●

162 axsFlowQosOutPremIcmpTy
pe
{axsFlowQosOutPremEntry 
37}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6タイプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

163 axsFlowQosOutPremIcmpCo
de
{axsFlowQosOutPremEntry 
38}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した ICMPまた
は ICMPv6コードを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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164 axsFlowQosOutPremIgmpTy
pe
{axsFlowQosOutPremEntry 
39}

INTEGER R/O 重要フロー検出条件に指定した IGMPタ
イプを示します。
(0..255)
(指定なし (-1))
IPv4だけ

●

165 axsFlowQosInActTable
{axsFlowQos 5}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosInAct
Entry

NA 通常フロー検出条件 (Inbound)に一致した
パケットの動作情報のテーブル情報

●

166 axsFlowQosInActEntry
{axsFlowQosInActTable 1}

axsFlowQosInAct
Entry

NA 通常フロー検出条件 (Inbound)に一致した
パケットの動作情報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosInActifIndex, 
axsFlowQosInActifIndexType, 
axsFlowQosInActListNumber}

●

167 axsFlowQosInActifIndex
{axsFlowQosInActEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

168 axsFlowQosInActifIndexType
{axsFlowQosInActEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

169 axsFlowQosInActListNumber
{axsFlowQosInActEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

170 axsFlowQosInActMaxRate
{axsFlowQosInActEntry 4}

INTEGER R/O 最大帯域制御での監視帯域値 (kbit/s)を示
します。※ 3

(4..10,000,000)
(指定なし (-1))

●

171 axsFlowQosInActMaxRateBu
rst
{axsFlowQosInActEntry 5}

INTEGER R/O 最大帯域制御でのバーストサイズ (Byte)
を示します。
(0..131,072)
(指定なし (-1))

●

172 axsFlowQosInActMaxUpcRed
MinBurst
{axsFlowQosInActEntry 6}

INTEGER R/O UPC-RED(Max)機能使用時の最小バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

173 axsFlowQosInActMaxUpcRed
MaxBurst
{axsFlowQosInActEntry 7}

INTEGER R/O UPC-RED(Max)機能使用時の最大バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

174 axsFlowQosInActMaxUpcRed
Probability
{axsFlowQosInActEntry 8}

INTEGER R/O UPC-RED(Max)機能使用時の最大違反率
(1/10%)を示します。
(0..1000)
(指定なし (-1))

●

175 axsFlowQosInActMinRate
{axsFlowQosInActEntry 9}

INTEGER R/O 最低帯域監視での監視帯域値 (kbit/s)を示
します。※ 3

(4..10,000,000)
(指定なし (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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176 axsFlowQosInActMinRateBu
rst
{axsFlowQosInActEntry 10}

INTEGER R/O 最低帯域監視でのバーストサイズ (Byte)
を示します。
(0..131,072)
(指定なし (-1))

●

177 axsFlowQosInActMinUpcRed
MinBurst
{axsFlowQosInActEntry 11}

INTEGER R/O UPC-RED(Min)機能使用時の最小バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

178 axsFlowQosInActMinUpcRed
MaxBurst
{axsFlowQosInActEntry 12}

INTEGER R/O UPC-RED(Min)機能使用時の最大バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

179 axsFlowQosInActMinUpcRed
Probability
{axsFlowQosInActEntry 13}

INTEGER R/O UPC-RED(Min)機能使用時の最大違反率
(1/10%)を示します。
(0..1000)
(指定なし (-1))

●

180 axsFlowQosInActAgQueueOp
{axsFlowQosInActEntry 14}

INTEGER R/O 階層化シェーパのアグリゲートキュー番号
の指定方法を示します。
(0)固定

●

181 axsFlowQosInActAgQueue
{axsFlowQosInActEntry 15}

INTEGER R/O 階層化シェーパのアグリゲートキュー番号
を示します。
(-1)固定

●

182 axsFlowQosInActPriority
{axsFlowQosInActEntry 16}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時の出力優先度を示し
ます。
(1..8)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●※
1

183 axsFlowQosInActMaxUnderP
riority
{axsFlowQosInActEntry 17}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットの出力優先度を示します。
(1..8)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
や axsFlowQosInActMinOverPriorityと
axsFlowQosInActMinUnderPriorityの示
す値が異なる場合に無効 (-1))

●※
1

184 axsFlowQosInActMinOverPri
ority
{axsFlowQosInActEntry 18}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットの出力優先度を示します。
(1..8)

●※
1

185 axsFlowQosInActMinUnderP
riority
{axsFlowQosInActEntry 19}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットの出力優先度を示します。
(1..8)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●※
1

186 axsFlowQosInActDiscard
{axsFlowQosInActEntry 20}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時のキューイング優先
度を示します。(1..4)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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187 axsFlowQosInActMaxUnder
Discard
{axsFlowQosInActEntry 21}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットのキューイング優先度を示し
ます。(1..4)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
や axsFlowQosInActMinOverDiscardと
axsFlowQosInActMinUnderDiscardの示
す値が異なる場合に無効 (-1))

●

188 axsFlowQosInActMinOverDis
card
{axsFlowQosInActEntry 22}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットのキューイング優先度を示し
ます。(1..4)

●

189 axsFlowQosInActMinUnderD
iscard
{axsFlowQosInActEntry 23}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットのキューイング優先度を示し
ます。(1..4)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●

190 axsFlowQosInActDscpOp
{axsFlowQosInActEntry 24}

INTEGER R/O DSCPマッピング指定の有無を示します。
{DSCPマッピング指定なし (0), DSCP
マッピング指定あり (1)}

●

191 axsFlowQosInActDscp
{axsFlowQosInActEntry 25}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時の DSCP値を示し
ます。
(0..63)
(replace_dscpパラメータの指定がない場
合に無効 (-1))

●

192 axsFlowQosInActMaxUnder
Dscp
{axsFlowQosInActEntry 26}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットの DSCP値を示します。
(0..63)
(replace_dscpパラメータの指定がない場
合に無効 (-1))

●

193 axsFlowQosInActMinOverDs
cp
{axsFlowQosInActEntry 27}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットの DSCP値を示します。
(0..63)

●

194 axsFlowQosInActMinUnderD
scp
{axsFlowQosInActEntry 28}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットの DSCP値を示します。
(0..63)
(replace_dscpパラメータの指定がない場
合に無効 (-1))

●

195 axsFlowQosInActUserPriorit
y
{axsFlowQosInActEntry 29}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時のユーザ優先度を示
します。(0..7)
(replace_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

196 axsFlowQosInActMaxUnder
UserPriority
{axsFlowQosInActEntry 30}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットのユーザ優先度を示します。
(0..7)
(replace_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

197 axsFlowQosInActMinOverUs
erPriority
{axsFlowQosInActEntry 31}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットのユーザ優先度を示します。
(0..7)
(penalty_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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198 axsFlowQosInActMinUnderU
serPriority
{axsFlowQosInActEntry 32}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットのユーザ優先度を示します。
(0..7)
(replace_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

199 axsFlowQosInActPremTable
{axsFlowQos 6}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosInAct
PremEntry

NA 重要フロー検出条件 (Inbound)に一致した
パケットの動作情報のテーブル情報
(重要フロー検出条件が未設定の場合，
テーブル情報を表示しません )

●

200 axsFlowQosInActPremEntry
{axsFlowQosInActPremTable 
1}

axsFlowQosInAct
PremEntry

NA 重要フロー検出条件 (Inbound)に一致した
パケットの動作情報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosInActPremifIndex, 
axsFlowQosInActPremifIndexType, 
axsFlowQosInActPremListNumber}

●

201 axsFlowQosInActPremifInde
x
{axsFlowQosInActPremEntry 
1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

202 axsFlowQosInActPremifInde
xType
{axsFlowQosInActPremEntry 
2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

203 axsFlowQosInActPremListN
umber
{axsFlowQosInActPremEntry 
3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

204 axsFlowQosInActPremMaxR
ateBurst
{axsFlowQosInActPremEntry 
4}

INTEGER R/O 最大帯域制御での重要フローのバーストサ
イズ (Byte)を示します。
(0..131,072)

●

205 axsFlowQosInActPremMinRa
teBurst
{axsFlowQosInActPremEntry 
5}

INTEGER R/O 最低帯域監視での重要フローのバーストサ
イズ (Byte)を示します。
(0..131,072)

●

206 axsFlowQosOutActTable
{axsFlowQos 7}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosOutAc
tEntry

NA 通常フロー検出条件 (Outbound)に一致し
たパケットの動作情報のテーブル情報

●

207 axsFlowQosOutActEntry
{axsFlowQosOutActTable 1}

axsFlowQosOutAc
tEntry

NA 通常フロー検出条件 (Outbound)に一致し
たパケットの動作情報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosOutActifIndex, 
axsFlowQosOutActifIndexType, 
axsFlowQosOutActListNumber}

●

208 axsFlowQosOutActifIndex
{axsFlowQosOutActEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

209 axsFlowQosOutActifIndexTy
pe
{axsFlowQosOutActEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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210 axsFlowQosOutActListNumb
er
{axsFlowQosOutActEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

211 axsFlowQosOutActMaxRate
{axsFlowQosOutActEntry 4}

INTEGER R/O 最大帯域制御での監視帯域値 (kbit/s)を示
します。※ 3

(4..10,000,000)
(指定なし (-1))

●

212 axsFlowQosOutActMaxRateB
urst
{axsFlowQosOutActEntry 5}

INTEGER R/O 最大帯域制御でのバーストサイズ (Byte)
を示します。
(0..131,072)
(指定なし (-1))

●

213 axsFlowQosOutActMaxUpcR
edMinBurst
{axsFlowQosOutActEntry 6}

INTEGER R/O UPC-RED(Max)機能使用時の最小バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

214 axsFlowQosOutActMaxUpcR
edMaxBurst
{axsFlowQosOutActEntry 7}

INTEGER R/O UPC-RED(Max)機能使用時の最大バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

215 axsFlowQosOutActMaxUpcR
edProbability
{axsFlowQosOutActEntry 8}

INTEGER R/O UPC-RED(Max)機能使用時の最大違反率
(1/10%)を示します。
(0..1000)
(指定なし (-1))

●

216 axsFlowQosOutActMinRate
{axsFlowQosOutActEntry 9}

INTEGER R/O 最低帯域監視での監視帯域値 (kbit/s)を示
します。※ 3

(4..10,000,000)
(指定なし (-1))

●

217 axsFlowQosOutActMinRateB
urst
{axsFlowQosOutActEntry 10}

INTEGER R/O 最低帯域監視でのバーストサイズ (Byte)
を示します。
(0..131,072)
(指定なし (-1))

●

218 axsFlowQosOutActMinUpcRe
dMinBurst
{axsFlowQosOutActEntry 11}

INTEGER R/O UPC-RED(Min)機能使用時の最小バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

219 axsFlowQosOutActMinUpcRe
dMaxBurst
{axsFlowQosOutActEntry 12}

INTEGER R/O UPC-RED(Min)機能使用時の最大バース
トサイズ (Byte)を示します。
(1..268,435,456)
(指定なし (-1))

●

220 axsFlowQosOutActMinUpcRe
dProbability
{axsFlowQosOutActEntry 13}

INTEGER R/O UPC-RED(Min)機能使用時の最大違反率
(1/10%)を示します。
(0..1000)
(指定なし (-1))

●

221 axsFlowQosOutActAgQueue
Op
{axsFlowQosOutActEntry 14}

INTEGER R/O 階層化シェーパのアグリゲートキュー番号
の指定方法を示します。
{指定なし (0),アグリゲートキュー番号を
指定 (1),auto指定 (2)}

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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222 axsFlowQosOutActAgQueue
{axsFlowQosOutActEntry 15}

INTEGER R/O 階層化シェーパのアグリゲートキュー番号
を示します。
(1..1023)
axsFlowQosOutActAgQueueOp=(1),(2)の
場合に有効で ,(0)の場合は無効 (-1)を示し
ます。

●

223 axsFlowQosOutActPriority
{axsFlowQosOutActEntry 16}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時の出力優先度を示し
ます。(1..8)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●※
2

224 axsFlowQosOutActMaxUnde
rPriority
{axsFlowQosOutActEntry 17}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットの出力優先度を示します。
(1..8)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
や axsFlowQosOutActMinOverPriorityと
axsFlowQosOutActMinUnderPriorityの
示す値が異なる場合に無効 (-1))

●※
2

225 axsFlowQosOutActMinOverP
riority
{axsFlowQosOutActEntry 18}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットの出力優先度を示します。
(1..8)

●※
2

226 axsFlowQosOutActMinUnder
Priority
{axsFlowQosOutActEntry 19}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットの出力優先度を示します。
(1..8)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●※
2

227 axsFlowQosOutActDiscard
{axsFlowQosOutActEntry 20}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時のキューイング優先
度を示します。(1..4)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●

228 axsFlowQosOutActMaxUnde
rDiscard
{axsFlowQosOutActEntry 21}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットのキューイング優先度を示し
ます。(1..4)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
や axsFlowQosOutActMinOverDiscardと
axsFlowQosOutActMinUnderDiscardの
示す値が異なる場合に無効 (-1))

●

229 axsFlowQosOutActMinOverD
iscard
{axsFlowQosOutActEntry 22}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットのキューイング優先度を示し
ます。(1..4)

●

230 axsFlowQosOutActMinUnder
Discard
{axsFlowQosOutActEntry 23}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットのキューイング優先度を示し
ます。(1..4)
(dscp_mapパラメータ指定時に
replace_dscpパラメータの指定がない場合
は無効 (-1))

●

231 axsFlowQosOutActDscpOp
{axsFlowQosOutActEntry 24}

INTEGER R/O DSCPマッピング指定の有無を示します。
{DSCPマッピング指定なし (0), DSCP
マッピング指定あり (1)}

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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232 axsFlowQosOutActDscp
{axsFlowQosOutActEntry 25}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時の DSCP値を示し
ます。(0..63)
(replace_dscpパラメータの指定がない場
合に無効 (-1))

●

233 axsFlowQosOutActMaxUnde
rDscp
{axsFlowQosOutActEntry 26}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットの DSCP値を示します。
(0..63)
(replace_dscpパラメータの指定がない場
合に無効 (-1))

●

234 axsFlowQosOutActMinOverD
scp
{axsFlowQosOutActEntry 27}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットの DSCP値を示します。
(0..63)

●

235 axsFlowQosOutActMinUnder
Dscp
{axsFlowQosOutActEntry 28}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットの DSCP値を示します。
(0..63)
(replace_dscpパラメータの指定がない場
合に無効 (-1))

●

236 axsFlowQosOutActUserPriori
ty
{axsFlowQosOutActEntry 29}

INTEGER R/O 帯域監視機能未使用時のユーザ優先度を示
します。(0..7)
(replace_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

237 axsFlowQosOutActMaxUnde
rUserPriority
{axsFlowQosOutActEntry 30}

INTEGER R/O 最大帯域制御使用時に最大契約帯域を遵守
したパケットのユーザ優先度を示します。
(0..7)
(replace_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

238 axsFlowQosOutActMinOver
UserPriority
{axsFlowQosOutActEntry 31}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域に違反
したパケットのユーザ優先度を示します。
(0..7)
(penalty_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

239 axsFlowQosOutActMinUnder
UserPriority
{axsFlowQosOutActEntry 32}

INTEGER R/O 最低帯域監視使用時に最低契約帯域を遵守
したパケットのユーザ優先度を示します。
(0..7)
(replace_user_priorityパラメータの指定
がない場合に無効 (-1))

●

240 axsFlowQosOutActPremTabl
e
{axsFlowQos 8}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosOutAc
tPremEntry

NA 重要フロー検出条件 (Outbound)に一致し
たパケットの動作情報のテーブル情報
(重要フロー検出条件が未設定の場合，
テーブル情報を表示しません )

●

241 axsFlowQosOutActPremEntr
y
{axsFlowQosOutActPremTabl
e 1}

axsFlowQosOutAc
tPremEntry

NA 重要フロー検出条件 (Outbound)に一致し
たパケットの動作情報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosOutActPremifIndex, 
axsFlowQosOutActPremifIndexType, 
axsFlowQosOutActPremListNumber}

●

242 axsFlowQosOutActPremifInd
ex
{axsFlowQosOutActPremEnt
ry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (ifIndexと同じ )を示します。

●

243 axsFlowQosOutActPremifInd
exType
{axsFlowQosOutActPremEnt
ry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※ 1
表示する出力優先度の値はコンフィグレーションのフロー QoS情報に指定した値となります。

注※ 2
複数の物理ポートが属するインタフェース名称に対して実施した場合，表示する出力優先度の値はコンフィグレー
ションのフロー QoS情報に指定した値となります。

注※ 3
4kbit/s以下の値が設定された場合は 4と表示されます。なお，実際の動作値としては 4.1kbit/sです。

3.6.5　axsFlowQosStatsグループ

（1） 識別子
 
axsFlow  OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 8}
 
axsFlowQosStats     OBJECT IDENTIFIER ::= {axsFlow 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6

（2） 実装仕様

axsFlowQosStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-32　axsFlowQosStatsの実装仕様

244 axsFlowQosOutActPremList
Number
{axsFlowQosOutActPremEnt
ry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値 (リスト番号 )を示します。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合は
,IPv4および IPv6という区別はなく優先
順位だけを示します。

●

245 axsFlowQosOutActPremMax
RateBurst
{axsFlowQosOutActPremEnt
ry 4}

INTEGER R/O 最大帯域制御での重要フローのバーストサ
イズ (Byte)を示します。
(0..131,072)

●

246 axsFlowQosOutActPremMin
RateBurst
{axsFlowQosOutActPremEnt
ry 5}

INTEGER R/O 最低帯域監視での重要フローのバーストサ
イズ (Byte)を示します。
(0..131,072)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsFlowQosStatsInTable
{axsFlowQosStats 1}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosStats
InEntry

NA 通常フロー検出条件に一致した統計情
報のテーブル情報

●

2 axsFlowQosStatsInEntry
{axsFlowQosStatsInTable 1}

axsFlowQosStats
InEntry

NA 通常フロー検出条件に一致した統計情
報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosStatsInifIndex, 
axsFlowQosStatsInifIndexType, 
axsFlowQosStatsInListNumber}

●

3 axsFlowQosStatsInifIndex
{axsFlowQosStatsInEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (ifIndexと同じ )を示し
ます。

●

項番 オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 axsFlowQosStatsInifIndexType
{axsFlowQosStatsInEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

5 axsFlowQosStatsInListNumber
{axsFlowQosStatsInEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (リスト番号 )を示しま
す。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合
は ,IPv4および IPv6という区別はな
く優先順位だけを示します。

●

6 axsFlowQosStatsInHitPackets
{axsFlowQosStatsInEntry 4}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致したパケッ
ト数を示します。
(帯域制御機能使用時は無効 (0))

●※

7 axsFlowQosStatsInMaxOverPac
kets
{axsFlowQosStatsInEntry 5}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最大契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。
(最大帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

8 axsFlowQosStatsInMaxUnderPa
ckets
{axsFlowQosStatsInEntry 6}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最大契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。
(最大帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

9 axsFlowQosStatsInMinOverPac
kets
{axsFlowQosStatsInEntry 7}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最低契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。
(最低帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

10 axsFlowQosStatsInMinUnderPa
ckets
{axsFlowQosStatsInEntry 8}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最低契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。
(最低帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

11 axsFlowQosStatsInPremTable
{axsFlowQosStats 2}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosStats
InPremEntry

NA 重要フロー検出条件に一致した統計情
報のテーブル情報
(重要フロー検出条件が未設定の場合，
テーブル情報を表示しません )

●

12 axsFlowQosStatsInPremEntry
{axsFlowQosStatsInPremTable 
1}

axsFlowQosStats
InPremEntry

NA 重要フロー検出条件に一致した統計情
報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosStatsInPremifIndex, 
axsFlowQosStatsInPremifIndexType
, 
axsFlowQosStatsInPremListNumber
}

●

13 axsFlowQosStatsInPremifIndex
{axsFlowQosStatsInPremEntry 
1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (ifIndexと同じ )を示し
ます。

●

14 axsFlowQosStatsInPremifIndex
Type
{axsFlowQosStatsInPremEntry 
2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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15 axsFlowQosStatsInPremListNu
mber
{axsFlowQosStatsInPremEntry 
3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (リスト番号 )を示しま
す。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合
は ,IPv4および IPv6という区別はな
く優先順位だけを示します。

●

16 axsFlowQosStatsInPremMaxOve
rPackets
{axsFlowQosStatsInPremEntry 
4}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最大契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。

●※

17 axsFlowQosStatsInPremMaxUn
derPackets
{axsFlowQosStatsInPremEntry 
5}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最大契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。

●※

18 axsFlowQosStatsInPremMinOve
rPackets
{axsFlowQosStatsInPremEntry 
6}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最低契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。

●※

19 axsFlowQosStatsInPremMinUnd
erPackets
{axsFlowQosStatsInPremEntry 
7}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最低契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。

●※

20 axsFlowQosStatsOutTable
{axsFlowQosStats 3}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosStats
OutEntry

NA 通常フロー検出条件に一致した統計情
報のテーブル情報

●

21 axsFlowQosStatsOutEntry
{axsFlowQosStatsOutTable 1}

axsFlowQosStats
OutEntry

NA 通常フロー検出条件に一致した統計情
報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosStatsOutifIndex, 
axsFlowQosStatsOutifIndexType, 
axsFlowQosStatsOutListNumber}

●

22 axsFlowQosStatsOutifIndex
{axsFlowQosStatsOutEntry 1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (ifIndexと同じ )を示し
ます。

●

23 axsFlowQosStatsOutifIndexType
{axsFlowQosStatsOutEntry 2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

24 axsFlowQosStatsOutListNumbe
r
{axsFlowQosStatsOutEntry 3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (リスト番号 )を示しま
す。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合
は ,IPv4および IPv6という区別はな
く優先順位だけを示します。

●

25 axsFlowQosStatsOutHitPackets
{axsFlowQosStatsOutEntry 4}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致したパケッ
ト数を示します。
(帯域制御機能使用時は無効 (0))

●※

26 axsFlowQosStatsOutMaxOverPa
ckets
{axsFlowQosStatsOutEntry 5}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最大契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。
(最大帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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27 axsFlowQosStatsOutMaxUnder
Packets
{axsFlowQosStatsOutEntry 6}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最大契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。
(最大帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

28 axsFlowQosStatsOutMinOverPa
ckets
{axsFlowQosStatsOutEntry 7}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最低契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。
(最低帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

29 axsFlowQosStatsOutMinUnderP
ackets
{axsFlowQosStatsOutEntry 8}

Counter64 R/O 通常フロー検出条件に一致し最低契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。
(最低帯域制御未使用時は無効 (0))

●※

30 axsFlowQosStatsOutPremTable
{axsFlowQosStats 4}

SEQUENCE OF 
axsFlowQosStats
OutPremEntry

NA 重要フロー検出条件に一致した統計情
報のテーブル情報
(重要フロー検出条件が未設定の場合，
テーブル情報を表示しません )

●

31 axsFlowQosStatsOutPremEntry
{axsFlowQosStatsOutPremTable 
1}

axsFlowQosStats
OutPremEntry

NA 重要フロー検出条件に一致した統計情
報に関するエントリ
[index]
{axsFlowQosStatsOutPremifIndex, 
axsFlowQosStatsOutPremifIndexTyp
e, 
axsFlowQosStatsOutPremListNumb
er}

●

32 axsFlowQosStatsOutPremifInde
x
{axsFlowQosStatsOutPremEntry 
1}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (ifIndexと同じ )を示し
ます。

●

33 axsFlowQosStatsOutPremifInde
xType
{axsFlowQosStatsOutPremEntry 
2}

INTEGER NA インタフェースのタイプを示します。
• 物理ポート番号指定：(1)
• インタフェース名称指定：(2)

●

34 axsFlowQosStatsOutPremListN
umber
{axsFlowQosStatsOutPremEntry 
3}

INTEGER NA このテーブルのエントリを識別するイ
ンデックス値 (リスト番号 )を示しま
す。
リスト番号 (IPv4):1～ 20,000
リスト番号 (IPv6):40,001～ 60,000
MACヘッダ条件だけ指定された場合
は ,IPv4および IPv6という区別はな
く優先順位だけを示します。

●

35 axsFlowQosStatsOutPremMaxO
verPackets
{axsFlowQosStatsOutPremEntry 
4}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最大契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。

●※

36 axsFlowQosStatsOutPremMaxU
nderPackets
{axsFlowQosStatsOutPremEntry 
5}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最大契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。

●※

37 axsFlowQosStatsOutPremMinO
verPackets
{axsFlowQosStatsOutPremEntry 
6}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最低契約
帯域に違反したパケット数を示しま
す。

●※

38 axsFlowQosStatsOutPremMinU
nderPackets
{axsFlowQosStatsOutPremEntry 
7}

Counter64 R/O 重要フロー検出条件に一致し最低契約
帯域を遵守したパケット数を示しま
す。

●※

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※
MIBで指定したインタフェースのパケット数取得と当該指定インタフェースが属する PSU
【【【【AX7800S】】】】または BSU【【【【AX5400S】】】】に対する以下のコンフィグレーションや運用コマンドの操作を
同時に行なった場合，オブジェクトの値が「0」を示す場合があります。
1. コンフィグレーションフローフィルタ情報の追加・削除・変更
2. コンフィグレーションフロー QoS情報の追加・削除・変更
3. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フローQoS情報を収容する <VLAN Name>が属する

VLANに，新たに PSUをまたがるように tagged-port,untagged-portを追加した場合，または
PSUをまたがらなくなるように tagged-port,untagged-portを削除した場合【【【【AX7800S】】】】

4. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報を収容する <LA Name>が属する
LAに，新たに PSUをまたがるように aggregated-portを追加した場合，または PSUをまたがら
なくなるように aggregated-portを削除した場合【【【【AX7800S】】】】

5. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <Line Name>の -r指定に
よる削除

6. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <Tag-VLAN Name>の -r
指定による削除

7. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <VLAN Name>の -r指定
による削除

8. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する <LA Name>の -r指定によ
る削除

9. コンフィグレーションフローフィルタ情報・フロー QoS情報が属する IPアドレス情報の -r指定
による削除

10.free psuコマンドを実行して PSUを運用状態にする。【【【【AX7800S】】】】
11. free bsuコマンドを実行して BSUを運用状態にする。【【【【AX5400S】】】】
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3.7　axsOspfMIBグループ (マルチバックボーン OSPF
情報MIB)【【【【OP-OSPF(AX5400S)】】】】

3.7.1　axsOspfGeneralTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfGeneralTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1

（2） 実装仕様

axsOspfGeneralTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-33　axsOspfGeneralTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfGeneralTable
{axsOspf 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPF情報を格納するテーブル。 ●

2 axsOspfGeneralEntry
{axsOspfGeneralTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPF情報のリスト。
INDEX {axsOspfGeneralDomainNumber}

●

3 axsOspfGeneralDomainNumber
{axsOspfGeneralEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfRouterId
{axsOspfGeneralEntry 2}

IpAddress R/O ルータのルータ識別子。 ●

5 axsOspfAdminStat
{axsOspfGeneralEntry 3}

INTEGER R/O ルータの OSPF管理状態。
{enabled(1),
 disabled(2)}

●

6 axsOspfVersionNumber
{axsOspfGeneralEntry 4}

INTEGER R/O OSPFプロトコルのバージョン番号。(2)固
定。

●

7 axsOspfAreaBdrRtrStatus
{axsOspfGeneralEntry 5}

INTEGER R/O そのルータがエリアボーダルータかどうか
を示します。
{true(1),
 false(2)}

●

8 axsOspfASBdrRtrStatus
{axsOspfGeneralEntry 6}

INTEGER R/O そのルータが ASバウンダリルータかどう
かを示します。
{true(1),
 false(2)}

●

9 axsOspfExternLsaCount
{axsOspfGeneralEntry 7}

Gauge R/O リンク状態データベース (LSDB)中の外部
リンク状態広告 (LSA)の数。

●

10 axsOspfExternLsaCksumSum
{axsOspfGeneralEntry 8}

INTEGER R/O LSDB中の外部 LSAの LSチェックサムの
合計。

●

11 axsOspfTOSSupport
{axsOspfGeneralEntry 9}

INTEGER R/O そのルータが TOSベースルーティングをサ
ポートするかどうかのフラグ。false(2)固
定。
{true(1),
 false(2)}

●

12 axsOspfOriginateNewLsas
{axsOspfGeneralEntry 10}

Counter R/O 生成された新しい LSAの数。 ●
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3.7.2　axsOspfAreaTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfAreaTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2

（2） 実装仕様

axsOspfAreaTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-34　axsOspfAreaTableの実装仕様

13 axsOspfRxNewLsas
{axsOspfGeneralEntry 11}

Counter R/O 新しい情報を持った LSAを受信した回数。 ●

14 axsOspfExtLsdbLimit
{axsOspfGeneralEntry 12}

INTEGER R/O LSDB内に格納できる AS外部 LSAの最大
エントリ数。-1の場合，制限なし。(-1)固
定。

●

15 axsOspfMulticastExtensions
{axsOspfGeneralEntry 13}

INTEGER R/O マルチキャスト拡張版 OSPFのマルチキャ
ストフォワーディングアルゴリズムをビッ
トマップ値で示す。0は，マルチキャスト
フォワーディング非サポート。ただし，マ
ルチキャストフォワーディング非サポート
(0)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfAreaTable
{axsOspf 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する各エリアに関する情報を
格納するテーブル。

●

2 axsOspfAreaEntry
{axsOspfAreaTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各エリアの情報リスト。
INDEX
{axsOspfAreaDomainNumber,
 axsOspfAreaId}

●

3 axsOspfAreaDomainNumber
{axsOspfAreaEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfAreaId
{axsOspfAreaEntry 2}

IpAddress R/O エリアを識別する番号。 ●

5 axsOspfAuthType
{axsOspfAreaEntry 3}

INTEGER R/O そのエリアで採用する認証のタイプ。
{なし (0)，
 シンプルパスワード (1),
 md5(2)}

●

6 axsOspfImportAsExtern
{axsOspfAreaEntry 4}

INTEGER R/O そのルータが AS外部リンク状態広告
(LSA)の取り込みを行うかどうかのフラグ。
{importExternal (1),
 importNoExternal (2),
 importNssa (3)}

●

7 axsOspfSpfRuns
{axsOspfAreaEntry 5}

Counter R/O このエリアのリンク状態データベース
(LSDB)を使用してエリア内ルートが計算
された回数。

●

8 axsOspfAreaBdrRtrCount
{axsOspfAreaEntry 6}

Gauge R/O このエリア内で到達できるエリアボーダ
ルータの合計数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.7　axsOspfMIBグループ (マルチバックボーン OSPF情報 MIB)【OP-OSPF(AX5400S)】
3.7.3　axsOspfStubAreaTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfStubAreaTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3

（2） 実装仕様

axsOspfStubAreaTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-35　axsOspfStubAreaTableの実装仕様

9 axsOspfAsBdrRtrCount
{axsOspfAreaEntry 7}

Gauge R/O このエリア内で到達できる ASバウンダリ
ルータの合計数。

●

10 axsOspfAreaLsaCount
{axsOspfAreaEntry 8}

Gauge R/O AS外部 LSAを除く，このエリアの LSDB
中の LSAの数。

●

11 axsOspfAreaLsaCksumSum
{axsOspfAreaEntry 9}

INTEGER R/O このエリアの LSDBに含まれる LSAの LS
チェックサムの合計。

●

12 axsOspfAreaSummary
{axsOspfAreaEntry 10}

INTEGER R/O スタブエリアへのサマリー LSAのインポー
ト制御に関する変数値。ただし，
sendAreaSummary(2)固定。
{noAreaSummary(1),
 sendAreaSummary(2)}

●

13 axsOspfAreaStatus
{axsOspfAreaEntry 11}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfStubAreaTable
{axsOspf 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA エリアボーダルータによってスタブエリア
内に広告される情報のテーブル。

●

2 axsOspfStubAreaEntry
{axsOspfStubAreaTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各スタブエリアの情報リスト。
INDEX
{axsOspfStubDomainNumber,
 axsOspfStubAreaId,
 axsOspfStubTOS}

●

3 axsOspfStubDomainNumber
{axsOspfStubAreaEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfStubAreaId
{axsOspfStubAreaEntry 2}

IpAddress R/O スタブエリアの ID。 ●

5 axsOspfStubTOS
{axsOspfStubAreaEntry 3}

INTEGER R/O そのスタブエリアでのサービスのタイプ。
ただし，(0)固定。

●

6 axsOspfStubMetric
{axsOspfStubAreaEntry 4}

INTEGER R/O そのスタブエリアでのサービスタイプに対
応したメトリック。

●

7 axsOspfStubStatus
{axsOspfStubAreaEntry 5}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

8 axsOspfStubMetricType
{axsOspfStubAreaEntry 6}

INTEGER R/O デフォルトルートとして広告したメトリッ
クのタイプを示します。
{ospfMetric(1),
 comparableCost(2),
 nonComparable(3)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
286



3.7　axsOspfMIBグループ (マルチバックボーン OSPF情報 MIB)【OP-OSPF(AX5400S)】
3.7.4　axsOspfLsdbTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4

（2） 実装仕様

axsOspfLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-36　axsOspfLsdbTableの実装仕様

3.7.5　axsOspfAreaRangeTable

（1） 識別子
 

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfLsdbTable
{axsOspf 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPFプロセスのリンク状態データベース
(LSDB)に関する情報を格納するテーブル。

●

2 axsOspfLsdbEntry
{axsOspfLsdbTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX
{axsOspfLsdbDomainNumber,
 axsOspfLsdbAreaId,
 axsOspfLsdbType,
 axsOspfLsdbLsid,
 axsOspfLsdbRouterId}

●

3 axsOspfLsdbDomainNumber
{axsOspfLsdbEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfLsdbAreaId
{axsOspfLsdbEntry 2}

IpAddress R/O この LSAの受信元エリアのエリア ID。 ●

5 axsOspfLsdbType
{axsOspfLsdbEntry 3}

INTEGER R/O LSAのタイプ。
{ルータ (1),
 ネットワーク (2),
 サマリー (3),
 ASサマリー (4),
 AS外部リンク (5),
 マルチキャスト (6),
 nssa外部リンク (7)}

●

6 axsOspfLsdbLsid
{axsOspfLsdbEntry 4}

IpAddress R/O 個々のルーティングドメインを識別する
ID。

●

7 axsOspfLsdbRouterId
{axsOspfLsdbEntry 5}

IpAddress R/O LSAを生成したルータの ID。 ●

8 axsOspfLsdbSequence
{axsOspfLsdbEntry 6}

INTEGER R/O LSAのシーケンス番号。 ●

9 axsOspfLsdbAge
{axsOspfLsdbEntry 7}

INTEGER R/O この LSAが生成されてからの経過時間。[
単位：秒 ]

●

10 axsOspfLsdbChecksum
{axsOspfLsdbEntry 8}

INTEGER R/O この LSAのチェックサム。 ●

11 axsOspfLsdbAdvertisement
{axsOspfLsdbEntry 9}

OCTET 
STRING

R/O ヘッダを含む LSAの全体。 ●
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axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfAreaRangeTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5

（2） 実装仕様

axsOspfAreaRangeTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-37　axsOspfAreaRangeTableの実装仕様

3.7.6　axsOspfIfTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfIfTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7

（2） 実装仕様

axsOspfIfTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-38　axsOspfIfTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfAreaRangeTable
{axsOspf 5}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続するエリア内に存在するアド
レスの範囲の情報を格納するテーブル。

●

2 axsOspfAreaRangeEntry
{axsOspfAreaRangeTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続するエリア内に存在するアド
レスの範囲の情報を格納するリスト。
INDEX
{axsOspfAreaRangeDomainNumber,
 axsOspfAreaRangeAreaId,
 axsOspfAreaRangeNet}

●

3 axsOspfAreaRangeDomainNum
ber
{axsOspfAreaRangeEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfAreaRangeAreaId
{axsOspfAreaRangeEntry 2}

IpAddress R/O 属するエリアの ID。 ●

5 axsOspfAreaRangeNet
{axsOspfAreaRangeEntry 3}

IpAddress R/O この範囲内のネット /サブネットの IPアド
レス。

●

6 axsOspfAreaRangeMask
{axsOspfAreaRangeEntry 4}

IpAddress R/O axsOspfAreaRangeNetにかけるべきサブ
ネットマスク。

●

7 axsOspfAreaRangeStatus
{axsOspfAreaRangeEntry 5}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

8 axsOspfAreaRangeEffect
{axsOspfAreaRangeEntry 6}

INTEGER R/O 広告するエリアの範囲を示します。
{エリア外に広告されるサブネット (1)
 エリア外に広告しないサブネット (2)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfIfTable
{axsOspf 7}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するテーブル。

●
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2 axsOspfIfEntry
{axsOspfIfTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するリスト。
INDEX
{axsOspfIfDomainNumber,
 axsOspfIfIpAddress,
 axsOspfAddressLessIf}

●

3 axsOspfIfDomainNumber
{axsOspfIfEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfIfIpAddress
{axsOspfIfEntry 2}

IpAddress R/O この OSPFインタフェースの IPアドレス。 ●

5 axsOspfAddressLessIf
{axsOspfIfEntry 3}

INTEGER R/O このインタフェースがアドレスレスインタ
フェースであるときに有効な，インタ
フェースの識別子。

●

6 axsOspfIfAreaId
{axsOspfIfEntry 4}

IpAddress R/O このインタフェースが接続しているエリア
のエリア ID。

●

7 axsOspfIfType
{axsOspfIfEntry 5}

INTEGER R/O インタフェースタイプ。
{ブロードキャスト (1),
 ノンブロードキャスト (2),
 Point-Point(3),
 Point-Multipoint(5)}

●

8 axsOspfIfAdminStat
{axsOspfIfEntry 6}

INTEGER R/O インタフェースの管理状態。
{enabled(1),
 disabled(2)}

●

9 axsOspfIfRtrPriority
{axsOspfIfEntry 7}

INTEGER R/O このインタフェースのプライオリティ。 ●

10 axsOspfIfTransitDelay
{axsOspfIfEntry 8}

INTEGER R/O このインタフェース上でリンク状態更新パ
ケットを送信するのに必要とされる時間。
[単位：秒 ]

●

11 axsOspfIfRetransInterval
{axsOspfIfEntry 9}

INTEGER R/O リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。
[単位：秒 ]

●

12 axsOspfIfHelloInterval
{axsOspfIfEntry 10}

INTEGER R/O Helloパケットの送信間隔。
[単位：秒 ]

●

13 axsOspfIfRtrDeadInterval
{axsOspfIfEntry 11}

INTEGER R/O Helloパケットの最大許容受信間隔。
[単位：秒 ]

●

14 axsOspfIfPollInterval
{axsOspfIfEntry 12}

INTEGER R/O 非ブロードキャスト多重アクセスネット
ワーク上の，不活動隣接局への Helloパ
ケット送信間隔。
[単位：秒 ]

●

15 axsOspfIfState
{axsOspfIfEntry 13}

INTEGER R/O インタフェースの状態。
{down(1),
 loopback(2),
 waiting(3),
 PtoP(4),
 DR(5),
 BDR(6),
 other(7)}

●

16 axsOspfIfDesignatedRouter
{axsOspfIfEntry 14}

IpAddress R/O ディジグネーテッドルータの IPアドレス。 ●

17 axsOspfIfBackupDesignatedRo
uter
{axsOspfIfEntry 15}

IpAddress R/O バックアップディジグネーテッドルータの
IPアドレス。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.7.7　axsOspfIfMetricTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfIfMetricTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 8}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8

（2） 実装仕様

axsOspfIfMetricTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-39　axsOspfIfMetricTableの実装仕様

18 axsOspfIfEvents
{axsOspfIfEntry 16}

Counter R/O このインタフェースで状態が変化した，ま
たはエラーが発生した回数。

●

19 axsOspfIfAuthKey
{axsOspfIfEntry 17}

OCTET 
STRING

R/O このインタフェースでの認証キー。 ●

20 axsOspfIfStatus
{axsOspfIfEntry 18}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

21 axsOspfIfMulticastForwarding
{axsOspfIfEntry 19}

INTEGER R/O このインタフェースでマルチキャストする
方法。blocked(1)固定。
{blocked(1),
 multicast(2),
 unicast(3)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfIfMetricTable
{axsOspf 8}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各インタフェースのサービスタイプメト
リック情報を格納するテーブル。

●

2 axsOspfIfMetricEntry
{axsOspfIfMetricTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各インタフェースのサービスタイプメト
リックの情報リスト。
INDEX
{axsOspfIfMetricDomainNumber,
 axsOspfIfMetricIpAddress,
 axsOspfIfMetricAddressLessIf,
 axsOspfIfMetricTOS}

●

3 axsOspfIfMetricDomainNumber
{axsOspfIfMetricEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfIfMetricIpAddress
{axsOspfIfMetricEntry 2}

IpAddress R/O この OSPFインタフェースの IPアドレス。 ●

5 axsOspfIfMetricAddressLessIf
{axsOspfIfMetricEntry 3}

INTEGER R/O このインタフェースがアドレスレスインタ
フェースであるときに有効なインタフェー
スの識別子。

●

6 axsOspfIfMetricTOS
{axsOspfIfMetricEntry 4}

INTEGER R/O このインタフェースのサービスのタイプ。
(0)固定。

●

7 axsOspfIfMetricValue
{axsOspfIfMetricEntry 5}

INTEGER R/O このインタフェースのこのサービスタイプ
のメトリック。

●

8 axsOspfIfMetricStatus
{axsOspfIfMetricEntry 6}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.7.8　axsOspfVirtIfTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfVirtIfTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 9}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9

（2） 実装仕様

axsOspfVirtIfTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-40　axsOspfVirtIfTableの実装仕様

3.7.9　axsOspfNbrTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfVirtIfTable
{axsOspf 9}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する仮想インタフェースの情
報を格納するテーブル。

●

2 axsOspfVirtIfEntry
{axsOspfVirtIfTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各仮想インタフェースの情報リスト。
INDEX
{axsOspfVirtIfDomainNumber,
 axsOspfVirtIfAreaId,
 axsOspfVirtIfNeighbor}

●

3 axsOspfVirtIfDomainNumber
{axsOspfVirtIfEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfVirtIfAreaId
{axsOspfVirtIfEntry 2}

IpAddress R/O その仮想リンクが通過するエリアのエリア
ID。

●

5 axsOspfVirtIfNeighbor
{axsOspfVirtIfEntry 3}

IpAddress R/O 仮想の隣接ルータのルータ ID。 ●

6 axsOspfVirtIfTransitDelay
{axsOspfVirtIfEntry 4}

INTEGER R/O このインタフェース上でリンク状態更新パ
ケットを送信するために必要とされる時間。
[単位：秒 ]

●

7 axsOspfVirtIfRetransInterval
{axsOspfVirtIfEntry 5}

INTEGER R/O リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。
[単位：秒 ]

●

8 axsOspfVirtIfHelloInterval
{axsOspfVirtIfEntry 6}

INTEGER R/O Helloパケットの送信間隔。
[単位：秒 ]

●

9 axsOspfVirtIfRtrDeadInterval
{axsOspfVirtIfEntry 7}

INTEGER R/O Helloパケットの最大許容受信間隔。
[単位：秒 ]

●

10 axsOspfVirtIfState
{axsOspfVirtIfEntry 8}

INTEGER R/O インタフェースの状態。
{down(1),
 PtoP(4)}

●

11 axsOspfVirtIfEvents
{axsOspfVirtIfEntry 9}

Counter R/O このインタフェースで状態が変わったか，
エラーが発生した回数。

●

12 axsOspfVirtIfAuthKey
{axsOspfVirtIfEntry 10}

OCTET 
STRING

R/O このインタフェースでの認証キー。 ●

13 axsOspfVirtIfStatus
{axsOspfVirtIfEntry 11}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●
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axsOspfNbrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 10}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10

（2） 実装仕様

axsOspfNbrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-41　axsOspfNbrTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfNbrTable
{axsOspf 10}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 仮想ではない隣接局の情報を格納するテー
ブル。

●

2 axsOspfNbrEntry
{axsOspfNbrTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各隣接局の情報リスト。
INDEX
{axsOspfNbrDomainNumber,
 axsOspfNbrIpAddr,
 axsOspfNbrAddressLessIndex}

●

3 axsOspfNbrDomainNumber
{axsOspfNbrEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfNbrIpAddr
{axsOspfNbrEntry 2}

IpAddress R/O 隣接ルータの IPアドレス。 ●

5 axsOspfNbrAddressLessIndex
{axsOspfNbrEntry 3}

INTEGER R/O 隣接ルータのインタフェースがアドレスイ
ンタフェースであるときに有効な，インタ
フェースの識別子。

●

6 axsOspfNbrRtrId
{axsOspfNbrEntry 4}

IpAddress R/O 隣接ルータのルータ ID。 ●

7 axsOspfNbrOptions
{axsOspfNbrEntry 5}

INTEGER R/O 隣接ルータのオプション実行能力。
 Bit 0,サービスタイプベースルーティング
 Bit 1,外部エリアの処理
 Bit 2,IPマルチキャストルーティング
 Bit 3,NSSAと関係したエリア

●

8 axsOspfNbrPriority
{axsOspfNbrEntry 6}

INTEGER R/O 隣接ルータのプライオリティ。 ●

9 axsOspfNbrState
{axsOspfNbrEntry 7}

INTEGER R/O この隣接ルータとの関係を表す状態。
{down(1),
 attempt(2),
 init(3),
 twoWay(4),
 exchangeStart(5),
 exchange(6),
 loading(7),
 full(8)}

●

10 axsOspfNbrEvents
{axsOspfNbrEntry 8}

Counter R/O 隣接ルータとの関係で，状態が変わったか，
エラーが発生した回数。

●

11 axsOspfNbrLsRetransQLen
{axsOspfNbrEntry 9}

Gauge R/O 再送キューの現在の長さ。 ●

12 axsOspfNbmaNbrStatus
{axsOspfNbrEntry 10}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。
axsOspfIfTypeが nbma時だけアクセス可。

●

13 axsOspfNbmaNbrPermanence
{axsOspfNbrEntry 11}

INTEGER R/O 隣接ルータとルーティングする方法。
{dynamic(1)
 permanent(2)}

●
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3.7.10　axsOspfVirtNbrTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfVirtNbrTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11

（2） 実装仕様

axsOspfVirtNbrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-42　axsOspfVirtNbrTableの実装仕様

3.7.11　axsOspfExtLsdbTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfExtLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 12}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfVirtNbrTable
{axsOspf 11}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル。 ●

2 axsOspfVirtNbrEntry
{axsOspfVirtNbrTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各仮想隣接ルータの情報リスト。
INDEX
{axsOspfVirtNbrDomainNumber,
 axsOspfVirtNbrArea,
 axsOspfVirtNbrRtrId}

●

3 axsOspfVirtNbrDomainNumber
{axsOspfVirtNbrEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfVirtNbrArea
{axsOspfVirtNbrEntry 2}

IpAddress R/O 通過するエリアのエリア ID。 ●

5 axsOspfVirtNbrRtrId
{axsOspfVirtNbrEntry 3}

IpAddress R/O 仮想隣接ルータのルータ ID。 ●

6 axsOspfVirtNbrIpAddr
{axsOspfVirtNbrEntry 4}

IpAddress R/O 仮想隣接ルータの IPアドレス。 ●

7 axsOspfVirtNbrOptions
{axsOspfVirtNbrEntry 5}

INTEGER R/O 仮想隣接ルータのオプション実行能力。
 Bit 1,サービスタイプベースルーティング
 Bit 2,IPマルチキャストルーティング

●

8 axsOspfVirtNbrState
{axsOspfVirtNbrEntry 6}

INTEGER R/O この仮想隣接ルータとの関係を表す状態。
{down(1),
 attempt(2),
 init(3),
 twoWay(4),
 exchangeStart(5),
 exchange(6),
 loading(7),
 full(8)}

●

9 axsOspfVirtNbrEvents
{axsOspfVirtNbrEntry 7}

Counter R/O この仮想リンクの状態が変化した，または
エラーが発生した回数。

●

10 axsOspfVirtNbrLsRetransQLen
{axsOspfVirtNbrEntry 8}

Gauge R/O 再送キューの現在の長さ。 ●
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（2） 実装仕様

axsOspfExtLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-43　axsOspfExtLsdbTableの実装仕様

3.7.12　axsOspfAreaAggregateTable

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfAreaAggregateTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 14}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14

（2） 実装仕様

axsOspfAreaAggregateTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-44　axsOspfAreaAggregateTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfExtLsdbTable
{axsOspf 12}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPF処理のリンク状態データベース
(LSDB)のテーブル。

●

2 axsOspfExtLsdbEntry
{axsOspfExtLsdbTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX
{axsOspfExtLsdbDomainNumber,
 axsOspfExtLsdbType,
 axsOspfExtLsdbLsid,
 axsOspfExtLsdbRouterId}

●

3 axsOspfExtLsdbDomainNumbe
r
{axsOspfExtLsdbEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfExtLsdbType
{axsOspfExtLsdbEntry 2}

INTEGER R/O LSAのタイプ。
{asExternalLink(5)}

●

5 axsOspfExtLsdbLsid
{axsOspfExtLsdbEntry 3}

IpAddress R/O リンクステータス ID。リンクステータス
IDはルータ IDまたは IPアドレスのどち
らかを含むフィールドです。

●

6 axsOspfExtLsdbRouterId
{axsOspfExtLsdbEntry 4}

IpAddress R/O 自律システム内の生成元ルータを一意に識
別するための 32ビット番号。

●

7 axsOspfExtLsdbSequence
{axsOspfExtLsdbEntry 5}

INTEGER R/O LSAのシーケンス番号。 ●

8 axsOspfExtLsdbAge
{axsOspfExtLsdbEntry 6}

INTEGER R/O LSAが生成されてからの経過時間。
[単位：秒 ]

●

9 axsOspfExtLsdbChecksum
{axsOspfExtLsdbEntry 7}

INTEGER R/O Ageフィールドを含めない，広告内容の
チェックサム。

●

10 axsOspfExtLsdbAdvertisement
{axsOspfExtLsdbEntry 8}

OCTET 
STRING

R/O ヘッダを含む完全な全体 LSA。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfAreaAggregateTable
{axsOspf 14}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IPアドレスと IPサブネットマスクを対と
して指定した IPアドレスのテーブル。

●
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3.7.13　axsOspfTrap

（1） 識別子
 
axsOspf OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 14}
 
axsOspfTrap OBJECT IDENTIFIER ::= {axsOspf 16}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16

（2） 実装仕様

axsOspfTrapグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-45　axsOspfAreaAggregateTableの実装仕様

2 axsOspfAreaAggregateEntry
{axsOspfAreaAggregateTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IPアドレスと IPサブネットマスクを対と
して指定した IPアドレスのリスト。
INDEX 
{axsOspfAreaAggregateDomainNumber,
 axsOspfAreaAggregateAreaID,
 axsOspfAreaAggregateLsdbType,
 axsOspfAreaAggregateNet,
 axsOspfAreaAggregateMask}

●

3 axsOspfAreaAggregateDomain
Number
{axsOspfAreaAggregateEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

4 axsOspfAreaAggregateAreaID
{axsOspfAreaAggregateEntry 2}

IpAddress R/O アドレス集約したエリア。 ●

5 axsOspfAreaAggregateLsdbTyp
e
{axsOspfAreaAggregateEntry 3}

INTEGER R/O アドレス集約のタイプ。このエントリは，
このアドレス集約に適用されるリンク状態
データベース (LSDB)のタイプを示します。
{summaryLink(3),
 nssaExternalLink(7)}

●

6 axsOspfAreaAggregateNet
{axsOspfAreaAggregateEntry 4}

IpAddress R/O ネットワークまたはサブネットの IPアドレ
ス。

●

7 axsOspfAreaAggregateMask
{axsOspfAreaAggregateEntry 5}

IpAddress R/O ネットワークまたはサブネットに関係する
サブネットマスク。

●

8 axsOspfAreaAggregateStatus
{axsOspfAreaAggregateEntry 6}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

9 axsOspfAreaAggregateEffect
{axsOspfAreaAggregateEntry 7}

INTEGER R/O 範囲に包括されるサブネットが集約アドレ
スを広告する契機となるか，エリア外に広
告されないサブネットとなるかを示します。
{advertiseMatching(1),
 doNotAdvertiseMatching(2)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfTrapControlTable
{axsOspfTrap 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA トラップに関する取得情報。 ●

2 axsOspfTrapControlEntry
{axsOspfTrapControlTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA トラップに関する取得情報リスト。
INDEX 
{axsOspfTrapDomainNumber}

●

3 axsOspfTrapDomainNumber
{axsOspfTrapControlEntry 1}

INTEGER R/O OSPFドメイン番号。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 axsOspfSetTrap
{axsOspfTrapControlEntry 2}

OCTET 
STRING
(SIZE(4))

R/O トラップ可能なイベントを示すビットマッ
プ。各ビットが axsOspfTrapsのオブジェ
クトを示す（0x100fe固定）。
21ビット（0x00000002）：
axsOspfVirtIfStateChange～
216ビット（0x00010000）：
axsOspfIfStateChange

●

5 axsOspfConfigErrorType
{axsOspfTrapControlEntry 3}

INTEGER R/O 最後に発生したエラーイベント。
noError (0),
badVersion (1)
areaMismatch (2)
unknownNbmaNbr (3)
unknownVirtualNbr (4)
authTypeMismatch (5)
authFailure (6)
netMaskMismatch (7)
helloIntervalMismatch (8)
deadIntervalMismatch (9)
optionMismatch (10)

●

6 axsOspfPacketType
{axsOspfTrapControlEntry 4}

INTEGER R/O 最後のエラーパケット種別。
noError (0),
hello (1)
dbDescript (2)
lsReq (3)
lsUpdate (4)
lsAck (5)

●

7 axsOspfPacketSrc
{axsOspfTrapControlEntry 5}

IpAddress R/O 最後のエラーパケットの送信元アドレス。
エラーイベントが発生していない場合は
0.0.0.0です。

●

8 axsOspfTraps
{axsOspfTrap 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA トラップ広告。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.8　axsOspfv3MIBグループ (マルチバックボーン
OSPFv3情報MIB)【【【【OP-OSPF(AX5400S)】】】】

3.8.1　axsOspfv3GeneralTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3GeneralTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1

（2） 実装仕様

axsOspfv3GeneralTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-46　axsOspfv3GeneralTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3GeneralTable
{axsOspfv3 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPFv3情報を格納するテーブル。 ●

2 axsOspfv3GeneralEntry
{axsOspfv3GeneralTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPFv3情報のリスト。
INDEX 
{axsOspfv3GeneralDomainNumber}

●

3 axsOspfv3GeneralDomainNum
ber
{axsOspfv3GeneralEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3RouterId
{axsOspfv3GeneralEntry 2}

IpAddress R/O ルータのルータ識別子。 ●

5 axsOspfv3AdminStat
{axsOspfv3GeneralEntry 3}

INTEGER R/O ルータの OSPFv3管理状態。
{enabled(1),
 disabled(2)}

●

6 axsOspfv3VersionNumber
{axsOspfv3GeneralEntry 4}

INTEGER R/O OSPFv3プロトコルのバージョン番号。(3)
固定。

●

7 axsOspfv3AreaBdrRtrStatus
{axsOspfv3GeneralEntry 5}

INTEGER R/O そのルータがエリアボーダルータかどうか
を示します。
{true(1),
 false(2)}

●

8 axsOspfv3ASBdrRtrStatus
{axsOspfv3GeneralEntry 6}

INTEGER R/O そのルータが ASバウンダリルータかどう
かを示します。
{true(1),
 false(2)}

●

9 axsOspfv3AsScopeLsaCount
{axsOspfv3GeneralEntry 7}

Gauge R/O リンク状態データベース (LSDB)中の外部
リンク状態広告 (LSA)の数。

●

10 axsOspfv3AsScopeLsaCksumSu
m
{axsOspfv3GeneralEntry 8}

INTEGER R/O LSDB中の AsScopeLSAの LSチェックサ
ムの合計。

●

11 axsOspfv3OriginateNewLsas
{axsOspfv3GeneralEntry 9}

Counter R/O 生成された新しい LSAの数。 ●

12 axsOspfv3RxNewLsas
{axsOspfv3GeneralEntry 10}

Counter R/O 新しい情報を持った LSAを受信した回数。 ●
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3.8.2　axsOspfv3AreaTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3AreaTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2

（2） 実装仕様

axsOspfv3AreaTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-47　axsOspfv3AreaTableの実装仕様

13 axsOspfv3ExtAreaLsdbLimit
{axsOspfv3GeneralEntry 11}

INTEGER R/O LSDB内に格納できる AS外部 LSAの最大
エントリ数。-1の場合，制限なし。(-1)固
定。

●

14 axsOspfv3MulticastExtensions
{axsOspfv3GeneralEntry 12}

INTEGER R/O マルチキャスト拡張版 OSPFv3のマルチ
キャストフォワーディングアルゴリズムを
ビットマップ値で示す。0は，マルチキャ
ストフォワーディング非サポート。ただし，
マルチキャストフォワーディング非サポー
ト (0)固定。

●

15 axsOspfv3DemandExtensions
{axsOspfv3GeneralEntry 14}

INTEGER R/O このルータでの Demandルーティングのサ
ポート。
false(2)固定。

●

16 axsOspfv3TrafficEngineeringSu
pport
{axsOspfv3GeneralEntry 15}

INTEGER R/O このルータでのトラフィックエンジニアリ
ング拡張のサポート。false(2)固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3AreaTable
{axsOspfv3 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する各エリアに関する情報を
格納するテーブル。

●

2 axsOspfv3AreaEntry
{axsOspfv3AreaTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各エリアの情報リスト。
INDEX
{axsOspfv3AreaDomainNumber,
 axsOspfv3AreaId}

●

3 axsOspfv3AreaDomainNumber
{axsOspfv3AreaEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3AreaId
{axsOspfv3AreaEntry 2}

IpAddress R/O エリアを識別する番号。 ●

5 axsOspfv3ImportAsExtern
{axsOspfv3AreaEntry 3}

INTEGER R/O そのルータが AS外部リンク状態広告
(LSA)の取り込みを行うかどうかのフラグ。
{importExternal (1),
 importNoExternal (2),
 importNssa (3)}

●

6 axsOspfv3SpfRuns
{axsOspfv3AreaEntry 4}

Counter R/O このエリアのリンク状態データベース
(LSDB)を使用してエリア内ルートが計算
された回数。

●

7 axsOspfv3AreaBdrRtrCount
{axsOspfv3AreaEntry 5}

Gauge R/O このエリア内で到達できるエリアボーダ
ルータの合計数。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.8.3　axsOspfv3AsLsdbTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3AsLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3

（2） 実装仕様

axsOspfv3AsLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-48　axsOspfv3AsLsdbTableの実装仕様

8 axsOspfv3AsBdrRtrCount
{axsOspfv3AreaEntry 6}

Gauge R/O このエリア内で到達できる ASバウンダリ
ルータの合計数。

●

9 axsOspfv3AreaScopeLsaCount
{axsOspfv3AreaEntry 7}

Gauge R/O このエリアの LSDB中の AreaScope LSA
の数。

●

10 axsOspfv3AreaScopeLsaCksum
Sum
{axsOspfv3AreaEntry 8}

INTEGER R/O このエリアの LSDB中の AreaScope LSA
の LSチェックサムの合計。

●

11 axsOspfv3AreaSummary
{axsOspfv3AreaEntry 9}

INTEGER R/O スタブエリアへのサマリー LSAのインポー
ト制御に関する変数値。ただし，
sendAreaSummary(2)固定。
{noAreaSummary(1),
 sendAreaSummary(2)}

●

12 axsOspfv3AreaStatus
{axsOspfv3AreaEntry 10}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

13 axsOspfv3StubMetric
{axsOspfv3AreaEntry 11}

INTEGER R/O Stubまたは NSSAエリアに広告するデ
フォルトルートメトリック値。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3AsLsdbTable
{axsOspfv3 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPFv3プロセスの AS Scopeリンク状態
データベースに関する情報を格納するテー
ブル。

●

2 axsOspfv3AsLsdbEntry
{axsOspfv3AsLsdbTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX
{axsOspfv3AsLsdbDomainNumber,
 axsOspfv3AsLsdbType,
 axsOspfv3AsLsdbRouterId,
 axsOspfv3AsLsdbLsid}

●

3 axsOspfv3AsLsdbDomainNumb
er
{axsOspfv3AsLsdbEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3AsLsdbType
{axsOspfv3AsLsdbEntry 2}

INTEGER R/O LSAのタイプ。
{asExternal(0x4005)}

●

5 axsOspfv3AsLsdbRouterId
{axsOspfv3AsLsdbEntry 3}

IpAddress R/O LSAを生成したルータの ID。 ●

6 axsOspfv3AsLsdbLsid
{axsOspfv3AsLsdbEntry 4}

IpAddress R/O 個々の LSAを識別する ID。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.8.4　axsOspfv3AreaLsdbTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3AreaLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4

（2） 実装仕様

axsOspfv3AreaLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-49　axsOspfv3AreaLsdbTableの実装仕様

7 axsOspfv3AsLsdbSequence
{axsOspfv3AsLsdbEntry 5}

INTEGER R/O LSAのシーケンス番号。 ●

8 axsOspfv3AsLsdbAge
{axsOspfv3AsLsdbEntry 6}

INTEGER R/O この LSAが生成されてからの経過時間。
[単位：秒 ]

●

9 axsOspfv3AsLsdbChecksum
{axsOspfv3AsLsdbEntry 7}

INTEGER R/O この LSAのチェックサム。 ●

10 axsOspfv3AsLsdbAdvertisemen
t
{axsOspfv3AsLsdbEntry 8}

OCTET 
STRING

R/O ヘッダを含む LSAの全体。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3AreaLsdbTable
{axsOspfv3 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPFv3プロセスの AreaScopeリンク状態
データベースに関する情報を格納するテー
ブル。

●

2 axsOspfv3AreaLsdbEntry
{axsOspfv3AreaLsdbTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX
{axsOspfv3AreaLsdbDomainNumber,
 axsOspfv3AreaLsdbAreaId,
 axsOspfv3AreaLsdbType,
 axsOspfv3AreaLsdbRouterId,
 axsOspfv3AreaLsdbLsid}

●

3 axsOspfv3AreaLsdbDomainNu
mber
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3AreaLsdbAreaId
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 2}

IpAddress R/O この LSAの受信元エリアのエリア ID。 ●

5 axsOspfv3AreaLsdbType
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 3}

INTEGER R/O LSAのタイプ。
{ルータ (8193=0x2001),
 ネットワーク (8194=0x2002),
 interAreaPrefix(8195=0x2003),
 interAreaRouter(8196=0x2004),
 マルチキャスト (8198=0x2006),
 nssa外部リンク (8199=0x2007),
 intraAreaPrefix(8201=0x2009)}

●

6 axsOspfv3AreaLsdbRouterId
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 4}

IpAddress R/O LSAを生成したルータの ID。 ●

7 axsOspfv3AreaLsdbLsid
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 5}

IpAddress R/O 個々の LSAを識別する ID。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.8.5　axsOspfv3LinkLsdbTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3LinkLsdbTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 5}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5

（2） 実装仕様

axsOspfv3LinkLsdbTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-50　axsOspfv3LinkLsdbTableの実装仕様

8 axsOspfv3AreaLsdbSequence
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 6}

INTEGER R/O LSAのシーケンス番号。 ●

9 axsOspfv3AreaLsdbAge
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 7}

INTEGER R/O この LSAが生成されてからの経過時間。
[単位：秒 ]

●

10 axsOspfv3AreaLsdbChecksum
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 8}

INTEGER R/O この LSAのチェックサム。 ●

11 axsOspfv3AreaLsdbAdvertisem
ent
{axsOspfv3AreaLsdbEntry 9}

OCTET 
STRING

R/O ヘッダを含む LSAの全体。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3LinkLsdbTable
{axsOspfv3 5 }

NOT-ACCE
SSIBLE

NA OSPFv3プロセスの LinkScopeリンク状態
データベースに関する情報を格納するテー
ブル。

●

2 axsOspfv3LinkLsdbEntry
{axsOspfv3LinkLsdbTable 1 }

NOT-ACCE
SSIBLE

NA リンク状態広告 (LSA)のリスト。
INDEX
{axsOspfv3LinkLsdbDomainNumber,
 axsOspfv3LinkLsdbIfIndex,
 axsOspfv3LinkLsdbType,
 axsOspfv3LinkLsdbRouterId,
 axsOspfv3LinkLsdbLsid}

●

3 axsOspfv3LinkLsdbDomainNu
mber
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3LinkLsdbIfIndex
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 2}

INTEGER R/O LSAを受信したリンクの識別子。 ●

5 axsOspfv3LinkLsdbType
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 3}

INTEGER R/O LSAのタイプ。
{ Link(0x0008) }

●

6 axsOspfv3LinkLsdbRouterId
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 4}

IpAddress R/O LSAを生成したルータの ID。 ●

7 axsOspfv3LinkLsdbLsid
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 5}

IpAddress R/O 個々の LSAを識別する ID。 ●

8 axsOspfv3LinkLsdbSequence
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 6}

INTEGER R/O LSAのシーケンス番号。 ●

9 axsOspfv3LinkLsdbAge
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 7}

INTEGER R/O この LSAが生成されてからの経過時間。
[単位：秒 ]。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.8.6　axsOspfv3IfTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3IfTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7

（2） 実装仕様

axsOspfv3IfTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-51　axsOspfv3IfTableの実装仕様

10 axsOspfv3LinkLsdbChecksum
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 8}

INTEGER R/O この LSAのチェックサム。 ●

11 axsOspfv3LinkLsdbAdvertisem
ent
{axsOspfv3LinkLsdbEntry 9}

OCTET 
STRING

R/O ヘッダを含む LSAの全体。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3IfTable
{axsOspfv3 7}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するテーブル。

●

2 axsOspfv3IfEntry
{axsOspfv3IfTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する各インタフェースの情報
を格納するリスト。
INDEX
{axsOspfv3IfDomainNumber,
 axsOspfv3IfIndex}

●

3 axsOspfv3IfDomainNumber
{axsOspfv3IfEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3IfIndex
{axsOspfv3IfEntry 2}

INTEGER R/O この OSPFv3インタフェースのインタ
フェース Index。

●

5 axsOspfv3IfAreaId
{axsOspfv3IfEntry 3}

IpAddress R/O このインタフェースが接続しているエリア
のエリア ID。

●

6 axsOspfv3IfType
{axsOspfv3IfEntry 4}

INTEGER R/O インタフェースタイプ。
{ブロードキャスト (1),
 ノンブロードキャスト (2),
 Point-Point(3),
 Point-Multipoint(5)}

●

7 axsOspfv3IfAdminStat
{axsOspfv3IfEntry 5}

INTEGER R/O インタフェースの管理状態。
{enabled(1),
 disabled(2)}

●

8 axsOspfv3IfRtrPriority
{axsOspfv3IfEntry 6}

INTEGER R/O このインタフェースのプライオリティ。 ●

9 axsOspfv3IfTransitDelay
{axsOspfv3IfEntry 7}

INTEGER R/O このインタフェース上でリンク状態更新パ
ケットを送信するのに必要とされる時間。
[単位：秒 ]

●

10 axsOspfv3IfRetransInterval
{axsOspfv3IfEntry 8}

INTEGER R/O リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。
[単位：秒 ]

●

11 axsOspfv3IfHelloInterval
{axsOspfv3IfEntry 9}

INTEGER R/O Helloパケットの送信間隔。
[単位：秒 ]

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
302



3.8　axsOspfv3MIBグループ (マルチバックボーン OSPFv3情報 MIB)【OP-OSPF(AX5400S)】
3.8.7　axsOspfv3VirtIfTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3VirtIfTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 8}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8

12 axsOspfv3IfRtrDeadInterval
{axsOspfv3IfEntry 10}

INTEGER R/O Helloパケットの最大許容受信間隔。
[単位：秒 ]

●

13 axsOspfv3IfPollInterval
{axsOspfv3IfEntry 11}

INTEGER R/O 非ブロードキャスト多重アクセスネット
ワーク上の，不活動隣接局への Helloパ
ケット送信間隔。
[単位：秒 ]

●

14 axsOspfv3IfState
{axsOspfv3IfEntry 12}

INTEGER R/O インタフェースの状態。
{down(1),
 loopback(2),
 waiting(3),
 PtoP(4),
 DR(5),
 BDR(6),
 other(7) }

●

15 axsOspfv3IfDesignatedRouter
{axsOspfv3IfEntry 13}

IpAddress R/O ディジグネーテッドルータのルータ ID。 ●

16 axsOspfv3IfBackupDesignated
Router
{axsOspfv3IfEntry 15}

IpAddress R/O バックアップディジグネーテッドルータの
ルータ ID。

●

17 axsOspfv3IfEvents
{axsOspfv3IfEntry 16}

Counter R/O このインタフェースで状態が変化した，ま
たはエラーが発生した回数。

●

18 axsOspfv3IfStatus
{axsOspfv3IfEntry 18}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

19 axsOspfv3IfMulticastForwardin
g
{axsOspfv3IfEntry 19}

INTEGER R/O このインタフェースでマルチキャストする
方法。
blocked(1)固定。
{blocked(1),
 multicast(2),
 unicast(3)}

●

20 axsOspfv3IfDemand
{axsOspfv3IfEntry 20}

INTEGER R/O このインタフェースで Demand OSPFv3手
順を行うかどうかを示します。
false(2)固定。
{true(1),
 false(2)}

●

21 axsOspfv3IfMetricValue
{axsOspfv3IfEntry 21}

INTEGER R/O このインタフェースのメトリック。 ●

22 axsOspfv3IfLinkScopeLsaCount
{axsOspfv3IfEntry 22}

INTEGER R/O リンク状態データベース (LSDB)中の
LinkScopeリンク状態広告 (LSA)の数。

●

23 axsOspfv3IfLinkLsaCksumSum
{axsOspfv3IfEntry 23}

INTEGER R/O LSDB中の LinkScope LSAの LSチェック
サムの合計。

●

24 axsOspfv3IfInstId
{axsOspfv3IfEntry 24}

INTEGER R/O この OSPFv3インタフェースの
InstanceID。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

axsOspfv3VirtIfTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-52　axsOspfv3VirtIfTableの実装仕様

3.8.8　axsOspfv3NbrTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3NbrTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 9}

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3VirtIfTable
{axsOspfv3 8}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ルータが接続する仮想インタフェースの情
報を格納するテーブル。

●

2 axsOspfv3VirtIfEntry
{axsOspfv3VirtIfTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各仮想インタフェースの情報リスト。
INDEX
{axsOspfv3VirtIfDomainNumber,
 axsOspfv3VirtIfAreaId,
 axsOspfv3VirtIfNeighbor}

●

3 axsOspfv3VirtIfDomainNumber
{axsOspfv3VirtIfEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3VirtIfAreaId
{axsOspfv3VirtIfEntry 2}

IpAddress R/O その仮想リンクが通過するエリアのエリア
ID。

●

5 axsOspfv3VirtIfNeighbor
{axsOspfv3VirtIfEntry 3}

IpAddress R/O 仮想の隣接ルータのルータ ID。 ●

6 axsOspfv3VirtIfIndex
{axsOspfv3VirtIfEntry 4}

INTEGER R/O このインタフェースのインタフェース
Index。

●

7 axsOspfv3VirtIfTransitDelay
{axsOspfv3VirtIfEntry 5}

INTEGER R/O このインタフェース上でリンク状態更新パ
ケットを送信するために必要とされる時間。
[単位：秒 ]

●

8 axsOspfv3VirtIfRetransInterval
{axsOspfv3VirtIfEntry 6}

INTEGER R/O リンク状態広告 (LSA)の再送信間隔。
[単位：秒 ]

●

9 axsOspfv3VirtIfHelloInterval
{axsOspfv3VirtIfEntry 7}

INTEGER R/O Helloパケットの送信間隔。
[単位：秒 ]

●

10 axsOspfv3VirtIfRtrDeadInterva
l
{axsOspfv3VirtIfEntry 8}

INTEGER R/O Helloパケットの最大許容受信間隔。
[単位：秒 ]

●

11 axsOspfv3VirtIfState
{axsOspfv3VirtIfEntry 9}

INTEGER R/O インタフェースの状態。
{down(1),
 PtoP(4)}

●

12 axsOspfv3VirtIfEvents
{axsOspfv3VirtIfEntry 10}

Counter R/O このインタフェースで状態が変化した，ま
たはエラーが発生した回数。

●

13 axsOspfv3VirtIfStatus
{axsOspfv3VirtIfEntry 11}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

14 axsOspfv3VirtIfLinkScopeLsaC
ount
{axsOspfv3VirtIfEntry 12}

INTEGER R/O リンク状態データベース (LSDB)中の
LinkScopeリンク状態広告 (LSA)の数。

●

15 axsOspfv3VirtIfLinkLsaCksum
Sum
{axsOspfv3VirtIfEntry 13}

INTEGER R/O LSDB中の LinkScope LSAの LSチェック
サムの合計。

●
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オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9

（2） 実装仕様

axsOspfv3NbrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-53　axsOspfv3NbrTableの実装仕様

3.8.9　axsOspfv3VirtNbrTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3VirtNbrTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 10}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3NbrTable
{axsOspfv3 9}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 仮想ではない隣接局の情報を格納するテー
ブル。

●

2 axsOspfv3NbrEntry
{axsOspfv3NbrTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各隣接局の情報リスト。
INDEX
{axsOspfv3NbrDomainNumber,
 axsOspfv3NbrIfIndex,
 axsOspfv3NbrIpv6Addr}

●

3 axsOspfv3NbrDomainNumber
{axsOspfv3NbrEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3NbrIfIndex
{axsOspfv3NbrEntry 2}

INTEGER R/O 隣接ルータが接続しているリンクの Local 
LinkID。

●

5 axsOspfv3NbrIpv6Addr
{axsOspfv3NbrEntry 3}

Ipv6Address R/O 隣接ルータの IPv6アドレス。 ●

6 axsOspfv3NbrRtrId
{axsOspfv3NbrEntry 4}

IpAddress R/O 隣接ルータのルータ ID。 ●

7 axsOspfv3NbrOptions
{axsOspfv3NbrEntry 5}

INTEGER R/O 隣接ルータのオプションフィールド。 ●

8 axsOspfv3NbrPriority
{axsOspfv3NbrEntry 6}

INTEGER R/O 隣接ルータのプライオリティ。 ●

9 axsOspfv3NbrState
{axsOspfv3NbrEntry 7}

INTEGER R/O この隣接ルータとの関係を表す状態。
{down(1),
 attempt(2),
 init(3),
 twoWay(4),
 exchangeStart(5),
 exchange(6),
 loading(7),
 full(8)}

●

10 axsOspfv3NbrEvents
{axsOspfv3NbrEntry 8}

Counter R/O 隣接ルータとの関係で，状態が変化した，
またはエラーが発生した回数。

●

11 axsOspfv3NbrLsRetransQLen
{axsOspfv3NbrEntry 9}

Gauge R/O 再送キューの現在の長さ。 ●

12 axsOspfv3NbrHelloSuppressed
{axsOspfv3NbrEntry 12}

INTEGER R/O Helloが隣接に抑止されているかを示しま
す。

●

13 axsOspfv3NbrIfId
{axsOspfv3NbrEntry 13}

INTEGER R/O 隣接がこのリンクに Helloパケットで広告
している Interface ID。

●
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（2） 実装仕様

axsOspfv3VirtNbrTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-54　axsOspfv3VirtNbrTableの実装仕様

3.8.10　axsOspfv3AreaAggregateTable

（1） 識別子
 
axsOspfv3 OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 15}
 
axsOspfv3AreaAggregateTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {axsOspfv3 11}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3VirtNbrTable
{axsOspfv3 10}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 仮想隣接ルータの情報を格納するテーブル。 ●

2 axsOspfv3VirtNbrEntry
{axsOspfVirtv3NbrTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 各仮想隣接ルータの情報リスト。
INDEX
{axsOspfv3VirtNbrDomainNumber,
 axsOspfv3VirtNbrArea,
 axsOspfv3VirtNbrRtrId}

●

3 axsOspfv3VirtNbrDomainNumb
er
{axsOspfv3VirtNbrEntry 1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3VirtNbrArea
{axsOspfv3VirtNbrEntry 2}

IpAddress R/O 通過するエリアのエリア ID。 ●

5 axsOspfv3VirtNbrRtrId
{axsOspfv3VirtNbrEntry 3}

IpAddress R/O 仮想隣接ルータのルータ ID。 ●

6 axsOspfv3VirtNbrIfIndex
{axsOspfv3VirtNbrEntry 4}

INTEGER R/O 隣接ルータが接続しているリンクの Local 
LinkID。

●

7 axsOspfv3VirtNbrIpv6Addr
{axsOspfv3VirtNbrEntry 5}

Ipv6Address R/O 仮想隣接ルータの IPv6アドレス。 ●

8 axsOspfv3VirtNbrOptions
{axsOspfv3VirtNbrEntry 6}

INTEGER R/O 仮想隣接ルータのオプションフィールド。 ●

9 axsOspfv3VirtNbrState
{axsOspfv3VirtNbrEntry 7}

INTEGER R/O この仮想隣接ルータとの関係を表す状態。
{down(1),
 attempt(2),
 init(3),
 twoWay(4),
 exchangeStart(5),
 exchange(6),
 loading(7),
 full(8)}

●

10 axsOspfv3VirtNbrEvents
{axsOspfv3VirtNbrEntry 8}

Counter R/O この仮想リンクの状態が変化した，または
エラーが発生した回数。

●

11 axsOspfv3VirtNbrLsRetransQL
en
{axsOspfv3VirtNbrEntry 9}

Gauge R/O 再送キューの現在の長さ。 ●

12 axsOspfv3VirtNbrHelloSuppres
sed
{axsOspfv3VirtNbrEntry 10}

INTEGER R/O Helloが隣接に抑止されているかを示しま
す。

●

13 axsOspfv3VirtNbrIfId
{axsOspfv3VirtNbrEntry 11}

INTEGER R/O 隣接がこのリンクに Helloパケットで広告
している InterfaceID。

●
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（2） 実装仕様

axsOspfv3AreaAggregateTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-55　axsOspfv3AreaAggregateTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsOspfv3AreaAggregateTable
{axsOspfv3 11}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Prefixと Prefix lengthを対として指定した
IPv6 Prefixのテーブル。

●

2 axsOspfv3AreaAggregateEntry
{axsOspfv3AreaAggregateTable 
1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Prefixと Prefix lengthを対として指定した
IPv6 Prefixのリスト。
INDEX
{axsOspfv3AreaAggregateDomainNumber
,
 axsOspfv3AreaAggregateAreaID,
 axsOspfv3AreaAggregateAreaLsdbType,
 axsOspfv3AreaAggregateIndex}

●

3 axsOspfv3AreaAggregateDomai
nNumber
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
1}

INTEGER R/O OSPFv3ドメイン番号。 ●

4 axsOspfv3AreaAggregateAreaI
D
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
2}

IpAddress R/O アドレス集約したエリア。 ●

5 axsOspfv3AreaAggregateAreaL
sdbType
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
3}

INTEGER R/O アドレス集約のタイプ。このエントリは，
このアドレス集約に適用されるリンク状態
データベース (LSDB)のタイプを示します。
{interAreaPrefixLsa(0x2003),
 nssaExternalLink(0x2007)}

●

6 axsOspfv3AreaAggregateIndex
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
4}

INTEGER R/O アグリゲートテーブルの識別子。 ●

7 axsOspfv3AreaAggregatePrefix
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
5}

Ipv6Address R/O IPv6 Prefix。 ●

8 axsOspfv3AreaAggregatePrefix
Len
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
6}

INTEGER R/O IPv6 Prefix長。 ●

9 axsOspfv3AreaAggregateStatus
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
7}

INTEGER R/O このエントリのステータスを示します。
active(1)固定。

●

10 axsOspfv3AreaAggregateEffect
{axsOspfv3AreaAggregateEntry 
8}

INTEGER R/O 範囲に包括されるサブネットが集約アドレ
スを広告する契機となるか，エリア外に広
告されないサブネットとなるかを示します。
{advertiseMatching(1),
 doNotAdvertiseMatching(2)}

●
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3.9　axsIsisMIBグループ (IS-IS情報 MIB)【【【【OP-ISIS】】】】

axsIsisMIBグループは，axsIsisAdjacencyChangeトラップの variableとして使用する Objectを集めた
MIBグループです。どの Objectもトラップ以外の方法でデータ取得することはできません。

3.9.1　axsIsisSysTableグループ

（1） 識別子
 
axsIsisMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 37}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37
 
axsIsisObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1
 
axsIsisSystem OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisObjects 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.1
 
axsIsisSysTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisSystem 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.1.1

（2） 実装仕様

axsIsisSysTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-56　axsIsisSysTableの実装仕様

3.9.2　axsIsisSysLevelTableグループ

（1） 識別子
 
axsIsisMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 37}
 
axsIsisObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1
 
axsIsisSysLevel OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisObjects 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.2
 
axsIsisSysLevelTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisSysLevel 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.2.1

（2） 実装仕様

axsIsisSysLevelTableの実装仕様を次の表に示します。

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsIsisSysTable
{axsIsisSystem 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-IS情報を格納するテーブル。 ●

2 axsIsisSysEntry
{axsIsisSysTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-IS情報のリスト。
INDEX {axsIsisSysInstance}

●

3 axsIsisSysInstance
{axsIsisSysEntry 1}

INTEGER
(1..10000)

AN IS-ISプロトコルエンジンの番号。
本装置の場合は常に 1。

●
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表 3-57　axsIsisSysLevelTableの実装仕様

3.9.3　axsIsisCircTableグループ

（1） 識別子
 
axsIsisMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 37}
 
axsIsisObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1
 
axsIsisCirc OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisObjects 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.3
 
axsIsisCircTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisCirc 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.3.1

（2） 実装仕様

axsIsisCircTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-58　axsIsisCircTableの実装仕様

3.9.4　axsIsisNotificationTableグループ

（1） 識別子
 
axsIsisMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 37}
 
axsIsisObjects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1
 
axsIsisNotification OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisObjects 10}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.10
 

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsIsisSysLevelTable
{axsIsisSysLevel 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-ISプロトコルのレベル情報を格納する
テーブル。

●

2 axsIsisSysLevelEntry
{axsIsisSysLevelTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-ISプロトコルのレベル情報のリスト。
INDEX
{axsIsisSysInstance,
 axsIsisSysLevelIndex}

●

3 axsIsisSysLevelIndex
{axsIsisSysLevelEntry 1}

INTEGER
{level1IS (1),
level2IS (2)}

AN IS-ISプロトコルのレベル情報のレベル。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsIsisCircTable
{axsIsisCirc 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-ISインタフェース情報を格納するテー
ブル。

●

2 axsIsisCircEntry
{axsIsisCircTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-ISインタフェース情報のリスト。
INDEX
{axsIsisSysInstance,
 axsIsisCircIndex}

●

3 axsIsisCircIndex
{axsIsisCircEntry 1}

INTEGER
{1..20000000
00}

AN IS-ISインタフェースのMIBリスト上の識
別子。

●
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axsIsisNotificationTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axsIsisNotification 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.10.1

（2） 実装仕様

axsIsisNotificationTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-59　axsIsisNotificationTableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsIsisNotificationTable
{axsIsisNotification 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-ISトラップ付随情報を格納するテーブ
ル。

●

2 axsIsisNotificationEntry
{axsIsisNotificationTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA IS-ISトラップ専用 Objectのリスト。
INDEX {axsIsisSysInstance}

●

3 axsIsisPduLspId
{axsIsisNotificationEntry 1}

OCTET 
STRING
(SIZE(0|8))

AN IS-ISトラップ通知時に付随するルータの
system ID。

●

4 axsIsisAdjState
{axsIsisNotificationEntry 9}

INTEGER
{down (1)
initializing 
(2)
up (3)
failed(4)}

AN IS-ISトラップ通知時に付随する隣接ルー
タの状態。

●
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3.10　axsStaticグループ (スタティック経路情報MIB)

axsStaticグループは，axsStaticGatewayStateChangeトラップの variableとして使用する Objectを集
めたMIBグループです。どの Objectも，トラップ以外の方法でデータ取得することはできません。

3.10.1　axsStaticTableグループ

（1） 識別子
 
axsStatic OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 38}
 
axsStaticTable Objects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStatic 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.1

（2） 実装仕様

axsStaticTableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-60　axsStaticTableの実装仕様

3.10.2　axsStaticIpv6Tableグループ

（1） 識別子
 
axsStatic OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 38}
 
axsStaticIpv6Table Objects OBJECT IDENTIFIER ::= {axsStatic 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.3

（2） 実装仕様

axsStaticIpv6Tableの実装仕様を次の表に示します。

表 3-61　axsStaticIpv6Tableの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsStaticTable
{axsStatic 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA スタティック情報を格納するテーブル。 ●

2 axsStaticGatewayEntry
{axsStaticTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA スタティック情報のリスト。
INDEX {axsStaticGatewayAddr }

●

3 axsStaticGatewayAddr
{axsStaticGatewayEntry 1}

Ip Address AN ゲートウェイの IPアドレス。 ●

4 axsStaticGatewayState
{axsStaticGatewayEntry 2}

INTEGER AN ゲートウェイの状態。
{ reachable(1),
 unreachable(2) }

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsStaticIpv6Table
{axsStatic 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ipv6スタティック情報を格納するテーブ
ル。

●

2 axsStaticIpv6GatewayEntry
{axsStaticIpv6Table 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ipv6スタティック情報のリスト。
INDEX
{axsStaticIpv6Ifindex,
 axsStaticIpv6GatewayAddr}

●
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3 axsStaticIpv6Ifindex
{axsStaticIpv6GatewayEntry 1}

INTEGER AN ゲートウェイのインタフェース index。
gateway指定：インタフェース index番号
remote-gateway指定：0固定

●

4 axsStaticIpv6GatewayAddr
{axsStaticIpv6GatewayEntry 2}

Ipv6 
Address

AN ゲートウェイの IPv6アドレス ●

5 axsStaticIpv6GatewayState
{axsStaticIpv6GatewayEntry 3}

INTEGER AN ゲートウェイの状態。
{reachable(1),
 unreachable(2)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.11　axsBootManagementグループ (システム起動情
報MIB)

（1） 識別子
 
axsBootManagement OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 51}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.51

（2） 実装仕様

axsBootManagementの実装仕様を次の表に示します。

表 3-62　axsBootManagementの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsBootReason
{axsBootManagement 1}

INTEGER R/O システムが起動した要因
• power-on(1)：電源オンによる起動
• reload(2)：コマンドによる起動
• system-fault(3)：障害による起動
• system-stall(4)：WDTタイムアウトに
よる起動

• reset(5)：HWリセットによる起動
• fail-over(6)：SWAPによる起動
• default-restart(7)：デフォルトリスター
トによる起動

本装置では power-on(1)，reload(2)，
system-fault(3)，reset(5)，または
default-restart(7)を返す。

●
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3.12　axsLoginグループ (ログイン情報 MIB)

（1） 識別子
 
axsLogin OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 52}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52

（2） 実装仕様

axsLoginの実装仕様を次の表に示します。

表 3-63　axsLoginの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axsLoginName
{axsLogin 1}

DisplayStri
ng

NA ログインユーザ名。 ●

2 axsLoginTime
{axsLogin 2}

DisplayStri
ng

NA ユーザがログインした時刻（年月日時分秒
タイムゾーン）を 26バイトの文字列で表
示します。
"YYYY/MM/DD hh:mm:ss XXXXXX"で表
示します。
• YYYY：西暦
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）
• hh：時（00～ 23）
• mm：分（00～ 59）
• ss：秒（00～ 59）
• XXXXXX：タイムゾーン

DDと hhの間，および ssと XXXXXXの
間は，1バイトのスペース文字が入りま
す。
(例 2004/10/09 10:23:10 JST)

●

3 axsLogoutTime
{axsLogin 3}

DisplayStri
ng

NA ユーザがログアウトした時刻（年月日時分
秒タイムゾーン）を 26バイトの文字列で
表示します。
"YYYY/MM/DD hh:mm:ss XXXXXX"で表
示します。
• YYYY：西暦
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）
• hh：時（00～ 23）
• mm：分（00～ 59）
• ss：秒（00～ 59）
• XXXXXX：タイムゾーン

DDと hhの間，および ssと XXXXXXの
間は，1バイトのスペース文字が入りま
す。(例 2004/10/09 10:23:10 JST)

●
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4 axsLoginFailureTime
{axsLogin 4}

DisplayStri
ng

NA ユーザがログインに失敗した時刻（年月日
時分秒タイムゾーン）を 26バイトの文字
列で表示します。
"YYYY/MM/DD hh:mm:ss XXXXXX"で表
示します。
• YYYY：西暦
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）
• hh：時（00～ 23）
• mm：分（00～ 59）
• ss：秒（00～ 59）
• XXXXXX：タイムゾーン

DDと hhの間，および ssと XXXXXXの
間は，1バイトのスペース文字が入りま
す。
(例 2004/10/09 10:23:10 JST)

●

5 axsLoginLocation
{axsLogin 5}

DisplayStri
ng

NA ログインユーザの接続形式情報を以下形式
で表示します。
• コンソールの場合

"console"
• auxの場合

"aux"
• その他の場合

"XXXX(YYYY)"と表示します。
・XXXX：IPアドレス
・YYYY：アプリケーション（telnet, 
rlogin, ftp）

(例 "console"，"aux"，
"192.168.1.1(telnet)"，
"2001:02C0:0001:0100:0000:0000:0000:00
53(telnet)")

●

6 axsLoginLine
{axsLogin 6}

DisplayStri
ng

NA ログインユーザの端末識別子情報を以下形
式で表示します。
• コンソールの場合

"console"
• auxの場合

"aux"
• その他の場合

"XXXX(YYYY)"と表示します。
・XXXX：端末
・YYYY：アプリケーション（telnet, 
rlogin, ftp）

(例 "console"，"aux"，"ttyp1(telnet)")

●

7 axsLogoutStatus
{axsLogin 7}

INTEGER NA ログアウト要因
• error(1)：下記要因以外のログアウト
（例：内部不正によるシステムアウト等）

• success(2)：コマンドによるログアウト
• timeout(3)：auto-logoutによるログア
ウト

• disconnect(4)：回線切断によるログアウ
ト

• force(5)：他のユーザによる強制ログア
ウト

本装置では固定値 (2)を返す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.13　axslldpグループ (LLDP情報MIB)

3.13.1　axslldpConfigurationグループ

（1） 識別子
 
axslldp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 100}
 
axslldpConfiguration OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldp 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1
 
axslldpMessageTxInterval OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldpConfiguration 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.1

（2） 実装仕様

axslldpConfigurationグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-64　axslldpConfigurationグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axslldpMessageTxInterval
{axslldpConfiguration 1}

Integer32
(5..32768)

R/NW [規格 ] LDPDU送信間隔。コンフィグ
レーションコマンド lldpの interval-time
で設定した値。
単位：秒
デフォルト：30（秒）
[実装 ] 規格と同じ。

●

2 axslldpMessageTxHoldMultiplie
r
{axslldpConfiguration 2}

Integer32
(2..10)

R/NW [規格 ] 本装置が送信した LLDPフレーム
に関して，隣接装置が保持する時間係数。
実際に保持される時間は
axslldpMessageTxIntervalと本MIB値の
積。
コンフィグレーションコマンド lldpの
hold-countで設定した値。
デフォルト：4
[実装 ] 規格と同じ。

●

3 axslldpReinitDelay
{axslldpConfiguration 3}

Integer32
(1..10)

R/W [規格 ] ポート状態が disableに遷移してか
ら再初期化されるまでの遅延時間。
単位：秒
デフォルト：1（秒）
[実装 ]未サポート。

×

4 axslldpTxDelay
{axslldpConfiguration 4}

Integer32
(1..8192)

R/W [規格 ] axslldpLocalSystemDataグループ
のオブジェクトのどれかで値が変更された
後に LDPDUが送信されるまでの遅延時
間。
推奨値は以下の式で求めることができる。
axslldpTxDelay = max(1,(0.25×
axslldpMessageTxInterval))
単位：秒
デフォルト：8（秒）
[実装 ] 未サポート。

×

5 axslldpPortConfigTable
{axslldpConfiguration 6}

SEQUENC
E OF 
axslldpPort
ConfigEntry

NA [規格 ] LDPDU送信に関するテーブル。
[実装 ] 規格と同じ。

●
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3.13.2　axslldpStatsグループ

（1） 識別子
 
axslldp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 100}
 
axslldpStats OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldp 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2
 
axslldpStatsTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldpStats 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1

6 axslldpPortConfigEntry
{axslldpPortConfigTable 1}

axslldpPort
ConfigEntry

NA [規格 ] LDPDU送信に関するエントリ
（ポートごと）。
Index {axslldpPortConfigPortNum}
[実装 ] 規格と同じ。

●

7 axslldpPortConfigPortNum
{axslldpPortConfigEntry 2}

Integer32
(1..384)

NA [規格 ] ポート識別インデックス。ifindex
と同じ。
[実装 ] 規格と同じ。

●

8 axslldpPortConfigAdminStatus
{axslldpPortConfigEntry 3}

INTEGER R/NW [規格 ] LDPDUの送受信に関する本装置
のポート状態。
{txOnly(1),
 rxOnly(2),
 txAndRx(3),
 disabled(4)}
[実装 ] txAndRx(3),disabled(4)だけ使用
できる。

●

9 axslldpPortConfigTLVsTxEnable
{axslldpPortConfigEntry 4}

BITS R/NW [規格 ] 当該ポートに関する送信可能 TLV。
{portDesc(4),
 sysName(5),
 sysDesc(6),
 sysCap(7)}
[実装 ] 0x0e(portDesc(4), sysName(5), 
sysDesc(6)の論理和 )固定。

●

10 axslldpPortConfigRowStatus
{axslldpPortConfigEntry 5}

RowStatus R/O [規格 ] 本エントリの状態。
active(1)：
axslldpPortConfigAdminStatusが
txAndRxの場合
notReady(3)：
axslldpPortConfigAdminStatusが
disabledの場合
[実装 ] 規格と同じ。

●

11 axslldpConfigManAddrTable
{axslldpConfiguration 7}

SEQUENC
E OF 
axslldpConfi
gManAddrE
ntry

NA [規格 ] 本装置の管理アドレスを送信する
ポートに関するテーブル。
[実装 ] 未サポート。

×

12 axslldpConfigManAddrEntry
{axslldpConfigManAddrTable 1}

axslldpConfi
gManAddrE
ntry

NA [規格 ] 本装置の管理アドレスを送信する
ポートの集合を表すエントリ。
[実装 ] 未サポート。

×

13 axslldpConfigManAddrPortsTxE
nable
{axslldpConfigManAddrEntry 1}

OCTET 
STRING
(SIZE(48))

R/W [規格 ] 本装置の管理アドレスを送信する
ポートの集合をビットマップで表したも
の。
[実装 ] 未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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（2） 実装仕様

axslldpStatsグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-65　axslldpStatsグループの実装仕様

3.13.3　axslldpLocalSystemDataグループ

（1） 識別子
 
axslldp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 100}
 
axslldpLocalSystemData OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldp 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3
 
axslldpLocChassisType ::= {axslldpLocalSystemData 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.1

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axslldpStatsTable
{axslldpStats 1}

SEQUENC
E OF 
axslldpStats
Entry

NA [規格 ] LLDP統計情報に関するテーブル。
[実装 ] 規格と同じ。

●

2 axslldpStatsEntry
{axslldpStatsTable 1}

axslldpStats
Entry

NA [規格 ] LLDP統計情報に関するエントリ
（ポートごと）。
Index {axslldpStatsPortNum}
[実装 ] 規格と同じ。

●

3 axslldpStatsPortNum
{axslldpStatsEntry 2}

Integer32
(1..384)

NA [規格 ] ポート識別インデックス。ifindex
と同じ。
[実装 ] 規格と同じ。ただし enable-port定
義されているポートが対象になる。

●

4 axslldpStatsOperStatus
{axslldpStatsEntry 3}

INTEGER R/O [規格 ] 当該ポートに関する運用状態。
{portUp(1),
 portDown(2)}
[実装 ] 規格と同じ。

●

5 axslldpStatsFramesInErrors
{axslldpStatsEntry 4}

Counter32 R/O [規格 ] 当該ポートに関する不正 LDPDU
受信数。
[実装 ] 規格と同じ。

●

6 axslldpStatsFramesInTotal
{axslldpStatsEntry 5}

Counter32 R/O [規格 ] 当該ポートに関する総 LDPDU受
信数。
[実装 ] 規格と同じ。

●

7 axslldpStatsFramesOutTotal
{axslldpStatsEntry 6}

Counter32 R/O [規格 ] 当該ポートに関する総 LDPDU送
信数。
[実装 ] 規格と同じ。

●

8 axslldpStatsTLVsInErrors
{axslldpStatsEntry 7}

Counter32 R/O [規格 ] 当該ポートに関する不正 TLV受信
数。
[実装 ] 規格と同じ。

●

9 axslldpStatsTLVsDiscardedTotal
{axslldpStatsEntry 8}

Counter32 R/O [規格 ] 当該ポートに関する総廃棄 TLV
数。
[実装 ] 規格と同じ。

●

10 axslldpStatsCounterDiscontinuit
yTime
{axslldpStatsEntry 9}

TimeStamp R/O [規格 ] 当該ポートの統計カウンタの連続
性が失われた時刻。
[実装 ] 未サポート。

×
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（2） 実装仕様

axslldpLocalSystemDataグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-66　axslldpLocalSystemDataグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axslldpLocChassisType
{axslldpLocalSystemData 1}

INTEGER R/O [規格 ] 本装置に関するシャシータイプ。
{entPhysicalAlias(1),
 ifAlias(2),
 portEntPhysicalAlias(3),
 backplaneEntPhysicalAlias(4),
 macAddress(5),
 networkAddress(6)}
[実装 ] macAddress(5)固定。

●

2 axslldpLocChassisId
{axslldpLocalSystemData 2}

OCTET 
STRING
(SIZE(1..255
))

R/O [規格 ] 本装置に関するシャシー ID（文字
列）。
[実装 ] 装置のMACアドレス。

●

3 axslldpLocSysName
{axslldpLocalSystemData 3}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..255
))

R/O [規格 ] 本装置に関するシステムネーム
（文字列）。systemグループの sysName
と同じ。
[実装 ] 規格と同じ。

●

4 axslldpLocSysDesc
{axslldpLocalSystemData 4}

DisplayStri
ng 
(SIZE(0..255
))

R/O [規格 ] 本装置に関するシステム情報（文
字列）。systemグループの sysDescと同
じ。
[実装 ] 規格と同じ。

●

5 axslldpLocSysCapSupported
{axslldpLocalSystemData 5}

BITS R/O [規格 ] 当該装置のサポートしている機能
一覧をビットマップで表現したもの。
{repeater(0),
 bridge(1),
 accessPoint(2),
 router(3),
 telephone(4),
 wirelessStation(5),
 stationOnly(6)}
[実装 ] 未サポート。

×

6 axslldpLocSysCapEnabled
{axslldpLocalSystemData 6}

BITS R/O [規格 ] 当該装置で稼働している機能の一
覧をビットマップで表現したもの。
{repeater(0),
 bridge(1),
 accessPoint(2),
 router(3),
 telephone(4),
 wirelessStation(5),
 stationOnly(6)}
[実装 ] 未サポート。

×

7 axslldpLocPortTable
{axslldpLocalSystemData 7}

SEQUENC
E OF 
axslldpLocP
ortEntry

NA [規格 ] 本装置のポートに関するテーブル。
[実装 ] 規格と同じ。

●

8 axslldpLocPortEntry
{axslldpLocPortTable 1}

axslldpLocP
ortEntry

NA [規格 ]本装置のポートに関するエントリ
（ポートごと）。
Index {axslldpLocPortNum}
[実装 ] 規格と同じ。

●
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9 axslldpLocPortNum
{axslldpLocPortEntry 1}

Integer32
(1..384)

NA [規格 ] ポート識別インデックス。ifindex
と同じ。
[実装 ] 規格と同じ。ただし enable-port定
義されているポートが対象になる。

●

10 axslldpLocPortType
{axslldpLocPortEntry 2}

INTEGER R/O [規格 ] 本装置の当該ポートに関するポー
トタイプ。
{ifAlias(1),
 portEntPhysicalAlias(2),
 backplaneEntPhysicalAlias(3),
 macAddress(4),
 networkAddress(5),
 local(6)}
[実装 ] macAddress(4)固定。

●

11 axslldpLocPortId
{axslldpLocPortEntry 3}

OCTET 
STRING
(SIZE(1..255
))

R/O [規格 ] 本装置の当該ポートに関するポー
ト ID（文字列）。
[実装 ] ポートのMACアドレス。

●

12 axslldpLocPortDesc
{axslldpLocPortEntry 4}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..255
))

R/O [規格 ] 本装置の当該ポートに関するポー
ト情報（文字列）。ポートの ifDescrと同
じ。
[実装 ] 規格と同じ。

●

13 axslldpLocManAddrTable
{axslldpLocalSystemData 8}

SEQUENC
E OF 
axslldpLoc
ManAddrEn
try

NA [規格 ] 当該装置の管理アドレスに関する
テーブル。
[実装 ] 未サポート。

×

14 axslldpLocManAddrEntry
{axslldpLocManAddrTable 1}

axslldpLoc
ManAddrEn
try

NA [規格 ] シャシーごとの管理アドレスに関
する情報。
INDEX
{axslldpLocManAddrType,
 axslldpLocManAddr }
[実装 ] 未サポート。

×

15 axslldpLocManAddrType
{axslldpLocManAddrEntry 1}

AddressFa
milyNumbe
rs

NA [規格 ] 管理アドレスのタイプ。
[実装 ] 未サポート。

×

16 axslldpLocManAddr
{axslldpLocManAddrEntry 2}

OCTET 
STRING
(SIZE 
(1..31))

NA [規格 ] 当該装置の管理アドレス
[実装 ] 未サポート。

×

17 axslldpLocManAddrIfSubtype
{axslldpLocManAddrEntry 3}

INTEGER R/O [規格 ] インタフェース番号のタイプ
{unknown(1),
 ifIndex(2),
 systemPortNumber(3)}
[実装 ] 未サポート。

×

18 axslldpLocManAddrIfId
{axslldpLocManAddrEntry 4}

OCTET 
STRING
(SIZE(4))

R/O [規格 ] 管理アドレスに対応するインタ
フェース番号。
[実装 ] 未サポート。

×

19 axslldpLocManAddrOID
{axslldpLocManAddrEntry 5}

OBJECT 
IDENTIFIE
R

R/O [規格 ] 管理アドレスに関連するハード
ウェア，またはプロトコルの OID。
[実装 ] 未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.13.4　axslldpRemoteSystemDataグループ

（1） 識別子
 
axslldp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 100}
 
axslldpRemoteSystemData OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldp 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4
 
axslldpRemTable ::= {axslldpRemoteSystemData 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1

（2） 実装仕様

axslldpRemoteSystemDataグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-67　axslldpRemoteSystemDataグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axslldpRemTable
{axslldpRemoteSystemData 1}

SEQUENC
E OF 
axslldpRem
Entry

NA [規格 ] 隣接装置に関するテーブル。
[実装 ] 規格と同じ。

●

2 axslldpRemEntry
{axslldpRemTable 1}

axslldpRem
Entry

NA [規格 ] 隣接装置に関するエントリ。
Index 
{axslldpRemLocalPortNum,
 axslldpRemIndex }※

●

3 axslldpRemTimeMark
{axslldpRemEntry 1}

TimeFilter NA [規格 ] 当該隣接装置の情報を取得してか
らの時間。
[実装 ] 未サポート。

×

4 axslldpRemLocalPortNum
{axslldpRemEntry 2}

Integer32
(1..384)

NA [規格 ] 隣接装置に関する情報を受信した
本装置のポートの識別インデックス。
ifindexと同じ。
[実装 ] 規格と同じ。ただし，コンフィグ
レーションコマンドである lldp 
enable-portを設定したポートが対象にな
る。

●

5 axslldpRemIndex
{axslldpRemEntry 3}

Integer32
(1..2147483
647)

NA [規格 ]隣接装置に関するインデックス。
[実装 ]規格と同じ。

●

6 axslldpRemRemoteChassisType
{axslldpRemEntry 4}

INTEGER R/O [規格 ] 隣接装置に関するシャシータイプ。
{entPhysicalAlias(1),
 ifAlias(2),
 portEntPhysicalAlias(3),
 backplaneEntPhysicalAlias(4),
 macAddress(5),
 networkAddress(6)}
[実装 ] 規格と同じ。

●

7 axslldpRemRemoteChassis
{axslldpRemEntry 5}

OCTET 
STRING
(SIZE(1..255
))

R/O [規格 ] 隣接装置に関するシャシー ID（文
字列）。
[実装 ] 規格と同じ。

●
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8 axslldpRemRemotePortType
{axslldpRemEntry 6}

INTEGER R/O [規格 ] 隣接装置の当該ポートに関する
ポートタイプ。
{ifAlias(1),
 portEntPhysicalAlias(2),
 backplaneEntPhysicalAlias(3),
 macAddress(4),
 networkAddress(5),
 local(6)}
[実装 ] 規格と同じ。

●

9 axslldpRemRemotePort
{axslldpRemEntry 7}

OCTET 
STRING
(SIZE(1..255
))

R/O [規格 ] 隣接装置の当該ポートに関する
ポート ID（文字列）。
[実装 ] 規格と同じ。

●

10 axslldpRemPortDesc
{axslldpRemEntry 8}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..255
))

R/O [規格 ] 隣接装置の当該ポートに関する情
報（文字列）。
[実装 ] 規格と同じ。

●

11 axslldpRemSysName
{axslldpRemEntry 9}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..255
))

R/O [規格 ] 隣接装置に関するシステムネーム
（文字列）。
[実装 ] 規格と同じ。

●

12 axslldpRemSysDesc
{axslldpRemEntry 10}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..255
))

R/O [規格 ] 隣接装置に関するシステム情報
（文字列）。
[実装 ] 規格と同じ。

●

13 axslldpRemSysCapSupported
{axslldpRemEntry 11}

BITS R/O [規格 ] 隣接装置のサポートしている機能
一覧をビットマップで表現したもの。
{repeater(0),
 bridge(1),
 accessPoint(2),
 router(3),
 telephone(4),
 wirelessStation(5),
 stationOnly(6)}
[実装 ] 未サポート。

×

14 axslldpRemSysCapEnabled
{axslldpRemEntry 12}

BITS R/O [規格 ] 隣接装置で稼働している機能の一
覧をビットマップで表現したもの。
{repeater(0),
 bridge(1),
 accessPoint(2),
 router(3),
 telephone(4),
 wirelessStation(5),
 stationOnly(6)}
[実装 ] 未サポート。

×

15 axslldpRemManAddrTable
{axslldpRemoteSystemsData 2}

SEQUENC
E OF 
axslldpRem
ManAddrEn
try

NA [規格 ] 当該装置が学習した隣接装置の管
理アドレスに関するテーブル。
[実装 ] 未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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16 axslldpRemManAddrEntry
{axslldpRemManAddrTable 1}

axslldpRem
ManAddrEn
try

NA [規格 ] 隣接装置の管理アドレスに関する
テーブル。
INDEX
{axslldpRemTimeMark,
 axslldpRemLocalPortNum,
 axslldpRemIndex,
 axslldpRemManAddrType, 
 axslldpRemManAddr}
[実装 ] 未サポート。

×

17 axslldpRemManAddrType
{axslldpRemManAddrEntry 1}

AddressFa
milyNumbe
rs

NA [規格 ] 管理アドレスのタイプ。
[実装 ] 未サポート。

×

18 axslldpRemManAddr
{axslldpRemManAddrEntry 2}

OCTET 
STRING
(SIZE 
(1..31))

NA [規格 ] 隣接装置の管理アドレス。
[実装 ] 未サポート。

×

19 axslldpRemManAddrIfSubtype
{axslldpRemManAddrEntry 3}

INTEGER R/O [規格 ] インタフェース番号のタイプ。
{unknown(1),
 ifIndex(2),
 systemPortNumber(3)}
[実装 ] 未サポート。

×

20 axslldpRemManAddrIfId
{axslldpRemManAddrEntry 4}

OCTET 
STRING
(SIZE(4))

R/O [規格 ] 隣接装置の管理アドレスに対応す
るインタフェース番号。
[実装 ] 未サポート。

×

21 axslldpRemManAddrOID
{axslldpRemManAddrEntry 5}

OBJECT 
IDENTIFIE
R

R/O [規格 ] 隣接装置の管理アドレスに関連す
るハードウェア，またはプロトコルの
OID。
[実装 ] 未サポート。

×

22 axslldpRemOrgDefInfoTable
{axslldpRemoteSystemsData 3}

SEQUENC
E OF 
axslldpRem
OrgDefInfo
Entry

NA [規格 ] 隣接装置のメーカー独自 TLVに関
するテーブル。
[実装 ] 規格と同じ。

×

23 axslldpRemOrgDefInfoEntry
{axslldpRemOrgDefTable 1}

axslldpRem
OrgDefInfo
Entry

NA [規格 ] 隣接装置のメーカー独自 TLVに関
するエントリ。
Index
{axslldpRemTimeMark,
 axslldpRemLocalPortNum,
 axslldpRemIndex,
 axslldpRemOrgDefOUI,
 axslldpRemOrgDefSubtype,
 axslldpRemOrgDefIndex}
[実装 ] 未サポート。

×

24 axslldpRemOrgDefInfoOUI
{axslldpRemOrgDefEntry 1}

OCTET 
STRING
(SIZE(3))

NA [規格 ] 隣接装置のメーカー独自 TLVに関
する OUI。
[実装 ] 未サポート。

×

25 axslldpRemOrgDefInfoSubtype
{axslldpRemOrgDefEntry 2}

Integer32
(1..255)

NA [規格 ] 隣接装置のメーカー独自 TLVに関
するサブタイプ。
[実装 ] 未サポート。

×

26 axslldpRemOrgDefInfoIndex
{axslldpRemOrgDefEntry 3}

Integer32
(1..2147483
647)

NA [規格 ] 隣接装置のメーカー独自 TLVに関
する ID。
[実装 ] 未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※　規格では axslldpRemTimeMarkがありますが，未サポートのため除いてあります。

3.13.5　axslldpRemoteOriginInfoDataグループ

（1） 識別子
 
axslldp OBJECT IDENTIFIER ::= {axsMib 100}
 
axslldpRemoteOriginInfoData OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldp 20}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20
 
axslldpRemOriginInfoTable OBJECT IDENTIFIER ::= {axslldpRemoteOriginInfoData 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1

（2） 実装仕様

axslldpRemoteOriginInfoDataグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-68　axslldpRemoteOriginInfoDataグループの実装仕様

27 axslldpRemOrgDefInfo
{axslldpRemOrgDefEntry 4}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..507
))

R/O [規格 ] 隣接装置のメーカー独自 TLVに関
する情報。
[実装 ] 未サポート。

×

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 axslldpRemOriginInfoTable
{axslldpRemoteOriginInfoData 1}

SEQUENC
E OF 
axslldpRem
OriginInfoT
able

NA 隣接装置の弊社独自 TLVに関するテーブ
ル。

●

2 axslldpRemOriginInfoEntry
{axslldpRemOriginInfoTable 1}

axslldpRem
OriginInfoE
ntry

NA 隣接装置に関するエントリ。
Index
{axslldpRemOriginInfoPortNum,
 axslldpRemOriginInfoIndex }

●

3 axslldpRemOriginInfoPortNum
{axslldpRemOriginInfoEntry 1}

Integer32
(1..384)

NA 隣接装置に関する情報を受信した本装置の
ポートの識別インデックス。ifindexと同
じ。

●

4 axslldpRemOriginInfoIndex
{axslldpRemOriginInfoEntry 2}

INTEGER NA 隣接装置に関するインデックス。 ●

5 axslldpRemOriginInfoLowerVlan
List
{axslldpRemOriginInfoEntry 3}

OCTET 
STRING
(SIZE(256))

R/O VLAN 1～ 2047で隣接装置の当該ポート
で有効な VLAN IDをビットマップで表現
したもの (先頭のビット (0バイト目の 27

ビット )は untagged定義の有無を示し，
以下 VLAN 1～ 2047の有効／無効を示す
)。
• bitが 0: その VLANは無効
• bitが 1: その VLANは有効

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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6 axslldpRemOriginInfoHigherVla
nList
{axslldpRemOriginInfoEntry 4}

OCTET 
STRING
(SIZE(256))

R/O VLAN 2048～ 4095で隣接装置の当該
ポートで有効な VLAN IDをビットマップ
で表現したもの (先頭のビット (0バイト
目の 27ビット )から順に VLAN 2048～
4095の有効／無効を示す )。
• bitが 0: その VLANは無効
• bitが 1: その VLANは有効

●

7 axslldpRemOriginInfoIPv4Addre
ss
{axslldpRemOriginInfoEntry 5}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..15)
)

R/O [axslldpRemOriginInfoLowerVlanListに
untaggedだけ設定されているとき ]
隣接装置の当該ポートに付与されている
IPv4アドレス（文字列）。
[上記以外のとき ]
隣接装置の当該ポートで有効であり，かつ
IPv4アドレスが付与されている VLANの
うち，最も小さい IDを持つ VLANに付与
された IPv4アドレス（文字列）。

●

8 axslldpRemOriginInfoIPv4PortT
ype
{axslldpRemOriginInfoEntry 6}

INTEGER R/O 隣接装置の当該ポートのポート種別。
{ブリッジポート (0),
 ルータポート (1)}
• ブリッジポート＝ IPアドレスの定義さ
れていないポートまたは IPアドレスが
付与された VLANに含まれるポート

• ルータポート＝上記以外のポート

●

9 axslldpRemOriginInfoIPv4VlanI
d
{axslldpRemOriginInfoEntry 7}

INTEGER R/O [axslldpRemOriginInfoIPv4PortTypeが
ブリッジポートのとき ]
IPv4アドレスが付与されている VLAN ID
のうち，最も小さいもの。
[axslldpRemOriginInfoIPv4PortTypeが
ルータポートのとき ]
0固定。

●

10 axslldpRemOriginInfoIPv6Addre
ss
{axslldpRemOriginInfoEntry 8}

OCTET 
STRING
(SIZE(0..45)
)

R/O [axslldpRemOriginInfoLowerVlanListに
untaggedだけ設定されているとき ]
隣接装置の当該ポートに付与されている
IPv6アドレス（文字列）。
[上記以外のとき ]
隣接装置の当該ポートで有効であり，かつ
IPv6アドレスが付与されている VLANの
うち，最も小さい IDを持つ VLANに付与
された IPv6アドレス（文字列）。

●

11 axslldpRemOriginInfoIPv6PortT
ype
{axslldpRemOriginInfoEntry 9}

INTEGER R/O 隣接装置の当該ポートのポート種別。
{ブリッジポート (0),
 ルータポート (1)}
• ブリッジポート＝ IPアドレスの定義さ
れていないポートまたは IPアドレスが
付与された VLANに含まれるポート

• ルータポート＝上記以外のポート

●

12 axslldpRemOriginInfoIPv6VlanI
d
{axslldpRemOriginInfoEntry 10}

INTEGER R/O [axslldpRemOriginInfoIPv6PortTypeが
ブリッジポートのとき ]
IPv6アドレスが付与されている VLAN ID
のうち，最も小さいもの。
[axslldpRemOriginInfoIPv6PortTypeが
ルータポートのとき ]
0固定。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.14　ax7800sSwitchグループ (装置のモデル情報MIB)
【【【【AX7800S】】】】

（1） 識別子
 
ax7800sMib OBJECT IDENTIFIER ::= {axsEx 2}
 
ax7800sSwitch OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sMib 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1

（2） 実装仕様

ax7800sSwitchグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-69　ax7800sSwitchグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sModelType
{ax7800sSwitch 1}

INTEGER R/O システム装置のモデル情報（数値）。
• AX7804S-AC(100)
• AX7804S-DC(101)
• AX7808S-AC(102)
• AX7808S-DC(103)
• AX7816S-DC(104)
• AX7816S-AC(105)

●

2 ax7800sSoftware
{ax7800sSwitch 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 本装置のソフトウェア情報。 ●

3 ax7800sSoftwareName
{ax7800sSoftware 1}

DisplayStrin
g

R/O 運用中のソフトウェア型名を文字列で示し
ます (最大 16文字 )。

●

4 ax7800sSoftwareAbbreviation
{ax7800sSoftware 2}

DisplayStrin
g

R/O 運用中のソフトウェアの略称を文字列で示
します (最大 16文字 )。

●

5 ax7800sSoftwareVersion
{ax7800sSoftware 3}

DisplayStrin
g

R/O 運用中のソフトウェアのバージョンを文字
列で示します (最大 16文字 )。

●

6 ax7800sSystemMsg
{ax7800sSwitch 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA システムメッセージ関連情報。 ●

7 ax7800sSystemMsgText
{ax7800sSystemMsg 1}

DisplayStrin
g

R/O 運用ログ上の最新ログ情報。(文字列 )シス
テムメッセージログの最新エントリ情報 (
最大 256文字 )。
ログフォーマットは，「メッセージ・ログレ
ファレンス　1.4.3 運用ログのフォーマッ
ト」を参照してください。

●

8 ax7800sSystemMsgType
{ax7800sSystemMsg 2}

OCTET 
STRING

R/O イベント種別を 1バイトで示します。
イベントが発生した (01)
イベントが回復した (02)

●

9 ax7800sSystemMsgTimeStamp
{ax7800sSystemMsg 3}

DisplayStrin
g

R/O イベント発生時刻 (月日時分秒 )を 14バイ
トの文字列で示します。
"MM/DD hh:mm:ss"で表示します。
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）
• hh：時（00～ 23）
• mm：分（00～ 59）
• ss：秒（00～ 59）

DDと hhの間は，1バイトのスペース文字
が入ります。

●
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10 ax7800sSystemMsgLevel
{ax7800sSystemMsg 4}

OCTET 
STRING

R/O 最新システムメッセージログのレベルを 1
バイトで示します。
• 致命的障害 (9)
• 重度障害 (8)
• RM部障害 (7)
• NIF障害 (6)
• 待機系障害 (5)
• ネットワーク系障害 (4)
• 警告 (3)
• 予備 (2)
• 予備 (1)

●

11 ax7800sSystemMsgEventPoint
{ax7800sSystemMsg 5}

DisplayStrin
g

R/O システムメッセージの障害発生部位のコー
ドを 8バイト以内の文字列で示します。
イベント発生部位の内容は，「メッセージ・
ログレファレンス　1.4.5(3) イベント発生
部位」に対応します。

●

12 ax7800sSystemMsgEventInterf
aceID
{ax7800sSystemMsg 6}

DisplayStrin
g

R/O システムメッセージのインタフェース識別
子を文字列で示します。(最大 40文字 )識
別子の内容は，「メッセージ・ログレファレ
ンス　1.4.5(4) イベント発生インタフェー
ス識別子」に対応します。

●

13 ax7800sSystemMsgEventCode
{ax7800sSystemMsg 7}

OCTET 
STRING

R/O システムメッセージのメッセージ識別子
コードを 4バイトで示します。
0x00000000～ 0xFFFFFFFF
コードの内容は，
「メッセージ・ログレファレンス　1.4.5(5) 
メッセージ識別子および付加情報」に対応
します。

●

14 ax7800sSystemMsgAdditionalC
ode
{ax7800sSystemMsg 8}

OCTET 
STRING

R/O システムメッセージの付加情報を 6バイト
で示します。
0x000000000000～ 0xFFFFFFFFFFFF
コードの内容は，保守用のため公開してい
ません。

●

15 ax7800sSnmpAgent
{ax7800sSwitch 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SNMP関連情報 ●

16 ax7800sSnmpSendReceiveSize
{ax7800sSnmpAgent 1}

INTEGER R/O エージェントが送受信できる SNMPパケッ
トサイズ。
[単位：バイト数 ]

●

17 ax7800sSnmpReceiveDelay
{ax7800sSnmpAgent 2}

INTEGER R/O SNMPパケット推奨受信遅延間隔。
[単位：ミリ秒 ]

●

18 ax7800sSnmpContinuousSend
{ax7800sSnmpAgent 3}

INTEGER R/O 推奨 SNMPパケット連続送信数。 ●

19 ax7800sSnmpObjectMaxNumbe
r
{ax7800sSnmpAgent 4}

INTEGER R/O 推奨 1SNMPパケット当たりのオブジェク
ト数。

●

20 ax7800sLicense
{ax7800sSwitch 6}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ライセンス情報。 ●

21 ax7800sLicenseNumber
{ax7800sLicense 1}

INTEGER R/O 設定されたライセンスシリアル番号の数。 ●

22 ax7800sLicenseTable
{ax7800sLicense 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ライセンス情報のテーブル。 ●

23 ax7800sLicenseEntry
{ax7800sLicenseTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ライセンス情報のエントリ。
INDEX {ax7800sLicenseIndex}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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24 ax7800sLicenseIndex
{ax7800sLicenseEntry 1}

INTEGER NA BCUのシリアル番号ごとにつけられたユ
ニークなインデックス番号。
1～ ax7800sBcuLicenseNumberまでの
数。

●

25 ax7800sLicenseSerialNumber
{ax7800sLicenseEntry 2}

DisplayStrin
g

R/O シリアル番号。 ●

26 ax7800sLicenseOptionNumber
{ax7800sLicenseEntry 3}

INTEGER R/O シリアル番号に関連した，オプションライ
センス数。

●

27 ax7800sLicenseOptionTable
{ax7800sLicense 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のテーブル。

●

28 ax7800sLicenseOptionEntry
{ax7800sLicenseOptionTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のエントリ。
INDEX
{ax7800sLicenseOptionIndex,
 ax7800sLicenseOptionNumberIndex}

●

29 ax7800sLicenseOptionIndex
{ax7800sLicenseOptionEntry 1}

INTEGER NA シリアル番号ごとにつけられたユニークな
インデックス番号。
ax7800sLicenseIndexと同じ番号。

●

30 ax7800sLicenseOptionNumberI
ndex
{ax7800sLicenseOptionEntry 2}

INTEGER NA シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のインデックス番号。
1～ ax7800sLicenseOptionNumberまでの
数。

●

31 ax7800sLicenseOptionSoftware
Name
{ax7800sLicenseOptionEntry 3}

DisplayStrin
g

R/O シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のソフトウェア型名。

●

32 ax7800sLicenseOptionSoftware
Abbreviation
{ax7800sLicenseOptionEntry 4}

DisplayStrin
g

R/O シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のソフトウェア略称。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.15　ax7800sDeviceグループ (装置の筐体情報MIB)
【【【【AX7800S】】】】

3.15.1　ax7800sChassisグループの実装仕様 (筐体情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sChassis OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 1}
 
ax7800sChassisMaxNumber OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sChassis 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.1
 
ax7800sChassisTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sChassis 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2

（2） 実装仕様

ax7800sChassisグループの実装仕様 (筐体情報 )を次の表に示します。

表 3-70　ax7800sChassisグループの実装仕様 (筐体情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sChassisMaxNumber
{ax7800sChassis 1}

INTEGER R/O 本装置に接続できるクラスタ筐体の最大数。
AX7804S-AC，AX7804S-DC，
AX7808S-AC，AX7808S-DC，
AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合 1固定

●

2 ax7800sChassisTable
{ax7800sChassis 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 筐体情報のテーブル。 ●

3 ax7800sChassisEntry
{ax7800sChassisTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての情報エントリ。
[index] {ax7800sChassisIndex}

●

4 ax7800sChassisIndex
{ax7800sChassisEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ax7800sChassisEntryを特定するための番
号。
1固定。

●

5 ax7800sChassisType
{ax7800sChassisEntry 2}

INTEGER R/O 筐体のタイプを示します。
• AX7804S-AC(100)
• AX7804S-DC(101)
• AX7808S-AC(102)
• AX7808S-DC(103)
• AX7816S-DC(104)
• AX7816S-AC(105)

●

6 ax7800sChassisStatus
{ax7800sChassisEntry 3}

INTEGER R/O 筐体の現在のステータス。
稼働中 (2)固定。

●

7 ax7800sBcuBoardDuplexMode
{ax7800sChassisEntry 4}

INTEGER R/O BCUの二重化モードを示します。
• BCU一重化構成 (1)
• BCU二重化構成 (2)

●

8 ax7800sPowerUnitNumber
{ax7800sChassisEntry 5}

INTEGER R/O この筐体に搭載できる電源の数。
• AX7804S-ACの場合：2または 3
• AX7804S-DC，AX7808S-DCの場合：2
• AX7808S-AC，AX7816S-AC，

AX7816S-DCの場合：4

●※
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注※　
AX7804S-ACでは，PSU内蔵型高密度ポート NIFが搭載されているかどうかによって，筐体に搭載
できる電源の数が異なります。
• PSU内蔵型高密度ポート NIFが搭載されていない場合

POW2が未実装の場合は電源の数が 2個となります。
POW2が実装の場合は電源の数が 3個となります。

• PSU内蔵型高密度ポート NIFが搭載されている場合
電源の数が 3個となります。

3.15.2　ax7800sChassisグループの実装仕様 (電源情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sChassis OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 1}
 
ax7800sPowerUnitTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sChassis 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.3

（2） 実装仕様

ax7800sChassisグループの実装仕様 (電源情報 )を次の表に示します。

表 3-71　ax7800sChassisグループの実装仕様 (電源情報 )

9 ax7800sFanNumber
{ax7800sChassisEntry 6}

INTEGER R/O この筐体のメインファンの数。
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：3
• AX7808S-AC，AX7808S-DCの場合：6
• AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合：12

●

10 ax7800sCifNumber
{ax7800sChassisEntry 7}

INTEGER R/O この筐体に搭載できる最大クラスタインタ
フェース（CIF）の数。0固定。

●

11 ax7800sBcuBoardNumber
{ax7800sChassisEntry 8}

INTEGER R/O この筐体に搭載できる最大ルーティングマ
ネージャボード（BCU）の数。
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：1
• AX7808S-AC，AX7808S-DC，

AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合の場
合：2

●

12 ax7800sPsuBoardNumber
{ax7800sChassisEntry 9}

INTEGER R/O この筐体に接続できる PSUボードの数。
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：2
• AX7808S-AC，AX7808S-DCの場合：4
• AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合：8

●

13 ax7800sNifBoardNumber
{ax7800sChassisEntry 10}

INTEGER R/O この筐体に接続できるネットワークインタ
フェース（NIF）ボードの数。
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：4
• AX7808S-AC，AX7808S-DCの場合：8
• AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合：16

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sPowerUnitTable
{ax7800sChassis 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 電源情報のテーブル。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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注※　
AX7804S-ACでは，PSU内蔵型高密度ポートNIFが搭載されているかどうかによって，筐体に搭載
できる電源の数が異なります。
• PSU内蔵型高密度ポート NIFが搭載されていない場合

POW2が未実装の場合は電源の数が 2個となります。
POW2が実装の場合は電源の数が 3個となります。

• PSU内蔵型高密度ポート NIFが搭載されている場合
電源の数が 3個となります。

3.15.3　ax7800sChassisグループの実装仕様 (ファン情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sChassis OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 1}
 
ax7800sFanTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sChassis 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.4

（2） 実装仕様

ax7800sChassisグループの実装仕様 (ファン情報 )を次の表に示します。

表 3-72　ax7800sChassisグループの実装仕様 (ファン情報 )

2 ax7800sPowerUnitEntry
{ax7800sPowerUnitTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 電源情報エントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sPowerUnitIndex}

●

3 ax7800sPowerUnitIndex
{ax7800sPowerUnitEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 電源位置を示すインデックスです。
1～ ax7800sPowerUnitNumberまでの値。
• AX7804S-ACの場合：2または 3
• AX7804S-DC，AX7808S-DCの場合：2
• AX7808S-AC，AX7816S-AC，

AX7816S-DCの場合：4

●※

4 ax7800sPowerConnectStatus
{ax7800sPowerUnitEntry 2}

INTEGER R/O 電源の実装状態を示します。
• 実装 (2)
• 未実装 (32)

●

5 ax7800sPowerSupplyStatus
{ax7800sPowerUnitEntry 3}

INTEGER R/O 電源の運用状態を示します。
• 稼働中 (2)
• 障害中 (4)

電源未実装時は，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sFanTable
{ax7800sChassis 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ファン情報のテーブル。 ●

2 ax7800sFanEntry
{ax7800sFanTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ファン情報エントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sFanIndex}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.15.4　ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (BCU情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 2}
 
ax7800sBcuBoardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sBcuBoard 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1

（2） 実装仕様

ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (BCU情報 )を次の表に示します。

表 3-73　ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (BCU情報 )

3 ax7800sFanIndex
{ax7800sFanEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA メインファン位置を示すインデックスです。
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：3
• AX7808S-AC，AX7808S-DCの場合：6
• AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合：12

●

4 ax7800sFanStatus
{ax7800sFanEntry 2}

INTEGER R/O メインファンの運用状態を示します。
• 稼働中 (2)
• 高速回転中 (3)
• 障害中 (4)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sBcuBoardTable
{ax7800sBcuBoard 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての BCU搭載情報テー
ブル。

●

2 ax7800sBcuBoardEntry
{ax7800sBcuBoardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての BCUエントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sBcuBoardIndex}

●

3 ax7800sBcuBoardIndex
{ax7800sBcuBoardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCU搭載スロットの位置情報を示します。
1～ ax7800sBcuBoardNumberまでの値。
(BCU搭載スロット番号 +1の値 )
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：1
固定

• AX7808S-AC，AX7808S-DC，
AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合：1
～ 2

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 ax7800sBcuIoBoardType
{ax7800sBcuBoardEntry 2}

INTEGER R/O BCU(IO)ボード IDを示します。
• AX7804S-AC，AX7804S-DC用

BCU-SH8MS
(0x00000008)(8)

• AX7804S-AC，AX7804S-DC用
BCU-SH8MS2
(0x00000009)(9)

• AX7804S-AC，AX7804S-DC用
BCU-SM1GS3
(0x0000000a)(10)

• AX7808S-AC，AX7808S-DC用
BCU-SM8MS
(0x00000108)(264)

• AX7808S-AC，AX7808S-DC用
BCU-SM8MS2
(0x00000109)(265)

• AX7808S-AC，AX7808S-DC用
BCU-SM1GS3
(0x0000010a)(266)

• AX7816S-AC，AX7816S-DC用
BCU-SL8MS
(0x00000208)(520)

• AX7816S-AC，AX7816S-DC用
BCU-SL8MS2
(0x00000209)(521)

• AX7816S-AC，AX7816S-DC用
BCU-SL1GS3
(0x0000020a)(522)

BCU(IO)ボード未実装時は，-1で応答しま
す。

●

5 ax7800sBcuCpuBoardType
{ax7800sBcuBoardEntry 3}

INTEGER R/O BCU(CPU)ボード IDを示します。
BCU，BCU-2用 BCU(CPU)ボード ID

0x0300(768)
BCU-3用 BCU(CPU)ボード ID

0x0500(1280)
BCU(CPU)ボード未実装時は，-1で応答し
ます。

●

6 ax7800sBcuOperStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 4}

INTEGER R/O BCUの STATUS LEDの状態を示します。
• other (1)
• 稼働中 (2)
• 障害中 (4)
• 保守中 (5)
• 未実装 (32)

●

7 ax7800sBcuOperModeStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 5}

INTEGER R/O BCUの運用状態を示します。
• other(1)
• 運用系 BCUとして稼働中 (2)
• 待機系 BCUとして稼働中 (3)
• コンフィグレーション不一致による非同
期中 (4)

• ソフトウェアバージョン不一致による非
同期中 (5)

• 障害中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)

BCU未実装時は，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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8 ax7800sBcuActiveLedStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 6}

INTEGER R/O 装置の ACTIVE LEDの状態を示します。
• 緑点灯 (2)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

9 ax7800sBcuReadyLedStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 7}

INTEGER R/O 装置の READY LEDの状態を示します。
• 緑点灯 (2)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

10 ax7800sBcuAlarmLedStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 8}

INTEGER R/O 装置の ALARM LEDの状態を示します。
• 赤点灯 (4)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

11 ax7800sBcuErrorLedStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 9}

INTEGER R/O 装置の ERROR LEDの状態を示します。
• 黄点灯 (5)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

12 ax7800sBcuEmaLedStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 10}

INTEGER R/O 装置の EMA READY LEDの状態を示しま
す。
• 黄点灯 (5)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

13 ax7800sBcuRmEthernetStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 12}

INTEGER R/O RMイーサネットポートの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 障害中 (4)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)
• 回線テスト中 (9)
• 未使用 (コンフィグレーション未設定

)(10)

BCU未実装時は，-1で応答します。

●

14 ax7800sBcuAtaCardNumber
{ax7800sBcuBoardEntry 13}

INTEGER R/O MCのスロットの数を示します。BCU未実
装時は，0で応答します。

●

15 ax7800sBcuAtaBootDev
{ax7800sBcuBoardEntry 14}

INTEGER R/O ブートMCのスロット位置の情報を数値で
示します。(MCスロット番号 +1の値）
• MCスロット #0(1)
• MCスロット #1(2)

BCU未実装時は，-1で応答します。

●

16 ax7800sBcuBoardName
{ax7800sBcuBoardEntry 15}

DisplayStrin
g

R/O BCUボード型名を最大 16文字の文字列で
示します。
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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17 ax7800sBcuBoardAbbreviation
{ax7800sBcuBoardEntry 16}

DisplayStrin
g

R/O BCUボードの略称を最大 16文字の文字列
で示します。
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

18 ax7800sBcuIoBoardProductCod
e
{ax7800sBcuBoardEntry 17}

INTEGER R/O BCU(IO)ボードの製造管理番号を示しま
す。
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

19 ax7800sBcuCpuBoardProductC
ode
{ax7800sBcuBoardEntry 18}

INTEGER R/O BCU(CPU)ボードの製造管理番号を示しま
す。
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

20 ax7800sBcuRmCpuName
{ax7800sBcuBoardEntry 19}

DisplayStrin
g

R/O BCU搭載 CPU名称を最大 16文字の文字
列で示します。(例："AMD K5")
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

21 ax7800sBcuRmCpuClock
{ax7800sBcuBoardEntry 20}

INTEGER R/O BCU搭載 CPUクロックを数値で示しま
す。
[単位：MHz] (例：200)
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

22 ax7800sBcuRmMemoryTotalSiz
e
{ax7800sBcuBoardEntry 21}

INTEGER R/O 搭載メモリサイズを数値で示します。
[単位：kB]
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

23 ax7800sBcuRmMemoryUsedSiz
e
{ax7800sBcuBoardEntry 22}

INTEGER R/O 使用メモリサイズを数値で示します。
[単位：kB]
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

24 ax7800sBcuRmMemoryFreeSiz
e
{ax7800sBcuBoardEntry 23}

INTEGER R/O 未使用メモリサイズを数値で示します。
[単位：kB]
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

25 ax7800sBcuRmRomVersion
{ax7800sBcuBoardEntry 24}

DisplayStrin
g

R/O BCU搭載 ROMのバージョンを文字列で示
します。
(例："ROM 01-01 Rev0 BIOS 
Rev.:R1.02.E4")
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

26 ax7800sBcuRmCpuLoad1m
{ax7800sBcuBoardEntry 25}

INTEGER R/O 1分間の BCU CPU使用率を数値（0～
100）で示します。

●

27 ax7800sBcuTemperatureStatus
Number
{ax7800sBcuBoardEntry 26}

INTEGER R/O この BCUでの最大の
ax7800sTemperatureStatusの数。
該当 BCUが温度測定機能をサポートしな
い場合，または BCU未実装時は 0で応答
します。

●

28 ax7800sBcuCpOperStatus
{ax7800sBcuBoardEntry 27}

INTEGER R/O CPの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• 未実装 (32)

●

29 ax7800sBcuCpCpuName
{ax7800sBcuBoardEntry 28}

DisplayStrin
g

R/O CP CPU名称を最大 16文字の文字列で示
します。
(例："MIPS RM5261")
待機系 BCU未実装時は，レングス 0で応
答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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30 ax7800sBcuCpCpuClock
{ax7800sBcuBoardEntry 29}

INTEGER R/O CP CPUクロックを数値で示します。
[単位：MHz] (例：250)
待機系 BCU未実装時は，-1で応答します。

●

31 ax7800sBcuCpMemoryTotalSize
{ax7800sBcuBoardEntry 30}

INTEGER R/O CPのメインメモリサイズを数値で示しま
す。
[単位：kB](例：32768)

●

32 ax7800sBcuCpCpuLoad1m
{ax7800sBcuBoardEntry 33}

INTEGER R/O 1分間の CP CPU使用率を数値（0～ 100）
で示します。
CPの状態が運用中以外は，CPU使用率は，
0で応答します。また，待機系 BCU内の
CP CPU使用率は，0を応答します。

●

33 ax7800sBcuSerialNumber
{ax7800sBcuBoardEntry 34}

DisplayStrin
g

R/O BCUボードのカード管理情報（シリアル番
号）最大 30文字の文字列で示します。
未実装または close時は，レングス 0で応
答します。

●

34 ax7800sBcuVoltage150
{ax7800sBcuBoardEntry 35}

INTEGER R/O 1.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。[単位：10mV] (例：148)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

35 ax7800sBcuVoltage180
{ax7800sBcuBoardEntry 36}

INTEGER R/O 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。[単位：10mV] (例：183)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

36 ax7800sBcuVoltage250
{ax7800sBcuBoardEntry 37}

INTEGER R/O 2.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。[単位：10mV] (例：250)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

37 ax7800sBcuVoltage330
{ax7800sBcuBoardEntry 38}

INTEGER R/O 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。[単位：10mV] (例：328)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

38 ax7800sBcuVoltage500
{ax7800sBcuBoardEntry 39}

INTEGER R/O 5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で示
します。[単位：10mV] (例：493)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

39 ax7800sBcuVoltage130
{ax7800sBcuBoardEntry 40}

INTEGER R/O 1.3V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。[単位：10mV] (例：133)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

40 ax7800sBcuVoltage105
{ax7800sBcuBoardEntry 41}

INTEGER R/O PBMIF側の 1.05V電圧の観測ポイントで
の電圧を数値で示します。[単位：10mV] (
例：102)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

41 ax7800sBcuVoltage120
{ax7800sBcuBoardEntry 42}

INTEGER R/O PBMIF側の 1.2V電圧の観測ポイントでの
電圧を数値で示します。[単位：10mV] (
例：121)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.15.5　ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (MC情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 2}
 
ax7800sAtaCardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sBcuBoard 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2

（2） 実装仕様

ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (MC情報 )を次の表に示します。

表 3-74　ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (MC情報 )

42 ax7800sBcuPbmCpuCoreVoltag
e
{ax7800sBcuBoardEntry 43}

INTEGER R/O PBMIF側の CpuCore電圧（1.2V～ 1.3V）
の観測ポイントでの電圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：125)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

43 ax7800sBcuPbmVoltage150
{ax7800sBcuBoardEntry 44}

INTEGER R/O PBMIF側の 1.5V電圧の観測ポイントでの
電圧を数値で示します。[単位：10mV] (
例：148)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

44 ax7800sBcuPbmVoltage180
{ax7800sBcuBoardEntry 45}

INTEGER R/O PBMIF側の 1.8V電圧の観測ポイントでの
電圧を数値で示します。[単位：10mV] (
例：183)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sAtaCardTable
{ax7800sBcuBoard 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA MC情報のテーブル。 ●

2 ax7800sAtaCardEntry
{ax7800sAtaCardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA MC情報エントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sBcuBoardIndex,
 ax7800sAtaCardIndex}

●

3 ax7800sAtaCardIndex
{ax7800sAtaCardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA MC挿入スロットの接続位置を示します。
(MC挿入スロット番号 +1の値 )。
1～ ax7800sBcuAtaCardNumberまでの
値。
AX7800S全モデル共通：1～ 2

●

4 ax7800sAtaCardConnection
{ax7800sAtaCardEntry 2}

INTEGER R/O MC接続状態を示します。
• 接続 (2)
• 未接続 (32)

●

5 ax7800sAtaCardTotalSize
{ax7800sAtaCardEntry 3}

INTEGER R/O MCの総容量を数値で示します。[単位：
kB]
MC未接続の場合，-1で応答します。

●

6 ax7800sAtaCardUsedSize
{ax7800sAtaCardEntry 4}

INTEGER R/O MCの使用容量を数値で示します。[単位：
kB]
MC未接続の場合，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.15.6　ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (温度情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 2}
 
ax7800sTemperatureStatusTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sBcuBoard 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3

（2） 実装仕様

ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (温度情報 )を次の表に示します。

表 3-75　ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (温度情報 )

7 ax7800sAtaCardFreeSize
{ax7800sAtaCardEntry 5}

INTEGER R/O MCの残容量を数値で示します。[単位：
kB]
MC未接続の場合，-1で応答します。

●

8 ax7800sAtaCardName
{ax7800sAtaCardEntry 6}

DisplayStrin
g

R/O MCの型名を最大 16文字の文字列で示しま
す。不明MCの場合，"unknown"を示しま
す。MC未接続の場合は，レングス 0で応
答します。

●

9 ax7800sAtaCardAbbreviation
{ax7800sAtaCardEntry 7}

DisplayStrin
g

R/O MCの種別を最大 16文字の文字列で示しま
す。（例："MC256","unknown"）
MC未接続の場合は，レングス 0で応答し
ます。

●

10 ax7800sAtaCardMountStatus
{ax7800sAtaCardEntry 8}

INTEGER R/O MCのマウント状態を示します。
• アンマウント (1)
• マウント (2)

MC未接続の場合，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sTemperatureStatusTabl
e
{ax7800sBcuBoard 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCUについての温度状態のテーブル ●

2 ax7800sTemperatureStatusEnt
ry
{ax7800sTemperatureStatusTab
le 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCUについての温度状態のエントリ。
INDEX
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sBcuBoardIndex,
 ax7800sTemperatureStatusIndex}

●

3 ax7800sTemperatureStatusInde
x
{ax7800sTemperatureStatusEnt
ry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCUの温度監視部分ごとにつけられたユ
ニークなインデックス番号。

●

4 ax7800sTemperatureStatusDes
cr
{ax7800sTemperatureStatusEnt
ry 2}

DisplayStrin
g

R/O この温度監視部分の説明。
• "BCU board Temperature"：BCUボード
の温度

●

5 ax7800sTemperatureStatusValu
e
{ax7800sTemperatureStatusEnt
ry 3}

Integer32 R/O この温度監視部分の現在の温度。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.15.7　ax7800sBcuBoardグループ (SOP情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 2}
 
ax7800sSopTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sBcuBoard 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4

（2） 実装仕様

ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (SOP情報 )を次の表に示します。

表 3-76　ax7800sBcuBoardグループの実装仕様 (SOP情報 )

6 ax7800sTemperatureThreshold
{ax7800sTemperatureStatusEnt
ry 4}

Integer32 R/O 装置が停止状態になる，この温度監視部分
の温度。

●

7 ax7800sTemperatureState
{ax7800sTemperatureStatusEnt
ry 5}

INTEGER R/O この温度監視部分の現在の温度状態。
{正常 (1),
 注意 (2),
 警告 (3),
 異常 (4)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sSopTable
{ax7800sBcuBoard 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SOP情報のテーブル。 ●

2 ax7800sSopEntry
{ax7800sSopTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SOP情報のエントリ。
INDEX
{ax7800sChassisIndex,
ax7800sBcuBoardIndex }

●

3 ax7800sSopAlarmLevel
{ax7800sSopEntry 1}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害のエラーレベル
を文字列で表示します。
• 致命的障害 (E9)
• 重度障害障害 (E8)
• RM部障害 (E7)
• NIF障害 (E6)
• 待機系障害 (E5)

●

4 ax7800sSopAlarmEventPoint
{ax7800sSopEntry 2}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害発生部位を文字
列で表示します。

●

5 ax7800sSopAlarmEventCode
{ax7800sSopEntry 3}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害のメッセージ識
別子を表示します。識別子の内容は，「メッ
セージ・ログレファレンス　3. 装置関連の
障害およびイベント情報」に対応します。

●

6 ax7800sSopAlarmEventInterface
ID
{ax7800sSopEntry 4}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害発生部位のイン
タフェース識別子を表示します。識別子の
内容は，「メッセージ・ログレファレンス　
1.4.5(4) イベント発生インタフェース識別
子」に対応します。

●

7 ax7800sSopAlarmMsgText
{ax7800sSopEntry 5}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害のメッセージテ
キストを表示します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.15.8　ax7800sPsuBoardグループの実装仕様 (PSU情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sPsuBoard OBJECT IDENTIFIER :: = {ax7800sDevice 3}
 
ax7800sPsuBoardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sPsuBoard 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1

（2） 実装仕様

ax7800sPsuBoardグループの実装仕様 (PSU情報 )を次の表に示します。

表 3-77　ax7800sPsuBoardグループの実装仕様 (PSU情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sPsuBoardTable
{ax7800sPsuBoard 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての PSU情報のテーブ
ル。

●

2 ax7800sPsuBoardEntry
{ax7800sPsuBoardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての PSU情報エントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sPsuBoardIndex }

●

3 ax7800sPsuBoardIndex
{ax7800sPsuBoardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA PSU搭載スロットの位置情報を示します。
1～ ax7800sPsuBoardNumberまでの値。
(PSU搭載スロット番号 +1の値 )
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：2
• AX7808S-AC，AX7808S-DCの場合：4
• AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合：8

●

4 ax7800sPsuBoardType
{ax7800sPsuBoardEntry 2}

INTEGER R/O PSUボードのタイプを数値で示します。
  psu-1     (0x4000)（16384）
  psu-2     (0x4100)（16640）
  psu-12    (0x4400)（17408）
  psu-12b   (0x4D02)（19714）
  psu-22    (0x4700)（18176）
  psu-33    (0x4500)（17664）
  psu-43    (0x4900)（18688）
  psu-53    (0x4D00)（19712）
  S12-1G48S (0x5000)（20480）
  S12-1G48T (0x5100)（20736）
  S22-10G4RX(0x5600)（22016）
  S33-10G4RX(0x5700)（22272）
PSU未実装時または，実装している PSU
ボードを特定できない場合，-1で応答しま
す。

●

5 ax7800sPsuOperStatus
{ax7800sPsuBoardEntry 3}

INTEGER R/O PSUの STATUS LEDの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• 保守中 (5)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 未実装 (32)

実装している PSUボードの状態が特定でき
ない場合，other(1)を応答します。

●
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6 ax7800sPsuBoardName
{ax7800sPsuBoardEntry 4}

DisplayStrin
g

R/O PSUのボード型名を最大 16文字の文字列
で示します。（例："AX-xxxxxxx-xx"）
PSU未実装時または，実装している PSU
ボードを特定できない場合，レングス 0で
応答します。
PSU内蔵型高密度ポート NIFボードの場
合は ax7800sNifBoardName値と同じにな
ります。

●

7 ax7800sPsuBoardAbbreviation
{ax7800sPsuBoardEntry 5}

DisplayStrin
g

R/O PSUのボード略称を最大 16文字の文字列
で示します。（例："PSU-1"）
PSU未実装時または，実装している PSU
ボードを特定できない場合，レングス 0で
応答します。

●

8 ax7800sPsuBoardProductCode
{ax7800sPsuBoardEntry 6}

INTEGER R/O PSUのボードのレビジョンを最大 16文字
の文字列で示します。PSU未実装時また
は，実装している PSUボードを特定できな
い場合，-1で応答します。

●

9 ax7800sPsuSerialNumber
{ax7800sPsuBoardEntry 7}

DisplayStrin
g

R/O PSUボードのカード管理情報（シリアル番
号）最大 30文字の文字列で示します。未実
装または close時は，レングス 0で応答し
ます。

●

10 ax7800sPsuVoltage120
{ax7800sPsuBoardEntry 8}

INTEGER R/O 1.2V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：148)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

11 ax7800sPsuVoltage150
{ax7800sPsuBoardEntry 9}

INTEGER R/O 1.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：148)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

12 ax7800sPsuVoltage180
{ax7800sPsuBoardEntry 10}

INTEGER R/O 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：183)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

13 ax7800sPsuVoltage250
{ax7800sPsuBoardEntry 11}

INTEGER R/O 2.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：250)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

14 ax7800sPsuVoltage330
{ax7800sPsuBoardEntry 12}

INTEGER R/O 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：328)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

15 ax7800sPsuVoltage500
{ax7800sPsuBoardEntry 13}

INTEGER R/O 5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で示
します。
[単位：10mV] (例：493)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
341



3.15　ax7800sDeviceグループ (装置の筐体情報 MIB)【AX7800S】
3.15.9　ax7800sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sNifBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 4}
 
ax7800sNifBoardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sNifBoard 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1

（2） 実装仕様

ax7800sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 )を次の表に示します。ax7800sNifBoardType値を「表
3-79　ax7800sNifBoardType値」に示します。

16 ax7800sPsuVoltage120-2
{ax7800sPsuBoardEntry 14}

INTEGER R/O 1.2V電圧の 2個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

17 ax7800sPsuVoltage120-3
{ax7800sPsuBoardEntry 15}

INTEGER R/O 1.2V電圧の 3個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

18 ax7800sPsuVoltage120-4
{ax7800sPsuBoardEntry 16}

INTEGER R/O 1.2V電圧の 4個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

19 ax7800sPsuVoltage120-5
{ax7800sPsuBoardEntry 17}

INTEGER R/O 1.2V電圧の 5個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

20 ax7800sPsuVoltage120-6
{ax7800sPsuBoardEntry 18}

INTEGER R/O 1.2V電圧の 6個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

21 ax7800sPsuVoltage120-7
{ax7800sPsuBoardEntry 19}

INTEGER R/O 1.2V電圧の 7個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

22 ax7800sPsuVoltage120-8
{ax7800sPsuBoardEntry 20}

INTEGER R/O 1.2V電圧の 8個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 3-78　ax7800sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sNifBoardTable
{ax7800sNifBoard 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA スロットに搭載した NIFボード情報のテー
ブル。

●

2 ax7800sNifBoardEntry
{ax7800sNifBoardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体の NIF情報エントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sNifBoardSlotIndex}

●

3 ax7800sNifBoardSlotIndex
{ax7800sNifBoardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA NIF搭載スロットの位置情報を示します。
1～ ax7800sNifBoardNumberまでの値。
(NIF搭載スロット番号 +1の値 )
• AX7804S-AC，AX7804S-DCの場合：1
～ 4

• AX7808S-AC，AX7808S-DCの場合：1
～ 8

• AX7816S-AC，AX7816S-DCの場合：1
～ 16

●

4 ax7800sNifBoardType
{ax7800sNifBoardEntry 2}

INTEGER R/O 実装している NIFボードのタイプを示しま
す。値は
「表 3-79　ax7800sNifBoardType値」を参
照してください。
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，-1で応答します。

●

5 ax7800sNifBoardOperStatus
{ax7800sNifBoardEntry 3}

INTEGER R/O NIFの STATUS LEDの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• 保守中 (5)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 未実装 (32)

PSUが UP時以外は (32)で応答します。

●

6 ax7800sNifBoardName
{ax7800sNifBoardEntry 4}

DisplayStrin
g

R/O NIFボード型名を最大 16文字の文字列で
示します。PSUが UP時以外，または NIF
が未実装もしくは close時は，レングス 0
で応答します。
PSU内蔵型高密度ポート NIFボードの場
合は ax7800sPsuBoardName値と同じにな
ります。

●

7 ax7800sNifBoardAbbreviation
{ax7800sNifBoardEntry 5}

DisplayStrin
g

R/O NIFボード略称を最大 16文字の文字列で
示します。PSUが UP時以外，または NIF
が未実装もしくは close時は，レングス 0
で応答します。

●

8 ax7800sNifBoardProductCode
{ax7800sNifBoardEntry 6}

INTEGER R/O NIFボード製造管理コードを示します。
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，-1で応答します。

●

9 ax7800sNifPhysLineNumber
{ax7800sNifBoardEntry 7}

INTEGER R/O NIFの物理回線数。（最大 48）
ax7800sNifBoardTypeの値が -1，または
other(1)のとき，-1で応答します。

●

10 ax7800sNifSerialNumber
{ax7800sNifBoardEntry 8}

DisplayStrin
g

R/O NIFボードのカード管理情報（シリアル番
号）最大 30文字の文字列で示します。
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，レングス 0で応答し
ます。

●
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11 ax7800sNifVoltageAM520
{ax7800sNifBoardEntry 9}

INTEGER R/O アナログ -5.2V電圧の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：-515)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

12 ax7800sNifVoltage150
{ax7800sNifBoardEntry 10}

INTEGER R/O 1.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：148)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

13 ax7800sNifVoltage180
{ax7800sNifBoardEntry 11}

INTEGER R/O 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：183)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

14 ax7800sNifVoltageA180
{ax7800sNifBoardEntry 12}

INTEGER R/O アナログ 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。
[単位：10mV] (例：184)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

15 ax7800sNifVoltage250
{ax7800sNifBoardEntry 13}

INTEGER R/O 2.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：250)
PSUまたは NIFが，未実装または close時
は，0を応答します。

●

16 ax7800sNifVoltage330
{ax7800sNifBoardEntry 14}

INTEGER R/O 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：328)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

17 ax7800sNifVoltageA330
{ax7800sNifBoardEntry 15}

INTEGER R/O アナログ 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。
[単位：10mV] (例：328)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

18 ax7800sNifVoltageA500
{ax7800sNifBoardEntry 16}

INTEGER R/O 5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で示
します。10GBASE-Rおよび 10GBASE-W
の場合，アナログ 5V電圧になります。
[単位：10mV] (例：493)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

19 ax7800sNifVoltage330S
{ax7800sNifBoardEntry 17}

INTEGER R/O 3.3V電圧（2系）の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。
[単位：10mV] (例：328)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

20 ax7800sNifVoltage500S
{ax7800sNifBoardEntry 18}

INTEGER R/O 5.0V電圧（2系）の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。
[単位：10mV] (例：493)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 3-79　ax7800sNifBoardType値

21 ax7800sNifVoltage120
{ax7800sNifBoardEntry 19}

INTEGER R/O 1.2V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：123)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

22 ax7800sNifVoltageA500-2
{ax7800sNifBoardEntry 20}

INTEGER R/O 5V電圧の 2個所目の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。10GBASE-Rおよび
10GBASE-Wの場合，アナログ 5V電圧に
なります。
[単位：10mV] (例：493)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

23 ax7800sNifVoltage150S
{ax7800sNifBoardEntry 21}

INTEGER R/O 1.5V電圧（2系）の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。
[単位：10mV] (例：148)
PSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

NIF名称 ax7800sNifBoardName
値

ax7800sNifBoardType値

16進 10進

12-port 1000BASE-X(SFP) VRRP機能拡張 AX-F6244-361SA 0x8002 32770

6-port 1000BASE-X(GBIC) VRRP機能拡張 AX-F6244-361GA 0x8004 32772

12-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
VRRP機能拡張

AX-F6244-361TA 0x800A 32778

48-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T AX-F6244-366T 0x8036 32822

1-port 10GBASE-ER AX-F6244-362E 0x8012 32786

1-port 10GBASE-R(XFP) AX-F6244-362XFP 0x8014 32788

1-port 10GBASE-R(XFP) AX-F6244-362XFPA 0x8018 32792

1-port 10GBASE-LW AX-F6244-363LW 0x8021 32801

1-port 10GBASE-EW AX-F6244-363EW 0x8022 32802

4-port 1000BASE-X(SFP)-SHAPER AX-F6244-364SHP 0x800F 32783

8-port 1000BASE-X(SFP)-SHAPER AX-F6244-364SHPA 0x800E 32782

8-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T + 4-port 
1000BASE-X(SFP)

AX-F6244-361M 0x8037 32823

48-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
（PSU-12内蔵）

AX-F6244-366T12 0x8033 32819

48-port 1000BASE-X(SFP)
（PSU-12内蔵）

AX-F6244-366S12 0x8032 32818

4-port 10GBASE-R(XFP)
（PSU-22内蔵）

AX-F6244-367X22 0x8015 32789

4-port 10GBASE-R(XFP)（PSU-33内蔵） AX-F6244-367X33 0x8016 32790

4-port OC-48c/STM-16 POS(SFP,single-mode) AX-F6244-352S 0xA010 40976

1-port OC-192c/STM-64 POS(G.652 single-mode,2km) AX-F6244-351S 0xA000 40960

1-port OC-192c/STM-64 POS(G.652 single-mode,40km) AX-F6244-351S4 0xA001 40961

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.15.10　ax7800sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回線 )情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sPhysLine OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sDevice 5}
 
ax7800sPhysLineTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sPhysLine 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1

（2） 実装仕様

ax7800sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回線 )情報 )を次の表に示します。

表 3-80　ax7800sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回線 )情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sPhysLineTable
{ax7800sPhysLine 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線情報のテーブル。 ●

2 ax7800sPhysLineEntry
{ax7800sPhysLineTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線についての情報エントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sNifBoardSlotIndex,
 ax7800sPhysLineIndex}

●

3 ax7800sPhysLineIndex
{ax7800sPhysLineEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線番号の情報を示します。
1～ ax7800sNifLineNumberまでの値
(Line番号 +1の値 )。

●

4 ax7800sPhysLineConnectorTyp
e
{ax7800sPhysLineEntry 2}

INTEGER R/O 交換可能なトランシーバ上のインタフェー
ス種別。物理回線状態が稼働中，運用中
（回線障害発生中）および回線テスト中の場
合に表示します。
種別が不明または交換不可のトランシーバ，
物理回線状態が稼働中，運用中（回線障害
発生中）および回線テスト中以外の場合は
other(1)を応答します。
• other(1)
• type1000BASE-LX(301)
• type1000BASE-SX(302)
• type1000BASE-LH(303)
• type1000BASE-LHB(310)
• type10GBASE-SR(401)
• type10GBASE-LR(402)
• type10GBASE-ER(403)
• type10GBASE-ZR(404)
• typeOC-48c/STM-16 POS 2km(103)
• typeOC-48c/STM-16 POS 40km(104)

●

5 ax7800sPhysLineOperStatus
{ax7800sPhysLineEntry 3}

INTEGER R/O 物理回線の状態を示します。
• other（1）
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)
• 運用中 (回線障害発生中 )(8)
• 回線テスト中 (9)
• 未使用 (コンフィグレーション未設定

)(10)

●
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3.15.11　ax7800sInterfaceグループの実装仕様 (インタフェースイン
デックス情報 )

（1） 識別子
 
ax7800sInterface OBJECT IDENTIFIER ：：= {ax7800sDevice 6}
 
ax7800sLineIfTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {ax7800sInterface 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6.1

（2） 実装仕様

ax7800sInterfaceグループ (インタフェースインデックス情報 )を次の表に示します。

表 3-81　ax7800sInterfaceグループの実装仕様 (インタフェースインデックス情報 )

6 ax7800sPhysLineIfIndexNumbe
r
{ax7800sPhysLineEntry 4}

INTEGER R/O 物理回線に含まれる ifIndex数を示します。
PSU未実装時，または NIF未実装時は，-1
で応答します。

●

7 ax7800sPhysLineTransceiverSt
atus
{ax7800sPhysLineEntry 5}

INTEGER R/O 交換可能なトランシーバの種別と実装状態
を示します。物理回線状態が稼働中，運用
中（回線障害発生中）および回線テスト中
の場合に表示します。
• 交換可能なトランシーバではない (1)
• GBIC実装 (10)
• GBIC未実装 (11)
• 未サポートの GBIC実装 (12)
• GBICの実装状態が不明 (13)
• SFP実装 (20)
• SFP未実装 (21)
• 未サポートの SFP実装 (22)
• SFPの実装状態が不明 (23)
• XFP実装 (30)
• XFP未実装 (31)
• 未サポートの XFP実装 (32)
• XFPの実装状態が不明 (33)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sLineIfTable
{ax7800sInterface 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線 -ifIndex対応のテーブル情報。 ●

2 ax7800sLineIfEntry
{ax7800sLineIfTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線に割り当てられている ifIndexに
関するエントリ。
[index]
{ax7800sChassisIndex,
 ax7800sNifBoardSlotIndex,
 ax7800sPhysLineIndex,
 ax7800sLineIfIndex}

●

3 ax7800sLineIfIndex
{ax7800sLineIfEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値を示します。
1～ ax7800sPhysLineIfIndexNumberまで
の値。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 ax7800sIfIndex
{ax7800sLineIfEntry 2}

INTEGER R/O この物理回線に割り当てられた ifIndexの
値を示します。
このインタフェースに，ifIndex未割り当て
の場合は，0を応答します。

●

5 ax7800sIfIpAddress
{ax7800sLineIfEntry 3}

IpAddress R/O この物理回線に割り当てられた ifIndexに
対応する IPアドレスを示します。
IPアドレス未割り当ての場合，または
IPv6アドレスが割り当てられている場合，
0.0.0.0とします。

●

6 ax7800sIfIpv6Address
{ax7800sLineIfEntry 4}

OCTET 
STRING

R/O この物理回線に割り当てられた ifIndexに
対応する IPv6アドレスを示します。
IPv6アドレス未割り当ての場合または，
IPv4アドレスだけが割り当てられている場
合，00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00とします。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
348



3.16　ax7800sManagementMIBグループ (装置の状態／情報の変更を行う )【AX7800S】
3.16　ax7800sManagementMIBグループ (装置の状態
／情報の変更を行う )【【【【AX7800S】】】】

3.16.1　ax7800sFdbClearMIBグループ (FDB Clear用 MIB)

（1） 識別子
 
ax7800sMib OBJECT IDENTIFIER ::= {axsEx 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2
 
ax7800sManagementMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sMib 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3
 
ax7800sOperationCommand OBJECT IDENTIFIER ::= {ax7800sManagementMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3.1

（2） 実装仕様

ax7800sFdbClearMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-82　ax7800sFdbClearMIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax7800sFdbClearMIB
{ax7800sOperationCommand 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Fdb情報をクリアするためのMIBグループ ●

2 ax7800sFdbClearSet
{ax7800sFdbClearMIB 1}

INTEGER R/W Fdb clear情報。
｛初期値 (0),
 clear処理中 (1),
 clear失敗 (2),
 clear成功 (3)}
Setを行う場合，1を設定する。

●

3 ax7800sFdbClearReqTime
{ax7800sFdbClearMIB 2}

TimeTicks R/O 最も最近に Fdb情報のクリア要求を受付け
た時間 (sysUpTime)。

●

4 ax7800sFdbClearSuccessTime
{ax7800sFdbClearMIB 3}

TimeTicks R/O Fdb情報のクリアが行われた最新の時間
(sysUpTime)。

●

349
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3.17　ax5400sSwitchグループ（装置のモデル情報
MIB）【【【【AX5400S】】】】

（1） 識別子
 
ax5400sMib OBJECT IDENTIFIER ::= {axsEx 3}
 
ax5400sSwitch OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sMib 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1
 
ax5400sLicense OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sSwitch 6}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6

（2） 実装仕様

ax5400sSwitchグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-83　ax5400sSwitchグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sModelType
{ax5400sSwitch 1}

INTEGER R/O システム装置のモデル情報（数値）
• AX5402S(200)
• AX5404S(201)

●

2 ax5400sSoftware
{ax5400sSwitch 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 本装置のソフトウェア情報。 ●

3 ax5400sSoftwareName
{ax5400sSoftware 1}

DisplayStrin
g

R/O 運用中のソフトウェア型名を文字列で示し
ます (最大 16文字 )。

●

4 ax5400sSoftwareAbbreviation
{ax5400sSoftware 2}

DisplayStrin
g

R/O 運用中のソフトウェアの略称を文字列で示
します (最大 16文字 )。

●

5 ax5400sSoftwareVersion
{ax5400sSoftware 3}

DisplayStrin
g

R/O 運用中のソフトウェアのバージョンを文字
列で示します (最大 16文字 )。

●

6 ax5400sSystemMsg
{ax5400sSwitch 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA システムメッセージ関連情報。 ●

7 ax5400sSystemMsgText
{ax5400sSystemMsg 1}

DisplayStrin
g

R/O 運用ログ上の最新ログ情報 (文字列 )。
システムメッセージログの最新エントリ情
報 (最大 256文字 )。
ログフォーマットは，「メッセージ・ログレ
ファレンス　1.4.3 運用ログのフォーマッ
ト」を参照してください。

●

8 ax5400sSystemMsgType
{ax5400sSystemMsg 2}

OCTET 
STRING

R/O イベント種別を 1バイトで示します。
イベントが発生した (01)
イベントが回復した (02)

●

9 ax5400sSystemMsgTimeStamp
{ax5400sSystemMsg 3}

DisplayStrin
g

R/O イベント発生時刻 (月日時分秒 )を 14バイ
トの文字列で示します。
"MM/DD hh:mm:ss"で表示します。
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）
• hh：時（00～ 23）
• mm：分（00～ 59）
• ss：秒（00～ 59）

DDと hhの間は，1バイトのスペース文字
が入ります。

●
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10 ax5400sSystemMsgLevel
{ax5400sSystemMsg 4}

OCTET 
STRING

R/O 最新システムメッセージログのレベルを 1
バイトで示します。
• 致命的障害（9）
• 重度障害 (8)
• RM部障害 (7)
• NIF障害 (6)
• 待機系障害 (5)
• ネットワーク系障害 (4)
• 警告 (3)
• 予備 (2)
• 予備 (1)

●

11 ax5400sSystemMsgEventPoint
{ax5400sSystemMsg 5}

DisplayStrin
g

R/O システムメッセージの障害発生部位のコー
ドを 8バイト以内の文字列で示します。
イベント発生部位の内容は，「メッセージ・
ログレファレンス　1.4.5(3) イベント発生
部位」に対応します。

●

12 ax5400sSystemMsgEventInterf
aceID
{ax5400sSystemMsg 6}

DisplayStrin
g

R/O システムメッセージのインタフェース識別
子を文字列で示します (最大 40文字 )。
識別子の内容は，「メッセージ・ログレファ
レンス　1.4.5(4) イベント発生インタ
フェース識別子」に対応します。

●

13 ax5400sSystemMsgEventCode
{ax5400sSystemMsg 7}

OCTET 
STRING

R/O システムメッセージのメッセージ識別子
コードを 4バイトで示します。
0x00000000～ 0xFFFFFFFF
コードの内容は，「メッセージ・ログレファ
レンス　1.4.5(5) メッセージ識別子および
付加情報」に対応します。

●

14 ax5400sSystemMsgAdditionalC
ode
{ax5400sSystemMsg 8}

OCTET 
STRING

R/O システムメッセージの付加情報を 6バイト
で示します。
0x000000000000～ 0xFFFFFFFFFFFF
コードの内容は，保守用のため公開してい
ません。

●

15 ax5400sSnmpAgent
{ax5400sSwitch 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SNMP関連情報。 ●

16 ax5400sSnmpSendReceiveSize
{ax5400sSnmpAgent 1}

INTEGER R/O エージェントが送受信可能な SNMPパケッ
トサイズ。
[単位：バイト数 ]

●

17 ax5400sSnmpReceiveDelay
{ax5400sSnmpAgent 2}

INTEGER R/O SNMPパケット推奨受信遅延間隔。[単位：
ミリ秒 ]

●

18 ax5400sSnmpContinuousSend
{ax5400sSnmpAgent 3}

INTEGER R/O 推奨 SNMPパケット連続送信数。 ●

19 ax5400sSnmpObjectMaxNumbe
r
{ax5400sSnmpAgent 4}

INTEGER R/O 推奨 SNMPパケット当たりのオブジェクト
数。

●

20 ax5400sLicense
{ax5400sSwitch 6}

INTEGER R/O ライセンス情報。 ●

21 ax5400sLicenseNumber
{ax5400sLicense 1}

INTEGER R/O 設定されたライセンスシリアル番号の数。 ●

22 ax5400sLicenseTable
{ax5400sLicense 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ライセンス情報のテーブル。 ●

23 ax5400sLicenseEntry
{ax5400sLicenseTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ライセンス情報のエントリ。 INDEX 
{ax5400sLicenseIndex}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
351



3.17　ax5400sSwitchグループ（装置のモデル情報 MIB）【AX5400S】
24 ax5400sLicenseIndex
{ax5400sLicenseEntry 1}

INTEGER NA シリアル番号ごとにつけられたユニークな
インデックス番号。
1～ ax5400sLicenseNumberまでの数。

●

25 ax5400sLicenseSerialNumber
{ax5400sLicenseEntry 2}

DisplayStrin
g

R/O シリアル番号。 ●

26 ax5400sLicenseOptionNumber
{ax5400sLicenseEntry 3}

INTEGER R/O シリアル番号に関連した，オプションライ
センス数。

●

27 ax5400sLicenseOptionTable
{ax5400sLicense 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のテーブル。

●

28 ax5400sLicenseOptionEntry
{ax5400sLicenseOptionTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のエントリ。
INDEX
{ax5400sLicenseOptionIndex
 ax5400sLicenseOptionNumberIndex }

●

29 ax5400sLicenseOptionIndex
{ax5400sLicenseOptionEntry 1}

INTEGER NA シリアル番号ごとにつけられたユニークな
インデックス番号。
ax5400sLicenseIndexと同じ番号。

●

30 ax5400sLicenseOptionNumberI
ndex
{ax5400sLicenseOptionEntry 2}

INTEGER NA シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のインデックス番号。
1～ ax5400sLicenseOptionNumberまでの
数。

●

31 ax5400sLicenseOptionSoftware
Name
{ax5400sLicenseOptionEntry 3}

DisplayStrin
g

R/O シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のソフトウェア型名。

●

32 ax5400sLicenseOptionSoftware
Abbreviation
{ax5400sLicenseOptionEntry 4}

DisplayStrin
g

R/O シリアル番号に関連した，オプションライ
センス情報のソフトウェア略称。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.18　ax5400sDeviceグループ（装置の筐体情報MIB）
【【【【AX5400S】】】】

3.18.1　ax5400sChassisグループの実装仕様 (筐体情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sChassis OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 1}
 
ax5400sChassisMaxNumber OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sChassis 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.1
 
ax5400sChassisTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sChassis 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2

（2） 実装仕様

ax5400sChassisグループの実装仕様 (筐体情報 )を次の表に示します。

表 3-84　ax5400sChassisグループの実装仕様 (筐体情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sChassisMaxNumber
{ax5400sChassis 1}

INTEGER R/O 本装置に接続できるクラスタ筐体の最大数。
AX5402S, AX5404Sの場合 1固定。

●

2 ax5400sChassisTable
{ax5400sChassis 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 筐体情報のテーブル。 ●

3 ax5400sChassisEntry
{ax5400sChassisTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての情報エントリ。
[index] {ax5400sChassisIndex}

●

4 ax5400sChassisIndex
{ax5400sChassisEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ax5400sChassisEntryを特定するための番
号。
1固定。

●

5 ax5400sChassisType
{ax5400sChassisEntry 2}

INTEGER R/O 筐体のタイプを示します。
• AX5402S(200)
• AX5404S(201)

●

6 ax5400sChassisStatus
{ax5400sChassisEntry 3}

INTEGER R/O 筐体の現在のステータス。
稼働中 (2)固定。

●

7 ax5400sBcuBoardDuplexMode
{ax5400sChassisEntry 4}

INTEGER R/O BCUの二重化モードを示します。
• BCU一重化構成 (1)
• BCU二重化構成 (2)

●

8 ax5400sPowerUnitNumber
{ax5400sChassisEntry 5}

INTEGER R/O この筐体に搭載できる電源の数。
• AX5402Sの場合：2
• AX5404Sの場合：4

●

9 ax5400sFanNumber
{ax5400sChassisEntry 6}

INTEGER R/O この筐体のメインファンの数。
• AX5402Sの場合：6
• AX5404Sの場合：12

●

10 ax5400sCifNumber
{ax5400sChassisEntry 7}

INTEGER R/O この筐体に搭載可能な最大クラスタインタ
フェース（CIF）の数。0固定。

●

11 ax5400sBcuBoardNumber
{ax5400sChassisEntry 8}

INTEGER R/O この筐体に搭載できる最大ベースコント
ロールユニット（BCU）の数。
• AX5402Sの場合：1
• AX5404Sの場合：2

●
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3.18.2　ax5400sChassisグループの実装仕様 (電源情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sChassis OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 1}
 
ax5400sPowerUnitTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sChassis 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.3

（2） 実装仕様

ax5400sChassisグループの実装仕様 (電源情報 )を次の表に示します。

表 3-85　ax5400sChassisグループの実装仕様 (電源情報 )

12 ax5400sBsuBoardNumber
{ax5400sChassisEntry 9}

INTEGER R/O この筐体に接続できるベーススイッチング
プロセッシングユニット（BSU）の数。
• AX5402Sの場合：1
• AX5404Sの場合：2

●

13 ax5400sNifBoardNumber
{ax5400sChassisEntry 10}

INTEGER R/O この筐体に接続できるネットワークインタ
フェース（NIF）ボードの数。
• AX5402Sの場合：2
• AX5404Sの場合：4

●

14 ax5400sChassisMacAddress
{ax5400sChassisEntry 11}

MacAddress R/O 筐体のMACアドレス ●

15 ax5400sChassisSerialNumber
{ax5400sChassisEntry 12}

DisplayStrin
g

R/O 筐体の管理情報（シリアル番号）最大 30文
字の文字列で示します。未実装もしくは
close時は，レングス 0で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sPowerUnitTable
{ax5400sChassis 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 電源情報のテーブル。 ●

2 ax5400sPowerUnitEntry
{ax5400sPowerUnitTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 電源情報エントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sPowerUnitIndex}

●

3 ax5400sPowerUnitIndex
{ax5400sPowerUnitEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 電源位置を示すインデックスです。
1～ ax5400sPowerUnitNumberまでの値。
• AX5402Sの場合：2
• AX5404Sの場合：4

●

4 ax5400sPowerConnectStatus
{ax5400sPowerUnitEntry 2}

INTEGER R/O 電源の実装状態を示します。
• 実装 (2)
• 未実装 (32)

●

5 ax5400sPowerSupplyStatus
{ax5400sPowerUnitEntry 3}

INTEGER R/O 電源の運用状態を示します。
• 稼働中 (2)
• 障害中 (4)

電源未実装時は，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.18.3　ax5400sChassisグループの実装仕様 (ファン情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sChassis OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 1}
 
ax5400sFanTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sChassis 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.4

（2） 実装仕様

ax5400sChassisグループの実装仕様 (ファン情報 )を次の表に示します。

表 3-86　ax5400sChassisグループの実装仕様 (ファン情報 )

3.18.4　ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (BCU情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 2}
 
ax5400sBcuBoardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sBcuBoard 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1

（2） 実装仕様

ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (BCU情報 )を次の表に示します。

表 3-87　ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (BCU情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sFanTable
{ax5400sChassis 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ファン情報のテーブル。 ●

2 ax5400sFanEntry
{ax5400sFanTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA ファン情報エントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sFanIndex}

●

3 ax5400sFanIndex
{ax5400sFanEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA メインファン位置を示すインデックスです。
• AX5402Sの場合：6
• AX5404Sの場合：12

●

4 ax5400sFanStatus
{ax5400sFanEntry 2}

INTEGER R/O メインファンの運用状態を示します。
• 稼働中 (2)
• 高速回転中 (3)
• 障害中 (4)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sBcuBoardTable
{ax5400sBcuBoard 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての BCU搭載情報テー
ブル。

●

2 ax5400sBcuBoardEntry
{ax5400sBcuBoardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体についての BCUエントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sBcuBoardIndex }

●
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3 ax5400sBcuBoardIndex
{ax5400sBcuBoardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCU搭載スロットの位置情報を示します。
1～ ax5400sBcuBoardNumberまでの値。
(BCU搭載スロット番号 +1の値 )
• AX5402Sの場合：1固定
• AX5404Sの場合：1～ 2

●

4 ax5400sBcuIoBoardType
{ax5400sBcuBoardEntry 2}

INTEGER R/O BCU(IO)ボード IDを示します。
• AX5402S用 BCU-C5MS

(0x00001008)(4104)
• AX5404S用 BCU-S5MS

(0x00001108)(4360)

BCU(IO)ボード未実装時は，-1で応答しま
す。

●

5 ax5400sBcuCpuBoardType
{ax5400sBcuBoardEntry 3}

INTEGER R/O BCU(CPU)ボード IDを示します。
BCU用 BCU(CPU)ボード ID

0x0400(1024)
BCU(CPU)ボード未実装時は，-1で応答し
ます。

●

6 ax5400sBcuOperStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 4}

INTEGER R/O BCUの STATUS LEDの状態を示します。
• other (1)
• 稼働中 (2)
• 障害中 (4)
• 保守中 (5)
• 未実装 (32)

●

7 ax5400sBcuOperModeStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 5}

INTEGER R/O BCUの運用状態を示します。
• other(1)
• 運用系 BCUとして稼働中 (2)
• 待機系 BCUとして稼働中 (3)
• コンフィグレーション不一致による非同
期中 (4)

• S/Wバージョン不一致による非同期中
(5)

• 障害中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)

BCU未実装時は，-1で応答します。

●

8 ax5400sBcuActiveLedStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 6}

INTEGER R/O 装置の ACTIVE LEDの状態を示します。
• 緑点灯 (2)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

9 ax5400sBcuReadyLedStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 7}

INTEGER R/O 装置の READY LEDの状態を示します。
• 緑点灯 (2)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

10 ax5400sBcuAlarmLedStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 8}

INTEGER R/O 装置の ALARM LEDの状態を示します。
• 赤点灯 (4)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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11 ax5400sBcuErrorLedStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 9}

INTEGER R/O 装置の ERROR LEDの状態を示します。
• 黄点灯 (5)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

12 ax5400sBcuEmaLedStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 10}

INTEGER R/O 装置の EMA SUPPRESS LEDの状態を示
します。
• 黄点灯 (5)
• 消灯 (6)

BCU未実装時，または LED状態が不明の
とき，-1で応答します。

●

13 ax5400sBcuMgmtPortStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 12}

INTEGER R/O リモートマネージメントポートの状態を示
します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 障害中 (4)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)
• 回線テスト中 (9)
• 未使用 (コンフィグレーション未設定

)(10)

BCU未実装時は，-1で応答します。

●

14 ax5400sBcuMaintenancePortSt
atus
{ax5400sBcuBoardEntry 13}

INTEGER R/O メインテナンスポートの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 障害中 (4)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)
• 回線テスト中 (9)

BCU未実装時は，-1で応答します。

●

15 ax5400sBcuAtaCardNumber
{ax5400sBcuBoardEntry 14}

INTEGER R/O MCのスロットの数を示します。BCU未実
装時は，0で応答します。

●

16 ax5400sBcuAtaBootDev
{ax5400sBcuBoardEntry 15}

INTEGER R/O ブートMCのスロット位置の情報を数値で
示します。(MCスロット番号 +1の値）
• MCスロット #0(1)
• MCスロット #1(2)

BCU未実装時は，-1で応答します。

●

17 ax5400sBcuBoardName
{ax5400sBcuBoardEntry 16}

DisplayStrin
g

R/O BCUボード型名を最大 16文字の文字列で
示します。
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

18 ax5400sBcuBoardAbbreviation
{ax5400sBcuBoardEntry 17}

DisplayStrin
g

R/O BCUボードの略称を最大 16文字の文字列
で示します。
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

19 ax5400sBcuIoBoardProductCod
e
{ax5400sBcuBoardEntry 18}

INTEGER R/O BCU(IO)ボードの製造管理番号を示しま
す。
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

20 ax5400sBcuCpuBoardProductC
ode
{ax5400sBcuBoardEntry 19}

INTEGER R/O BCU(CPU)ボードの製造管理番号を示しま
す。
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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21 ax5400sBcuRmCpuName
{ax5400sBcuBoardEntry 20}

DisplayStrin
g

R/O BCU搭載 CPU名称を最大 16文字の文字
列で示します。(例："AMD K5")
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

22 ax5400sBcuRmCpuClock
{ax5400sBcuBoardEntry 21}

INTEGER R/O BCU搭載 CPUクロックを数値で示しま
す。
[単位：MHz] (例：200)
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

23 ax5400sBcuRmMemoryTotalSiz
e
{ax5400sBcuBoardEntry 22}

INTEGER R/O 搭載メモリサイズを数値で示します。
[単位：kB]
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

24 ax5400sBcuRmMemoryUsedSiz
e
{ax5400sBcuBoardEntry 23}

INTEGER R/O 使用メモリサイズを数値で示します。
[単位：kB]
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

25 ax5400sBcuRmMemoryFreeSiz
e
{ax5400sBcuBoardEntry 24}

INTEGER R/O 未使用メモリサイズを数値で示します。
[単位：kB]
BCU未実装時は，-1で応答します。

●

26 ax5400sBcuRmRomVersion
{ax5400sBcuBoardEntry 25}

DisplayStrin
g

R/O BCU搭載 ROMのバージョンを文字列で示
します。
(例："ROM 01-01 Rev0 BIOS 
Rev.:R1.02.E4")
BCU未実装時は，レングス 0で応答しま
す。

●

27 ax5400sBcuRmCpuLoad1m
{ax5400sBcuBoardEntry 26}

INTEGER R/O 1分間の BCU CPU使用率を数値（0～
100）で示します。

●

28 ax5400sBcuTemperatureStatus
Number
{ax5400sBcuBoardEntry 27}

INTEGER R/O この BCUでの最大の
ax5400sTemperatureStatusの数。
該当 BCUが温度測定機能をサポートしな
い場合，または BCU未実装時は 0で応答
します。

●

29 ax5400sBcuCpOperStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 28}

INTEGER R/O CPの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• 待機系 BCU未実装 (32)

●

30 ax5400sBcuCpCpuName
{ax5400sBcuBoardEntry 29}

DisplayStrin
g

R/O CP CPU名称を最大 16文字の文字列で示
します。
(例："MIPS RM5261")
待機系 BCU未実装時は，レングス 0で応
答します。

●

31 ax5400sBcuCpCpuClock
{ax5400sBcuBoardEntry 30}

INTEGER R/O CP CPUクロックを数値で示します。
[単位：MHz] (例：250)
待機系 BCU未実装時は，-1で応答します。

●

32 ax5400sBcuCpMemoryTotalSize
{ax5400sBcuBoardEntry 31}

INTEGER R/O CPのメインメモリサイズを数値で示しま
す。
[単位：kB](例：32768)

●

33 ax5400sBcuCpCpuLoad1m
{ax5400sBcuBoardEntry 32}

INTEGER R/O 1分間の CP CPU使用率を数値（0～ 100）
で示します。
CPの状態が運用中以外は，CPU使用率は，
0で応答します。また，待機系 BCU内の
CP CPU使用率は，0を応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.18.5　ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (MC情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 2}
 
ax5400sAtaCardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sBcuBoard 2}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2

（2） 実装仕様

ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (MC情報 )を次の表に示します。

表 3-88　ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (MC情報 )

34 ax5400sBcuSerialNumber
{ax5400sBcuBoardEntry 33}

DisplayStrin
g

R/O BCUボードのカード管理情報（シリアル番
号）最大 30文字の文字列で示します。
未実装または close時は，レングス 0で応
答します。

●

35 ax5400sBcuVoltage150
{ax5400sBcuBoardEntry 34}

INTEGER R/O 1.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：148)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

36 ax5400sBcuVoltage180
{ax5400sBcuBoardEntry 35}

INTEGER R/O 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：183)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

37 ax5400sBcuVoltage250
{ax5400sBcuBoardEntry 36}

INTEGER R/O 2.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：250)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

38 ax5400sBcuVoltage330
{ax5400sBcuBoardEntry 37}

INTEGER R/O 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：328)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

39 ax5400sBcuVoltage500
{ax5400sBcuBoardEntry 38}

INTEGER R/O 5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で示
します。
[単位：10mV] (例：493)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

40 ax5400sBcuVoltage330-2
{ax5400sBcuBoardEntry 45}

INTEGER R/O 3.3V電圧の 2個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：328)
待機系 BCU未実装時または close時は 0を
応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sAtaCardTable
{ax5400sBcuBoard 2}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA MC情報のテーブル。 ●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.18.6　ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (温度情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 2}
 
ax5400sTemperatureStatusTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sBcuBoard 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3

（2） 実装仕様

ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (温度情報 )を次の表に示します。

2 ax5400sAtaCardEntry
{ax5400sAtaCardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA MC情報エントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sBcuBoardIndex,
 ax5400sAtaCardIndex}

●

3 ax5400sAtaCardIndex
{ax5400sAtaCardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA MC挿入スロットの接続位置を示します。
(MC挿入スロット番号 +1の値 )。
1～ ax5400sBcuAtaCardNumberまでの
値。
AX5400S全モデル共通：1～ 2

●

4 ax5400sAtaCardConnection
{ax5400sAtaCardEntry 2}

INTEGER R/O MC接続状態を示します。
• 接続 (2)
• 未接続 (32)

●

5 ax5400sAtaCardTotalSize
{ax5400sAtaCardEntry 3}

INTEGER R/O MCの総容量を数値で示します。[単位：
kB]
MC未接続の場合，-1で応答します。

●

6 ax5400sAtaCardUsedSize
{ax5400sAtaCardEntry 4}

INTEGER R/O MCの使用容量を数値で示します。[単位：
kB]
MC未接続の場合，-1で応答します。

●

7 ax5400sAtaCardFreeSize
{ax5400sAtaCardEntry 5}

INTEGER R/O MCの残容量を数値で示します。[単位：
kB]
MC未接続の場合，-1で応答します。

●

8 ax5400sAtaCardName
{ax5400sAtaCardEntry 6}

DisplayStrin
g

R/O MCの型名を最大 16文字の文字列で示しま
す。不明MCの場合，"unknown"を示しま
す。MC未接続の場合は，レングス 0で応
答します。

●

9 ax5400sAtaCardAbbreviation
{ax5400sAtaCardEntry 7}

DisplayStrin
g

R/O MCの種別を最大 16文字の文字列で示しま
す。（例："MC256","unknown"）
MC未接続の場合は，レングス 0で応答し
ます。

●

10 ax5400sAtaCardMountStatus
{ax5400sAtaCardEntry 8}

INTEGER R/O MCのマウント状態を示します。
• アンマウント (1)
• マウント (2)

MC未接続の場合，-1で応答します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 3-89　ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (温度情報 )

3.18.7　ax5400sBcuBoardグループ (SOP情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sBcuBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 2}
 
ax5400sSopTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sBcuBoard 4}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4

（2） 実装仕様

ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (SOP情報 )を次の表に示します。

表 3-90　ax5400sBcuBoardグループの実装仕様 (SOP情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sTemperatureStatusTabl
e
{ax5400sBcuBoard 3}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCUについての温度状態のテーブル ●

2 ax5400sTemperatureStatusEnt
ry
{ax5400sTemperatureStatusTab
le 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCUについての温度状態のエントリ。
INDEX
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sBcuBoardIndex,
 ax5400sTemperatureStatusIndex}

●

3 ax5400sTemperatureStatusInde
x
{ax5400sTemperatureStatusEnt
ry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BCUの温度監視部分ごとにつけられたユ
ニークなインデックス番号。

●

4 ax5400sTemperatureStatusDes
cr
{ax5400sTemperatureStatusEnt
ry 2}

DisplayStrin
g

R/O この温度監視部分の説明。
• "BCU board Temperature"：BCUボード
の温度

●

5 ax5400sTemperatureStatusValu
e
{ax5400sTemperatureStatusEnt
ry 3}

Integer32 R/O この温度監視部分の現在の温度。 ●

6 ax5400sTemperatureThreshold
{ax5400sTemperatureStatusEnt
ry 4}

Integer32 R/O 装置が停止状態になる，この温度監視部分
の温度。

●

7 ax5400sTemperatureState
{ax5400sTemperatureStatusEnt
ry 5}

INTEGER R/O この温度監視部分の現在の温度状態。
{正常 (1),
 注意 (2),
 警告 (3),
 異常 (4)}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sSopTable
{ax5400sBcuBoard 4}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SOP情報のテーブル。 ●

2 ax5400sSopEntry
{ax5400sSopTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA SOP情報のエントリ。
INDEX
{ax5400sChassisIndex,
ax5400sBcuBoardIndex }

●
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3.18.8　ax5400sBsuBoardグループの実装仕様 (BSU情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sBsuBoard OBJECT IDENTIFIER :: = {ax5400sDevice 3}
 
ax5400sBsuBoardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sBsuBoard 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1

（2） 実装仕様

ax5400sBsuBoardグループの実装仕様 (BSU情報 )を次の表に示します。

表 3-91　ax5400sBsuBoardグループの実装仕様 (BSU情報 )

3 ax5400sSopAlarmLevel
{ax5400sSopEntry 1}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害のエラーレベル
を文字列で表示します。
• 致命的障害 (E9)
• 重度障害障害 (E8)
• RM部障害 (E7)
• NIF障害 (E6)
• 待機系障害 (E5)

●

4 ax5400sSopAlarmEventPoint
{ax5400sSopEntry 2}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害発生部位を文字
列で表示します。

●

5 ax5400sSopAlarmEventCode
{ax5400sSopEntry 3}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害のメッセージ識
別子を表示します。識別子の内容は，「メッ
セージ・ログレファレンス　3. 装置関連の
障害およびイベント情報」に対応します。

●

6 ax5400sSopAlarmEventInterface
ID
{ax5400sSopEntry 4}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害発生部位のイン
タフェース識別子を表示します。識別子の
内容は，「メッセージ・ログレファレンス　
1.4.5(4) イベント発生インタフェース識別
子」に対応します。

●

7 ax5400sSopAlarmMsgText
{ax5400sSopEntry 5}

Display 
String

R/O SOPに表示されている障害のメッセージテ
キストを表示します。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sBsuBoardTable
{ax5400sBsuBoard 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体について BSU情報のテーブル。 ●

2 ax5400sBsuBoardEntry
{ax5400sBsuBoardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体の BSU情報エントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sBsuBoardIndex}

●

3 ax5400sBsuBoardIndex
{ax5400sBsuBoardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA BSU搭載スロットの位置情報を示します。
1～ ax5400sBsuBoardNumberまでの値。
(BSU搭載スロット番号 +1の値 )
• AX5402Sの場合：1固定
• AX5404Sの場合：1～ 2

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4 ax5400sBsuBoardType
{ax5400sBsuBoardEntry 2}

INTEGER R/O BSUボードのタイプを数値で示します。
• bsu-c1(0x6000)（24576）
• bsu-s1(0x6100)（24832）

BSU未実装時または，実装している BSU
ボードを特定できない場合，-1で応答しま
す。

●

5 ax5400sBsuOperStatus
{ax5400sBsuBoardEntry 3}

INTEGER R/O BSUの STATUS LEDの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• 保守中 (5)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 未実装 (32)

実装している BSUボードの状態が特定で
きない場合，other(1)を応答します。

●

6 ax5400sBsuOperModeStatus
{ax5400sBcuBoardEntry 4}

INTEGER R/O BSUの運用状態を示します。
• other(1)
• 現用系 BSUとして稼働中 (2)
• 待機系 BSUとして稼働中 (3)
• 障害中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)

BSU未実装時は，-1で応答します。

●

7 ax5400sBsuBoardName
{ax5400sBsuBoardEntry 5}

DisplayStrin
g

R/O BSUのボード型名を最大 16文字の文字列
で示します。
（例："AX-xxxxxxx-xx"）
BSU未実装時または，実装している BSU
ボードを特定できない場合，レングス 0で
応答します。

●

8 ax5400sBsuBoardAbbreviation
{ax5400sBsuBoardEntry 6}

DisplayStrin
g

R/O BSUのボード略称を最大 16文字の文字列
で示します。
（例："BSU-1"）
BSU未実装時または，実装している BSU
ボードを特定できない場合，レングス 0で
応答します。

●

9 ax5400sBsuBoardProductCode
{ax5400sBsuBoardEntry 7}

INTEGER R/O BSUのボードのレビジョンを最大 16文字
の文字列で示します。BSU未実装時また
は，実装している BSUボードを特定でき
ない場合，-1で応答します。

●

10 ax5400sBsuSerialNumber
{ax5400sBsuBoardEntry 8}

DisplayStrin
g

R/O BSUボードのカード管理情報（シリアル番
号）最大 30文字の文字列で示します。未実
装または close時は，レングス 0で応答し
ます。

●

11 ax5400sBsuVoltage120
{ax5400sBsuBoardEntry 9}

INTEGER R/O 1.2V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：148)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.18.9　ax5400sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sNifBoard OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 4}
 
ax5400sNifBoardTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sNifBoard 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1

（2） 実装仕様

ax5400sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 )を次の表に示します。ax5400sNifBoardType値を「表
3-93　ax5400sNifBoardType値」に示します。

12 ax5400sBsuVoltage150
{ax5400sBsuBoardEntry 10}

INTEGER R/O 1.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：148)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

13 ax5400sBsuVoltage180
{ax5400sBsuBoardEntry 11}

INTEGER R/O 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：183)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

14 ax5400sBsuVoltage250
{ax5400sBsuBoardEntry 12}

INTEGER R/O 2.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：250)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

15 ax5400sBsuVoltage330
{ax5400sBsuBoardEntry 13}

INTEGER R/O 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：328)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

16 ax5400sBsuVoltage500
{ax5400sBsuBoardEntry 14}

INTEGER R/O 5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で示
します。
[単位：10mV] (例：493)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

17 ax5400sBsuVoltage150-2
{ax5400sBsuBoardEntry 22}

INTEGER R/O 1.5V電圧の 2個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：148)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

18 ax5400sBsuVoltage250-2
{ax5400sBsuBoardEntry 23}

INTEGER R/O 2.5V電圧の 2個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：250)
BSU未実装または close時は 0を応答しま
す。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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表 3-92　ax5400sNifBoardグループの実装仕様 (NIF情報 )

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sNifBoardTable
{ax5400sNifBoard 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA スロットに搭載した NIFボード情報のテー
ブル。

●

2 ax5400sNifBoardEntry
{ax5400sNifBoardTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 特定の筐体の NIF情報エントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sNifBoardSlotIndex}

●

3 ax5400sNifBoardSlotIndex
{ax5400sNifBoardEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA NIF搭載スロットの位置情報を示します。
1～ ax5400sNifBoardNumberまでの値。
(NIF搭載スロット番号 +1の値 )
• AX5402Sの場合：1～ 2
• AX5404Sの場合：1～ 4

●

4 ax5400sNifBoardType
{ax5400sNifBoardEntry 2}

INTEGER R/O 実装している NIFボードのタイプを示しま
す。値は「表 3-93　ax5400sNifBoardType
値」を参照してください。
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，-1で応答します。

●

5 ax5400sNifBoardOperStatus
{ax5400sNifBoardEntry 3}

INTEGER R/O NIFの STATUS LEDの状態を示します。
• other(1)
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• 保守中 (5)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 未実装 (32)

BSUが UP時以外は (32)で応答します。

●

6 ax5400sNifBoardName
{ax5400sNifBoardEntry 4}

DisplayStrin
g

R/O NIFボード型名を最大 16文字の文字列で
示します。BSUが UP時以外，または NIF
が未実装もしくは close時は，レングス 0
で応答します。

●

7 ax5400sNifBoardAbbreviation
{ax5400sNifBoardEntry 5}

DisplayStrin
g

R/O NIFボード略称を最大 16文字の文字列で
示します。BSUが UP時以外，または NIF
が未実装もしくは close時は，レングス 0
で応答します。

●

8 ax5400sNifBoardProductCode
{ax5400sNifBoardEntry 6}

INTEGER R/O NIFボード製造管理コードを示します。
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，-1で応答します。

●

9 ax5400sNifPhysLineNumber
{ax5400sNifBoardEntry 7}

INTEGER R/O NIFの物理回線数（最大 12）。
ax5400sNifBoardTypeの値が -1，または
other(1)のとき -1で応答します。

●

10 ax5400sNifSerialNumber
{ax5400sNifBoardEntry 8}

DisplayStrin
g

R/O NIFボードのカード管理情報（シリアル番
号）最大 30文字の文字列で示します。
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，レングス 0で応答し
ます。

●

11 ax5400sNifVoltageAM520
{ax5400sNifBoardEntry 9}

INTEGER R/O -5.2V電圧の観測ポイントでの電圧を数値
で示します。
[単位：10mV]
0固定。

×
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注※　NF1G-48T，NFMX-44，NFMX-34ボード以外を使用している場合，0固定になります。

表 3-93　ax5400sNifBoardType値

12 ax5400sNifVoltage150
{ax5400sNifBoardEntry 10}

INTEGER R/O 1.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：148)
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

13 ax5400sNifVoltage180
{ax5400sNifBoardEntry 11}

INTEGER R/O 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：178)
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

▲

14 ax5400sNifVoltageA180
{ax5400sNifBoardEntry 12}

INTEGER R/O アナログ 1.8V電圧の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。
[単位：10mV]
0固定。

▲

15 ax5400sNifVoltage250
{ax5400sNifBoardEntry 13}

INTEGER R/O 2.5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：250)
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

16 ax5400sNifVoltage330
{ax5400sNifBoardEntry 14}

INTEGER R/O 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：328)
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

17 ax5400sNifVoltageA330
{ax5400sNifBoardEntry 15}

INTEGER R/O アナログ 3.3V電圧の観測ポイントでの電圧
を数値で示します。
[単位：10mV]
0固定。

▲

18 ax5400sNifVoltageA500
{ax5400sNifBoardEntry 16}

INTEGER R/O 5V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で示
します。
[単位：10mV] (例：493)
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

19 ax5400sNifVoltage120
{ax5400sNifBoardEntry 19}

INTEGER R/O 1.2V電圧の観測ポイントでの電圧を数値で
示します。
[単位：10mV] (例：118)
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●※

20 ax5400sNifVoltage330-2
{ax5400sNifBoardEntry 22}

INTEGER R/O 3.3V電圧の 2個所目の観測ポイントでの電
圧を数値で示します。
[単位：10mV] (例：328)
BSUが UP時以外，または NIFが未実装
もしくは close時は，0を応答します。

●

NIF名称 ax5400sNifBoardName
値

ax5400sNifBoardType値

16進 10進

48-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T AX-F6243-362T 0x8072 32882

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.18.10　ax5400sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回線 )情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sPhysLine OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sDevice 5}
 
ax5400sPhysLineTable OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sPhysLine 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1

（2） 実装仕様

ax5400sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回線 )情報 )を次の表に示します。

表 3-94　ax5400sPhysLineグループの実装仕様 (line(物理回線 )情報 )

6-port 1000BASE-X(GBIC) AX-F6243-362G 0x8074 32884

32-port 1000BASE-X(SFP) AX-F6243-362S 0x8076 32886

48-port 10BASE-T/100BASE-TX
マイナーチェンジ版

AX-F6243-361TA 0x8078 32888

40-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
+ 4-port 1000BASE-X(SFP)

AX-F6243-363 0x8080 32896

32-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
+ 2-port 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T or 
1000BASE-X(SFP)

AX-F6243-364 0x8081 32897

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sPhysLineTable
{ax5400sPhysLine 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線情報のテーブル。 ●

2 ax5400sPhysLineEntry
{ax5400sPhysLineTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線についての情報エントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sNifBoardSlotIndex,
 ax5400sPhysLineIndex }

●

3 ax5400sPhysLineIndex
{ax5400sPhysLineEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線番号の情報を示します。
1～ ax5400sNifLineNumberまでの値
(Line番号 +1の値 )。

●

4 ax5400sPhysLineConnectorTyp
e
{ax5400sPhysLineEntry 2}

INTEGER R/O 交換可能なトランシーバ上のインタフェー
ス種別。物理回線状態が稼働中，運用中
（回線障害発生中）および回線テスト中の場
合に表示します。
種別が不明または交換不可のトランシーバ，
物理回線状態が稼働中，運用中（回線障害
発生中）および回線テスト中以外の場合は
other(1)を応答します。
• other(1)
• type1000BASE-LX(301)
• type1000BASE-SX(302)
• type1000BASE-LH(303)
• type1000BASE-LHB(310)

●

NIF名称 ax5400sNifBoardName
値

ax5400sNifBoardType値

16進 10進
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3.18　ax5400sDeviceグループ（装置の筐体情報 MIB）【AX5400S】
3.18.11　ax5400sInterfaceグループの実装仕様 (インタフェースイン
デックス情報 )

（1） 識別子
 
ax5400sInterface OBJECT IDENTIFIER ：：= {ax5400sDevice 6}
 
ax5400sLineIfTable OBJECT IDENTIFIER ：：= {ax5400sInterface 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6.1

（2） 実装仕様

ax5400sInterfaceグループ (インタフェースインデックス情報 )を次の表に示します。

表 3-95　ax5400sInterfaceグループの実装仕様 (インタフェースインデックス情報 )

5 ax5400sPhysLineOperStatus
{ax5400sPhysLineEntry 3}

INTEGER R/O 物理回線の状態を示します。
• other（1）
• 稼働中 (2)
• 初期化中 (3)
• 障害中 (4)
• コンフィグレーションで運用停止中 (6)
• 保守中 (メンテナンス )(7)
• 運用中 (回線障害発生中 )(8)
• 回線テスト中 (9)

●

6 ax5400sPhysLineIfIndexNumbe
r
{ax5400sPhysLineEntry 4}

INTEGER R/O 物理回線に含まれる ifIndex数を示します。
BSU未実装時，または NIF未実装時は，
-1で応答します。

●

7 ax5400sPhysLineTransceiverSt
atus
{ax5400sPhysLineEntry 5}

INTEGER R/O 交換可能なトランシーバの種別と実装状態
を示します。物理回線状態が稼働中，運用
中（回線障害発生中）および回線テスト中
の場合に表示します。
• 交換可能なトランシーバではない (1)
• GBIC実装 (10)
• GBIC未実装 (11)
• 未サポートの GBIC実装 (12)
• GBICの実装状態が不明 (13)
• SFP実装 (20)
• SFP未実装 (21)
• 未サポートの SFP実装 (22)
• SFPの実装状態が不明 (23)

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sLineIfTable
{ax5400sInterface 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線 -ifIndex対応のテーブル情報。 ●

2 ax5400sLineIfEntry
{ax5400sLineIfTable 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA 物理回線に割り当てられている ifIndexに
関するエントリ。
[index]
{ax5400sChassisIndex,
 ax5400sNifBoardSlotIndex,
 ax5400sPhysLineIndex,
 ax5400sLineIfIndex}

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.18　ax5400sDeviceグループ（装置の筐体情報 MIB）【AX5400S】
3 ax5400sLineIfIndex
{ax5400sLineIfEntry 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA このテーブルのエントリを識別するイン
デックス値を示します。
1～ ax5400sPhysLineIfIndexNumberまで
の値。

●

4 ax5400sIfIndex
{ax5400sLineIfEntry 2}

INTEGER R/O この物理回線に割り当てられた ifIndexの
値を示します。
このインタフェースに，ifIndex未割り当て
の場合は，0を応答します。

●

5 ax5400sIfIpAddress
{ax5400sLineIfEntry 3}

IpAddress R/O この物理回線に割り当てられた ifIndexに
対応する IPアドレスを示します。
IPアドレス未割り当ての場合，または
IPv6アドレスが割り当てられている場合，
0.0.0.0とします。

●

6 ax5400sIfIpv6Address
{ax5400sLineIfEntry 4}

OCTET 
STRING

R/O この物理回線に割り当てられた ifIndexに
対応する IPv6アドレスを示します。
IPv6アドレス未割り当ての場合または，
IPv4アドレスだけが割り当てられている場
合，00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
00 00 00とします。

●

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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3.19　ax5400sManagementMIBグループ (装置の状態／情報の変更を行う )【AX5400S】
3.19　ax5400sManagementMIBグループ (装置の状態
／情報の変更を行う )【【【【AX5400S】】】】

3.19.1　ax5400sFdbClearMIBグループ (FDB Clear用 MIB)

（1） 識別子
 
ax5400sMib OBJECT IDENTIFIER ::= {axsEx 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3
 
ax5400sManagementMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sMib 3}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3
 
ax5400sOperationCommand OBJECT IDENTIFIER ::= {ax5400sManagementMIB 1}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3.1

（2） 実装仕様

ax5400sFdbClearMIBグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-96　ax5400sFdbClearMIBグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 ax5400sFdbClearMIB
{ax5400sOperationCommand 1}

NOT-ACCE
SSIBLE

NA Fdb情報をクリアするためのMIBグループ ●

2 ax5400sFdbClearSet
{ax5400sFdbClearMIB 1}

INTEGER R/W Fdb clear情報。
｛初期値 (0),
 clear処理中 (1),
 clear失敗 (2),
 clear成功 (3)}
Setを行う場合，1を設定する。

●

3 ax5400sFdbClearReqTime
{ax5400sFdbClearMIB 2}

TimeTicks R/O 最も最近に Fdb情報のクリア要求を受付け
た時間 (sysUpTime)。

●

4 ax5400sFdbClearSuccessTime
{ax5400sFdbClearMIB 3}

TimeTicks R/O Fdb情報のクリアが行われた最新の時間
(sysUpTime)。

●
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3.20　icmpグループ (HPプライベート MIB)
3.20　icmpグループ (HPプライベート MIB)

（1） 識別子
 
hp OBJECT IDENTIFIER ::= {enterprises 11}
nm OBJECT IDENTIFIER ::= {hp 2}
 
icmp OBJECT IDENTIFIER ::= {nm 7}
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.11.2.7

（2） 実装仕様

icmpグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-97　 icmpグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 icmpEchoReq
{icmp 1}

INTEGER R/O ICMP Echo Replyを受信するのに要した時
間。
[単位：ミリ秒 ]
INDEX[ PacketSize，TimeOut，
IPAddress ]
PacketSize：32～ 2048
TimeOut  ：1～ 60[Second]
IP Address：対象 IPアドレス
ICMP Echo Replyを正しく受信しなかった
場合，次に示す値を応答します。
-1：内部エラー
-2：タイムアウト
-3：ICMP Echo Replyの値不正
-4：送信パケットサイズエラー
-5：設定タイムアウト値不正

●
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3.21　sFlowグループ (InMonプライベート MIB)
3.21　sFlowグループ (InMonプライベート MIB)

（1） 識別子
 
InMon OBJECT IDENTIFIER ::= {enterprises 4300}
sFlowMIB OBJECT IDENTIFIER ::= {InMon 1}
sFlowAgent OBJECT IDENTIFIER ::= {sFlowMIB 1}
 
オブジェクトID値　1.3.6.1.4.1.4300.1.1

（2） 実装仕様

sFlowグループの実装仕様を次の表に示します。

表 3-98　sFlowグループの実装仕様

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無

1 sFlowVersion
{ sFlowAgent 1 }

SnmpAdmin
String

R/O [規格 ] sFlowのバージョン文字列を示す。
"<MIB 
Version>;<Organization>;<Software 
Revision>"の形式で表記する。
[実装 ] 規格に同じ。ただし，"1.2;;"固定値
とする。

●

2 sFlowAgentAddressType
{ sFlowAgent 2 }

InetAddress
Type

R/O [規格 ] 統計情報を収集するエージェントの
IPアドレスタイプを示す。
{ipv4(1),
 ipv6(2)}
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1

3 sFlowAgentAddress
{ sFlowAgent 3 }

InetAddress R/O [規格 ] 統計情報を収集するエージェントの
IPアドレスを示す。(IPv4,IPv6)
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1
※ 2

4 sFlowTable
{ sFlowAgent 4 }

NOT-ACCE
SSIBLE

不可 [規格 ] sFlow datagramに関する情報を格
納するテーブル。
[実装 ] 規格に同じ。

●

5 sFlowEntry
{ sFlowTable 1 }

NOT-ACCE
SSIBLE

不可 [規格 ] sFlow datagramの情報リスト。
INDEX {sFlowDataSource}
[実装 ] 規格に同じ。

●

6 sFlowDataSource
{ sFlowEntry 1 }

OBJECT 
IDENTIFIE
R

R/O [規格 ] sFlow datagramの情報源を示す。
上位 1バイト：情報源のタイプ
  0 = ifIndex
  1 = smonVlanDataSource
下位３バイト：Index値
[実装 ] 規格に同じ。

●

7 sFlowOwner
{ sFlowEntry 2 }

OwnerStrin
g

R/NW [規格 ] sFlowサンプラを利用しているオー
ナー
[実装 ] 規格に同じ。ただし，" "固定値とす
る。

●

8 sFlowTimeout
{ sFlowEntry 3 }

Integer32 R/NW [規格 ] サンプラが開放され停止するまでの
時間（秒単位）
[実装 ] 規格に同じ。ただし，"0"固定値と
する。

●

9 sFlowPacketSamplingRate
{ sFlowEntry 4 }

Integer32 R/NW [規格 ] sFlow datagramのサンプリング間
隔。
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1
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3.21　sFlowグループ (InMonプライベート MIB)
注※ 1
sFlow統計のコンフィグレーションコマンドで設定した値になります。

注※ 2
複数コレクタを設定時は一番最後に定義されているコレクタの情報が入ります。

10 sFlowCounterSamplingInterval
{ sFlowEntry 5 }

Integer32 R/NW [規格 ] カウンタサンプルのコレクタへの送
信間隔を示す。
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1

11 sFlowMaximumHeaderSize
{ sFlowEntry 6 }

Integer32 R/NW [規格 ] サンプルパケットの先頭からコピー
される最大バイト数を示す。
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1

12 sFlowMaximumDatagramSize
{ sFlowEntry 7 }

Integer32 R/NW [規格 ] サンプルデータグラムで送ることが
できる最大データバイト数を示す。
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1

13 sFlowCollectorAddressType
{ sFlowEntry 8 }

InetAddress
Type

R/NW [規格 ] コレクタの IPアドレスタイプを示
す。
{ipv4(1),
 ipv6(2)}
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1

14 sFlowCollectorAddress
{ sFlowEntry 9 }

InetAddress R/NW [規格 ] コレクタの IPアドレスを示す。
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1
※ 2

15 sFlowCollectorPort
{ sFlowEntry 10 }

Integer32 R/NW [規格 ] sFlow datagramの宛先ポートを示
す。
[実装 ] 規格に同じ。

●※ 1

※ 2

16 sFlowDatagramVersion
{ sFlowEntry 11 }

Integer32 R/NW [規格 ] sFlow datagramのバージョンを示
す。Version=4をサポートする。
[実装 ] 規格に同じ。ただし，4固定値とす
る。

●※ 1

項
番

オブジェクト識別子 SYNTAX アク
セス

実装仕様 実装
有無
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4　 サポート MIBトラップ
この章ではサポートMIBのトラップについて説明しています。

4.1　サポートトラップおよび発行契機

4.2　サポートトラップ -PDU内パラメータ【AX7800S】

4.3　サポートトラップ -PDU内パラメータ【AX5400S】
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4.　サポート MIBトラップ
4.1　サポートトラップおよび発行契機
サポートトラップおよび発行契機を次の表に示します。

coldStartトラップ以外のトラップは，装置の起動（装置電源オンまたは運用系 BCUを再起動）時から
coldStartトラップの発行契機までの間は送信しません。また，coldStartトラップの発行契機前に各ト
ラップの発行契機が発生しても，あとから coldStartトラップと同時に各トラップの送信はしません。

表 4-1　サポートトラップおよび発行契機

項
番

トラップの種類 意味 発行契機 実装
有無

1 coldStart 再初期化システム内
のオブジェクトが変
更される可能性があ
る

次に示す 1～ 5の契機で，cold start trapを発行します。
1. 装置を起動（装置電源オンまたは運用系 BCUを再起動）し
たとき。

2. copy backup-configコマンドによってスタートアップコン
フィグレーションファイルを変更したとき。

3. IPのコンフィグレーション（config ipコマンド）を追加 ,削
除したとき。

4. 運用系 BCUから待機系 BCUへ系切替したとき。
5. set calendarコマンド，または rdateコマンドで時間を変更
したとき。

• 1の事象が発生してからログインプロンプト表示後，約 5分
後にトラップを送信します。
2，4は ,事象が発生してから 5分後にトラップを送信します。
3，5は，事象が発生時にトラップを送信します。

• IPのコンフィグレーション（config ipコマンド）の追加，削
除とは，あるインタフェースに対して，初めて ipを定義した
場合または ipの定義を削除した場合が該当します。すでに ip
の定義があり，ipのパラメータを変更した場合は該当（ト
ラップを発行）しません。
また，ip以外のコンフィグレーションの追加，削除も，cold 
start trapの発行契機の対象とはなりません。

• 2，3，5は，SNMPのコンフィグレーションの
unlimited_coldstart_trapを設定した場合にだけ cold start 
trapを発行します。

●

2 warmStart 再初期化システム内
のオブジェクトが変
更されない

次に示す 1～ 2の事象が発生した時点で，warm start trapを発
行します。
1. SNMPのコンフィグレーションを追加，変更または削除し
たとき。

2. snmpd（MIBを応答するプログラム）を再起動したとき。

●

3 linkDown 回線障害検出 cold start trap発行後に，インタフェースの動作状態が
ACTIVE（通信可能状態）から DISABLE（通信不可状態）に変
化したとき。

●

4 linkUp 回線障害回復 cold start trap発行後に，インタフェースの動作状態が
DISABLE（通信不可状態）から ACTIVE（通信可能状態）に変
化したとき。

●

5 authentication
Failure

確認エラー 不正なコミュニティから SNMPパケットを受信したとき（認証
エラー発生時）。

●

6 egpNeighborLo
ss

EGPプロトコルでネ
イバルータとのリン
クが切れた

－ ×
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4.　サポート MIBトラップ
7 ospfVirtNbrSta
teChange
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクの隣接状
態の遷移

仮想リンクにおいて，次に示す 1～ 4の隣接状態の遷移契機で
発行します。ただし，仮想リンクの Down状態への遷移に伴う
隣接 Downでは発行しません。
1. Fullになったとき（隣接関係確立）。
2. ExStart以上の状態から Downに逆行したとき（Helloパ
ケット未受信による隣接関係打ち切り）。

3. Fullから ExStartへ逆行したとき（シーケンス不一致など
による隣接関係打ち切り）。

4. Fullから Initへ逆行したとき（隣接ルータから受信した
Helloパケット内で，本装置を認識しなくなったことによる
隣接関係打ち切り）。

●

8 ospfNbrStateC
hange
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFの隣接状態の
遷移

仮想リンク以外のインタフェースにおいて，次に示す 1～ 5の
隣接状態の遷移契機で発行します。ただし，OSPFインタ
フェースの Down状態への遷移に伴う隣接 Downでは発行しま
せん。
1. Fullになったとき（隣接関係確立）。
2. ExStart以上の状態から Downに逆行したとき（Helloパ
ケット未受信による隣接関係打ち切り）。

3. Fullから ExStartへ逆行したとき（シーケンス不一致など
による隣接関係打ち切り）。

4. Fullから 2Wayへ逆行したとき（代表ルータ変更による隣
接関係打ち切り）。

5. Fullから Initへ逆行したとき（隣接ルータから受信した
Helloパケット内で，本装置を認識しなくなったことによる
隣接関係打ち切り）。

●

9 ospfVirtIfState
Change
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクのインタ
フェース状態の遷移

次に示す 1～ 2のインタフェース状態の遷移契機で発行します。
1. 仮想リンクが Upしたとき（仮想リンク上で OSPF動作を開
始）。

2. 仮想リンクが Downしたとき（通過エリアの障害や仮想リン
クのコンフィグレーション削除等により，仮想リンク上で
OSPF動作を停止）。

●

10 ospfIfStateCha
nge
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFインタフェー
ス状態の遷移

次に示す 1～ 3のインタフェース状態の遷移契機で発行します。
1. ポイント－ポイント型の OSPFインタフェースが Upしたと
き。

2. ブロードキャスト型インタフェースにおいて，DR，
Backup，DROther状態になったとき（代表ルータの決定や
Waitタイマーのタイムアウト等）。

3. OSPFインタフェース（仮想リンク除く）が Downしたとき
（物理的なダウンや OSPFインタフェースのコンフィグレー
ション削除等）。

●

11 ospfVirtIfConfi
gError
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクで受信し
たパケットのコン
フィグレーションエ
ラー

次に示す 1～ 4のエラーパケットの受信契機で発行します。
1. OSPFヘッダのバージョン番号がバージョン 2でない。
2. 送信元がコンフィグレーションで指定した仮想リンクの隣接
ルータでない。

3. Helloパケットの場合，各パラメータ（HelloInterval，
RouterDeadInterval）が一致していない。

4. Helloパケットまたは Database Descriptionパケットのオプ
ションフィールドがコンフィグレーションの定義内容と一致
していない。

●

項
番

トラップの種類 意味 発行契機 実装
有無
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12 ospfIfConfigEr
ror
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFインタフェー
スで受信したパケッ
トのコンフィグレー
ションエラー

次に示す 1～ 5のエラーパケットの受信契機で発行します。
1. OSPFヘッダのバージョン番号がバージョン 2でない。
2. OSPFヘッダのエリア IDが OSPFパケットを受信したイン
タフェースに定義されているエリア IDと一致しない。

3. NBMAであるインタフェースで DRである際，未定義の相
手ルータからパケットを受信したとき。

4. Helloパケットの場合，各パラメータ（HelloInterval，
RouterDeadInterval，ネットマスク）が一致していない。

5. Helloパケットまたは Database Descriptionパケットのオプ
ションフィールドがコンフィグレーションの定義内容と一致
していない。

●

13 ospfVirtIfAuth
Failure
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクで受信し
たパケットの認証エ
ラー

仮想リンクにおいて，受信した OSPFパケットの認証方式の不
一致，または認証失敗の検出契機で，発行します。

●

14 ospfIfAuthFail
ure
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFインタフェー
スで受信したパケッ
トの認証エラー

仮想リンク以外のインタフェースにおいて，受信した OSPFパ
ケットの認証方式の不一致，または認証失敗の検出契機で発行
します。

●

15 bgpEstablishe
d
【【【【OP-BGP】】】】

BGPリンク確立 BGPプロトコルで FSM（Finite State Machine）が，
Establish状態になったとき。

●

16 bgpBackwardT
ransitions
【【【【OP-BGP】】】】

BGPリンク切断 BGPプロトコルで FSMが closed状態になったとき。 ●

17 risingAlarm 上方閾値を超えた RMONのアラームの上方閾値を超えたとき。 ●

18 fallingAlarm 下方閾値を下回った RMONのアラームの下方閾値を下回ったとき。 ●

19 vrrpTrapNew
Master

仮想ルータのマスタ
通知

仮想ルータがマスタ状態に遷移したとき。 ●

20 vrrpTrapAuth
Failure

VRRPパケット認証
エラー

• 受信したパケットの認証タイプが異なるとき。
• 受信したパケットの認証に失敗したとき。

●

21 vrrpTrapProto
Error

VRRPプロトコルエ
ラー

受信したパケットで次に示すエラーを検出したとき。
• ホップリミットエラー
• バージョンエラー
• チェックサムエラー
• VRRPIDエラー

●

22 axsOspfVirtNb
rStateChange
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクの隣接状
態の遷移

仮想リンクにおいて，次に示す 1～ 4の隣接状態の遷移契機で
発行します。ただし，仮想リンクの Down状態への遷移に伴う
隣接 Downでは発行しません。
1. Fullになったとき（隣接関係確立）。
2. ExStart以上の状態から Downに逆行したとき（Helloパ
ケット未受信による隣接関係打ち切り）。

3. Fullから ExStartへ逆行したとき（シーケンス不一致など
による隣接関係打ち切り）。

4. Fullから Initへ逆行したとき（隣接ルータから受信した
Helloパケット内で，本装置を認識しなくなったことによる
隣接関係打ち切り）。

●

項
番

トラップの種類 意味 発行契機 実装
有無
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23 axsOspfNbrSt
ateChange
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFの隣接状態の
遷移

仮想リンク以外のインタフェースにおいて，次に示す 1～ 5の
隣接状態の遷移契機で発行します。ただし，OSPFインタ
フェースの Down状態への遷移に伴う隣接 Downでは発行しま
せん。
1. Fullになったとき（隣接関係確立）。
2. ExStart以上の状態から Downに逆行したとき（Helloパ
ケット未受信による隣接関係打ち切り）。

3. Fullから ExStartへ逆行したとき（シーケンス不一致など
による隣接関係打ち切り）。

4. Fullから 2Wayへ逆行したとき（代表ルータ変更による隣
接関係打ち切り）。

5. Fullから Initへ逆行したとき（隣接ルータから受信した
Helloパケット内で，本装置を認識しなくなったことによる
隣接関係打ち切り）。

●

24 axsOspfVirtIfS
tateChange
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクのインタ
フェース状態の遷移

次に示す 1～ 2のインタフェース状態の遷移契機で発行します。
1. 仮想リンクが Upしたとき（仮想リンク上で OSPF動作を開
始）。

2. 仮想リンクが Downしたとき（通過エリアの障害や仮想リン
クのコンフィグレーション削除等により，仮想リンク上で
OSPF動作を停止）。

●

25 axsOspfIfState
Change
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFインタフェー
ス状態の遷移

次に示す 1～ 3のインタフェース状態の遷移契機で発行します。
1. ポイント－ポイント型の OSPFインタフェースが Upしたと
き。

2. ブロードキャスト型インタフェースにおいて，DR，
Backup，DROther状態になったとき（代表ルータの決定や
Waitタイマーのタイムアウト等）。

3. OSPFインタフェース（仮想リンク除く）が Downしたとき
（物理的なダウンや，OSPFインタフェースのコンフィグ
レーション削除等）。

●

26 axsOspfVirtIfC
onfigError
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクで受信し
たパケットのコン
フィグレーションエ
ラー

次に示す 1～ 4のエラーパケットの受信契機で発行します。
1. OSPFヘッダのバージョン番号がバージョン 2でない。
2. 送信元がコンフィグレーションで指定した仮想リンクの隣接
ルータでない。

3. Helloパケットの場合，各パラメータ（HelloInterval，
RouterDeadInterval ）が一致していない。

4. Helloパケットまたは Database Descriptionパケットのオプ
ションフィールドがコンフィグレーションの定義内容と一致
していない。

●

27 axsOspfIfConfi
gError
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFインタフェー
スで受信したパケッ
トのコンフィグレー
ションエラー

次に示す 1～ 5のエラーパケットの受信契機で発行します。
1. OSPFヘッダのバージョン番号がバージョン 2でない。
2. OSPFヘッダのエリア IDが OSPFパケットを受信したイン
タフェースに定義されているエリア IDと一致しない。

3. NBMAであるインタフェースで DRである際，未定義の相
手ルータからパケットを受信したとき。

4. Helloパケットの場合，各パラメータ（HelloInterval，
RouterDeadInterval，ネットマスク）が一致していない。

5. Helloパケットまたは Database Descriptionパケットのオプ
ションフィールドがコンフィグレーションの定義内容と一致
していない。

●

28 axsOspfVirtIfA
uthFailure
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

仮想リンクで受信し
たパケットの認証エ
ラー

仮想リンクにおいて，受信した OSPFパケットの認証方式の不
一致，または認証失敗の検出契機で発行します。

●

項
番

トラップの種類 意味 発行契機 実装
有無
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29 axsOspfIfAuth
Failure
【【【【OP-OSPF(A
X5400S)】】】】

OSPFインタフェー
スで受信したパケッ
トの認証エラー

仮想リンク以外のインタフェースにおいて，受信した OSPFパ
ケットの認証方式の不一致，または認証失敗の検出契機で発行
します。

●

30 axsIsisAdjacen
cyChange
【【【【OP-ISIS】】】】

IS-IS隣接ルータ状
態変更

• IS-IS隣接ルータの状態が変わったとき。
• IS-IS隣接ルータが新たにできたとき。
• IS-IS隣接ルータがなくなったとき。

●

31 axsStaticGate
wayStateChan
ge

スタティック経路の
動的監視機能を使用
しているゲートウェ
イの状態変更

IPv4スタティック経路の動的監視機能を使用しているゲート
ウェイの状態が到達不可能から到達可能へ遷移したとき，また
は到達可能から到達不可能へ遷移したときを契機に発行します。

●

32 axsStaticIpv6
GatewayState
Change

スタティック経路の
動的監視機能を使用
しているゲートウェ
イの状態変更

IPv6スタティック経路の動的監視機能を使用しているゲート
ウェイの状態が到達不可能から到達可能へ遷移したとき，また
は到達可能から到達不可能へ遷移したときを契機に発行します。

●

33 axsOadpNeigh
borCachelastC
hangeTrap

OADP隣接ノードに
関する情報が更新さ
れた。

OADP隣接ノードに関する情報が更新された場合。 ●

34 ax7800sAirFa
nStopTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sAirFa
nStopTrap
【【【【AX5400S】】】】

ファンが故障した。 ファンの故障を検出した場合。 ●

35 ax7800sPower
SupplyFailure
Trap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sPower
SupplyFailure
Trap
【【【【AX5400S】】】】

電源が故障した。 • 実装された電源のうちひとつでも異常が発生した場合。
• 装置から電源を抜いた場合。

●

36 ax7800sLoginS
uccessTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sLoginS
uccessTrap
【【【【AX5400S】】】】

装置利用者がログイ
ンに成功した。

console，aux，telnet，rlogin，ftpによるログインに成功した
場合。

●

37 ax7800sLoginF
ailureTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sLoginF
ailureTrap
【【【【AX5400S】】】】

装置利用者のログイ
ンが失敗した。

• console，aux，telnet，rlogin，ftpによるログインにおいて，
同一セッションで 3回の認証に失敗したときに 1回送信する。

• リモートアクセス制限による切断や，login:または Password:
プロンプト表示状態でのタイムアウトや強制切断時には送信
しない（login:プロンプト出力状態での Enterキーだけ入力
も送信しない）。

●

38 ax7800sLogout
Trap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sLogout
Trap
【【【【AX5400S】】】】

装置利用者がログア
ウトした。

console，aux，telnet，rlogin，ftpによるログアウトが成功し
た場合。

●

項
番

トラップの種類 意味 発行契機 実装
有無
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39 ax7800sMemor
yUsageTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sMemor
yUsageTrap
【【【【AX5400S】】】】

使用可能なメモリが
少なくなった。

使用可能なメモリが下限値を下回った場合。 ●

40 ax7800sSyste
mMsgTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sSyste
mMsgTrap
【【【【AX5400S】】】】

システムメッセージ
出力

システムメッセージを出力したとき。 ●

41 ax7800sStand
bySystemUpTr
ap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sStand
bySystemUpTr
ap
【【【【AX5400S】】】】

待機系 BCU正常再
起動

BCU二重化装置で，Cold Start以降に待機系 BCUが正常動作
中であると判断したとき（運用状態が simplexでない場合に，
待機系 BCUがアップしたとき，または CSW障害の回復によっ
て待機系 BCUがアップしたときに発行します）。

●

42 ax7800sStand
bySystemDow
nTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sStand
bySystemDow
nTrap
【【【【AX5400S】】】】

待機系 BCU異常検
出

BCU二重化装置で，Cold Start以降に待機系 BCUが障害であ
ると判断したとき（運用状態が simplexでない場合に，待機系
BCUがダウンしたとき，または待機系で CSW障害を検出した
ときに発行します）。

●

43 ax7800sTempe
ratureTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sTempe
ratureTrap
【【【【AX5400S】】】】

温度状態の遷移 BCUの監視している温度が，正常，注意，警告，異常の各状態
に遷移したとき。

●

44 ax7800sGsrpSt
atusTransition
Trap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sGsrpSt
atusTransition
Trap
【【【【AX5400S】】】】

GSRPの VLANグ
ループ状態の遷移通
知

GSRPの VLANグループの状態（マスタ，バックアップ，バッ
クアップ（マスタ待ち），バックアップ（隣接不明），バック
アップ（固定））が，各状態間で遷移したとき。ただし，バック
アップ -バックアップ（マスタ待ち）間の遷移を除く。

●

45 ax7800sFrame
ErrorReceiveT
rap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sFrame
ErrorReceiveT
rap
【【【【AX5400S】】】】

フレーム受信エラー
が発生

フレーム受信エラーが発生した場合。本エラー検出に関する設
定は，コンフィグレーションコマンド frame-error-noticeで行
うことができます。

●

46 ax7800sFrame
ErrorSendTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sFrame
ErrorSendTrap
【【【【AX5400S】】】】

フレーム送信エラー
が発生

フレーム送信エラーが発生した場合。本エラー検出に関する設
定は，コンフィグレーションコマンド frame-error-noticeで行
うことができます。

●

項
番

トラップの種類 意味 発行契機 実装
有無
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（凡例）
●：本装置でサポート（応答）するトラップを示しています。
×：本装置でサポート（応答）しないトラップを示しています。
－：該当しません。

47 ax7800sEfmoa
mUdldPortIna
ctivateTrap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sEfmoa
mUdldPortIna
ctivateTrap
【【【【AX5400S】】】】

片方向リンク障害検
出によるポート close

片方向リンク障害を検出し，ポートを closeした場合。本エラー
検出に関する設定は，コンフィグレーションコマンド efmoam
で行うことができます。

●

48 ax7800sEfmoa
mLoopDetectP
ortInactivateTr
ap
【【【【AX7800S】】】】
ax5400sEfmoa
mLoopDetectP
ortInactivateTr
ap
【【【【AX5400S】】】】

ループ検出による
ポート close

ループ状態を検出し，ポートを closeした場合。本エラー検出に
関する設定は，コンフィグレーションコマンド efmoamで行う
ことができます。

●

49 axsPimNeighb
orFound

PIM隣接ノードの検
出

PIM隣接ノードの検出契機で発行します。
検出した隣接ノードの IPアドレスを，付加するMIB
（pimNeighborIfIndex）のオブジェクト識別子に格納して通知
します。

●

50 axsPimNeighb
orLoss

PIM隣接ノードの喪
失

PIM隣接ノードの喪失契機で発行します。
喪失した隣接ノードの IPアドレスを，付加するMIB
（pimNeighborIfIndex）のオブジェクト識別子に格納して通知
します。
• PIM隣接ノードタイムアウト時
• Holdtime値 0の Helloパケット受信時

●

項
番

トラップの種類 意味 発行契機 実装
有無
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4.2　サポートトラップ -PDU内パラメータ【【【【AX7800S】】】】

サポートトラップ -PDU内パラメータについて，SNMPv1の場合を「表 4-2　サポートトラップ -PDU内
パラメータ一覧（SNMPv1の場合）」に，SNMPv2/SNMPv3の場合を「表 4-3　サポートトラップ -PDU
内パラメータ一覧（SNMPv2c/SNMPv3の場合）」に示します。

表 4-2　サポートトラップ -PDU内パラメータ一覧（SNMPv1の場合）

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap

time-stamp variable-bindings

1 coldStart 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

0 0 sysUpTim
eの値

なし

2 warmStart 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

1 0 sysUpTim
eの値

なし

3 linkDown 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

2 0 sysUpTim
eの値

ifIndex
ただし，コンフィグ
レーションコマンド
の snmpまたは
defaultで
link_trap_bind_info
のパラメータに
privateを設定した場
合は ,下記のMIBに
なります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

4 linkUp 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

3 0 sysUpTim
eの値

ifIndex
ただし，コンフィグ
レーションコマンド
の snmpまたは
defaultで
link_trap_bind_info
のパラメータに
privateを設定した場
合は ,下記のMIBに
なります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

5 authenticationFail
ure

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

4 0 sysUpTim
eの値

なし

6 ospfVirtIfStateCh
ange

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfVirtIfState
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7 ospfNbrStateChan
ge

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfNbrIpAddr,
ospfNbrAddressLess
Index,
ospfNbrRtrId,
ospfNbrState

8 ospfVirtNbrStateC
hange

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtNbrArea,
ospfVirtNbrRtrId,
ospfVirtNbrState

9 ospfIfConfigError ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 4 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType
,
ospfPacketType

10 ospfVirtIfConfigEr
ror

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 5 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType
,
ospfPacketType

11 ospfIfAuthFailure ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 6 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType
,
ospfPacketType

12 ospfVirtIfAuthFail
ure

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 7 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType
,
ospfPacketType

13 ospfIfStateChange ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 16 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfIfState

14 bgpEstablished
【【【【OP-BGP】】】】

bgpTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
5.7

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

15 bgpBackwardTran
sitions
【【【【OP-BGP】】】】

bgpTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
5.7

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

項
番

種類 トラップ PDUデータ値
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16 risingAlarm rmonのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.2.1.1
6

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

alarmIndex,
alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmRisingThresho
ld

17 fallingAlarm rmonのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.2.1.1
6

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

alarmIndex,
alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmFallingThresh
old

18 vrrpTrapNewMast
er

vrrpMIBの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.6
8

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

vrrpOperationsMast
erIpAddr,
vrrpTrapNewMaster
Reason

19 vrrpTrapAuthFail
ure

vrrpMIBの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.6
8

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

vrrpTrapPacketSrc,
vrrpTrapAuthErrorT
ype

20 vrrpTrapProtoErr
or

vrrpMIBの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.6
8

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

vrrpTrapProtoErrRe
ason

21 axsOspfVirtIfState
Change

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtIfDomai
nNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighb
or,
axsOspfVirtIfState

22 axsOspfNbrStateC
hange

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

axsOspfNbrDomain
Number,
axsOspfRouterId,
axsOspfNbrIpAddr,
axsOspfNbrAddress
LessIndex,
axsOspfNbrRtrId,
axsOspfNbrState

23 axsOspfVirtNbrSt
ateChange

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtNbrDom
ainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtNbrArea
,
axsOspfVirtNbrRtrI
d,
axsOspfVirtNbrStat
e

項
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24 axsOspfIfConfigEr
ror

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 4 sysUpTim
eの値

axsOspfIfDomainNu
mber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLess
If,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigError
Type,
axsOspfPacketType

25 axsOspfVirtIfConfi
gError

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 5 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtIfDomai
nNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighb
or,
axsOspfConfigError
Type,
axsOspfPacketType

26 axsOspfIfAuthFail
ure

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 6 sysUpTim
eの値

axsOspfIfDomainNu
mber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLess
If,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigError
Type,
axsOspfPacketType

27 axsOspfVirtIfAuth
Failure

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 7 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtIfDomai
nNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighb
or,
axsOspfConfigError
Type,
axsOspfPacketType

28 axsOspfIfStateCh
ange

axsOspfTrap
sのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 16 sysUpTim
eの値

axsOspfIfDomainNu
mber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLess
If,
axsOspfIfState

29 axsIsisAdjacencyC
hange
【【【【OP-ISIS】】】】

axsIsisNotifi
cationsのオ
ブジェクト
ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.3
7.2

特定の IP
アドレス※

6 17 sysUpTim
eの値

axsIsisSysInstance
axsIsisSysLevelInde
x
axsIsisCircIfIndex
axsIsisPduLspId
axsIsisAdjState

項
番
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30 axsStaticGateway
StateChangeTrap

axsStaticTra
pのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.3
8.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

axsStaticGatewayAd
dr
axsStaticGatewaySt
ate

31 axsStaticIpv6Gate
wayStateChangeT
rap

axsStaticTra
pのオブジェ
クト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.3
8.2

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

axsStaticIpv6Ifindex
axsStaticIpv6Gatew
ayAddr
axsStaticIpv6Gatew
ayState

32 axsOadpNeighbor
CachelastChangeT
rap

axsOadpMI
BNotificatio
nsのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.7.
2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

axsOadpNeighborCa
cheLastChange

33 ax7800sAirFanSto
pTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 8 sysUpTim
eの値

なし

34 ax7800sPowerSup
plyFailureTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 9 sysUpTim
eの値

なし

35 ax7800sLoginSucc
essTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 10 sysUpTim
eの値

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

36 ax7800sLoginFail
ureTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 11 sysUpTim
eの値

axsLoginName,
axsLoginFailureTim
e,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

37 ax7800sLogoutTra
p

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 12 sysUpTim
eの値

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLogoutTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine,
axsLogoutStatus

38 ax7800sMemoryU
sageTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 13 sysUpTim
eの値

なし
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39 ax7800sSystemMs
gTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

ax7800sSystemMsgT
ype
ax7800sSystemMsgT
imeStamp
ax7800sSystemMsgL
evel
ax7800sSystemMsg
EventPoint
ax7800sSystemMsg
EventInterfaceID
ax7800sSystemMsg
EventCode
ax7800sSystemMsg
AdditionalCode
ax7800sSystemMsgT
ext

40 ax7800sStandbyS
ystemUpTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

ax7800sChassisInde
x
ax7800sBcuBoardIn
dex

41 ax7800sStandbyS
ystemDownTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

ax7800sChassisInde
x
ax7800sBcuBoardIn
dex

42 ax7800sTemperat
ureTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 4 sysUpTim
eの値

ax7800sChassisInde
x
ax7800sBcuBoardIn
dex
ax7800sTemperature
StatusIndex
ax7800sTemperature
StatusDescr
ax7800sTemperature
StatusValue
ax7800sTemperature
State

43 ax7800sGsrpState
TransitionTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 6 sysUpTim
eの値

axsGsrpGroupId
axsGsrpVlanGroupI
d
axsGsrpState

44 ax7800sFrameErr
orReceiveTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 18 sysUpTim
eの値

ifIndex

45 ax7800sFrameErr
orSendTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 19 sysUpTim
eの値

ifIndex

46 ax7800sEfmoamU
dldPortInactivate
Trap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 29 sysUpTim
eの値

ifIndex

47 ax7800sEfmoamL
oopDetectPortInac
tivateTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.2

特定の IP
アドレス※

6 30 sysUpTim
eの値

ifIndex

項
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注※
コンフィグレーションに SNMPの agent-addrが設定されている場合は，その IPアドレスを使用し
ます。SNMPの agent-addrが設定されていない場合は，次のどちらかになります。
• ローカルアドレスが定義されている場合は，その IPアドレスを使用します（ローカルアドレスは，

JP1/Cm2からの管理可能）。
• ローカルアドレスが定義されていない場合は，最若番ポートの IPアドレスを使用します。

　

表 4-3　サポートトラップ -PDU内パラメータ一覧（SNMPv2c/SNMPv3の場合）

48 axsPimNeighborF
ound

axsPimMIB
Objectsのオ
ブジェクト
ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.2
4.1

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

pimNeighborIfIndex

49 axsPimNeighborL
oss

axsPimMIB
Objectsのオ
ブジェクト
ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.2
4.1

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

pimNeighborIfIndex

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]

1 coldStart sysUpTimeの値 coldStartのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.1)

なし

2 warmStart sysUpTimeの値 warmStartのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.2)

なし

3 linkDown sysUpTimeの値 linkDownのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.3)

ifIndex
ifAdminStatus
ifOperStatus
ただし，コンフィグレーションコマンドの
snmpまたは defaultで
link_trap_bind_infoのパラメータに
privateを設定した場合は ,下記のMIBに
なります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap
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4 linkUp sysUpTimeの値 linkUpのオブジェクト ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.4)

ifIndex
ifAdminStatus
ifOperStatus
ただし，コンフィグレーションコマンドの
snmpまたは defaultで
link_trap_bind_infoのパラメータに
privateを設定した場合は ,下記のMIBに
なります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

5 authentication
Failure

sysUpTimeの値 authenticationFailureの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.5)

なし

6 ospfVirtIfState
Change

sysUpTimeの値 ospfVirtIfStateChangeの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.1)

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfVirtIfState

7 ospfNbrStateC
hange

sysUpTimeの値 ospfNbrStateChangeのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.2)

ospfRouterId,
ospfNbrIpAddr,
ospfNbrAddressLessIndex,
ospfNbrRtrId,
ospfNbrState

8 ospfVirtNbrSta
teChange

sysUpTimeの値 ospfVirtNbrStateChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.3)

ospfRouterId,
ospfVirtNbrArea,
ospfVirtNbrRtrId,
ospfVirtNbrState

9 ospfIfConfigErr
or

sysUpTimeの値 ospfIfConfigErrorのオブ
ジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.4)

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

10 ospfVirtIfConfi
gError

sysUpTimeの値 ospfVirtIfConfigErrorのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.5)

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

11 ospfIfAuthFail
ure

sysUpTimeの値 ospfIfAuthFailureのオブ
ジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.6)

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

12 ospfVirtIfAuth
Failure

sysUpTimeの値 ospfVirtIfAuthFailureの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.7)

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

13 ospfIfStateCha
nge

sysUpTimeの値 ospfIfStateChangeのオブ
ジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.16)

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfIfState

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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14 bgpEstablished
【【【【OP-BGP】】】】

sysUpTimeの値 bgpEstablishedのオブジェ
クト ID
(1.3.6.1.2.1.15.7.1)

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

15 bgpBackwardT
ransitions
【【【【OP-BGP】】】】

sysUpTimeの値 bgpBackwardTransitions
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.15.7.2)

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

16 risingAlarm sysUpTimeの値 risingAlarmのオブジェク
ト ID
(1.3.6.1.2.1.16.0.1)

alarmIndex,alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmRisingThreshold

17 fallingAlarm sysUpTimeの値 fallingAlarmのオブジェク
ト ID
(1.3.6.1.2.1.16.0.2)

alarmIndex,
alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmFallingThreshold

18 vrrpTrapNewM
aster

sysUpTimeの値 vrrpTrapNewMasterのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.68.0.1)

vrrpOperationsMasterIpAddr,
vrrpTrapNewMasterReason

19 vrrpTrapAuthF
ailure

sysUpTimeの値 vrrpTrapAuthFailureのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.68.0.2)

vrrpTrapPacketSrc,
vrrpTrapAuthErrorType

20 vrrpTrapProto
Error

sysUpTimeの値 vrrpTrapProtoErrorのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.68.0.3)

vrrpTrapProtoErrReason

21 axsOspfVirtIfS
tateChange

sysUpTimeの値 axsOspfVirtIfStateChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.1)

axsOspfVirtIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighbor,
axsOspfVirtIfState

22 axsOspfNbrSta
teChange

sysUpTimeの値 axsOspfNbrStateChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.2)

axsOspfNbrDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfNbrIpAddr,
axsOspfNbrAddressLessIndex,
axsOspfNbrRtrId,
axsOspfNbrState

23 axsOspfVirtNb
rStateChange

sysUpTimeの値 axsOspfVirtNbrStateChan
geのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.3)

axsOspfVirtNbrDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtNbrArea,
axsOspfVirtNbrRtrId,
axsOspfVirtNbrState

24 axsOspfIfConfi
gError

sysUpTimeの値 axsOspfIfConfigErrorのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.4)

axsOspfIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessIf,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

25 axsOspfVirtIfC
onfigError

sysUpTimeの値 axsOspfVirtIfConfigError
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.5)

axsOspfVirtIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighbor,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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26 axsOspfIfAuth
Failure

sysUpTimeの値 axsOspfIfAuthFailureの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.6)

axsOspfIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessIf,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

27 axsOspfVirtIfA
uthFailure

sysUpTimeの値 axsOspfVirtIfAuthFailure
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.7)

axsOspfVirtIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighbor,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

28 axsOspfIfState
Change

sysUpTimeの値 axsOspfIfStateChangeの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.16)

axsOspfIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessIf,
axsOspfIfState

29 axsIsisAdjacen
cyChange
【【【【OP-ISIS】】】】

sysUpTimeの値 axsIsisAdjacencyChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.
2.0.17)

axsIsisSysInstance
axsIsisSysLevelIndex
axsIsisCircIfIndex
axsIsisPduLspId
axsIsisAdjState

30 axsStaticGate
wayStateChan
ge

sysUpTimeの値 axsStaticGatewayStateCh
angeのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.
2.0.1)

axsStaticGatewayAddr
axsStaticGatewayState

31 axsStaticIpv6G
atewayStateCh
ange

sysUpTimeの値 axsStaticIpv6GatewaySta
teChangeのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.
2.0.2)

axsStaticIpv6Ifindex
axsStaticIpv6GatewayAddr
axsStaticIpv6GatewayState

32 axsOadpNeigh
borCachelastC
hangeTrap

sysUpTimeの値 axsOadpNeighborCachela
stChangeTrapのオブジェ
クト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.2
.0.1)

axsOadpNeighborCacheLastChange

33 ax7800sAirFan
StopTrap

sysUpTimeの値 ax7800sAirFanStopTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.8
)

なし

34 ax7800sPower
SupplyFailure
Trap

sysUpTimeの値 ax7800sPowerSupplyFailu
reTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.9
)

なし

35 ax7800sLoginS
uccessTrap

sysUpTimeの値 ax7800sLoginSuccessTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.1
0)

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

36 ax7800sLoginF
ailureTrap

sysUpTimeの値 ax7800sLoginFailureTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.1
1)

axsLoginName,
axsLoginFailureTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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37 ax7800sLogout
Trap

sysUpTimeの値 ax7800sLogoutTrapのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.1
2)

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLogoutTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine,
axsLogoutStatus

38 ax7800sMemor
yUsageTrap

sysUpTimeの値 ax7800sMemoryUsageTra
pのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.1
3)

なし

39 ax7800sSystem
MsgTrap

sysUpTimeの値 ax7800sSystemMsgTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.1
)

ax7800sSystemMsgType
ax7800sSystemMsgTimeStamp
ax7800sSystemMsgLevel
ax7800sSystemMsgEventPoint
ax7800sSystemMsgEventInterfaceID
ax7800sSystemMsgEventCode
ax7800sSystemMsgAdditionalCode
ax7800sSystemMsgText

40 ax7800sStandb
ySystemUpTra
p

sysUpTimeの値 ax7800sStandbySystemU
pTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.2
)

ax7800sChassisIndex
ax7800sBcuBoardIndex

41 ax7800sStandb
ySystemDown
Trap

sysUpTimeの値 ax7800sStandbySystemDo
wnTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.3
)

ax7800sChassisIndex
ax7800sBcuBoardIndex

42 ax7800sTemper
atureTrap

sysUpTimeの値 ax7800sTemperatureTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.4
)

ax7800sChassisIndex
ax7800sBcuBoardIndex
ax7800sTemperatureStatusIndex
ax7800sTemperatureStatusDescr
ax7800sTemperatureStatusValue
ax7800sTemperatureState

43 ax7800sGsrpSt
ateTransitionT
rap

sysUpTimeの値 ax7800sGsrpStateTransiti
onTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.6
)

axsGsrpGroupId
axsGsrpVlanGroupId
axsGsrpState

44 ax7800sFrame
ErrorReceiveTr
ap

sysUpTimeの値 ax7800sFrameErrorRecei
veTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.1
8)

ifIndex

45 ax7800sFrame
ErrorSendTrap

sysUpTimeの値 ax7800sFrameErrorSendT
rapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.1
9)

ifIndex

46 ax7800sEfmoa
mUdldPortInac
tivateTrap

sysUpTimeの値 ax7800sEfmoamUdldPortI
nactivateTrapのオブジェ
クト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.2
9)

ifIndex

47 ax7800sEfmoa
mLoopDetectP
ortInactivateTr
ap

sysUpTimeの値 ax7800sEfmoamLoopDete
ctPortInactivateTrapのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.2.0.3
0)

ifIndex

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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48 axsPimNeighbo
rFound

sysUpTimeの値 axsPimNeighborFoundの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.24.
1.0.1)

pimNeighborIfIndex

49 axsPimNeighbo
rLoss

sysUpTimeの値 axsPimNeighborLossのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.24.
1.0.2)

pimNeighborIfIndex

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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4.3　サポートトラップ -PDU内パラメータ【【【【AX5400S】】】】

サポートトラップ -PDU内パラメータについて，SNMPv1の場合を「表 4-4　サポートトラップ -PDU内
パラメータ一覧（SNMPv1の場合）」に，SNMPv2/SNMPv3の場合を「表 4-5　サポートトラップ -PDU
内パラメータ一覧（SNMPv2c/SNMPv3の場合）」に示します。

表 4-4　サポートトラップ -PDU内パラメータ一覧（SNMPv1の場合）

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap

time-stamp variable-bindings

1 coldStart 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

0 0 sysUpTim
eの値

なし

2 warmStart 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

1 0 sysUpTim
eの値

なし

3 linkDown 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

2 0 sysUpTim
eの値

ifIndex
ただし，コンフィグ
レーションコマンドの
snmpまたは default
で
link_trap_bind_info
のパラメータに
privateを設定した場
合は ,下記のMIBに
なります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

4 linkUp 本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

3 0 sysUpTim
eの値

ifIndex
ただし，コンフィグ
レーションコマンドの
snmpまたは default
で
link_trap_bind_info
のパラメータに
privateを設定した場
合は ,下記のMIBに
なります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

5 authenticationFail
ure

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

4 0 sysUpTim
eの値

なし

6 ospfVirtIfStateCh
ange
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfVirtIfState
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7 ospfNbrStateChan
ge
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfNbrIpAddr,
ospfNbrAddressLessI
ndex,
ospfNbrRtrId,
ospfNbrState

8 ospfVirtNbrState
Change
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtNbrArea,
ospfVirtNbrRtrId,
ospfVirtNbrState

9 ospfIfConfigError
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 4 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

10 ospfVirtIfConfigEr
ror
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 5 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

11 ospfIfAuthFailure
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 6 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

12 ospfVirtIfAuthFail
ure
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 7 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

13 ospfIfStateChange
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

ospfTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 16 sysUpTim
eの値

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfIfState

14 bgpEstablished
【【【【OP-BGP】】】】

bgpTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
5.7

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

15 bgpBackwardTran
sitions
【【【【OP-BGP】】】】

bgpTrapsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.1
5.7

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

16 risingAlarm rmonのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.2.1.1
6

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

alarmIndex,
alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmRisingThreshol
d

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap

time-stamp variable-bindings
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17 fallingAlarm rmonのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.2.1.1
6

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

alarmIndex,
alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmFallingThresho
ld

18 vrrpTrapNewMast
er

vrrpMIBの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.6
8

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

vrrpOperationsMaste
rIpAddr,
vrrpTrapNewMaster
Reason

19 vrrpTrapAuthFail
ure

vrrpMIBの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.6
8

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

vrrpTrapPacketSrc,
vrrpTrapAuthErrorT
ype

20 vrrpTrapProtoErr
or

vrrpMIBの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.2.1.6
8

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

vrrpTrapProtoErrRea
son

21 axsOspfVirtIfStat
eChange
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtIfDomain
Number,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighb
or,
axsOspfVirtIfState

22 axsOspfNbrState
Change
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

axsOspfNbrDomainN
umber,
axsOspfRouterId,
axsOspfNbrIpAddr,
axsOspfNbrAddressL
essIndex,
axsOspfNbrRtrId,
axsOspfNbrState

23 axsOspfVirtNbrSt
ateChange
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtNbrDoma
inNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtNbrArea,
axsOspfVirtNbrRtrId
,
axsOspfVirtNbrState

24 axsOspfIfConfigEr
ror
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 4 sysUpTim
eの値

axsOspfIfDomainNu
mber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessI
f,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigErrorT
ype,
axsOspfPacketType

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap

time-stamp variable-bindings
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25 axsOspfVirtIfConf
igError
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 5 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtIfDomain
Number,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighb
or,
axsOspfConfigErrorT
ype,
axsOspfPacketType

26 axsOspfIfAuthFail
ure
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 6 sysUpTim
eの値

axsOspfIfDomainNu
mber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessI
f,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigErrorT
ype,
axsOspfPacketType

27 axsOspfVirtIfAuth
Failure
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 7 sysUpTim
eの値

axsOspfVirtIfDomain
Number,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighb
or,
axsOspfConfigErrorT
ype,
axsOspfPacketType

28 axsOspfIfStateCh
ange
【【【【OP-OSPF(AX54
00S)】】】】

axsOspfTra
psのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.1
4.16.2

特定の IP
アドレス※

6 16 sysUpTim
eの値

axsOspfIfDomainNu
mber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessI
f,
axsOspfIfState

29 axsIsisAdjacencyC
hange
【【【【OP-ISIS】】】】

axsIsisNotif
icationsの
オブジェク
ト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.3
7.2

特定の IP
アドレス※

6 17 sysUpTim
eの値

axsIsisSysInstance
axsIsisSysLevelIndex
axsIsisCircIfIndex
axsIsisPduLspId
axsIsisAdjState

30 axsStaticGateway
StateChangeTrap

axsStaticTr
apのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.3
8.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

axsStaticGatewayAd
dr
axsStaticGatewaySta
te

31 axsStaticIpv6Gate
wayStateChangeT
rap

axsStaticTr
apのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.3
8.2

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

axsStaticIpv6Ifindex
axsStaticIpv6Gatewa
yAddr
axsStaticIpv6Gatewa
yState

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap

time-stamp variable-bindings
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32 axsOadpNeighbor
CachelastChange
Trap

axsOadpMI
BNotificatio
nsのオブ
ジェクト ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.7
.2

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

axsOadpNeighborCac
heLastChange

33 ax5400sAirFanSto
pTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 8 sysUpTim
eの値

なし

34 ax5400sPowerSup
plyFailureTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 9 sysUpTim
eの値

なし

35 ax5400sLoginSucc
essTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 10 sysUpTim
eの値

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

36 ax5400sLoginFail
ureTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 11 sysUpTim
eの値

axsLoginName,
axsLoginFailureTime
,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

37 ax5400sLogoutTra
p

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 12 sysUpTim
eの値

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLogoutTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine,
axsLogoutStatus

38 ax5400sMemoryU
sageTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 13 sysUpTim
eの値

なし

39 ax5400sSystemMs
gTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

ax5400sSystemMsgT
ype
ax5400sSystemMsgTi
meStamp
ax5400sSystemMsgL
evel
ax5400sSystemMsgE
ventPoint
ax5400sSystemMsgE
ventInterfaceID
ax5400sSystemMsgE
ventCode
ax5400sSystemMsgA
dditionalCode
ax5400sSystemMsgT
ext

40 ax5400sStandbyS
ystemUpTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

ax5400sChassisIndex
ax5400sBcuBoardInd
ex

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap

time-stamp variable-bindings
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注※　コンフィグレーションに SNMPの agent-addrが設定されている場合は，その IPアドレスを使用します。
SNMPの agent-addrが設定されていない場合は，次のどちらかになります。
• ローカルアドレスが定義されている場合は，その IPアドレスを使用します（ローカルアドレスは，JP1/Cm2から管
理可能）。

• ローカルアドレスが定義されていない場合は，最若番ポートの IPアドレスを使用します。

41 ax5400sStandbyS
ystemDownTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 3 sysUpTim
eの値

ax5400sChassisIndex
ax5400sBcuBoardInd
ex

42 ax5400sTemperat
ureTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 4 sysUpTim
eの値

ax5400sChassisIndex
ax5400sBcuBoardInd
ex
ax5400sTemperature
StatusIndex
ax5400sTemperature
StatusDescr
ax5400sTemperature
StatusValue
ax5400sTemperature
State

43 ax5400sGsrpState
TransitionTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 6 sysUpTim
eの値

axsGsrpGroupId
axsGsrpVlanGroupId
axsGsrpState

44 ax5400sFrameErr
orReceiveTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 18 sysUpTim
eの値

ifIndex

45 ax5400sFrameErr
orSendTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 19 sysUpTim
eの値

ifIndex

46 ax5400sEfmoamU
dldPortInactivate
Trap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 29 sysUpTim
eの値

ifIndex

47 ax5400sEfmoamL
oopDetectPortInac
tivateTrap

本装置の
sysObjectID
1.3.6.1.4.1.2
1839.1.2.3

特定の IP
アドレス※

6 30 sysUpTim
eの値

ifIndex

48 axsPimNeighborF
ound

axsPimMIB
Objectsのオ
ブジェクト
ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.2
4.1

特定の IP
アドレス※

6 1 sysUpTim
eの値

pimNeighborIfIndex

49 axsPimNeighborL
oss

axsPimMIB
Objectsのオ
ブジェクト
ID
1.3.6.1.4.1.2
1839.2.2.1.2
4.1

特定の IP
アドレス※

6 2 sysUpTim
eの値

pimNeighborIfIndex

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

enterprise agentaddr generic-
trap

specific-
trap

time-stamp variable-bindings
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表 4-5　サポートトラップ -PDU内パラメータ一覧（SNMPv2c/SNMPv3の場合）

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]

1 coldStart sysUpTimeの値 coldStartのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.1)

なし

2 warmStart sysUpTimeの値 warmStartのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.2)

なし

3 linkDown sysUpTimeの値 linkDownのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.3)

ifIndex
ifAdminStatus
ifOperStatus
ただし，コンフィグレーションコマンドの
snmpまたは defaultで
link_trap_bind_infoのパラメータに
privateを設定した場合は，次のMIBにな
ります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

4 linkUp sysUpTimeの値 linkUpのオブジェクト ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.4)

ifIndex
ifAdminStatus
ifOperStatus
ただし，コンフィグレーションコマンドの
snmpまたは defaultで
link_trap_bind_infoのパラメータに
privateを設定した場合は，次のMIBにな
ります。
ifIndex,
ifDescr,
ifType

5 authentication
Failure

sysUpTimeの値 authenticationFailureの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.6.3.1.1.5.5)

なし

6 ospfVirtIfState
Change
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfVirtIfStateChangeの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.1)

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfVirtIfState

7 ospfNbrStateC
hange
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfNbrStateChangeのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.2)

ospfRouterId,
ospfNbrIpAddr,
ospfNbrAddressLessIndex,
ospfNbrRtrId,
ospfNbrState

8 ospfVirtNbrSta
teChange
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfVirtNbrStateChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.3)

ospfRouterId,
ospfVirtNbrArea,
ospfVirtNbrRtrId,
ospfVirtNbrState

9 ospfIfConfigErr
or
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfIfConfigErrorのオブ
ジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.4)

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType
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10 ospfVirtIfConfi
gError
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfVirtIfConfigErrorのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.5)

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

11 ospfIfAuthFail
ure
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfIfAuthFailureのオブ
ジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.6)

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfPacketSrc,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

12 ospfVirtIfAuth
Failure
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfVirtIfAuthFailureの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.7)

ospfRouterId,
ospfVirtIfAreaId,
ospfVirtIfNeighbor,
ospfConfigErrorType,
ospfPacketType

13 ospfIfStateCha
nge
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 ospfIfStateChangeのオブ
ジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.14.16.2.16)

ospfRouterId,
ospfIfIpAddress,
ospfAddressLessIf,
ospfIfState

14 bgpEstablished
【【【【OP-BGP】】】】

sysUpTimeの値 bgpEstablishedのオブジェ
クト ID
(1.3.6.1.2.1.15.7.1)

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

15 bgpBackwardT
ransitions
【【【【OP-BGP】】】】

sysUpTimeの値 bgpBackwardTransitions
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.15.7.2)

bgpPeerLastError,
bgpPeerState

16 risingAlarm sysUpTimeの値 risingAlarmのオブジェク
ト ID
(1.3.6.1.2.1.16.0.1)

alarmIndex,
alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmRisingThreshold

17 fallingAlarm sysUpTimeの値 fallingAlarmのオブジェク
ト ID
(1.3.6.1.2.1.16.0.2)

alarmIndex,
alarmVariable,
alarmSampleType,
alarmValue,
alarmFallingThreshold

18 vrrpTrapNewM
aster

sysUpTimeの値 vrrpTrapNewMasterのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.68.0.1)

vrrpOperationsMasterIpAddr,
vrrpTrapNewMasterReason

19 vrrpTrapAuthF
ailure

sysUpTimeの値 vrrpTrapAuthFailureのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.68.0.2)

vrrpTrapPacketSrc,
vrrpTrapAuthErrorType

20 vrrpTrapProto
Error

sysUpTimeの値 vrrpTrapProtoErrorのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.2.1.68.0.3)

vrrpTrapProtoErrReason

21 axsOspfVirtIfS
tateChange
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfVirtIfStateChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.1)

axsOspfVirtIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighbor,
axsOspfVirtIfState

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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22 axsOspfNbrSta
teChange
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfNbrStateChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.2)

axsOspfNbrDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfNbrIpAddr,
axsOspfNbrAddressLessIndex,
axsOspfNbrRtrId,
axsOspfNbrState

23 axsOspfVirtNb
rStateChange
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfVirtNbrStateChan
geのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.3)

axsOspfVirtNbrDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtNbrArea,
axsOspfVirtNbrRtrId,
axsOspfVirtNbrState

24 axsOspfIfConfi
gError
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfIfConfigErrorのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.4)

axsOspfIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessIf,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

25 axsOspfVirtIfC
onfigError
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfVirtIfConfigError
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.5)

axsOspfVirtIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighbor,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

26 axsOspfIfAuth
Failure
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfIfAuthFailureの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.6)

axsOspfIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessIf,
axsOspfPacketSrc,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

27 axsOspfVirtIfA
uthFailure
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfVirtIfAuthFailure
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.7)

axsOspfVirtIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfVirtIfAreaId,
axsOspfVirtIfNeighbor,
axsOspfConfigErrorType,
axsOspfPacketType

28 axsOspfIfState
Change
【【【【OP-OSPF(AX
5400S)】】】】

sysUpTimeの値 axsOspfIfStateChangeの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.
16.2.0.16)

axsOspfIfDomainNumber,
axsOspfRouterId,
axsOspfIfIpAddress,
axsOspfAddressLessIf,
axsOspfIfState

29 axsIsisAdjacen
cyChange
【【【【OP-ISIS】】】】

sysUpTimeの値 axsIsisAdjacencyChange
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.
2.0.17)

axsIsisSysInstance
axsIsisSysLevelIndex
axsIsisCircIfIndex
axsIsisPduLspId
axsIsisAdjState

30 axsStaticGate
wayStateChan
ge

sysUpTimeの値 axsStaticGatewayStateCh
angeのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.
2.0.1)

axsStaticGatewayAddr
axsStaticGatewayState

31 axsStaticIpv6G
atewayStateCh
ange

sysUpTimeの値 axsStaticIpv6GatewaySta
teChangeのオブジェクト
ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.
2.0.2)

axsStaticIpv6Ifindex
axsStaticIpv6GatewayAddr
axsStaticIpv6GatewayState

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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32 axsOadpNeigh
borCachelastC
hangeTrap

sysUpTimeの値 axsOadpNeighborCachela
stChangeTrapのオブジェ
クト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.2
.0.1)

axsOadpNeighborCacheLastChange

33 ax5400sAirFan
StopTrap

sysUpTimeの値 ax5400sAirFanStopTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.8
)

なし

34 ax5400sPower
SupplyFailure
Trap

sysUpTimeの値 ax5400sPowerSupplyFailu
reTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.9
)

なし

35 ax5400sLoginS
uccessTrap

sysUpTimeの値 ax5400sLoginSuccessTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.1
0)

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

36 ax5400sLoginF
ailureTrap

sysUpTimeの値 ax5400sLoginFailureTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.1
1)

axsLoginName,
axsLoginFailureTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine

37 ax5400sLogout
Trap

sysUpTimeの値 ax5400sLogoutTrapのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.1
2)

axsLoginName,
axsLoginTime,
axsLogoutTime,
axsLoginLocation,
axsLoginLine,
axsLogoutStatus

38 ax5400sMemor
yUsageTrap

sysUpTimeの値 ax5400sMemoryUsageTra
pのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.1
3)

なし

39 ax5400sSystem
MsgTrap

sysUpTimeの値 ax5400sSystemMsgTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.1
)

ax5400sSystemMsgType
ax5400sSystemMsgTimeStamp
ax5400sSystemMsgLevel
ax5400sSystemMsgEventPoint
ax5400sSystemMsgEventInterfaceID
ax5400sSystemMsgEventCode
ax5400sSystemMsgAdditionalCode
ax5400sSystemMsgText

40 ax5400sStandb
ySystemUpTra
p

sysUpTimeの値 ax5400sStandbySystemU
pTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.2
)

ax5400sChassisIndex
ax5400sBcuBoardIndex

41 ax5400sStandb
ySystemDown
Trap

sysUpTimeの値 ax5400sStandbySystemDo
wnTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.3
)

ax5400sChassisIndex
ax5400sBcuBoardIndex

42 ax5400sTemper
atureTrap

sysUpTimeの値 ax5400sTemperatureTrap
のオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.4
)

ax5400sChassisIndex
ax5400sBcuBoardIndex
ax5400sTemperatureStatusIndex
ax5400sTemperatureStatusDescr
ax5400sTemperatureStatusValue
ax5400sTemperatureState

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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43 ax5400sGsrpSt
ateTransitionT
rap

sysUpTimeの値 ax5400sGsrpStateTransiti
onTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.6
)

axsGsrpGroupId
axsGsrpVlanGroupId
axsGsrpState

44 ax5400sFrame
ErrorReceiveTr
ap

sysUpTimeの値 ax5400sFrameErrorRecei
veTrapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.1
8)

ifIndex

45 ax5400sFrame
ErrorSendTrap

sysUpTimeの値 ax5400sFrameErrorSendT
rapのオブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.1
9)

ifIndex

46 ax5400sEfmoa
mUdldPortInac
tivateTrap

sysUpTimeの値 ax5400sEfmoamUdldPortI
nactivateTrapのオブジェ
クト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.2
9)

ifIndex

47 ax5400sEfmoa
mLoopDetectP
ortInactivateTr
ap

sysUpTimeの値 ax5400sEfmoamLoopDete
ctPortInactivateTrapのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.1.2.3.0.3
0)

ifIndex

48 axsPimNeighbo
rFound

sysUpTimeの値 axsPimNeighborFoundの
オブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.24.
1.0.1)

pimNeighborIfIndex

49 axsPimNeighbo
rLoss

sysUpTimeの値 axsPimNeighborLossのオ
ブジェクト ID
(1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.24.
1.0.2)

pimNeighborIfIndex

項
番

種類 トラップ PDUデータ値

Variable-Binding 
[1](SysUpTime.0)

Variable-Binding 
[2](SnmpTrapOID.0)

Variable-Binding [3～ ]
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
本装置で使用するプライベートMIB，HPプライベートMIBおよび InMonプライベートMIBについて，
MIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

付録 A.1　プライベート MIB
プライベートMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

（1） axsStatsグループ

axsStatsグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-1　axsStatsグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

MIB名称 オブジェクト ID

axsStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1

axsPhysStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1

axsPhysStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1

axsPhysStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1

axsPhysStatsIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.1

axsPhysStatsIfDescr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.2

axsPhysStatsIfType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.3

axsPhysStatsInFCSs 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.4

axsPhysStatsInAborts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.5

axsPhysStatsOverrun 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.6

axsPhysStatsUnderrun 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.7

axsPhysStatsInOddbits 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.8

axsPhysStatsInShortfrms 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.9

axsPhysStatsSendTimeout 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.10

axsPhysStatsOutAborts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.11

axsPhysStatsInLongfrms 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.1.1.1.12

axsSonetStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3

axsSonetSectionStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1

axsSonetSectionStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1

axsSonetSectionStatsIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1.1

axsSonetSectionStatsLOS 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1.2

axsSonetSectionStatsLOF 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1.3

axsSonetSectionStatsOOF 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1.4

axsSonetSectionStatsBIP8 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1.5

axsSonetSectionStatsB2EBER 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1.6

axsSonetSectionStatsB2SD 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.1.1.7

axsSonetLineStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2

axsSonetLineStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsSonetLineStatsIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.1

axsSonetLineStatsAIS 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.2

axsSonetLineStatsRDI 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.3

axsSonetLineStatsBIP24 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.4

axsSonetLineStatsFEBE 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.5

axsSonetLineStatsBIP384 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.6

axsSonetLineStatsBIP1536 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.7

axsSonetLineStatsREI 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.2.1.8

axsSonetPathStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3

axsSonetPathStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1

axsSonetPathStatsIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.1

axsSonetPathStatsLOP 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.2

axsSonetPathStatsAIS 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.3

axsSonetPathStatsRDI 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.4

axsSonetPathStatsBIP8 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.5

axsSonetPathStatsFEBE 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.6

axsSonetPathStatsREI 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.7

axsSonetRDIPathStatsAISLOP 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.8

axsSonetRDIPathStatsUNEQ 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.9

axsSonetRDIPathStatsPLM 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.10

axsSonetPathStatsUNEQ 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.11

axsSonetPathStatsPLM 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.3.3.1.12

axsIfStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4

axsIfStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1

axsIfStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1

axsIfStatsIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.1

axsIfStatsName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.2

axsIfStatsInMegaOctets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.3

axsIfStatsInUcastMegaPkts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.4

axsIfStatsInMulticastMegaPkts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.5

axsIfStatsInBroadcastMegaPkts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.6

axsIfStatsOutMegaOctets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.7

axsIfStatsOutUcastMegaPkts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.8

axsIfStatsOutMulticastMegaPkts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.9

axsIfStatsOutBroadcastMegaPkts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.10

axsIfStatsHighSpeed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.4.1.1.11

axsQoS 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6

axsEtherTxQoS 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1

axsEtherTxQoSStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1

axsEtherTxQoSStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsEtherTxQoSStatsIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1.1

axsEtherTxQoSStatsMaxQnum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1.2

axsEtherTxQoSStatsLimitQlen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1.3

axsEtherTxQoSStatsTotalOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1.4

axsEtherTxQoSStatsTotalOutBytesHigh 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1.5

axsEtherTxQoSStatsTotalOutBytesLow 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1.6

axsEtherTxQoSStatsTotalDiscardFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.1.1.7

axsEtherTxQoSStatsQueueTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2

axsEtherTxQoSStatsQueueEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1

axsEtherTxQoSStatsQueueIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.1

axsEtherTxQoSStatsQueueQueIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.2

axsEtherTxQoSStatsQueueQlen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.3

axsEtherTxQoSStatsQueueMaxQlen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.4

axsEtherTxQoSStatsQueueDiscardFramesClass1 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.5

axsEtherTxQoSStatsQueueDiscardFramesClass2 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.6

axsEtherTxQoSStatsQueueDiscardFramesClass3 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.7

axsEtherTxQoSStatsQueueDiscardFramesClass4 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.1.2.1.8

axsEthShaper 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3.1

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmNifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3.1.1

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3.1.2

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3.1.3

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmOutBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3.1.4

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmDiscardFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3.1.5

axsEthShaperStatsFlowOtherFrmDiscardBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.4.3.1.6

axsEthShaperAgQue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5

axsEthShaperAgQueStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1

axsEthShaperAgQueStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1

axsEthShaperAgQueStatsNifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1.1

axsEthShaperAgQueStatsLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1.2

axsEthShaperAgQueStatsAgNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1.3

axsEthShaperAgQueStatsTotalOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1.4

axsEthShaperAgQueStatsTotalOutBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1.5

axsEthShaperAgQueStatsTotalDiscardFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1.6

axsEthShaperAgQueStatsTotalDiscardBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.1.1.7

axsEthShaperAgQueStatsQueueTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2

axsEthShaperAgQueStatsQueueEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1

axsEthShaperAgQueStatsQueueNifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.1

axsEthShaperAgQueStatsQueueLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.2

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsEthShaperAgQueStatsQueueAgNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.3

axsEthShaperAgQueStatsQueueQueIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.4

axsEthShaperAgQueStatsQueueOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.5

axsEthShaperAgQueStatsQueueOutBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.6

axsEthShaperAgQueStatsQueueDiscardFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.7

axsEthShaperAgQueStatsQueueDiscardBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.2.1.8

axsEthShaperDefAgQueStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3

axsEthShaperDefAgQueStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3.1

axsEthShaperDefAgQueStatsNifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3.1.1

axsEthShaperDefAgQueStatsLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3.1.2

axsEthShaperDefAgQueStatsTotalOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3.1.3

axsEthShaperDefAgQueStatsTotalOutBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3.1.4

axsEthShaperDefAgQueStatsTotalDiscardFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3.1.5

axsEthShaperDefAgQueStatsTotalDiscardBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.3.1.6

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueNifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1.1

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1.2

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueQueIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1.3

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1.4

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueOutBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1.5

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueDiscardFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1.6

axsEthShaperDefAgQueStatsQueueDiscardBytes 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.6.5.4.1.7

axsDHCP 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.10

axsDHCPAddrValue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.10.1

axsDHCPFreeAddrValue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.10.2

axsVlanStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11

axsVlanStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1

axsVlanStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1

axsVlanStatsVlanIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.1

axsVlanStatsPortIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.2

axsVlanStatsInOctets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.3

axsVlanStatsInFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.4

axsVlanStatsInDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.5

axsVlanStatsOutOctets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.6

axsVlanStatsOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.7

axsVlanStatsOutDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.11.1.1.8

axsIpStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.12

axsIpNullInDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.12.1

axsIpv6NullInDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.12.2

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
（2） axsGsrpMIBグループ

axsGsrpMIBグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-2　axsGsrpMIBグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

axsIpPimRegisterDiscards【【【【OP-MLT】】】】 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.1.12.3

MIB名称 オブジェクト ID

axsGsrp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4

axsGsrpGroupTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1

axsGsrpGroupEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1

axsGsrpGroupId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1.1

axsGsrpGroupRowStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1.2

axsGsrpMacAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1.3

axsGsrpAdvertiseHoldTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1.4

axsGsrpAdvertiseInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1.5

axsGsrpSelectionPattern 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1.6

axsGsrpLayer3Redundancy 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.1.1.7

axsGsrpVlanGroupTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2

axsGsrpVlanGroupEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1

axsGsrpVlanGroupId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.1

axsGsrpVlanGroupRowStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.2

axsGsrpState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.3

axsGsrpPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.4

axsGsrpActivePorts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.5

axsGsrpTransitionToMasterCounts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.6

axsGsrpTransitionFromMasterCounts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.7

axsGsrpLastTransitionTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.8

axsGsrpVirtualMacAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.2.1.9

axsGsrpNeighborGroupTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3

axsGsrpNeighborGroupEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3.1

axsGsrpNeighborGroupId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3.1.1

axsGsrpNeighborMacAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3.1.2

axsGsrpNeighborAdvertiseHoldTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3.1.3

axsGsrpNeighborAdvertiseInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3.1.4

axsGsrpNeighborSelectionPattern 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.3.1.5

axsGsrpNeighborVlanGroupTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.4

axsGsrpNeighborVlanGroupEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.4.1

axsGsrpNeighborVlanGroupId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.4.1.1

axsGsrpNeighborState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.4.1.2

axsGsrpNeighborPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.4.1.3

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
（3） axsFdbグループ

axsFdbグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-3　axsFdbグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

（4） axsVlanグループ

axsVlanグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-4　axsVlanグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

axsGsrpNeighborActivePorts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.4.4.1.4

MIB名称 オブジェクト ID

axsFdb 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5

axsFdbCounterTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5.1

axsFdbCounterEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5.1.1

axsFdbCounterNifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5.1.1.1

axsFdbCounterLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5.1.1.2

axsFdbCounterCounts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5.1.1.3

axsFdbCounterType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5.1.1.4

axsFdbCounterLimits 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.5.1.1.5

MIB名称 オブジェクト ID

axsVlan 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6

axsVlanBridge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1

axsVlanBridgeBase 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1

axsVBBaseTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1

axsVBBaseEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1

axsVBBaseIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.1

axsVBBaseBridgeAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.2

axsVBBaseNumPorts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.3

axsVBBaseType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.4

axsVBBaseVlanIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.5

axsVBBaseVlanType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.6

axsVBBaseVlanID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.7

axsVBBaseAssociatedPrimaryVlan 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.8

axsVBBaseIfStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.9

axsVBBaseLastChange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.10

axsVBBasePrivateVlanType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.1.1.11

axsVBBasePortTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2

axsVBBasePortEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1

axsVBBasePortIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.1

MIB名称 オブジェクト ID
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axsVBBasePort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.2

axsVBBasePortIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.3

axsVBBasePortCircuit 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.4

axsVBBasePortDelayExceededDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.5

axsVBBasePortMtuExceededDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.6

axsVBBasePortState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.7

axsVBBasePortTaggedState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.8

axsVBBasePortTranslatedTagID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.1.2.1.9

axsVlanBridgeStp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2

axsVBStpTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1

axsVBStpEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1

axsVBStpIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.1

axsVBStpProtocolSpecification 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.2

axsVBStpPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.3

axsVBStpTimeSinceTopologyChange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.4

axsVBStpTopChanges 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.5

axsVBStpDesignatedRoot 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.6

axsVBStpRootCost 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.7

axsVBStpRootPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.8

axsVBStpMaxAge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.9

axsVBStpHelloTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.10

axsVBStpHoldTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.11

axsVBStpForwardDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.12

axsVBStpBridgeMaxAge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.13

axsVBStpBridgeHelloTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.14

axsVBStpBridgeForwardDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.1.1.15

axsVBStpPortTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2

axsVBStpPortEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1

axsVBStpPortIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.1

axsVBStpPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.2

axsVBStpPortPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.3

axsVBStpPortState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.4

axsVBStpPortEnable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.5

axsVBStpPortPathCost 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.6

axsVBStpPortDesignatedRoot 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.7

axsVBStpPortDesignatedCost 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.8

axsVBStpPortDesignatedBridge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.9

axsVBStpPortDesignatedPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.10

axsVBStpPortForwardTransitions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.2.2.1.11

axsVlanBridgeTp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4
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（5） axsOadpグループ

axsOadpグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

axsVBTpTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.1

axsVBTpEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.1.1

axsVBTpIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.1.1.1

axsVBTpLearnedEntryDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.1.1.2

axsVBTpAgingTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.1.1.3

axsVBTpFdbTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.2

axsVBTpFdbEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.2.1

axsVBTpFdbIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.2.1.1

axsVBTpFdbAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.2.1.2

axsVBTpFdbPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.2.1.3

axsVBTpFdbStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.2.1.4

axsVBTpPortTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3

axsVBTpPortEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3.1

axsVBTpPortIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3.1.1

axsVBTpPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3.1.2

axsVBTpPortMaxInfo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3.1.3

axsVBTpPortInFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3.1.4

axsVBTpPortOutFrames 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3.1.5

axsVBTpPortInDiscards 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.4.3.1.6

axsVlanBridgeStatic 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5

axsVBStaticTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5.1

axsVBStaticEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5.1.1

axsVBStaticIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5.1.1.1

axsVBStaticAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5.1.1.2

axsVBStaticReceivePort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5.1.1.3

axsVBStaticAllowedToGoTo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5.1.1.4

axsVBStaticStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.5.1.1.5

axsVlanBridgeMaxVlans 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.101

axsVlanBridgeMaxSpans 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.1.102

axsVlanTagTranslation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10

axsVlanTagTranslationTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10.1

axsVlanTagTranslationEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10.1.1

axsVlanTagTranslationVlanId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10.1.1.1

axsVlanTagTranslationTranslatedId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10.1.1.2

axsVlanTagTranslationPorts 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.6.10.1.1.3
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
表 A-5　axsOadpグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

MIB名称 オブジェクト ID

axsOadp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7

axsOadpMIBObjects 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1

axsOadpGlobalInfo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1

axsOadpGlobalActive 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1.1

axsOadpGlobalCdpActive 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1.2

axsOadpGlobalMessageInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1.3

axsOadpGlobalHoldTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1.4

axsOadpGlobalCacheLastChange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1.5

axsOadpGlobalName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1.6

axsOadpGlobalNameType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.1.7

axsOadpPortInfo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.2

axsOadpPortConfigTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.2.1

axsOadpPortConfigEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.2.1.1

axsOadpPortConfigIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.2.1.1.1

axsOadpPortConfigActive 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.2.1.1.2

axsOadpNeighborInfo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3

axsOadpNeighborTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1

axsOadpNeighborEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1

axsOadpIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.1

axsOadpTagID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.2

axsOadpNeighborIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.3

axsOadpNeighborTagID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.4

axsOadpNeighborVendorType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.5

axsOadpNeighborSNMPAgentAddressType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.6

axsOadpNeighborSNMPAgentAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.7

axsOadpNeighborDescr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.8

axsOadpNeighborDeviceID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.9

axsOadpNeighborSlotPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.10

axsOadpNeighborIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.11

axsOadpNeighborIfSpeed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.12

axsOadpNeighborDeviceType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.13

axsOadpNeighborService 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.14

axsOadpNeighborVTPMgmtDomain 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.15

axsOadpNeighborNativeVLAN 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.16

axsOadpNeighborDuplex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.17

axsOadpNeighborApplianceID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.18

axsOadpNeighborVlanID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.19

axsOadpNeighborPowerConsumption 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.20

axsOadpNeighborMTU 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.21
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（6） axsFlowグループ

axsFlowグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-6　axsFlowグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

axsOadpNeighborSysName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.22

axsOadpNeighborSysObjectID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.23

axsOadpNeighborSecondarySNMPAgentAddressTy
pe

1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.24

axsOadpNeighborSecondarySNMPAgentAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.25

axsOadpNeighborPhysLocation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.26

axsOadpNeighborCacheLastChange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.27

axsOadpNeighborIfHighSpeed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.7.1.3.1.1.28

MIB名称 オブジェクト ID

axsFlowResources 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2

axsFlowResourcesSystemUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.1

axsFlowResourcesSystemFree 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.2

axsFlowResourcesSystemMax 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.3

axsFlowResourcesSystemNetflowUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.4

axsFlowResourcesSystemPolicyUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.5

axsFlowResourcesSystemPolicyMax 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.6

axsFlowResourcesTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7

axsFlowResourcesEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1

axsFlowResourcesIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.1

axsFlowResourcesFilterUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.2

axsFlowResourcesFilterFree 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.3

axsFlowResourcesQosUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.4

axsFlowResourcesNetflowUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.5

axsFlowResourcesQosFree 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.6

axsFlowResourcesUpcUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.7

axsFlowResourcesUpcFree 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.8

axsFlowResourcesPolicyUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.7.1.9

axsFlowResourcesFilterInterfaceInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.8

axsFlowResourcesFilterInterfaceInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.8.1

axsFlowResourcesFilterInterfaceInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.8.1.1

axsFlowResourcesFilterInterfaceInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.8.1.2

axsFlowResourcesFilterInterfaceInUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.8.1.3

axsFlowResourcesFilterInterfaceOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.9

axsFlowResourcesFilterInterfaceOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.9.1

axsFlowResourcesFilterInterfaceOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.9.1.1

axsFlowResourcesFilterInterfaceOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.9.1.2
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axsFlowResourcesFilterInterfaceOutUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.9.1.3

axsFlowResourcesQosInterfaceInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.10

axsFlowResourcesQosInterfaceInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.10.1

axsFlowResourcesQosInterfaceInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.10.1.1

axsFlowResourcesQosInterfaceInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.10.1.2

axsFlowResourcesQosInterfaceInUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.10.1.3

axsFlowResourcesQosInterfaceOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.11

axsFlowResourcesQosInterfaceOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.11.1

axsFlowResourcesQosInterfaceOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.11.1.1

axsFlowResourcesQosInterfaceOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.11.1.2

axsFlowResourcesQosInterfaceOutUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.11.1.3

axsFlowResourcesFilterListInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.12

axsFlowResourcesFilterListInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.12.1

axsFlowResourcesFilterListInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.12.1.1

axsFlowResourcesFilterListInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.12.1.2

axsFlowResourcesFilterListInNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.12.1.3

axsFlowResourcesFilterListInUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.12.1.4

axsFlowResourcesFilterListOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.13

axsFlowResourcesFilterListOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.13.1

axsFlowResourcesFilterListOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.13.1.1

axsFlowResourcesFilterListOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.13.1.2

axsFlowResourcesFilterListOutNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.13.1.3

axsFlowResourcesFilterListOutUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.13.1.4

axsFlowResourcesQosListInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.14

axsFlowResourcesQosListInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.14.1

axsFlowResourcesQosListInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.14.1.1

axsFlowResourcesQosListInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.14.1.2

axsFlowResourcesQosListInNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.14.1.3

axsFlowResourcesQosListInUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.14.1.4

axsFlowResourcesQosListOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.15

axsFlowResourcesQosListOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.15.1

axsFlowResourcesQosListOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.15.1.1

axsFlowResourcesQosListOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.15.1.2

axsFlowResourcesQosListOutNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.15.1.3

axsFlowResourcesQosListOutUsed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.2.15.1.4

axsFlowFilter 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3

axsFlowFilterInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1

axsFlowFilterInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1

axsFlowFilterInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.1

axsFlowFilterInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.2

MIB名称 オブジェクト ID
418



付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsFlowFilterInListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.3

axsFlowFilterInSrcMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.4

axsFlowFilterInSrcMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.5

axsFlowFilterInSrcMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.6

axsFlowFilterInDestMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.7

axsFlowFilterInDestMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.8

axsFlowFilterInDestMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.9

axsFlowFilterInEthernetType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.10

axsFlowFilterInUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.11

axsFlowFilterInLowerVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.12

axsFlowFilterInHigherVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.13

axsFlowFilterInProtocolNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.14

axsFlowFilterInIpAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.15

axsFlowFilterInSrcIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.16

axsFlowFilterInSrcIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.17

axsFlowFilterInSrcIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.18

axsFlowFilterInSrcIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.19

axsFlowFilterInDestIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.20

axsFlowFilterInDestIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.21

axsFlowFilterInDestIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.22

axsFlowFilterInDestIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.23

axsFlowFilterInDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.24

axsFlowFilterInPrecedence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.25

axsFlowFilterInUpperLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.26

axsFlowFilterInLowerLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.27

axsFlowFilterInFragments 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.28

axsFlowFilterInSrcPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.29

axsFlowFilterInSrcPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.30

axsFlowFilterInSrcPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.31

axsFlowFilterInDestPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.32

axsFlowFilterInDestPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.33

axsFlowFilterInDestPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.34

axsFlowFilterInAckFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.35

axsFlowFilterInSynFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.36

axsFlowFilterInIcmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.37

axsFlowFilterInIcmpCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.38

axsFlowFilterInIgmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.1.1.39

axsFlowFilterOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2

axsFlowFilterOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1

axsFlowFilterOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.1

MIB名称 オブジェクト ID
419



付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsFlowFilterOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.2

axsFlowFilterOutListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.3

axsFlowFilterOutSrcMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.4

axsFlowFilterOutSrcMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.5

axsFlowFilterOutSrcMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.6

axsFlowFilterOutDestMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.7

axsFlowFilterOutDestMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.8

axsFlowFilterOutDestMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.9

axsFlowFilterOutEthernetType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.10

axsFlowFilterOutUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.11

axsFlowFilterOutLowerVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.12

axsFlowFilterOutHigherVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.13

axsFlowFilterOutProtocolNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.14

axsFlowFilterOutIpAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.15

axsFlowFilterOutSrcIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.16

axsFlowFilterOutSrcIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.17

axsFlowFilterOutSrcIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.18

axsFlowFilterOutSrcIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.19

axsFlowFilterOutDestIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.20

axsFlowFilterOutDestIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.21

axsFlowFilterOutDestIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.22

axsFlowFilterOutDestIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.23

axsFlowFilterOutDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.24

axsFlowFilterOutPrecedence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.25

axsFlowFilterOutUpperLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.26

axsFlowFilterOutLowerLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.27

axsFlowFilterOutFragments 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.28

axsFlowFilterOutSrcPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.29

axsFlowFilterOutSrcPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.30

axsFlowFilterOutSrcPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.31

axsFlowFilterOutDestPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.32

axsFlowFilterOutDestPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.33

axsFlowFilterOutDestPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.34

axsFlowFilterOutAckFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.35

axsFlowFilterOutSynFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.36

axsFlowFilterOutIcmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.37

axsFlowFilterOutIcmpCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.38

axsFlowFilterOutIgmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.2.1.39

axsFlowFilterInActTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.3

axsFlowFilterInActEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.3.1

MIB名称 オブジェクト ID
420



付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsFlowFilterInActifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.3.1.1

axsFlowFilterInActifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.3.1.2

axsFlowFilterInActListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.3.1.3

axsFlowFilterInActInfo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.3.1.4

axsFlowFilterOutActTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.4

axsFlowFilterOutActEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.4.1

axsFlowFilterOutActifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.4.1.1

axsFlowFilterOutActifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.4.1.2

axsFlowFilterOutActListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.4.1.3

axsFlowFilterOutActInfo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.3.4.1.4

axsFlowFilterStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4

axsFlowFilterStatsInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1

axsFlowFilterStatsInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1.1

axsFlowFilterStatsInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1.1.1

axsFlowFilterStatsInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1.1.2

axsFlowFilterStatsInListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1.1.3

axsFlowFilterStatsInDropPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1.1.4

axsFlowFilterStatsInForwardPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1.1.5

axsFlowFilterStatsInPolicyRoutedPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.1.1.6

axsFlowFilterStatsOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.2

axsFlowFilterStatsOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.2.1

axsFlowFilterStatsOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.2.1.1

axsFlowFilterStatsOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.2.1.2

axsFlowFilterStatsOutListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.2.1.3

axsFlowFilterStatsOutDropPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.2.1.4

axsFlowFilterStatsOutForwardPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.4.2.1.5

axsFlowQos 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5

axsFlowQosInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1

axsFlowQosInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1

axsFlowQosInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.1

axsFlowQosInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.2

axsFlowQosInListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.3

axsFlowQosInSrcMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.4

axsFlowQosInSrcMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.5

axsFlowQosInSrcMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.6

axsFlowQosInDestMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.7

axsFlowQosInDestMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.8

axsFlowQosInDestMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.9

axsFlowQosInEthernetType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.10

axsFlowQosInUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.11

MIB名称 オブジェクト ID
421



付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsFlowQosInLowerVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.12

axsFlowQosInHigherVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.13

axsFlowQosInProtocolNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.14

axsFlowQosInIpAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.15

axsFlowQosInSrcIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.16

axsFlowQosInSrcIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.17

axsFlowQosInSrcIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.18

axsFlowQosInSrcIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.19

axsFlowQosInDestIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.20

axsFlowQosInDestIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.21

axsFlowQosInDestIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.22

axsFlowQosInDestIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.23

axsFlowQosInDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.24

axsFlowQosInPrecedence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.25

axsFlowQosInUpperLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.26

axsFlowQosInLowerLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.27

axsFlowQosInFragments 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.28

axsFlowQosInSrcPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.29

axsFlowQosInSrcPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.30

axsFlowQosInSrcPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.31

axsFlowQosInDestPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.32

axsFlowQosInDestPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.33

axsFlowQosInDestPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.34

axsFlowQosInAckFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.35

axsFlowQosInSynFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.36

axsFlowQosInIcmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.37

axsFlowQosInIcmpCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.38

axsFlowQosInIgmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.1.1.39

axsFlowQosInPremTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2

axsFlowQosInPremEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1

axsFlowQosInPremifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.1

axsFlowQosInPremifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.2

axsFlowQosInPremListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.3

axsFlowQosInPremSrcMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.4

axsFlowQosInPremSrcMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.5

axsFlowQosInPremSrcMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.6

axsFlowQosInPremDestMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.7

axsFlowQosInPremDestMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.8

axsFlowQosInPremDestMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.9

axsFlowQosInPremEthernetType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.10

MIB名称 オブジェクト ID
422



付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsFlowQosInPremUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.11

axsFlowQosInPremLowerVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.12

axsFlowQosInPremHigherVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.13

axsFlowQosInPremProtocolNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.14

axsFlowQosInPremIpAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.15

axsFlowQosInPremSrcIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.16

axsFlowQosInPremSrcIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.17

axsFlowQosInPremSrcIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.18

axsFlowQosInPremSrcIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.19

axsFlowQosInPremDestIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.20

axsFlowQosInPremDestIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.21

axsFlowQosInPremDestIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.22

axsFlowQosInPremDestIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.23

axsFlowQosInPremDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.24

axsFlowQosInPremPrecedence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.25

axsFlowQosInPremUpperLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.26

axsFlowQosInPremLowerLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.27

axsFlowQosInPremFragments 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.28

axsFlowQosInPremSrcPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.29

axsFlowQosInPremSrcPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.30

axsFlowQosInPremSrcPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.31

axsFlowQosInPremDestPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.32

axsFlowQosInPremDestPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.33

axsFlowQosInPremDestPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.34

axsFlowQosInPremAckFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.35

axsFlowQosInPremSynFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.36

axsFlowQosInPremIcmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.37

axsFlowQosInPremIcmpCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.38

axsFlowQosInPremIgmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.2.1.39

axsFlowQosOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3

axsFlowQosOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1

axsFlowQosOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.1

axsFlowQosOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.2

axsFlowQosOutListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.3

axsFlowQosOutSrcMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.4

axsFlowQosOutSrcMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.5

axsFlowQosOutSrcMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.6

axsFlowQosOutDestMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.7

axsFlowQosOutDestMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.8

axsFlowQosOutDestMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.9

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsFlowQosOutEthernetType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.10

axsFlowQosOutUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.11

axsFlowQosOutLowerVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.12

axsFlowQosOutHigherVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.13

axsFlowQosOutProtocolNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.14

axsFlowQosOutIpAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.15

axsFlowQosOutSrcIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.16

axsFlowQosOutSrcIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.17

axsFlowQosOutSrcIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.18

axsFlowQosOutSrcIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.19

axsFlowQosOutDestIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.20

axsFlowQosOutDestIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.21

axsFlowQosOutDestIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.22

axsFlowQosOutDestIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.23

axsFlowQosOutDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.24

axsFlowQosOutPrecedence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.25

axsFlowQosOutUpperLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.26

axsFlowQosOutLowerLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.27

axsFlowQosOutFragments 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.28

axsFlowQosOutSrcPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.29

axsFlowQosOutSrcPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.30

axsFlowQosOutSrcPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.31

axsFlowQosOutDestPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.32

axsFlowQosOutDestPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.33

axsFlowQosOutDestPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.34

axsFlowQosOutAckFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.35

axsFlowQosOutSynFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.36

axsFlowQosOutIcmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.37

axsFlowQosOutIcmpCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.38

axsFlowQosOutIgmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.3.1.39

axsFlowQosOutPremTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4

axsFlowQosOutPremEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1

axsFlowQosOutPremifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.1

axsFlowQosOutPremifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.2

axsFlowQosOutPremListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.3

axsFlowQosOutPremSrcMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.4

axsFlowQosOutPremSrcMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.5

axsFlowQosOutPremSrcMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.6

axsFlowQosOutPremDestMacOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.7

axsFlowQosOutPremDestMac 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.8

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsFlowQosOutPremDestMacMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.9

axsFlowQosOutPremEthernetType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.10

axsFlowQosOutPremUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.11

axsFlowQosOutPremLowerVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.12

axsFlowQosOutPremHigherVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.13

axsFlowQosOutPremProtocolNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.14

axsFlowQosOutPremIpAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.15

axsFlowQosOutPremSrcIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.16

axsFlowQosOutPremSrcIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.17

axsFlowQosOutPremSrcIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.18

axsFlowQosOutPremSrcIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.19

axsFlowQosOutPremDestIpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.20

axsFlowQosOutPremDestIp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.21

axsFlowQosOutPremDestIpLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.22

axsFlowQosOutPremDestIpRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.23

axsFlowQosOutPremDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.24

axsFlowQosOutPremPrecedence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.25

axsFlowQosOutPremUpperLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.26

axsFlowQosOutPremLowerLength 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.27

axsFlowQosOutPremFragments 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.28

axsFlowQosOutPremSrcPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.29

axsFlowQosOutPremSrcPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.30

axsFlowQosOutPremSrcPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.31

axsFlowQosOutPremDestPortOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.32

axsFlowQosOutPremDestPort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.33

axsFlowQosOutPremDestPortRange 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.34

axsFlowQosOutPremAckFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.35

axsFlowQosOutPremSynFlag 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.36

axsFlowQosOutPremIcmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.37

axsFlowQosOutPremIcmpCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.38

axsFlowQosOutPremIgmpType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.4.1.39

axsFlowQosInActTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5

axsFlowQosInActEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1

axsFlowQosInActifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.1

axsFlowQosInActifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.2

axsFlowQosInActListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.3

axsFlowQosInActMaxRate 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.4

axsFlowQosInActMaxRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.5

axsFlowQosInActMaxUpcRedMinBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.6

axsFlowQosInActMaxUpcRedMaxBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.7

MIB名称 オブジェクト ID
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axsFlowQosInActMaxUpcRedProbability 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.8

axsFlowQosInActMinRate 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.9

axsFlowQosInActMinRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.10

axsFlowQosInActMinUpcRedMinBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.11

axsFlowQosInActMinUpcRedMaxBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.12

axsFlowQosInActMinUpcRedProbability 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.13

axsFlowQosInActAgQueueOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.14

axsFlowQosInActAgQueue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.15

axsFlowQosInActPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.16

axsFlowQosInActMaxUnderPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.17

axsFlowQosInActMinOverPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.18

axsFlowQosInActMinUnderPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.19

axsFlowQosInActDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.20

axsFlowQosInActMaxUnderDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.21

axsFlowQosInActMinOverDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.22

axsFlowQosInActMinUnderDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.23

axsFlowQosInActDscpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.24

axsFlowQosInActDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.25

axsFlowQosInActMaxUnderDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.26

axsFlowQosInActMinOverDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.27

axsFlowQosInActMinUnderDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.28

axsFlowQosInActUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.29

axsFlowQosInActMaxUnderUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.30

axsFlowQosInActMinOverUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.31

axsFlowQosInActMinUnderUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.5.1.32

axsFlowQosInActPremTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.6

axsFlowQosInActPremEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.6.1

axsFlowQosInActPremifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.6.1.1

axsFlowQosInActPremifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.6.1.2

axsFlowQosInActPremListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.6.1.3

axsFlowQosInActPremMaxRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.6.1.4

axsFlowQosInActPremMinRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.6.1.5

axsFlowQosOutActTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7

axsFlowQosOutActEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1

axsFlowQosOutActifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.1

axsFlowQosOutActifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.2

axsFlowQosOutActListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.3

axsFlowQosOutActMaxRate 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.4

axsFlowQosOutActMaxRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.5

axsFlowQosOutActMaxUpcRedMinBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.6

MIB名称 オブジェクト ID
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axsFlowQosOutActMaxUpcRedMaxBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.7

axsFlowQosOutActMaxUpcRedProbability 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.8

axsFlowQosOutActMinRate 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.9

axsFlowQosOutActMinRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.10

axsFlowQosOutActMinUpcRedMinBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.11

axsFlowQosOutActMinUpcRedMaxBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.12

axsFlowQosOutActMinUpcRedProbability 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.13

axsFlowQosOutActAgQueueOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.14

axsFlowQosOutActAgQueue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.15

axsFlowQosOutActPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.16

axsFlowQosOutActMaxUnderPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.17

axsFlowQosOutActMinOverPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.18

axsFlowQosOutActMinUnderPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.19

axsFlowQosOutActDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.20

axsFlowQosOutActMaxUnderDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.21

axsFlowQosOutActMinOverDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.22

axsFlowQosOutActMinUnderDiscard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.23

axsFlowQosOutActDscpOp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.24

axsFlowQosOutActDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.25

axsFlowQosOutActMaxUnderDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.26

axsFlowQosOutActMinOverDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.27

axsFlowQosOutActMinUnderDscp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.28

axsFlowQosOutActUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.29

axsFlowQosOutActMaxUnderUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.30

axsFlowQosOutActMinOverUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.31

axsFlowQosOutActMinUnderUserPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.7.1.32

axsFlowQosOutActPremTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.8

axsFlowQosOutActPremEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.8.1

axsFlowQosOutActPremifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.8.1.1

axsFlowQosOutActPremifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.8.1.2

axsFlowQosOutActPremListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.8.1.3

axsFlowQosOutActPremMaxRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.8.1.4

axsFlowQosOutActPremMinRateBurst 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.5.8.1.5

axsFlowQosStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6

axsFlowQosStatsInTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1

axsFlowQosStatsInEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1

axsFlowQosStatsInifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.1

axsFlowQosStatsInifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.2

axsFlowQosStatsInListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.3

axsFlowQosStatsInHitPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.4

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
（7） axsOspfグループ【【【【OP-OSPF(AX5400S)】】】】

axsOspfグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-7　axsOspfグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

axsFlowQosStatsInMaxOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.5

axsFlowQosStatsInMaxUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.6

axsFlowQosStatsInMinOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.7

axsFlowQosStatsInMinUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.1.1.8

axsFlowQosStatsInPremTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2

axsFlowQosStatsInPremEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1

axsFlowQosStatsInPremifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1.1

axsFlowQosStatsInPremifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1.2

axsFlowQosStatsInPremListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1.3

axsFlowQosStatsInPremMaxOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1.4

axsFlowQosStatsInPremMaxUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1.5

axsFlowQosStatsInPremMinOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1.6

axsFlowQosStatsInPremMinUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.2.1.7

axsFlowQosStatsOutTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3

axsFlowQosStatsOutEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1

axsFlowQosStatsOutifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.1

axsFlowQosStatsOutifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.2

axsFlowQosStatsOutListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.3

axsFlowQosStatsOutHitPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.4

axsFlowQosStatsOutMaxOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.5

axsFlowQosStatsOutMaxUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.6

axsFlowQosStatsOutMinOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.7

axsFlowQosStatsOutMinUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.3.1.8

axsFlowQosStatsOutPremTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4

axsFlowQosStatsOutPremEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1

axsFlowQosStatsOutPremifIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1.1

axsFlowQosStatsOutPremifIndexType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1.2

axsFlowQosStatsOutPremListNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1.3

axsFlowQosStatsOutPremMaxOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1.4

axsFlowQosStatsOutPremMaxUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1.5

axsFlowQosStatsOutPremMinOverPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1.6

axsFlowQosStatsOutPremMinUnderPackets 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.8.6.4.1.7

MIB名称 オブジェクト ID

axsOspf 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14

axsOspfGeneralTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsOspfGeneralEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1

axsOspfGeneralDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.1

axsOspfRouterId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.2

axsOspfAdminStat 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.3

axsOspfVersionNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.4

axsOspfAreaBdrRtrStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.5

axsOspfASBdrRtrStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.6

axsOspfExternLsaCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.7

axsOspfExternLsaCksumSum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.8

axsOspfTOSSupport 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.9

axsOspfOriginateNewLsas 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.10

axsOspfRxNewLsas 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.11

axsOspfExtLsdbLimit 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.12

axsOspfMulticastExtensions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.1.1.13

axsOspfAreaTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2

axsOspfAreaEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1

axsOspfAreaDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.1

axsOspfAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.2

axsOspfAuthType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.3

axsOspfImportAsExtern 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.4

axsOspfSpfRuns 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.5

axsOspfAreaBdrRtrCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.6

axsOspfAsBdrRtrCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.7

axsOspfAreaLsaCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.8

axsOspfAreaLsaCksumSum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.9

axsOspfAreaSummary 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.10

axsOspfAreaStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.2.1.11

axsOspfStubAreaTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3

axsOspfStubAreaEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3.1

axsOspfStubDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3.1.1

axsOspfStubAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3.1.2

axsOspfStubTOS 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3.1.3

axsOspfStubMetric 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3.1.4

axsOspfStubStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3.1.5

axsOspfStubMetricType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.3.1.6

axsOspfLsdbTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4

axsOspfLsdbEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1

axsOspfLsdbDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.1

axsOspfLsdbAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.2

axsOspfLsdbType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.3

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsOspfLsdbLsid 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.4

axsOspfLsdbRouterId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.5

axsOspfLsdbSequence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.6

axsOspfLsdbAge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.7

axsOspfLsdbChecksum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.8

axsOspfLsdbAdvertisement 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.4.1.9

axsOspfAreaRangeTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5

axsOspfAreaRangeEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5.1

axsOspfAreaRangeDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5.1.1

axsOspfAreaRangeAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5.1.2

axsOspfAreaRangeNet 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5.1.3

axsOspfAreaRangeMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5.1.4

axsOspfAreaRangeStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5.1.5

axsOspfAreaRangeEffect 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.5.1.6

axsOspfIfTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7

axsOspfIfEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1

axsOspfIfDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.1

axsOspfIfIpAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.2

axsOspfAddressLessIf 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.3

axsOspfIfAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.4

axsOspfIfType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.5

axsOspfIfAdminStat 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.6

axsOspfIfRtrPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.7

axsOspfIfTransitDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.8

axsOspfIfRetransInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.9

axsOspfIfHelloInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.10

axsOspfIfRtrDeadInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.11

axsOspfIfPollInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.12

axsOspfIfState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.13

axsOspfIfDesignatedRouter 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.14

axsOspfIfBackupDesignatedRouter 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.15

axsOspfIfEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.16

axsOspfIfAuthKey 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.17

axsOspfIfStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.18

axsOspfIfMulticastForwarding 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.7.1.19

axsOspfIfMetricTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8

axsOspfIfMetricEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8.1

axsOspfIfMetricDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8.1.1

axsOspfIfMetricIpAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8.1.2

axsOspfIfMetricAddressLessIf 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8.1.3

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsOspfIfMetricTOS 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8.1.4

axsOspfIfMetricValue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8.1.5

axsOspfIfMetricStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.8.1.6

axsOspfVirtIfTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9

axsOspfVirtIfEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1

axsOspfVirtIfDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.1

axsOspfVirtIfAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.2

axsOspfVirtIfNeighbor 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.3

axsOspfVirtIfTransitDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.4

axsOspfVirtIfRetransInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.5

axsOspfVirtIfHelloInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.6

axsOspfVirtIfRtrDeadInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.7

axsOspfVirtIfState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.8

axsOspfVirtIfEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.9

axsOspfVirtIfAuthKey 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.10

axsOspfVirtIfStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.9.1.11

axsOspfNbrTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10

axsOspfNbrEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1

axsOspfNbrDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.1

axsOspfNbrIpAddr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.2

axsOspfNbrAddressLessIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.3

axsOspfNbrRtrId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.4

axsOspfNbrOptions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.5

axsOspfNbrPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.6

axsOspfNbrState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.7

axsOspfNbrEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.8

axsOspfNbrLsRetransQLen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.9

axsOspfNbmaNbrStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.10

axsOspfNbmaNbrPermanence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.10.1.11

axsOspfVirtNbrTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11

axsOspfVirtNbrEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1

axsOspfVirtNbrDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.1

axsOspfVirtNbrArea 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.2

axsOspfVirtNbrRtrId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.3

axsOspfVirtNbrIpAddr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.4

axsOspfVirtNbrOptions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.5

axsOspfVirtNbrState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.6

axsOspfVirtNbrEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.7

axsOspfVirtNbrLsRetransQLen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.11.1.8

axsOspfExtLsdbTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
（8） axsOspfv3MIBグループ【【【【OP-OSPF(AX5400S)】】】】

axsOspfv3MIBグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-8　axsOspfv3MIBグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

axsOspfExtLsdbEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1

axsOspfExtLsdbDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.1

axsOspfExtLsdbType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.2

axsOspfExtLsdbLsid 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.3

axsOspfExtLsdbRouterId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.4

axsOspfExtLsdbSequence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.5

axsOspfExtLsdbAge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.6

axsOspfExtLsdbChecksum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.7

axsOspfExtLsdbAdvertisement 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.12.1.8

axsOspfAreaAggregateTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14

axsOspfAreaAggregateEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1

axsOspfAreaAggregateDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1.1

axsOspfAreaAggregateAreaID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1.2

axsOspfAreaAggregateLsdbType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1.3

axsOspfAreaAggregateNet 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1.4

axsOspfAreaAggregateMask 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1.5

axsOspfAreaAggregateStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1.6

axsOspfAreaAggregateEffect 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.14.1.7

axsOspfTrap 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16

axsOspfTrapControlTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.1

axsOspfTrapControlEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.1.1

axsOspfTrapDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.1.1.1

axsOspfSetTrap 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.1.1.2

axsOspfConfigErrorType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.1.1.3

axsOspfPacketType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.1.1.4

axsOspfPacketSrc 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.1.1.5

axsOspfTraps 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.14.16.2

MIB名称 オブジェクト ID

axsOspfv3 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15

axsOspfv3GeneralTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1

axsOspfv3GeneralEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1

axsOspfv3GeneralDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.1

axsOspfv3RouterId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.2

axsOspfv3AdminStat 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.3

axsOspfv3VersionNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.4

MIB名称 オブジェクト ID
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付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
axsOspfv3AreaBdrRtrStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.5

axsOspfv3ASBdrRtrStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.6

axsOspfv3AsScopeLsaCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.7

axsOspfv3AsScopeLsaCksumSum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.8

axsOspfv3OriginateNewLsas 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.9

axsOspfv3RxNewLsas 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.10

axsOspfv3ExtAreaLsdbLimit 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.11

axsOspfv3MulticastExtensions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.12

axsOspfv3DemandExtensions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.14

axsOspfv3TrafficEngineeringSupport 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.1.1.15

axsOspfv3AreaTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2

axsOspfv3AreaEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1

axsOspfv3AreaDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.1

axsOspfv3AreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.2

axsOspfv3ImportAsExtern 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.3

axsOspfv3SpfRuns 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.4

axsOspfv3AreaBdrRtrCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.5

axsOspfv3AsBdrRtrCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.6

axsOspfv3AreaScopeLsaCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.7

axsOspfv3AreaScopeLsaCksumSum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.8

axsOspfv3AreaSummary 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.9

axsOspfv3AreaStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.10

axsOspfv3StubMetric 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.2.1.11

axsOspfv3AsLsdbTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3

axsOspfv3AsLsdbEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1

axsOspfv3AsLsdbDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.1

axsOspfv3AsLsdbType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.2

axsOspfv3AsLsdbRouterId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.3

axsOspfv3AsLsdbLsid 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.4

axsOspfv3AsLsdbSequence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.5

axsOspfv3AsLsdbAge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.6

axsOspfv3AsLsdbChecksum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.7

axsOspfv3AsLsdbAdvertisement 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.3.1.8

axsOspfv3AreaLsdbTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4

axsOspfv3AreaLsdbEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1

axsOspfv3AreaLsdbDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.1

axsOspfv3AreaLsdbAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.2

axsOspfv3AreaLsdbType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.3

axsOspfv3AreaLsdbRouterId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.4

axsOspfv3AreaLsdbLsid 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.5

MIB名称 オブジェクト ID
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axsOspfv3AreaLsdbSequence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.6

axsOspfv3AreaLsdbAge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.7

axsOspfv3AreaLsdbChecksum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.8

axsOspfv3AreaLsdbAdvertisement 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.4.1.9

axsOspfv3LinkLsdbTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5

axsOspfv3LinkLsdbEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1

axsOspfv3LinkLsdbDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.1

axsOspfv3LinkLsdbIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.2

axsOspfv3LinkLsdbType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.3

axsOspfv3LinkLsdbRouterId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.4

axsOspfv3LinkLsdbLsid 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.5

axsOspfv3LinkLsdbSequence 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.6

axsOspfv3LinkLsdbAge 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.7

axsOspfv3LinkLsdbChecksum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.8

axsOspfv3LinkLsdbAdvertisement 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.5.1.9

axsOspfv3IfTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7

axsOspfv3IfEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1

axsOspfv3IfDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.1

axsOspfv3IfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.2

axsOspfv3IfAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.3

axsOspfv3IfType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.4

axsOspfv3IfAdminStat 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.5

axsOspfv3IfRtrPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.6

axsOspfv3IfTransitDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.7

axsOspfv3IfRetransInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.8

axsOspfv3IfHelloInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.9

axsOspfv3IfRtrDeadInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.10

axsOspfv3IfPollInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.11

axsOspfv3IfState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.12

axsOspfv3IfDesignatedRouter 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.13

axsOspfv3IfBackupDesignatedRouter 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.15

axsOspfv3IfEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.16

axsOspfv3IfStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.18

axsOspfv3IfMulticastForwarding 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.19

axsOspfv3IfDemand 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.20

axsOspfv3IfMetricValue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.21

axsOspfv3IfLinkScopeLsaCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.22

axsOspfv3IfLinkLsaCksumSum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.23

axsOspfv3IfInstId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.7.1.24

axsOspfv3VirtIfTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8

MIB名称 オブジェクト ID
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axsOspfv3VirtIfEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1

axsOspfv3VirtIfDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.1

axsOspfv3VirtIfAreaId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.2

axsOspfv3VirtIfNeighbor 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.3

axsOspfv3VirtIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.4

axsOspfv3VirtIfTransitDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.5

axsOspfv3VirtIfRetransInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.6

axsOspfv3VirtIfHelloInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.7

axsOspfv3VirtIfRtrDeadInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.8

axsOspfv3VirtIfState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.9

axsOspfv3VirtIfEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.10

axsOspfv3VirtIfStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.11

axsOspfv3VirtIfLinkScopeLsaCount 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.12

axsOspfv3VirtIfLinkLsaCksumSum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.8.1.13

axsOspfv3NbrTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9

axsOspfv3NbrEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1

axsOspfv3NbrDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.1

axsOspfv3NbrIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.2

axsOspfv3NbrIpv6Addr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.3

axsOspfv3NbrRtrId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.4

axsOspfv3NbrOptions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.5

axsOspfv3NbrPriority 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.6

axsOspfv3NbrState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.7

axsOspfv3NbrEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.8

axsOspfv3NbrLsRetransQLen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.9

axsOspfv3NbrHelloSuppressed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.12

axsOspfv3NbrIfId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.9.1.13

axsOspfv3VirtNbrTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10

axsOspfv3VirtNbrEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1

axsOspfv3VirtNbrDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.1

axsOspfv3VirtNbrArea 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.2

axsOspfv3VirtNbrRtrId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.3

axsOspfv3VirtNbrIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.4

axsOspfv3VirtNbrIpv6Addr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.5

axsOspfv3VirtNbrOptions 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.6

axsOspfv3VirtNbrState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.7

axsOspfv3VirtNbrEvents 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.8

axsOspfv3VirtNbrLsRetransQLen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.9

axsOspfv3VirtNbrHelloSuppressed 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.10

axsOspfv3VirtNbrIfId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.10.1.11

MIB名称 オブジェクト ID
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（9） axsIsisMIBグループ【【【【OP-ISIS】】】】

axsIsisMIBグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-9　axsIsisMIBグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応

（10） axsStaticグループ

axsStaticグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

axsOspfv3AreaAggregateTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11

axsOspfv3AreaAggregateEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1

axsOspfv3AreaAggregateDomainNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.1

axsOspfv3AreaAggregateAreaID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.2

axsOspfv3AreaAggregateAreaLsdbType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.3

axsOspfv3AreaAggregateIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.4

axsOspfv3AreaAggregatePrefix 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.5

axsOspfv3AreaAggregatePrefixLen 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.6

axsOspfv3AreaAggregateStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.7

axsOspfv3AreaAggregateEffect 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.15.11.1.8

MIB名称 オブジェクト ID

axsIsisMIB 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37

axsIsisObjects 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1

axsIsisSystem 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.1

axsIsisSysTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.1.1

axsIsisSysEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.1.1.1

axsIsisSysInstance 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.1.1.1.1

axsIsisSysLevel 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.2

axsIsisSysLevelTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.2.1

axsIsisSysLevelEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.2.1.1

axsIsisSysLevelIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.2.1.1.1

axsIsisCirc 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.3

axsIsisCircTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.3.1

axsIsisCircEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.3.1.1

axsIsisCircIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.3.1.1.1

axsIsisNotification 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.10

axsIsisNotificationTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.10.1

axsIsisNotificationEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.10.1.1

axsIsisPduLspId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.10.1.1.1

axsIsisAdjState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.37.1.10.1.1.9

MIB名称 オブジェクト ID
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表 A-10　axsStaticグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応

（11） axsBootManagementグループ

axsBootManagementグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-11　axsBootManagementグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応

（12） axsLoginグループ

axsLoginグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-12　axsLoginグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

（13） axslldpグループ

axslldpグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-13　axslldpグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

MIB名称 オブジェクト ID

axsStatic 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38

axsStaticTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.1

axsStaticGatewayEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.1.1

axsStaticGatewayAddr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.1.1.1

axsStaticGatewayState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.1.1.2

axsStaticIpv6Table 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.3

axsStaticIpv6GatewayEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.3.1

axsStaticIpv6Ifindex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.3.1.1

axsStaticIpv6GatewayAddr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.3.1.2

axsStaticIpv6GatewayState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.38.3.1.3

MIB名称 オブジェクト ID

axsBootManagement 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.51

axsBootReason 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.51.1

MIB名称 オブジェクト ID

axsLogin 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52

axsLoginName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52.1

axsLoginTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52.2

axsLogoutTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52.3

axsLoginFailureTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52.4

axsLoginLocation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52.5

axsLoginLine 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52.6

axsLogoutStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.52.7

MIB名称 オブジェクト ID

axslldp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100
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axslldpConfiguration 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1

axslldpMessageTxInterval 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.1

axslldpMessageTxHoldMultiplier 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.2

axslldpReinitDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.3

axslldpTxDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.4

axslldpPortConfigTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.6

axslldpPortConfigEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.6.1

axslldpPortConfigPortNum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.6.1.2

axslldpPortConfigAdminStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.6.1.3

axslldpPortConfigTLVsTxEnable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.6.1.4

axslldpPortConfigRowStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.6.1.5

axslldpConfigManAddrTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.7

axslldpConfigManAddrEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.7.1

axslldpConfigManAddrPortsTxEnable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.1.7.1.1

axslldpStats 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2

axslldpStatsTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1

axslldpStatsEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1

axslldpStatsPortNum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.2

axslldpStatsOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.3

axslldpStatsFramesInErrors 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.4

axslldpStatsFramesInTotal 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.5

axslldpStatsFramesOutTotal 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.6

axslldpStatsTLVsInErrors 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.7

axslldpStatsTLVsDiscardedTotal 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.8

axslldpStatsCounterDiscontinuityTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.2.1.1.9

axslldpLocalSystemData 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3

axslldpLocChassisType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.1

axslldpLocChassisId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.2

axslldpLocSysName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.3

axslldpLocSysDesc 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.4

axslldpLocSysCapSupported 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.5

axslldpLocSysCapEnabled 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.6

axslldpLocPortTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.7

axslldpLocPortEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.7.1

axslldpLocPortNum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.7.1.1

axslldpLocPortType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.7.1.2

axslldpLocPortId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.7.1.3

axslldpLocPortDesc 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.7.1.4

axslldpLocManAddrTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.8

axslldpLocManAddrEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.8.1
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axslldpLocManAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.8.1.1

axslldpLocManAddr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.8.1.2

axslldpLocManAddrIfSubtype 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.8.1.3

axslldpLocManAddrIfId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.8.1.4

axslldpLocManAddrOID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.3.8.1.5

axslldpRemoteSystemData 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4

axslldpRemTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1

axslldpRemEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1

axslldpRemTimeMark 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.1

axslldpRemLocalPortNum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.2

axslldpRemIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.3

axslldpRemRemoteChassisType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.4

axslldpRemRemoteChassis 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.5

axslldpRemRemotePortType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.6

axslldpRemRemotePort 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.7

axslldpRemPortDesc 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.8

axslldpRemSysName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.9

axslldpRemSysDesc 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.10

axslldpRemSysCapSupported 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.11

axslldpRemSysCapEnabled 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.1.1.12

axslldpRemManAddrTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.2

axslldpRemManAddrEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.2.1

axslldpRemManAddrType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.2.1.1

axslldpRemManAddr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.2.1.2

axslldpRemManAddrIfSubtype 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.2.1.3

axslldpRemManAddrIfId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.2.1.4

axslldpRemManAddrOID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.2.1.5

axslldpRemOrgDefInfoTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.3

axslldpRemOrgDefInfoEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.3.1

axslldpRemOrgDefInfoOUI 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.3.1.1

axslldpRemOrgDefInfoSubtype 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.3.1.2

axslldpRemOrgDefInfoIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.3.1.3

axslldpRemOrgDefInfo 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.4.3.1.4

axslldpRemoteOriginInfoData 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20

axslldpRemOriginInfoTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1

axslldpRemOriginInfoEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1

axslldpRemOriginInfoPortNum 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.1

axslldpRemOriginInfoIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.2

axslldpRemOriginInfoLowerVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.3

axslldpRemOriginInfoHigherVlanList 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.4

MIB名称 オブジェクト ID
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（14） ax7800sSwitchグループ【【【【AX7800S】】】】

ax7800sSwitchグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-14　ax7800sSwitchグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

axslldpRemOriginInfoIPv4Address 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.5

axslldpRemOriginInfoIPv4PortType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.6

axslldpRemOriginInfoIPv4VlanId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.7

axslldpRemOriginInfoIPv6Address 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.8

axslldpRemOriginInfoIPv6PortType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.9

axslldpRemOriginInfoIPv6VlanId 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.1.100.20.1.1.10

MIB名称 オブジェクト ID

ax7800sSwitch 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1

ax7800sModelType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.1

ax7800sSoftware 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.2

ax7800sSoftwareName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.2.1

ax7800sSoftwareAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.2.2

ax7800sSoftwareVersion 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.2.3

ax7800sSystemMsg 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3

ax7800sSystemMsgText 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.1

ax7800sSystemMsgType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.2

ax7800sSystemMsgTimeStamp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.3

ax7800sSystemMsgLevel 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.4

ax7800sSystemMsgEventPoint 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.5

ax7800sSystemMsgEventInterfaceID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.6

ax7800sSystemMsgEventCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.7

ax7800sSystemMsgAdditionalCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.3.8

ax7800sSnmpAgent 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.4

ax7800sSnmpSendReceiveSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.4.1

ax7800sSnmpReceiveDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.4.2

ax7800sSnmpContinuousSend 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.4.3

ax7800sSnmpObjectMaxNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.4.4

ax7800sLicense 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6

ax7800sLicenseNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.1

ax7800sLicenseTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.2

ax7800sLicenseEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.2.1

ax7800sLicenseIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.2.1.1

ax7800sLicenseSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.2.1.2

ax7800sLicenseOptionNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.2.1.3

ax7800sLicenseOptionTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.3

MIB名称 オブジェクト ID
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（15） ax7800sDeviceグループ【【【【AX7800S】】】】

ax7800sDeviceグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-15　ax7800sDeviceグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

ax7800sLicenseOptionEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.3.1

ax7800sLicenseOptionIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.3.1.1

ax7800sLicenseOptionNumberIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.3.1.2

ax7800sLicenseOptionSoftwareName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.3.1.3

ax7800sLicenseOptionSoftwareAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.1.6.3.1.4

MIB名称 オブジェクト ID

ax7800sDevice 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2

ax7800sChassis 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1

ax7800sChassisMaxNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.1

ax7800sChassisTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2

ax7800sChassisEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1

ax7800sChassisIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.1

ax7800sChassisType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.2

ax7800sChassisStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.3

ax7800sBcuBoardDuplexMode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.4

ax7800sPowerUnitNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.5

ax7800sFanNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.6

ax7800sCifNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.7

ax7800sBcuBoardNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.8

ax7800sPsuNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.9

ax7800sNifBoardNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.2.1.10

ax7800sPowerUnitTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.3

ax7800sPowerUnitEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.3.1

ax7800sPowerUnitIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.3.1.1

ax7800sPowerConnectStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.3.1.2

ax7800sPowerSupplyStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.3.1.3

ax7800sFanTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.4

ax7800sFanEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.4.1

ax7800sFanIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.4.1.1

ax7800sFanStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.1.4.1.2

ax7800sBcuBoard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2

ax7800sBcuBoardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1

ax7800sBcuBoardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1

ax7800sBcuBoardIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.1

ax7800sBcuIoBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.2

MIB名称 オブジェクト ID
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ax7800sBcuCpuBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.3

ax7800sBcuOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.4

ax7800sBcuOperModeStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.5

ax7800sBcuActiveLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.6

ax7800sBcuReadyLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.7

ax7800sBcuAlarmLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.8

ax7800sBcuErrorLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.9

ax7800sBcuEmaLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.10

ax7800sBcuRmEthernetStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.12

ax7800sBcuAtaCardNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.13

ax7800sBcuAtaBootDev 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.14

ax7800sBcuBoardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.15

ax7800sBcuBoardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.16

ax7800sBcuIoBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.17

ax7800sBcuCpuBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.18

ax7800sBcuRmCpuName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.19

ax7800sBcuRmCpuClock 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.20

ax7800sBcuRmMemoryTotalSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.21

ax7800sBcuRmMemoryUsedSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.22

ax7800sBcuRmMemoryFreeSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.23

ax7800sBcuRmRomVersion 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.24

ax7800sBcuRmCpuLoad1m 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.25

ax7800sBcuTemperatureStatusNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.26

ax7800sBcuCpOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.27

ax7800sBcuCpCpuName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.28

ax7800sBcuCpCpuClock 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.29

ax7800sBcuCpMemoryTotalSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.30

ax7800sBcuCpCpuLoad1m 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.33

ax7800sBcuSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.34

ax7800sBcuVoltage150 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.35

ax7800sBcuVoltage180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.36

ax7800sBcuVoltage250 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.37

ax7800sBcuVoltage330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.38

ax7800sBcuVoltage500 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.1.1.39

ax7800sAtaCardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2

ax7800sAtaCardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1

ax7800sAtaCardIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.1

ax7800sAtaCardConnection 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.2

ax7800sAtaCardTotalSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.3

ax7800sAtaCardUsedSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.4
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ax7800sAtaCardFreeSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.5

ax7800sAtaCardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.6

ax7800sAtaCardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.7

ax7800sAtaCardMountStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.2.1.8

ax7800sTemperatureStatusTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3

ax7800sTemperatureStatusEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3.1

ax7800sTemperatureStatusIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3.1.1

ax7800sTemperatureStatusDescr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3.1.2

ax7800sTemperatureStatusValue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3.1.3

ax7800sTemperatureThreshold 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3.1.4

ax7800sTemperatureState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.3.1.5

ax7800sSopTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4

ax7800sSopEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4.1

ax7800sSopAlarmLevel 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4.1.1

ax7800sSopAlarmEventPoint 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4.1.2

ax7800sSopAlarmEventCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4.1.3

ax7800sSopAlarmEventInterfaceID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4.1.4

ax7800sSopAlarmMsgText 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.2.4.1.5 

ax7800sPsuBoard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3

ax7800sPsuBoardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1

ax7800sPsuBoardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1

ax7800sPsuBoardIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.1

ax7800sPsuBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.2

ax7800sPsuOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.3

ax7800sPsuBoardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.4

ax7800sPsuBoardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.5

ax7800sPsuBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.6

ax7800sPsuSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.7

ax7800sPsuVoltage120 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.8

ax7800sPsuVoltage150 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.9

ax7800sPsuVoltage180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.10

ax7800sPsuVoltage250 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.11

ax7800sPsuVoltage330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.12

ax7800sPsuVoltage500 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.13

ax7800sPsuVoltage120-2 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.14

ax7800sPsuVoltage120-3 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.15

ax7800sPsuVoltage120-4 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.16

ax7800sPsuVoltage120-5 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.17

ax7800sPsuVoltage120-6 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.18

ax7800sPsuVoltage120-7 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.19
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ax7800sPsuVoltage120-8 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.3.1.1.20

ax7800sNifBoard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4

ax7800sNifBoardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1

ax7800sNifBoardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1

ax7800sNifBoardSlotIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.1

ax7800sNifBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.2

ax7800sNifBoardOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.3

ax7800sNifBoardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.4

ax7800sNifBoardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.5

ax7800sNifBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.6

ax7800sNifPhysLineNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.7

ax7800sNifSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.8

ax7800sNifVoltageAM520 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.9

ax7800sNifVoltage150 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.10

ax7800sNifVoltage180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.11

ax7800sNifVoltageA180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.12

ax7800sNifVoltage250 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.13

ax7800sNifVoltage330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.14

ax7800sNifVoltageA330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.15

ax7800sNifVoltageA500 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.16

ax7800sNifVoltage330S 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.17

ax7800sNifVoltage500S 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.18

ax7800sNifVoltage120 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.19

ax7800sNifVoltageA500-2 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.20

ax7800sNifVoltage150S 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.4.1.1.21

ax7800sPhysLine 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5

ax7800sPhysLineTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1

ax7800sPhysLineEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1.1

ax7800sPhysLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1.1.1

ax7800sPhysLineConnectorType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1.1.2

ax7800sPhysLineOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1.1.3

ax7800sPhysLineIfIndexNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1.1.4

ax7800sPhysLineTransceiverStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.5.1.1.5

ax7800sInterface 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6

ax7800sLineIfTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6.1

ax7800sLineIfEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6.1.1

ax7800sLineIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6.1.1.1

ax7800sIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6.1.1.2

ax7800sIfIpAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6.1.1.3

ax7800sIfIpv6Address 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.2.6.1.1.4
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（16） ax7800sManagementMIBグループ【【【【AX7800S】】】】

ax7800sManagementMIBグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-16　ax7800sManagementMIBグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

（17） ax5400sSwitchグループ【【【【AX5400S】】】】

ax5400sSwitchグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-17　ax5400sSwitchグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

MIB名称 オブジェクト ID

ax7800sManagementMIB 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3

ax7800sOperationCommand 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3.1

ax7800sFdbClearMIB 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3.1.1

ax7800sFdbClearSet 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3.1.1.1

ax7800sFdbClearReqTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3.1.1.2

ax7800sFdbClearSuccessTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.2.3.1.1.3

MIB名称 オブジェクト ID

ax5400sSwitch 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1

ax5400sModelType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.1

ax5400sSoftware 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.2

ax5400sSoftwareName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.2.1

ax5400sSoftwareAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.2.2

ax5400sSoftwareVersion 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.2.3

ax5400sSystemMsg 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3

ax5400sSystemMsgText 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.1

ax5400sSystemMsgType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.2

ax5400sSystemMsgTimeStamp 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.3

ax5400sSystemMsgLevel 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.4

ax5400sSystemMsgEventPoint 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.5

ax5400sSystemMsgEventInterfaceID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.6

ax5400sSystemMsgEventCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.7

ax5400sSystemMsgAdditionalCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.3.8

ax5400sSnmpAgent 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.4

ax5400sSnmpSendReceiveSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.4.1

ax5400sSnmpReceiveDelay 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.4.2

ax5400sSnmpContinuousSend 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.4.3

ax5400sSnmpObjectMaxNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.4.4

ax5400sLicense 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6

ax5400sLicenseNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.1

ax5400sLicenseTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.2

ax5400sLicenseEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.2.1
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（18） ax5400sDeviceグループ【【【【AX5400S】】】】

ax5400sDeviceグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-18　ax5400sDeviceグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

ax5400sLicenseIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.2.1.1

ax5400sLicenseSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.2.1.2

ax5400sLicenseOptionNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.2.1.3

ax5400sLicenseOptionTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.3

ax5400sLicenseOptionEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.3.1

ax5400sLicenseOptionIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.3.1.1

ax5400sLicenseOptionNumberIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.3.1.2

ax5400sLicenseOptionSoftwareName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.3.1.3

ax5400sLicenseOptionSoftwareAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.1.6.3.1.4

MIB名称 オブジェクト ID

ax5400sDevice 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2

ax5400sChassis 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1

ax5400sChassisMaxNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.1

ax5400sChassisTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2

ax5400sChassisEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1

ax5400sChassisIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.1

ax5400sChassisType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.2

ax5400sChassisStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.3

ax5400sBcuBoardDuplexMode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.4

ax5400sPowerUnitNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.5

ax5400sFanNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.6

ax5400sCifNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.7

ax5400sBcuBoardNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.8

ax5400sBsuBoardNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.9

ax5400sNifBoardNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.10

ax5400sChassisMacAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.11

ax5400sChassisSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.2.1.12

ax5400sPowerUnitTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.3

ax5400sPowerUnitEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.3.1

ax5400sPowerUnitIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.3.1.1

ax5400sPowerConnectStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.3.1.2

ax5400sPowerSupplyStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.3.1.3

ax5400sFanTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.4

ax5400sFanEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.4.1

ax5400sFanIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.4.1.1

MIB名称 オブジェクト ID
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ax5400sFanStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.1.4.1.2

ax5400sBcuBoard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2

ax5400sBcuBoardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1

ax5400sBcuBoardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1

ax5400sBcuBoardIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.1

ax5400sBcuIoBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.2

ax5400sBcuCpuBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.3

ax5400sBcuOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.4

ax5400sBcuOperModeStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.5

ax5400sBcuActiveLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.6

ax5400sBcuReadyLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.7

ax5400sBcuAlarmLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.8

ax5400sBcuErrorLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.9

ax5400sBcuEmaLedStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.10

ax5400sBcuMgmtPortStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.12

ax5400sBcuMaintenancePortStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.13

ax5400sBcuAtaCardNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.14

ax5400sBcuAtaBootDev 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.15

ax5400sBcuBoardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.16

ax5400sBcuBoardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.17

ax5400sBcuIoBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.18

ax5400sBcuCpuBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.19

ax5400sBcuRmCpuName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.20

ax5400sBcuRmCpuClock 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.21

ax5400sBcuRmMemoryTotalSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.22

ax5400sBcuRmMemoryUsedSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.23

ax5400sBcuRmMemoryFreeSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.24

ax5400sBcuRmRomVersion 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.25

ax5400sBcuRmCpuLoad1m 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.26

ax5400sBcuTemperatureStatusNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.27

ax5400sBcuCpOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.28

ax5400sBcuCpCpuName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.29

ax5400sBcuCpCpuClock 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.30

ax5400sBcuCpMemoryTotalSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.31

ax5400sBcuCpCpuLoad1m 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.32

ax5400sBcuSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.33

ax5400sBcuVoltage150 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.34

ax5400sBcuVoltage180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.35

ax5400sBcuVoltage250 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.36

ax5400sBcuVoltage330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.37
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ax5400sBcuVoltage500 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.38

ax5400sBcuVoltage330-2 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.1.1.45

ax5400sAtaCardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2

ax5400sAtaCardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1

ax5400sAtaCardIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.1

ax5400sAtaCardConnection 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.2

ax5400sAtaCardTotalSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.3

ax5400sAtaCardUsedSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.4

ax5400sAtaCardFreeSize 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.5

ax5400sAtaCardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.6

ax5400sAtaCardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.7

ax5400sAtaCardMountStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.2.1.8

ax5400sTemperatureStatusTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3

ax5400sTemperatureStatusEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3.1

ax5400sTemperatureStatusIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3.1.1

ax5400sTemperatureStatusDescr 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3.1.2

ax5400sTemperatureStatusValue 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3.1.3

ax5400sTemperatureThreshold 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3.1.4

ax5400sTemperatureState 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.3.1.5

ax5400sSopTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4

ax5400sSopEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4.1

ax5400sSopAlarmLevel 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4.1.1

ax5400sSopAlarmEventPoint 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4.1.2

ax5400sSopAlarmEventCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4.1.3

ax5400sSopAlarmEventInterfaceID 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4.1.4

ax5400sSopAlarmMsgText 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.2.4.1.5 

ax5400sBsuBoard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3

ax5400sBsuBoardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1

ax5400sBsuBoardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1

ax5400sBsuBoardIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.1

ax5400sBsuBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.2

ax5400sBsuOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.3

ax5400sBsuOperModeStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.4

ax5400sBsuBoardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.5

ax5400sBsuBoardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.6

ax5400sBsuBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.7

ax5400sBsuSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.8

ax5400sBsuVoltage120 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.9

ax5400sBsuVoltage150 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.10

ax5400sBsuVoltage180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.11

MIB名称 オブジェクト ID
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ax5400sBsuVoltage250 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.12

ax5400sBsuVoltage330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.13

ax5400sBsuVoltage500 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.14

ax5400sBsuVoltage150-2 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.22

ax5400sBsuVoltage250-2 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.3.1.1.23

ax5400sNifBoard 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4

ax5400sNifBoardTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1

ax5400sNifBoardEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1

ax5400sNifBoardSlotIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.1

ax5400sNifBoardType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.2

ax5400sNifBoardOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.3

ax5400sNifBoardName 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.4

ax5400sNifBoardAbbreviation 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.5

ax5400sNifBoardProductCode 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.6

ax5400sNifPhysLineNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.7

ax5400sNifSerialNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.8

ax5400sNifVoltageAM520 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.9

ax5400sNifVoltage150 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.10

ax5400sNifVoltage180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.11

ax5400sNifVoltageA180 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.12

ax5400sNifVoltage250 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.13

ax5400sNifVoltage330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.14

ax5400sNifVoltageA330 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.15

ax5400sNifVoltageA500 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.16

ax5400sNifVoltage300S 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.17

ax5400sNifVoltage500S 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.18

ax5400sNifVoltage120 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.19

ax5400sNifVoltage330-2 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.4.1.1.22

ax5400sPhysLine 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5

ax5400sPhysLineTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1

ax5400sPhysLineEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1.1

ax5400sPhysLineIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1.1.1

ax5400sPhysLineConnectorType 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1.1.2

ax5400sPhysLineOperStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1.1.3

ax5400sPhysLineIfIndexNumber 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1.1.4

ax5400sPhysLineTransceiverStatus 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.5.1.1.5

ax5400sInterface 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6

ax5400sLineIfTable 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6.1

ax5400sLineIfEntry 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6.1.1

ax5400sLineIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6.1.1.1

MIB名称 オブジェクト ID
449



付録 A　プライベート MIB名称とオブジェクト ID値
（19） ax5400sManagementMIBグループ【【【【AX5400S】】】】

ax5400sManagementMIBグループのMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-19　ax5400sManagementMIBグループの MIB名称とオブジェクト ID値の対応

付録 A.2　HPプライベート MIB
HPプライベートMIB名称とオブジェクト ID値の対応を次の表に示します。

表 A-20　 HPプライベート MIB名称とオブジェクト ID値の対応

付録 A.3　InMonプライベート MIB
InMonプライベートMIB名称とオブジェクト ID値の対応を示します。

表 A-21　InMonプライベート MIB名称とオブジェクト ID値の対応

ax5400sIfIndex 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6.1.1.2

ax5400sIfIpAddress 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6.1.1.3

ax5400sIfIpv6Address 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.2.6.1.1.4

MIB名称 オブジェクト ID

ax5400sManagementMIB 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3

ax5400sOperationCommand 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3.1

ax5400sFdbClearMIB 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3.1.1

ax5400sFdbClearSet 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3.1.1.1

ax5400sFdbClearReqTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3.1.1.2

ax5400sFdbClearSuccessTime 1.3.6.1.4.1.21839.2.2.3.3.1.1.3

MIB名称 オブジェクト ID

icmp 1.3.6.1.4.1.11.2.7

icmpEchoReq 1.3.6.1.4.1.11.2.7.1

MIB名称 オブジェクト ID

sFlowAgent 1.3.6.1.4.1.4300.1.1

sFlowVersion 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.1

sFlowAgentAddressType 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.2

sFlowAgentAddress 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.3

sFlowTable 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4

sFlowEntry 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1

sFlowDataSource 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.1

sFlowOwner 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.2

sFlowTimeout 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.3

sFlowPacketSamplingRate 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.4

MIB名称 オブジェクト ID
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sFlowCounterSamplingInterval 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.5

sFlowMaximumHeaderSize 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.6

sFlowMaximumDatagramSize 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.7

sFlowCollectorAddressType 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.8

sFlowCollectorAddress 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.9

sFlowCollectorPort 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.10

sFlowDatagramVersion 1.3.6.1.4.1.4300.1.1.4.1.11

MIB名称 オブジェクト ID
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